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はじめに

対象読者
 『Cisco Unity Connection Administration インターフェイス リファレンス ガイド』は、Cisco Unity 
Connection の設定や管理を行うシステム管理者および他の責任者を対象としています。

表記法

 『Cisco Unity Connection Administration インターフェイス リファレンス ガイド』では、次の表記法

も使用します。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

表 1  『Cisco Unity Connection Administration インターフェイス リファレンス ガイド』の表
記法

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用します。

• ユーザが入力する情報。（例：[ユーザ名（User Name）] 
ボックスに Administrator と入力します）。

< >

（山カッコ）

ユーザが値を指定するパラメータを囲むために使用します。（例：

ブラウザで、https://<Cisco Unity Connection サーバの IP アド

レス>/cuadmin に移動します）。

- 

（ハイフン）

同時に押す必要があるキーを表します。（例：Ctrl-Alt-Delete を
押します）。

> 

（右向きの山カッコ）

Cisco Unity Connection Administration のナビゲーション バーで

選択する順序を表します。（例：Cisco Unity Connection 
Administration で、[連絡先（Contacts）] > [システム連絡先

（System Contacts）] を選択します）。
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はじめに
Cisco Unity Connection のマニュアル
Cisco.com 上の Cisco Unity Connection に関するマニュアルの説明と URL については、

『Documentation Guide for Cisco Unity Connection』を参照してください。このマニュアルは 
Connection に同梱されており、次の URL からも入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/roadmap/9xcucdg.html

Cisco Unified Communications Manager Business Editionに関する
マニュアル リファレンス

Cisco Unity Connection 9.x マニュアル セットの Cisco Unified Communications Manager Business 
Edition および Cisco Unified CMBE に関するリファレンスは、Business Edition バージョン 9.x および 
Business Edition 5000 バージョン 9.x の両方に適用されます。ただし Business Edition 6000 には適用

されません。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。

シスコ製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他の国で

の法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術の輸入、

輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業者、および

ユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するにあたっては、関

係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守できない場合は、 本製品を至

急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、 http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html で参照できます。
xiv
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Cisco Unity Connection  9.x ユーザの設定

次の項を参照してください。

• 「ユーザの検索」（P.1-2）

• 「新規ユーザの追加」（P.1-3）

• 「ユーザの基本設定の編集」（P.1-5）

• 「パスワードの設定の編集」（P.1-13）

• 「パスワードの変更」（P.1-15）

• 「役割の編集」（P.1-16）

• 「メッセージ受信インジケータ」（P.1-17）

• 「メッセージ受信インジケータの編集」（P.1-18）

• 「メッセージ受信インジケータの新規作成」（P.1-19）

• 「転送ルール」（P.1-20）

• 「転送ルールの編集」（P.1-20）

• 「メッセージ設定の編集」（P.1-24）

• 「発信者入力」（P.1-28）

• 「発信者入力の編集」（P.1-29）

• 「メールボックスの編集」（P.1-32）

• 「電話メニュー」（P.1-34）

• 「再生メッセージの設定」（P.1-40）

• 「送信メッセージの設定」（P.1-47）

• 「メッセージアクションの編集」（P.1-51）

• 「グリーティングの検索」（P.1-55）

• 「グリーティングの編集」（P.1-56）

• 「グリーティング後メッセージの設定」（P.1-61）

• 「通知デバイス」（P.1-62）

• 「通知デバイスの新規作成」（P.1-62）

• 「通知デバイスの編集」（P.1-67）

• 「代行内線番号」（P.1-75）

• 「代行内線番号の新規作成」（P.1-75）
1-1
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユーザの検索
• 「代行内線番号の編集」（P.1-76）

• 「ユーザの別名の編集」（P.1-83）

• 「プライベート同報リスト」（P.1-84）

• 「ユニファイド メッセージング アカウント」（P.1-84）

• 「ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成」（P.1-85）

• 「ユニファイド メッセージング アカウントの編集」（P.1-88）

• 「SMTP プロキシ アドレス」（P.1-92）

• 「ユーザをインポート」（P.1-93）

• 「Unified Communications Manager ユーザの同期」（P.1-95）

ユーザの検索

表 1-1 [ユーザの検索（Search Users）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属する Cisco Unity Connection のロケーションやパーティションに

関係なく、すべての検索結果を表示します。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

• [ロケーション（Location）]：（Cisco Unity Connection の設定だけに適用可能）特定の 
Connection のロケーションに属する結果だけを表示します。このオプションを選択した場合は、

[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を選択します。

• [ローカル サイト（Local Site）]：（ネットワーキング サイトの一部である Cisco Unity 
Connection の設定だけに適用可能）この Connection のロケーションを含むネットワーキング サ
イト内のロケーションに属する結果（このロケーション自体に属する結果を含む）だけを表示し

ます。

• [リモート サイト（Remote Site）]：（ネットワーキング サイトの一部である Cisco Unity 
Connection の設定だけに適用可能）リモート ネットワーキング サイト（サイト間リンクを介し

て、このロケーションが属するサイトにリンクしているサイト）内のロケーションに属する結果

だけを表示します。

パーティション別の検索に制限する場合は、パーティション内のプライマリ内線番号だけを表示する

か、プライマリ内線番号とパーティションに存在するすべての代行内線番号の両方を表示するかを選

択します。プライマリ内線番号と代行内線番号の両方を表示する場合は、1 人のユーザについて複数

のレコードが検索結果に表示されることがあります。

エイリアス（Alias） ユーザに固有のテキスト名。

ユーザに固有のページに移動するには、エイリアスを選択します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでユーザへの接続に使用される内線番号。

名（First Name） （表示専用）ユーザの名。

姓（Last Name） （表示専用）ユーザの姓。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

新規ユーザの追加
関連項目

新規ユーザの追加

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ユーザ名。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユーザを削除するには、ユーザの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の

削除（Delete Selected）] を選択します。複数のユーザを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

ユーザを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くので、こ

のページに新規ユーザに適用するデータを入力します。

一括編集（Bulk 
Edit）

一度に複数のユーザ アカウントを編集するには、該当するユーザのチェックボックスをオンにして、

[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

まとめて編集するユーザ アカウントが複数の検索ページに表示される場合は、最初のページで該当す

るすべてのチェックボックスをオンにしてから、次のページに移動して該当するすべてのチェック

ボックスをオンにします。同様の操作を該当するすべてのユーザを選択するまで繰り返します。次

に、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

手順については、「一括編集モードでのユーザ アカウント設定の編集」（P.1-12）の手順を参照してく

ださい。

依存関係の表示

（Show 
Dependencies）

ユーザ アカウントを削除する前に、[依存関係の表示（Show Dependencies）] ボタンを選択して、そ

のユーザと依存関係にある他のオブジェクトをデータベースで検索します。依存関係の検索結果か

ら、影響を受けるオブジェクトへのリンクをたどり、別のユーザに依存関係を再割り当てすることが

できます。すべての依存関係の再割り当てを終えたら、ユーザを削除できます。

複数のユーザの依存関係を同時に表示することはできません。

すべて選択（Select 
All）

一括編集モードでユーザ アカウントを編集する際に、現在表示されているページだけではなく、すべ

てのページのユーザを選択するには、[ユーザ（User）] テーブルのヘッダー行の左端にあるチェック

ボックスをオンにします。

表 1-1 [ユーザの検索（Search Users）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-2 [新規ユーザの追加（Add New User）] ページ

フィールド 説明

ユーザ タイプ

（User Type）
次の中から選択します。

• [メールボックスがあるユーザ（User With Mailbox）]：ボイスメールを受信したり、

Cisco Unity Connection のパーソナル着信転送ルールやその他の機能を使用したりする必要があ

るユーザの場合。

• [メールボックスがないユーザ（User Without Mailbox）]：ボイスメールを受信する必要はない

が、システムを管理するためのアクセス権を必要とするユーザの場合。ボイスメールボックスの

ないユーザには内線番号がなく、ライセンス取得ユーザとしてカウントされません。

ベースにするテンプ

レート（Based on 
Template）

新規ユーザ アカウントのベースとなるテンプレートを選択します。このテンプレートは、ほとんどの

ユーザ設定に影響します。

Cisco Unified Communications Manager ユーザをインポートする場合は、ボイスメールを使用する

ユーザのテンプレートだけがリストに表示されます。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

新規ユーザの追加
エイリアス（Alias） ユーザに固有のテキスト名。

ユーザは、Cisco Personal Communications Assistant にサインインするためのエイリアスを入力しま

す。管理者は、Cisco Unity Connection Administration にサインインするためのエイリアスを入力し

ます。

最大 64 文字の ASCII または Unicode 英数字、ピリオド、カンマ、スペース、および特殊文字（`、
~、!、@、#、$、%、^、&、-、_、'）を、任意に組み合わせて入力します。[エイリアス（Alias）] 
フィールドには印刷可能な ASCII 文字だけを使用することをお勧めします。一部のメッセージ機能

では、印刷不可の ASCII 文字や Unicode がサポートされていないからです。（印刷不可の ASCII 制御

文字は、コード 0x20 未満の文字です）。たとえば、IMAP では印刷可能な ASCII 文字が含まれてい

るユーザ名のみがサポートされているため、印刷不可文字または Unicode を含んでいる Connection 
エイリアスを持つユーザは IMAP クライアントから Connection メッセージにアクセスすることがで

きません。さらに、Cisco Object Backup and Restore Application Suite（COBRAS）では、バック

アップの実行に IMAP が使用されるため、そのようなユーザ宛てのメッセージをバックアップするこ

とができません。

（注） バックスラッシュ（「\」）は、[エイリアス（Alias）] フィールドではサポート

されていません。

名（First Name） ユーザの名。

姓（Last Name） ユーザの姓。

表示名（Display 
Name）

ユーザの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの表示名、連絡先、および同報リストを入力する際は、次の点を考慮してください。

• 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示名の

認識に問題が発生することがあります。

• ユーザ、連絡先、または同報リストに録音名がない場合、Cisco Unity Connection では表示名ま

たは姓と名の組み合わせの再生が試みられます。

SMTP アドレス

（SMTP Address）
（任意）ユーザの Simple Mail Transfer Protocol（SMTP; シンプル メール転送プロトコル）アドレス

を入力します。このアドレスは、Outlook Express などの SMTP 対応クライアントでユーザを識別す

るものです。指定しない場合、Cisco Unity Connection によってアドレスの作成にエイリアスが使用

されます。

SMTP アドレスに指定できるのは ASCII 文字のみです。したがって、エイリアスに ASCII 文字以外

が含まれる場合は、有効な SMTP アドレスを指定してください。

メールボックス スト

ア（Mailbox Store）
このユーザのメールボックスを作成するメールボックス ストア。

内線番号

（Extension）
電話システムでユーザへの接続に使用される内線番号を入力します。

クロス サーバ転送先

内線番号

（Cross-Server 
Transfer Extension）

別の Cisco Unity Connection サーバの発信者がユーザに転送しようとしたときに、クロスサーバ転送

が失敗した場合、通話をリリース転送する先の内線番号を入力します。ここに入力した内線番号は、

発信元のサーバでユーザのホーム Cisco Unity Connection サーバにクロスサーバ転送が設定されてな

いときに、通話をリリース転送する宛先としても使用されます。

（注） クロスサーバ転送が成功するとこのフィールドは使用されず、通話は、ユーザのホーム サー

バでユーザに設定されているアクティブな着信転送ルールに従って処理されます。

表 1-2 [新規ユーザの追加（Add New User）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユーザの基本設定の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Preparing 
to Add User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding 
Cisco Unity Connection 9.x Accounts Individually」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザの基本設定の編集
[ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの各フィールドについては、表 1-3 を参照して

ください。

一括編集モードでのユーザ アカウント情報の編集手順については、「一括編集モードでのユーザ アカウ

ント設定の編集」（P.1-12）の手順を参照してください。

発信ファクス番号

（Outgoing Fax 
Number）

ユーザが印刷のためにファクスを送信するときの送信先となるファクス マシンの電話番号を入力しま

す。

表 1-2 [新規ユーザの追加（Add New User）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザの基本設定の編集
表 1-3 [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias）（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザに固有のテキスト名。

ユーザは、Cisco Personal Communications Assistant にサインインするためのエイリアスを入力しま

す。管理者は、Cisco Unity Connection Administration にサインインするためのエイリアスを入力し

ます。

Connection が LDAP ディレクトリと統合された場合、LDAP ユーザと統合されたユーザの 
Connection の [エイリアス（Alias）] フィールドは変更できません。ただし、LDAP ディレクトリと

して Active Directory を使用している場合は、[エイリアス（Alias）] フィールドにマッピングされた 
[LDAP] フィールドの値を変更できます。変更は、Connection データベースが次回 LDAP ディレク

トリと同期されるときに Connection に複製されます。

注意 Active Directory 以外の LDAP ディレクトリを使用している場合、Connection の [エイリ

アス（Alias）] フィールドにマッピングされた [LDAP] フィールドの値を変更すると、

Connection ユーザは LDAP に統合されないユーザに変換されます。

ユーザの Connection エイリアスを変更しない場合は、最大 64 文字の ASCII または Unicode 英数字、

ピリオド、カンマ、スペース、および特殊文字（`、~、!、@、#、$、%、^、&、-、_、'）を、任意

に組み合わせて入力できます。ただし、[エイリアス（Alias）] フィールドには印刷可能な ASCII 文
字だけを使用することをお勧めします。一部のメッセージ機能では、印刷不可の ASCII 文字や 
Unicode がサポートされていないからです。（印刷不可の ASCII 制御文字は、コード 0x20 未満の文

字です）。たとえば、IMAP では印刷可能な ASCII 文字が含まれているユーザ名のみがサポートされ

ているため、印刷不可文字または Unicode を含んでいる Connection エイリアスを持つユーザは 
IMAP クライアントから Connection メッセージにアクセスすることができません。さらに、Cisco 
Object Backup and Restore Application Suite（COBRAS）では、バックアップの実行に IMAP が使

用されるため、そのようなユーザ宛てのメッセージをバックアップすることができません。

名（First Name） （このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザの名。

姓（Last Name） （このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザの姓。

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの表示名、連絡先、および同報リストを入力する際は、次の点を考慮してください。

• 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示名の

認識に問題が発生することがあります。

• ユーザ、連絡先、または同報リストに録音名がない場合、Cisco Unity Connection では表示名ま

たは姓と名の組み合わせの再生が試みられます。
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ユーザの基本設定の編集
SMTP アドレス

（SMTP Address）
（オプション。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一
括編集操作には適用されません。）ユーザの SMTP アドレスを入力します。このアドレスは、

Outlook Express などの SMTP 対応クライアントでユーザを識別するものです。指定しない場合、

Cisco Unity Connection によってアドレスの作成にエイリアスが使用されます。

SMTP アドレスに指定できるのは ASCII 文字のみです。したがって、エイリアスに ASCII 文字以外

が含まれる場合は、有効な SMTP アドレスを指定してください。

ユーザの SMTP アドレスを変更すると、Connection では以前のアドレスに対する SMTP プロキシ ア
ドレスが自動的に作成されます。これにより、他の Connection ユーザは以前のアドレスから送信さ

れたメッセージに返信することができ、その返信はユーザの新しいアドレスに到着します。

イニシャル

（Initials）
（オプション。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一
括編集操作には適用されません。）ユーザのイニシャルを入力します。

役職（Title） （オプション。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一
括編集操作には適用されません。）ユーザの役職を入力します。

従業員 ID
（Employee ID）

（オプション。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一
括編集操作には適用されません。）ユーザの ID を入力します。

LDAP 統合ステータ

ス（LDAP 
Integration Status）

LDAP ディレクトリと統合する（Integrate with LDAP Directory）：Connection ユーザ アカウントを 
LDAP ユーザ アカウントと統合するには、このオプションを選択します。Connection エイリアスが、

LDAP ディレクトリの対応する値と一致している必要があります。（[システム設定（System 
Settings）] > [LDAP] > [LDAP セットアップ（LDAP Setup）] ページの [ユーザ ID の LDAP 属性

（LDAP Attribute for User ID）] リストで、Connection の [エイリアス（Alias）] フィールドの値と

一致している必要がある LDAP ディレクトリのフィールドを指定します）。

LDAP ディレクトリと統合しない（Do Not Integrate with LDAP Directory）：Connection ユーザ アカ

ウントと LDAP ディレクトリ ユーザ アカウントの間の関連付けを解除するには、このオプションを

選択します。[保存（Save）] を選択すると、次のようになります。

• LDAP ディレクトリと定期的に同期するように Connection が設定されている場合は、LDAP 
ディレクトリ内の対応するデータが更新されても、Connection ユーザに対して選択されたデータ

は更新されません。

• LDAP ディレクトリに対して Web アプリケーションのパスワードを認証するように Connection 
が設定される場合、Connection ユーザは、対応するユーザの LDAP パスワードで認証されなく

なります。ユーザが Connection Web アプリケーションにサインインできるようにするには、[
ユーザ（User）] > [パスワードの変更（Change Password）] ページで新しいパスワードを入力す

る必要があります。

内線番号

（Extension）
（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）電話システムでユーザへの接続に使用される内線番号を入力します。

クロス サーバ転送先

内線番号

（Cross-Server 
Transfer Extension）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）別の Cisco Unity Connection サーバの発信者がユーザに転送しようとしたとき

にクロスサーバ転送が失敗した場合に、通話をリリース転送する先の内線番号を入力します。ここに

入力した内線番号は、発信元のサーバでユーザのホーム Cisco Unity Connection サーバにクロスサー

バ転送が設定されてないときに、通話をリリース転送する宛先としても使用されます。

（注） クロスサーバ転送が成功するとこのフィールドは使用されず、通話は、ユーザのホーム サー

バでユーザに設定されているアクティブな着信転送ルールに従って処理されます。

発信ファクス番号

（Outgoing Fax 
Number）

ユーザが印刷のためにファクスを送信するときの送信先となるファクス マシンの電話番号を入力しま

す。

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

表 1-3 [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページ （続き）
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ユーザの基本設定の編集
発信ファクス サーバ

（Outgoing Fax 
Server）

ユーザに適用可能なファクス サーバを選択します。

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

検索範囲（Search 
Scope）

ユーザ アカウントに適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースを使用して、

Cisco Unity Connection との対話中にユーザが到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）

の範囲を定義します。

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

電話システム

（Phone System）

ユーザの内線番号が作成された電話システムを選択します。

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

サービス クラス

（Class of Service）
ユーザが割り当てられているサービス クラスを選択します。サービス クラスは多数のユーザ設定を

制御します。

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）

リストからスケジュールを選択して、標準および時間外グリーティングを再生する日時と、グリー

ティングの後の Cisco Unity Connection によるアクションを指定します。

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

次回サインイン時に

自己登録を設定する

（Set for 
Self-Enrollment at 
Next Sign-In）

このチェックボックスをオンにすると、ユーザは次回サインイン時に名前と標準グリーティングを記

録すること、暗証番号を設定すること、および企業ディレクトリに登録するかどうかを選択すること

を求められます。

ユーザが登録済みである場合、このチェックボックスは自動的にオフになります。通常、この設定は

新規ユーザに使用されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

ディレクトリに登録

（List in Directory）
企業ディレクトリにユーザを登録するには、このチェックボックスをオンにします。外部発信者は、

このディレクトリを使用してユーザにアクセスします。

サービス クラスで許可されている場合、ユーザはこの設定を電話から、または Cisco Unity 
Connection Messaging Assistant を使用して変更できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 1-3 [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページ （続き）
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ユーザの基本設定の編集
メッセージの配信失

敗時に不達確認を送

信する（Send 
Non-Delivery 
Receipts on Failed 
Message Delivery）

このチェックボックスをオンにすると、メッセージ配信に失敗した場合に、Cisco Unity Connection 
から送信者に Non-Delivery Receipt（NDR）メッセージが送信されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

既知の内線から発信

するときの暗証番号

をスキップする

（Skip PIN When 
Calling From a 
Known Extension）

この内線番号から発信するときに、このユーザに暗証番号の入力を要求しないようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

（注） この設定の使用には、セキュリティ上のリスクを伴います。ハッカーに電話の発信者 ID をス

プーフィングされるおそれがあります。ハッカーがスプーフィングした発信者 ID を使用して 
Cisco Unity Connection システムにアクセスしたときに、その発信者 ID がこの設定を有効に

しているプライマリ内線番号または代行内線番号に一致していると、ハッカーはユーザの

メールボックスにアクセス可能になります。

短い予定表キャッシ

ング ポール間隔を使

用する（Use Short 
Calendar Caching 
Poll Interval）

このチェックボックスをオンにすると、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定

（Advanced）] > [ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] ページの [
予定表 : 短い予定表キャッシング ポール間隔 (分 )（Calendars: Short Calendar Caching Poll Interval 
(In Minutes)）] フィールドの予定表で設定した頻度に従って、ユーザの Outlook カレンダー情報が更

新されます。

このチェックボックスをオフにすると、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定

（Advanced）] > [ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] ページの [
予定表 : 通常の予定表キャッシング ポール間隔（分）（Calendars: Normal Calendar Caching Poll 
Interval (In Minutes)）] フィールドの予定表で設定した頻度に従って、ユーザの Outlook カレンダー

情報が更新されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

録音名（Recorded 
Name）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）これはユーザ、連絡先、同報リスト、またはハンドラの録音名です。ここで名

前を録音できますが、ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity 
Connection Messaging Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで名前を録音するには、Media Master を使用します。Media Master の [オプション（Options）] 
メニューにある [ファイルを開く（Open File）] オプションを使用し、あらかじめ録音された WAV 
ファイルを録音として使用します。

アドレス（Address）（任意）ユーザの番地を入力します。

ビル名（Building） （任意）ユーザが居るビル名を入力します。

市（City） （任意）市を入力します。

都道府県（State） （任意）都道府県を入力します。

郵便番号（Postal 
Code）

（任意）郵便番号を入力します。

国（Country） （任意）国を入力します。

表 1-3 [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページ （続き）
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユーザの基本設定の編集
システムのデフォル

ト タイム ゾーンを

使用（Use System 
Default Time Zone）

Cisco Unity Connection で、アクティブなスケジュールで選択した時間にシステムのデフォルト タイ

ム ゾーンが適用されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにした場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

タイムゾーン

（Time Zone）
ユーザに必要なタイム ゾーンを選択するか、[システムのデフォルト タイムゾーンを使用（Use 
System Default Time Zone）] チェックボックスをオンにします。デフォルト タイム ゾーンは、

Cisco Unity Connection サーバに設定されているタイム ゾーンです。ユーザの居場所が Connection 
サーバとは別のタイム ゾーンにある場合だけ、この設定を変更してください。

ユーザのタイム ゾーン設定は、次の設定に使用します。

• メッセージの受信時刻：ユーザが次のメッセージを再生する場合：

– 電話：Connection は、ユーザに指定されている現地時間を使用してメッセージが受信された

時刻を発表します。

– Web Inbox：Connection は、オペレーティング システムで指定された現地時間を使用して

メッセージが受信された時刻を発表します。

• メッセージの通知スケジュール：ユーザのメッセージ通知ページおよび Connection Messaging 
Assistant に表示されるスケジュールには、そのユーザに指定されている現地時間が使用されま

す。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、標準グリーティングおよび時間外グリーティング

は、設定されているタイム ゾーンを使って再生されます。

言語（Language） Cisco Unity Connection のカンバセーションでユーザへの指示が再生されるときの言語を選択します。

[システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）] を選択するか、リストから言

語を選択します。この設定は、音声認識カンバセーションには適用されないことに注意してくださ

い。

ユーザに対する言語設定によって、Text to Speech（TTS; テキスト /スピーチ）に使用される言語が

制御されます。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用および

格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

部署名

（Department）
（任意）ユーザの部署名を入力します。

マネージャ

（Manager）
（任意）マネージャの名前を入力します。

課金 ID（Billing 
ID）

（任意）アカウンティング情報、部署名、プロジェクト コードなどの組織固有の情報に使用できる課

金 ID。この情報は、ユーザ レポートに含めることができます。

表 1-3 [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページ （続き）
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ユーザの基本設定の編集
社内電子メール アド

レス（Corporate 
Email Address）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）このフィールドには、次のいずれかの方法で情報が入力されます。

• Bulk Administration Toolを使用して CSV ファイルをインポートすることでユーザを作成した場

合に、CSV ファイルに社内電子メール アドレスの値が含まれていたときは、このフィールドに

その値が表示されます。

• ユーザ インポート ツールを使用して LDAP ディレクトリからユーザ データをインポートするこ

とでユーザを作成した場合に、LDAP ディレクトリに電子メール アドレスが含まれていたとき

は、このフィールドにその値が表示されます。

LDAP ディレクトリ内のデータからユーザを作成した場合（Bulk Administration Toolまたはユーザ 
インポート ツールのいずれかを使用）、[社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] 
フィールドにインポートされる LDAP ディレクトリ内のフィールドは、Cisco Unity Connection 
Administration の [システム設定（System Settings）] > [LDAP] > [LDAP ディレクトリ設定（LDAP 
Directory Configuration）] ページの [同期されるユーザ フィールド（User Fields To Be 
Synchronized）] テーブルにある [メール ID（Mail ID）] フィールドで選択したオプションによって

決まります。

社内電子メール アド

レスから SMTP プ
ロキシ アドレスを生

成（Generate SMTP 
Proxy Address From 
Corporate Email 
Address） 

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection によって自動的に [社内電子メール 
アドレス（Corporate Email Address）] フィールドの値に対する新しい SMTP プロキシ アドレスが作

成されます。SMTP プロキシ アドレスを使用すると、Connection で、メッセージのヘッダーにある 
SMTP アドレスを SMTP プロキシ アドレスのリストと比較して、メッセージの送信者をユーザに

マッピングし、受信者をユーザまたは連絡先にマッピングすることができます。IMAP または単一受

信トレイ機能のいずれかで Cisco ViewMail for Microsoft Outlook を使用してメッセージを送信する

場合は、適用可能な SMTP プロキシ アドレスが必要です。

社内電話番号

（Corporate Phone 
Number）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）このフィールドには、次のいずれかの方法で情報が入力されます。

• Bulk Administration Toolを使用して CSV ファイルをインポートすることでユーザを作成した場

合に、CSV ファイルに社内電話番号の値が含まれていたときは、このフィールドにその値が表示

されます。

• ユーザ インポート ツールを使用して LDAP ディレクトリからユーザ データをインポートするこ

とでユーザを作成した場合に、LDAP ディレクトリに電話番号が含まれていたときは、この

フィールドにその値が表示されます。

LDAP ディレクトリ内のデータからユーザを作成した場合（Bulk Administration Toolまたはユーザ 
インポート ツールのいずれかを使用）、[社内電話番号（Corporate Phone Number）] フィールドにイ

ンポートされる LDAP ディレクトリ内のフィールドは、Cisco Unity Connection Administration の [
システム設定（System Settings）] > [LDAP] > [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory 
Configuration）] ページの [同期されるユーザ フィールド（User Fields To Be Synchronized）] テー

ブルにある [電話番号（Phone Number）] フィールドで選択したオプションによって決まります。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-3 [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユーザの基本設定の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Modifying 
or Deleting Individual User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying 
Individual User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

一括編集モードでのユーザ アカウント設定の編集

ステップ 1 [ユーザの検索（Search Users）] ページで、該当するユーザのチェックボックスをオンにして、[一括

編集（Bulk Edit）] を選択します。

まとめて編集するユーザ アカウントが複数の検索ページに表示される場合は、最初のページで該当す

るすべてのチェックボックスをオンにしてから、次のページに移動して該当するすべてのチェックボッ

クスをオンにします。同様の操作を該当するすべてのユーザを選択するまで繰り返します。次に、[ 一
括編集（Bulk Edit）] を選択します。

ステップ 2 設定に変更を加えるには、フィールド名の左にあるチェックボックスをオンにして選択してから、通常

どおりフィールドを設定します。各フィールドの設定方法については、表 1-3 のフィールド定義を参照

してください。

（注） [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの最上部に表示されるステータス メッ

セージは、編集しているユーザ アカウントの数を示しています。また、このページには一括編

集モードで編集が許可されているフィールドしか表示されないことと、編集に使用可能な

フィールドはすべてのユーザ アカウントがローカル サーバ上に存在するかどうかによっても異

なることに注意してください。

ステップ 3 [一括編集タスクスケジュール（Bulk Edit Task Scheduling）] フィールドなど、適用可能なすべての

フィールドを設定したら、[送信（Submit）] を選択します。

ステップ 4 該当する場合は、[編集（Edit）] メニューから使用可能な関連ページで、これらのユーザ アカウント

に関する設定の変更を継続します。各ページで変更を実施したら、次のページに移動する前に [送信

（Submit）] を選択して新しい変更を実施します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

パスワードの設定の編集
パスワードの設定の編集

表 1-4 [パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）] ページ

フィールド 説明

パスワードの選択

（Choose Password）
次のいずれかを選択します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ユーザのボイスメールの暗証番号に関連付けられた設定を変更し

ます。

• [Web アプリケーション（Web Application）]：ユーザの Web アプリケーション パスワードに関

連付けられた設定を変更します。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている場

合は、LDAP ディレクトリで Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。

Connection ではパスワードを変更できません。

管理者がロックする

（Locked by 
Administrator）

ユーザが Cisco Unity Connection にアクセスできないようにするには、このチェックボックスをオン

にします。

ユーザがボイスメールにアクセスできないようにするには、このチェックボックスをオンにしてボイ

スメールの暗証番号を設定します。ユーザが Cisco Personal Communications Assistant（PCA）また

は Cisco Unity Connection Administration にアクセスできないようにするには、Web アプリケーショ

ン パスワードに対するこのチェックボックスをオンにします。

ユーザによる変更不

可（User Cannot 
Change）

ユーザがパスワードや暗証番号を変更できないようにするには、このチェックボックスをオンにしま

す。この設定は、複数のユーザがアクセスできるアカウントに対する使用が最も適しています。この

チェックボックスをオンにした場合は、[期限切れなし（Does Not Expire）] チェックボックスもオ

ンにします。

次回サインイン時

に、ユーザによる変

更が必要（User 
Must Change at Next 
Sign-In）

一時的なパスワードまたは暗証番号を設定しており、ユーザが Cisco Unity Connection に次回サイン

インするときにユーザに新しいパスワードまたは暗証番号の設定を求める場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。不正アクセスや不正通話からアカウントを保護するには、ユーザに長くて推測

されにくいパスワードや暗証番号（パスワードの場合は 8 桁以上、暗証番号の場合は 6 桁以上）を指

定するように促すか、[認証規則の編集（Edit Authentication Rule）] ページの設定を使用してそのよ

うなパスワードや暗証番号を指定するように要求します。

[ユーザによる変更不可（User Cannot Change）] チェックボックスがオンになっている場合、この

チェックボックスはオンにできません。デフォルト設定では、このチェックボックスはオンになって

います。

期限切れなし

（Does Not Expire）
このチェックボックスをオンにすると、システムからユーザへのこのクレデンシャルの変更要求が拒

否されます。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユーザや、複数の人

物に利用される可能性があるアカウントに対して使用します。

このチェックボックスをオンにした場合、該当するユーザはこのクレデンシャルをいつでも変更でき

ます。このチェックボックスをオフにした場合は、関連付けられているクレデンシャル ポリシーの有

効期限設定が適用されます。

デフォルト設定では、このチェックボックスはオフになっています。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

パスワードの設定の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Passwords and PINs in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

認証規則

（Authentication 
Rule）

選択したユーザ パスワードまたは暗証番号の設定に適用する認証ポリシーを選択します。

最終変更時刻

（Time Last 
Changed）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）ユーザ パスワードまたは暗証番号が最後に変更された日時を示しま

す。

サインイン試行回数

（Failed Sign-In 
Attempts）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）このパスワードまたは暗証番号に対して失敗したサインイン試行回

数を示します。サインインに成功するか、管理者が [パスワードのロック解除（Unlock Password）] 
を選択すると、この回数はゼロにリセットされます。

最後に失敗したサイ

ンイン試行時刻

（Time of Last Failed 
Sign-In Attempt）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）このパスワードまたは暗証番号で前回失敗したサインインの日時を

示します。

管理者によってロッ

クされた時刻

（Time Locked by 
Administrator）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）ユーザ パスワードまたは暗証番号が管理者によってロックされた日

時を示します。

サインイン試行に失

敗したためにロック

された時刻（Time 
Locked Due to 
Failed Sign-In 
Attempts）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）許容されているサインイン試行回数に到達したために、ユーザ パス

ワードまたは暗証番号がロックされた日時を示します。

パスワードのロック

解除（Unlock 
Password）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザ パスワードまたは暗証番号をロック解除するには、[パスワードのロック

解除（Unlock Password）] を選択します。[パスワードのロック解除（Unlock Password）] を選択す

ると、[サインイン試行回数（Failed Sign-In Attempts）] がゼロにリセットされ、ロックされた時刻

を示すフィールドの値が削除されます。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-4 [パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

パスワードの変更
パスワードの変更

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Passwords and PINs in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 1-5 [パスワードの変更（Change Password）] ページ

フィールド 説明

パスワードの選択

（Choose Password）
次のいずれかを選択します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ユーザのボイスメールの暗証番号に関連付けられた設定を変更し

ます。

• [Web アプリケーション（Web Application）]：ユーザの Web アプリケーション パスワードに関

連付けられた設定を変更します。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている場

合は、LDAP ディレクトリで Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。

Connection ではパスワードを変更できません。

パスワード

（Password）
次のようにパスワードまたは暗証番号を入力します。

• 電話の暗証番号：0 ～ 9 の数字を使用します。

• Web アプリケーション パスワード：英数字と特殊文字（~!@#$%^&*()-_+={}|][:"';<>?/\.,）の

任意の組み合わせを使用します。

不正アクセスや不正通話から Cisco Unity Connection を保護するには、長くて推測されにくいパス

ワードまたは暗証番号（パスワードの場合は 8 桁以上、暗証番号の場合は 6 桁以上）を入力します。

パスワードの最大長は 80 文字、暗証番号の最大長は 24 桁です。

パスワードと暗証番号の複雑性および最小クレデンシャル長の要件は、[システム設定（System 
Settings）] > [認証規則（Authentication Rule）] ページで設定することに注意してください。

パスワードの確認

（Confirm Password）
新しいパスワードまたは暗証番号を再入力してエントリを確認します。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

役割の編集
役割の編集

表 1-6 [役割の編集（Edit Roles）] ページ

フィールド 説明

割り当て済みの役割

（Assigned Roles）
[使用可能な役割（Available Roles）] 設定と併せて使用して、Cisco Unity Connection システムを管

理するユーザに役割を割り当てます。上矢印と下矢印を選択して、[使用可能な役割（Available 
Roles）] ボックスから [割り当て済みの役割（Assigned Roles）] ボックスに該当する役割を移動しま

す。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

• オーディオ テキスト管理者（Audio Text Administrator）

• 監査管理者（Audit Administrator）（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

• グリーティング管理者（Greeting Administrator）

• ヘルプ デスク管理者（Help Desk Administrator）

• メールボックス アクセス代行アカウント（Mailbox Access Delegate Account）

• リモート管理者（Remote Administrator）

• システム管理者（System Administrator）

• 専門技術者（Technician）

• ユーザ管理者（User Administrator）

使用可能な役割

（Available Roles）
[割り当て済みの役割（Assigned Roles）] 設定と併せて使用して、Cisco Unity Connection システム

を管理するユーザに役割を割り当てます。上矢印と下矢印を選択して、[使用可能な役割（Available 
Roles）] ボックスから [割り当て済みの役割（Assigned Roles）] ボックスに該当する役割を移動しま

す。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

• オーディオ テキスト管理者（Audio Text Administrator）

• 監査管理者（Audit Administrator）（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

• グリーティング管理者（Greeting Administrator）

• ヘルプ デスク管理者（Help Desk Administrator）

• リモート管理者（Remote Administrator）

• システム管理者（System Administrator）

• 専門技術者（Technician）

• ユーザ管理者（User Administrator）

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

メッセージ受信インジケータ
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Preparing 
to Add User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Roles in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

メッセージ受信インジケータ

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Waiting Indicators in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 1-7 [メッセージ受信インジケータ（Message Waiting Indicators）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
Message Waiting Indicator（MWI; メッセージ受信インジケータ）を削除するには、MWI 表示名の左

側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数

の MWI を同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

メッセージ受信インジケータ（MWI）を追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択しま

す。新しいページが開くので、このページに新規 MWI に適用するデータを入力します。

すべてリセット

（Reset All）
ユーザに対するすべてのメッセージ受信インジケータ（MWI）をリセットするには（MWI の再同期

を必要とする場合など）、[すべてリセット（Reset All）] ボタンを選択します。

表示名（Display 
Name）

メッセージ受信インジケータ（MWI）の名前。

MWI に固有のページに移動するには、表示名を選択します。

有効（Enabled） （表示専用）メッセージ受信インジケータ（MWI）が有効かどうかを示します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでユーザへの接続に使用される内線番号。

現在のステータス

（Current Status）
（表示専用）ユーザのメッセージ受信インジケータ（MWI）がオンであるか、オフであるかを示しま

す。

電話システム

（Phone System）

（表示専用）メッセージ受信インジケータ（MWI）のオン /オフを切り替える電話システムの表示名。

送信メッセージ数

（Send Message 
Counts）

（表示専用）メッセージ数が有効かどうかを示します。

（注） メッセージ数の送信には、メッセージ数情報を表示できる Cisco Unified Communications 
Manager 統合および Cisco IP Phone が必要です。
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メッセージ受信インジケータの編集

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Waiting Indicators in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 1-8 [メッセージ受信インジケータの編集（Edit Message Waiting Indicators）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） ユーザに対してメッセージ受信インジケータ（MWI）を有効にするには、このチェックボックスを

オンにします。

表示名（Display 
Name）

メッセージ受信インジケータ（MWI）の識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの内線番号を

継承（Inherit User's 
Extension）

メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号としてユーザのプライマリ内線番号を使

用するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） 複数のユーザ アカウントを一括編集モードで編集する場合は、このチェックボックスをオン

にすることで、ユーザの内線番号を各ユーザ アカウントが継承するように設定できます。た

だし、一括編集モードで編集中のすべてのユーザ アカウントが以前に [ユーザの内線番号を

継承（Inherit User's Extension）] に設定されている場合は、一括編集モードで（チェック

ボックスをオフにして）その設定を削除することはできません。代わりに、各ユーザ アカウ

ントのチェックボックスをオフにして個別に編集し、[内線番号（Extension）] フィールドに

該当する内線番号を入力する必要があります。

内線番号

（Extension）
（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号。

電話システム

（Phone System）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）メッセージ受信インジケータ（MWI）のオン /オフを切り替える電

話システムの表示名。

現在のステータス

（Current Status）
（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）ユーザに対してメッセージ受信インジケータ（MWI）がオンである

か、オフであるかを示します。

送信メッセージ数

（Send Message 
Counts）

ユーザに対するメッセージ数を送信するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） メッセージ数の送信には、メッセージ数情報を表示できる Cisco Unified Communications 
Manager 統合および Cisco IP Phone が必要です。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。
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メッセージ受信インジケータの新規作成

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Waiting Indicators in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 1-9 [メッセージ受信インジケータの新規作成（New Message Waiting Indicator）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） ユーザに対してメッセージ受信インジケータ（MWI）を有効にするには、このチェックボックスを

オンにします。

表示名（Display 
Name）

メッセージ受信インジケータ（MWI）の識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの内線番号を

継承（Inherit User's 
Extension）

メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号としてユーザのプライマリ内線番号を使

用するには、このチェックボックスをオンにします。

内線番号

（Extension）
メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号。このフィールドに文字を入力する場合

は、次の点を考慮してください。

• 0 ～ 9 の数字を入力します。

• ディジットとディジットの間には、スペース、ダッシュ、またはカッコを使用しないでくださ

い。

• 1 秒の一時停止を挿入するための ,（カンマ）を入力します。

• 電話機の # キーと * キーに対応する # および * を入力します。

• 国際電話では + を入力します。

入力する内線番号について、プライマリ内線番号に関連付けられた電話機とは別の MWI オン コード

を必要とする電話機で MWI をアクティブにする予定である場合は、その電話システムが複数の 
MWI オンおよびオフ コードをサポートするようにプログラムされていることを確認してください。

電話システム

（Phone System）

メッセージ受信インジケータ（MWI）のオン /オフを切り替える電話システムを選択します。

現在のステータス

（Current Status）
（表示専用）ユーザのメッセージ受信インジケータ（MWI）がオンであるか、オフであるかを示しま

す。

送信メッセージ数

（Send Message 
Counts）

ユーザに対するメッセージ数を送信するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） メッセージ数の送信には、メッセージ数情報を表示できる Cisco Unified Communications 
Manager 統合および Cisco IP Phone が必要です。
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転送ルール
転送ルール

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Call Transfer, Call Screening, and Call Holding in Cisco Unity Connection 9.x」
の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

転送ルールの編集

表 1-10 [転送ルール（Transfer Rules）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 1 つまたは複数の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフ

にして、[保存（Save）] を選択します。設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

ルール名（Rule 
Name）

転送ルールの名前。

転送ルールに固有のページに移動するには、ルール名を選択します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。

終了日（End Date） （表示専用）ルールが特定の終了日まで有効である場合に、ルールが無効になる日時を示します。

表 1-11 [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ

フィールド 説明

ルール名（Rule 
Name）

（表示専用）転送ルールの名前。

この基本ルールがア

クティブな場合

（When This Basic 
Rule Is Active）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [パーソナル着信転送ルールの使用をユーザに許可
する（Allow Users to Use Personal Call Transfer Rules）] 機能が有効になっている場合に限り使用可
能）次の中から、該当のオプションを選択します。

• [このページの基本設定を適用（Apply Basic Settings on This Page）]：この転送ルールがアク

ティブである場合、Cisco Unity Connection ではこのページの設定が適用されます。

• [パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）]：この転送ルールが

アクティブである場合、Connection ではこのページの設定を無視してパーソナル着信転送ルール

が適用されます。

[パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）] オプションを使用す

る場合は、まず、ユーザがパーソナル着信転送ルール Web ツールでパーソナル着信転送ルール 
セットを設定していることを確認します。ルール セットが設定されていない場合は、すべての通

話がプライマリ内線番号に転送されます。
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転送ルールの編集
ステータス（Status） 転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：転送オプションは無効です。

• [終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）]：転送オプションは、

無効にするまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection で、指定の日時になるまで選択した転送

オプションが実行されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection で自動的に転

送オプションを無効にする月、日、年、および時刻を選択します。

（注） 設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

転送先（Transfer 
Calls To）

次のいずれかの設定を選択します。

• [グリーティング（Greeting）]：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送されま

す。

– ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

– コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

• [内線番号（Extension）]：通話の転送先となる内線番号を入力します。

（注） 一括編集モードでユーザ アカウントを編集する際は、[内線番号（Extension）] フィールドを

使用できません。[内線番号（Extension）] 設定を選択すると、編集中の各ユーザ アカウント

の転送ルールにすでに関連付けられている内線番号がデフォルト設定されます。

転送タイプ

（Transfer Type）
Cisco Unity Connection による通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ

セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

• [スイッチへリリースする（Release to Switch）]：Connection は自動的に発信者を保留にし、内

線番号をダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中であるか応答しな

い場合、通話は電話システム（Connection ではない）からユーザまたはハンドラのグリーティン

グに転送されます。この転送タイプを使用すると、Connection で着信コールをより迅速に処理で

きます。[スイッチへリリースする（Release to Switch）] 設定は、電話システムで着信転送が有

効である場合に限り使用してください。

• [転送を監視する（Supervise Transfer）]：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を

処理します。回線が通話中であるか応答しない場合、通話は Connection（電話システムではな

い）からユーザまたはハンドラのグリーティングに転送されます。監視転送は、通話の転送を電

話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [パーソナル グリーティング（My Personal 
Greeting）] オプションに設定されている場合は、[転送タイプ（Transfer Type）] オプションを使用

できません。

転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直接ユーザ

の内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

表 1-11 [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

転送ルールの編集
待機する呼び出し回

数（Rings to Wait 
For）

Cisco Unity Connection でユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼び

出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値は 3 以上に設定します。特に通話が別の内線番号に転送

される可能性があるときは、5 以上の値に設定することは避けてください。発信者が、転送先でも所

定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの場合は、この

回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されているか、[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されている場合、このオプ

ションは使用できません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play 
the "Wait While I 
Transfer Your Call" 
Prompt）

転送の実行中に、Cisco Unity Connection から発信者に対して「お電話を転送しております（Wait 
while I transfer your call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスを

オンにします。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されている場合、このオプションは使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

内線が通話中の場合

（If Extension Is 
Busy）

電話が使用中である場合の Cisco Unity Connection による通話の処理方法を示します。通話を保留に

している間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めしま

す。

• [発信者をボイスメールに転送する（Send Callers to Voicemail）]：通話中グリーティングが 
Connection によって再生されます。発信者は、ボイス メッセージを残すことができます。

• [発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）]：Connection が発信者を自動的に

保留にします。

• [保留して良いかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）]：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合わせます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、これらのオプションは使用で

きません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

表 1-11 [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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転送ルールの編集
通話接続時に通知す

る（Tell Me When 
the Call Is 
Connected）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring 
call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

通話の宛先を通知す

る（Tell Me Who 
the Call Is For）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「<ユーザまたはコール ハンドラの録音名

> の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または「<ダイ

ヤルされた内線番号> の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」という

プロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話

機を複数のユーザで共有している場合、またはユーザがダイヤルされた複数の内線番号の通話を受け

付ける場合に使用します。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

電話を取るか確認す

る（Ask Me If I 
Want to Take the 
Call）

通話を転送する前に、通話を受け付けるかどうかを Cisco Unity Connection からユーザに問い合わせ

るようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 1-11 [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

メッセージ設定の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Call Transfer, Call Screening, and Call Holding in Cisco Unity Connection 9.x」
の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

メッセージ設定の編集

発信者に自分の名前

を録音してもらう

（Ask for Caller's 
Name）

Cisco Unity Connection から発信者に対して名前を言うよう要求するようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。ユーザが電話に出ると、Connection から通話が転送される前に「...様か

らのお電話です（Call from...）」というプロンプトが再生されます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-11 [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-12 [メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）] ページ

フィールド 説明

最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）

識別できない発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、識別できない発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要になる場合があ

ります。カスタマー サービスなど、部署によっては長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生され

ます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する [サービス 
クラスの編集（Edit Class of Service）] ページを使用します。ユーザが録音するブロードキャ

スト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場合）、[システム

設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション（Conversations）
] ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

メッセージ設定の編集
発信者がメッセージ

を編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生するに

は、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使用

される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

発信者に使用する言

語（Language That 
Callers Hear）

発信者にシステム プロンプトを再生するときの言語を選択します。この言語設定は、「発信音の後に

メッセージをお話しください（You may record your message at the tone）」などのシステム プロンプ

トに適用されます。次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection により、シ

ステムのデフォルト言語でシステム プロンプトが再生されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：Connection により、通話を処理

したハンドラまたはルーティング ルールによって設定された言語に基づいて、通話単位でシステ

ム プロンプトに使用する言語が決定されます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラ

について、言語が [継承（Inherited）] に設定されている場合、システム プロンプトはシステム

のデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択します。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

メッセージの緊急性

（Message Urgency）
識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、緊急のマー

クを付けません。

• [緊急にする（Mark Urgent）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマー

クを付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話に役立てることができます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、

Connection から識別できない発信者に問い合わせます。

プライベート メッ

セージ（Message 
Sensitivity） 

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、プライベー

トのマークを付けません。

• [プライベートにする（Mark Private）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージにプ

ライベートのマークを付けます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージにプライベートのマークを付けるかどうかに

ついて、Connection から識別できない発信者に問い合わせます。

表 1-12 [メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

メッセージ設定の編集
[メッセージ セキュ

リティ（Message 
Security）]：[セ
キュアにする

（Mark Secure）]

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがこのユーザに残したメッセージに

対して、Cisco Unity Connection でセキュアのマークを付けるには、このチェックボックスをオンに

します（識別ユーザ メッセージング機能が有効な場合）。

録音後のメッセージ

の再生（Play after 
Message Recording）

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを送信した後に、

Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）]：メッセージ送信後に録音は再生されませ

ん。

• [システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）]：メッセージ送信後

にデフォルトのシステム録音を再生します。

• [メッセージを再生する（Play Recording）]：メッセージ送信後にカスタマイズされた録音を再

生します。ドロップダウン リストからカスタム録音を選択します。[カスタム録音の検索

（Search Custom Recording）] ページにカスタム録音がない場合は、[メッセージを再生する

（Play Recording）] オプションはデフォルトで無効になります。

デフォルトでは、[システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）] オプ

ションが選択されます。

表 1-12 [メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

メッセージ設定の編集
メッセージ後のアク

ション（After 
Message Action）

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示しま

す。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信し

ます。コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定し

ます。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-12 [メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

発信者入力
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Outside Caller Options in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

発信者入力

表 1-13 [発信者入力（Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーを選択します。該当するキーの [発信者入力の編集

（Edit Caller Input）] ページが開きます。

アクション

（Action）
（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを示します。キーに [無視する（Ignore）] や [メッセージの録音を開始する（Take Message）
] などの通話アクションが設定されている場合は、そのアクションが表示されます。コール ハンド

ラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送

信するように設定されているキーの場合は、[発信者の送信先（Send Caller To）] が表示され、通話

を受信するオブジェクトが [ターゲット（Target）] フィールドに表示されます。

ターゲット

（Target）
（表示専用）コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、

またはユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合、通話を受信するオブジェクトを示

します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

ステータス（Status）（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection で追加入力が許可されるか

（[ロックされていない（Unlocked）]）、無視されるか（[ロックされている（Locked）]）を示しま

す。

追加入力待機時間 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Digits 
____ Milliseconds）

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加入力を待機する時

間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection によってそのキーに割り当

てられているアクションが実行されます。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、[グリーティング（Greetings）] ページで [発信者の入力を無視する

（Ignore Caller Input）] が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

発信者入力の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Allowing Caller Input During Greetings」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Abbreviated Extensions: Prepending Digits 
to Extensions That Callers Enter」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

発信者入力の編集

[ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）]：[有
効（Enable）]

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号をシ

ミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。これらの数字を定義すると、コール ハ
ンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングが再生されているときに、発信者がダイヤルし

た任意の内線の先頭に追加されます。

Cisco Unity Connection は、まず、先頭に数字を追加した内線にコールをルーティングします。数字

を追加した内線が有効でない場合、Connection は、ダイヤルされた内線にコールをルーティングし

ます。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コー

ル ハンドラのグリーティングの再生中に、発信者が 1000 をダイヤルすると、Connection は内線 
1231000 にコールをルーティングします。先頭に数字を追加した内線が有効でない場合、Connection 
は内線 1000 にコールをルーティングします

先頭に追加する数字

（Digits to Prepend）
発信者がユーザまたはコール ハンドラのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号に対

して、先頭に追加される数字を入力します。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-13 [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-14 [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） （表示専用）このページの設定が適用される電話キーパッドのキーを示します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

発信者入力の編集
追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
(Locked)）

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視されるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。Connection では、キーに割り当てられているアクションが実行

されます。効率的な発信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっ

ているキーを除いて、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる

内線番号への通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、[グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページにある [発
信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）] チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 1-14 [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

発信者入力の編集
アクション

（Action）
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection によって実
行されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話が 
Connection によって打ち切られます。

– [無視する（Ignore）]：キー入力は Connection によって無視され、グリーティングが引き続
き再生されます。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：グリーティングが Connection によって
最初から再生されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：コール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応じて、
直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection が以前
通話に適用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [グリーティングをスキップする（Skip Greeting）]：グリーティングがスキップされ、グ
リーティング再生後のアクションが Connection によって実行されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されます。

– [緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）]：[内線番号（Extension）
] フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）に Connection に
よって通話が転送されます。Connection で通話を転送する場合に通話を電話システムにリ
リースするか、転送を管理するかどうかを指定することもできます。転送タイプとして [転
送を監視する（Supervise Transfer）] を選択している場合は、呼び出し回数も指定できます。
この回数を過ぎると、Connection による転送の試みが終了します。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。
コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを
指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信します。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し
ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に転送す
ることを可能にするカンバセーション（規制テーブルで許可されている場合に限られます）。

– [簡易サインイン（Easy Sign-In）]（ユーザの [発信者入力（Caller Input）] ページに限り使
用可能）：サインイン用の暗証番号だけを入力するよう、ユーザに要求するカンバセーショ
ン（Connection では、発信者が通話先のメールボックスにサインインしようとしていると見
なされます）。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラのグリーティングを
変更するためのカンバセーション。

– [サインイン（Sign-In）]：ID と暗証番号を入力するよう発信者に要求するカンバセーション。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に通話を転
送できるようにするカンバセーション。ユーザは、プロンプトに従ってサインインした後、
Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組織外部の電話番号な
ど）を入力できます。Connection では、ユーザの規制テーブルで許可されている場合に限り
転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信し
ます。コールをユーザ内線番号に転送するか、ディレクトリに移動してユーザ グリーティングに
転送するかを指定します。

表 1-14 [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

メールボックスの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Allowing Caller Input During Greetings」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

メールボックスの編集

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-14 [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-15 [メールボックスの編集（Edit Mailbox）] ページ

フィールド 説明

マウント済み

（Mounted）
（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）メールボックスを使用できる場合は、このチェックボックスをオン

にします。メールボックスを使用できない場合は、このチェックボックスをオフにします。メール

ボックスを使用できない場合、ユーザは既存のメッセージにアクセスできず、新しいメッセージは

メールボックスが再び使用可能になったときにメールボックスに送信されるようにキューに入りま

す。

Cisco Unity Connection では、次の場合にメールボックスを自動的に使用不可にします。

• メールボックスが別のメールボックス ストアに移動している間。

• メールボックスを含むメールボックス ストアが無効である場合。

開封確認要求へ応答

する（Respond to 
Requests for Read 
Receipts）

ある Cisco Unity Connection ユーザが別のユーザにボイス メッセージを送信した場合、メッセージを

送信したユーザは、受信者がボイス メッセージを再生した時点で開封確認通知を受けることを要求で

きます。このユーザに関する開封確認要求に Connection が応答しないようにするには、このチェッ

クボックスをオフにします。

メッセージ エージン

グ ポリシー

（Message Aging 
Policy）

リストからメッセージ エージング ポリシーを選択します。

メッセージのエージングを行わない場合は、無効であるポリシー、またはすべてのルールが無効であ

るポリシーを選択します。どちらを選択しても効果は同じです。デフォルトでは、[メッセージを

エージングしない（Do Not Age Messages）] ポリシーが無効になり、すべてのルールが無効になり

ます。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

メールボックスの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Mailbox-Size Quotas in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

メールボックス 
クォータ（Mailbox 
Quotas）

メッセージ エージング ポリシーとともに、次のようにメールボックス使用割り当て量（クォータ）

を設定することで、ボイス メッセージに使用できるハード ディスク領域が満杯にならないようにす

るために役立ちます。

• [カスタム（Custom）]：このユーザに対して、このページで指定する [警告クォータ（Warning 
Quota）]、[送信クォータ（Send Quota）]、および [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）
] の設定を使用します。このオプションを選択した場合は、[カスタム（Custom）] または [シス

テム最大値（2 ギガバイト）（System Maximum (2 Gigabytes)）] も選択します。[カスタム

（Custom）] を選択する場合は、次の項目ごとに、このユーザが使用できるボイス メッセージの

最大バイト数を選択します。

– [警告クォータ（Warning Quota）]：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、そ

のユーザは、メールボックスが最大許容サイズに達しつつあることを警告されます。

– [送信クォータ（Send Quota）]：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、その

ユーザはボイス メッセージを送信できなくなります。

– [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）]：ユーザのメールボックスがこのサイズに達

すると、そのユーザはボイス メッセージを送受信できなくなります。

• [システム設定の使用（Use System Settings）]：このユーザに対して、[メールボックス クォー

タ（Mailbox Quotas）] ページで指定した使用割り当て量を使用します。

カスタム クォータを入力する場合、[警告クォータ（Warning Quota）] の値は [送信クォータ

（Send Quota）] の値よりも小さくする必要があります。[送信クォータ（Send Quota）] の値は、

[送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）] の値よりも小さくする必要があります。

メッセージ数

（Number of 
Messages）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）このユーザに対する新規メッセージ、開封済みメッセージ、および

削除のマークが付いている（[削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに移動される）が完全に

は削除されてないメッセージの合計数。

サイズ（Size） （表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）現在のユーザに対するすべてのボイス メッセージの合計サイズ（バ

イト単位）。

作成時刻（Creation 
Time）

（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）メールボックスが作成された日時を示します。

メールボックス スト

ア（Mailbox Store）
（表示専用。このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括
編集操作には適用されません。）このメールボックスを含むメールボックス ストアの表示名。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-15 [メールボックスの編集（Edit Mailbox）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

電話メニュー
• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Controlling the Size 
of Mailboxes in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Mailbox 
Stores in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

電話メニュー

表 1-16 [電話メニュー（Phone Menu）] ページ

フィールド 説明

タッチトーン カンバ

セーション メニュー 
スタイル

（Touchtone 
Conversation Menu 
Style）

ユーザがタッチトーン カンバセーションを使用する場合は、次のオプションのいずれかを選択しま

す。音声認識カンバセーションの場合、標準メニュー スタイルと簡易メニュー スタイルは提供され

ないことに注意してください。

• [標準ガイダンス（Full）]：詳しい操作説明をユーザに再生します。新規ユーザの場合に選択し

ます。

• [簡易ガイダンス（Brief）]：標準メニューの簡易版をユーザに再生します。システムに慣れてい

るユーザの場合に選択します。

デフォルト設定：[標準ガイダンス（Full）]

ガイダンス音量

（Conversation 
Volume）

Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザに再生されるときの音量レベルを選択します。

• 小（Low）

• 中（Medium）

• 大（High）

ユーザは、電話機で一時的に音量を調整することもできます。

デフォルト設定：[中（Medium）]

ガイダンス速度

（Conversation 
Speed）

Cisco Unity Connection によってユーザにプロンプトが再生されるときの速度を選択します。

• ゆっくり（Slow） 

• 標準（Normal）

• 速い（Fast）

• 最速（Fastest）

デフォルト設定：[標準（Normal）]
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

電話メニュー
時間フォーマット

（Time Format）
ユーザが電話でメッセージを再生するときに、Cisco Unity Connection でタイムスタンプの再生に使

用される時間形式を示します。

• [12 時間制（12-Hour Clock）]：デフォルト。ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを 
12 時間制で再生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くとき、

タイムスタンプは午後 1 時 00 分と再生されます。

• [24 時間制（24-Hour Clock）]：ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを 24 時間制で再

生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くとき、タイムスタン

プは 13 時 00 分と再生されます。

（注） ユーザは、Connection Messaging Assistant で、時間形式の優先使用を独自に設定できます。

音声認識入力スタイ

ルを使用する（Use 
Voice Recognition 
Input Style）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）ユーザが、Cisco Unity 
Connection と電話で対話するための主要な手段として音声認識の使用を希望する場合は、この

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、音声認識サービスを使用できない場合、およびユーザがボイ

ス コマンドではなくキーパッドを使用して Connection と対話することを選択した時点で、[タッチ

トーン カンバセーション（Touchtone Conversation）] 設定がバックアップとして使用されることに

注意してください。

タッチトーン カンバ

セーション

（Touchtone 
Conversation）

ユーザがメッセージを電話で再生および管理するときに再生されるタッチトーン カンバセーション 
スタイルを選択します。

• 代行キーパッド マッピング（N）（Alternate Keypad Mapping N）

• 代行キーパッド マッピング（S）（Alternate Keypad Mapping S）

• 代行キーパッド マッピング（X）（Alternate Keypad Mapping X）

• クラシック カンバセーション（Classic Conversation）

• カスタム キーパッド マッピング 1（Custom Keypad Mapping 1）

• カスタム キーパッド マッピング 2（Custom Keypad Mapping 2）

• カスタム キーパッド マッピング 3（Custom Keypad Mapping 3）

• カスタム キーパッド マッピング 4（Custom Keypad Mapping 4）

• カスタム キーパッド マッピング 5（Custom Keypad Mapping 5）

• カスタム キーパッド マッピング 6（Custom Keypad Mapping 6）

• オプション カンバセーション 1（Optional Conversation 1）

• 標準カンバセーション（Standard Conversation）

各カンバセーション スタイルで、標準メニュー スタイルまたは簡易メニュー スタイルを使用できま

す。
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電話メニュー
[メッセージ ロケー

タでメッセージを検

索（Finding 
Messages with 
Message Locator）
]：[有効にする

（Enable）]

ユーザが電話でメッセージを確認するときに他のユーザおよび識別できない発信者からのボイス メッ

セージを検索できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Cisco Unity Connection カンバセーショ

ンでメイン メニューからメッセージを検索するように要求されます。ユーザはメッセージ ロケータ

機能を使用して、新しいメッセージおよび開封済みメッセージの中から、特定のユーザ、内線番号、

または電話番号（Asynchronous Network Interface（ANI）または発信者 ID の情報）からのメッセー

ジを検索できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

メッセージ ロケータ

のソート順

（Message Locator 
Sort Order）

次のオプションのいずれかを選択します。

• ラストイン ファーストアウト（Last In, First Out）

• ファーストイン ラストアウト（First In, Last Out）

[メッセージ ロケータでメッセージを検索（Finding Messages with Message Locator）] の [有効

（Enabled）] チェックボックスと併せて使用して、ユーザが個々のメッセージを電話で検索できるよ

うにします。この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してください。

Phone View を有効

にする（Enable 
Phone View）

（Phone View が有効である Cisco Unified Communications Manager 電話システムだけに使用可能。こ
のフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適
用されません。）メッセージの検索または表示メニューを使用したときに、Cisco Unified IP Phone の 
LCD 画面で検索結果を確認できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

ユーザに対して Phone View を無効にするには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

ユーザが応答しない

ときのメニュー反復

回数（Times to 
Repeat Menu When 
User Does Not 
Respond）

ユーザがメニューに応答しないときに、Cisco Unity Connection でそのメニューを繰り返す回数を指

定します。有効値の範囲は 0 ～ 10 です。

（注） この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できません。

デフォルト設定：1 回

最初のタッチトーン

またはボイス コマン

ドの待機時間 ____ 
ミリ秒（Wait for 
First Touchtone or 
Voice Command 
____ Milliseconds）

Cisco Unity Connection で、メニューの再生後にユーザが最初のキーを押すか、ボイス コマンドを発

音するまで待つ時間を指定します。この設定は、「先頭桁のタイムアウト」とも呼ばれます。有効値

の範囲は 500 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：5,000 ミリ秒
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電話メニュー
名前、内線番号、暗

証番号を入力する時

の追加のキー入力の

待機時間 ____ ミリ

秒（Wait for 
Additional Key 
Presses When 
Entering Names, 
Extensions, and 
PINs ____ 
Milliseconds）

メッセージの宛先指定、パスワードまたは暗証番号の更新、通話転送またはメッセージ通知の番号の

変更などのためにユーザ名または内線番号を入力する場合に、ユーザがキーを押した後、次のキーを

押すまで Cisco Unity Connection が待機する時間を指定します。

有効値の範囲は 1,000 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：3,000 ミリ秒

複数桁のメニュー オ
プションを入力する

時の追加のキー入力

の待機時間 ____ ミ
リ秒（Wait for 
Additional Key 
Presses When 
Entering Multiple 
Digit Menu Options 
____ Milliseconds）

Cisco Unity Connection で、ユーザが特定の電話メニューで使用可能なキーの組み合わせの最初の数

字を表すキーを押してから新たなキーを押すまで待つ時間を指定します

たとえば、クラシック カンバセーションの [メッセージ後（After Message）] メニューで、ユーザは 
1 つのメッセージに返信するには 4 を、すべてのメッセージに返信するには 42 を、発信者に電話する

には 44 を押すことができます。

この設定は、## を使用して宛先指定のモードを切り替えた場合も適用されます。

有効値の範囲は 250 ～ 5,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒

ボイス コマンドの単

語間の待機時間 
____ ミリ秒（Wait 
Between Words in 
Voice Commands 
____ Milliseconds）

（フレーズ未完了タ

イムアウト）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）ユーザが次に発声するま

で Cisco Unity Connection が待機する時間の長さを指定します。この時間が経過すると、すでに発声

された内容に応じて処理が実行されます。たとえば、ユーザが「Play new messages」と発音してか

ら、しばらく間をおいて、「from Harriet Smith」と続けたとします。このような場合は、ここで入力

した値によって、Connection で、ユーザが発音を終えてから新しいメッセージを再生するまで待つ

時間が決定されます。有効値の範囲は 300 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：750 ミリ秒

音声認識の確認信頼

度しきい値（Voice 
Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）この設定を使用して、

Cisco Unity Connection から音声認識ユーザに対してユーザの意図の確認を求める可能性を調整しま

す。たとえば、「cancel」または「hang up」の発音をシステムが誤認識するという苦情がユーザから

寄せられる場合は、この設定の値を引き上げて、ユーザが意図しない操作を誤って実行しないように

することができます。あるいは、システムが確認のプロンプトを何度も示すという苦情が寄せられる

場合は、この設定の値を引き下げてください。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection から確認を求められ

ることはありません。この値が 100 に設定されている場合、常に Connection から確認を求められま

す。

この設定の現実的な値の範囲は 30 ～ 90 です。デフォルト値を設定すれば、ほとんどのエラーが確実

に除外され、たいていのシステムで必要なときに確認を求めることができます。この値が小さすぎる

と、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。
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電話メニュー
音声認識の音声感度

（0 ～ 100）（Voice 
Recognition Speech 
Sensitivity (0 to 
100)）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）この設定を使用して、通

話の潜在的なバックグラウンド ノイズを補うことができます。

値 0 は、音声エンジンの感度が高くないことを示します。音声を認識させるには、ユーザは非常に大

きな声で話す必要があります。

値 100 は、音声エンジンの感度が非常に高いことを示します。ノイズが生じただけで、音声イベント

として認識されます。

デフォルト設定：50

サインイン後に再生

（After Sign-In, 
Play）

次のチェックボックスをオンにして、ユーザのサインイン後に Cisco Unity Connection によって再生

される内容を示します。

• [ユーザの録音名（User's Recorded Name）]：Connection によってユーザの録音名が再生されま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [オプション グリーティング通知（Alternate Greeting Notification）]：ユーザのオプション グ
リーティングが有効な場合に、Connection によってその旨がユーザに通知されます。ユーザが電

話でサインインした直後に、 Connection によって通知が再生され、その後メニューが再生されま

す。ユーザは、このメニューで、オプション グリーティングを有効なままにするか、無効にする

か、または再生するかを選択できます。

このチェックボックスでは、ユーザが電話で Connection にアクセスしたときに、オプション グ
リーティングが有効であることをユーザに通知するかどうかを制御するだけです。

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）でオプション グリーティングが有効な場合

は、このチェックボックスがオフであっても、常にユーザに通知されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

• [ユーザの新規メッセージを自動的に再生（User's New Messages Automatically）]：ユーザのサ

インイン後、Connection によってただちに新しいメッセージが再生されます。メッセージ数やメ

イン メニューは再生されません。ただし、所定の条件に該当している場合（メールボックスが

いっぱいになっていることの警告、ブロードキャスト メッセージ、パスワード期限切れ通知のい

ずれかが発生した場合と初回登録時）、そのことがユーザに通知された後で新しいメッセージが

再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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電話メニュー
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Conversation and Phone Menu Options in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Cisco Unity 
Connection 9.x Conversation」の章にある「How Administrators Can Customize the User 
Conversation in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

カンバセーション終

了後（When Exiting 
the Conversation）

次のいずれかのアクションを選択して、カンバセーション終了時の Cisco Unity Connection による

ユーザの送信先を示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：Connection通話はただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）

– 発信者のシステム転送（Caller System Transfer）

– グリーティング管理者（Greetings Administrator）

– サインイン（Sign-In）

– ユーザ システム転送（User System Transfer）

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定した Connection ユーザに通話を送

信します。次のオプションのいずれかを選択します。

– 転送を試みる（Attempt Transfer）

– グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）

（注） すべてのユーザ アカウントがローカル サーバに存在していない限り、このフィールドを一括

編集モードで編集することはできません。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。
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再生メッセージの設定
再生メッセージの設定
このページのすべての再生メッセージ設定（[下書きメッセージの再生時にアナウンス（For Draft 
Messages, Play）] フィールドを除く）は、ユーザがサードパーティのメッセージ ストア内の電子メー

ルへのアクセスを許可されているか、または単一の受信トレイ機能を使用できるかに応じて、

Cisco Unity Connection メッセージと外部に保存されたメッセージの両方に適用できます。

外部メッセージがメッセージ数に含まれるように Connection を設定する方法の詳細については、

『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Including External Messages in Message Counts」の項を参照してください。このド

キュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html か
ら入手可能です。

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ

フィールド 説明

メッセージ音量

（Message Volume）
ユーザが電話でメッセージの本文やファクス メッセージの録音された音声コメントを再生するとき

に、Cisco Unity Connection によって再生されるメッセージの音量レベルを選択します。

• 小（Low）

• 中（Medium）

• 大（High）

ユーザは、Connection Messaging Assistant で音量レベルを調整することも、電話機で一時的に音量

を調整することもできます （コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザ

は Media Master を使用して音量を調整できます）。

デフォルト設定：[中（Medium）]

メッセージ再生速度

（Message Speed）
ユーザが電話でメッセージの本文やファクス メッセージの録音された音声コメントを再生するとき

に、Cisco Unity Connection によるメッセージの再生速度を選択します。

• ゆっくり（Slow） 

• 標準（Normal）

• 速い（Fast）

• 最速（Fastest）

ユーザは、Connection Messaging Assistant で速度を調整できます。

コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザは Media Master を使用して

再生速度を調整できます。

デフォルト設定：[標準（Normal）]
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新規メッセージ再生

時にアナウンス

（For New Messages, 
Play）

新規のマークが付いたメッセージの合計数をアナウンスするように Cisco Unity Connection を設定す

るには、必要に応じて次のチェックボックスをオンにします。

• [すべてのメッセージ数の合計（Total of All Message Count）]：このチェックボックスをオンに

すると、Connection によって新規のマークが付いたメッセージ（ボイス メッセージ、電子メー

ル メッセージ、ファクス メッセージを含む）の合計数がアナウンスされます。

• [ボイス メッセージ数（Voice Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いたボイス メッセージの合計数がアナウンスされます。

• [電子メール メッセージ数（Email Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いた電子メール メッセージの合計数がアナウンスされま

す。

• [ファクス メッセージ数（Fax Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いたファクス メッセージの合計数がアナウンスされます。

• [開封確認メッセージ数（Receipt Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いた受信メッセージの合計数がアナウンスされます。

開封済みメッセージ

再生時にアナウンス

（For Saved 
Messages, Play）

[開封済みメッセージ数（Saved Message Count）] チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity 
Connection によって開封済みのメッセージの合計数がアナウンスされます。

下書きメッセージの

再生時にアナウンス

（For Draft 
Messages, Play）

[下書きメッセージ数（Draft Message Count）] チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity 
Connection によって下書きとして保存されているメッセージの合計数がアナウンスされます。

[送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページの [通話が切断されたとき、または自分が

切断したとき（When a Call Is Disconnected or the User Hangs Up）] が [メッセージを下書きとして

保存（Save Message as Draft）] に設定されている場合は、メッセージの録音中に電話が切断される

か、ユーザが切断したときに、Connection でメッセージを自動的に下書きとして保存することでき

ます （また、[代行内線番号の編集（Edit Alternate Extension）] ページで [詳細設定を表示する

（Show Advanced Settings）] を選択して、代行内線番号に対してこの設定を行うこともできます。設

定は、[メッセージの宛先と送信先（Message Addressing and Sending）] という見出しの下に表示さ

れます）。

[送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページの [下書きメッセージの保存をユーザに許

可する（Allow Users to Save Draft Messages）] チェックボックスがオンである場合、ユーザは作成

中のメッセージを下書きとして保存するよう選択することもできます。

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

再生メッセージの設定
メッセージの再生前

にアナウンス

（Before Playing 
Messages, Play）

ユーザが電話で Connection にサインインしたときに、次のメニューを再生するように Cisco Unity 
Connection を設定するには、[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] チェックボック

スをオンにします。

• 1 を押してボイスメールを再生

• 2 を押して電子メールを再生

• 3 を押してファクスを再生

• 4 を押して開封確認を再生

[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] の設定では、電子メールとファクスのオプ

ションを使用できます。ただし、Connection によって電子メールが再生されるのは、ユーザに割り

当てられているサービス クラスで [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子メールへの

アクセスを許可する（Allow Access to Exchange Email by Using Text to Speech (TTS)）] フィールド

が有効になっている場合、また、ファクスが再生されるのはファクス機能が有効になっている場合に

限られます。ファクス メッセージの場合、Connection によってメッセージのプロパティ（送信者、

日付、および時刻）だけが再生されます。

新しいメッセージの

再生順序（New 
Message Play 
Order）

ユーザに対する Cisco Unity Connection による新規メッセージの再生順序を示します。

• [メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）]：メッセージ タイプを選択し、上

向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。メッセー

ジは、ここで指定した順序で  Connection によって再生されます。

[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] の設定では、電子メールとファクスのオ

プションを使用できます。ただし、Connection によって電子メールが再生されるのは、ユーザに

割り当てられているサービス クラスで [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子

メールへのアクセスを許可する（Allow Access to Exchange Email by Using Text to Speech 
(TTS)）] フィールドが有効になっている場合、また、ファクスが再生されるのはファクス機能が

有効になっている場合に限られます。ファクス メッセージの場合、Connection によってメッ

セージのプロパティ（送信者、日付、および時刻）だけが再生されます。

• [受信日時による並び替え（Then By）]：[新しいメッセージ順（Newest First）] または [古い

メッセージ順（Oldest First）] を選択し、Connection による新規メッセージまたは開封済みメッ

セージの再生順序を指定します。

緊急メッセージは、開封確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージの前に再生さ

れることに注意してください（開封確認は送信時刻で並び替えられます）。

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

再生メッセージの設定
開封済みメッセージ

再生順序（Saved 
Message Play 
Order）

ユーザに対する Cisco Unity Connection による開封済みメッセージの再生順序を示します。

• [メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）]：メッセージ タイプを選択し、上

向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。メッセー

ジは、ここで指定した順序で  Connection によって再生されます。

[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] の設定では、電子メールとファクスのオ

プションを使用できます。ただし、Connection によって電子メールが再生されるのは、ユーザに

割り当てられているサービス クラスで [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子

メールへのアクセスを許可する（Allow Access to Exchange Email by Using Text to Speech 
(TTS)）] フィールドが有効になっている場合、また、ファクスが再生されるのはファクス機能が

有効になっている場合に限られます。ファクス メッセージの場合、Connection によってメッ

セージのプロパティ（送信者、日付、および時刻）だけが再生されます。

• [受信日時による並び替え（Then By）]：[新しいメッセージ順（Newest First）] または [古い

メッセージ順（Oldest First）] を選択します。

削除済みメッセージ

再生順序（Deleted 
Message Play 
Order）

[新しいメッセージ順（Newest First）] または [古いメッセージ順（Oldest First）] を選択し、削除し

たメッセージの再生順序を指定します。

（注） 緊急メッセージは、開封確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージの前

に再生されます（開封確認は送信時刻で並べ替えられます）。

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

再生メッセージの設定
各メッセージの再生

前にアナウンス

（Before Playing 
Each Message, 
Play）

必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

• [送信者情報（Sender's Information）]：メッセージの再生前にメッセージ送信者の発信者情報を

再生するように Cisco Unity Connection を設定する場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。再生される情報は、Connection の設定内容によって異なります。

デフォルトでは、[送信者情報（Sender's Information）] チェックボックスがオンになっている場

合、Connection によって次の情報が再生されます。

– 識別されているユーザが残したメッセージの場合、Connection によってユーザの録音名が再

生されます。ユーザに録音名がない場合、Connection は、代わりにユーザに関連付けられた

プライマリ内線番号を再生します。

– 識別できない発信者が残したメッセージの場合、Connection はメッセージを再生する前に、

電話番号（ANI または発信者 ID）情報を再生しません。

• [内線番号を含める（Include Extension）]：[送信者情報（Sender's Information）] チェックボッ

クスと併せて使用します。メッセージの再生前に、メッセージを残したユーザの録音名と内線番

号を再生するように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。

• [メッセージ番号（Message Number）]：メッセージの再生前に、メッセージのシーケンス番号

（「メッセージ 1…」）をアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボック

スをオンにします。

• [メッセージ送信時刻（Time the Message Was Sent）]：発信者がメッセージを録音した時刻をア

ナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。

• [送信者の ANI（Sender's ANI）]：識別できない発信者が残したメッセージについて、メッセー

ジの再生前に電話番号（ANI または発信者 ID）情報をアナウンスするように Connection を設定

するには、このチェックボックスをオンにします。

• [メッセージの時間（Message Duration）]：メッセージの再生時間をメッセージ ヘッダーの一部

としてアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにしま

す。転送されるメッセージには、音声コメントと元のボイス メッセージの再生時間が含まれま

す。

各メッセージを再生

する間（While 
Playing Each 
Message）

必要に応じて、次の項目を設定します。

• [メッセージの早送り ____ ミリ秒（Fast Forward Message by ____ Milliseconds）]：ユーザが

メッセージを再生中に早送りする場合に、Connection によって前方にスキップされる時間の長さ

を指定します。

メッセージを前方にスキップするときに、Connection では速度調整された増分が基準にならない

ので注意してください。前方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、高速、

最速のどれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動します。

デフォルト設定：5 秒

• [メッセージの巻き戻し ____ ミリ秒（Rewind Message by ____ Milliseconds）]：ユーザがメッ

セージを再生中に巻き戻しする場合に、Connection によって後方にスキップされる時間の長さを

指定します。

メッセージを後方にスキップするときに、Connection では速度調整された増分が基準にならない

ので注意してください。後方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、高速、

最速のどれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動します。

デフォルト設定：5 秒

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
1-44
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

再生メッセージの設定
切断またはメッセー

ジ再生中にユーザが

切断したとき

（When 
Disconnected or 
User Hangs Up 
During Message 
Playback）

必要に応じて、次の項目を設定します。

• [メッセージ ブックマークの作成（Create a Message Bookmark）]：メッセージの再生中に電話

が切断されたとき、またはユーザが切断したときに、メッセージのブックマークを作成するよう

に Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。ユーザは、

メッセージのブックマークを使用して、指定の時間内に Connection にコールバックして、メッ

セージの再生を再開することができます。

新規メッセージまたは開封済みのメッセージの再生中に電話が切断されると、Connection によっ

てメッセージのブックマークが作成されます。削除されたメッセージ、下書きメッセージ、また

は外部の電子メール メッセージの再生中や、メッセージ ロケータなどの動的な検索によって生

成されたメッセージ（「<ユーザ名> からのメッセージを検索（Find messages from <ユーザ名

>）」など）の再生中には、メッセージのブックマークは作成されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [新規メッセージのマーク（Mark a New Message）]：ユーザがメッセージの本文にアクセスして

から切断するか、メッセージの管理方法を示す前に切断された場合に、そのメッセージに新規の

マークを付けるように Cisco Unity Connection を設定するか、開封済み（読み取り済み）のマー

クを付けるように設定するかを示します （ユーザがメッセージに返信するかメッセージを転送す

る、ユーザに電話する、オペレータや別の内線に転送するなどの動作を行った後、ユーザが特に

指定していない限り、Connection によってメッセージはそのまま保存されます）。

デフォルト設定：[メッセージを未開封にする（Mark Message New）]

（注） [メッセージ ブックマークの作成（Create a Message Bookmark）] チェックボックスをオンに

する場合は、メッセージの再生中に通話が切断されたときに、新しいメッセージに新規の

マークを付けるように設定することをお勧めします。切断時に新しいメッセージに開封済み

のマークを付けるように設定すると、次の新しいメッセージにはメッセージのブックマーク

が作成されますが、ユーザが切断時に聞いていたメッセージにはブックマークは作成されま

せん。

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

再生メッセージの設定
各メッセージの再生

後にアナウンス

（After Playing Each 
Message, Play）

必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

• [送信者情報（Sender's Information）]：メッセージの再生後にメッセージ送信者の発信者情報を

再生するように Connection を設定する場合は、このチェックボックスをオンにします。再生さ

れる情報は、Connection の設定内容によって異なります。

– 識別されているユーザが残したメッセージの場合、Connection によってユーザの録音名が再

生されます。ユーザに録音名がない場合、Connection は、代わりに TTS 表示名およびユー

ザに関連付けられたプライマリ内線番号を再生します。ユーザに表示名がない場合、

Connection は、プライマリ内線番号を再生します。

– 識別できない発信者が残したメッセージの場合、Connection によってメッセージの再生後に

電話番号（ANI または発信者 ID）情報は再生されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [内線番号を含める（Include Extension）]：[送信者情報（Sender's Information）] チェックボッ

クスと併せて使用します。メッセージの再生後に、メッセージを残したユーザの録音名と内線番

号を再生するように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [送信者の ANI（Sender's ANI）]：[送信者情報（Sender's Information）] チェックボックスと併

せて使用します。識別できない発信者によって残されたメッセージの場合は、このチェックボッ

クスをオンにしてメッセージを再生した後に電話番号（ANI または発信者 ID）情報を提供する

ように Connection に指示します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [メッセージ番号（Message Number）]：メッセージの再生後に、メッセージのシーケンス番号

（「メッセージ 1…」）をアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボック

スをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [メッセージ送信時刻（Time the Message Was Sent）]：発信者がメッセージを録音した時刻をア

ナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです

• [メッセージの時間（Message Duration）]：メッセージの再生時間をメッセージ フッターの一部

としてアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにしま

す。転送されるメッセージには、音声コメントと元のボイス メッセージの再生時間が含まれま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[メッセージ後

（After Message）] 
メニューを再生した

後（After Playing 
the After Message 
Menu）

[保存（Save）] や [削除（Delete）] など、[メッセージ後（After Message）] オプションの何らかの

アクションを実行するようユーザに要求することなく、メッセージ スタックに内の次のメッセージに

自動的に移動するように Connection を設定するには、[自動的に次のメッセージに進む

（Automatically Advance to the Next Message）] チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

送信メッセージの設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Playback Options in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

送信メッセージの設定

メッセージを削除す

るとき（When 
Deleting a Message）

ユーザが電話で新規メッセージおよび開封済みメッセージを削除するときに、削除の確認をユーザに

求めるように Cisco Unity Connection を設定するには、[新規および開封済みメッセージの削除を確

認する（Confirm Deletions of New and Saved Messages）] チェックボックスをオンにします。ユー

ザが削除済みメッセージにアクセスできない場合は、このチェックボックスをオンにすることを検討

してください。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-17 [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-18 [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ

フィールド 説明

ユーザは、このサー

バ上のユーザにブ

ロードキャスト メッ

セージを送信できる

（User Can Send 
Broadcast Messages 
to Users on This 
Server）

ユーザがローカル Cisco Unity Connection サーバ上のすべてのユーザにブロードキャスト メッセージ

を送信できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

ユーザは、サーバに

保存されたブロード

キャスト メッセージ

を更新できる（User 
Can Update 
Broadcast Messages 
Stored on This 
Server）

ユーザがブロードキャスト メッセージを編集できるようにするには、このチェックボックスをオンに

します。このチェックボックスをオンにすると、ユーザは、ローカル Cisco Unity Connection サーバ

上のすべてのユーザにブロードキャスト メッセージを送信することも可能になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。
1-47
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html


 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

送信メッセージの設定
受信者の入力方法

（Enter a Recipient 
By）

メッセージを他のユーザ宛てに指定するときに、カンバセーションでユーザに要求する入力方法を選

択します。

• 姓、名の順（Spelling the Last Name Then First Name）

• 内線番号順（Entering the Extension）

• 名、姓の順（Spelling the First Name Then Last Name）

（注） 名前を入力して宛先指定を行う場合は、電話機の文字キーパッドを使用する必要があります。

この設定は、音声認識カンバセーションの使用時には適用されません。

ここで選択したオプションに関係なく、ユーザは、電話でメッセージの宛先を指定しているときに # 
キーを 2 回押すと、名前による宛先指定と内線番号による宛先指定を切り替えることができます。た

だし、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション

（Conversations）] ページの [スペルによる名前の検索を無効にする（Disable Spelled Name 
Searches）] チェックボックスがオンになっている場合、ユーザが電話でメッセージの宛先を指定す

る方法は、ユーザの内線番号の入力だけになります。

受信者を名前で確認

する（Confirm 
Recipient by Name）

ユーザを宛先として指定したときに、選択した名前の確認プロンプトを再生する場合は、このオプ

ションを有効にします。デフォルトでは、ユーザの名前をリストから選択したときに、Cisco Unity 
Connection によって確認のために名前が繰り返されることはありません。

ユーザが名前ではなく ID で宛先を指定する場合は、このオプションを有効にすることをお勧めしま

す。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して常に確認プロンプトが再

生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

各受信者の後に名前

を追加する

（Continue Adding 
Names After Each 
Recipient）

複数の受信者にメッセージを送信および転送するときに、各受信者の後に名前の追加を続けることを

ユーザに求めるように Cisco Unity Connection を設定するには、このオプションを有効にします。

デフォルトで、ユーザが電話でメッセージの宛先を指定する場合は、Connection によって 1 人の受信

者の追加が許可されてから、キー入力で次に何をやるかを指示するように要求されます（「別の受信

者を追加するには 1 を押してください。（To add another recipient, press 1.） メッセージ オプションに

ついては、3 を押してください。（For message options, press 3.） 録音する場合は、# を押してくださ

い。（To record, press #.）」） 複数の受信者にメッセージを送信および転送するユーザが、各受信者を追

加してから 1 を押して宛先指定を続行するのは面倒で時間がかかると感じる場合があります。このオ

プションを有効にすることで、複数の受信者に頻繁にメッセージを送信および転送するユーザの宛先

指定プロセスを大幅に効率化できます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して、名前の追加を続けるよ

うに求めるプロンプトが常に再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 1-18 [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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送信メッセージの設定
宛先指定優先リスト

に受信者を自動的に

追加する

（Automatically Add 
Recipients to 
Addressing Priority 
List）

ユーザがメッセージの受信者を宛先として初めて指定するときに、その受信者を名前の重み付けリス

トに自動的に追加するように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオン

にします。名前の主には、その後の使用状況に基づいて調整されます。

ユーザが名前の一部を使用してメッセージの宛先を指定したときに、一致する名前が複数検出された

場合は、その中から、重みで並べ替えられた宛先指定優先リストに最初に存在する名前が 
Connection によって表示されます。ユーザがボイス コマンドを使用してメッセージの宛先を指定し

た場合、Connection では宛先指定優先リスト内の名前の重みが使用されます。したがって、ユーザ

が発声した名前と音声学的に類似する名前が音声認識エンジンによって一致として選択される可能性

が高くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

下書きメッセージの

保存をユーザに許可

する（Allow Users 
to Save Draft 
Messages）

ユーザが作成中のメッセージを下書きとして保存するかどうかを選択できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

メッセージを下書きとして保存している場合、音声認識ユーザは、メイン メニューから「下書きメッ

セージ（Draft messages）」と発声して下書きメッセージにアクセスし、メッセージを完成させて送信

することができます。タッチトーン カンバセーション ユーザが下書きメッセージにアクセスできる

ようにするには、Custom Keypad Mapping ツール を使用してカスタム カンバセーションで [下書き

メッセージの編集（Edit Draft Messages）] オプションにキーを割り当て、さらにユーザをそのカス

タム カンバセーションに割り当てる必要があります。

[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション

（Conversations）] ページで [下書きメッセージ：保持期間（日）（Draft Messages: Retention Period 
(in Days)）] 設定の値を変更することにより、ユーザの下書きメッセージのフォルダにメッセージを

保存する日数を設定できます。指定の期間中にユーザが下書きメッセージにアクセスせず、変更しな

ければ、そのメッセージは自動的に削除されます。

メッセージの転送ま

たは応答時に緊急フ

ラグを保持する

（Retain Urgency 
Flag When 
Forwarding or 
Replying to 
Messages）

ユーザが電話インターフェイスを使用して緊急メッセージを転送したり、緊急メッセージに返信した

りするときに緊急フラグを維持するように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェック

ボックスをオンにします。

この設定は、Connection Web Inbox、Internet Mail Access Protocol（IMAP）電子メール クライアン

ト、または ViewMail を使用して送信するメッセージには適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 1-18 [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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送信メッセージの設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Addressing and Sending Options in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

通話が切断されたと

き、または自分が切

断したとき（When 
a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）

ユーザがメッセージの送信、応答、または転送を処理しているときに通話が切断された場合に、メッ

セージを送信するように Cisco Unity Connection を設定するか、メッセージを破棄するように設定す

るかを示します。

通話は意図的に切断されることもあれば、ユーザが電話を切ったり、携帯電話のバッテリが切れた

り、圏外になったりする場合など、不意に切断されることもあります。デフォルトでは、次の場合に

通話が切断されると、Connection によってメッセージが送信されます。

• ユーザがメッセージに返信、またはメッセージを送信しようとしている場合：メッセージの受信

者が 1 名以上存在し、録音の長さが 1 秒（1,000 ミリ秒）を超えている状態。ユーザが録音また

はメッセージのアドレス指定を終了していなくても、Connection はメッセージを送信します。

• ユーザがメッセージを転送中の場合：メッセージの受信者が 1 名以上存在する状態。ユーザが

オーディオ コメントの録音をしていなかったり、メッセージの宛先指定を完了していなくても、

Connection はメッセージを送信します。

[メッセージの削除（Discard Message）] が選択されている場合、ユーザが # キーを押してメッセー

ジの送信準備ができていることを確認しない限り、Connection はメッセージを送信しません。ユー

ザがメッセージを送信する前に電話が切断されると、Connection はメッセージを送信せずに削除し

ます。

[メッセージを下書きとして保存（Save Message as Draft）] が選択されている場合、Connection は
メッセージを下書きフォルダに保存します。メッセージを下書きとして保存している場合、音声認識

ユーザは、メイン メニューから「下書きメッセージ（Draft messages）」と発声して下書きメッセー

ジにアクセスし、メッセージを完成させて送信することができます。タッチトーン カンバセーション 
ユーザが下書きメッセージにアクセスできるようにするには、カスタム キーパッド マッピング ツー

ルを使用してカスタム カンバセーションで [下書きメッセージの編集（Edit Draft Messages）] オプ

ションにキーを割り当て、さらにユーザをそのカスタム カンバセーションに割り当てる必要がありま

す。

[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション

（Conversations）] ページで [下書きメッセージ：保持期間（日）（Draft Messages: Retention Period 
(in Days)）] 設定の値を変更することにより、ユーザの下書きメッセージのフォルダにメッセージを

保存する日数を設定できます。指定の期間中にユーザが下書きメッセージにアクセスせず、変更しな

ければ、そのメッセージは自動的に削除されます。

デフォルト設定：[メッセージを送信（Send Message）]

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-18 [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージアクションの編集
メッセージアクションの編集

表 1-19 [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページ

フィールド 説明

ボイスメール

（Voicemail）
ユーザがボイス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアクショ

ンを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay 
Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合、この 2 つの機能は、

選択したアクションに基づいて次のように対話します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]、[メッセージをリレー（Relay the Message）]、ま

たは [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、

Exchange とボイス メッセージを同期し、どちらのシステムからもメッセージにアクセスできる

ようにします。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection はボイス メッセージを拒否し、した

がって Exchange とボイス メッセージを同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合、この 2 つの機能は次のように対話しま

す。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、ボイス メッセージをユーザのメー

ルボックスに配信し、Exchange と同期します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and 
Relay the Message）]：Connection は、ボイス メッセージをユーザのメールボックスに配信し、

Exchange と同期し、さらに各メッセージのコピーを [リレー アドレス（Relay Address）] にリ

レーします。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection はボイス メッセージを拒否し、した

がって Exchange とボイス メッセージを同期しません。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]
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メッセージアクションの編集
電子メール（Email） ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、このページの [リレー アドレス

（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合、このユーザ

が使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [電子メール用メッセージ アクション

（Message Action for Email）] 設定の値によってこの設定が上書きされます。ただし、ここで [メッ

セージを拒否（Reject the Message）] オプションが選択されている場合は除かれ、その場合には、

Connection は、すべての着信電子メール メッセージを拒否し、Exchange と同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合は、両方の設定が有効になります。[メッ

セージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection メールボックスに配信

されます。このユーザが使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [電子メール用メッ

セージ アクション（Message Action for Email）] 設定が、[メッセージをリレー（Relay the 
Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設定されてい

る場合、メッセージは Exchange にリレーされます。最後に、この設定が [メッセージをリレー

（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設

定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay Address）] にリレーされます。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]

表 1-19 [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージアクションの編集
ファクス（Fax） ユーザがファクス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、このページの [リレー アドレス

（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合は、このユー

ザが使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [ファクス用メッセージ アクション

（Message Action for Fax）] 設定の値によってこの設定が上書きされます。ただし、ここで [メッセー

ジを拒否（Reject the Message）] オプションが選択されている場合は除かれ、その場合には、

Connection は、すべての着信ファクス メッセージを拒否し、Exchange と同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合は、両方の設定が有効になります。[メッ

セージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection メールボックスに配信

されます。このユーザが使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [ファクス用メッ

セージ アクション（Message Action for Fax）] 設定が、[メッセージをリレー（Relay the Message）
] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設定されている場合、

メッセージは Exchange にリレーされます。最後に、この設定が [メッセージをリレー（Relay the 
Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設定されてい

る場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay Address）] にリレーされます。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]

表 1-19 [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージアクションの編集
送信確認（Delivery 
Receipt）

ユーザが送信確認を受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを選択

します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay 
Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合、この 2 つの機能は、

選択したアクションに基づいて次のように対話します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]、[メッセージをリレー（Relay the Message）]、ま

たは [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、

Exchange と送信確認を同期し、どちらのシステムからも送信確認にアクセスできるようにしま

す。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection は送信確認を拒否し、したがって 
Exchange と送信確認を同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合、この 2 つの機能は次のように対話しま

す。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、送信確認をユーザのメールボック

スに配信し、Exchange と同期します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and 
Relay the Message）]：Connection は、送信確認をユーザのメールボックスに配信し、Exchange 
と同期し、さらに各送信確認のコピーを [リレー アドレス（Relay Address）] にリレーします。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection は送信確認を拒否し、したがって 
Exchange と送信確認を同期しません。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]

表 1-19 [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

グリーティングの検索
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Actions in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

グリーティングの検索

リレー アドレス

（Relay Address）
Connection がボイスメール、電子メール、ファクス、または送信確認をリレーするように設定され

ている場合、そのタイプのメッセージを Cisco Unity Connection がリレーするときのリレー先となる

アドレスを選択します。1 つ以上のメッセージ タイプでメッセージ アクションとして [メッセージを

リレー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] を選択していない場合、このフィールドは編集できません。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

置換可能なトークン

（Replaceable 
Tokens）

（一括編集操作だけに適用可能）Cisco Unity Connection によってユーザ プロファイルの値に置き換

えられるテキストとトークンの組み合わせを入力します （たとえば、%Alias% は、Connection に
よって、対応するユーザを編集するときに各ユーザ プロファイルに設定されているエイリアスに置き

換えられます）。[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドにトークンを追加するには、[置換

可能なトークン（Replaceable Tokens）] リストからトークンの名前を選択して、[置換可能なトーク

ン（Replaceable Tokens）] フィールドの横の矢印を選択します。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-19 [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-20 [グリーティング（Greetings）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして [保存（Save）] を
選択します。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection によって、終了日時に達するまで

（終了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングが再生されます。

グリーティング

（Greeting）
（表示専用）グリーティングの名前。このグリーティングに固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前を選択します。

終了日（End Date） （表示専用）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

グリーティングの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Greetings in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

グリーティングの編集
改訂日：2012/11/20

ソース（Source） （表示専用）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

• [なし（Blank）]：発信者に何も再生されません。

• [録音メッセージ（Recording）]：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

• [システム（System）]：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。

表 1-20 [グリーティング（Greetings）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-21 [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ

フィールド 説明

ステータス（Status） 選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：該当するグリーティングは無効になっています。

• [終了日時設定なしでグリーティングを有効する（Greeting Enabled with No End Date and Time）
]：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection によって、指定された日時に達するまで

該当するグリーティングが再生されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection 
でグリーティングを自動的に無効にする月、日、年、および時刻を選択します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

グリーティングの編集
再生されるメッセー

ジ（Callers Hear）
選択したグリーティングのソースを示します。

• [システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）]：あらかじめ録音されている

システム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection に
よって、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの録音名が再生されます

（「申し訳ありませんが、<ユーザ名> はただいま電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザに録音名がない場合は、代わりにユーザの内線番号が 
Connection によって再生されます。グリーティングが有効になっているが、録音されていない場

合は、Connection で事前に録音されたシステム グリーティングが再生されます。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

• [パーソナル レコーディング（My Personal Recording）]：ユーザのパーソナル レコーディング

を使用する場合に選択します。

• [なし（Nothing）]：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに

なっている場合、Connection によってすぐにグリーティング再生後のアクションが実行されま

す。

「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
'Record Your 
Message at the Tone' 
Prompt）

発信音を待ってメッセージを録音するようユーザに指示するように Cisco Unity Connection を設定す

るには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスは、[グリーティング後

（After Greeting）] フィールドで [コール アクション（Call Action）] が [メッセージの録音を開始す

る（Take Message）] に設定されている場合のみ有効になります。オプションが [システム デフォル

ト グリーティング（System Default Greeting）] に設定されている場合、チェックボックスはオンに

なっていても無効のままです。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 1-21 [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

グリーティングの編集
グリーティング中

（During Greeting）
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）]：グリーティングの再生中に発信者の入力を無

視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになっている

場合、Connection ではグリーティングの再生中に発信者が入力したキーに応じた処理が行われま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）]：他のユーザまたはコール 
ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を発信者に許可するには、このチェックボッ

クスをオンにします。発信者の入力した番号が [デフォルトのシステム転送（Default System 
Transfer）] 規制テーブルで許可されている場合に限り、 Connection によってリリース転送が試み

られます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）]：Connection から発信者に再入力

を求める回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを入力しない場合、発信者は 
Connection から、まだ通話中であることの確認を求められます。応答がない場合、Connection 
によって、[発信者が終了する場合：送信先（If Caller Exits Send To）] フィールドで選択したア

クションが実行されます。

デフォルト設定：ゼロ（0）

• [再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）]：発信者に入力を求めた後、入力を再度求

めるまで Connection が待機する秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒

表 1-21 [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
1-58
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

グリーティングの編集
グリーティング後

（After Greeting）
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。このオプションは慎重に使用してください。発信者は、予期しないときに

電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性があります。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：Connection によってグリーティングが繰

り返されます。このオプションは通常、エラー グリーティングに使用されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されま

す。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知する必要がありま

す。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定します。

表 1-21 [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

グリーティングの編集
発信者オプション

（Caller Options）
（オプション グリーティングだけに適用可能）Cisco Unity Connection による、ユーザへの通話の処

理方法を示します。次のいずれか、またはすべてのチェックボックスをオンにします。

• ユーザの電話機を呼び出さずに発信者をグリーティングに転送する（Transfer Callers to Greeting 
Without Ringing User's Phone）

（注） この設定は、通話が自動受付またはディレクトリ ハンドラからユーザの内線番号へ転送され

る場合に限り適用できます。識別できない発信者や別のユーザがユーザの内線番号に直接ダ

イヤルした場合には、この設定は適用されません。

• ユーザのグリーティングを発信者がスキップできないようにする（Prevent Callers from Skipping 
the User's Greeting）

• 発信者がメッセージを残せないようにする（Prevent Callers from Leaving Messages）

他の Connection ユーザが Connection カンバセーション（「メッセージを送信するには 2 を押してく

ださい（Press 2 to send a message）」）を使用するか、別の Connection クライアント アプリケーショ

ンを使用することによってメッセージを送信する場合、発信者オプションは適用されません。

録音（Recording） Cisco Unity Connection に複数の言語がインストールされている場合、グリーティングは複数の言語

で録音することができます。[録音言語（Recorded Languages）] フィールドには、グリーティング

が録音されている各言語が表示されます。（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する

場合に限り表示されます。[一括編集（Bulk Edit）] 操作には適用されません）。

ここでグリーティングを再生または録音するには、録音するグリーティングの言語を選択してから、

[再生 /録音（Play/Record）] ボタンを選択して Media Master を開きます。あらかじめ録音された 
WAV ファイルを録音として使用するには、Media Master の [オプション（Options）] メニューにあ

る [ファイルを開く（Open File）] を選択します。

グリーティングの録音が複数の言語で可能な場合は、発信者に再生される録音は、そのコールに対し

て設定された言語によって異なることに注意してください。ユーザの [メッセージ設定の編集（Edit 
Message Settings）] ページの [発信者に使用する言語（Language That Callers Hear）] 設定で、言語

を設定できます。この設定に [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）] を選択す

ると、最後に処理されたコールのコール ルーティング ルールまたはコール ハンドラよって設定され

た言語に基づいて、通話単位で使用する言語が Connection で決定されます。（コールを処理するすべ

てのルールとハンドラに関して言語を継承するように設定されている場合、コールがユーザのグリー

ティングに達すると、システムのデフォルト言語に対応するグリーティングが再生されます）。

言語の選択（Select 
Language）

グリーティングを録音または再生する言語を選択します。

（注） グリーティングの言語は、テンプレートまたはグリーティングに依存しません。したがって、

1 個のユーザ テンプレートの言語を変更して、クライアントのブラウザのクッキーが有効に

なっている場合、同じ言語が他のすべてのテンプレートおよびグリーティングに反映されま

す。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-21 [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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グリーティング後メッセージの設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Greetings in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up System 
Transfers in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

グリーティング後メッセージの設定 
表 1-22 [グリーティング後メッセージの設定（Post-Greeting Recording Settings）] ページ（Cisco Unity Connection 

8.0(2) 以降のみ）

フィールド 説明

グリーティング後

メッセージを再生す

る（Play 
Post-Greeting 
Recording）

発信者がユーザまたはコール ハンドラにメッセージを残す前に、Cisco Unity Connection が発信者に

メッセージを再生するかどうかを示します。すべての発信者に録音を再生するのか、識別できない発

信者だけに録音を再生するのかについても指定します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play a Recording）]：この機能を無効にする場合は、この設

定を選択します。発信者がメッセージを残す前に、発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングだけを再生します。

• [すべての発信者に対してメッセージを再生する（Play Recording to All Callers）]：発信者が

メッセージを残す前に、ユーザおよび外部発信者に対してユーザ グリーティングまたはコール 
ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。

• [識別できない発信者に対してのみメッセージを再生する（Play Recording Only to Unidentified 
Callers）]：発信者がメッセージを残す前に、外部発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。同様に、ユーザ ア
カウントに関連付けられていない電話から発信し、Connection にサインインしていないユーザに

も、グリーティングの後に録音を再生します。

デフォルトは [メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）] です。

再生するグリーティ

ング後メッセージの

選択（Play 
Post-Greeting 
Recording 
Selection）

このユーザまたはコール ハンドラのグリーティング後に再生する、グリーティング後メッセージの名

前を選択します。

この設定は、[グリーティング後メッセージを再生する（Play Post-Greeting Recording）] で [メッ

セージを再生しない（Do Not Play Recording）] オプションが選択されている場合は、無視されるこ

とに注意してください。
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通知デバイス
通知デバイス

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Notification Devices in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

通知デバイスの新規作成

表 1-23 [通知デバイス（Notification Devices）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
通知デバイスを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数の通知デバイスを同時に削除できます。

ステータス（Status）（表示専用）通知デバイスに対して [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページで [有
効（Enabled）] チェックボックスをオンにしていると、このカラムの値は [有効（Enabled）] になり

ます。チェックボックスをオフにすると、値は [無効（Disabled）] になります。

表示名（Display 
Name）

通知デバイスの名前。

通知デバイスに固有のページに移動するには、表示名を選択します。

タイプ（Type） （表示専用）このカラムには、通知デバイスの作成時に選択された [通知デバイスのタイプ

（Notification Device Type）] リストの値が表示されます。タイプは変更できません。

通知先

（Destination）
（表示専用）電話およびポケットベルの場合、このカラムには [通知デバイスの編集（Edit 
Notification Device）] ページの [電話番号（Phone Number）] フィールドの値が表示されます。

HTML、SMTP、および SMS デバイスの場合、このカラムには [宛先（To）] フィールドの値が表示

されます。

電話システム

（Phone System）

（表示専用）電話およびポケットベルの場合、このカラムには [通知デバイスの編集（Edit 
Notification Device）] ページの [電話システム（Phone System）] フィールドの値が表示されます。

HTML、SMTP、および SMS デバイスの場合、このカラムは空白になります。

表 1-24 [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ

フィールド 説明

通知デバイスのタイ

プ（Notification 
Device Type）

次のオプションがあるリストから通知デバイスのタイプを選択します。

• 電話（Phone）

• ポケットベル（Pager）

• SMTP

• HTML

表示名（Display 
Name）

通知デバイスの識別に役立つ名前を入力します。
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通知デバイスの新規作成
電話番号（Phone 
Number）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）選択したデバイスの電話番号を、トランク 
アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使用し

ます。

• 1 秒間の一時停止を挿入するための ,（カンマ）

• 電話機の # および * キーに対応する # および *

• 国際電話に対応する +

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

追加ダイヤル番号

（Extra Digits）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection によって電話番

号の後にダイヤルされる追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバ

イスによって異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号

が表示されます。

たとえば、追加ダイヤル番号を使用して、数字用ポケットベル デバイスに通知を送信するときにコー

ルバック番号を含めることができます。また、内線につなぐために追加ダイヤル番号を使用すること

もできます。その場合、800 のようなパブリック アクセス番号にダイヤルするように通知を設定し、

ガイダンスで追加ダイヤル番号が送信されて目的の内線につながるようにします。

追加ダイヤル番号を

ダイヤルする前の待

機期間（Duration to 
Wait Before Dialing 
Extra Digits）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）指定した秒数を経過すると、Cisco Unity 
Connection によって [追加ダイヤル番号（Extra Digits）] の数字がダイヤルされます。このオプショ

ンは、コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出し

パターンが異常な場合）に使用します。

呼び出し回数

（Rings to Wait）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力し

ます。この数に達すると、Cisco Unity Connection による接続試行が終了します。この設定値は 3 回
以上にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回

ビジー リトライ限度

（Busy Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行（最初の試行後）の回数を示します。通話先の電話の使

用頻度が高い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：4 回

ビジー リトライ間隔

（Busy Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合に、接続を

再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先の通話時間が長い場合

は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分

RNA リトライ限度

（RNA Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行（最初の試行後）の回数を示します。通話先が短時間離

席していることが多い場合は、大きめの数値を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするに

は、小さめの数値を選択します。

デフォルト設定：4 回

RNA リトライ間隔

（RNA Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合に、接続

を再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先のユーザが長時間離席

していることが多い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：15 分

表 1-24 [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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通知デバイスの新規作成
試行に成功した後の

リトライ数（Retries 
After Successful 
Attempt）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ポケットベルへのコールが最初に成功し

た後、通知をトリガーしたメッセージにまだ新規のマークが付いている場合に、Cisco Unity 
Connection からポケットベルへのコールを発信する回数を示します。ユーザが新しいメッセージの

リマインダの追加を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通

知を受信しなかった場合には、この設定を [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] と併せて使用します。

値を 0（ゼロ）より大きくすると、ユーザがメッセージを確認するか、再試行限度に達するまで、

Connection によって [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After Successful Attempt）] 
に基づいた定期的はコールが発信されえます。たとえば、[試行に成功した後のリトライ数（Retries 
After Successful Attempt）] を 2 に設定し、[試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] を 15 に設定している場合に、正午にユーザが新しいメッセージを受信すると、

正午に Connection からポケットベルへコールが発信されます。ポケットベルが応答しても、ユーザ

が午後 12 時 15 分までにメッセージを確認しないと、午後 12 時 15 分に Connection からポケットベ

ルへ再びコールが発信されます。午後 12 時 30 分までにユーザがメッセージを確認しないと、午後 
12 時 30 分に Connection からポケットベルへもう 1 度コールが発信されます。

（注） [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページで [新規メッセージがまだある場合

は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定を有効にして

いる場合に生成される通知とは別に、この設定によって一連の通知が生成されます。何度も

通知が繰り返されることでユーザが混乱しないよう、[試行に成功した後のリトライ数

（Retries After Successful Attempt）] 設定と [新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返

す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定の両方ではなく、いずれかを

使用することをお勧めします。

0 ～ 100 の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、ポケットベルへのコールが初めて

成功した後で Connection による通知の再試行は行われません。

デフォルト設定：0

試行に成功した後の

リトライ間隔

（Retry Interval After 
Successful Attempt）

（ポケットベル通知デバイスだけに適用可能）[試行に成功した後のリトライ数（Retries After 
Successful Attempt）] が 0（ゼロ）より大きい値に設定されており、ユーザがまだメッセージを確認

していない場合に、デバイスへの最初のコールが成功した後、Cisco Unity Connection によってポ

ケットベルへのコールが再試行される間隔を示します。ユーザが新規メッセージのリマインダの追加

を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通知を受信しなかっ

た場合は、この設定を [試行に成功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] と併せ

て使用します。

0 ～ 100 分の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、デバイスへのダイヤルにポート

を使用できるようになった時点で Connection によって追加の再試行が行われます。

デフォルト設定：1 分

電話システム

（Phone System）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスを使用する電話システムを選

択します。

通知時にユーザ ID 
の入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）

（電話通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection からユーザにユーザ ID の入力を要求す

るかどうかを示します。ユーザは常に暗証番号の入力を求められます。サインインの所要時間を短縮

するため、ユーザがユーザ ID の入力を好まない場合があります。

（注） この設定は慎重に使用してください。使用するのは、該当のユーザ以外は電話に応答しない

場合だけにしてください。

SMPP プロバイダ

（SMPP Provider）
（SMS 通知デバイスだけに適用可能）該当の SMPP プロバイダーを選択します。

表 1-24 [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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通知デバイスの新規作成
宛先（To） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）メッセージ通知を文字対応の携帯電

話またはポケットベルに設定しているか、SMS（SMPP）デバイスに設定しているかどうかによっ

て、次の情報を入力します。

• SMTP のテキスト メッセージ通知の場合、ユーザの文字対応のポケットベル、文字対応の携帯電

話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール アドレ

スを入力します。

• SMS（SMPP）のテキスト メッセージ通知の場合、SMS 対応デバイスの電話番号を入力します。

入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダーに応じて異なります。たとえば、ある

プロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コード、国コード、エリア コード、シティ 
コード、トランク コード、デバイスの番号（+12065551234 など）の順で指定する必要がありま

す。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレフィックスを入力しないでください。スペース、ダッ

シュ、カッコ、その他の句読点を含めないでください。

このフィールドには、128 文字まで入力できます。

送信元（From） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）文字対応の携帯電話またはポケット

ベルの場合は、ユーザがメッセージを確認するためにコールする電話番号を入力するか、（必要に応

じて）英数字のテキストをこのフィールドに入力します。送信元の電話番号は、SMTP 通知の最終行

に表示されます。ユーザは多くの文字対応携帯電話にある返信ボタンを押して、電話番号をダイヤル

することができます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバックをサポートしている必

要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する情報は SMPP プロバイダーによって次の

ように異なります。

• SMPP プロバイダーが、メッセージを送信するサーバの「ソース アドレス」を要求している場合

は、Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

• SMPP プロバイダーが「ソース アドレス」を要求しない場合は、ユーザがメッセージを確認する

ためにコールする番号を入力します。入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダー

に応じて異なります。たとえば、あるプロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コー

ド、国コード、エリア コード、シティ コード、トランク コード、デバイスの番号

（+12065551234 など）の順で指定する必要があります。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレ

フィックスを入力しないでください。スペース、ダッシュ、カッコ、その他の句読点を含めない

でください。

（注） SMPP プロバイダーによっては、[送信元（From）] フィールドに入力した番号がプロバイ

ダー独自の電話番号に置き換えられることに注意してください。その他、コールバック番号

が含まれるようにするには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を [メッ

セージ テキスト（Message Text）] フィールドに入力する方法もあります。

このフィールドには、40 文字まで入力できます。

メッセージ ヘッダー

（Message Header）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）通知メッセージのヘッダーに入れる任意のテキストを入力し

ます。Cisco Unity Connectionたとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入

力します。

表 1-24 [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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通知デバイスの新規作成
メッセージ テキスト

（Message Text）
（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）ユーザがテキスト通知で受信する内

容として求めているテキスト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門への

コールに応じるため待機しているユーザ宛てであれば、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」

と入力できます。メッセージ通知設定で選択した基準に一致するメッセージが到着するたびに、ここ

に入力したテキストが Cisco Unity Connection によって送信されます。

（注） コールバック番号を含めるには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を

メッセージ テキスト内に入力します（たとえば、tel:2065551212 の形式で番号を入力しま

す）。

このフィールドには、最大 160 文字を入力できます。（SMS デバイスの場合、Connection で使用され

るように設定した文字セットによっては、160 文字より短いメッセージが切り捨てられる可能性があ

ります）。

メッセージ フッター

（Message Footer）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection が通知メッセージのフッターに入れる

任意のテキストを入力します。たとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入

力します。

メッセージ テキスト

にメッセージ情報を

含める（Include 
Message 
Information in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスに送信されるテキスト

文字列に新規メッセージの情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。この情報に

は、発信者名と発信者 ID（使用可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メール、ファクス）、

メッセージが受信された時刻、およびプライベートまたは緊急のマークが付いたメッセージの場合は

そのステータスの表示が含まれます。

メッセージ数をメッ

セージ テキストに含

める（Include 
Message Count in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知にメールボックス内の新規メッ

セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

「ユーザの検索」

（P.1-2）メッセージ 
テキストに Full 
Inbox へのリンクを

含める（Include a 
Link to Full Inbox in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）SMTP 通知デバイスに送信される通知のテキスト文字列に 
Cisco Unity Connection Web Inbox へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンにしま

す。

宛先（To） （HTML 通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電子メール アドレスを入力します。

（注） カンマで区切られた複数の電子メール アドレスを追加できます。

HTML テンプレー

トの選択（Select 
HTML Template）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）デフォルトまたはカスタマイズしたテンプレートを選択しま

す。

外線番号（Outdial 
Number）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）電話の録音および再生機能を使用してボイス メッセージを確

認するためにユーザが使用する電話番号を入力します。ここでは、E.164 準拠の番号を入力できま

す。規制ルールの詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』の

「Managing Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。

表 1-24 [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Notification Devices in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

通知デバイスの編集

（注） 一括編集モードでは、SMS 通知デバイスに対する変更は行えません。

Cisco PCA からの外

線番号を無効にする

（Disable Outdial 
Number From Cisco 
PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）および 
Connection Mini Web Inbox からの外線番号をユーザが変更できないようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

Cisco PCA からの 
HTML テンプレー

ト選択を無効にする

（Disable HTML 
Template selection 
from Cisco PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）からの 
HTML テンプレートの割り当てをユーザが変更できないようにするには、このチェックボックスを

オンにします。この場合、管理者がユーザのテンプレートを割り当てることができ、その結果、ユー

ザによる Cisco PCA からのテンプレートの変更が禁止されます。

表 1-24 [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-25 [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 通知デバイスを有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

（注） この設定は、ユーザが Cisco PCA を使用して別の設定を選択した場合は上書きされます。

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）通知デバイスの識別に役立つ名前を入力します。

最初の通知の試行前

の遅延（Delay 
Before First 
Notification 
Attempt）

メッセージが [通知規則のイベント（Notification Rule Events）] フィールドで選択した基準と一致す

る場合は、メッセージが受信された時点から通知のトリガーまでの遅延（分単位）を指定します。一

定の間隔（15 分など）で異なるデバイスに通知を送信して、カスケード メッセージ通知と同じ効果

を得ることができます。

この遅延時間によって、デバイス スケジュールがアクティブでなくなったときに通知が到達した場

合、その通知は、スケジュールが再度アクティブになるまで実行されません（メッセージがまだ新規

である場合に限られます）。

0 ～ 120 分の値を入力してください。

デフォルト設定：0 分
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新規メッセージがま

だある場合は通知を

繰り返す（Repeat 
Notification If There 
Are Still New 
Messages）

ユーザが 1 つ以上の新規メッセージを持っている限り、そのユーザへの通知を繰り返すように 
Cisco Unity Connection を設定する場合は、このチェックボックスをオンにします。このチェック

ボックスをオンにする場合は、[通知反復間隔（Notification Repeat Interval）] フィールドに通知間

隔も入力します。この間隔の間に新規メッセージが追加されると、Connection によってこれらの

メッセージに対する通知と元の通知が組み合わされて、間隔の終了時に 1 つの通知が送信されます

（この時点でユーザのメールボックスに新規メッセージが残っている場合）。すべての新規メッセージ

に対する 1 つの「一括」通知が、メッセージを確認するまで定期的に繰り返されることをユーザが希

望する場合は、この設定を使用します。

（注） ポケットベル通知デバイスについては、[試行に成功した後のリトライ数（Retries After 
Successful Attempt）] 設定をゼロ以外の値にしている場合に生成される通知とは別の一連の

通知が生成されます。何度も通知が繰り返されることでユーザが混乱しないよう、[試行に成

功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] 設定と [新規メッセージがまだあ

る場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定の両方

ではなく、いずれかを使用することをお勧めします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

通知反復間隔

（Notification Repeat 
Interval）

この設定は、[新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are 
Still New Messages）] チェックボックスと併せて使用します。通知が初めて送信された後、

Cisco Unity Connection によって通知が繰り返される間隔を分単位で指定します。指定した間隔に

従って、継続的に通知が送信されます。たとえば、午前 11 時 47 分に通知反復間隔を 5 分間に設定す

ると、午前 11 時 50 分、午前 11 時 55 分、午後 12 時 00 分、午後 12 時 05 分、午後 12 時 10 分とい

うように、Connection によって新規メッセージの通知がユーザに送信されます。この通知スケ

ジュールは、ユーザ宛ての新規メッセージが 1 つ以上存在している限り有効になります。

[通知反復間隔（Notification Repeat Interval）] の範囲は 0 ～ 60 分です。

（注） [通知反復間隔（Notification Repeat Interval）] を 0 分にすると、通知の反復は無効になりま

す。

デフォルト設定：0 分

表 1-25 [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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通知デバイスの編集
通知の失敗時（On 
Notification 
Failure）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません）（電話、ポケットベル、および SMS 通知デバイスだけに適用可能）メッセージ通

知は、最初に選択したデバイスへの通知の送信に失敗した場合に、一連の通知デバイスを「チェー

ン」するように設定できます。最初の（または直前の）デバイスへの通知が失敗した場合に、通知を

別のデバイスに送信するように Cisco Unity Connection を設定する場合は、次の点に注意してくださ

い。

• [通知の失敗時（On Notification Failure）] に対して、[次の宛先に送信する（Send To）] を選択

し、このデバイスへの通知が失敗した場合に Connection から次に連絡させるデバイスを選択し

ます。この設定は、チェーンに含まれる最初の通知デバイスと他のすべてのデバイス（最後のデ

バイスを除く）に適用されます。

• チェーンに含まれる 2 番目以降のすべてのデバイスで、[通知規則のイベント（Notification Rule 
Events）] チェックボックスをすべてオフにします。通知イベントを有効にした場合は、このデ

バイスに対するメッセージ通知が即座に開始され、1 つ前のデバイスの通知の失敗は待機されま

せん。通知はチェーンにならず、すべて同時に発生します。

• チェーン内の最後のデバイスを除いて、メッセージ通知をチェーンするように SMTP デバイスを

設定しないでください。Connection では、SMTP デバイスに対する通知の失敗が検出されませ

ん。

イベント タイプ

（Event Type）
新規メッセージを受信したときに Cisco Unity Connection からこのデバイスに通知が送信されるよう

にするには、必要に応じて次のチェックボックスをオンにします。

• [すべてのメッセージ（All Messages）]：ディスパッチや他のボイス メッセージ、およびファク

ス メッセージなどの新規メッセージを受信すると、Connection からこのデバイスに通知が送信

されます。[緊急のみ（Urgent Only）] チェックボックスをオンにすると、新規メッセージに緊

急のマークが付いている場合に限り、Connection から通知が送信されます。

• [ディスパッチ メッセージ（Dispatch Messages）]：ディスパッチ メッセージとしてのマークが

付いた新規メッセージを受信すると、Connection からこのデバイスに通知が送信されます。[緊
急のみ（Urgent Only）] チェックボックスをオンにすると、新規ディスパッチ メッセージに緊急

のマークが付いている場合に限り、Connection から通知が送信されます。

• [すべてのボイス メッセージ（All Voice Messages）]：新規のボイス メッセージ（ディスパッチ 
メッセージを含む）が受信されると、Connection からこのデバイスに通知が送信されます。[緊
急のみ（Urgent Only）] チェックボックスをオンにすると、新規のボイス メッセージに緊急の

マークが付いている場合に限り、Connection から通知が送信されます。

• [ファクス メッセージ（Fax Messages）]：新規のファクス メッセージを受信すると、

Connection からこのデバイスに通知が送信されます。[緊急のみ（Urgent Only）] チェックボッ

クスをオンにすると、新規のファクス メッセージに緊急のマークが付いている場合に限り、

Connection から通知が送信されます。

• [予定表の予定（Calendar Appointments）]（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけ
に適用可能）：Outlook にスケジュールされている予定について、Connection からこのデバイス

に通知が送信されます。

• [予定表の会議（Calendar Meetings）]（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適
用可能）：Cisco Unified MeetingPlace にスケジュールされている会議について、Connection か
らこのデバイスに通知が送信されます。

表 1-25 [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）
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通知デバイスの編集
ボイス メッセージの

テキストへの変換

（Transcribe Voice 
Messages to Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）[ボイス メッセージ（Voice 
Messages）] チェックボックスをオンにすると、ボイス メッセージから文字に変換されたテキストが

このデバイスに送信されます。ユーザが緊急メッセージの文字変換だけを受信するよう希望している

場合は、[緊急のみ（Urgent Only）] チェックボックスをオンにします。

（注） 文字変換を受信するために、[イベント タイプ（Event Type）] を設定する必要はありません。

[イベント タイプ（Event Type）] を設定するのは、ボイス メッセージが到着したことと、

メッセージの文字変換されたものもまもなく到着することをすぐに通知するよう、ユーザが

希望している場合に限られます。

1 回に文字変換する 
SMS メッセージ数

の制限（Limit the 
Number of SMS 
Messages Per 
Transcription To）

（SMS 通知デバイスだけに適用可能）ボイス メッセージの文字変換ごとに送信されるテキスト メッ

セージの最大数を設定するには、このチェックボックスをオンにします。次に、変換ごとに送信され

るメッセージの最大数を入力します。

ほとんどの SMPP プロバイダーが、1 つのテキスト メッセージに許容できる文字数を制限しているの

で、長いボイス メッセージの場合、文字変換されると複数のテキスト メッセージとして送信されま

す。

電話番号（Phone 
Number）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）選択したデバイスの電話番号を、トランク 
アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使用し

ます。

• 1 秒間の一時停止を挿入するための ,（カンマ）

• 電話機の # および * キーに対応する # および *

• 国際電話に対応する +

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

追加ダイヤル番号

（Extra Digits）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection によって電話番

号の後にダイヤルされる追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバ

イスによって異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号

が表示されます。

たとえば、追加ダイヤル番号を使用して、数字用ポケットベル デバイスに通知を送信するときにコー

ルバック番号を含めることができます。また、内線につなぐために追加ダイヤル番号を使用すること

もできます。その場合、800 のようなパブリック アクセス番号にダイヤルするように通知を設定し、

ガイダンスで追加ダイヤル番号が送信されて目的の内線につながるようにします。

追加ダイヤル番号を

ダイヤルする前の待

機期間（Duration to 
Wait Before Dialing 
Extra Digits）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）指定した秒数を経過すると、Cisco Unity 
Connection によって [追加ダイヤル番号（Extra Digits）] の数字がダイヤルされます。このオプショ

ンは、コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出し

パターンが異常な場合）に使用します。

呼び出し回数

（Rings to Wait）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力し

ます。この数に達すると、Cisco Unity Connection による接続試行が終了します。この設定値は 3 回
以上にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回

ビジー リトライ限度

（Busy Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行（最初の試行後）の回数を示します。通話先の電話の使

用頻度が高い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：4 回

表 1-25 [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ビジー リトライ間隔

（Busy Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合に、接続を

再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先の通話時間が長い場合

は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分

RNA リトライ限度

（RNA Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行（最初の試行後）の回数を示します。通話先が短時間離

席していることが多い場合は、大きめの数値を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするに

は、小さめの数値を選択します。

デフォルト設定：4 回

RNA リトライ間隔

（RNA Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合に、接続

を再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先のユーザが長時間離席

していることが多い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：15 分

試行に成功した後の

リトライ数（Retries 
After Successful 
Attempt）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ポケットベルへのコールが最初に成功し

た後、通知をトリガーしたメッセージにまだ新規のマークが付いている場合に、Cisco Unity 
Connection からポケットベルへのコールを発信する回数を示します。ユーザが新しいメッセージの

リマインダの追加を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通

知を受信しなかった場合には、この設定を [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] と併せて使用します。

値を 0（ゼロ）より大きくすると、ユーザがメッセージを確認するか、再試行限度に達するまで、

Connection によって [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After Successful Attempt）] 
に基づいた定期的はコールが発信されえます。たとえば、[試行に成功した後のリトライ数（Retries 
After Successful Attempt）] を 2 に設定し、[試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] を 15 に設定している場合に、正午にユーザが新しいメッセージを受信すると、

正午に Connection からポケットベルへコールが発信されます。ポケットベルが応答しても、ユーザ

が午後 12 時 15 分までにメッセージを確認しないと、午後 12 時 15 分に Connection からポケットベ

ルへ再びコールが発信されます。午後 12 時 30 分までにユーザがメッセージを確認しないと、午後 
12 時 30 分に Connection からポケットベルへもう 1 度コールが発信されます。

（注） [新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still 
New Messages）] 設定を有効にしている場合に生成される通知とは別に、この設定によって

一連の通知が生成されます。何度も通知が繰り返されることでユーザが混乱しないよう、[試
行に成功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] 設定と [新規メッセージが

まだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定

の両方ではなく、いずれかを使用することをお勧めします。

0 ～ 100 の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、ポケットベルへのコールが初めて

成功した後で Connection による通知の再試行は行われません。

デフォルト設定：0
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通知デバイスの編集
試行に成功した後の

リトライ間隔

（Retry Interval After 
Successful Attempt）

（ポケットベル通知デバイスだけに適用可能）[試行に成功した後のリトライ数（Retries After 
Successful Attempt）] が 0（ゼロ）より大きい値に設定されており、ユーザがまだメッセージを確認

していない場合に、デバイスへの最初のコールが成功した後、Cisco Unity Connection によってポ

ケットベルへのコールが再試行される間隔を示します。ユーザが新規メッセージのリマインダの追加

を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通知を受信しなかっ

た場合は、この設定を [試行に成功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] と併せ

て使用します。

0 ～ 100 分の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、デバイスへのダイヤルにポート

を使用できるようになった時点で Connection によって追加の再試行が行われます。

デフォルト設定：1 分

電話システム

（Phone System）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスを使用する電話システムを選

択します。

通知時にユーザ ID 
の入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）

（電話通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection からユーザにユーザ ID の入力を要求す

るかどうかを示します。ユーザは常に暗証番号の入力を求められます。サインインの所要時間を短縮

するため、ユーザがユーザ ID の入力を好まない場合があります。

（注） この設定は慎重に使用してください。使用するのは、該当のユーザ以外は電話に応答しない

場合だけにしてください。

SMPP プロバイダ

（SMPP Provider）
（SMS 通知デバイスだけに適用可能）該当の SMPP プロバイダーを選択します。

宛先（To） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）メッセージ通知を文字対応の携帯電

話またはポケットベルに設定しているか、SMS（SMPP）デバイスに設定しているかどうかによっ

て、次の情報を入力します。

• SMTP のテキスト メッセージ通知の場合、ユーザの文字対応のポケットベル、文字対応の携帯電

話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール アドレ

スを入力します。

• SMS（SMPP）のテキスト メッセージ通知の場合、SMS 対応デバイスの電話番号を入力します。

入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダーに応じて異なります。たとえば、ある

プロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コード、国コード、エリア コード、シティ 
コード、トランク コード、デバイスの番号（+12065551234 など）の順で指定する必要がありま

す。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレフィックスを入力しないでください。スペース、ダッ

シュ、カッコ、その他の句読点を含めないでください。

このフィールドには、128 文字まで入力できます。
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送信元（From） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）文字対応の携帯電話またはポケット

ベルの場合は、ユーザがメッセージを確認するためにコールする電話番号を入力するか、（必要に応

じて）英数字のテキストをこのフィールドに入力します。送信元の電話番号は、SMTP 通知の最終行

に表示されます。ユーザは多くの文字対応携帯電話にある返信ボタンを押して、電話番号をダイヤル

することができます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバックをサポートしている必

要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する情報は SMPP プロバイダーによって次の

ように異なります。

• SMPP プロバイダーが、メッセージを送信するサーバの「ソース アドレス」を要求している場合

は、Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

• SMPP プロバイダーが「ソース アドレス」を要求しない場合は、ユーザがメッセージを確認する

ためにコールする番号を入力します。入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダー

に応じて異なります。たとえば、あるプロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コー

ド、国コード、エリア コード、シティ コード、トランク コード、デバイスの番号

（+12065551234 など）の順で指定する必要があります。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレ

フィックスを入力しないでください。スペース、ダッシュ、カッコ、その他の句読点を含めない

でください。

（注） SMPP プロバイダーによっては、[送信元（From）] フィールドに入力した番号がプロバイ

ダー独自の電話番号に置き換えられることに注意してください。その他、コールバック番号

が含まれるようにするには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を [メッ

セージ テキスト（Message Text）] フィールドに入力する方法もあります。

このフィールドには、40 文字まで入力できます。

メッセージ ヘッダー

（Message Header）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）Connection が通知メッセージのヘッダーに入れる任意のテキ

ストを入力します。たとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入力します。

メッセージ テキスト

（Message Text）
（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）ユーザがテキスト通知で受信する内

容として求めているテキスト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門への

コールに応じるため待機しているユーザ宛てであれば、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」

と入力できます。メッセージ通知設定で選択した基準に一致するメッセージが到着するたびに、ここ

に入力したテキストが Cisco Unity Connection によって送信されます。

（注） コールバック番号を含めるには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を

メッセージ テキスト内に入力します（たとえば、tel:2065551212 の形式で番号を入力しま

す）。

このフィールドには、最大 160 文字を入力できます。（SMS デバイスの場合、Connection で使用され

るように設定した文字セットによっては、160 文字より短いメッセージが切り捨てられる可能性があ

ります）。

メッセージ フッター

（Message Footer）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）通知メッセージのフッターに入れる任意のテキストを入力し

ます。Connectionたとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入力します。
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メッセージ テキスト

にメッセージ情報を

含める（Include 
Message 
Information in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスに送信されるテキスト

文字列に新規メッセージの情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。この情報に

は、発信者名と発信者 ID（使用可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メール、ファクス）、

メッセージが受信された時刻、およびプライベートまたは緊急のマークが付いたメッセージの場合は

そのステータスの表示が含まれます。

メッセージ数をメッ

セージ テキストに含

める（Include 
Message Count in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知にメールボックス内の新規メッ

セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

メッセージ テキスト

に Full Inbox へのリ

ンクを含める

（Include a Link to 
Full Inbox in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）SMTP 通知デバイスに送信される通知のテキスト文字列に 
Cisco Unity Connection Web Inbox へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンにしま

す。

緊急のみ（Urgent 
Only）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）そのタイプの新しいボイス メッセージが緊急とマークされて

いる場合にのみ Connection から通知が送信されるようにするには、このチェックボックスをオンに

します。

宛先（To） （HTML 通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電子メール アドレスを入力します。

（注） カンマで区切られた複数の電子メール アドレスを追加できます。

HTML テンプレー

トの選択（Select 
HTML Template）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）デフォルトまたはカスタマイズしたテンプレートを選択しま

す。

外線番号（Outdial 
Number）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）電話での録音および再生機能を使用して、ユーザがボイス 
メッセージを確認するために使用する電話番号を入力します。ここでは、E.164 準拠の番号を入力で

きます。規制ルールの詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』
の「Managing Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。

Cisco PCA からの外

線番号を無効にする

（Disable Outdial 
Number From Cisco 
PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）および 
Connection Mini Web Inbox からの外線番号をユーザが変更できないようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

Cisco PCA からの 
HTML テンプレー

ト選択を無効にする

（Disable HTML 
Template selection 
from Cisco PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）からの 
HTML テンプレートの割り当てをユーザが変更できないようにするには、このチェックボックスを

オンにします。この場合、管理者がユーザのテンプレートを割り当てることができ、その結果、ユー

ザによる Cisco PCA からのテンプレートの変更が禁止されます。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

代行内線番号
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Notification Devices in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

代行内線番号

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Alternate Extensions in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

代行内線番号の新規作成

表 1-26 [代行内線番号（Alternate Extension）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
代行内線番号を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数の代行内線番号を同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

代行内線番号を追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くの

で、このページに新しい代行内線番号に適用するデータを入力します。

電話番号（Phone 
Number）

代行内線の電話番号。

代行内線番号に固有のページに移動するには、電話番号を選択します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）代行内線番号の名前。

電話のタイプ

（Phone Type）
（表示専用）電話番号のタイプ。

表 1-27 [代行内線番号の新規作成（New Alternate Extensions）] ページ

フィールド 説明

電話のタイプ

（Phone Type）
リストから電話番号のタイプを選択します。

表示名（Display 
Name）

代行内線番号の識別に役立つ名前を入力します。
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代行内線番号の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Alternate Extensions in Cisco Unity Connection 9.x」の項および「Adding 
Alternate Extensions」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

代行内線番号の編集

電話番号（Phone 
Number）

代行内線番号に固有の電話番号を入力します。代行内線番号は、ユーザ電話機上の複数回線着信表示

の処理など、さまざまな理由で使用できます。代行内線番号の利用により、携帯電話、自宅の電話、

または職場の別のサイトなどの別のデバイスからの Cisco Unity Connection への発信がより便利にな

ります。代行内線番号用の電話番号を指定すると、Connection では、その番号からのすべてのコー

ルがプライマリ内線番号からのコールと同じ方法で処理されます（電話システムから Connection に 
ANI または発信者 ID が伝えられるものとします）。つまり、Connection によって、代行電話番号が

ユーザ アカウントに関連付けられ、その番号からのコールが着信すると、Connection からユーザに 
PIN の入力とサインインが要求されます。

[電話番号（Phone Number）] フィールドに文字を入力する際は、次の点を考慮してください。

• 内線番号は、最大 40 文字まで入力できます （SIP 連動では、最大 40 文字の英数字を使用できま

す）。

• 各内線番号はパーティション内で固有である必要があります。

• SIP 連動では、SIP URL の有効なエイリアスを入力することもできます。たとえば、URL が 
SIP:aabade@cisco.com である場合は、aabade と入力します。スペースは使用しないでくださ

い。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

表 1-27 [代行内線番号の新規作成（New Alternate Extensions）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ

フィールド 説明

電話のタイプ

（Phone Type）
（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）リストから電話番号のタイプを選択します。

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）代行内線番号の識別に役立つ名前を入力します。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

代行内線番号の編集
電話番号（Phone 
Number）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）代行内線番号に固有の電話番号を入力します。代行内線番号は、ユーザ電話機

上の複数回線着信表示の処理など、さまざまな理由で使用できます。代行内線番号の利用により、携

帯電話、自宅の電話、または職場の別のサイトなどの別のデバイスからの Cisco Unity Connection へ
の発信がより便利になります。代行内線番号用の電話番号を指定すると、Connection では、その番

号からのすべてのコールがプライマリ内線番号からのコールと同じ方法で処理されます（電話システ

ムから Connection に ANI または発信者 ID が伝えられるものとします）。つまり、Connection によっ

て、代行電話番号がユーザ アカウントに関連付けられ、その番号からのコールが着信すると、

Connection からユーザに PIN の入力とサインインが要求されます。

[電話番号（Phone Number）] フィールドに文字を入力する際は、次の点を考慮してください。

• 内線番号は、最大 40 文字まで入力できます （SIP 連動では、最大 40 文字の英数字を使用できま

す）。

• 各内線番号はパーティション内で固有である必要があります。

• SIP 連動では、SIP URL の有効なエイリアスを入力することもできます。たとえば、URL が 
SIP:aabade@cisco.com である場合は、aabade と入力します。スペースは使用しないでくださ

い。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

[詳細設定を表示す

る（Show Advanced 
Settings）] または [
詳細設定を表示しな

い（Hide Advanced 
Settings）]

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）代行内線番号の詳細設定を表示または非表示にするには、このボタンを選択し

ます。

代行内線番号に関してカスタマイズ可能なカンバセーション設定がいくつか用意されています。デ

フォルトで、各代行内線番号には、ユーザのプライマリ内線番号に対して設定されたものと同じ設定

が使用されます。代行内線番号のカスタム設定を使用して、ユーザの発信元電話番号に基づいてカン

バセーション設定をカスタマイズできます。

既知の内線から発信

するときの暗証番号

をスキップする

（Skip PIN When 
Calling From 
Known Extension）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この内線番号から発信するときに、このユーザに対して暗証番号の入力を求め

ない場合は、このチェックボックスをオンにします。

（注） この設定の使用には、セキュリティ上のリスクを伴います。ハッカーに電話の発信者 ID をス

プーフィングされるおそれがあります。ハッカーがスプーフィングした発信者 ID を使用して 
Cisco Unity Connection システムにアクセスしたときに、その発信者 ID がこの設定を有効に

しているプライマリ内線番号または代行内線番号に一致していると、ハッカーはユーザの

メールボックスにアクセス可能になります。

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

代行内線番号の編集
ガイダンス音量

（Conversation 
Volume）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザに再生されるときの音量レ

ベルを選択します。

• 小（Low）

• 中（Medium）

• 大（High）

ユーザは、電話機で一時的に音量を調整することもできます。

この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで設定しま

す。

ガイダンス速度

（Conversation 
Speed）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）Cisco Unity Connection からユーザに対してプロンプトが再生されるときの速

度を選択します。

• ゆっくり（Slow） 

• 標準（Normal）

• 速い（Fast）

• 最速（Fastest）

この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで設定しま

す。

ユーザの新規メッ

セージを自動的に再

生（After Sign-In, 
Play User's New 
Messages 
Automatically）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザのサインイン後すぐに新しいメッセージが再生されるようにするには、

このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオンになっている場合、メッセージ

数またはメイン メニューはユーザに再生されません。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで

設定します。

音声認識入力スタイ

ルを使用する（Use 
Voice Recognition 
Input Style）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この代行内線番号から発信するときに、ユーザが音声認識を使用して 
Cisco Unity Connection と対話できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで

設定します。

ユーザが応答しない

ときのメニュー反復

回数（Times to 
Repeat Menu When 
User Does Not 
Respond）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この代行内線番号から発信したときにユーザがメニューに応答しなかった場合

に、Cisco Unity Connection によってメニューが繰り返される回数を指定します。有効値の範囲は 0 
～ 10 回です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで

設定します。

最初のタッチトーン

またはボイス コマン

ドの待機時間（Wait 
for First Touchtone 
or Voice Command）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この代行内線番号から発信したときに、メニューの再生後にユーザが最初の

キーを押すか、ボイス コマンドを発するまで Cisco Unity Connection が待機する時間を指定します。

有効値の範囲は 500 ～ 10,000 ミリ秒です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで

設定します。

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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代行内線番号の編集
名前、内線番号、暗

証番号を入力する時

の追加のキー入力の

待機時間（Wait for 
Additional Key 
Presses When 
Entering Names, 
Extensions, and 
PINs）

このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には
適用されません。）メッセージの宛先指定、パスワードや暗証番号の更新、通話転送、またはメッ

セージ通知番号の変更などのためにユーザ名または内線番号を入力する場合に、ユーザがキーを押し

た後、次のキーを押すまでに Cisco Unity Connection が待機する時間を指定します。

有効値の範囲は 1,000 ～ 10,000 ミリ秒です。

この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで設定しま

す。

複数桁のメニュー オ
プションを入力する

時の追加のキー入力

の待機時間（Wait 
for Additional Key 
Presses When 
Entering Multiple 
Digit Menu 
Options）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）特定の電話メニューで使用可能な複数のキーの組み合わせからユーザが最初の

数字を表すキーを押した後、次のキーを押すまでに Cisco Unity Connection で待機する時間を指定し

ます。

有効値の範囲は 250 ～ 5,000 ミリ秒です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで

設定します。

ボイス コマンドの単

語間の待機時間

（Wait Between 
Words in Voice 
Commands）（0 ～ 
100 ミリ秒）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この代行内線番号から発信したときに、ユーザが発したことばに対する動作を

行う前に、ユーザが別のことばを発するまでに Cisco Unity Connection が待機する時間を指定しま

す。有効値の範囲は 300 ～ 10,000 ミリ秒です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで

設定します。

音声認識の確認信頼

度しきい値（Voice 
Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許
可する（Allow Users to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）この

設定を使用して、Cisco Unity Connection から音声認識ユーザに対してユーザの意図の確認を求める

可能性を調整します。たとえば、「cancel」または「hang up」の発音をシステムが誤認識するという

苦情がユーザから寄せられる場合は、この設定の値を引き上げて、ユーザが意図しない操作を誤って

実行しないようにすることができます。あるいは、システムが確認のプロンプトを何度も示すという

苦情が寄せられる場合は、この設定の値を引き下げてください。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection から確認を求められ

ることはありません。この値が 100 に設定されている場合、常に Connection から確認を求められま

す。

この設定の現実的な値の範囲は 30 ～ 90 です。デフォルト値を設定すれば、ほとんどのエラーが確実

に除外され、たいていのシステムで必要なときに確認を求めることができます。この値が小さすぎる

と、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。

この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで設定しま

す。

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

代行内線番号の編集
音声認識の音声感度

（Voice Recognition 
Speech Sensitivity）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この設定を使用して、この代行内線番号からの通話の潜在的なバックグラウン

ド ノイズを補うことができます。値 0 は、音声エンジンの感度が高くないことを示します。音声を認

識させるには、ユーザは非常に大きな声で話す必要があります。値 100 は、音声エンジンの感度が非

常に高いことを示します。ノイズが生じただけで、音声イベントとして認識されます。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [電話メニュー（Phone Menu）] ページで

設定します。

メッセージ音量

（Message Volume）
（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この代行内線番号から発信したときに、ユーザが電話でメッセージの本文や

ファクス メッセージの録音された音声コメントを再生する場合に、Cisco Unity Connection によって

再生されるメッセージの音量レベルを選択します。

• 小（Low）

• 中（Medium）

• 大（High） 

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）] ページで設定します。

メッセージ再生速度

（Message Speed）
（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）この代行内線番号から発信したときに、ユーザが電話でメッセージの本文や

ファクス メッセージの録音された音声コメントを再生する場合に、Cisco Unity Connection による

メッセージの再生速度を選択します。

• ゆっくり（Slow）

• 標準（Normal）

• 速い（Fast）

• 最速（Fastest）

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）] ページで設定します。

メッセージの早送り

（Fast Forward 
Message By）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザがこの代行内線番号からのメッセージを再生中に早送りする場合に、

Cisco Unity Connection によって前方にスキップされる時間の長さを指定します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）] ページで設定します。

メッセージの巻き戻

し（Rewind 
Message By）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザがこの代行内線番号からのメッセージを再生中に巻き戻しする場合に、

Cisco Unity Connection によって後方にスキップされる時間の長さを指定します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）] ページで設定します。

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ （続き）
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代行内線番号の編集
通話が切断されたと

き、または自分が切

断したとき（When 
a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）（再

生の設定（Playback 
Settings））

このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には
適用されません。）ユーザがメッセージの本文にアクセスし、メッセージの管理方法を指定する前に、

ユーザが通話を終了したか電話が切断された場合に、そのメッセージを新規と見なすように 
Cisco Unity Connection を設定するか、開封済み（読み取り済み）としてマークするように設定する

かを選択します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）] ページで設定します。

Confirm Deletions 
of New and Saved 
Messages（新規お

よび開封済みメッ

セージの削除を確認

する）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）ユーザが電話で新規メッセージまたは開封済みメッセージを削除するときに、

削除の確認をユーザに要求するように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボック

スをオンにします。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）] ページで設定します。

受信者の入力方法

（Enter a Recipient 
By）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）メッセージを他のユーザ宛てに指定するときに、カンバセーションからユーザ

に要求する入力方法を選択します。

• 姓、名の順（Spelling the Last Name Then First Name）

• 内線番号順（Entering the Extension）

• 名、姓の順（Spelling the First Name Then Last Name）

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [送信メッセージの設定（Send Message 
Settings）] ページで設定します。

受信者を名前で確認

する（Confirm 
Recipient by Name）

このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には
適用されません。）デフォルトでは、ユーザを宛先として指定するときに、Cisco Unity Connection 
によって確認のために、リストから選択したユーザの名前が繰り返されることはありません。選択さ

れた名前をユーザに確認するようにする場合は、[受信者を名前で確認する（Confirm Recipient by 
Name）] を有効にします。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [送信メッセージの設定（Send Message 
Settings）] ページで設定します。

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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代行内線番号の編集
各受信者の後に名前

を追加する

（Continue Adding 
Names After Each 
Recipient）

（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作に
は適用されません。）複数の受信者にメッセージを送信および転送するときに、各受信者の後に名前

を追加することをユーザに要求するよう、Cisco Unity Connection を設定するには、このオプション

を有効にします。

デフォルトで、ユーザが電話でメッセージの宛先を指定する場合は、Connection によって 1 人の受信

者の追加が許可されてから、キー入力で次に何をやるかを指示するように要求されます（「別の受信

者を追加するには 1 を押してください。（To add another recipient, press 1.） メッセージ オプションに

ついては、3 を押してください。（For message options, press 3.） 録音する場合は、# を押してくださ

い。（To record, press #.）」） 複数の受信者にメッセージを送信および転送するユーザが、各受信者を追

加してから 1 を押して宛先指定を続行するのは面倒で時間がかかると感じる場合があります。このオ

プションを有効にすることで、複数の受信者に頻繁にメッセージを送信および転送するユーザの宛先

指定プロセスを大幅に効率化できます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して、名前の追加を続けるよ

うに求めるプロンプトが常に再生されます。

この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] 
ページで設定します。

通話が切断されたと

き、または自分が切

断したとき（When 
a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）

（メッセージの宛先

と送信先（Message 
Addressing and 
Sending））

このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には
適用されません。）ユーザがメッセージの送信、応答、または転送の処理中に電話が切断された場合

に、メッセージを送信するように Cisco Unity Connection を設定するか、メッセージを破棄するよう

に設定するかを選択します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの [送信メッセージの設定（Send Message 
Settings）] ページで設定します。

代行内線番号の変更

（Modify Alternate 
Extension）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を一括編集モードで変更するには、[代行内線番号の変

更（Modify Alternate Extension）] フィールドを選択し、リストから電話を選択します。

代行内線番号の削除

（Delete Alternate 
Extension）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を一括編集モードで削除するには、[代行内線番号の削

除（Delete Alternate Extension）] フィールドを選択します。

右端以外はすべて削

除する（Remove 
All Except the 
Right-Most）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[右端以外はすべて削除する（Remove All Except the Right-Most）] チェッ

クボックスをオンにして、リストから削除する桁数を選択します。

左端以外はすべて削

除する（Remove 
All Except the 
Left-Most）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[左端以外はすべて削除する（Remove All Except the Left-Most）] チェック

ボックスをオンにして、リストから削除する桁数を選択します。

左端を削除する

（Remove the 
Left-Most）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[左端を削除する（Remove the Left-Most）] チェックボックスをオンにし

て、リストから削除する桁数を選択します。

右端を削除する

（Remove the 
Right-Most）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[右端を削除する（Remove the Right-Most）] チェックボックスをオンにし

て、リストから削除する桁数を選択します。

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザの別名の編集
関連項目

ユーザの別名の編集

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Alternate Names in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

3 桁の数字を前に追

加する（Prepend 
These Digits）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[3 桁の数字を前に追加する（Prepend These Digits）] チェックボックスをオ

ンにして、各代行内線番号の先頭に追加する数字を入力します。

3 桁の数字を後ろに

追加する（Append 
These Digits）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[3 桁の数字を後ろに追加する（Append These Digits）] チェックボックスを

オンにして、各代行内線番号の末尾に追加する数字を入力します。

内線番号にこの値を

追加する（Add This 
Value to the 
Extension）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[内線番号にこの値を追加する（Add This Value to the Extension）] チェック

ボックスをオンにして、値を入力します。

内線番号からこの値

を差し引く

（Subtract This Value 
from the Extension）

（一括編集操作だけに適用可能）代行内線番号を各ユーザのプライマリ内線番号に基づいて一括編集

モードで作成するには、[内線番号からこの値を差し引く（Subtract This Value from the Extension）] 
チェックボックスをオンにして、値を入力します。

内線番号のテスト

（Test Extension）
（一括編集操作だけに適用可能）内線番号を入力し、[テスト（Test）] を選択すると、代行内線番号

が適切に動作していることを確認できます。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-28 [代行内線番号の編集（Edit Alternate Extensions）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-29 [ユーザの別名の編集（Edit Alternate Names）] ページ

フィールド 説明

名（First Name） 代行ユーザまたは連絡先の名。ユーザの別名については、姓と名を両方とも指定する必要がありま

す。

姓（Last Name） 代行ユーザまたは連絡先の姓。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユーザの別名を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数のユーザの別名を同時に削除できます。
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プライベート同報リスト
プライベート同報リスト
ユーザ所有のプライベート同報リストの設定を入力するためのリンクを選択すると、Cisco Personal 
Communications Assistant が開きます。プライベート同報リストの設定は、Cisco Unity Connection 
Administration 内からは管理されません。

プライベート同報リストの設定については、Cisco PCA のヘルプを参照してください。

ユニファイド メッセージング アカウント 
表 1-30 [ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユニファイド メッセージング アカウントを削除するには、表示名の左にあるチェックボックスをオ

ンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のユニファイド メッセー

ジング アカウントを削除できます。

新規追加（Add 
New）

ユニファイド メッセージング アカウントを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択し

ます。新しいページが開くので、このページにユニファイド メッセージングの新規アカウントに適用

するデータを入力します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ユニファイド メッセージング アカウントの名前。

ユニファイド メッセージング アカウントに固有のページに移動するには、[表示名（Display Name）
] を選択します。

サービス タイプ

（Service Type）
（表示専用）ユニファイド メッセージング アカウントが接続するサーバのタイプ。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、ユニファイド メッセージング アカウントによっ

て、ユーザは、テキスト /スピーチを使用して Exchange 電子メール メッセージにアクセスできます。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、ユニファイド メッセージング アカウントによっ

て、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、ユニファイド メッセージング アカウントによっ

て、Connection と Exchange のボイス メッセージが同期されます。
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ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco 
Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成 

MeetingPlace スケ

ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、ユニファイド メッセージング アカウントによっ

て、ユーザは、会議のスケジュールを設定し、Cisco Unified MeetingPlace の会議に参加できます。

プライマリ会議サー

ビス（Primary 
Meeting Service）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、ユニファイド メッセージング アカウントが独自

の会議のスケジュールを設定します。このチェックボックスをオンにすると、ユニファイド メッセー

ジング アカウントが別のサーバを介して会議のスケジュールを設定します。

表 1-30 [ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-31 [ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] ページ

フィールド 説明

ユニファイド メッ

セージング サービス

（Unified Messaging 
Service）

このユーザで有効にするユニファイド メッセージング サービスの名前を選択します。

サービス タイプ

（Service Type）
（表示専用）ユニファイド メッセージング サービスが接続するサーバのタイプ。

この電子メール アド

レスを使用（Use 
This Email Address）

（Exchange 専用）Connection により、ボイス メッセージをここで指定した Exchange メールボック

スと同期する場合は、次のようにします。

• このオプションを選択します。

• user@domain 形式の電子メール アドレスを入力します。

この電子メール アドレスは、Exchange 内のメールボックスのプライマリ SMTP アドレスと一致して

いる必要があります。
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社内電子メール アド

レスを使用（Use 
Corporate Email 
Address）

（Exchange 専用）ボイス メッセージを、Connection と [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）
] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドで指定された 
Exchange メールボックスで同期する場合には、次のようにします。

• このオプションを選択します。

• [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate 
Email Address）] フィールドに、user@domain 形式の電子メール アドレスがあることを確認し

ます。

この電子メール アドレスは、Exchange 内のメールボックスのプライマリ SMTP アドレスと一致して

いる必要があります。

サインイン タイプ

（Sign-In Type）
Exchange 2003：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] は、ユーザがテキスト /スピーチを使用して 
Exchange 2003 の電子メールにアクセスする場合で、ユニファイド メッセージング サービスが特定

の Exchange 2003 サーバを使用するように設定されている場合のみ適用できます。

該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Exchange 2003 
エイリアスが、Connection のユーザ エイリアスと同じ場合に役立ちます。Connection は、

Connection ユーザ エイリアスを使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインインします。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Exchange 2003 エ
イリアスが、Connection のユーザ エイリアスと異なる場合に役立ちます。Connection は、[ユー

ザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインイン

します。

MeetingPlace：該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace のユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと同じ場合に便利です。Connection 
は、Connection ユーザ エイリアスを使用して MeetingPlace にそのユーザとしてサインインしま

す。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace ユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に便利です。Connection 
は、[ユーザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用してMeetingPlace にそのユーザとしてサ

インインします。

ユーザ ID（User 
ID）

Exchange 2003：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] として [次のユーザ ID を使用（Use User ID 
Provided Below）] を選択した場合、このフィールドに Exchange 2003 エイリアスを入力します。

Connection は、このフィールドの設定を使用して、Exchange 2003 にユーザをサインインします。

MeetingPlace：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] として [次のユーザ ID を使用（Use User ID 
Provided Below）] を選択した場合、このフィールドに Cisco Unified MeetingPlace ユーザ ID を入力

します。Connection は、このフィールドの設定を使用して、MeetingPlace にユーザをサインインし

ます。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech）

（Exchange 専用）このチェックボックスをオンにすると、現在の Connection ユーザは、テキスト /ス
ピーチを使用して Exchange 電子メールを受信できます。

このチェックボックスをオフにすると、ユーザは、テキスト /スピーチを使用できません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

表 1-31 [ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成
Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、現在の Connection ユーザは、Exchange の予定表

と連絡先にアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Exchange の予定表と連絡先にアクセスで

きません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、現在の Connection ユーザに関して、Connection 
と Exchange のメールボックスが同期されます。

このチェックボックスをオフにすると、このユーザに関してメールボックスが同期されません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

このユーザの単一受信トレイを無効にしてから再度有効にした場合は、ユーザの Connection メール

ボックスと Exchange メールボックスが Connection によって再同期されます。次の点に注意してく

ださい。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージを削除しても、

Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にする

と、そのメッセージが Exchange メールボックスに再同期されます。

• 単一受信トレイを無効にする前に、メッセージを Exchange から完全削除（[削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、単一受信トレイを再度有効にした場合に 
Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッセージ

が、Exchange の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Connection のメッセージを削除しても、

Exchange の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にすると、

そのメッセージが Exchange に残ったままになります。ユーザは、それらのメッセージを手動で 
Exchange から削除する必要があります。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージのステータスを変更

した場合は（たとえば、未読から既読など）、単一受信トレイを再度有効にすると、Exchange 
メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変更されま

す。

• ユーザの単一受信トレイを再度有効にすると、ユーザの Connection メールボックスおよび 
Exchange メールボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの再同期が、新しいメッセージ

の同期パフォーマンスに影響する場合があります。

表 1-31 [ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユニファイド メッセージング アカウントの編集
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco 
Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

ユニファイド メッセージング アカウントの編集 

リセット（Reset） このボタンにより、Connection は、現在の Connection メールボックスに対して次の操作を行いま

す。

• 同期されていないボイス メッセージを同期します。

• 既存のメッセージのステータス（たとえば、読み取り /書き込みのステータス）を再同期します。

• Exchange 通知の再登録を行います。これにより、Exchange は、メッセージの変更（たとえば、

メッセージが削除された場合）の Connection 通知および ViewMail for Outlook を使用して作成

された新しいボイス メッセージの通知を送信します。

MeetingPlace スケ

ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）

（Cisco Unified MeetingPlace のみ）このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは会議の

スケジュールを設定し、会議に参加することができます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会議に

参加できません。

プライマリ会議サー

ビス（Primary 
Meeting Service）

（Cisco Unified MeetingPlace 専用）このチェックボックスがオンになっている場合、この Cisco 
Unified MeetingPlace サーバを通して Cisco Unified MeetingPlace 会議が設定されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、別のサーバを通して Cisco Unified MeetingPlace 会
議が設定されます。

テスト（Test） [テスト（Test）] ボタンをクリックすると、[この電子メール アドレスを使用（Use This Email 
Address）] テキスト ボックスで指定した電子メール アドレスを使用した Connection と Exchange 
サーバが通信できるかどうかを確認できます。

表 1-31 [ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-32 [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ

フィールド 説明

ユニファイド メッ

セージング サービス

（Unified Messaging 
Service）

（表示専用）このユニファイド メッセージング アカウントに関連付けられているユニファイド メッ

セージング サービス。

サービス タイプ

（Service Type）
（表示専用）ユニファイド メッセージング サービスが接続するサーバのタイプ。
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユニファイド メッセージング アカウントの編集
この電子メール アド

レスを使用（Use 
This Email Address）

（Exchange 専用）Connection により、ボイス メッセージをここで指定した Exchange メールボック

スと同期する場合は、次のようにします。

• このオプションを選択します。

• user@domain 形式の電子メール アドレスを入力します。

社内電子メール アド

レスを使用（Use 
Corporate Email 
Address）

（Exchange 専用）ボイス メッセージを、Connection と [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）
] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドで指定された 
Exchange メールボックスで同期する場合には、次のようにします。

• このオプションを選択します。

• [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate 
Email Address）] フィールドに、user@domain 形式の電子メール アドレスがあることを確認し

ます。

サインイン タイプ

（Sign-In Type）
Exchange 2003：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] は、ユーザがテキスト /スピーチを使用して 
Exchange 2003 の電子メールにアクセスする場合で、ユニファイド メッセージング サービスが特定

の Exchange 2003 サーバを使用するように設定されている場合のみ適用できます。

該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Exchange 2003 
エイリアスが、Connection のユーザ エイリアスと同じ場合に役立ちます。Connection は、

Connection ユーザ エイリアスを使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインインします。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Exchange 2003 エ
イリアスが、Connection のユーザ エイリアスと異なる場合に役立ちます。Connection は、[ユー

ザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインイン

します。

MeetingPlace：該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace のユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと同じ場合に便利です。Connection 
は、Connection ユーザ エイリアスを使用して MeetingPlace にそのユーザとしてサインインしま

す。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace ユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に便利です。Connection 
は、[ユーザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用してMeetingPlace にそのユーザとしてサ

インインします。

ユーザ ID（User 
ID）

Exchange 2003：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] として [次のユーザ ID を使用（Use User ID 
Provided Below）] を選択した場合、このフィールドに Exchange 2003 エイリアスを入力します。

Connection は、このフィールドの設定を使用して、Exchange 2003 にユーザをサインインします。

MeetingPlace：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] として [次のユーザ ID を使用（Use User ID 
Provided Below）] を選択した場合、このフィールドに Cisco Unified MeetingPlace ユーザ ID を入力

します。Connection は、このフィールドの設定を使用して、MeetingPlace にユーザをサインインし

ます。

表 1-32 [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユニファイド メッセージング アカウントの編集
テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech）

（Exchange 専用）このチェックボックスをオンにすると、現在の Connection ユーザは、テキスト /ス
ピーチを使用して Exchange 電子メールを受信できます。

このチェックボックスをオフにすると、ユーザは、テキスト /スピーチを使用できません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。サービスに対してこのオプションを有効にすると、そのサービ

スを使用するように設定されているすべての Connection ユーザに対して自動的に有効になることに

注意してください。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、現在の Connection ユーザは、Exchange の予定表

と連絡先にアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Exchange の予定表と連絡先にアクセスで

きません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。サービスに対してこのオプションを有効にすると、そのサービ

スを使用するように設定されているすべての Connection ユーザに対して自動的に有効になることに

注意してください。

表 1-32 [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユニファイド メッセージング アカウントの編集
Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、現在の Connection ユーザに関して、Connection 
と Exchange のメールボックスが同期されます。

このチェックボックスをオフにすると、このユーザに関してメールボックスが同期されません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。サービスに対してこのオプションを有効にすると、そのサービ

スを使用するように設定されているすべての Connection ユーザに対して自動的に有効になることに

注意してください。

このユーザの単一受信トレイを無効にしてから再度有効にした場合は、ユーザの Connection メール

ボックスと Exchange メールボックスが Connection によって再同期されます。次の点に注意してく

ださい。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージを削除しても、

Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にする

と、そのメッセージが Exchange メールボックスに再同期されます。

• 単一受信トレイを無効にする前に、メッセージを Exchange から完全削除（[削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、単一受信トレイを再度有効にした場合に 
Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッセージ

が、Exchange の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Connection のメッセージを削除しても、

Exchange の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にすると、

そのメッセージが Exchange に残ったままになります。ユーザは、それらのメッセージを手動で 
Exchange から削除する必要があります。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージのステータスを変更

した場合は（たとえば、未読から既読など）、単一受信トレイを再度有効にすると、Exchange 
メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変更されま

す。

• ユーザの単一受信トレイを再度有効にすると、ユーザの Connection メールボックスおよび 
Exchange メールボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの再同期が、新しいメッセージ

の同期パフォーマンスに影響する場合があります。

リセット（Reset） このボタンにより、Connection は、現在の Connection メールボックスに対して次の操作を行いま

す。

• 同期されていないボイス メッセージを同期します。

• 既存のメッセージのステータス（たとえば、読み取り /書き込みのステータス）を再同期します。

• Exchange 通知の再登録を行います。これにより、Exchange は、メッセージの変更（たとえば、

メッセージが削除された場合）の Connection 通知および ViewMail for Outlook を使用して作成

された新しいボイス メッセージの通知を送信します。

MeetingPlace スケ

ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）

（Cisco Unified MeetingPlace のみ）このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは会議の

スケジュールを設定し、会議に参加することができます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会議に

参加できません。

表 1-32 [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

SMTP プロキシ アドレス
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco 
Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

SMTP プロキシ アドレス

プライマリ会議サー

ビス（Primary 
Meeting Service）

（Cisco Unified MeetingPlace 専用）このチェックボックスがオンになっている場合、この Cisco 
Unified MeetingPlace サーバを通して Cisco Unified MeetingPlace 会議が設定されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、別のサーバを通して Cisco Unified MeetingPlace 会
議が設定されます。

テスト（Test） [テスト（Test）] ボタンをクリックすると、Connection が Exchange サーバのメールボックスを検索

して、そのメールボックスと通信できるかどうかを確認できます。

表 1-32 [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-33 [SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Addresses）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
SMTP プロキシ アドレスを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選
択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数の SMTP プロキシ アドレスを同時に削除でき

ます。

新規追加（Add 
New）

新規の SMTP プロキシ アドレスを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。

[SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Address）] テーブルに新しい行が表示されます。新しい行

に SMTP プロキシ アドレスを入力して、[保存（Save）] を選択します。

SMTP プロキシ ア
ドレス（SMTP 
Proxy Address）

ユーザまたは連絡先の SMTP プロキシ アドレスを入力します。Cisco Unity Connection では、プロ

キシ アドレスを使用して、着信する SMTP メッセージの送信者と受信者がユーザまたは連絡先に

マッピングされます。

SMTP プロキシ アドレスのパターン、つまり、Connection によってユーザ プロファイルの値に置き

換えられるテキストとトークンの組み合わせを入力できます （たとえば、%Alias% は、Connection 
によって、対応するユーザの編集中に各ユーザ プロファイルからのエイリアスに置き換えられます）。

使用可能なトークンは次のとおりです。

• %FirstName%

• %LastName%

• %Alias%

• %Extension%

（ユーザに単一受信トレイが設定されている場合のみ）ユーザの SMTP プロキシ アドレスは、単一受

信トレイを有効にしたユニファイド メッセージング アカウントで指定した Exchange メール アドレ

スと一致する必要があります。
1-92
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/unified_messaging/guide/85xcucumg070.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucumgx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucumgx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucumg020.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucumg020.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucumgx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucumgx.html


 第 1 章 Cisco Unity Connection 9.x ユーザの設定

ユーザをインポート
関連項目

• ユーザの場合は、『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 
9.x）の「Setting Up Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「SMTP Proxy Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」
の項。連絡先の場合は、同じマニュアルの「Managing Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の

章にある「SMTP Proxy Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザをインポート

SMTP プロキシ ア
ドレスを末尾に追加

する（Append 
SMTP Proxy 
Addresses）

（一括編集操作だけに適用可能）編集中の各ユーザ アカウントまたは連絡先に SMTP プロキシ アドレ

スを追加するには、[SMTP プロキシ アドレスを末尾に追加する（Append SMTP Proxy Addresses）] 
を選択します。

SMTP プロキシ ア
ドレスを上書きする

（Override SMTP 
Proxy Addresses）

（一括編集操作だけに適用可能）各ユーザ アカウントまたは連絡先に現在存在する SMTP プロキシ ア
ドレスを削除し、[SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Address）] フィールドに入力した新規の 
SMTP プロキシ アドレスに置き換えるには、[SMTP プロキシ アドレスを上書きする（Override 
SMTP Proxy Addresses）] を選択します。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 1-33 [SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Addresses）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 1-34 [ユーザをインポート（Import Users）] ページ

フィールド 説明

ユーザ検索（Find 
Users）

インポートするユーザのタイプを選択します。

Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） 設定では、ユーザはデフォルト 
スイッチからインポートされます。

Cisco Unity Connection 設定で Cisco Unified Communications Manager からデータをインポートする

場合は、適切なユーザ アカウントを使用して Cisco Unified CM サーバを選択することも必要です。

AXL サーバが設定されている Cisco Unified CM サーバだけがリストに表示されます。

Cisco Unity Connection 設定で Cisco Unity Connection と LDAP ディレクトリを統合し、Connection 
と LDAP データを同期（Connection サーバの非表示の Cisco Unified CM データベースに LDAP 
データをインポート）している場合は、LDAP データのインポートを選択できます。
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ユーザをインポート
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Creating 
Multiple Cisco Unity Connection 9.x User Accounts from Cisco Unified Communications Manager 
Users」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Creating 
User Accounts from LDAP User Data or Changing LDAP Integration Status for Existing Users in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ベースにするテンプ

レート（Based on 
Template）

新規ユーザ アカウントのベースとなるテンプレートを選択します。このテンプレートは、ほとんどの

ユーザ設定に影響します。

Cisco Unified Communications Manager ユーザをインポートする場合は、ボイスメールを使用する

ユーザのテンプレートだけがリストに表示されます。

注意 LDAP ユーザのインポート時に、管理者ユーザのテンプレートを選択すると、ユーザは

メールボックスを持たなくなります。

エイリアス（Alias） ユーザに固有のテキスト名。

ユーザは、Cisco Personal Communications Assistant にサインインするためのエイリアスを入力しま

す。管理者は、Cisco Unity Connection Administration にサインインするためのエイリアスを入力し

ます。

名（First Name） ユーザまたは連絡先の名。

姓（Last Name） ユーザまたは連絡先の姓。

[電話番号（Phone 
Number）]（LDAP 
のみ）

LDAP ディレクトリからのデータのインポート時に、[電話番号（Phone Number）] 列に、LDAP 
ディレクトリ設定を Connection Administration に追加したときに Connection の [社内電話番号

（Corporate Phone Number）] フィールドにマップした [LDAP] フィールドの値が表示されます。（[
社内電話番号（Corporate Phone Number）] フィールドは、[ユーザの基本設定の編集（Edit User 
Basics）] ページに表示されます）。

内線番号

（Extension）
電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。

LDAP ディレクトリからデータをインポートしている場合、[内線番号（Extension）] 列には、正規

表現を [システム設定（System Settings）] > [LDAP] > [LDAP 詳細設定（Advanced LDAP Settings）
] に適用した後の [電話番号（Phone Number）] 列の値が表示されます。

表 1-34 [ユーザをインポート（Import Users）] ページ （続き）

フィールド 説明
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Unified Communications Manager ユーザの同期
Unified Communications Manager ユーザの同期

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Creating 
Multiple Cisco Unity Connection 9.x User Accounts from Cisco Unified Communications Manager 
Users」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 1-35 [Unified Communications Manager ユーザの同期（Synchronize Unified Communications Manager Users）] 
ページ

フィールド 説明

次の電話システムに

インポートされた

ユーザを検索（Find 
Imported Users）

適切な検索条件を入力します。

Cisco Unity Connection 設定では、適切なユーザ アカウントを使用して Cisco Unified 
Communications Manager サーバを選択することも必要です。AXL サーバが設定されている Cisco 
Unified CM サーバだけがリストに表示されます。

Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） 設定では、同期は自動的に行わ

れます。手動でユーザを同期する必要はありません。

エイリアス（Alias） ユーザに固有のテキスト名。

ユーザは、Cisco Personal Communications Assistant にサインインするためのエイリアスを入力しま

す。管理者は、Cisco Unity Connection Administration にサインインするためのエイリアスを入力し

ます。

名（First Name） ユーザまたは連絡先の名。

姓（Last Name） ユーザまたは連絡先の姓。

内線番号

（Extension）
電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。
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Cisco Unity Connection Re
C H A P T E R 2

Cisco Unity Connection  9.x サービス クラ
スの設定

次の項を参照してください。

• 「サービス クラスの検索」（P.2-1）

• 「サービス クラスの新規作成」（P.2-2）

• 「サービス クラスの編集」（P.2-11）

• 「サービス クラスのメンバーシップ」（P.2-22）

サービス クラスの検索

表 2-1 [サービス クラスの検索（Search Class of Service）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

サービス クラスの名前。

サービス クラスの特定のページに移動するには、表示名を選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
サービス クラスを削除するには、表示名の左にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数のサービス クラスを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

サービス クラスを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開

くので、このページに新規サービス クラスに適用するデータを入力します。

一括編集（Bulk 
Edit）

一度に複数のサービス クラスを編集するには、該当するチェックボックスをオンにして、[一括編集

（Bulk Edit）] を選択します。

まとめて編集するサービス クラスが複数の検索ページに表示される場合は、最初のページで該当する

すべてのチェックボックスをオンにしてから、次のページに移動して該当するすべてのチェックボッ

クスをオンにします。同様の操作を該当するすべてのサービス クラスを選択するまで繰り返します。

次に、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

手順については、「サービス クラス設定の [一括編集（Bulk Edit）] モードでの編集」（P.2-21）の手

順を参照してください。
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サービス クラスの新規作成
サービス クラスの新規作成

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

サービス クラスの識別に役立つ名前を入力します。

[録音名（Recorded 
Name）]：[名前の

録音をユーザに許可

する（Allow 
Recording of Voice 
Name）]

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection の電話通話または 
Connection Messaging Assistant を使用して音声名を録音することを許可するには、このチェック

ボックスをオンにします。ユーザは、初回登録時に各自の名前を録音するよう求められます。

このチェックボックスがオンになっている場合でも、デフォルトでは、ユーザは名前を録音しないま

ま Connection の登録プロセスを完了できます。初回登録を完了するために名前の録音が必要かどう

かを変更するには、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセー

ション（Conversation）] ページで [ユーザによる登録時の名前の録音を必須にする（Require Users 
to Record Names at Enrollment）] 設定を有効にします。

このサービス クラスに割り当てられているユーザが自分の名前を録音できないようにし（たとえば、

組織のすべての名前とグリーティングを 1 人の声で録音する場合）、このユーザが初回登録時に名前

の録音を要求されないようにする場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

[録音名（Recorded 
Name）]：[最大長

（Maximum Length）
]

このサービス クラスに割り当てられているユーザの名前の録音を Cisco Unity Connection が何秒後に

停止するかを入力します。範囲は 1 ～ 100 秒です。

デフォルト設定：30 秒

ディレクトリにリス

トされるかどうかの

選択をユーザに許可

する（Allow Users 
to Choose to Be 
Listed in the 
Directory）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、企業ディレクトリにリストされるかどうか

の選択を許可するには、このチェックボックスをオンにします。

企業ディレクトリは、ユーザや識別できない発信者がユーザに連絡したりメッセージを残したりする

ために使用する、音声による登録リストです。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[グリーティング

（Greetings）]：[最
大長（Maximum 
Length）]

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するグリーティングの録音時間を入力しま

す。範囲は 1 ～ 1,200 秒です。

デフォルト設定：90 秒
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サービス クラスの新規作成
IMAP クライアント

を使用したボイス

メールへのアクセス

をユーザに許可する

（Allow Users to 
Access Voicemail 
Using an IMAP 
Client） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに、インターネット メッセージ アクセス プロトコ

ル（IMAP）クライアントを使用してボイス メッセージにアクセスするためのライセンスを付与する

には、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオンにした場合は、次のいず

れかのオプションも選択します。

• [メッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message Bodies）]：
ボイスメール全体にアクセスできます。

• [プライベート メッセージ以外のメッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow Users 
to Access Message Bodies Except on Private Messages）]：メッセージにプライベートのマーク

が付けられていない限り、ボイスメール全体にアクセスできます。プライベート メッセージの場

合は、メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

• [メッセージ ヘッダーのみへのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message 
Headers Only）]：メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

ここで選択した内容にかかわらず、ユーザは Cisco Unity Connection の電話通話および Connection 
Messaging Inbox（使用できる場合）を使用することで、メッセージの全体にアクセスできます。

（注） 暗号化されているメッセージの本文に、IMAP クライアントからアクセスすることはできま

せん。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

IMAP クライアント

やシングル インボッ

クスを使用したボイ

スメールへのアクセ

スをユーザに許可す

る（Allow Users to 
Access Voice Mail 
Using an IMAP 
Client and/or Single 
Inbox） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに、IMAP クライアントまたは単一受信トレイ機

能、またはその両方を使用してボイス メッセージにアクセスするためのライセンスを付与するには、

このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオンにした場合、該当する場合は、

次のいずれかのオプションも選択します（これらのオプションは、IMAP だけに適用可能であること

に注意してください）。

• [メッセージ本文へのアクセスを IMAP ユーザに許可する（Allow IMAP Users to Access 
Message Bodies）]：ボイスメール全体にアクセスできます。

• [プライベート メッセージ以外のメッセージ本文へのアクセスを IMAP ユーザに許可する

（Allow IMAP Users to Access Message Bodies Except on Private Messages）]：メッセージにプ

ライベートのマークが付けられていない限り、ボイスメール全体にアクセスできます。プライ

ベート メッセージの場合は、メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

• [メッセージ ヘッダーのみへのアクセスを IMAP ユーザに許可する（Allow IMAP Users to 
Access Message Headers Only）]：メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

ここで選択した内容にかかわらず、ユーザは Cisco Unity Connection の電話通話および Connection 
Web Inbox（使用できる場合）を使用することで、メッセージの全体にアクセスできます。

（注） 暗号化されているメッセージの本文に、IMAP クライアントからアクセス、または単一受信

トレイ機能を使用してアクセスすることはできません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの新規作成
Web Inbox と RSS 
フィードの使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
the Web Inbox and 
RSS Feeds） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Web Inbox にアク

セスすること、およびボイス メッセージの RSS フィードにアクセスすることを許可するには、この

チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

（注） Web Inbox および RSS フィードは、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方をサポートします。

ただし、IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで

設定されている場合にのみ機能します。IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and 
Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 
Addresses of Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug05
1.html から入手可能です。

メッセージング 
Inbox と RSS フィー

ドの使用をユーザに

許可する（Allow 
Users to Use the 
Messaging Inbox 
and RSS Feeds） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Personal Communications Assistant 
で Cisco Unity Connection Messaging Inbox にアクセスすること、およびボイス メッセージの RSS 
フィードにアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

詳細機能へのアクセ

スを許可する

（Allow Access to 
Advanced Features）

 [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子メールへのアクセスを許可する（Allow 
Access to Exchange Email by Using Text to Speech (TTS)）] および [音声認識の使用をユーザに許可

する（Allow Users to Use Voice Recognition）] オプションを有効にするには、このチェックボック

スをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

サードパーティの

メッセージ ストア内

の電子メールへのア

クセスを許可する

（Allow Access to 
Email in Third-Party 
Message Stores） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Exchange サーバの電子メールにアクセス

することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、[詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）] チェックボックスをオンにしておく必要があります。

このオプションでは、Exchange サーバ上のメッセージ ストアにアクセスするよう外部サービ

スを設定する必要があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用した 
Exchange の電子

メールへのアクセス

を許可する（Allow 
Access to Exchange 
Email by Using Text 
to Speech (TTS)） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、テキスト /スピーチを使用して Exchange 
サーバの電子メールにアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、[詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）] チェックボックスをオンにしておく必要があります。

このオプションでは、ユニファイド メッセージング サービスが Exchange にアクセスするよ

う設定されている必要があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの新規作成
音声認識の使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
Voice Recognition）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、音声認識機能にアクセスすることを許可す

るには、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、[詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）] チェックボックスをオンにしておく必要があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

SpeechView 
Standard の文字変換

サービスを使用

（Use Standard 
SpeechView 
Transcription 
Service）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、ボイス メッセージの音声テキスト変換を

許可するには、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合、Cisco Unity Connection は、サードパーティ外部音声テキスト変換

サービスを使用して、ボイス メッセージをテキストに変換します。Connection は、メッセージの送

信者または受信者の詳細を記さずに、ボイス メッセージの音声部分を文字変換サービスに送信しま

す。Connection と外部の文字変換サービスとの間の通信は、S/MIME over SMTP を使用して保護さ

れます。メッセージの文字変換は、最初の 500 文字だけです。これよりも長いメッセージは切り捨て

られます。ユーザは、元の録音すべてにアクセスできます。

このオプションを選択した場合は、次のいずれかのオプションも選択します。

• [セキュア メッセージを文字変換しない（Do Not Transcribe Secure Messages）]：セキュア メッ

セージが外部文字変換サービスに送信されません。

• [セキュア メッセージの文字変換を許可する（Allow Transcriptions of Secure Messages）]：セ

キュア メッセージが外部文字変換サービスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文

字変換を表示できます。ただし、セキュア メッセージの文字変換は、通知デバイスでは受信しま

せん。

• [通知デバイスへのセキュア メッセージの文字変換の送信を許可する（Allow Transcriptions of 
Secure Messages to Be Sent to Notification Devices）]：セキュア メッセージが外部文字変換サー

ビスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文字変換を表示できます。ユーザは、セ

キュア メッセージの文字変換を受信するように SMS および SMTP 通知デバイスを設定できま

す。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

（注） [SpeechView Standard の文字変換サービス（SpeechView Standard Transcription Service）] 
オプションは、スタンダード音声テキスト変換サービスに必要なライセンスがシステムにイ

ンストールされている場合にのみ有効になります。

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの新規作成
SpeechView Pro の
文字変換サービスを

使用（Use 
SpeechView Pro 
Transcription 
Service）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、ボイス メッセージの音声テキスト変換を

許可するには、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合、Cisco Unity Connection は、サードパーティ外部音声テキスト変換

サービスを使用し、必要に応じて人間が介入することで、ボイス メッセージをテキストに変換しま

す。Connection は、メッセージの送信者または受信者の詳細を記さずに、ボイス メッセージの音声

部分を文字変換サービスに送信します。Connection と外部の文字変換サービスとの間の通信は、

S/MIME over SMTP を使用して保護されます。メッセージの文字変換は、最初の 500 文字だけです。

これよりも長いメッセージは切り捨てられます。ユーザは、元の録音すべてにアクセスできます。

このオプションを選択した場合は、次のいずれかのオプションも選択します。

• [セキュア メッセージを文字変換しない（Do Not Transcribe Secure Messages）]：セキュア メッ

セージが外部文字変換サービスに送信されません。

• [セキュア メッセージの文字変換を許可する（Allow Transcriptions of Secure Messages）]：セ

キュア メッセージが外部文字変換サービスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文

字変換を表示できます。ただし、セキュア メッセージの文字変換は、通知デバイスでは受信しま

せん。

• [通知デバイスへのセキュア メッセージの文字変換の送信を許可する（Allow Transcriptions of 
Secure Messages to Be Sent to Notification Devices）]：セキュア メッセージが外部文字変換サー

ビスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文字変換を表示できます。ユーザは、セ

キュア メッセージの文字変換を受信するように SMS および SMTP 通知デバイスを設定できま

す。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

（注） [SpeechView Pro の文字変換サービス（SpeechView Pro Transcription Service）] オプション

は、プロフェッショナル音声テキスト変換サービスに必要なライセンスがシステムにインス

トールされている場合にのみ有効になります。

パーソナル着信転送

ルールの使用をユー

ザに許可する

（Allow Users to Use 
Personal Call 
Transfer Rules）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、パーソナル着信転送ルールにアクセスする

ことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） ライセンスの設定によっては、パーソナル着信転送ルールを使用できない場合があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

Messaging Assistant 
の使用をユーザに許

可する（Allow 
Users to Use the 
Messaging 
Assistant）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Personal Communications Assistant 
で Cisco Unity Connection Messaging Assistant にアクセスすることを許可するには、このチェック

ボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

Unified Personal 
Communicator を使

用したボイスメール

へのアクセスをユー

ザに許可する

（Allow Users to Use 
Unified Client to 
Access Voicemail）

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unified Personal Communicator インター

フェイスにアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。Cisco Unified 
Personal Communicator は、音声、ビデオ、ドキュメント共有、ボイスメールの再生、およびディレ

クトリを単一のインターフェイスに統合した Web ベースのクライアント アプリケーションです。

Cisco Unity Connection のボイス メッセージにアクセスするには、このチェックボックスをオンにし

て、さらに Cisco Unified Personal Communicator も設定する必要があります。詳細については、

『Installation Guide for Cisco Unified Personal Communicator』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html）を参照して

ください。

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの新規作成
管理者が定義した代

行内線番号の表示を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
View Administrator-
Defined Alternate 
Extensions）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、管理者によって指定された代行内線番号を

表示することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

自分が定義した代行

内線番号の管理を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
Manage Their 
User-Defined 
Alternate 
Extensions）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Messaging 
Assistant および電話インターフェイスで自身の代行内線番号のセットを指定することを許可するに

は、このチェックボックスをオンにします。このオプションを選択すると、ユーザは、定義済みの代

行内線番号に加え、最大 10 個の代行内線番号を定義できます。

ユーザは、複数の携帯電話、自宅の電話、およびその他の電話機について、代行内線番号を指定する

よう Cisco Unity Connection 管理者に要請することがあります。管理者は、ユーザが各自の代行内線

番号を指定できるように許可することで、扱う要請の数を削減できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[メッセージ長

（Message Length）
]：[最大長

（Maximum Length）
]

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するメッセージの録音時間。1 ～ 3,600 秒の

値を入力します。

このオプションを有効にすると、ユーザに対して、最大長に達する前に警告音が再生されます。

（注） 識別できない発信者がユーザに残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、

ユーザの [メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）] ページを使用します。ユーザが

録音するブロードキャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可

する場合）、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセー

ション（Conversation）] ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒（5 分）

システム同報リスト

へのメッセージの送

信をユーザに許可す

る（Allow Users to 
Send Messages to 
System Distribution 
Lists）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、システム同報リストにメッセージを送信す

ることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

削除済みアイテム 
フォルダに保存せず

にメッセージを削除

する（Delete 
Messages Without 
Saving to Deleted 
Items Folder）

このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージを削除したときに、Cisco Unity 
Connection がそれらのメッセージを完全に削除するようにするには、このチェックボックスをオン

にします。削除されたメッセージを Connection で削除済みアイテム フォルダに移動し、ユーザが後

で取得できるようにするには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

（注） ここで選択した内容にかかわらず、IMAP クライアントによっては、削除されたメッセージ

の行が受信トレイに表示されることがあります。

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの新規作成
ユーザはコールを発

信することによって

他のユーザからの

メッセージに応答で

きる（Users Can 
Reply to Messages 
from Other Users by 
Calling Them）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して他の 
Cisco Unity Connection ユーザにコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオンに

します。このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、別のユーザからのメッセージを

聞いた後に 4-4 を押すと、メッセージを残したユーザに Connection で電話をかけることができます 
（オプション カンバセーション 1 を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用できます。音

声認識のユーザは、「return call」と音声で入力できます）。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは、発信者のタイプにかかわらず Live Reply 
を使用して折り返し電話をかけることができません。ユーザの電話通話では、Live Reply は無効にな

ります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

ユーザはコールを発

信することによって

不明な発信者からの

メッセージに応答で

きる（Users Can 
Reply to Messages 
from Unidentified 
Callers by Calling 
Them）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して識別できない

発信者（外部発信者または Cisco Unity Connection に転送されたが発信元内線番号によって識別でき

ないユーザ）にコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Connection ユーザとして識別されていない

発信者からのメッセージを聞いた後に 4-4 を押すことができます （オプション カンバセーション 1 
を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用できます。音声認識のユーザは、「return call」
と音声で入力できます）。

（注） このオプションを有効にするには、[ユーザはコールを発信することによって他のユーザから

のメッセージに応答できる（Users Can Reply to Messages from Other Users by Calling Them）

] チェックボックスをオンにしておく必要があります。

識別できない発信者への Live Reply を開始する場合、Connection は発信者の ID をユーザの転送規制

テーブルと照合します。その番号が許可されれば、Connection で電話システムへのリリース転送が

実行され、コールが折り返されます。デフォルトでは、Connection は発信者 ID の形式を設定しない

ことに注意してください。[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバ

セーション（Conversation）] ページで、[識別できない発信者への Live Reply のダイヤル プレ

フィックス（Dial Prefix for Live Reply to Unidentified Callers）] 設定および [Live Reply ダイヤル 
プレフィックスの先頭に最低限必要な数字の数（Minimum Number of Digits Required for Prepending 
Live Reply Dial Prefix）] 設定を設定すると、すべての番号の先頭に十分な長さのトランク アクセス 
コードを付加したり、電話システムで番号の処理に必要となる可能性のある追加の情報を提供したり

できます。適切なダイヤル文字列を生成するために必要なその他のフォーマットは電話システムで実

行する必要があります。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Live Reply を使用して識別できない発信

者に折り返しの電話をかけることができません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。
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サービス クラスの新規作成
セキュア メッセージ

ング（Require 
Secure Messaging）

このサービス クラスのメンバーから送信されたメッセージを Cisco Unity Connection が処理する方法

を指定します。

• [常にセキュア（Always）]：メッセージが必ずセキュアにマークされます。 

• [常に非セキュア（Never）]：メッセージが常にセキュアにマークされません。 

• [選択可能（Ask）]：ユーザが特殊発信オプションの電話メニューで適切なキーを押して、メッ

セージにセキュアのマークを付けた場合に限り、メッセージにセキュアのマークを付けます。

• [プライベートのみ（Private）]：ユーザがメッセージにプライベートのマークを付けた場合に限

り、メッセージにセキュアのマークを付けます。

[選択可能（Ask）] オプションを除いて、特殊発信オプションの電話メニューのプロンプトでは、セ

キュアなメッセージのオプションについて説明されないことに注意してください。[選択可能（Ask）
] オプションを有効にした場合は、ユーザに対して次のプロンプトが再生されます。「このメッセージ

を緊急に設定するには 1、 返信確認に設定するには 2、 プライベートに設定するには 3、 セキュアに設

定するには 5 を押してください。」

ここで選択されたオプションにかかわらず、どのユーザも、メッセージの送信時にメッセージにプラ

イベートのマークを付けることができます。

デフォルト設定：[プライベートのみ（Private）]

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）

フィールド 説明
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第 2 章 Cisco Unity Connection 9.x サービス クラスの設定

サービス クラスの新規作成
ユーザあたりの最大

リスト数

（Maximum Lists Per 
User）

このサービス クラスに割り当てられているユーザが使用できるプライベート同報リストの最大数を指

定するため、1 ～ 99 の数値を入力します。ユーザは、各自のプライベート同報リストを電話および 
Cisco Unity Connection Messaging Assistant で管理できます。

Cisco Unity Connection カンバセーションおよび Connection Messaging Assistant では、この設定値

を使用して、ユーザのリスト数が上限に達したことを特定します。ただし、ユーザが所有するリスト

の数については、各アプリケーションが独自に計算することを考慮してください。

• ユーザが電話を使用してメンバーを追加し、新しいリストを作成しようとする場合、メンバーの

いるプライベート同報リストの数を Connection カンバセーションがカウントし、その合計数を

この設定値と比較して、ユーザのリスト数が上限に達しているかどうかを特定します。メンバー

のいないリスト（空のリスト）は、ユーザが所有するリストの合計数に含まれません。これは、

これらのリストが録音名またはテキスト名を持っている場合でも同様です。

• ユーザが Messaging Assistant を使用して新しいリストを作成しようとする場合、録音名、テキ

スト名、またはメンバーを持っているリストの数を Messaging Assistant がカウントし、その合

計数をこの設定値と比較して、ユーザのリストの数が上限に達しているかどうかを特定します。

メンバーが存在しないリストは、録音済みの名前やテキスト名が存在するかぎり、総数に含まれ

ます。

つまり、15 個のリストを所有できるサービス クラスにユーザが所属していて、メンバーのいるプラ

イベート同報リストが 12 個、録音名はあるがメンバーのいないリストが 2 つある場合、ユーザは、

Messaging Assistant を使用するよりも電話を使用するほうが、上限に達するまでに作成できるリスト

の数が多くなります。

• ユーザが Connection カンバセーションを使用している場合は、2 個の空のリストにメンバーを追

加し、1 個の新しいリストを作成するか、3 個の新しいリストを作成することによって、リスト

数の上限に到達します。ユーザが 3 個の新しいリストを作成することによって上限に到達した場

合は、2 個のリストが削除されるまで、2 個の空のリストにメンバーを追加できません。

• ユーザが Messaging Assistant を使用している場合は、1 個の新しいリストを作成することによっ

てリスト数の上限に到達します。リスト数の上限に到達するかどうかに関係なく、ユーザは 2 個
の空のリストにメンバーを追加できます。

デフォルト設定：25 個のリスト

リストあたりの最大

メンバー数

（Maximum 
Members Per List）

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection カンバセーションまたは 
Connection Messaging Assistant を使用している場合に、それらのユーザがプライベート同報リスト

に追加できる最大メンバー数を指定するため、1 ～ 999 の数値を入力します。

リストにボイス メッセージを送信できるのは、そのリストを所有しているユーザに限られます。

デフォルト設定：99 名のメンバー

通話の発信者名確認

オプションの変更を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
Change Call 
Screening Options）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Messaging 
Assistant を使用して自身の発信者名確認オプションを変更することを許可するには、このチェック

ボックスをオンにします。

このオプションは、特に必要がない場合は許可しないことをお勧めします。通話の発信者名確認を実

行すると、発信者を内線番号に転送するために必要な時間が長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サービス クラスの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a Class of Service in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Adding a 
Class of Service in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

サービス クラスの編集
[サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページのフィールドについては、表 2-3 を参照して

ください。

[一括編集（Bulk Edit）] モードでのサービス クラス情報の編集については、「サービス クラス設定の [
一括編集（Bulk Edit）] モードでの編集」（P.2-21）の手順を参照してください。

通話の保留オプショ

ンの変更をユーザに

許可する（Allow 
Users to Change 
Call Holding 
Options）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Messaging 
Assistant を使用して自身の通話保留オプションを変更することを許可するには、このチェックボック

スをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

発信（Outcalling） このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージの配信設定に入力できる電話番号を制

限するために、リストから規制テーブルを選択します。Media Master で、録音および再生デバイス

として電話機が選択されている場合は、選択するテーブルによって、Cisco Unity Connection がダイ

ヤルするユーザの内線番号も規制されます。

転送（Transfers） このサービス クラスに割り当てられているユーザが通話転送設定に入力できる電話番号を制限するた

めに、リストから規制テーブルを選択します。

ファクス（Fax） このサービス クラスに割り当てられているユーザがファクスのダイヤル設定に入力できる電話番号を

制限するために、リストから規制テーブルを選択します。

表 2-2 [サービス クラスの新規作成（New Class of Service）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

（このフィールドが表示されるのは、個々のサービス クラスを編集する場合だけです。[一括編集
（Bulk Edit）] 操作を行う場合は表示されません）サービス クラスの識別に役立つ名前を入力します。
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第 2 章 Cisco Unity Connection 9.x サービス クラスの設定

サービス クラスの編集
[録音名（Recorded 
Name）]：[名前の

録音をユーザに許可

する（Allow 
Recording of Voice 
Name）]

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection の電話通話または 
Connection Messaging Assistant を使用して音声名を録音することを許可するには、このチェック

ボックスをオンにします。ユーザは、初回登録時に各自の名前を録音するよう求められます。

このチェックボックスがオンになっている場合でも、デフォルトでは、ユーザは名前を録音しないま

ま Connection の登録プロセスを完了できます。初回登録を完了するために名前の録音が必要かどう

かを変更するには、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセー

ション（Conversation）] ページで [ユーザによる登録時の名前の録音を必須にする（Require Users 
to Record Names at Enrollment）] 設定を有効にします。

このサービス クラスに割り当てられているユーザが自分の名前を録音できないようにし（たとえば、

組織のすべての名前とグリーティングを 1 人の声で録音する場合）、このユーザが初回登録時に名前

の録音を要求されないようにする場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

[録音名（Recorded 
Name）]：[最大長

（Maximum Length）
]

このサービス クラスに割り当てられているユーザの名前の録音を Cisco Unity Connection が何秒後に

停止するかを入力します。範囲は 1 ～ 100 秒です。

デフォルト設定：30 秒

ディレクトリにリス

トされるかどうかの

選択をユーザに許可

する（Allow Users 
to Choose to Be 
Listed in the 
Directory）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、企業ディレクトリにリストされるかどうか

の選択を許可するには、このチェックボックスをオンにします。

企業ディレクトリは、ユーザや識別できない発信者がユーザに連絡したりメッセージを残したりする

ために使用する、音声による登録リストです。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[グリーティング

（Greetings）]：[最
大長（Maximum 
Length）]

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するグリーティングの録音時間を入力しま

す。範囲は 1 ～ 1,200 秒です。

デフォルト設定：90 秒

IMAP クライアント

を使用したボイス

メールへのアクセス

をユーザに許可する

（Allow Users to 
Access Voicemail 
Using an IMAP 
Client） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに、インターネット メッセージ アクセス プロトコ

ル（IMAP）クライアントを使用してボイス メッセージにアクセスするためのライセンスを付与する

には、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオンにした場合は、次のいず

れかのオプションも選択します。

• [メッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message Bodies）]：
ボイスメール全体にアクセスできます。

• [プライベート メッセージ以外のメッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow Users 
to Access Message Bodies Except on Private Messages）]：メッセージにプライベートのマーク

が付けられていない限り、ボイスメール全体にアクセスできます。プライベート メッセージの場

合は、メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

• [メッセージ ヘッダーのみへのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message 
Headers Only）]：メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

ここで選択した内容にかかわらず、ユーザは Cisco Unity Connection の電話通話および Connection 
Messaging Inbox（使用できる場合）を使用することで、メッセージの全体にアクセスできます。

（注） 暗号化されているメッセージの本文に、IMAP クライアントからアクセスすることはできま

せん。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 2 章 Cisco Unity Connection 9.x サービス クラスの設定

サービス クラスの編集
IMAP クライアント

やシングル インボッ

クスを使用したボイ

スメールへのアクセ

スをユーザに許可す

る（Allow Users to 
Access Voice Mail 
Using an IMAP 
Client and/or Single 
Inbox） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに、IMAP クライアントまたは単一受信トレイ機

能、またはその両方を使用してボイス メッセージにアクセスするためのライセンスを付与するには、

このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオンにした場合、該当する場合は、

次のいずれかのオプションも選択します（これらのオプションは、IMAP だけに適用可能であること

に注意してください）。

• [メッセージ本文へのアクセスを IMAP ユーザに許可する（Allow IMAP Users to Access 
Message Bodies）]：ボイスメール全体にアクセスできます。

• [プライベート メッセージ以外のメッセージ本文へのアクセスを IMAP ユーザに許可する

（Allow IMAP Users to Access Message Bodies Except on Private Messages）]：メッセージにプ

ライベートのマークが付けられていない限り、ボイスメール全体にアクセスできます。プライ

ベート メッセージの場合は、メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

• [メッセージ ヘッダーのみへのアクセスを IMAP ユーザに許可する（Allow IMAP Users to 
Access Message Headers Only）]：メッセージのヘッダーだけにアクセスできます。

ここで選択した内容にかかわらず、ユーザは Cisco Unity Connection の電話通話および Connection 
Web Inbox（使用できる場合）を使用することで、メッセージの全体にアクセスできます。

（注） 暗号化されているメッセージの本文に、IMAP クライアントからアクセス、または単一受信

トレイ機能を使用してアクセスすることはできません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

（注） IMAP クライアントと Sinlge Inbox は、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方をサポートし

ます。ただし、IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）
モードで設定されている場合にのみ機能します。IPv6 設定の詳細については、

『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding or 
Changing the IPv6 Addresses of Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このド

キュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug05
1.html から入手可能です。

Web Inbox と RSS 
フィードの使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
the Web Inbox and 
RSS Feeds） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Web Inbox にアク

セスすること、およびボイス メッセージの RSS フィードにアクセスすることを許可するには、この

チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

（注） Web Inbox および RSS フィードは、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方をサポートします。

ただし、IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで

設定されている場合にのみ機能します。IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and 
Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 
Addresses of Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug05
1.html から入手可能です。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サービス クラスの編集
メッセージング 
Inbox と RSS フィー

ドの使用をユーザに

許可する（Allow 
Users to Use the 
Messaging Inbox 
and RSS Feeds） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Personal Communications Assistant 
で Cisco Unity Connection Messaging Inbox にアクセスすること、およびボイス メッセージの RSS 
フィードにアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

詳細機能へのアクセ

スを許可する

（Allow Access to 
Advanced Features）

 [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子メールへのアクセスを許可する（Allow 
Access to Exchange Email by Using Text to Speech (TTS)）] および [音声認識の使用をユーザに許可

する（Allow Users to Use Voice Recognition）] オプションを有効にするには、このチェックボック

スをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

サードパーティの

メッセージ ストア内

の電子メールへのア

クセスを許可する

（Allow Access to 
Email in Third-Party 
Message Stores） 

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Exchange サーバの電子メールにアクセス

することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、[詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）] チェックボックスをオンにしておく必要があります。

このオプションでは、Exchange サーバ上のメッセージ ストアにアクセスするよう外部サービ

スを設定する必要があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

音声認識の使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
Voice Recognition）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、音声認識機能にアクセスすることを許可す

るには、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、[詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）] チェックボックスをオンにしておく必要があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サービス クラスの編集
SpeechView 
Standard の文字変換

サービスを使用

（Use Standard 
SpeechView 
Transcription 
Service）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、ボイス メッセージの音声テキスト変換を

許可するには、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合、Cisco Unity Connection は、サードパーティ外部音声テキスト変換

サービスを使用して、ボイス メッセージをテキストに変換します。Connection は、メッセージの送

信者または受信者の詳細を記さずに、ボイス メッセージの音声部分を文字変換サービスに送信しま

す。Connection と外部の文字変換サービスとの間の通信は、S/MIME over SMTP を使用して保護さ

れます。メッセージの文字変換は、最初の 500 文字だけです。これよりも長いメッセージは切り捨て

られます。ユーザは、元の録音すべてにアクセスできます。

このオプションを選択した場合は、次のいずれかのオプションも選択します。

• [セキュア メッセージを文字変換しない（Do Not Transcribe Secure Messages）]：セキュア メッ

セージが外部文字変換サービスに送信されません。

• [セキュア メッセージの文字変換を許可する（Allow Transcriptions of Secure Messages）]：セ

キュア メッセージが外部文字変換サービスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文

字変換を表示できます。ただし、セキュア メッセージの文字変換は、通知デバイスでは受信しま

せん。

• [通知デバイスへのセキュア メッセージの文字変換の送信を許可する（Allow Transcriptions of 
Secure Messages to Be Sent to Notification Devices）]：セキュア メッセージが外部文字変換サー

ビスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文字変換を表示できます。ユーザは、セ

キュア メッセージの文字変換を受信するように SMS および SMTP 通知デバイスを設定できま

す。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

（注） [SpeechView Standard の文字変換サービス（SpeechView Standard Transcription Service）] 
オプションは、スタンダード音声テキスト変換サービスに必要なライセンスがシステムにイ

ンストールされている場合にのみ有効になります。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの編集
SpeechView Pro の
文字変換サービスを

使用（Use 
SpeechView Pro 
Transcription 
Service）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、ボイス メッセージの音声テキスト変換を

許可するには、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合、Cisco Unity Connection は、サードパーティ外部音声テキスト変換

サービスを使用し、必要に応じて人間が介入することで、ボイス メッセージをテキストに変換しま

す。Connection は、メッセージの送信者または受信者の詳細を記さずに、ボイス メッセージの音声

部分を文字変換サービスに送信します。Connection と外部の文字変換サービスとの間の通信は、

S/MIME over SMTP を使用して保護されます。メッセージの文字変換は、最初の 500 文字だけです。

これよりも長いメッセージは切り捨てられます。ユーザは、元の録音すべてにアクセスできます。

このオプションを選択した場合は、次のいずれかのオプションも選択します。

• [セキュア メッセージを文字変換しない（Do Not Transcribe Secure Messages）]：セキュア メッ

セージが外部文字変換サービスに送信されません。

• [セキュア メッセージの文字変換を許可する（Allow Transcriptions of Secure Messages）]：セ

キュア メッセージが外部文字変換サービスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文

字変換を表示できます。ただし、セキュア メッセージの文字変換は、通知デバイスでは受信しま

せん。

• [通知デバイスへのセキュア メッセージの文字変換の送信を許可する（Allow Transcriptions of 
Secure Messages to Be Sent to Notification Devices）]：セキュア メッセージが外部文字変換サー

ビスに送信されます。ユーザは、ViewMail を使用して文字変換を表示できます。ユーザは、セ

キュア メッセージの文字変換を受信するように SMS および SMTP 通知デバイスを設定できま

す。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

（注） [SpeechView Pro の文字変換サービス（SpeechView Pro Transcription Service）] オプション

は、プロフェッショナル音声テキスト変換サービスに必要なライセンスがシステムにインス

トールされている場合にのみ有効になります。

パーソナル着信転送

ルールの使用をユー

ザに許可する

（Allow Users to Use 
Personal Call 
Transfer Rules）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、パーソナル着信転送ルールにアクセスする

ことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） ライセンスの設定によっては、パーソナル着信転送ルールを使用できない場合があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

Messaging Assistant 
の使用をユーザに許

可する（Allow 
Users to Use the 
Messaging 
Assistant）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Personal Communications Assistant 
で Cisco Unity Connection Messaging Assistant にアクセスすることを許可するには、このチェック

ボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

Unified Personal 
Communicator を使

用したボイスメール

へのアクセスをユー

ザに許可する

（Allow Users to Use 
Unified Client to 
Access Voicemail）

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unified Personal Communicator インター

フェイスにアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。Cisco Unified 
Personal Communicator は、音声、ビデオ、ドキュメント共有、ボイスメールの再生、およびディレ

クトリを単一のインターフェイスに統合した Web ベースのクライアント アプリケーションです。

Cisco Unity Connection のボイス メッセージにアクセスするには、このチェックボックスをオンにし

て、さらに Cisco Unified Personal Communicator も設定する必要があります。詳細については、

『Installation Guide for Cisco Unified Personal Communicator』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html）を参照して

ください。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）
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 第 2 章 Cisco Unity Connection 9.x サービス クラスの設定

サービス クラスの編集
管理者が定義した代

行内線番号の表示を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
View Administrator-
Defined Alternate 
Extensions）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、管理者によって指定された代行内線番号を

表示することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

自分が定義した代行

内線番号の管理を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
Manage Their 
User-Defined 
Alternate 
Extensions）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Messaging 
Assistant および電話インターフェイスで自身の代行内線番号のセットを指定することを許可するに

は、このチェックボックスをオンにします。このオプションを選択すると、ユーザは、定義済みの代

行内線番号に加え、最大 10 個の代行内線番号を定義できます。

ユーザは、複数の携帯電話、自宅の電話、およびその他の電話機について、代行内線番号を指定する

よう Cisco Unity Connection 管理者に要請することがあります。管理者は、ユーザが各自の代行内線

番号を指定できるように許可することで、扱う要請の数を削減できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[メッセージ長

（Message Length）
]：[最大長

（Maximum Length）
]

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するメッセージの録音時間。1 ～ 3,600 秒の

値を入力します。

このオプションを有効にすると、ユーザに対して、最大長に達する前に警告音が再生されます。

（注） 識別できない発信者がユーザに残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、

ユーザの [メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）] ページを使用します。ユーザが

録音するブロードキャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可

する場合）、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセー

ション（Conversation）] ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒（5 分）

システム同報リスト

へのメッセージの送

信をユーザに許可す

る（Allow Users to 
Send Messages to 
System Distribution 
Lists）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、システム同報リストにメッセージを送信す

ることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

削除済みアイテム 
フォルダに保存せず

にメッセージを削除

する（Delete 
Messages Without 
Saving to Deleted 
Items Folder）

このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージを削除したときに、Cisco Unity 
Connection がそれらのメッセージを完全に削除するようにするには、このチェックボックスをオン

にします。削除されたメッセージを Connection で削除済みアイテム フォルダに移動し、ユーザが後

で取得できるようにするには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの編集
ユーザはコールを発

信することによって

他のユーザからの

メッセージに応答で

きる（Users Can 
Reply to Messages 
from Other Users by 
Calling Them）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して他の 
Cisco Unity Connection ユーザにコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオンに

します。このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、別のユーザからのメッセージを

聞いた後に 4-4 を押すと、メッセージを残したユーザに Connection で電話をかけることができます 
（オプション カンバセーション 1 を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用できます。音

声認識のユーザは、「return call」と音声で入力できます）。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは、発信者のタイプにかかわらず Live Reply 
を使用して折り返し電話をかけることができません。ユーザの電話通話では、Live Reply は無効にな

ります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

ユーザはコールを発

信することによって

不明な発信者からの

メッセージに応答で

きる（Users Can 
Reply to Messages 
from Unidentified 
Callers by Calling 
Them）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して識別できない

発信者（外部発信者または Cisco Unity Connection に転送されたが発信元内線番号によって識別でき

ないユーザ）にコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Connection ユーザとして識別されていない

発信者からのメッセージを聞いた後に 4-4 を押すことができます （オプション カンバセーション 1 
を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用できます。音声認識のユーザは、「return call」
と音声で入力できます）。

（注） このオプションを有効にするには、[ユーザはコールを発信することによって他のユーザから

のメッセージに応答できる（Users Can Reply to Messages from Other Users by Calling Them）

] チェックボックスをオンにしておく必要があります。

識別できない発信者への Live Reply を開始する場合、Connection は発信者の ID をユーザの転送規制

テーブルと照合します。その番号が許可されれば、Connection で電話システムへのリリース転送が

実行され、コールが折り返されます。デフォルトでは、Connection は発信者 ID の形式を設定しない

ことに注意してください。[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバ

セーション（Conversation）] ページで、[識別できない発信者への Live Reply のダイヤル プレ

フィックス（Dial Prefix for Live Reply to Unidentified Callers）] 設定および [Live Reply ダイヤル 
プレフィックスの先頭に最低限必要な数字の数（Minimum Number of Digits Required for Prepending 
Live Reply Dial Prefix）] 設定を設定すると、すべての番号の先頭に十分な長さのトランク アクセス 
コードを付加したり、電話システムで番号の処理に必要となる可能性のある追加の情報を提供したり

できます。適切なダイヤル文字列を生成するために必要なその他のフォーマットは電話システムで実

行する必要があります。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Live Reply を使用して識別できない発信

者に折り返しの電話をかけることができません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）
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 第 2 章 Cisco Unity Connection 9.x サービス クラスの設定

サービス クラスの編集
セキュア メッセージ

ング（Require 
Secure Messaging）

このサービス クラスのメンバーから送信されたメッセージを Cisco Unity Connection が処理する方法

を指定します。

• [常にセキュア（Always）]：メッセージが必ずセキュアにマークされます。 

• [常に非セキュア（Never）]：メッセージが常にセキュアにマークされません。 

• [選択可能（Ask）]：ユーザが特殊発信オプションの電話メニューで適切なキーを押して、メッ

セージにセキュアのマークを付けた場合に限り、メッセージにセキュアのマークを付けます。

• [プライベートのみ（Private）]：ユーザがメッセージにプライベートのマークを付けた場合に限

り、メッセージにセキュアのマークを付けます。

[選択可能（Ask）] オプションを除いて、特殊発信オプションの電話メニューのプロンプトでは、セ

キュアなメッセージのオプションについて説明されないことに注意してください。[選択可能（Ask）
] オプションを有効にした場合は、ユーザに対して次のプロンプトが再生されます。「このメッセージ

を緊急に設定するには 1、 返信確認に設定するには 2、 プライベートに設定するには 3、 セキュアに設

定するには 5 を押してください。」

ここで選択されたオプションにかかわらず、どのユーザも、メッセージの送信時にメッセージにプラ

イベートのマークを付けることができます。

デフォルト設定：[プライベートのみ（Private）]

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの編集
ユーザあたりの最大

リスト数

（Maximum Lists Per 
User）

このサービス クラスに割り当てられているユーザが使用できるプライベート同報リストの最大数を指

定するため、1 ～ 99 の数値を入力します。ユーザは、各自のプライベート同報リストを電話および 
Cisco Unity Connection Messaging Assistant で管理できます。

Cisco Unity Connection カンバセーションおよび Connection Messaging Assistant では、この設定値

を使用して、ユーザのリスト数が上限に達したことを特定します。ただし、ユーザが所有するリスト

の数については、各アプリケーションが独自に計算することを考慮してください。

• ユーザが電話を使用してメンバーを追加し、新しいリストを作成しようとする場合、メンバーの

いるプライベート同報リストの数を Connection カンバセーションがカウントし、その合計数を

この設定値と比較して、ユーザのリスト数が上限に達しているかどうかを特定します。メンバー

のいないリスト（空のリスト）は、ユーザが所有するリストの合計数に含まれません。これは、

これらのリストが録音名またはテキスト名を持っている場合でも同様です。

• ユーザが Messaging Assistant を使用して新しいリストを作成しようとする場合、録音名、テキ

スト名、またはメンバーを持っているリストの数を Messaging Assistant がカウントし、その合

計数をこの設定値と比較して、ユーザのリストの数が上限に達しているかどうかを特定します。

メンバーが存在しないリストは、録音済みの名前やテキスト名が存在するかぎり、総数に含まれ

ます。

つまり、15 個のリストを所有できるサービス クラスにユーザが所属していて、メンバーのいるプラ

イベート同報リストが 12 個、録音名はあるがメンバーのいないリストが 2 つある場合、ユーザは、

Messaging Assistant を使用するよりも電話を使用するほうが、上限に達するまでに作成できるリスト

の数が多くなります。

• ユーザが Connection カンバセーションを使用している場合は、2 個の空のリストにメンバーを追

加し、1 個の新しいリストを作成するか、3 個の新しいリストを作成することによって、リスト

数の上限に到達します。ユーザが 3 個の新しいリストを作成することによって上限に到達した場

合は、2 個のリストが削除されるまで、2 個の空のリストにメンバーを追加できません。

• ユーザが Messaging Assistant を使用している場合は、1 個の新しいリストを作成することによっ

てリスト数の上限に到達します。リスト数の上限に到達するかどうかに関係なく、ユーザは 2 個
の空のリストにメンバーを追加できます。

デフォルト設定：25 個のリスト

リストあたりの最大

メンバー数

（Maximum 
Members Per List）

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection カンバセーションまたは 
Connection Messaging Assistant を使用している場合に、それらのユーザがプライベート同報リスト

に追加できる最大メンバー数を指定するため、1 ～ 999 の数値を入力します。

リストにボイス メッセージを送信できるのは、そのリストを所有しているユーザに限られます。

デフォルト設定：99 名のメンバー

通話の発信者名確認

オプションの変更を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
Change Call 
Screening Options）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Messaging 
Assistant を使用して自身の発信者名確認オプションを変更することを許可するには、このチェック

ボックスをオンにします。

このオプションは、特に必要がない場合は許可しないことをお勧めします。通話の発信者名確認を実

行すると、発信者を内線番号に転送するために必要な時間が長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）
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サービス クラスの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a Class of Service in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying 
the Settings for a Class of Service in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

サービス クラス設定の [一括編集（Bulk Edit）] モードでの編集

ステップ 1 [サービス クラスの検索（Search Class of Service）] ページで、該当するサービス クラスのチェック

ボックスをオンにして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

まとめて編集するサービス クラスが複数の検索ページに表示される場合は、最初のページで該当する

すべてのチェックボックスをオンにしてから、次のページに移動して該当するすべてのチェックボック

スをオンにします。同様の操作を該当するすべてのサービス クラスを選択するまで繰り返します。次

に、[ 一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

ステップ 2 設定に変更を加えるには、フィールド名の左にあるチェックボックスをオンにして選択してから、通常

どおりフィールドを設定します。各フィールドの設定方法については、表 2-3 のフィールド定義を参照

してください。

（注） [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページの最上部に表示されるステータス 
メッセージは、編集しているサービス クラスの数を示しています。また、このページには一括

モードで編集可能なフィールドだけが表示されています。

通話の保留オプショ

ンの変更をユーザに

許可する（Allow 
Users to Change 
Call Holding 
Options）

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Connection Messaging 
Assistant を使用して自身の通話保留オプションを変更することを許可するには、このチェックボック

スをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

発信（Outcalling） このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージの配信設定に入力できる電話番号を制

限するために、リストから規制テーブルを選択します。Media Master で、録音および再生デバイス

として電話機が選択されている場合は、選択するテーブルによって、Cisco Unity Connection がダイ

ヤルするユーザの内線番号も規制されます。

転送（Transfers） このサービス クラスに割り当てられているユーザが通話転送設定に入力できる電話番号を制限するた

めに、リストから規制テーブルを選択します。

ファクス（Fax） このサービス クラスに割り当てられているユーザがファクスのダイヤル設定に入力できる電話番号を

制限するために、リストから規制テーブルを選択します。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 2-3 [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サービス クラスのメンバーシップ
ステップ 3 [一括編集タスクスケジュール（Bulk Edit Task Scheduling）] フィールドなど、適用可能なすべての

フィールドを設定したら、[送信（Submit）] を選択します。

サービス クラスのメンバーシップ

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a Class of Service in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Assigning 
and Reassigning Users to a Class of Service in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 2-4 [サービス クラスのメンバシップ（Class of Service Membership）] ページ

フィールド 説明

選択したユーザの移

動（Move Selected 
User）

選択したユーザを選択した Class of Service（COS; サービス クラス）に割り当て直すには、[選択し

たユーザの移動（Move Selected Users）] をクリックします。

エイリアス（Alias）（表示専用）ユーザに固有のテキスト名。

名（First Name） （表示専用）ユーザまたは連絡先の名。

姓（Last Name） （表示専用）ユーザまたは連絡先の姓。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）オブジェクトの名前。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。
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Cisco Unity Connection  9.x テンプレート
の設定

次の項を参照してください。

• 「ユーザ テンプレートの検索」（P.3-2）

• 「ユーザ テンプレートの新規作成」（P.3-3）

• 「ユーザ テンプレートの基本設定の編集」（P.3-4）

• 「ユーザ テンプレートのパスワードの設定」（P.3-8）

• 「ユーザ テンプレートのパスワードの変更」（P.3-10）

• 「ユーザ テンプレートの役割の編集」（P.3-11）

• 「ユーザ テンプレートの転送ルール」（P.3-12）

• 「ユーザ テンプレートの転送ルールの編集」（P.3-12）

• 「ユーザ テンプレートのメッセージ設定」（P.3-16）

• 「ユーザ テンプレートのメッセージ アクション テンプレートの編集」（P.3-20）

• 「ユーザ テンプレートの発信者入力」（P.3-24）

• 「ユーザ テンプレートの発信者入力の編集」（P.3-25）

• 「ユーザ テンプレートのメールボックスの編集」（P.3-28）

• 「ユーザ テンプレートの電話メニュー」（P.3-29）

• 「ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定」（P.3-35）

• 「ユーザ テンプレートの送信メッセージの設定」（P.3-42）

• 「ユーザ テンプレートのグリーティング」（P.3-46）

• 「ユーザ テンプレートのグリーティングの編集」（P.3-46）

• 「ユーザ テンプレートのグリーティング後メッセージの設定」（P.3-51）

• 「ユーザ テンプレートの通知デバイス」（P.3-51）

• 「ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成」（P.3-52）

• 「ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集」（P.3-57）

• 「ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウント」（P.3-64）

• 「ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウントの新規作成」（P.3-65）

• 「ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウントの編集」（P.3-67）

• 「コール ハンドラ テンプレートの検索」（P.3-70）
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ユーザ テンプレートの検索
• 「コール ハンドラ テンプレートの新規作成」（P.3-70）

• 「コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集」（P.3-72）

• 「コール ハンドラ テンプレートの転送ルール」（P.3-74）

• 「コール ハンドラ テンプレートの転送ルールの編集」（P.3-74）

• 「コール ハンドラ テンプレートの発信者入力」（P.3-78）

• 「コール ハンドラ テンプレートの発信者入力の編集」（P.3-79）

• 「コール ハンドラ テンプレートのグリーティング」（P.3-82）

• 「コール ハンドラ テンプレートのグリーティングの編集」（P.3-83）

• 「コール ハンドラ テンプレートのグリーティング後メッセージの設定」（P.3-86）

• 「コール ハンドラ テンプレートのメッセージ設定」（P.3-87）

• 「連絡先テンプレートの検索」（P.3-90）

• 「連絡先テンプレートの新規作成」（P.3-90）

• 「連絡先テンプレートの基本設定の編集」（P.3-91）

• 「通知テンプレートの検索」（P.3-91）

• 「通知テンプレートの新規作成」（P.3-92）

• 「通知テンプレートの編集」（P.3-94）

• 「カスタム変数の検索」（P.3-96）

• 「カスタム変数の新規作成」（P.3-97）

• 「カスタム変数の編集」（P.3-97）

• 「カスタム グラフィックの検索」（P.3-98）

• 「カスタム グラフィックの新規作成」（P.3-99）

• 「カスタム グラフィックの編集」（P.3-100）

• 「交換可能イメージの検索」（P.3-100）

• 「交換可能イメージの編集」（P.3-101）

ユーザ テンプレートの検索

表 3-1 [ユーザ テンプレートの検索（Search User Templates）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias） ユーザ テンプレートに固有のテキスト名。

ユーザ テンプレートに固有のページに移動するには、エイリアスを選択します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ユーザ テンプレートの名前。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユーザ テンプレートを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項

目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数のユーザ テンプレートを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

ユーザ テンプレートを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページ

が開くので、このページに新規のユーザ テンプレートに適用するデータを入力します。
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ユーザ テンプレートの新規作成
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a User Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートの新規作成

表 3-2 [ユーザ テンプレートの新規作成（New User Template）] ページ

フィールド 説明

ユーザ テンプレート 
タイプ（User 
Template Type）

次の中から選択します。

• [メールボックスがあるユーザ（User With Mailbox）]：ボイスメールを受信したり、

Cisco Unity Connection のパーソナル着信転送ルールやその他の機能を使用したりする必要があ

るユーザの場合。

• [メールボックスがないユーザ（User Without Mailbox）]：ボイスメールを受信する必要はない

が、システムを管理するためのアクセス権を必要とするユーザの場合。ボイスメールボックスの

ないユーザには内線番号がなく、ライセンス取得ユーザとしてカウントされません。

ベースにするテンプ

レート（Based on 
Template）

新規テンプレートのベースとなる既存のテンプレートを選択します。[ユーザ テンプレートの新規作

成（New User Template）] ページで選択した設定（[エイリアス（Alias）]、[表示名（Display 
Name）] など）を除き、すべての設定がベース テンプレートからコピーされます。

[メールボックスがあるユーザ テンプレート（User Template With Mailbox）] タイプのテンプレート

の場合、システム同報リストもベース テンプレートからコピーされます。たとえば、デフォルトの 
voicemailusertemplate をベースとする新規のユーザ テンプレートはすべて自動的に 
allvoicemailusers システム同報リストと、voicemailusertemplate が手動で追加されているその他のリ

ストに追加されます。

エイリアス（Alias） ユーザ テンプレートに固有のテキスト名。

表示名（Display 
Name）

ユーザ テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。

メールボックス スト

ア（Mailbox Store）
このテンプレートを使用して作成するユーザ アカウント用のメールボックスを作成するメールボック

ス ストア。

発信ファクス サーバ

（Outgoing Fax 
Server）

ユーザが印刷のためにファクスを送信するときの送信先となるファクス マシンの電話番号を入力しま

す。

電話システム

（Phone System）

テンプレートを使用する電話システムを選択します。
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ユーザ テンプレートの基本設定の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a User Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Adding a 
User Template in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートの基本設定の編集

社内電子メール アド

レスから SMTP プ
ロキシ アドレスを生

成（Generate SMTP 
Proxy Address From 
Corporate Email 
Address）

（Cisco Unity 
Connection 8.5 以降
のみ）

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection によって自動的に [社内電子メール 
アドレス（Corporate Email Address）] フィールドの値に対する新しい SMTP プロキシ アドレスが作

成されます。SMTP プロキシ アドレスを使用すると、Connection で、メッセージのヘッダーにある 
SMTP アドレスを SMTP プロキシ アドレスのリストと比較して、メッセージの送信者をユーザに

マッピングし、受信者をユーザまたは連絡先にマッピングすることができます。IMAP または単一受

信トレイ機能のいずれかで Cisco ViewMail for Microsoft Outlook を使用してメッセージを送信する

場合は、適用可能な SMTP プロキシ アドレスが必要です。

（注） ユニファイド メッセージングを設定する場合は、このチェックボックスをオンにすることを

推奨します。

表 3-2 [ユーザ テンプレートの新規作成（New User Template）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-3 [ユーザ テンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias） ユーザ テンプレートに固有のテキスト名。

表示名（Display 
Name）

ユーザ テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。

表示名の生成

（Display Name 
Generation）

このテンプレートに関連付けられている新規ユーザの名前の表示形式を、次の中から選択します。

• 名、姓の順（First Name, Then Last Name）（例：Jessie Smith）

• 姓、名の順（Last Name, Then First Name）（例：Smith, Jessie）

発信ファクス サーバ

（Outgoing Fax 
Server）

ユーザに適用可能なファクス サーバを選択します。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。
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ユーザ テンプレートの基本設定の編集
検索範囲（Search 
Scope）

ユーザ アカウントに適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースを使用して、

Cisco Unity Connection との対話中にユーザが到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）

の範囲を定義します。

電話システム

（Phone System）

テンプレートを使用する電話システムを選択します。

サービス クラス

（Class of Service）
ユーザが割り当てられているサービス クラスを選択します。サービス クラスは多数のユーザ設定を

制御します。

アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）

リストからスケジュールを選択して、標準および時間外グリーティングを再生する日時と、グリー

ティングの後の Cisco Unity Connection によるアクションを指定します。

次回サインイン時に

自己登録を設定する

（Set for 
Self-Enrollment at 
Next Sign-In）

このチェックボックスをオンにすると、ユーザは次回サインイン時に名前と標準グリーティングを記

録すること、暗証番号を設定すること、および企業ディレクトリに登録するかどうかを選択すること

を求められます。

ユーザが登録済みである場合、このチェックボックスは自動的にオフになります。通常、この設定は

新規ユーザに使用されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

ディレクトリに登録

（List in Directory）
企業ディレクトリにユーザを登録するには、このチェックボックスをオンにします。外部発信者は、

このディレクトリを使用してユーザにアクセスします。

サービス クラスで許可されている場合、ユーザはこの設定を電話から、または Cisco Unity 
Connection Messaging Assistant を使用して変更できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

メッセージの配信失

敗時に不達確認を送

信する（Send 
Non-Delivery 
Receipts on Failed 
Message Delivery）

このチェックボックスをオンにすると、メッセージ配信に失敗した場合に、Cisco Unity Connection 
から送信者に Non-Delivery Receipt（NDR）メッセージが送信されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

既知の内線から発信

するときの暗証番号

をスキップする

（Skip PIN When 
Calling From a 
Known Extension）

この内線番号から発信するときに、このユーザに暗証番号の入力を要求しないようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

（注） この設定の使用には、セキュリティ上のリスクを伴います。ハッカーに電話の発信者 ID をス

プーフィングされるおそれがあります。ハッカーがスプーフィングした発信者 ID を使用して 
Cisco Unity Connection システムにアクセスしたときに、その発信者 ID がこの設定を有効に

しているプライマリ内線番号または代行内線番号に一致していると、ハッカーはユーザの

メールボックスにアクセス可能になります。

表 3-3 [ユーザ テンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの基本設定の編集
短い予定表キャッシ

ング ポール間隔を使

用する（Use Short 
Calendar Caching 
Poll Interval）

このチェックボックスをオンにすると、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定

（Advanced）] > [ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] ページの [
予定表 : 短い予定表キャッシング ポール間隔 (分 )（Calendars: Short Calendar Caching Poll Interval 
(In Minutes)）] フィールドの予定表で設定した頻度に従って、ユーザの Outlook カレンダー情報が更

新されます。

このチェックボックスをオフにすると、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定

（Advanced）] > [ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] ページの [
予定表 : 通常の予定表キャッシング ポール間隔（分）（Calendars: Normal Calendar Caching Poll 
Interval (In Minutes)）] フィールドの予定表で設定した頻度に従って、ユーザの Outlook カレンダー

情報が更新されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

送信メッセージ数

（Send Message 
Counts）

ユーザに対するメッセージ数を送信するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） メッセージ数の送信には、メッセージ数情報を表示できる Cisco Unified Communications 
Manager 統合および Cisco IP Phone が必要です。

アドレス（Address）（任意）ユーザの番地を入力します。

ビル名（Building） （任意）ユーザが居るビル名を入力します。

市（City） （任意）市を入力します。

都道府県（State） （任意）都道府県を入力します。

郵便番号（Postal 
Code）

（任意）郵便番号を入力します。

国（Country） （任意）国を入力します。

システムのデフォル

ト タイム ゾーンを

使用（Use System 
Default Time Zone）

Cisco Unity Connection で、アクティブなスケジュールで選択した時間にシステムのデフォルト タイ

ム ゾーンが適用されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにした場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

表 3-3 [ユーザ テンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの基本設定の編集
タイムゾーン

（Time Zone）
ユーザに必要なタイム ゾーンを選択するか、[システムのデフォルト タイムゾーンを使用（Use 
System Default Time Zone）] チェックボックスをオンにします。デフォルト タイム ゾーンは、

Cisco Unity Connection サーバに設定されているタイム ゾーンです。ユーザの居場所が Connection 
サーバとは別のタイム ゾーンにある場合だけ、この設定を変更してください。

ユーザのタイム ゾーン設定は、次の設定に使用します。

• メッセージの受信時刻：ユーザが次のメッセージを再生する場合：

– 電話：Connection は、ユーザに指定されている現地時間を使用してメッセージが受信された

時刻を発表します。

– Web Inbox：Connection は、オペレーティング システムで指定された現地時間を使用して

メッセージが受信された時刻を発表します。

• メッセージの通知スケジュール：ユーザのメッセージ通知ページおよび Connection Messaging 
Assistant に表示されるスケジュールには、そのユーザに指定されている現地時間が使用されま

す。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、標準グリーティングおよび時間外グリーティング

は、設定されているタイム ゾーンを使って再生されます。

言語（Language） Cisco Unity Connection のカンバセーションでユーザへの指示が再生されるときの言語を選択しま

す。[システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）] を選択するか、リストか

ら言語を選択します。この設定は、音声認識カンバセーションには適用されないことに注意してくだ

さい。

ユーザに対する言語設定によって、Text to Speech（TTS; テキスト /スピーチ）に使用される言語が

制御されます。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

部署名

（Department）
（任意）ユーザの部署名を入力します。

マネージャ

（Manager）
（任意）マネージャの名前を入力します。

課金 ID（Billing 
ID）

（任意）アカウンティング情報、部署名、プロジェクト コードなどの組織固有の情報に使用できる課

金 ID。この情報は、ユーザ レポートに含めることができます。

表 3-3 [ユーザ テンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのパスワードの設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a User Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying a 
User Template in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートのパスワードの設定

社内電子メール アド

レスから SMTP プ
ロキシ アドレスを生

成（Generate SMTP 
Proxy Address From 
Corporate Email 
Address）

（Cisco Unity 
Connection 8.5 以降
のみ）

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection によって自動的に [社内電子メール 
アドレス（Corporate Email Address）] フィールドの値に対する新しい SMTP プロキシ アドレスが作

成されます。SMTP プロキシ アドレスを使用すると、Connection で、メッセージのヘッダーにある 
SMTP アドレスを SMTP プロキシ アドレスのリストと比較して、メッセージの送信者をユーザに

マッピングし、受信者をユーザまたは連絡先にマッピングすることができます。IMAP または単一受

信トレイ機能のいずれかで Cisco ViewMail for Microsoft Outlook を使用してメッセージを送信する

場合は、適用可能な SMTP プロキシ アドレスが必要です。

（注） ユニファイド メッセージングを設定する場合は、このチェックボックスをオンにすることを

推奨します。

表 3-3 [ユーザ テンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-4 ユーザ テンプレートの [パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）] ページ

フィールド 説明

パスワードの選択

（Choose Password）
次のいずれかを選択します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ユーザのボイスメールの暗証番号に関連付けられた設定を変更し

ます。

• [Web アプリケーション（Web Application）]：ユーザの Web アプリケーション パスワードに関

連付けられた設定を変更します。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている場

合は、LDAP ディレクトリで Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。

Connection ではパスワードを変更できません。

管理者がロックする

（Locked by 
Administrator）

ユーザが Cisco Unity Connection にアクセスできないようにするには、このチェックボックスをオン

にします。

ユーザがボイスメールにアクセスできないようにするには、このチェックボックスをオンにしてボイ

スメールの暗証番号を設定します。ユーザが Cisco Personal Communications Assistant（PCA）また

は Cisco Unity Connection Administration にアクセスできないようにするには、Web アプリケーショ

ン パスワードに対するこのチェックボックスをオンにします。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのパスワードの設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Passwords and PINs in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザによる変更不

可（User Cannot 
Change）

ユーザがパスワードや暗証番号を変更できないようにするには、このチェックボックスをオンにしま

す。この設定は、複数のユーザがアクセスできるアカウントに対する使用が最も適しています。この

チェックボックスをオンにした場合は、[期限切れなし（Does Not Expire）] チェックボックスもオ

ンにします。

次回サインイン時

に、ユーザによる変

更が必要（User 
Must Change at Next 
Sign-In）

一時的なパスワードまたは暗証番号を設定しており、ユーザが Cisco Unity Connection に次回サイン

インするときにユーザに新しいパスワードまたは暗証番号の設定を求める場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。不正アクセスや不正通話からアカウントを保護するには、ユーザに長くて推測

されにくいパスワードや暗証番号（パスワードの場合は 8 桁以上、暗証番号の場合は 6 桁以上）を指

定するように促すか、[認証規則の編集（Edit Authentication Rule）] ページの設定を使用してそのよ

うなパスワードや暗証番号を指定するように要求します。

[ユーザによる変更不可（User Cannot Change）] チェックボックスがオンになっている場合、この

チェックボックスはオンにできません。デフォルト設定では、このチェックボックスはオンになって

います。

期限切れなし

（Does Not Expire）
このチェックボックスをオンにすると、システムからユーザへのこのクレデンシャルの変更要求が拒

否されます。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユーザや、複数の人

物に利用される可能性があるアカウントに対して使用します。

このチェックボックスをオンにした場合、該当するユーザはこのクレデンシャルをいつでも変更でき

ます。このチェックボックスをオフにした場合は、関連付けられているクレデンシャル ポリシーの有

効期限設定が適用されます。

デフォルト設定では、このチェックボックスはオフになっています。

認証規則

（Authentication 
Rule）

選択したユーザ パスワードまたは暗証番号の設定に適用する認証ポリシーを選択します。

表 3-4 ユーザ テンプレートの [パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのパスワードの変更
ユーザ テンプレートのパスワードの変更

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Passwords and PINs in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 3-5 ユーザ テンプレートの [パスワードの変更（Change Password）] ページ

フィールド 説明

パスワードの選択

（Choose Password）
次のいずれかを選択します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ユーザのボイスメールの暗証番号に関連付けられた設定を変更し

ます。

• [Web アプリケーション（Web Application）]：ユーザの Web アプリケーション パスワードに関

連付けられた設定を変更します。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている場

合は、LDAP ディレクトリで Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。

Connection ではパスワードを変更できません。

パスワード

（Password）
次のようにパスワードまたは暗証番号を入力します。

• 電話の暗証番号：0 ～ 9 の数字を使用します。

• Web アプリケーション パスワード：英数字と特殊文字（~!@#$%^&*()-_+={}|][:"';<>?/\.,）の

任意の組み合わせを使用します。

不正アクセスや不正通話から Cisco Unity Connection を保護するには、長くて推測されにくいパス

ワードまたは暗証番号（パスワードの場合は 8 桁以上、暗証番号の場合は 6 桁以上）を入力します。

パスワードの最大長は 80 文字、暗証番号の最大長は 24 桁です。

パスワードと暗証番号の複雑性および最小クレデンシャル長の要件は、[システム設定（System 
Settings）] > [認証規則（Authentication Rule）] ページで設定することに注意してください。

パスワードの確認

（Confirm Password）
新しいパスワードまたは暗証番号を再入力してエントリを確認します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの役割の編集
ユーザ テンプレートの役割の編集

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Preparing 
to Add User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Roles in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 3-6 ユーザ テンプレートの [役割の編集（Edit Roles）] ページ

フィールド 説明

割り当て済みの役割

（Assigned Roles）
[使用可能な役割（Available Roles）] 設定と併せて使用して、Cisco Unity Connection システムを管

理するユーザに役割を割り当てます。上矢印と下矢印を選択して、[使用可能な役割（Available 
Roles）] ボックスから [割り当て済みの役割（Assigned Roles）] ボックスに該当する役割を移動しま

す。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

• オーディオ テキスト管理者（Audio Text Administrator）

• 監査管理者（Audit Administrator）（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

• グリーティング管理者（Greeting Administrator）

• ヘルプ デスク管理者（Help Desk Administrator）

• メールボックス アクセス代行アカウント（Mailbox Access Delegate Account）

• リモート管理者（Remote Administrator）

• システム管理者（System Administrator）

• 専門技術者（Technician）

• ユーザ管理者（User Administrator）

使用可能な役割

（Available Roles）
[割り当て済みの役割（Assigned Roles）] 設定と併せて使用して、Cisco Unity Connection システム

を管理するユーザに役割を割り当てます。上矢印と下矢印を選択して、[使用可能な役割（Available 
Roles）] ボックスから [割り当て済みの役割（Assigned Roles）] ボックスに該当する役割を移動しま

す。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

• オーディオ テキスト管理者（Audio Text Administrator）

• 監査管理者（Audit Administrator）（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

• グリーティング管理者（Greeting Administrator）

• ヘルプ デスク管理者（Help Desk Administrator）

• リモート管理者（Remote Administrator）

• システム管理者（System Administrator）

• 専門技術者（Technician）

• ユーザ管理者（User Administrator）
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの転送ルール
ユーザ テンプレートの転送ルール

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Call Transfer, Call Screening, and Call Holding in Cisco Unity Connection 9.x」
の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートの転送ルールの編集

表 3-7 ユーザ テンプレートの [転送ルール（Transfer Rules）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 1 つまたは複数の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフ

にして、[保存（Save）] を選択します。設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

ルール名（Rule 
Name）

転送ルールの名前。

転送ルールに固有のページに移動するには、ルール名を選択します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。

終了日（End Date） （表示専用）ルールが特定の終了日まで有効である場合に、ルールが無効になる日時を示します。

表 3-8 ユーザ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ

フィールド 説明

ルール名（Rule 
Name）

（表示専用）転送ルールの名前。

この基本ルールがア

クティブな場合

（When This Basic 
Rule Is Active）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [パーソナル着信転送ルールの使用をユーザに許可
する（Allow Users to Use Personal Call Transfer Rules）] 機能が有効になっている場合に限り使用可
能）次の中から、該当のオプションを選択します。

• [このページの基本設定を適用（Apply Basic Settings on This Page）]：この転送ルールがアク

ティブである場合、Cisco Unity Connection ではこのページの設定が適用されます。

• [パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）]：この転送ルールが

アクティブである場合、Connection ではこのページの設定を無視してパーソナル着信転送ルール

が適用されます。

[パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）] オプションを使用す

る場合は、まず、ユーザがパーソナル着信転送ルール Web ツールでパーソナル着信転送ルール 
セットを設定していることを確認します。ルール セットが設定されていない場合は、すべての通

話がプライマリ内線番号に転送されます。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの転送ルールの編集
ステータス（Status） 転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：転送オプションは無効です。

• [終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）]：転送オプションは、

無効にするまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection で、指定の日時になるまで選択した転送

オプションが実行されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection で自動的に転

送オプションを無効にする月、日、年、および時刻を選択します。

（注） 設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

転送先（Transfer 
Calls To）

次のいずれかの設定を選択します。

• [グリーティング（Greeting）]：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送されま

す。

– ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

– コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

• [内線番号（Extension）]：通話の転送先となる内線番号を入力します。

転送タイプ

（Transfer Type）
Cisco Unity Connection による通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ

セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

• [スイッチへリリースする（Release to Switch）]：Connection は自動的に発信者を保留にし、内

線番号をダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中であるか応答しな

い場合、通話は電話システム（Connection ではない）からユーザまたはハンドラのグリーティン

グに転送されます。この転送タイプを使用すると、Connection で着信コールをより迅速に処理で

きます。[スイッチへリリースする（Release to Switch）] 設定は、電話システムで着信転送が有

効である場合に限り使用してください。

• [転送を監視する（Supervise Transfer）]：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を

処理します。回線が通話中であるか応答しない場合、通話は Connection（電話システムではな

い）からユーザまたはハンドラのグリーティングに転送されます。監視転送は、通話の転送を電

話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [パーソナル グリーティング（My Personal 
Greeting）] オプションに設定されている場合は、[転送タイプ（Transfer Type）] オプションを使用

できません。

転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直接ユーザ

の内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

表 3-8 ユーザ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの転送ルールの編集
待機する呼び出し回

数（Rings to Wait 
For）

Cisco Unity Connection でユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼び

出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値は 3 以上に設定します。特に通話が別の内線番号に転送

される可能性があるときは、5 以上の値に設定することは避けてください。発信者が、転送先でも所

定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの場合は、この

回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されているか、[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されている場合、このオプ

ションは使用できません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play 
the "Wait While I 
Transfer Your Call" 
Prompt）

転送の実行中に、Cisco Unity Connection から発信者に対して「お電話を転送しております（Wait 
while I transfer your call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスを

オンにします。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されている場合、このオプションは使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

内線が通話中の場合

（If Extension Is 
Busy）

電話が使用中である場合の Cisco Unity Connection による通話の処理方法を示します。通話を保留に

している間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めしま

す。

• [発信者をボイスメールに転送する（Send Callers to Voicemail）]：通話中グリーティングが 
Connection によって再生されます。発信者は、ボイス メッセージを残すことができます。

• [発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）]：Connection が発信者を自動的に

保留にします。

• [保留して良いかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）]：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合わせます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、これらのオプションは使用で

きません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

表 3-8 ユーザ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの転送ルールの編集
通話接続時に通知す

る（Tell Me When 
the Call Is 
Connected）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring 
call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

通話の宛先を通知す

る（Tell Me Who 
the Call Is For）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「<ユーザまたはコール ハンドラの録音名

> の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または「<ダイ

ヤルされた内線番号> の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」という

プロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話

機を複数のユーザで共有している場合、またはユーザがダイヤルされた複数の内線番号の通話を受け

付ける場合に使用します。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

電話を取るか確認す

る（Ask Me If I 
Want to Take the 
Call）

通話を転送する前に、通話を受け付けるかどうかを Cisco Unity Connection からユーザに問い合わせ

るようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-8 ユーザ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのメッセージ設定
関連項目

ユーザ テンプレートのメッセージ設定

発信者に自分の名前

を録音してもらう

（Ask for Caller's 
Name）

Cisco Unity Connection から発信者に対して名前を言うよう要求するようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。ユーザが電話に出ると、Connection から通話が転送される前に「...様か

らのお電話です（Call from...）」というプロンプトが再生されます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-8 ユーザ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-9 ユーザ テンプレートの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ

フィールド 説明

最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）

識別できない発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、識別できない発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要になる場合があ

ります。カスタマー サービスなど、部署によっては長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生され

ます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する [サービス 
クラスの編集（Edit Class of Service）] ページを使用します。ユーザが録音するブロードキャ

スト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場合）、[システム

設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション（Conversations）
] ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒

発信者がメッセージ

を編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生するに

は、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使用

される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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ユーザ テンプレートのメッセージ設定
発信者に使用する言

語（Language That 
Callers Hear）

発信者にシステム プロンプトを再生するときの言語を選択します。この言語設定は、「発信音の後に

メッセージをお話しください（You may record your message at the tone）」などのシステム プロンプ

トに適用されます。次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection により、シ

ステムのデフォルト言語でシステム プロンプトが再生されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：Connection により、通話を処理

したハンドラまたはルーティング ルールによって設定された言語に基づいて、通話単位でシステ

ム プロンプトに使用する言語が決定されます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラ

について、言語が [継承（Inherited）] に設定されている場合、システム プロンプトはシステム

のデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択します。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

メッセージの緊急性

（Message Urgency）
識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、緊急のマー

クを付けません。

• [緊急にする（Mark Urgent）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマー

クを付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話に役立てることができます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、

Connection から識別できない発信者に問い合わせます。

プライベート メッ

セージ（Message 
Sensitivity）

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、プライベー

トのマークを付けません。

• [プライベートにする（Mark Private）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージにプ

ライベートのマークを付けます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージにプライベートのマークを付けるかどうかに

ついて、Connection から識別できない発信者に問い合わせます。

[メッセージ セキュ

リティ（Message 
Security）]：[セ
キュアにする

（Mark Secure）]

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがこのユーザに残したメッセージに

対して、Cisco Unity Connection でセキュアのマークを付けるには、このチェックボックスをオンに

します（識別できるユーザのメッセージング機能が有効な場合）。

表 3-9 ユーザ テンプレートの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメッセージ設定
録音後のメッセージ

の再生（Play After 
Message Recording）

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを送信した後に、

Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）]：メッセージ送信後に録音は再生されませ

ん。

• [システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）]：メッセージ送信後

にデフォルトのシステム録音を再生します。

• [メッセージを再生する（Play Recording）]：メッセージ送信後にカスタマイズされた録音を再

生します。ドロップダウン リストからカスタム録音を選択します。[カスタム録音の検索

（Search Custom Recording）] ページにカスタム録音がない場合は、[メッセージを再生する

（Play Recording）] オプションはデフォルトで無効になります。

デフォルトでは、[システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）] オプ

ションが選択されます。

表 3-9 ユーザ テンプレートの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメッセージ設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Outside Caller Options in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

メッセージ後のアク

ション（After 
Message Action）

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示しま

す。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信し

ます。コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定し

ます。

表 3-9 ユーザ テンプレートの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
3-19
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html


 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのメッセージ アクション テンプレートの編集
ユーザ テンプレートのメッセージ アクション テンプレート
の編集

表 3-10 [メッセージ アクション テンプレートの編集（Edit Message Actions Template）] ページ

フィールド 説明

ボイスメール

（Voicemail）
ユーザがボイス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアクショ

ンを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay 
Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合、この 2 つの機能は、

選択したアクションに基づいて次のように対話します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]、[メッセージをリレー（Relay the Message）]、ま

たは [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、

Exchange とボイス メッセージを同期し、どちらのシステムからもメッセージにアクセスできる

ようにします。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection はボイス メッセージを拒否し、した

がって Exchange とボイス メッセージを同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合、この 2 つの機能は次のように対話しま

す。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、ボイス メッセージをユーザのメー

ルボックスに配信し、Exchange と同期します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and 
Relay the Message）]：Connection は、ボイス メッセージをユーザのメールボックスに配信し、

Exchange と同期し、さらに各メッセージのコピーを [リレー アドレス（Relay Address）] にリ

レーします。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection はボイス メッセージを拒否し、した

がって Exchange とボイス メッセージを同期しません。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのメッセージ アクション テンプレートの編集
電子メール（Email） ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、このページの [リレー アドレス

（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合、このユーザ

が使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [電子メール用メッセージ アクション

（Message Action for Email）] 設定の値によってこの設定が上書きされます。ただし、ここで [メッ

セージを拒否（Reject the Message）] オプションが選択されている場合は除かれ、その場合には、

Connection は、すべての着信電子メール メッセージを拒否し、Exchange と同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合は、両方の設定が有効になります。[メッ

セージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection メールボックスに配信

されます。このユーザが使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [電子メール用メッ

セージ アクション（Message Action for Email）] 設定が、[メッセージをリレー（Relay the 
Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設定されてい

る場合、メッセージは Exchange にリレーされます。最後に、この設定が [メッセージをリレー

（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設

定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay Address）] にリレーされます。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]

表 3-10 [メッセージ アクション テンプレートの編集（Edit Message Actions Template）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメッセージ アクション テンプレートの編集
ファクス（Fax） ユーザがファクス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、このページの [リレー アドレス

（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合は、このユー

ザが使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [ファクス用メッセージ アクション

（Message Action for Fax）] 設定の値によってこの設定が上書きされます。ただし、ここで [メッセー

ジを拒否（Reject the Message）] オプションが選択されている場合は除かれ、その場合には、

Connection は、すべての着信ファクス メッセージを拒否し、Exchange と同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合は、両方の設定が有効になります。[メッ

セージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection メールボックスに配信

されます。このユーザが使用しているユニファイド メッセージング サービス上の [ファクス用メッ

セージ アクション（Message Action for Fax）] 設定が、[メッセージをリレー（Relay the Message）
] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設定されている場合、

メッセージは Exchange にリレーされます。最後に、この設定が [メッセージをリレー（Relay the 
Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）] に設定されてい

る場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay Address）] にリレーされます。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]

表 3-10 [メッセージ アクション テンプレートの編集（Edit Message Actions Template）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメッセージ アクション テンプレートの編集
送信確認（Delivery 
Receipt）

ユーザが送信確認を受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを選択

します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：メッセージはユーザのメールボックスに送信され

ます。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：メッセージは拒否されます。可能な場合は、

Connection から送信者に不達確認が送信されます。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：[リレー アドレス（Relay Address）] フィールド

で指定したアドレスにメッセージが転送されます。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：メッセージはユーザのメール

ボックスに送信され、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドに指定したアドレスに

メッセージのコピーが転送されます。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection では、このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay 
Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと同じ場合、この 2 つの機能は、

選択したアクションに基づいて次のように対話します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]、[メッセージをリレー（Relay the Message）]、ま

たは [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、

Exchange と送信確認を同期し、どちらのシステムからも送信確認にアクセスできるようにしま

す。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection は送信確認を拒否し、したがって 
Exchange と送信確認を同期しません。

このユーザに対して単一の受信トレイがオンで、[リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange 
との同期に使用される電子メール アドレスとは異なる場合、この 2 つの機能は次のように対話しま

す。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、送信確認をユーザのメールボック

スに配信し、Exchange と同期します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and 
Relay the Message）]：Connection は、送信確認をユーザのメールボックスに配信し、Exchange 
と同期し、さらに各送信確認のコピーを [リレー アドレス（Relay Address）] にリレーします。

• [メッセージを拒否（Reject the Message）]：Connection は送信確認を拒否し、したがって 
Exchange と送信確認を同期しません。

デフォルト設定：[メッセージを受信（Accept the Message）]

置換可能なトークン

（Replaceable 
Tokens）

[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドと併せて使用します。Cisco Unity Connection に
よって、[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドのトークンがユーザ プロファイルの値に置

き換えられます。（たとえば、%Alias% は、対応するユーザを編集するときに Connection によって

各ユーザ プロファイルに設定されているエイリアスに置き換えられます）。

[リレー アドレス（Relay Address）] フィールドにトークンを追加するには、[置換可能なトークン

（Replaceable Tokens）] リストでトークンの名前を選択してから、[置換可能なトークン

（Replaceable Tokens）] フィールドの横にある矢印を選択します。

表 3-10 [メッセージ アクション テンプレートの編集（Edit Message Actions Template）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの発信者入力
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Actions in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートの発信者入力

リレー アドレス

（Relay Address）
Connection がボイスメール、電子メール、ファクス、または送信確認をリレーするように設定され

ている場合、そのタイプのメッセージを Cisco Unity Connection がリレーするときのリレー先となる

アドレスを選択します。1 つ以上のメッセージ タイプでメッセージ アクションとして [メッセージを

リレー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] を選択していない場合、このフィールドは編集できません。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] 
ページで SMTP スマート ホストを設定しておく必要があります。

Connection によってユーザ プロファイルの値に置き換えられるテキストとトークンの組み合わせを

入力します。（たとえば、%Alias% は、Connection によって、対応するユーザを編集するときに各

ユーザ プロファイルに設定されているエイリアスに置き換えられます）。[リレー アドレス（Relay 
Address）] フィールドにトークンを追加するには、[置換可能なトークン（Replaceable Tokens）] リ
ストからトークンの名前を選択して、[置換可能なトークン（Replaceable Tokens）] フィールドの横

の矢印を選択します。

表 3-10 [メッセージ アクション テンプレートの編集（Edit Message Actions Template）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-11 ユーザ テンプレートの [発信者入力（Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーを選択します。該当するキーの [発信者入力の編集

（Edit Caller Input）] ページが開きます。

アクション

（Action）
（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを示します。キーに [無視する（Ignore）] や [メッセージの録音を開始する（Take Message）
] などの通話アクションが設定されている場合は、そのアクションが表示されます。コール ハンド

ラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送

信するように設定されているキーの場合は、[発信者の送信先（Send Caller To）] が表示され、通話

を受信するオブジェクトが [ターゲット（Target）] フィールドに表示されます。

ターゲット

（Target）
（表示専用）ユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合に、通話を受信するユーザを

示します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

ステータス（Status）（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection で追加入力が許可されるか

（[ロックされていない（Unlocked）]）、無視されるか（[ロックされている（Locked）]）を示しま

す。
3-24
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac040.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html


 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの発信者入力の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Allowing Caller Input During Greetings」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Abbreviated Extensions: Prepending Digits 
to Extensions That Callers Enter」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ユーザ テンプレートの発信者入力の編集

追加入力待機時間 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Digits 
____ Milliseconds）

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加入力を待機する時

間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection によってそのキーに割り当

てられているアクションが実行されます。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、[グリーティング（Greetings）] ページで [発信者の入力を無視する

（Ignore Caller Input）] が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒

[ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）]：[有
効（Enable）]

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号をシ

ミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。これらの数字を定義すると、コール ハ
ンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングが再生されているときに、発信者がダイヤルし

た任意の内線の先頭に追加されます。

Cisco Unity Connection は、まず、先頭に数字を追加した内線にコールをルーティングします。数字

を追加した内線が有効でない場合、Connection は、ダイヤルされた内線にコールをルーティングし

ます。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コー

ル ハンドラのグリーティングの再生中に、発信者が 1000 をダイヤルすると、Connection は内線 
1231000 にコールをルーティングします。先頭に数字を追加した内線が有効でない場合、Connection 
は内線 1000 にコールをルーティングします

先頭に追加する数字

（Digits to Prepend）
発信者がユーザのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号に対して、先頭に追加され

る数字を入力します。

表 3-11 ユーザ テンプレートの [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-12 ユーザ テンプレートの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） （表示専用）このページの設定が適用される電話キーパッドのキーを示します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの発信者入力の編集
追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
(Locked)）

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視されるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。Connection では、キーに割り当てられているアクションが実行

されます。効率的な発信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっ

ているキーを除いて、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる

内線番号への通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、[グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページにある [発
信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）] チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-12 ユーザ テンプレートの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの発信者入力の編集
アクション

（Action）
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection によって実行
されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話が Connection 
によって打ち切られます。

– [無視する（Ignore）]：キー入力は Connection によって無視され、グリーティングが引き続き
再生されます。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：グリーティングが Connection によって最
初から再生されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）]：
コール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応じて、直接
コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection が以前通話に
適用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [グリーティングをスキップする（Skip Greeting）]：グリーティングがスキップされ、グリー
ティング再生後のアクションが Connection によって実行されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されます。

– [緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）]：[内線番号（Extension）] 
フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）に Connection によっ
て通話が転送されます。Connection で通話を転送する場合に通話を電話システムにリリースす
るか、転送を管理するかどうかを指定することもできます。転送タイプとして [転送を監視す
る（Supervise Transfer）] を選択している場合は、呼び出し回数も指定できます。この回数を
過ぎると、Connection による転送の試みが終了します。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。コー
ルをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを指定し
ます。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し
ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し
ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に転送する
ことを可能にするカンバセーション（規制テーブルで許可されている場合に限られます）。

– [簡易サインイン（Easy Sign-In）]（ユーザの [発信者入力（Caller Input）] ページに限り使
用可能）：サインイン用の暗証番号だけを入力するよう、ユーザに要求するカンバセーション

（Connection では、発信者が通話先のメールボックスにサインインしようとしていると見なさ
れます）。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラのグリーティングを変
更するためのカンバセーション。

– [サインイン（Sign-In）]：ID と暗証番号を入力するよう発信者に要求するカンバセーション。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に通話を転送
できるようにするカンバセーション。ユーザは、プロンプトに従ってサインインした後、
Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組織外部の電話番号など）
を入力できます。Connection では、ユーザの規制テーブルで許可されている場合に限り転送が
実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信しま
す。コールをユーザ内線番号に転送するか、ディレクトリに移動してユーザ グリーティングに転送
するかを指定します。

表 3-12 ユーザ テンプレートの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのメールボックスの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Allowing Caller Input During Greetings」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートのメールボックスの編集

表 3-13 ユーザ テンプレートの [メールボックスの編集（Edit Mailbox）] ページ

フィールド 説明

開封確認要求へ応答

する（Respond to 
Requests for Read 
Receipts）

ある Cisco Unity Connection ユーザが別のユーザにボイス メッセージを送信した場合、メッセージを

送信したユーザは、受信者がボイス メッセージを再生した時点で開封確認通知を受けることを要求で

きます。このユーザに関する開封確認要求に Connection が応答しないようにするには、このチェッ

クボックスをオフにします。

メッセージ エージン

グ ポリシー

（Message Aging 
Policy）

リストからメッセージ エージング ポリシーを選択します。

メッセージのエージングを行わない場合は、無効であるポリシー、またはすべてのルールが無効であ

るポリシーを選択します。どちらを選択しても効果は同じです。デフォルトでは、[メッセージを

エージングしない（Do Not Age Messages）] ポリシーが無効になり、すべてのルールが無効になりま

す。

メールボックス 
クォータ（Mailbox 
Quotas）

メッセージ エージング ポリシーとともに、次のようにメールボックス使用割り当て量（クォータ）

を設定することで、ボイス メッセージに使用できるハード ディスク領域が満杯にならないようにす

るために役立ちます。

• [カスタム（Custom）]：このユーザに対して、このページで指定する [警告クォータ（Warning 
Quota）]、[送信クォータ（Send Quota）]、および [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）
] の設定を使用します。このオプションを選択した場合は、[カスタム（Custom）] または [シス

テム最大値（2 ギガバイト）（System Maximum (2 Gigabytes)）] も選択します。[カスタム

（Custom）] を選択する場合は、次の項目ごとに、このユーザが使用できるボイス メッセージの

最大バイト数を選択します。

– [警告クォータ（Warning Quota）]：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、そ

のユーザは、メールボックスが最大許容サイズに達しつつあることを警告されます。

– [送信クォータ（Send Quota）]：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、その

ユーザはボイス メッセージを送信できなくなります。

– [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）]：ユーザのメールボックスがこのサイズに達す

ると、そのユーザはボイス メッセージを送受信できなくなります。

• [システム設定の使用（Use System Settings）]：このユーザに対して、[メールボックス クォー

タ（Mailbox Quotas）] ページで指定した使用割り当て量を使用します。

カスタム クォータを入力する場合、[警告クォータ（Warning Quota）] の値は [送信クォータ

（Send Quota）] の値よりも小さくする必要があります。[送信クォータ（Send Quota）] の値は、

[送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）] の値よりも小さくする必要があります。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの電話メニュー
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Mailbox-Size Quotas in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Controlling the Size 
of Mailboxes in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Mailbox 
Stores in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ユーザ テンプレートの電話メニュー

メールボックス スト

ア（Mailbox Store）
このテンプレートを使用してユーザを作成するときに、メールボックスを作成するメールボックス ス
トアを選択します。

表 3-13 ユーザ テンプレートの [メールボックスの編集（Edit Mailbox）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-14 ユーザ テンプレートの [電話メニュー（Phone Menu）] ページ

フィールド 説明

タッチトーン カンバ

セーション メニュー 
スタイル

（Touchtone 
Conversation Menu 
Style）

ユーザがタッチトーン カンバセーションを使用する場合は、次のオプションのいずれかを選択しま

す。音声認識カンバセーションの場合、標準メニュー スタイルと簡易メニュー スタイルは提供され

ないことに注意してください。

• [標準ガイダンス（Full）]：詳しい操作説明をユーザに再生します。新規ユーザの場合に選択し

ます。

• [簡易ガイダンス（Brief）]：標準メニューの簡易版をユーザに再生します。システムに慣れてい

るユーザの場合に選択します。

デフォルト設定：[標準ガイダンス（Full）]

ガイダンス音量

（Conversation 
Volume）

Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザに再生されるときの音量レベルを選択します。

• 小（Low）

• 中（Medium）

• 大（High）

ユーザは、電話機で一時的に音量を調整することもできます。

デフォルト設定：[中（Medium）]
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの電話メニュー
ガイダンス速度

（Conversation 
Speed）

Cisco Unity Connection によってユーザにプロンプトが再生されるときの速度を選択します。

• ゆっくり（Slow） 

• 標準（Normal）

• 速い（Fast）

• 最速（Fastest）

デフォルト設定：[標準（Normal）]

時間フォーマット

（Time Format）
ユーザが電話でメッセージを再生するときに、Cisco Unity Connection でタイムスタンプの再生に使

用される時間形式を示します。

• [12 時間制（12-Hour Clock）]：デフォルト。ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを 
12 時間制で再生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くとき、

タイムスタンプは午後 1 時 00 分と再生されます。

• [24 時間制（24-Hour Clock）]：ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを 24 時間制で再

生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くとき、タイムスタン

プは 13 時 00 分と再生されます。

（注） ユーザは、Connection Messaging Assistant で、時間形式の優先使用を独自に設定できます。

音声認識入力スタイ

ルを使用する（Use 
Voice Recognition 
Input Style）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）ユーザが、Cisco Unity 
Connection と電話で対話するための主要な手段として音声認識の使用を希望する場合は、この

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、音声認識サービスを使用できない場合、およびユーザがボイ

ス コマンドではなくキーパッドを使用して Connection と対話することを選択した時点で、[タッチ

トーン カンバセーション（Touchtone Conversation）] 設定がバックアップとして使用されることに

注意してください。

表 3-14 ユーザ テンプレートの [電話メニュー（Phone Menu）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの電話メニュー
タッチトーン カンバ

セーション

（Touchtone 
Conversation）

ユーザがメッセージを電話で再生および管理するときに再生されるタッチトーン カンバセーション 
スタイルを選択します。

• 代行キーパッド マッピング（N）（Alternate Keypad Mapping N）

• 代行キーパッド マッピング（S）（Alternate Keypad Mapping S）

• 代行キーパッド マッピング（X）（Alternate Keypad Mapping X）

• クラシック カンバセーション（Classic Conversation）

• カスタム キーパッド マッピング 1（Custom Keypad Mapping 1）

• カスタム キーパッド マッピング 2（Custom Keypad Mapping 2）

• カスタム キーパッド マッピング 3（Custom Keypad Mapping 3）

• カスタム キーパッド マッピング 4（Custom Keypad Mapping 4）

• カスタム キーパッド マッピング 5（Custom Keypad Mapping 5）

• カスタム キーパッド マッピング 6（Custom Keypad Mapping 6）

• オプション カンバセーション 1（Optional Conversation 1）

• 標準カンバセーション（Standard Conversation）

各カンバセーション スタイルで、標準メニュー スタイルまたは簡易メニュー スタイルを使用できま

す。

[メッセージ ロケー

タでメッセージを検

索（Finding 
Messages with 
Message Locator）
]：[有効にする

（Enable）]

ユーザが電話でメッセージを確認するときに他のユーザおよび識別できない発信者からのボイス メッ

セージを検索できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Cisco Unity Connection カンバセーショ

ンでメイン メニューからメッセージを検索するように要求されます。ユーザはメッセージ ロケータ

機能を使用して、新しいメッセージおよび開封済みメッセージの中から、特定のユーザ、内線番号、

または電話番号（Asynchronous Network Interface（ANI）または発信者 ID の情報）からのメッセー

ジを検索できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

メッセージ ロケータ

のソート順

（Message Locator 
Sort Order）

次のオプションのいずれかを選択します。

• ラストイン ファーストアウト（Last In, First Out）

• ファーストイン ラストアウト（First In, Last Out）

[メッセージ ロケータでメッセージを検索（Finding Messages with Message Locator）] の [有効

（Enabled）] チェックボックスと併せて使用して、ユーザが個々のメッセージを電話で検索できるよ

うにします。この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してください。

Phone View を有効

にする（Enable 
Phone View）

（Phone View が有効である Cisco Unified Communications Manager 電話システムだけに使用可能）
ユーザがメッセージの検索または表示メニューを使用したときに、Cisco Unified IP Phone の LCD 画
面で検索結果を確認できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

ユーザに対して Phone View を無効にするには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。
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ユーザ テンプレートの電話メニュー
ユーザが応答しない

ときのメニュー反復

回数（Times to 
Repeat Menu When 
User Does Not 
Respond）

ユーザがメニューに応答しないときに、Cisco Unity Connection でそのメニューを繰り返す回数を指

定します。有効値の範囲は 0 ～ 10 です。

（注） この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できません。

デフォルト設定：1 回

最初のタッチトーン

またはボイス コマン

ドの待機時間 ____ 
ミリ秒（Wait for 
First Touchtone or 
Voice Command 
____ Milliseconds）

Cisco Unity Connection で、メニューの再生後にユーザが最初のキーを押すか、ボイス コマンドを発

音するまで待つ時間を指定します。この設定は、「先頭桁のタイムアウト」とも呼ばれます。有効値

の範囲は 500 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：5,000 ミリ秒

名前、内線番号、暗

証番号を入力する時

の追加のキー入力の

待機時間 ____ ミリ

秒（Wait for 
Additional Key 
Presses When 
Entering Names, 
Extensions, and 
PINs ____ 
Milliseconds）

メッセージの宛先指定、パスワードまたは暗証番号の更新、通話転送またはメッセージ通知の番号の

変更などのためにユーザ名または内線番号を入力する場合に、ユーザがキーを押した後、次のキーを

押すまで Cisco Unity Connection が待機する時間を指定します。

有効値の範囲は 1,000 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：3,000 ミリ秒

複数桁のメニュー オ
プションを入力する

時の追加のキー入力

の待機時間 ____ ミ
リ秒（Wait for 
Additional Key 
Presses When 
Entering Multiple 
Digit Menu Options 
____ Milliseconds）

Cisco Unity Connection で、ユーザが特定の電話メニューで使用可能なキーの組み合わせの最初の数

字を表すキーを押してから新たなキーを押すまで待つ時間を指定します

たとえば、クラシック カンバセーションの [メッセージ後（After Message）] メニューで、ユーザは 
1 つのメッセージに返信するには 4 を、すべてのメッセージに返信するには 42 を、発信者に電話する

には 44 を押すことができます。

この設定は、## を使用して宛先指定のモードを切り替えた場合も適用されます。

有効値の範囲は 250 ～ 5,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒

ボイス コマンドの単

語間の待機時間

（Wait Between 
Words in Voice 
Commands）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）ユーザが次に発声するま

で Cisco Unity Connection が待機する時間の長さを指定します。この時間が経過すると、すでに発声

された内容に応じて処理が実行されます。たとえば、ユーザが「Play new messages」と発音してか

ら、しばらく間をおいて、「from Harriet Smith」と続けたとします。このような場合は、ここで入力

した値によって、Connection で、ユーザが発音を終えてから新しいメッセージを再生するまで待つ

時間が決定されます。有効値の範囲は 300 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：750 ミリ秒

表 3-14 ユーザ テンプレートの [電話メニュー（Phone Menu）] ページ （続き）

フィールド 説明
3-32
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの電話メニュー
音声認識の確認信頼

度しきい値（Voice 
Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）この設定を使用して、

Cisco Unity Connection から音声認識ユーザに対してユーザの意図の確認を求める可能性を調整しま

す。たとえば、「cancel」または「hang up」の発音をシステムが誤認識するという苦情がユーザから

寄せられる場合は、この設定の値を引き上げて、ユーザが意図しない操作を誤って実行しないように

することができます。あるいは、システムが確認のプロンプトを何度も示すという苦情が寄せられる

場合は、この設定の値を引き下げてください。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection から確認を求められ

ることはありません。この値が 100 に設定されている場合、常に Connection から確認を求められま

す。

この設定の現実的な値の範囲は 30 ～ 90 です。デフォルト値を設定すれば、ほとんどのエラーが確実

に除外され、たいていのシステムで必要なときに確認を求めることができます。この値が小さすぎる

と、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。

音声認識の音声感度

（0 ～ 100）（Voice 
Recognition Speech 
Sensitivity (0 to 
100)）

（ユーザに割り当てられているサービス クラスで [音声認識の使用をユーザに許可する（Allow Users 
to Use Voice Recognition）] 機能が有効になっている場合に限り使用可能）この設定を使用して、通

話の潜在的なバックグラウンド ノイズを補うことができます。

値 0 は、音声エンジンの感度が高くないことを示します。音声を認識させるには、ユーザは非常に大

きな声で話す必要があります。

値 100 は、音声エンジンの感度が非常に高いことを示します。ノイズが生じただけで、音声イベント

として認識されます。

デフォルト設定：50
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ユーザ テンプレートの電話メニュー
サインイン後に再生

（After Sign-In, 
Play）

次のチェックボックスをオンにして、ユーザのサインイン後に Cisco Unity Connection によって再生

される内容を示します。

• [ユーザの録音名（User's Recorded Name）]：Connection によってユーザの録音名が再生されま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [オプション グリーティング通知（Alternate Greeting Notification）]：ユーザのオプション グ
リーティングが有効な場合に、Connection によってその旨がユーザに通知されます。ユーザが電

話でサインインした直後に、 Connection によって通知が再生され、その後メニューが再生されま

す。ユーザは、このメニューで、オプション グリーティングを有効なままにするか、無効にする

か、または再生するかを選択できます。

このチェックボックスでは、ユーザが電話で Connection にアクセスしたときに、オプション グ
リーティングが有効であることをユーザに通知するかどうかを制御するだけです。

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）でオプション グリーティングが有効な場合

は、このチェックボックスがオフであっても、常にユーザに通知されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

• [ユーザの新規メッセージを自動的に再生（User's New Messages Automatically）]：ユーザのサ

インイン後、Connection によってただちに新しいメッセージが再生されます。メッセージ数やメ

イン メニューは再生されません。ただし、所定の条件に該当している場合（メールボックスが

いっぱいになっていることの警告、ブロードキャスト メッセージ、パスワード期限切れ通知のい

ずれかが発生した場合と初回登録時）、そのことがユーザに通知された後で新しいメッセージが

再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Conversation and Phone Menu Options in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
このページのすべての再生メッセージ設定（[下書きメッセージの再生時にアナウンス（For Draft 
Messages, Play）] フィールドを除く）は、ユーザがサードパーティのメッセージ ストア内の電子メー

ルへのアクセスを許可されているか、または単一の受信トレイ機能を使用できるかに応じて、

Cisco Unity Connection メッセージと外部に保存されたメッセージの両方に適用できます。

外部メッセージがメッセージ数に含まれるように Connection を設定する方法の詳細については、

『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Including External Messages in Message Counts」の項を参照してください。このド

カンバセーション終

了後（When Exiting 
the Conversation）

次のいずれかのアクションを選択して、カンバセーション終了時の Cisco Unity Connection による

ユーザの送信先を示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：Connection通話はただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）

– 発信者のシステム転送（Caller System Transfer）

– グリーティング管理者（Greetings Administrator）

– サインイン（Sign-In）

– ユーザ システム転送（User System Transfer）

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定した Connection ユーザに通話を送

信します。次のオプションのいずれかを選択します。

– 転送を試みる（Attempt Transfer）

– グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）
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ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
キュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html か
ら入手可能です。

表 3-15 ユーザ テンプレートの [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ

フィールド 説明

メッセージ音量

（Message Volume）
ユーザが電話でメッセージの本文やファクス メッセージの録音された音声コメントを再生するとき

に、Cisco Unity Connection によって再生されるメッセージの音量レベルを選択します。

• 小（Low）

• 中（Medium）

• 大（High）

ユーザは、Connection Messaging Assistant で音量レベルを調整することも、電話機で一時的に音量

を調整することもできます （コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザ

は Media Master を使用して音量を調整できます）。

デフォルト設定：[中（Medium）]

メッセージ再生速度

（Message Speed）
ユーザが電話でメッセージの本文やファクス メッセージの録音された音声コメントを再生するとき

に、Cisco Unity Connection によるメッセージの再生速度を選択します。

• ゆっくり（Slow） 

• 標準（Normal）

• 速い（Fast）

• 最速（Fastest）

ユーザは、Connection Messaging Assistant で速度を調整できます。

コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザは Media Master を使用して

再生速度を調整できます。

デフォルト設定：[標準（Normal）]

新規メッセージ再生

時にアナウンス

（For New Messages, 
Play）

新規のマークが付いたメッセージの合計数をアナウンスするように Cisco Unity Connection を設定す

るには、必要に応じて次のチェックボックスをオンにします。

• [すべてのメッセージ数の合計（Total of All Message Count）]：このチェックボックスをオンに

すると、Connection によって新規のマークが付いたメッセージ（ボイス メッセージ、電子メー

ル メッセージ、ファクス メッセージを含む）の合計数がアナウンスされます。

• [ボイス メッセージ数（Voice Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いたボイス メッセージの合計数がアナウンスされます。

• [電子メール メッセージ数（Email Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いた電子メール メッセージの合計数がアナウンスされま

す。

• [ファクス メッセージ数（Fax Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いたファクス メッセージの合計数がアナウンスされます。

• [開封確認メッセージ数（Receipt Message Count）]：このチェックボックスをオンにすると、

Connection によって新規のマークが付いた受信メッセージの合計数がアナウンスされます。
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ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
開封済みメッセージ

再生時にアナウンス

（For Saved 
Messages, Play）

[開封済みメッセージ数（Saved Message Count）] チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity 
Connection によって開封済みのメッセージの合計数がアナウンスされます。

下書きメッセージの

再生時にアナウンス

（For Draft 
Messages, Play）

[下書きメッセージ数（Draft Message Count）] チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity 
Connection によって下書きとして保存されているメッセージの合計数がアナウンスされます。

[送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページの [通話が切断されたとき、または自分が

切断したとき（When a Call Is Disconnected or the User Hangs Up）] が [メッセージを下書きとして

保存（Save Message as Draft）] に設定されている場合は、メッセージの録音中に電話が切断される

か、ユーザが切断したときに、Connection でメッセージを自動的に下書きとして保存することでき

ます 

[送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページの [下書きメッセージの保存をユーザに許

可する（Allow Users to Save Draft Messages）] チェックボックスがオンである場合、ユーザは作成

中のメッセージを下書きとして保存するよう選択することもできます。

メッセージの再生前

にアナウンス

（Before Playing 
Messages, Play）

ユーザが電話で Connection にサインインしたときに、次のメニューを再生するように Cisco Unity 
Connection を設定するには、[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] チェックボック

スをオンにします。

• 1 を押してボイスメールを再生

• 2 を押して電子メールを再生

• 3 を押してファクスを再生

• 4 を押して開封確認を再生

[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] の設定では、電子メールとファクスのオプ

ションを使用できます。ただし、Connection によって電子メールが再生されるのは、ユーザに割り

当てられているサービス クラスで [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子メールへの

アクセスを許可する（Allow Access to Exchange Email by Using Text to Speech (TTS)）] フィールド

が有効になっている場合、また、ファクスが再生されるのはファクス機能が有効になっている場合に

限られます。ファクス メッセージの場合、Connection によってメッセージのプロパティ（送信者、

日付、および時刻）だけが再生されます。

表 3-15 ユーザ テンプレートの [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
新しいメッセージの

再生順序（New 
Message Play 
Order）

ユーザに対する Cisco Unity Connection による新規メッセージの再生順序を示します。

• [メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）]：メッセージ タイプを選択し、上

向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。メッセー

ジは、ここで指定した順序で  Connection によって再生されます。

[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] の設定では、電子メールとファクスのオ

プションを使用できます。ただし、Connection によって電子メールが再生されるのは、ユーザに

割り当てられているサービス クラスで [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子

メールへのアクセスを許可する（Allow Access to Exchange Email by Using Text to Speech 
(TTS)）] フィールドが有効になっている場合、また、ファクスが再生されるのはファクス機能が

有効になっている場合に限られます。ファクス メッセージの場合、Connection によってメッ

セージのプロパティ（送信者、日付、および時刻）だけが再生されます。

• [受信日時による並び替え（Then By）]：[新しいメッセージ順（Newest First）] または [古い

メッセージ順（Oldest First）] を選択し、Connection による新規メッセージまたは開封済みメッ

セージの再生順序を指定します。

緊急メッセージは、開封確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージの前に再生さ

れることに注意してください（開封確認は送信時刻で並び替えられます）。

開封済みメッセージ

再生順序（Saved 
Message Play 
Order）

ユーザに対する Cisco Unity Connection による開封済みメッセージの再生順序を示します。

• [メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）]：メッセージ タイプを選択し、上

向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。メッセー

ジは、ここで指定した順序で  Connection によって再生されます。

[メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）] の設定では、電子メールとファクスのオ

プションを使用できます。ただし、Connection によって電子メールが再生されるのは、ユーザに

割り当てられているサービス クラスで [テキスト /スピーチ（TTS）を使用した Exchange 電子

メールへのアクセスを許可する（Allow Access to Exchange Email by Using Text to Speech 
(TTS)）] フィールドが有効になっている場合、また、ファクスが再生されるのはファクス機能が

有効になっている場合に限られます。ファクス メッセージの場合、Connection によってメッ

セージのプロパティ（送信者、日付、および時刻）だけが再生されます。

• [受信日時による並び替え（Then By）]：[新しいメッセージ順（Newest First）] または [古い

メッセージ順（Oldest First）] を選択します。

削除済みメッセージ

再生順序（Deleted 
Message Play 
Order）

[新しいメッセージ順（Newest First）] または [古いメッセージ順（Oldest First）] を選択し、削除し

たメッセージの再生順序を指定します。

（注） 緊急メッセージは、開封確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージの前

に再生されます（開封確認は送信時刻で並べ替えられます）。

表 3-15 ユーザ テンプレートの [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）
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ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
各メッセージの再生

前にアナウンス

（Before Playing 
Each Message, 
Play）

必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

• [送信者情報（Sender's Information）]：メッセージの再生前にメッセージ送信者の発信者情報を

再生するように Cisco Unity Connection を設定する場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。再生される情報は、Connection の設定内容によって異なります。

デフォルトでは、[送信者情報（Sender's Information）] チェックボックスがオンになっている場

合、Connection によって次の情報が再生されます。

– 識別されているユーザが残したメッセージの場合、Connection によってユーザの録音名が再

生されます。ユーザに録音名がない場合、Connection は、代わりにユーザに関連付けられた

プライマリ内線番号を再生します。

– 識別できない発信者が残したメッセージの場合、Connection はメッセージを再生する前に、

電話番号（ANI または発信者 ID）情報を再生しません。

• [内線番号を含める（Include Extension）]：[送信者情報（Sender's Information）] チェックボッ

クスと併せて使用します。メッセージの再生前に、メッセージを残したユーザの録音名と内線番

号を再生するように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。

• [メッセージ番号（Message Number）]：メッセージの再生前に、メッセージのシーケンス番号

（「メッセージ 1…」）をアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボック

スをオンにします。

• [メッセージ送信時刻（Time the Message Was Sent）]：発信者がメッセージを録音した時刻をア

ナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。

• [送信者の ANI（Sender's ANI）]：識別できない発信者が残したメッセージについて、メッセー

ジの再生前に電話番号（ANI または発信者 ID）情報をアナウンスするように Connection を設定

するには、このチェックボックスをオンにします。

• [メッセージの時間（Message Duration）]：メッセージの再生時間をメッセージ ヘッダーの一部

としてアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにしま

す。転送されるメッセージには、音声コメントと元のボイス メッセージの再生時間が含まれま

す。

各メッセージを再生

する間（While 
Playing Each 
Message）

必要に応じて、次の項目を設定します。

• [メッセージの早送り ____ ミリ秒（Fast Forward Message by ____ Milliseconds）]：ユーザが

メッセージを再生中に早送りする場合に、Connection によって前方にスキップされる時間の長さ

を指定します。

メッセージを前方にスキップするときに、Connection では速度調整された増分が基準にならない

ので注意してください。前方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、高速、

最速のどれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動します。

デフォルト設定：5 秒

• [メッセージの巻き戻し ____ ミリ秒（Rewind Message by ____ Milliseconds）]：ユーザがメッ

セージを再生中に巻き戻しする場合に、Connection によって後方にスキップされる時間の長さを

指定します。

メッセージを後方にスキップするときに、Connection では速度調整された増分が基準にならない

ので注意してください。後方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、高速、

最速のどれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動します。

デフォルト設定：5 秒

表 3-15 ユーザ テンプレートの [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
3-39
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
切断またはメッセー

ジ再生中にユーザが

切断したとき

（When 
Disconnected or 
User Hangs Up 
During Message 
Playback）

必要に応じて、次の項目を設定します。

• [メッセージ ブックマークの作成（Create a Message Bookmark）]：メッセージの再生中に電話

が切断されたとき、またはユーザが切断したときに、メッセージのブックマークを作成するよう

に Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。ユーザは、

メッセージのブックマークを使用して、指定の時間内に Connection にコールバックして、メッ

セージの再生を再開することができます。

新規メッセージまたは開封済みのメッセージの再生中に電話が切断されると、Connection によっ

てメッセージのブックマークが作成されます。削除されたメッセージ、下書きメッセージ、また

は外部の電子メール メッセージの再生中や、メッセージ ロケータなどの動的な検索によって生

成されたメッセージ（「<ユーザ名> からのメッセージを検索（Find messages from <ユーザ名

>）」など）の再生中には、メッセージのブックマークは作成されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [新規メッセージのマーク（Mark a New Message）]：ユーザがメッセージの本文にアクセスして

から切断するか、メッセージの管理方法を示す前に切断された場合に、そのメッセージに新規の

マークを付けるように Cisco Unity Connection を設定するか、開封済み（読み取り済み）のマー

クを付けるように設定するかを示します （ユーザがメッセージに返信するかメッセージを転送す

る、ユーザに電話する、オペレータや別の内線に転送するなどの動作を行った後、ユーザが特に

指定していない限り、Connection によってメッセージはそのまま保存されます）。

デフォルト設定：[メッセージを未開封にする（Mark Message New）]

（注） [メッセージ ブックマークの作成（Create a Message Bookmark）] チェックボックスをオンに

する場合は、メッセージの再生中に通話が切断されたときに、新しいメッセージに新規の

マークを付けるように設定することをお勧めします。切断時に新しいメッセージに開封済み

のマークを付けるように設定すると、次の新しいメッセージにはメッセージのブックマーク

が作成されますが、ユーザが切断時に聞いていたメッセージにはブックマークは作成されま

せん。

表 3-15 ユーザ テンプレートの [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの再生メッセージの設定
各メッセージの再生

後にアナウンス

（After Playing Each 
Message, Play）

必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

[送信者情報（Sender's Information）]：メッセージの再生後にメッセージ送信者の発信者情報を再生

するように Connection を設定する場合は、このチェックボックスをオンにします。再生される情報

は、Connection の設定内容によって異なります。（Connection 8.6(1) 以降のみ）

識別されているユーザが残したメッセージの場合、Connection によってユーザの録音名が再生され

ます。ユーザに録音名がない場合、Connection は、代わりに TTS 表示名およびユーザに関連付けら

れたプライマリ内線番号を再生します。ユーザに表示名がない場合、Connection は、プライマリ内

線番号を再生します。

識別できない発信者が残したメッセージの場合、Connection によってメッセージの再生後に電話番

号（ANI または発信者 ID）情報は再生されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[内線番号を含める（Include Extension）]：[送信者情報（Sender's Information）] チェックボックス

と併せて使用します。メッセージの再生後に、メッセージを残したユーザの録音名と内線番号を再生

するように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。（Connection 8.6(1) 
以降のみ）

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[送信者の ANI（Sender's ANI）]：[送信者情報（Sender's Information）] チェックボックスと併せて

使用します。識別できない発信者によって残されたメッセージの場合は、このチェックボックスをオ

ンにしてメッセージを再生した後に電話番号（ANI または発信者 ID）情報を提供するように 
Connection に指示します。（Connection 8.6(1) 以降のみ）

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[メッセージ番号（Message Number）]：メッセージの再生後に、メッセージのシーケンス番号

（「メッセージ 1…」）をアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスを

オンにします。（Connection 8.6(1) 以降のみ）

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[メッセージ送信時刻（Time the Message Was Sent）]：発信者がメッセージを録音した時刻をアナウ

ンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです

[メッセージの時間（Message Duration）]：メッセージの再生時間をメッセージ フッターの一部とし

てアナウンスするように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。転送

されるメッセージには、音声コメントと元のボイス メッセージの再生時間が含まれます。

（Connection 8.6(1) 以降のみ）

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

[メッセージ後

（After Message）] 
メニューを再生した

後（After Playing 
the After Message 
Menu）

（Connection 8.6(1) 
以降のみ）

[保存（Save）] や [削除（Delete）] など、[メッセージ後（After Message）] オプションの何らかの

アクションを実行するようユーザに要求することなく、メッセージ スタックに内の次のメッセージに

自動的に移動するように Connection を設定するには、[自動的に次のメッセージに進む

（Automatically Advance to the Next Message）] チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-15 ユーザ テンプレートの [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）
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ユーザ テンプレートの送信メッセージの設定
関連項目

ユーザ テンプレートの送信メッセージの設定

メッセージを削除す

るとき（When 
Deleting a Message）

ユーザが電話で新規メッセージおよび開封済みメッセージを削除するときに、削除の確認をユーザに

求めるように Cisco Unity Connection を設定するには、[新規および開封済みメッセージの削除を確

認する（Confirm Deletions of New and Saved Messages）] チェックボックスをオンにします。ユー

ザが削除済みメッセージにアクセスできない場合は、このチェックボックスをオンにすることを検討

してください。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-15 ユーザ テンプレートの [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-16 ユーザ テンプレートの [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ

フィールド 説明

ユーザは、このサー

バ上のユーザにブ

ロードキャスト メッ

セージを送信できる

（User Can Send 
Broadcast Messages 
to Users on This 
Server）

ユーザがローカル Cisco Unity Connection サーバ上のすべてのユーザにブロードキャスト メッセージ

を送信できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

ユーザは、サーバに

保存されたブロード

キャスト メッセージ

を更新できる（User 
Can Update 
Broadcast Messages 
Stored on This 
Server）

ユーザがブロードキャスト メッセージを編集できるようにするには、このチェックボックスをオンに

します。このチェックボックスをオンにすると、ユーザは、ローカル Cisco Unity Connection サーバ

上のすべてのユーザにブロードキャスト メッセージを送信することも可能になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。
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ユーザ テンプレートの送信メッセージの設定
受信者の入力方法

（Enter a Recipient 
By）

メッセージを他のユーザ宛てに指定するときに、カンバセーションでユーザに要求する入力方法を選

択します。

• 姓、名の順（Spelling the Last Name Then First Name）

• 内線番号順（Entering the Extension）

• 名、姓の順（Spelling the First Name Then Last Name）

（注） 名前を入力して宛先指定を行う場合は、電話機の文字キーパッドを使用する必要があります。

この設定は、音声認識カンバセーションの使用時には適用されません。

ここで選択したオプションに関係なく、ユーザは、電話でメッセージの宛先を指定しているときに # 
キーを 2 回押すと、名前による宛先指定と内線番号による宛先指定を切り替えることができます。た

だし、[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション

（Conversations）] ページの [スペルによる名前の検索を無効にする（Disable Spelled Name 
Searches）] チェックボックスがオンになっている場合、ユーザが電話でメッセージの宛先を指定す

る方法は、ユーザの内線番号の入力だけになります。

受信者を名前で確認

する（Confirm 
Recipient by Name）

ユーザを宛先として指定したときに、選択した名前の確認プロンプトを再生する場合は、このオプ

ションを有効にします。デフォルトでは、ユーザの名前をリストから選択したときに、Cisco Unity 
Connection によって確認のために名前が繰り返されることはありません。

ユーザが名前ではなく ID で宛先を指定する場合は、このオプションを有効にすることをお勧めしま

す。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して常に確認プロンプトが再

生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

各受信者の後に名前

を追加する

（Continue Adding 
Names After Each 
Recipient）

複数の受信者にメッセージを送信および転送するときに、各受信者の後に名前の追加を続けることを

ユーザに求めるように Cisco Unity Connection を設定するには、このオプションを有効にします。

デフォルトで、ユーザが電話でメッセージの宛先を指定する場合は、Connection によって 1 人の受信

者の追加が許可されてから、キー入力で次に何をやるかを指示するように要求されます（「別の受信

者を追加するには 1 を押してください。（To add another recipient, press 1.） メッセージ オプションに

ついては、3 を押してください。（For message options, press 3.） 録音する場合は、# を押してくださ

い。（To record, press #.）」） 複数の受信者にメッセージを送信および転送するユーザが、各受信者を追

加してから 1 を押して宛先指定を続行するのは面倒で時間がかかると感じる場合があります。このオ

プションを有効にすることで、複数の受信者に頻繁にメッセージを送信および転送するユーザの宛先

指定プロセスを大幅に効率化できます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して、名前の追加を続けるよ

うに求めるプロンプトが常に再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-16 ユーザ テンプレートの [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの送信メッセージの設定
宛先指定優先リスト

に受信者を自動的に

追加する

（Automatically Add 
Recipients to 
Addressing Priority 
List）

ユーザがメッセージの受信者を宛先として初めて指定するときに、その受信者を名前の重み付けリス

トに自動的に追加するように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオン

にします。名前の主には、その後の使用状況に基づいて調整されます。

ユーザが名前の一部を使用してメッセージの宛先を指定したときに、一致する名前が複数検出された

場合は、その中から、重みで並べ替えられた宛先指定優先リストに最初に存在する名前が 
Connection によって表示されます。ユーザがボイス コマンドを使用してメッセージの宛先を指定し

た場合、Connection では宛先指定優先リスト内の名前の重みが使用されます。したがって、ユーザ

が発声した名前と音声学的に類似する名前が音声認識エンジンによって一致として選択される可能性

が高くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

下書きメッセージの

保存をユーザに許可

する（Allow Users 
to Save Draft 
Messages）

ユーザが作成中のメッセージを下書きとして保存するかどうかを選択できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

メッセージを下書きとして保存している場合、音声認識ユーザは、メイン メニューから「下書きメッ

セージ（Draft messages）」と発声して下書きメッセージにアクセスし、メッセージを完成させて送信

することができます。タッチトーン カンバセーション ユーザが下書きメッセージにアクセスできる

ようにするには、カスタム キーパッド マッピング ツールを使用してカスタム カンバセーションで [
下書きメッセージの編集（Edit Draft Messages）] オプションにキーを割り当て、さらにユーザをそ

のカスタム カンバセーションに割り当てる必要があります。

[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション

（Conversations）] ページで [下書きメッセージ：保持期間（日）（Draft Messages: Retention Period 
(in Days)）] 設定の値を変更することにより、ユーザの下書きメッセージのフォルダにメッセージを

保存する日数を設定できます。その期間中にユーザが下書きメッセージにアクセスせず、変更しなけ

れば、そのメッセージは自動的に削除されます。

メッセージの転送ま

たは応答時に緊急フ

ラグを保持する

（Retain Urgency 
Flag When 
Forwarding or 
Replying to 
Messages）

ユーザが電話インターフェイスを使用して緊急メッセージを転送したり、緊急メッセージに返信した

りするときに緊急フラグを維持するように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェック

ボックスをオンにします。

（Connection 8.5 以降のみ）この設定は、Connection Web Inbox、IMAP 電子メール クライアント、

または ViewMail を使用して送信するメッセージには適用されません。

（Connection 8.0 のみ）この設定は、Connection Messaging Inbox、IMAP 電子メール クライアント、

または ViewMail を使用して送信するメッセージには適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-16 ユーザ テンプレートの [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの送信メッセージの設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Message Addressing and Sending Options in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

通話が切断されたと

き、または自分が切

断したとき（When 
a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）

ユーザがメッセージの送信、応答、または転送を処理しているときに通話が切断された場合に、メッ

セージを送信するように Cisco Unity Connection を設定するか、メッセージを破棄するように設定す

るかを示します。

通話は意図的に切断されることもあれば、ユーザが電話を切ったり、携帯電話のバッテリが切れた

り、圏外になったりする場合など、不意に切断されることもあります。デフォルトでは、次の場合に

通話が切断されると、Connection によってメッセージが送信されます。

• ユーザがメッセージに返信、またはメッセージを送信しようとしている場合：メッセージの受信

者が 1 名以上存在し、録音の長さが 1 秒（1,000 ミリ秒）を超えている状態。ユーザが録音また

はメッセージのアドレス指定を終了していなくても、Connection はメッセージを送信します。

• ユーザがメッセージを転送中の場合：メッセージの受信者が 1 名以上存在する状態。ユーザが

オーディオ コメントの録音をしていなかったり、メッセージの宛先指定を完了していなくても、

Connection はメッセージを送信します。

[メッセージの削除（Discard Message）] が選択されている場合、ユーザが # キーを押してメッセー

ジの送信準備ができていることを確認しない限り、Connection はメッセージを送信しません。ユー

ザがメッセージを送信する前に電話が切断されると、Connection はメッセージを送信せずに削除し

ます。

[メッセージを下書きとして保存（Save Message as Draft）] が選択されている場合、Connection は
メッセージを下書きフォルダに保存します。メッセージを下書きとして保存している場合、音声認識

ユーザは、メイン メニューから「下書きメッセージ（Draft messages）」と発声して下書きメッセー

ジにアクセスし、メッセージを完成させて送信することができます。タッチトーン カンバセーション 
ユーザが下書きメッセージにアクセスできるようにするには、カスタム キーパッド マッピング ツー

ルを使用してカスタム カンバセーションで [下書きメッセージの編集（Edit Draft Messages）] オプ

ションにキーを割り当て、さらにユーザをそのカスタム カンバセーションに割り当てる必要がありま

す。

[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション

（Conversations）] ページで [下書きメッセージ：保持期間（日）（Draft Messages: Retention Period 
(in Days)）] 設定の値を変更することにより、ユーザの下書きメッセージのフォルダにメッセージを

保存する日数を設定できます。指定の期間中にユーザが下書きメッセージにアクセスせず、変更しな

ければ、そのメッセージは自動的に削除されます。

デフォルト設定：[メッセージを送信（Send Message）]

表 3-16 ユーザ テンプレートの [送信メッセージの設定（Send Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのグリーティング
ユーザ テンプレートのグリーティング

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Greetings in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートのグリーティングの編集

表 3-17 ユーザ テンプレートの [グリーティング（Greeting）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして [保存（Save）] を
選択します。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection によって、終了日時に達するまで

（終了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングが再生されます。

グリーティング

（Greeting）
（表示専用）グリーティングの名前。このグリーティングに固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前を選択します。

終了日（End Date） （表示専用）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。

ソース（Source） （表示専用）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

• [なし（Blank）]：発信者に何も再生されません。

• [録音メッセージ（Recording）]：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

• [システム（System）]：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。

表 3-18 ユーザ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ

フィールド 説明

ステータス（Status） 選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：該当するグリーティングは無効になっています。

• [終了日時設定なしでグリーティングを有効する（Greeting Enabled with No End Date and Time）
]：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection によって、指定された日時に達するまで

該当するグリーティングが再生されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection 
でグリーティングを自動的に無効にする月、日、年、および時刻を選択します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのグリーティングの編集
再生されるメッセー

ジ（Callers Hear）
選択したグリーティングのソースを示します。

• [システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）]：あらかじめ録音されている

システム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection に
よって、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの録音名が再生されます

（「申し訳ありませんが、<ユーザ名> はただいま電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザに録音名がない場合は、代わりにユーザの内線番号が 
Connection によって再生されます。グリーティングが有効になっているが、録音されていない場

合は、Connection で事前に録音されたシステム グリーティングが再生されます。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

• [パーソナル レコーディング（My Personal Recording）]：ユーザのパーソナル レコーディング

を使用する場合に選択します。

• [なし（Nothing）]：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに

なっている場合、Connection によってすぐにグリーティング再生後のアクションが実行されま

す。

「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
'Record Your 
Message at the Tone' 
Prompt）

発信音を待ってメッセージを録音するようユーザに指示するように Cisco Unity Connection を設定す

るには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 3-18 ユーザ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのグリーティングの編集
グリーティング中

（During Greeting）
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）]：グリーティングの再生中に発信者の入力を無

視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになっている

場合、Connection ではグリーティングの再生中に発信者が入力したキーに応じた処理が行われま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）]：他のユーザまたはコール 
ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を発信者に許可するには、このチェックボッ

クスをオンにします。発信者の入力した番号が [デフォルトのシステム転送（Default System 
Transfer）] 規制テーブルで許可されている場合に限り、 Connection によってリリース転送が試み

られます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）]：Connection から発信者に再入力

を求める回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを入力しない場合、発信者は 
Connection から、まだ通話中であることの確認を求められます。応答がない場合、Connection 
によって、[発信者が終了する場合：送信先（If Caller Exits Send To）] フィールドで選択したア

クションが実行されます。

デフォルト設定：ゼロ（0）

• [再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）]：発信者に入力を求めた後、入力を再度求

めるまで Connection が待機する秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒

表 3-18 ユーザ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのグリーティングの編集
グリーティング後

（After Greeting）
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。このオプションは慎重に使用してください。発信者は、予期しないときに

電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性があります。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：Connection によってグリーティングが繰

り返されます。このオプションは通常、エラー グリーティングに使用されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されま

す。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知する必要がありま

す。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定します。

表 3-18 ユーザ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのグリーティングの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Greetings in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up System 
Transfers in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

発信者オプション

（Caller Options）
（オプション グリーティングだけに適用可能）Cisco Unity Connection による、ユーザへの通話の処

理方法を示します。次のいずれか、またはすべてのチェックボックスをオンにします。

• ユーザの電話機を呼び出さずに発信者をグリーティングに転送する（Transfer Callers to Greeting 
Without Ringing User's Phone）

（注） この設定は、通話が自動受付またはディレクトリ ハンドラからユーザの内線番号へ転送され

る場合に限り適用できます。識別できない発信者や別のユーザがユーザの内線番号に直接ダ

イヤルした場合には、この設定は適用されません。

• ユーザのグリーティングを発信者がスキップできないようにする（Prevent Callers from Skipping 
the User's Greeting）

• 発信者がメッセージを残せないようにする（Prevent Callers from Leaving Messages）

他の Connection ユーザが Connection カンバセーション（「メッセージを送信するには 2 を押してく

ださい（Press 2 to send a message）」）を使用するか、別の Connection クライアント アプリケーショ

ンを使用することによってメッセージを送信する場合、発信者オプションは適用されません。

録音（Recording） Cisco Unity Connection に複数の言語がインストールされている場合、グリーティングは複数の言語

で録音することができます。[録音言語（Recorded Languages）] フィールドには、グリーティング

が録音されている各言語が表示されます。（このフィールドは、個々のユーザ アカウントを編集する

場合に限り表示されます。[一括編集（Bulk Edit）] 操作には適用されません）。

ここでグリーティングを再生または録音するには、録音するグリーティングの言語を選択してから、

[再生 /録音（Play/Record）] ボタンを選択して Media Master を開きます。あらかじめ録音された 
WAV ファイルを録音として使用するには、Media Master の [オプション（Options）] メニューにあ

る [ファイルを開く（Open File）] を選択します。

グリーティングの録音が複数の言語で可能な場合は、発信者に再生される録音は、そのコールに対し

て設定された言語によって異なることに注意してください。ユーザの [メッセージ設定の編集（Edit 
Message Settings）] ページの [発信者に使用する言語（Language That Callers Hear）] 設定で、言語

を設定できます。この設定に [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）] を選択す

ると、最後に処理されたコールのコール ルーティング ルールまたはコール ハンドラよって設定され

た言語に基づいて、通話単位で使用する言語が Connection で決定されます。（コールを処理するすべ

てのルールとハンドラに関して言語を継承するように設定されている場合、コールがユーザのグリー

ティングに達すると、システムのデフォルト言語に対応するグリーティングが再生されます）。

表 3-18 ユーザ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのグリーティング後メッセージの設定
ユーザ テンプレートのグリーティング後メッセージの設定 

ユーザ テンプレートの通知デバイス

表 3-19 ユーザ テンプレートの [グリーティング後メッセージの設定（Post Greeting Recording Settings）] ページ

（Cisco Unity Connection 8.0(2) 以降のみ）

フィールド 説明

グリーティング後

メッセージを再生す

る（Play Post 
Greeting Recording）

発信者がユーザまたはコール ハンドラにメッセージを残す前に、Cisco Unity Connection が発信者に

メッセージを再生するかどうかを示します。すべての発信者に録音を再生するのか、識別できない発

信者だけに録音を再生するのかについても指定します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play a Recording）]：この機能を無効にする場合は、この設

定を選択します。発信者がメッセージを残す前に、発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングだけを再生します。

• [すべての発信者に対してメッセージを再生する（Play Recording to All Callers）]：発信者が

メッセージを残す前に、ユーザおよび外部発信者に対してユーザ グリーティングまたはコール 
ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。

• [識別できない発信者に対してのみメッセージを再生する（Play Recording Only to Unidentified 
Callers）]：発信者がメッセージを残す前に、外部発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。同様に、ユーザ ア
カウントに関連付けられていない電話から発信し、Connection にサインインしていないユーザに

も、グリーティングの後に録音を再生します。

デフォルト設定：[メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）]。

再生するグリーティ

ング後メッセージの

選択（Play Post 
Greeting Recording 
Selection）

このユーザまたはコール ハンドラのグリーティング後に再生する、グリーティング後メッセージの名

前を選択します。

[メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）] オプションを選択すると、この設定は無視さ

れることに注意してください。

表 3-20 ユーザ テンプレートの [通知デバイス（Notification Devices）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
通知デバイスを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数の通知デバイスを同時に削除できます。

ステータス（Status）（表示専用）通知デバイスに対して [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページで [有
効（Enabled）] チェックボックスをオンにしていると、このカラムの値は [有効（Enabled）] になり

ます。チェックボックスをオフにすると、値は [無効（Disabled）] になります。

表示名（Display 
Name）

通知デバイスの名前。

通知デバイスに固有のページに移動するには、表示名を選択します。

タイプ（Type） （表示専用）このカラムには、通知デバイスの作成時に選択された [通知デバイスのタイプ

（Notification Device Type）] リストの値が表示されます。タイプは変更できません。

通知先

（Destination）
（表示専用）電話およびポケットベルの場合、このカラムには [通知デバイスの編集（Edit 
Notification Device）] ページの [電話番号（Phone Number）] フィールドの値が表示されます。

HTML、SMTP、および SMS デバイスの場合、このカラムには [宛先（To）] フィールドの値が表示

されます。
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成
関連項目

ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成

電話システム

（Phone System）

（表示専用）電話およびポケットベルの場合、このカラムには [通知デバイスの編集（Edit 
Notification Device）] ページの [電話システム（Phone System）] フィールドの値が表示されます。

HTML、SMTP、および SMS デバイスの場合、このカラムは空白になります。

表 3-20 ユーザ テンプレートの [通知デバイス（Notification Devices）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-21 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ

フィールド 説明

通知デバイスのタイ

プ（Notification 
Device Type）

次のオプションがあるリストから通知デバイスのタイプを選択します。

• 電話（Phone）

• ポケットベル（Pager）

• SMTP

• HTML

表示名（Display 
Name）

通知デバイスの識別に役立つ名前を入力します。

電話番号（Phone 
Number）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）選択したデバイスの電話番号を、トランク 
アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使用し

ます。

• 1 秒間の一時停止を挿入するための ,（カンマ）

• 電話機の # および * キーに対応する # および *

• 国際電話に対応する +

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

追加ダイヤル番号

（Extra Digits）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection によって電話番

号の後にダイヤルされる追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバ

イスによって異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号

が表示されます。

たとえば、追加ダイヤル番号を使用して、数字用ポケットベル デバイスに通知を送信するときにコー

ルバック番号を含めることができます。また、内線につなぐために追加ダイヤル番号を使用すること

もできます。その場合、800 のようなパブリック アクセス番号にダイヤルするように通知を設定し、

ガイダンスで追加ダイヤル番号が送信されて目的の内線につながるようにします。

追加ダイヤル番号を

ダイヤルする前の待

機期間（Duration to 
Wait Before Dialing 
Extra Digits）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）指定した秒数を経過すると、Cisco Unity 
Connection によって [追加ダイヤル番号（Extra Digits）] の数字がダイヤルされます。このオプショ

ンは、コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出し

パターンが異常な場合）に使用します。
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呼び出し回数

（Rings to Wait）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力し

ます。この数に達すると、Cisco Unity Connection による接続試行が終了します。この設定値は 3 回
以上にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回

ビジー リトライ限度

（Busy Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行回数を示します。通話先の電話の使用頻度が高い場合

は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：4 回

ビジー リトライ間隔

（Busy Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合に、接続を

再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先の通話時間が長い場合

は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分

RNA リトライ限度

（RNA Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行回数を示します。通話先が短時間離席していることが多

い場合は、大きめの数値を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするには、小さめの数値を

選択します。

デフォルト設定：4 回

RNA リトライ間隔

（RNA Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合に、接続

を再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先のユーザが長時間離席

していることが多い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：15 分

表 3-21 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
3-53
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成
試行に成功した後の

リトライ数（Retries 
After Successful 
Attempt）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ポケットベルへのコールが最初に成功し

た後、通知をトリガーしたメッセージにまだ新規のマークが付いている場合に、Cisco Unity 
Connection からポケットベルへのコールを発信する回数を示します。ユーザが新しいメッセージの

リマインダの追加を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通

知を受信しなかった場合には、この設定を [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] と併せて使用します。

値を 0（ゼロ）より大きくすると、ユーザがメッセージを確認するか、再試行限度に達するまで、

Connection によって [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After Successful Attempt）] 
に基づいた定期的はコールが発信されえます。たとえば、[試行に成功した後のリトライ数（Retries 
After Successful Attempt）] を 2 に設定し、[試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] を 15 に設定している場合に、正午にユーザが新しいメッセージを受信すると、

正午に Connection からポケットベルへコールが発信されます。ポケットベルが応答しても、ユーザ

が午後 12 時 15 分までにメッセージを確認しないと、午後 12 時 15 分に Connection からポケットベ

ルへ再びコールが発信されます。午後 12 時 30 分までにユーザがメッセージを確認しないと、午後 
12 時 30 分に Connection からポケットベルへもう 1 度コールが発信されます。

（注） [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページで [新規メッセージがまだある場合

は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定を有効にして

いる場合に生成される通知とは別に、この設定によって一連の通知が生成されます。何度も

通知が繰り返されることでユーザが混乱しないよう、[試行に成功した後のリトライ数

（Retries After Successful Attempt）] 設定と [新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返

す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定の両方ではなく、いずれかを

使用することをお勧めします。

0 ～ 100 の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、ポケットベルへのコールが初めて

成功した後で Connection による通知の再試行は行われません。

デフォルト設定：0

試行に成功した後の

リトライ間隔

（Retry Interval After 
Successful Attempt）

（ポケットベル通知デバイスだけに適用可能）[試行に成功した後のリトライ数（Retries After 
Successful Attempt）] が 0（ゼロ）より大きい値に設定されており、ユーザがまだメッセージを確認

していない場合に、デバイスへの最初のコールが成功した後、Cisco Unity Connection によってポ

ケットベルへのコールが再試行される間隔を示します。ユーザが新規メッセージのリマインダの追加

を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通知を受信しなかっ

た場合は、この設定を [試行に成功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] と併せ

て使用します。

0 ～ 100 分の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、デバイスへのダイヤルにポート

を使用できるようになった時点で Connection によって追加の再試行が行われます。

デフォルト設定：1 分

電話システム

（Phone System）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスを使用する電話システムを選

択します。

通知時にユーザ ID 
の入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）

（電話通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection からユーザにユーザ ID の入力を要求す

るかどうかを示します。ユーザは常に暗証番号の入力を求められます。サインインの所要時間を短縮

するため、ユーザがユーザ ID の入力を好まない場合があります。

（注） この設定は慎重に使用してください。使用するのは、該当のユーザ以外は電話に応答しない

場合だけにしてください。

SMPP プロバイダ

（SMPP Provider）
（SMS 通知デバイスだけに適用可能）該当の SMPP プロバイダーを選択します。

表 3-21 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
3-54
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成
宛先（To） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）メッセージ通知を文字対応の携帯電

話またはポケットベルに設定しているか、SMS（SMPP）デバイスに設定しているかどうかによっ

て、次の情報を入力します。

• SMTP のテキスト メッセージ通知の場合、ユーザの文字対応のポケットベル、文字対応の携帯電

話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール アドレ

スを入力します。

• SMS（SMPP）のテキスト メッセージ通知の場合、SMS 対応デバイスの電話番号を入力します。

入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダーに応じて異なります。たとえば、ある

プロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コード、国コード、エリア コード、シティ 
コード、トランク コード、デバイスの番号（+12065551234 など）の順で指定する必要がありま

す。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレフィックスを入力しないでください。スペース、ダッ

シュ、カッコ、その他の句読点を含めないでください。

このフィールドには、128 文字まで入力できます。

送信元（From） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）文字対応の携帯電話またはポケット

ベルの場合は、ユーザがメッセージを確認するためにコールする電話番号を入力するか、（必要に応

じて）英数字のテキストをこのフィールドに入力します。送信元の電話番号は、SMTP 通知の最終行

に表示されます。ユーザは多くの文字対応携帯電話にある返信ボタンを押して、電話番号をダイヤル

することができます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバックをサポートしている必

要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する情報は SMPP プロバイダーによって次の

ように異なります。

• SMPP プロバイダーが、メッセージを送信するサーバの「ソース アドレス」を要求している場合

は、Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

• SMPP プロバイダーが「ソース アドレス」を要求しない場合は、ユーザがメッセージを確認する

ためにコールする番号を入力します。入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダー

に応じて異なります。たとえば、あるプロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コー

ド、国コード、エリア コード、シティ コード、トランク コード、デバイスの番号

（+12065551234 など）の順で指定する必要があります。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレ

フィックスを入力しないでください。スペース、ダッシュ、カッコ、その他の句読点を含めない

でください。

（注） SMPP プロバイダーによっては、[送信元（From）] フィールドに入力した番号がプロバイ

ダー独自の電話番号に置き換えられることに注意してください。その他、コールバック番号

が含まれるようにするには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を [メッ

セージ テキスト（Message Text）] フィールドに入力する方法もあります。

このフィールドには、40 文字まで入力できます。

メッセージ ヘッダー

（Message Header）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）Connection が通知メッセージのヘッダーに入れる任意のテキ

ストを入力します。たとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入力します。

表 3-21 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成
メッセージ テキスト

（Message Text）
（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）ユーザがテキスト通知で受信する内

容として求めているテキスト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門への

コールに応じるため待機しているユーザ宛てであれば、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」

と入力できます。メッセージ通知設定で選択した基準に一致するメッセージが到着するたびに、ここ

に入力したテキストが Cisco Unity Connection によって送信されます。

（注） コールバック番号を含めるには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を

メッセージ テキスト内に入力します（たとえば、tel:2065551212 の形式で番号を入力しま

す）。

このフィールドには、最大 160 文字を入力できます。（SMS デバイスの場合、Connection で使用され

るように設定した文字セットによっては、160 文字より短いメッセージが切り捨てられる可能性があ

ります）。

メッセージ フッター

（Message Footer）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）通知メッセージのフッターに入れる任意のテキストを入力し

ます。Connectionたとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入力します。

メッセージ テキスト

にメッセージ情報を

含める（Include 
Message 
Information in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスに送信されるテキスト

文字列に新規メッセージの情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。この情報に

は、発信者名と発信者 ID（使用可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メール、ファクス）、

メッセージが受信された時刻、およびプライベートまたは緊急のマークが付いたメッセージの場合は

そのステータスの表示が含まれます。

メッセージ数をメッ

セージ テキストに含

める（Include 
Message Count in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知にメールボックス内の新規メッ

セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

メッセージ テキスト

に Full Inbox へのリ

ンクを含める

（Include a Link to 
Full Inbox in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）SMTP 通知デバイスに送信される通知のテキスト文字列に 
Cisco Unity Connection Web Inbox へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンにしま

す。

宛先（To） （HTML 通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電子メール アドレスを入力します。

（注） カンマで区切られた複数の電子メール アドレスを追加できます。

HTML テンプレー

トの選択（Select 
HTML Template）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）デフォルトまたはカスタマイズしたテンプレートを選択しま

す。

外線番号（Outdial 
Number）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）電話での録音および再生機能を使用して、ユーザがボイス 
メッセージを確認するために使用する電話番号を入力します。ここでは、E.164 準拠の番号を入力で

きます。規制ルールの詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』
の「Managing Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。

Cisco PCA からの外

線番号を無効にする

（Disable Outdial 
Number From Cisco 
PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）および 
Connection Mini Web Inbox からの外線番号をユーザが変更できないようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

表 3-21 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Notification Devices in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集

Cisco PCA からの 
HTML テンプレー

ト選択を無効にする

（Disable HTML 
Template selection 
from Cisco PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）からの 
HTML テンプレートの割り当てをユーザが変更できないようにするには、このチェックボックスを

オンにします。この場合、管理者がユーザのテンプレートを割り当てることができ、その結果、ユー

ザによる Cisco PCA からのテンプレートの変更が禁止されます。

表 3-21 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの新規作成（New Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 通知デバイスを有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

（注） この設定は、ユーザが Cisco PCA を使用して別の設定を選択した場合は上書きされます。

表示名（Display 
Name）

通知デバイスの識別に役立つ名前を入力します。

最初の通知の試行前

の遅延（Delay 
Before First 
Notification 
Attempt）

メッセージが [通知規則のイベント（Notification Rule Events）] フィールドで選択した基準と一致す

る場合は、メッセージが受信された時点から通知のトリガーまでの遅延（分単位）を指定します。一

定の間隔（15 分など）で異なるデバイスに通知を送信して、カスケード メッセージ通知と同じ効果

を得ることができます。

この遅延時間によって、デバイス スケジュールがアクティブでなくなったときに通知が到達した場

合、その通知は、スケジュールが再度アクティブになるまで実行されません（メッセージがまだ新規

である場合に限られます）。

0 ～ 120 分の値を入力してください。

デフォルト設定：0 分
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集
新規メッセージがま

だある場合は通知を

繰り返す（Repeat 
Notification If There 
Are Still New 
Messages）

ユーザが 1 つ以上の新規メッセージを持っている限り、そのユーザへの通知を繰り返すように 
Cisco Unity Connection を設定する場合は、このチェックボックスをオンにします。このチェック

ボックスをオンにする場合は、[通知反復間隔（Notification Repeat Interval）] フィールドに通知間

隔も入力します。この間隔の間に新規メッセージが追加されると、Connection によってこれらの

メッセージに対する通知と元の通知が組み合わされて、間隔の終了時に 1 つの通知が送信されます

（この時点でユーザのメールボックスに新規メッセージが残っている場合）。すべての新規メッセージ

に対する 1 つの「一括」通知が、メッセージを確認するまで定期的に繰り返されることをユーザが希

望する場合は、この設定を使用します。

（注） ポケットベル通知デバイスについては、[試行に成功した後のリトライ数（Retries After 
Successful Attempt）] 設定をゼロ以外の値にしている場合に生成される通知とは別の一連の

通知が生成されます。何度も通知が繰り返されることでユーザが混乱しないよう、[試行に成

功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] 設定と [新規メッセージがまだあ

る場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定の両方

ではなく、いずれかを使用することをお勧めします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

通知反復間隔

（Notification Repeat 
Interval）

この設定は、[新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are 
Still New Messages）] チェックボックスと併せて使用します。通知が初めて送信された後、

Cisco Unity Connection によって通知が繰り返される間隔を分単位で指定します。指定した間隔に

従って、継続的に通知が送信されます。たとえば、午前 11 時 47 分に通知反復間隔を 5 分間に設定す

ると、午前 11 時 50 分、午前 11 時 55 分、午後 12 時 00 分、午後 12 時 05 分、午後 12 時 10 分とい

うように、Connection によって新規メッセージの通知がユーザに送信されます。この通知スケ

ジュールは、ユーザ宛ての新規メッセージが 1 つ以上存在している限り有効になります。

[通知反復間隔（Notification Repeat Interval）] の範囲は 0 ～ 60 分です。

（注） [通知反復間隔（Notification Repeat Interval）] を 0 分にすると、通知の反復は無効になりま

す。

デフォルト設定：0 分

通知の失敗時（On 
Notification 
Failure）

（電話、ポケットベル、および SMS 通知デバイスだけに適用可能）メッセージ通知は、最初に選択し

たデバイスへの通知の送信に失敗した場合に、一連の通知デバイスを「チェーン」するように設定で

きます。最初の（または直前の）デバイスへの通知が失敗した場合に、通知を別のデバイスに送信す

るように Cisco Unity Connection を設定する場合は、次の点に注意してください。

• [通知の失敗時（On Notification Failure）] に対して、[次の宛先に送信する（Send To）] を選択

し、このデバイスへの通知が失敗した場合に Connection から次に連絡させるデバイスを選択し

ます。この設定は、チェーンに含まれる最初の通知デバイスと他のすべてのデバイス（最後のデ

バイスを除く）に適用されます。

• チェーンに含まれる 2 番目以降のすべてのデバイスで、[通知規則のイベント（Notification Rule 
Events）] チェックボックスをすべてオフにします。通知イベントを有効にした場合は、このデ

バイスに対するメッセージ通知が即座に開始され、1 つ前のデバイスの通知の失敗は待機されま

せん。通知はチェーンにならず、すべて同時に発生します。

• チェーン内の最後のデバイスを除いて、メッセージ通知をチェーンするように SMTP デバイスを

設定しないでください。Connection では、SMTP デバイスに対する通知の失敗が検出されませ

ん。

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集
イベント タイプ

（Event Type）
新規メッセージを受信したときに Cisco Unity Connection からこのデバイスに通知が送信されるよう

にするには、必要に応じて次のチェックボックスをオンにします。

• [すべてのメッセージ（All Messages）]：ディスパッチや他のボイス メッセージ、およびファク

ス メッセージなどの新規メッセージを受信すると、Connection からこのデバイスに通知が送信

されます。[緊急のみ（Urgent Only）] チェックボックスをオンにすると、新規メッセージに緊

急のマークが付いている場合に限り、Connection から通知が送信されます。

• [ディスパッチ メッセージ（Dispatch Messages）]：ディスパッチ メッセージとしてのマークが

付いた新規メッセージを受信すると、Connection からこのデバイスに通知が送信されます。[緊
急のみ（Urgent Only）] チェックボックスをオンにすると、新規ディスパッチ メッセージに緊急

のマークが付いている場合に限り、Connection から通知が送信されます。

• [すべてのボイス メッセージ（All Voice Messages）]：新規のボイス メッセージ（ディスパッチ 
メッセージを含む）が受信されると、Connection からこのデバイスに通知が送信されます。[緊
急のみ（Urgent Only）] チェックボックスをオンにすると、新規のボイス メッセージに緊急の

マークが付いている場合に限り、Connection から通知が送信されます。

• [ファクス メッセージ（Fax Messages）]：新規のファクス メッセージを受信すると、

Connection からこのデバイスに通知が送信されます。[緊急のみ（Urgent Only）] チェックボッ

クスをオンにすると、新規のファクス メッセージに緊急のマークが付いている場合に限り、

Connection から通知が送信されます。

• [予定表の予定（Calendar Appointments）]（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけ
に適用可能）：Outlook にスケジュールされている予定について、Connection からこのデバイス

に通知が送信されます。

• [予定表の会議（Calendar Meetings）]（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適
用可能）：Cisco Unified MeetingPlace にスケジュールされている会議について、Connection か
らこのデバイスに通知が送信されます。

電話番号（Phone 
Number）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）選択したデバイスの電話番号を、トランク 
アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使用し

ます。

• 1 秒間の一時停止を挿入するための ,（カンマ）

• 電話機の # および * キーに対応する # および *

• 国際電話に対応する +

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

追加ダイヤル番号

（Extra Digits）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection によって電話番

号の後にダイヤルされる追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバ

イスによって異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号

が表示されます。

たとえば、追加ダイヤル番号を使用して、数字用ポケットベル デバイスに通知を送信するときにコー

ルバック番号を含めることができます。また、内線につなぐために追加ダイヤル番号を使用すること

もできます。その場合、800 のようなパブリック アクセス番号にダイヤルするように通知を設定し、

ガイダンスで追加ダイヤル番号が送信されて目的の内線につながるようにします。

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集
追加ダイヤル番号を

ダイヤルする前の待

機期間（Duration to 
Wait Before Dialing 
Extra Digits）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）指定した秒数を経過すると、Cisco Unity 
Connection によって [追加ダイヤル番号（Extra Digits）] の数字がダイヤルされます。このオプショ

ンは、コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出し

パターンが異常な場合）に使用します。

呼び出し回数

（Rings to Wait）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力し

ます。この数に達すると、Cisco Unity Connection による接続試行が終了します。この設定値は 3 回
以上にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回

ビジー リトライ限度

（Busy Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行回数を示します。通話先の電話の使用頻度が高い場合

は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：4 回

ビジー リトライ間隔

（Busy Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザの番号が通話中の場合に、接続を

再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先の通話時間が長い場合

は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分

RNA リトライ限度

（RNA Retry Limit）
（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合の、

Cisco Unity Connection による接続の再試行回数を示します。通話先が短時間離席していることが多

い場合は、大きめの数値を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするには、小さめの数値を

選択します。

デフォルト設定：4 回

RNA リトライ間隔

（RNA Retry 
Interval）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ユーザが電話に応答しない場合に、接続

を再試行するまで Cisco Unity Connection が待機する分数を示します。通話先のユーザが長時間離席

していることが多い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：15 分

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集
試行に成功した後の

リトライ数（Retries 
After Successful 
Attempt）

（電話機およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）ポケットベルへのコールが最初に成功し

た後、通知をトリガーしたメッセージにまだ新規のマークが付いている場合に、Cisco Unity 
Connection からポケットベルへのコールを発信する回数を示します。ユーザが新しいメッセージの

リマインダの追加を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通

知を受信しなかった場合には、この設定を [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] と併せて使用します。

値を 0（ゼロ）より大きくすると、ユーザがメッセージを確認するか、再試行限度に達するまで、

Connection によって [試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After Successful Attempt）] 
に基づいた定期的はコールが発信されえます。たとえば、[試行に成功した後のリトライ数（Retries 
After Successful Attempt）] を 2 に設定し、[試行に成功した後のリトライ間隔（Retry Interval After 
Successful Attempt）] を 15 に設定している場合に、正午にユーザが新しいメッセージを受信すると、

正午に Connection からポケットベルへコールが発信されます。ポケットベルが応答しても、ユーザ

が午後 12 時 15 分までにメッセージを確認しないと、午後 12 時 15 分に Connection からポケットベ

ルへ再びコールが発信されます。午後 12 時 30 分までにユーザがメッセージを確認しないと、午後 
12 時 30 分に Connection からポケットベルへもう 1 度コールが発信されます。

（注） [新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still 
New Messages）] 設定を有効にしている場合に生成される通知とは別に、この設定によって

一連の通知が生成されます。何度も通知が繰り返されることでユーザが混乱しないよう、[試
行に成功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] 設定と [新規メッセージが

まだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are Still New Messages）] 設定

の両方ではなく、いずれかを使用することをお勧めします。

0 ～ 100 の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、ポケットベルへのコールが初めて

成功した後で Connection による通知の再試行は行われません。

デフォルト設定：0

試行に成功した後の

リトライ間隔

（Retry Interval After 
Successful Attempt）

（ポケットベル通知デバイスだけに適用可能）[試行に成功した後のリトライ数（Retries After 
Successful Attempt）] が 0（ゼロ）より大きい値に設定されており、ユーザがまだメッセージを確認

していない場合に、デバイスへの最初のコールが成功した後、Cisco Unity Connection によってポ

ケットベルへのコールが再試行される間隔を示します。ユーザが新規メッセージのリマインダの追加

を必要としている場合や、ポケットベルへの最初のコールが成功してもユーザが通知を受信しなかっ

た場合は、この設定を [試行に成功した後のリトライ数（Retries After Successful Attempt）] と併せ

て使用します。

0 ～ 100 分の範囲の値を入力します。値を 0（ゼロ）に設定すると、デバイスへのダイヤルにポート

を使用できるようになった時点で Connection によって追加の再試行が行われます。

デフォルト設定：1 分

電話システム

（Phone System）

（電話およびポケットベル通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスを使用する電話システムを選

択します。

通知時にユーザ ID 
の入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）

（電話通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection からユーザにユーザ ID の入力を要求す

るかどうかを示します。ユーザは常に暗証番号の入力を求められます。サインインの所要時間を短縮

するため、ユーザがユーザ ID の入力を好まない場合があります。

（注） この設定は慎重に使用してください。使用するのは、該当のユーザ以外は電話に応答しない

場合だけにしてください。

SMPP プロバイダ

（SMPP Provider）
（SMS 通知デバイスだけに適用可能）該当の SMPP プロバイダーを選択します。

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
3-61
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集
宛先（To） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）メッセージ通知を文字対応の携帯電

話またはポケットベルに設定しているか、SMS（SMPP）デバイスに設定しているかどうかによっ

て、次の情報を入力します。

• SMTP のテキスト メッセージ通知の場合、ユーザの文字対応のポケットベル、文字対応の携帯電

話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール アドレ

スを入力します。

• SMS（SMPP）のテキスト メッセージ通知の場合、SMS 対応デバイスの電話番号を入力します。

入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダーに応じて異なります。たとえば、ある

プロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コード、国コード、エリア コード、シティ 
コード、トランク コード、デバイスの番号（+12065551234 など）の順で指定する必要がありま

す。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレフィックスを入力しないでください。スペース、ダッ

シュ、カッコ、その他の句読点を含めないでください。

このフィールドには、128 文字まで入力できます。

送信元（From） （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）文字対応の携帯電話またはポケット

ベルの場合は、ユーザがメッセージを確認するためにコールする電話番号を入力するか、（必要に応

じて）英数字のテキストをこのフィールドに入力します。送信元の電話番号は、SMTP 通知の最終行

に表示されます。ユーザは多くの文字対応携帯電話にある返信ボタンを押して、電話番号をダイヤル

することができます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバックをサポートしている必

要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する情報は SMPP プロバイダーによって次の

ように異なります。

• SMPP プロバイダーが、メッセージを送信するサーバの「ソース アドレス」を要求している場合

は、Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

• SMPP プロバイダーが「ソース アドレス」を要求しない場合は、ユーザがメッセージを確認する

ためにコールする番号を入力します。入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダー

に応じて異なります。たとえば、あるプロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コー

ド、国コード、エリア コード、シティ コード、トランク コード、デバイスの番号

（+12065551234 など）の順で指定する必要があります。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレ

フィックスを入力しないでください。スペース、ダッシュ、カッコ、その他の句読点を含めない

でください。

（注） SMPP プロバイダーによっては、[送信元（From）] フィールドに入力した番号がプロバイ

ダー独自の電話番号に置き換えられることに注意してください。その他、コールバック番号

が含まれるようにするには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を [メッ

セージ テキスト（Message Text）] フィールドに入力する方法もあります。

このフィールドには、40 文字まで入力できます。

メッセージ ヘッダー

（Message Header）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）通知メッセージのヘッダーに入れる任意のテキストを入力し

ます。Cisco Unity Connectionたとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入

力します。

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集
メッセージ テキスト

（Message Text）
（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）ユーザがテキスト通知で受信する内

容として求めているテキスト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門への

コールに応じるため待機しているユーザ宛てであれば、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」

と入力できます。メッセージ通知設定で選択した基準に一致するメッセージが到着するたびに、ここ

に入力したテキストが Cisco Unity Connection によって送信されます。

（注） コールバック番号を含めるには、メッセージを確認するためにユーザがコールする番号を

メッセージ テキスト内に入力します（たとえば、tel:2065551212 の形式で番号を入力しま

す）。

このフィールドには、最大 160 文字を入力できます。（SMS デバイスの場合、Connection で使用され

るように設定した文字セットによっては、160 文字より短いメッセージが切り捨てられる可能性があ

ります）。

メッセージ フッター

（Message Footer）
（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Unity Connection が通知メッセージのフッターに入れる

任意のテキストを入力します。たとえば、各通知メッセージと一緒に送信する法規上の免責事項を入

力します。

メッセージ テキスト

にメッセージ情報を

含める（Include 
Message 
Information in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知デバイスに送信されるテキスト

文字列に新規メッセージの情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。この情報に

は、発信者名と発信者 ID（使用可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メール、ファクス）、

メッセージが受信された時刻、およびプライベートまたは緊急のマークが付いたメッセージの場合は

そのステータスの表示が含まれます。

メッセージ数をメッ

セージ テキストに含

める（Include 
Message Count in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスだけに適用可能）通知にメールボックス内の新規メッ

セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

メッセージ テキスト

に Full Inbox へのリ

ンクを含める

（Include a Link to 
Full Inbox in 
Message Text）

（SMTP 通知デバイスだけに適用可能）SMTP 通知デバイスに送信される通知のテキスト文字列に 
Cisco Unity Connection Web Inbox へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンにしま

す。

緊急のみ（Urgent 
Only）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）新しいボイス メッセージが緊急とマークされている場合にの

み Connection から通知が送信されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

宛先（To） （HTML 通知デバイスだけに適用可能）ユーザの電子メール アドレスを入力します。

（注） カンマで区切られた複数の電子メール アドレスを追加できます。

HTML テンプレー

トの選択（Select 
HTML Template）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）デフォルトまたはカスタマイズしたテンプレートを選択しま

す。

外線番号（Outdial 
Number）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）電話の録音および再生機能を使用してボイス メッセージを確

認するためにユーザが使用する電話番号を入力します。ここでは、E.164 準拠の番号を入力できま

す。規制ルールの詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』の

「Managing Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウント
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Notification Devices in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウ
ント 

Cisco PCA からの外

線番号を無効にする

（Disable Outdial 
Number From Cisco 
PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）および 
Connection Mini Web Inbox からの外線番号をユーザが変更できないようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

Cisco PCA からの 
HTML テンプレー

ト選択を無効にする

（Disable HTML 
Template selection 
from Cisco PCA）

（HTML 通知デバイスだけに適用可能）Cisco Personal Communications Assistant（PCA）からの 
HTML テンプレートの割り当てをユーザが変更できないようにするには、このチェックボックスを

オンにします。この場合、管理者がユーザのテンプレートを割り当てることができ、その結果、ユー

ザによる Cisco PCA からのテンプレートの変更が禁止されます。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 3-22 ユーザ テンプレートの [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-23 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページ

（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユニファイド メッセージング アカウントを作成するための現在のテンプレートから設定を削除する

には、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）] を
選択します。複数のユニファイド メッセージング アカウントの設定を同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

ユニファイド メッセージング アカウントを作成するための現在のテンプレートに設定を追加するに

は、[新規追加（Add New）] を選択します。新しいページが開くので、このページにユニファイド 
メッセージングの新規アカウントに適用するデータを入力します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ユニファイド メッセージング アカウントの名前。

ユニファイド メッセージング アカウントに固有のページに移動するには、[表示名（Display Name）
] を選択します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウントの新規作成
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco 
Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウ
ントの新規作成 

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、テンプレートを使用して作成されたユニファイ

ド メッセージング アカウントによって、ユーザは、テキスト /スピーチを使用して Exchange 電子

メール メッセージにアクセスできます。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、テンプレートを使用して作成されたユニファイ

ド メッセージング アカウントによって、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

（表示専用）このチェックボックスをオンにすると、テンプレートを使用して作成されたユニファイ

ド メッセージング アカウントによって、Connection と Exchange のボイス メッセージが同期されま

す。

表 3-23 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページ

（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ） （続き）

フィールド 説明

表 3-24 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] 
ページ

フィールド 説明

ユニファイド メッ

セージング サービス

（Unified Messaging 
Service）

このテンプレートで作成されたユニファイド メッセージング アカウント用に有効にするユニファイ

ド メッセージング サービスの名前を選択します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウントの新規作成
サービス タイプ

（Service Type）
（表示専用）ユニファイド メッセージング サービスが接続するサーバのタイプ。

社内電子メール アド

レスを使用（Use 
Corporate Email 
Address）

（Exchange 専用）ボイス メッセージを、Cisco Unity Connection と [ユーザの基本設定の編集（Edit 
User Basics）] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドで指定

された Exchange メールボックスで同期する場合には、次のようにします。

• このオプションを選択します。

• [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate 
Email Address）] フィールドに、user@domain 形式の電子メール アドレスがあることを確認し

ます。

この電子メール アドレスは、Exchange 内のメールボックスのプライマリ SMTP アドレスと一致して

いる必要があります。

サインイン タイプ

（Sign-In Type）
Exchange 2003：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] は、このテンプレートを使用して作成された

ユーザがテキスト /スピーチを使用して Exchange 2003 の電子メールにアクセスする場合で、ユニ

ファイド メッセージング サービスが特定の Exchange 2003 サーバを使用するように設定されている

場合のみ適用できます。

該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Exchange 2003 
エイリアスが、Connection のユーザ エイリアスと同じ場合に役立ちます。Connection は、

Connection ユーザ エイリアスを使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインインします。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Exchange 2003 エ
イリアスが、Connection のユーザ エイリアスと異なる場合に役立ちます。Connection は、[ユー

ザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインイン

します。

MeetingPlace：該当するオプションを選択します。

• Connection[エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace のユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと同じ場合に便利です。Connection 
は、Connection ユーザ エイリアスを使用して MeetingPlace にそのユーザとしてサインインしま

す。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace ユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に便利です。Connection 
は、[ユーザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用してMeetingPlace にそのユーザとしてサ

インインします。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech）

（Exchange 専用）このチェックボックスをオンにすると、このテンプレートを使用して作成された 
Cisco Unity Connection ユーザは、テキスト /スピーチを使用して Exchange 電子メールを受信できま

す。

このチェックボックスをオフにすると、ユーザは、テキスト /スピーチを使用できません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

表 3-24 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] 
ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウントの編集
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco 
Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウ
ントの編集 

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、このテンプレートを使用して作成された 
Cisco Unity Connection ユーザは、Exchange の予定表と連絡先にアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Exchange の予定表と連絡先にアクセスで

きません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、このテンプレートを使用して作成された 
Connection ユーザに関して、Cisco Unity Connection と Exchange のメールボックスが同期されま

す。

このチェックボックスをオフにすると、このユーザに関してメールボックスが同期されません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

表 3-24 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] 
ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-25 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ

フィールド 説明

ユニファイド メッ

セージング サービス

（Unified Messaging 
Service）

このテンプレートで作成されたユニファイド メッセージング アカウント用に有効にするユニファイ

ド メッセージング サービスの名前を選択します。

サービス タイプ

（Service Type）
（表示専用）ユニファイド メッセージング サービスが接続するサーバのタイプ。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウントの編集
社内電子メール アド

レスを使用（Use 
Corporate Email 
Address）

（Exchange 専用）ボイス メッセージを、Cisco Unity Connection と [ユーザの基本設定の編集（Edit 
User Basics）] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドで指定

された Exchange メールボックスで同期する場合には、次のようにします。

• このオプションを選択します。

• [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [社内電子メール アドレス（Corporate 
Email Address）] フィールドに、user@domain 形式の電子メール アドレスがあることを確認し

ます。

この電子メール アドレスは、Exchange 内のメールボックスのプライマリ SMTP アドレスと一致して

いる必要があります。

サインイン タイプ

（Sign-In Type）
Exchange 2003：[サインイン タイプ（Sign-In Type）] は、このテンプレートを使用して作成された

ユーザがテキスト /スピーチを使用して Exchange 2003 の電子メールにアクセスする場合で、ユニ

ファイド メッセージング サービスが特定の Exchange 2003 サーバを使用するように設定されている

場合のみ適用できます。

該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Exchange 2003 
エイリアスが、Connection のユーザ エイリアスと同じ場合に役立ちます。Connection は、

Connection ユーザ エイリアスを使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインインします。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Exchange 2003 エ
イリアスが、Connection のユーザ エイリアスと異なる場合に役立ちます。Connection は、[ユー

ザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用して Exchange 2003 にそのユーザとしてサインイン

します。

MeetingPlace：該当するオプションを選択します。

• Connection[エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace のユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと同じ場合に便利です。Connection 
は、Connection ユーザ エイリアスを使用して MeetingPlace にそのユーザとしてサインインしま

す。

• [次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace ユーザ ID が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に便利です。Connection 
は、[ユーザ ID（User ID）] フィールドの設定を使用してMeetingPlace にそのユーザとしてサ

インインします。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech）

（Exchange 専用）このチェックボックスをオンにすると、このテンプレートを使用して作成された 
Cisco Unity Connection ユーザは、テキスト /スピーチを使用して Exchange 電子メールを受信できま

す。

このチェックボックスをオフにすると、ユーザは、テキスト /スピーチを使用できません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

表 3-25 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

ユーザ テンプレートのユニファイド メッセージング アカウントの編集
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco 
Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、このテンプレートを使用して作成された 
Cisco Unity Connection ユーザは、Exchange の予定表と連絡先にアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Exchange の予定表と連絡先にアクセスで

きません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

（Exchange 専用）このオプションをオンにすると、このテンプレートを使用して作成された 
Connection ユーザに関して、Cisco Unity Connection と Exchange のメールボックスが同期されま

す。

このチェックボックスをオフにすると、このユーザに関してメールボックスが同期されません。

このオプションは、[ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リスト

から選択したサービスで有効になっている場合のみ表示されます。現在のユーザに対してこのオプ

ションを有効にする場合には、このオプションが有効になっているユニファイド メッセージング 
サービスを選択するか、または選択したユニファイド メッセージング サービスに対してこのオプ

ションを有効にする必要があります。

表 3-25 ユーザ テンプレートの [ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページ

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

コール ハンドラ テンプレートの検索
コール ハンドラ テンプレートの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Call Handlers in Cisco Unity Connection 
9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating, Modifying, and Deleting Call 
Handler Templates in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートの新規作成

表 3-26 [コール ハンドラ テンプレートの検索（Search Call Handler Templates）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属する Cisco Unity Connection のロケーションやパーティションに

関係なく、すべての検索結果を表示します。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

• [ロケーション（Location）]：（Cisco Unity Connection の設定だけに適用可能）特定の 
Connection のロケーションに属する結果だけを表示します。このオプションを選択した場合は、

[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
コール ハンドラ テンプレートを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、

[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数のコール ハンドラ テンプレートを同時に

削除できます。

表示名（Display 
Name）

コール ハンドラ テンプレートの名前。

コール ハンドラ テンプレートに固有のページに移動するには、表示名を選択します。

表 3-27 [コール ハンドラ テンプレートの新規作成（New Call Handler Template）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

コール ハンドラ テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

コール ハンドラ テンプレートの新規作成
メッセージ受信者

（Message 
Recipient）

コール ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。アプリケー

ション ボタンを選択することによって受信者タイプを選択し、使用可能なオプションをリストから選

択します。

同報リストを選択すると、リストの各メンバーがコール ハンドラのメッセージを受信します。

テンプレートから作成したすべてのコール ハンドラに同一のメッセージ受信者を設定しない限り、

個々のコール ハンドラを作成するときに必ずこの情報を入力してください。同一のメッセージ受信者

を設定する場合は、テンプレートにこの情報を入力できます。

メッセージがディスパッチ メッセージとして同報リストに送信されるようにするには、[ディスパッ

チ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）] チェックボックスをオンにします。ディス

パッチ メッセージとして送信する場合、メッセージに対処する必要があるのはグループ内の 1 ユーザ

だけです。

アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）

リストからスケジュールを選択して、標準および時間外グリーティングを再生する日時と、グリー

ティングの後の Cisco Unity Connection によるアクションを指定します。

電話システム

（Phone System）

テンプレートを使用する電話システムを選択します。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

システムのデフォル

ト タイム ゾーンを

使用（Use System 
Default Time Zone）

Cisco Unity Connection で、アクティブなスケジュールで選択した時間にシステムのデフォルト タイ

ム ゾーンが適用されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにした場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

タイムゾーン

（Time Zone）
[システム設定（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] ページに定義されている

システムのデフォルト タイム ゾーンを使用するように Cisco Unity Connection を設定するには、

コール ハンドラに必要なタイム ゾーンを選択するか、[システムのデフォルト タイムゾーンを使用

（Use System Default Time Zone）] チェックボックスをオンにします。

コール ハンドラのタイム ゾーンの設定が選択したアクティブなスケジュールに適用されて、発信者

に標準グリーティング、時間外グリーティング、および祝日グリーティングを再生する日時と、標準

または時間外転送ルールを適用する日時が決定します。

表 3-27 [コール ハンドラ テンプレートの新規作成（New Call Handler Template）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Call Handlers in Cisco Unity Connection 
9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating, Modifying, and Deleting Call 
Handler Templates in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集

言語（Language） Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラのシステム プロンプトを再生するときの言語を

選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

表 3-27 [コール ハンドラ テンプレートの新規作成（New Call Handler Template）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-28 [コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集（Edit Call Handler Template Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

コール ハンドラ テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。

作成時刻（Creation 
Time）

（表示専用）コール ハンドラ テンプレートが作成された日時を表示します。

電話システム

（Phone System）

テンプレートを使用する電話システムを選択します。

アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）

リストからスケジュールを選択して、標準および時間外グリーティングを再生する日時と、グリー

ティングの後の Cisco Unity Connection によるアクションを指定します。
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コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集
システムのデフォル

ト タイム ゾーンを

使用（Use System 
Default Time Zone）

Cisco Unity Connection で、アクティブなスケジュールで選択した時間にシステムのデフォルト タイ

ム ゾーンが適用されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにした場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

タイムゾーン

（Time Zone）
[システム設定（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] ページに定義されている

システムのデフォルト タイム ゾーンを使用するように Cisco Unity Connection を設定するには、

コール ハンドラに必要なタイム ゾーンを選択するか、[システムのデフォルト タイムゾーンを使用

（Use System Default Time Zone）] チェックボックスをオンにします。

コール ハンドラのタイム ゾーンの設定が選択したアクティブなスケジュールに適用されて、発信者

に標準グリーティング、時間外グリーティング、および祝日グリーティングを再生する日時と、標準

または時間外転送ルールを適用する日時が決定します。

言語（Language） Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラのシステム プロンプトを再生するときの言語を

選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

検索範囲（Search 
Scope）

発信者がコール ハンドラからダイヤルした内線番号と、特定の検索範囲内のオブジェクトとのマッチ

ングを行うために適用する検索範囲を次の中から選択します。

• [サーチ スペース（Search Space）]：リストから特定のサーチ スペースを選択します。

• [コールからサーチ スペースを継承する（Inherit Search Space from Call）]：以前のコール ハン

ドラまたはルーティング ルールによってコールに適用されたサーチ スペースを使用するには、

このオプションを選択します。

表 3-28 [コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集（Edit Call Handler Template Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラ テンプレートの転送ルール
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Call Handlers in Cisco Unity Connection 
9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating, Modifying, and Deleting Call 
Handler Templates in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートの転送ルール

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Transferring Calls in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートの転送ルールの編集

表 3-29 コール ハンドラ テンプレートの [転送ルール（Transfer Rules）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 1 つまたは複数の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフ

にして、[保存（Save）] を選択します。設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

ルール名（Rule 
Name）

転送ルールの名前。

転送ルールに固有のページに移動するには、ルール名を選択します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。

終了日（End Date） （表示専用）ルールが特定の終了日まで有効である場合に、ルールが無効になる日時を示します。

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ

フィールド 説明

ルール名（Rule 
Name）

（表示専用）転送ルールの名前。
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コール ハンドラ テンプレートの転送ルールの編集
ステータス（Status） 転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：転送オプションは無効です。

• [終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）]：転送オプションは、

無効にするまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection で、指定の日時になるまで選択した転送

オプションが実行されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection で自動的に転

送オプションを無効にする月、日、年、および時刻を選択します。

（注） 設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

転送先（Transfer 
Calls To）

次のいずれかの設定を選択します。

• [グリーティング（Greeting）]：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送されま

す。

– ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

– コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

• [内線番号（Extension）]：通話の転送先となる内線番号を入力します。

転送タイプ

（Transfer Type）
Cisco Unity Connection による通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ

セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

• [スイッチへリリースする（Release to Switch）]：Connection は自動的に発信者を保留にし、内

線番号をダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中であるか応答しな

い場合、通話は電話システム（Connection ではない）からユーザまたはハンドラのグリーティン

グに転送されます。この転送タイプを使用すると、Connection で着信コールをより迅速に処理で

きます。[スイッチへリリースする（Release to Switch）] 設定は、電話システムで着信転送が有

効である場合に限り使用してください。

• [転送を監視する（Supervise Transfer）]：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を

処理します。回線が通話中であるか応答しない場合、通話は Connection（電話システムではな

い）からユーザまたはハンドラのグリーティングに転送されます。監視転送は、通話の転送を電

話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [パーソナル グリーティング（My Personal 
Greeting）] オプションに設定されている場合は、[転送タイプ（Transfer Type）] オプションを使用

できません。

転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直接ユーザ

の内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

コール ハンドラ テンプレートの転送ルールの編集
待機する呼び出し回

数（Rings to Wait 
For）

Cisco Unity Connection でユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼び

出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値は 3 以上に設定します。特に通話が別の内線番号に転送

される可能性があるときは、5 以上の値に設定することは避けてください。発信者が、転送先でも所

定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの場合は、この

回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されているか、[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されている場合、このオプ

ションは使用できません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play 
the "Wait While I 
Transfer Your Call" 
Prompt）

転送の実行中に、Cisco Unity Connection から発信者に対して「お電話を転送しております（Wait 
while I transfer your call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスを

オンにします。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されている場合、このオプションは使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

内線が通話中の場合

（If Extension Is 
Busy）

電話が使用中である場合の Cisco Unity Connection による通話の処理方法を示します。通話を保留に

している間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めしま

す。

• [発信者をボイスメールに転送する（Send Callers to Voicemail）]：通話中グリーティングが 
Connection によって再生されます。発信者は、ボイス メッセージを残すことができます。

• [発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）]：Connection が発信者を自動的に

保留にします。

• [保留して良いかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）]：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合わせます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、これらのオプションは使用で

きません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラ テンプレートの転送ルールの編集
通話接続時に通知す

る（Tell Me When 
the Call Is 
Connected）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring 
call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

通話の宛先を通知す

る（Tell Me Who 
the Call Is For）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「<ユーザまたはコール ハンドラの録音名

> の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または「<ダイ

ヤルされた内線番号> の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」という

プロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話

機を複数のユーザで共有している場合、またはユーザがダイヤルされた複数の内線番号の通話を受け

付ける場合に使用します。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

電話を取るか確認す

る（Ask Me If I 
Want to Take the 
Call）

通話を転送する前に、通話を受け付けるかどうかを Cisco Unity Connection からユーザに問い合わせ

るようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラ テンプレートの発信者入力
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Transferring Calls in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートの発信者入力

発信者に自分の名前

を録音してもらう

（Ask for Caller's 
Name）

Cisco Unity Connection から発信者に対して名前を言うよう要求するようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。ユーザが電話に出ると、Connection から通話が転送される前に「...様か

らのお電話です（Call from...）」というプロンプトが再生されます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-31 コール ハンドラ テンプレートの [発信者入力（Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーを選択します。該当するキーの [発信者入力の編集

（Edit Caller Input）] ページが開きます。

アクション

（Action）
（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを示します。キーに [無視する（Ignore）] や [メッセージの録音を開始する（Take Message）
] などの通話アクションが設定されている場合は、そのアクションが表示されます。コール ハンド

ラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送

信するように設定されているキーの場合は、[発信者の送信先（Send Caller To）] が表示され、通話

を受信するオブジェクトが [ターゲット（Target）] フィールドに表示されます。

ターゲット

（Target）
（表示専用）コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、

またはユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合、通話を受信するオブジェクトを示

します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

ステータス（Status）（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection で追加入力が許可されるか

（[ロックされていない（Unlocked）]）、無視されるか（[ロックされている（Locked）]）を示しま

す。
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コール ハンドラ テンプレートの発信者入力の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Allowing Caller Input During Greetings」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Abbreviated Extensions: Prepending Digits 
to Extensions That Callers Enter」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートの発信者入力の編集

追加入力待機時間 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Digits 
____ Milliseconds）

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加入力を待機する時

間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection によってそのキーに割り当

てられているアクションが実行されます。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、[グリーティング（Greetings）] ページで [発信者の入力を無視する

（Ignore Caller Input）] が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒

[ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）]：[有
効（Enable）]

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号をシ

ミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。これらの数字を定義すると、コール ハ
ンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングが再生されているときに、発信者がダイヤルし

た任意の内線の先頭に追加されます。

Cisco Unity Connection は、まず、先頭に数字を追加した内線にコールをルーティングします。数字

を追加した内線が有効でない場合、Connection は、ダイヤルされた内線にコールをルーティングし

ます。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コー

ル ハンドラのグリーティングの再生中に、発信者が 1000 をダイヤルすると、Connection は内線 
1231000 にコールをルーティングします。先頭に数字を追加した内線が有効でない場合、Connection 
は内線 1000 にコールをルーティングします

先頭に追加する数字

（Digits to Prepend）
発信者がユーザまたはコール ハンドラのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号に対

して、先頭に追加される数字を入力します。

表 3-31 コール ハンドラ テンプレートの [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-32 コール ハンドラ テンプレートの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） （表示専用）このページの設定が適用される電話キーパッドのキーを示します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

コール ハンドラ テンプレートの発信者入力の編集
追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
(Locked)）

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視されるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。Connection では、キーに割り当てられているアクションが実行

されます。効率的な発信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっ

ているキーを除いて、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる

内線番号への通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、[グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページにある [発
信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）] チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 3-32 コール ハンドラ テンプレートの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
3-80
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

コール ハンドラ テンプレートの発信者入力の編集
アクション

（Action）
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection によって実行
されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話が Connection 
によって打ち切られます。

– [無視する（Ignore）]：キー入力は Connection によって無視され、グリーティングが引き続き
再生されます。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：グリーティングが Connection によって最
初から再生されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）]：
コール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応じて、直接
コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection が以前通話に
適用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [グリーティングをスキップする（Skip Greeting）]：グリーティングがスキップされ、グリー
ティング再生後のアクションが Connection によって実行されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されます。

– [緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）]：[内線番号（Extension）] 
フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）に Connection によっ
て通話が転送されます。Connection で通話を転送する場合に通話を電話システムにリリースす
るか、転送を管理するかどうかを指定することもできます。転送タイプとして [転送を監視す
る（Supervise Transfer）] を選択している場合は、呼び出し回数も指定できます。この回数を
過ぎると、Connection による転送の試みが終了します。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。コー
ルをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを指定し
ます。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し
ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し
ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に転送する
ことを可能にするカンバセーション（規制テーブルで許可されている場合に限られます）。

– [簡易サインイン（Easy Sign-In）]（ユーザの [発信者入力（Caller Input）] ページに限り使
用可能）：サインイン用の暗証番号だけを入力するよう、ユーザに要求するカンバセーション

（Connection では、発信者が通話先のメールボックスにサインインしようとしていると見なさ
れます）。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラのグリーティングを変
更するためのカンバセーション。

– [サインイン（Sign-In）]：ID と暗証番号を入力するよう発信者に要求するカンバセーション。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に通話を転送
できるようにするカンバセーション。ユーザは、プロンプトに従ってサインインした後、
Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組織外部の電話番号など）
を入力できます。Connection では、ユーザの規制テーブルで許可されている場合に限り転送が
実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信しま
す。コールをユーザ内線番号に転送するか、ディレクトリに移動してユーザ グリーティングに転送
するかを指定します。

表 3-32 コール ハンドラ テンプレートの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラ テンプレートのグリーティング
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Allowing Caller Input During Greetings」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートのグリーティング

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Overview of Call Handler Greetings in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 3-33 コール ハンドラ テンプレートの [グリーティング（Greetings）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして [保存（Save）] を
選択します。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection によって、終了日時に達するまで

（終了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングが再生されます。

グリーティング

（Greeting）
（表示専用）グリーティングの名前。このグリーティングに固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前を選択します。

終了日（End Date） （表示専用）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。

ソース（Source） （表示専用）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

• [なし（Blank）]：発信者に何も再生されません。

• [録音メッセージ（Recording）]：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

• [システム（System）]：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。
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表 3-34 コール ハンドラ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ

フィールド 説明

ステータス（Status） 選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：該当するグリーティングは無効になっています。

• [終了日時設定なしでグリーティングを有効する（Greeting Enabled with No End Date and Time）
]：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection によって、指定された日時に達するまで

該当するグリーティングが再生されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection 
でグリーティングを自動的に無効にする月、日、年、および時刻を選択します。

再生されるメッセー

ジ（Callers Hear）
選択したグリーティングのソースを示します。

• [システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）]：あらかじめ録音されている

システム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection に
よって、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの録音名が再生されます

（「申し訳ありませんが、<ユーザ名> はただいま電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザに録音名がない場合は、代わりにユーザの内線番号が 
Connection によって再生されます。グリーティングが有効になっているが、録音されていない場

合は、Connection で事前に録音されたシステム グリーティングが再生されます。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

• [パーソナル レコーディング（My Personal Recording）]：ユーザのパーソナル レコーディング

を使用する場合に選択します。

• [なし（Nothing）]：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに

なっている場合、Connection によってすぐにグリーティング再生後のアクションが実行されま

す。

「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
'Record Your 
Message at the Tone' 
Prompt）

発信音を待ってメッセージを録音するようユーザに指示するように Cisco Unity Connection を設定す

るには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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グリーティング中

（During Greeting）
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）]：グリーティングの再生中に発信者の入力を無

視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになっている

場合、Connection ではグリーティングの再生中に発信者が入力したキーに応じた処理が行われま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）]：他のユーザまたはコール 
ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を発信者に許可するには、このチェックボッ

クスをオンにします。発信者の入力した番号が [デフォルトのシステム転送（Default System 
Transfer）] 規制テーブルで許可されている場合に限り、 Connection によってリリース転送が試み

られます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）]：Connection から発信者に再入力

を求める回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを入力しない場合、発信者は 
Connection から、まだ通話中であることの確認を求められます。応答がない場合、Connection 
によって、[発信者が終了する場合：送信先（If Caller Exits Send To）] フィールドで選択したア

クションが実行されます。

デフォルト設定：ゼロ（0）

• [再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）]：発信者に入力を求めた後、入力を再度求

めるまで Connection が待機する秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒

表 3-34 コール ハンドラ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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グリーティング後

（After Greeting）
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。このオプションは慎重に使用してください。発信者は、予期しないときに

電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性があります。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：Connection によってグリーティングが繰

り返されます。このオプションは通常、エラー グリーティングに使用されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されま

す。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知する必要がありま

す。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定します。

表 3-34 コール ハンドラ テンプレートの [グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Call Handler Greetings in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up System 
Transfers in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラ テンプレートのグリーティング後メッセー
ジの設定 
表 3-35 コール ハンドラ テンプレートの [グリーティング後メッセージの設定（Post Greeting Recording Settings）] ページ

（Cisco Unity Connection 8.0(2) 以降のみ）

フィールド 説明

グリーティング後

メッセージを再生す

る（Play Post 
Greeting Recording）

発信者がユーザまたはコール ハンドラにメッセージを残す前に、Cisco Unity Connection が発信者に

メッセージを再生するかどうかを示します。すべての発信者に録音を再生するのか、識別できない発

信者だけに録音を再生するのかについても指定します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play a Recording）]：この機能を無効にする場合は、この設

定を選択します。発信者がメッセージを残す前に、発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングだけを再生します。

• [すべての発信者に対してメッセージを再生する（Play Recording to All Callers）]：発信者が

メッセージを残す前に、ユーザおよび外部発信者に対してユーザ グリーティングまたはコール 
ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。

• [識別できない発信者に対してのみメッセージを再生する（Play Recording Only to Unidentified 
Callers）]：発信者がメッセージを残す前に、外部発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。同様に、ユーザ ア
カウントに関連付けられていない電話から発信し、Connection にサインインしていないユーザに

も、グリーティングの後に録音を再生します。

デフォルト設定：[メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）]。

再生するグリーティ

ング後メッセージの

選択（Play Post 
Greeting Recording 
Selection）

このユーザまたはコール ハンドラのグリーティング後に再生する、グリーティング後メッセージの名

前を選択します。

[メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）] オプションを選択すると、この設定は無視さ

れることに注意してください。
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表 3-36 コール ハンドラ テンプレートの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ

フィールド 説明

最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）

識別できない発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、識別できない発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要になる場合があ

ります。カスタマー サービスなど、部署によっては長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生され

ます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する [サービス 
クラスの編集（Edit Class of Service）] ページを使用します。ユーザが録音するブロードキャ

スト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場合）、[システム

設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション（Conversations）
] ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒

発信者がメッセージ

を編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生するに

は、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使用

される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

メッセージの緊急性

（Message Urgency）
識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、緊急のマー

クを付けません。

• [緊急にする（Mark Urgent）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマー

クを付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話に役立てることができます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、

Connection から識別できない発信者に問い合わせます。

プライベート メッ

セージ（Message 
Sensitivity） 

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、プライベー

トのマークを付けません。

• [プライベートにする（Mark Private）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージにプ

ライベートのマークを付けます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージにプライベートのマークを付けるかどうかに

ついて、Connection から識別できない発信者に問い合わせます。
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[メッセージ セキュ

リティ（Message 
Security）]：[セ
キュアにする

（Mark Secure）]

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがこのユーザに残したメッセージに

対して、Cisco Unity Connection でセキュアのマークを付けるには、このチェックボックスをオンに

します（識別できるユーザのメッセージング機能が有効な場合）。

メッセージ受信者

（Message 
Recipient）

コール ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。アプリケー

ション ボタンを選択することによって受信者タイプを選択し、使用可能なオプションをリストから選

択します。

同報リストを選択すると、リストの各メンバーがコール ハンドラのメッセージを受信します。

テンプレートから作成したすべてのコール ハンドラに同一のメッセージ受信者を設定しない限り、

個々のコール ハンドラを作成するときに必ずこの情報を入力してください。同一のメッセージ受信者

を設定する場合は、テンプレートにこの情報を入力できます。

メッセージがディスパッチ メッセージとして同報リストに送信されるようにするには、[ディスパッ

チ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）] チェックボックスをオンにします。ディス

パッチ メッセージとして送信する場合、メッセージに対処する必要があるのはグループ内の 1 ユーザ

だけです。

録音後のメッセージ

の再生（Play After 
Message Recording）

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを送信した後に、

Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）]：メッセージ送信後に録音は再生されませ

ん。

• [システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）]：メッセージ送信後

にデフォルトのシステム録音を再生します。

• [メッセージを再生する（Play Recording）]：メッセージ送信後にカスタマイズされた録音を再

生します。ドロップダウン リストからカスタム録音を選択します。[カスタム録音の検索

（Search Custom Recording）] ページにカスタム録音がない場合は、[メッセージを再生する

（Play Recording）] オプションはデフォルトで無効になります。

デフォルトでは、[システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）] オプ

ションが選択されます。

表 3-36 コール ハンドラ テンプレートの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Taking Messages in Cisco Unity Connection 
9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

メッセージ後のアク

ション（After 
Message Action）

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示しま

す。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信し

ます。コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定し

ます。

表 3-36 コール ハンドラ テンプレートの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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連絡先テンプレートの検索
連絡先テンプレートの検索

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

連絡先テンプレートの新規作成

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 3-37 [連絡先テンプレートの検索（Search Contact Templates）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属するパーティションに関係なく、すべての検索結果を表示しま

す。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

表示名（Display 
Name）

連絡先テンプレートの名前。

連絡先テンプレートに固有のページに移動するには、表示名を選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
連絡先テンプレートを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項

目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数の連絡先テンプレートを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

連絡先テンプレートを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが

開くので、このページに新規の連絡先テンプレートに適用するデータを入力します。

表 3-38 [連絡先テンプレートの新規作成（New Contact Template）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias） 連絡先テンプレートに固有のテキスト名。

表示名（Display 
Name）

連絡先テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。

配信ロケーション

（Delivery Location）
メッセージを配信する VPIM のロケーションを選択します。
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連絡先テンプレートの基本設定の編集
連絡先テンプレートの基本設定の編集

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

通知テンプレートの検索
[通知テンプレートの検索（Search Notification Templates）] ページには、管理者が作成したテンプ

レートの総数とともにステータスが表示されます。

管理者は、HTML 通知の送信に使用される HTML テンプレートを検索できます。デフォルトでは、検

索結果には、デフォルト テンプレートとカスタム テンプレートを含むすべてのテンプレートが返され

ます。デフォルトでは、管理者はページごとに 25 レコードを確認でき、ドロップダウン リストから 1 
ページの行数を選択できます。最大の制限値である 250 の検索結果が 1 ページに返されます。管理者

は、次のオプションを使用して、[テンプレート名（Template Name）] フィールドでカスタム検索を実

行できます。

• が次の文字列で始まる（Begins With）

• が次の文字列を含む（Contains）

• が次の文字列で終わる（Ends With）

• が次の文字列と等しい（Is Exactly）

表 3-39 [連絡先テンプレートの基本設定の編集（Edit Contact Template Basics）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias） 連絡先テンプレートに固有のテキスト名。

表示名（Display 
Name）

連絡先テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。

ディレクトリに登録

（List in Directory）
企業ディレクトリに連絡先を登録するには、このチェックボックスをオンにします。外部発信者は、

このディレクトリを使用して連絡先にアクセスします。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

市（City） （任意）連絡先が存在している市を入力します。

部署名

（Department）
（任意）連絡先の部署名を入力します。

配信ロケーション

（Delivery Location）
メッセージを配信する VPIM のロケーションを選択します。
3-91
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac085.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac085.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html


 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

通知テンプレートの新規作成
• が空である（Is Empty）

• が空ではない（Is Not Empty）

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある

「Adding a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

通知テンプレートの新規作成

表 3-40 [通知テンプレートの検索（Search Notification Templates）] ページ

フィールド 説明

通知テンプレート名

（Notification 
Template Name）

通知テンプレートの名前。

通知テンプレートの固有ページに移動するには、通知テンプレート名を選択します。テンプレート

は、デフォルトまたはカスタム検索に基づき、昇順または降順に並べることができます。

選択項目の削除

（Delete Selected）
通知テンプレートを削除するには、通知テンプレート名の左側にあるチェックボックスをオンにし

て、[選択項目の削除（Delete Selected）] をクリックします。複数の通知テンプレートを同時に削除

できます。

デフォルト テンプレートは削除できません。また、テンプレートが HTML 通知デバイスに割り当て

られている場合は、そのテンプレートとの既存の関連付けがすべて削除されない限り、そのテンプ

レートは削除できません。

新規追加（Add 
New）

通知テンプレートを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。[通知テンプレー

トの新規作成（New Notification Template）] ページが開き、新規通知テンプレートに適用するデー

タを入力できます。

依存関係の表示

（Show 
Dependencies）

テンプレートを削除する前に、[依存関係の表示（Show Dependencies）] ボタンを選択して、そのテ

ンプレートと関連付けられている HTML 通知デバイスがある Connection ユーザおよびユーザ テンプ

レートを検索します。すべての依存関係が再割り当て、または削除されている場合、そのテンプレー

トを削除できます。

[依存関係の表示（Show Dependencies）] オプションは、複数のテンプレートに対して同時に使用す

ることはできません。

移動（Go） 管理者は、ページ番号を入力し、[移動（Go）] をクリックすることで、特定のページに移動できま

す。管理者は、ページ ナビゲーションを使用して、先頭、前、次、最後のページにそれぞれ移動する

こともできます。

表 3-41 [通知テンプレートの新規作成（New Notification Template）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

通知テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。
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通知テンプレートの新規作成
HTML 左側の [HTML] パネルには、HTML テンプレートで使用できる項目と変数が一覧表示されます。右

側の [HTML] パネルでは、管理者が HTML テンプレートを作成できます。HTML テンプレートに

は、HTML タグ、テキストとステータス項目、アクション項目、カスタム グラフィック、カスタム

変数、または固定項目を含めることができます。

左側の [HTML] パネルには、次の項目のリストが保存されます。

• [ステータス項目（Status Items）]：ここで指定する文字列で、ユーザのメールボックスの現在の

状態をアイコン形式（MWI ステータスとボイス メッセージのメッセージ ステータスを含む）を

指定します。通知テンプレートにステータス項目を直接挿入するには、<img 
src="%MWI_STATUS%"> </img> タグまたは <img src="%MESSAGE_STATUS%"> </img> タ
グを使用する必要があります。

• [アクション項目（Action Items）]：ここで指定する文字列は、特定のメッセージに対するアク

ション（Mini Web Inbox、Web Inbox、またはフル受信ボックス ビューの起動やメッセージの自

動再生など）を実行するために使用されます。これらのアクション項目の使用時には認証が必要

です。クレデンシャルはそのセッションのために保存され、メッセージの再生や削除など、複数

のアクションを実行することができます。通知テンプレートにステータス項目を直接挿入するに

は、<a href> タグを使用する必要があります。たとえば、<a 
href="%LAUNCH_MINI_INBOX%"></a> タグ。

• [固定項目（Static Items）]：ここで指定する文字列は、メッセージに関連付けられている対応す

るコンテンツ（たとえば、発信者 ID（送信者の内線番号）、送信者のエイリアス、または受信者

のエイリアス）と置き換えられます。

• [カスタム変数（Custom Variables）]：ここで指定する文字列は、管理者が [テンプレート

（Templates）] > [通知テンプレート（Notification Templates）] > [カスタム変数（Custom 
Variables）] ページで定義した変数を一覧表示します。

• [カスタム グラフィック（Custom Graphics）]：ここで指定する文字列は、管理者が [テンプ

レート（Templates）] > [通知テンプレート（Notification Templates）] > [カスタム グラフィッ

ク（Custom Graphics）] ページで定義したグラフィックを一覧表示します。

（注） 管理者は、ステータス項目、カスタム グラフィック、およびイメージのない通知用の HTML 
テンプレートを作成できます。HTML テンプレート通知にステータス項目とカスタム グラ

フィックを表示するには、電子メール プロバイダー /サーバおよび電子メール クライアント

で表示がサポートされていることを確認してください。イメージを表示するように Microsoft 
Outlook を設定する方法の詳細については、『User Workstation Setup Guide for Cisco Unity 
Connection』（Release 9.x）の「Configuring an Email Account to Access Cisco Unity 
Connection 9.x Voice Messages」の章にある「Configuring Cisco Unity Connection 9.x for 
HTML-based Message Notification」の項を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac
x.html から入手可能です。

右側の [HTML] パネルは、テンプレート コンテンツで構成されています。各項目と変数の詳細につ

いては、『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の

「Adding, Modifying, or Deleting a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある

「Adding a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。このド

キュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html か
ら入手可能です。

表 3-41 [通知テンプレートの新規作成（New Notification Template）] ページ （続き）

フィールド 説明
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通知テンプレートの編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある

「Adding a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

通知テンプレートの編集 

検証（Validate） 入力した HTML テキストの正確さをチェックします。Connection は、テンプレート内の HTML コ
ンテンツを検証します。

バリデータは HTML コンテンツのみ検証し、CSS は検証しません。

表 3-41 [通知テンプレートの新規作成（New Notification Template）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-42 [通知テンプレートの編集（Edit Notification Template）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

通知テンプレートの識別に役立つ名前を入力します。
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通知テンプレートの編集
HTML 左側の [HTML] パネルには、HTML テンプレートで使用できる項目と変数が一覧表示されます。右

側の [HTML] パネルでは、管理者が HTML テンプレートを作成できます。HTML テンプレートに

は、HTML タグ、テキストとステータス項目、アクション項目、カスタム グラフィック、カスタム

変数、または固定項目を含めることができます。

左側の [HTML] パネルには、次の項目のリストが保存されます。

• [ステータス項目（Status Items）]：ここで指定する文字列で、ユーザのメールボックスの現在の

状態をアイコン形式（MWI ステータスとボイス メッセージのメッセージ ステータスを含む）を

指定します。通知テンプレートにステータス項目を直接挿入するには、<img 
src="%MWI_STATUS%"> </img> タグまたは <img src="%MESSAGE_STATUS%"> </img> タ
グを使用する必要があります。

• [アクション項目（Action Items）]：ここで指定する文字列は、特定のメッセージに対するアク

ション（Mini Web Inbox、Web Inbox、またはフル受信ボックス ビューの起動やメッセージの自

動再生など）を実行するために使用されます。これらのアクション項目の使用時には認証が必要

です。クレデンシャルはそのセッションのために保存され、メッセージの再生や削除など、複数

のアクションを実行することができます。通知テンプレートにステータス項目を直接挿入するに

は、<a href> タグを使用する必要があります。たとえば、<a 
href="%LAUNCH_MINI_INBOX%"></a> タグ。

• [固定項目（Static Items）]：ここで指定する文字列は、メッセージまたは通知デバイスの定義に

関連付けられている対応するコンテンツ（たとえば、発信者 ID（送信者の内線番号）、送信者の

エイリアス、または受信者のエイリアス）と置き換えられます。

• [カスタム変数（Custom Variables）]：ここで指定する文字列は、管理者が [テンプレート

（Templates）] > [通知テンプレート（Notification Templates）] > [カスタム変数（Custom 
Variables）] ページで定義した変数を一覧表示します。

• [カスタム グラフィック（Custom Graphics）]：ここで指定する文字列は、管理者が [テンプ

レート（Templates）] > [通知テンプレート（Notification Templates）] > [カスタム グラフィッ

ク（Custom Graphics）] ページで定義したグラフィックを一覧表示します。

（注） 管理者は、ステータス項目、カスタム グラフィック、およびイメージのない通知用の HTML 
テンプレートを作成できます。HTML テンプレート通知にステータス項目とカスタム グラ

フィックを表示するには、電子メール プロバイダー /サーバおよび電子メール クライアント

で表示がサポートされていることを確認してください。詳細については、『User Workstation 
Setup Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring an Email Account 
to Access Cisco Unity Connection 9.x Voice Messages」の章にある「Configuring Cisco Unity 
Connection 9.x for HTML-based Message Notification」の項を参照してください。このド

キュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmac
x.html から入手可能です。

右側の [HTML] パネルは、テンプレート コンテンツで構成されています。各項目と変数の詳細につ

いては、『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の

「Adding, Modifying, or Deleting a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある

「Adding a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。このド

キュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html か
ら入手可能です。

前へ（Previous） リストから前の通知テンプレートを開きます。

表 3-42 [通知テンプレートの編集（Edit Notification Template）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

カスタム変数の検索
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding, 
Modifying, or Deleting a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある

「Adding a Notification Template in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

カスタム変数の検索
[カスタム変数の検索（Search Custom Variables）] ページには、管理者が作成した変数の総数ととも

にステータスが表示されます。

管理者は、HTML テンプレート内で使用できるカスタム変数を検索できます。デフォルトでは、検索

結果には、すべての変数が返されます。デフォルトでは、管理者はページごとに 25 レコードを確認で

き、ドロップダウン リストから 1 ページの行数を選択できます。最大の制限値である 250 の検索結果

が 1 ページに返されます。管理者は、次のオプションを使用して、[変数名（Variable Name）] フィー

ルドでカスタム検索を実行できます。

• が次の文字列で始まる（Begins With）

• が次の文字列を含む（Contains）

• が次の文字列で終わる（Ends With）

• が次の文字列と等しい（Is Exactly）

• が空である（Is Empty）

• が空ではない（Is Not Empty）

次へ（Next） リストから次の通知テンプレートを開きます。

検証（Validate） 入力した HTML テキストの正確さをチェックします。Connection は、テンプレート内の HTML コ
ンテンツを検証します。

バリデータは HTML コンテンツのみ検証し、CSS は検証しません。

プレビュー

（Preview）

選択したテンプレート用の HTML ベースの SMTP 通知のプレビューを表示します。[プレビュー

（Preview）] オプションは、テンプレートを作成し、保存した後でのみ使用できます。

[プレビュー（Preview）] オプションでは、デフォルト ブラウザに従ってビューが表示されますが、

表示は電子メール クライアントによって異なることがあります。

表 3-42 [通知テンプレートの編集（Edit Notification Template）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-43 [カスタム変数の検索（Search Custom Variables）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム変数の名前。

カスタム変数の特定のページに移動するには、[カスタム変数の検索（Search Custom Variables）] 
ページでカスタム変数名をクリックします。カスタム変数は、デフォルトまたはカスタム検索に基づ

き、昇順または降順に並べることができます。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

カスタム変数の新規作成
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding a 
Custom Variable in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

カスタム変数の新規作成

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding a 
Custom Variable in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

カスタム変数の編集
 

選択項目の削除

（Delete Selected）
カスタム変数を削除するには、カスタム変数名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択

項目の削除（Delete Selected）] をクリックします。複数のカスタム変数を同時に削除できます。

変数が HTML ベースの通知テンプレートのいずれかで使用されている場合、Connection はプロンプ

トを表示しません。削除したカスタム変数が使用されている場合、管理者は通知テンプレートのコン

テンツを手動で更新する必要があります。削除した変数が通知テンプレートから手動で削除されてい

ない場合、その値の代わりにその変数が通知に表示されます。

新規追加（Add 
New）

カスタム変数を追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。[カスタム変数の新規

作成（New Custom Variable）] ページが開き、新規変数に適用するデータを入力できます。

移動（Go） 管理者は、ページ番号を入力し、[移動（Go）] をクリックすることで、特定のページに移動できま

す。管理者は、ページ ナビゲーションを使用して、先頭、前、次、最後のページにそれぞれ移動する

こともできます。

表 3-43 [カスタム変数の検索（Search Custom Variables）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-44 [カスタム変数の新規作成（New Custom Variable）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム変数の識別に役立つ名前を入力します。最大長は 128 文字で、英数字と下線文字のみ使用で

きます。表示名は、カスタム グラフィックやシステム定義タグで使用されていない一意な名前にする

必要があります。

値（Value） カスタム変数の値（テキストまたは数値）を入力します。値は最大 1,000 文字まで指定できます。

表 3-45 [カスタム変数の編集（Edit Custom Variables）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム変数の識別に役立つ名前。表示名は編集できません。

値（Value） カスタム変数の値（テキストまたは数値）を入力します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

カスタム グラフィックの検索
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding a 
Custom Variable in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

カスタム グラフィックの検索
[カスタム グラフィックの検索（Search Custom Graphics）] ページには、管理者が作成したカスタム 
グラフィックの総数とともにステータスが表示されます。

管理者は、HTML テンプレート内で使用できるカスタム グラフィックを検索できます。デフォルトで

は、検索結果には、すべてのカスタム グラフィックが返されます。デフォルトでは、管理者はページ

ごとに 25 レコードを確認でき、ドロップダウン リストから 1 ページの行数を選択できます。最大の制

限値である 250 の検索結果が 1 ページに返されます。管理者は、次のオプションを使用して、[カスタ

ム グラフィック名（Custom Graphic Name）] フィールドでカスタム検索を実行できます。

• が次の文字列で始まる（Begins With）

• が次の文字列を含む（Contains）

• が次の文字列で終わる（Ends With）

• が次の文字列と等しい（Is Exactly）

• が空である（Is Empty）

• が空ではない（Is Not Empty）

前へ（Previous） リストから前のカスタム変数を開きます。

次へ（Next） リストから次のカスタム変数を開きます。

表 3-45 [カスタム変数の編集（Edit Custom Variables）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-46 [カスタム グラフィックの検索（Search Custom Graphics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム グラフィックの名前。

カスタム グラフィックの特定のページに移動するには、[カスタム グラフィックの検索（Search 
Custom Graphics）] ページでカスタム グラフィック名をクリックします。カスタム グラフィックは、

デフォルトまたはカスタム検索に基づき、昇順または降順に並べることができます。

カスタム グラフィッ

ク ファイル名

（Custom Graphics 
File Name）

カスタム グラフィックの実際のファイル名。

プレビュー

（Preview）

カスタム グラフィックのプレビュー。[イメージ プレビュー（Image Preview）] をクリックすると、

フル カスタム グラフィックが表示されます。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

カスタム グラフィックの新規作成
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding a 
Custom Graphic in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

カスタム グラフィックの新規作成

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding a 
Custom Graphic in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

選択項目の削除

（Delete Selected）
カスタム グラフィックを削除するには、カスタム グラフィック名の左側にあるチェックボックスを

オンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）] をクリックします。複数のカスタム グラフィック

を同時に削除できます。

グラフィックが HTML ベースの通知テンプレートのいずれかで使用されている場合、Connection は
プロンプトを表示しません。削除したカスタム グラフィックが使用されている場合、管理者は通知テ

ンプレートのコンテンツを手動で更新する必要があります。削除したグラフィックが通知テンプレー

トから手動で削除されていない場合、その値の代わりにその変数名が通知に表示されます。

新規追加（Add 
New）

カスタム グラフィックを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。[カスタム グ
ラフィックの新規作成（New Custom Graphic）] ページが開き、新規グラフィックに適用するデータ

を入力できます。

移動（Go） 管理者は、ページ番号を入力し、[移動（Go）] をクリックすることで、特定のページに移動できま

す。管理者は、ページ ナビゲーションを使用して、先頭、前、次、最後のページにそれぞれ移動する

こともできます。

表 3-46 [カスタム グラフィックの検索（Search Custom Graphics）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-47 [カスタム グラフィックの新規作成（New Custom Graphic）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム グラフィックの識別に役立つ名前を入力します。最大長は 128 文字で、英数字と下線文字

のみ使用できます。表示名は、カスタム変数やシステム定義タグで使用されていない一意な名前にす

る必要があります。

（注） ファイルは、サイズ 1 MB 以下で、一意である必要があります。同じグラフィックを再度

アップロードすることはできません。また、イメージ形式のみアップロードでき、他の形式

のアップロードはサポートされていません。

イメージ ファイルの

選択（Select Image 
File）

カスタム グラフィックをアップロードする必要がある場所を参照して、グラフィックを選択します。
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 第 3 章 Cisco Unity Connection 9.x テンプレートの設定

カスタム グラフィックの編集
カスタム グラフィックの編集
 

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Adding a 
Custom Graphic in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

交換可能イメージの検索
[交換可能イメージの検索（Search Replaceable Images）] ページには、管理者が作成した交換可能イ

メージの総数とともにステータスが表示されます。

管理者は、HTML 通知内で使用できる交換可能イメージを検索できます。デフォルトでは、検索結果

には、すべてのイメージが返されます。管理者は、次のオプションを使用して、[交換可能イメージ表

示名（Replaceable Images Display Name）] フィールドでカスタム検索を実行できます。

• が次の文字列で始まる（Begins With）

• が次の文字列を含む（Contains）

• が次の文字列で終わる（Ends With）

• が次の文字列と等しい（Is Exactly）

• が空である（Is Empty）

• が空ではない（Is Not Empty）

表 3-48 [カスタム グラフィックの編集（Edit Custom Graphics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム グラフィックの識別に役立つ名前。表示名は編集できません。

イメージ ファイルの

選択（Select Image 
File）

カスタム グラフィックをアップロードする必要がある場所を参照して、グラフィックを選択します。

グラフィックのサイズは 1 MB 以下にする必要があります。

前へ（Previous） リストから前のカスタム グラフィックを開きます。

次へ（Next） リストから次のカスタム グラフィックを開きます。

表 3-49 [交換可能イメージの検索（Search Replaceable Images）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

イメージの表示名。

イメージの特定のページに移動するには、[交換可能イメージの検索（Search Replaceable Images）] 
ページでイメージ名をクリックします。交換可能イメージは、デフォルトまたはカスタム検索に基づ

き、昇順または降順に並べることができます。

イメージ名（Image 
Name）

イメージ名は実際のイメージの名前です。

プレビュー

（Preview）

イメージのプレビュー。[プレビュー（Preview）] をクリックすると、フル イメージが表示されま

す。
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交換可能イメージの編集
（注） 管理用交換可能イメージは、MWI およびメッセージ ステータスを表示するために、HTML 通知テン

プレート内のステータス項目によって使用されます。これらのイメージを、HTML 通知テンプレート

に直接追加することはできません。

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Modifying 
a Replaceable Image in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

交換可能イメージの編集
 

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Modifying 
a Replaceable Image in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

サイズ（Size） イメージの幅と高さに関するサイズ。

復元（Restore） デフォルトの管理用イメージを復元します。

表 3-49 [交換可能イメージの検索（Search Replaceable Images）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 3-50 [交換可能イメージの編集（Edit Replaceable Images）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

イメージの識別に役立つ名前。表示名は編集できません。

イメージ ソース

（Image Source）
イメージをアップロードする必要がある場所を参照して、イメージを選択します。

前へ（Previous） リストから前のイメージを開きます。

次へ（Next） リストから次のイメージを開きます。
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交換可能イメージの編集
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Cisco Unity Connection Re
C H A P T E R 4

Cisco Unity Connection  9.x 連絡先の設定

次の項を参照してください。

• 「連絡先の検索」（P.4-1）

• 「連絡先の新規作成」（P.4-2）

• 「連絡先の基本情報の編集」（P.4-3）

• 「ユーザの別名の編集」（P.4-5）

• 「SMTP プロキシ アドレス」（P.4-6）

連絡先の検索

表 4-1 [連絡先（Contacts）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属する Cisco Unity Connection のロケーションやパーティションに

関係なく、すべての検索結果を表示します。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

• [ロケーション（Location）]：（Cisco Unity Connection の設定だけに適用可能）特定の 
Connection のロケーションに属する結果だけを表示します。このオプションを選択した場合は、

[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を選択します。

エイリアス（Alias） 連絡先に固有のテキスト名。

連絡先に固有のページに移動するには、エイリアスを選択します。

名（First Name） （表示専用）連絡先の名。

姓（Last Name） （表示専用）連絡先の姓。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）連絡先の名前。

選択項目の削除

（Delete Selected）
連絡先を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。複数の連絡先を同時に削除できます。
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連絡先の新規作成
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

連絡先の新規作成

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

新規追加（Add 
New）

連絡先を追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くので、こ

のページに新規の連絡先に適用するデータを入力します。

一括編集（Bulk 
Edit）

一度に複数の連絡先を編集するには、該当する連絡先のチェックボックスをオンにして、[一括編集

（Bulk Edit）] を選択します。

まとめて編集する連絡先が複数の検索ページに表示される場合は、最初のページで該当するすべての

チェックボックスをオンにしてから、次のページに移動して該当するすべてのチェックボックスをオ

ンにします。同様の操作を該当するすべてのチェックボックスを選択するまで繰り返します。次に、

[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

手順については、「一括編集モードでの連絡先設定の編集」（P.4-5）の手順を参照してください。

表 4-1 [連絡先（Contacts）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 4-2 [連絡先の新規作成（New Contact）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias） 連絡先に固有のテキスト名。

名（First Name） 連絡先の名。

姓（Last Name） 連絡先の姓。

表示名（Display 
Name）

連絡先の識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの表示名、連絡先、および同報リストを入力する際は、次の点を考慮してください。

• 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示名の

認識に問題が発生することがあります。

• ユーザ、連絡先、または同報リストに録音名がない場合、Cisco Unity Connection では表示名ま

たは姓と名の組み合わせの再生が試みられます。

連絡先テンプレート

（Contact Template）
新規連絡先のベースとなるテンプレートを選択します。
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連絡先の基本情報の編集
連絡先の基本情報の編集
[連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページの各フィールドについては、表 4-3 を参照し

てください。

一括編集モードでの連絡先情報の編集手順については、「一括編集モードでの連絡先設定の編集」

（P.4-5）の手順を参照してください。

表 4-3 [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias）（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）連絡先に固有のテキスト名。

名（First Name） （このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）連絡先の名。

姓（Last Name） （このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）連絡先の姓。

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）連絡先の識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの表示名、連絡先、および同報リストを入力する際は、次の点を考慮してください。

• 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示名の

認識に問題が発生することがあります。

• ユーザ、連絡先、または同報リストに録音名がない場合、Cisco Unity Connection では表示名ま

たは姓と名の組み合わせの再生が試みられます。

録音名（Recorded 
Name）

（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）これはユーザ、連絡先、同報リスト、またはハンドラの録音名です。ここで名前を録音で

きますが、ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity Connection 
Messaging Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで名前を録音するには、Media Master を使用します。Media Master の [オプション（Options）] 
メニューにある [ファイルを開く（Open File）] オプションを使用し、あらかじめ録音された WAV 
ファイルを録音として使用します。

ディレクトリに登録

（List in Directory）
企業ディレクトリに連絡先を登録するには、このチェックボックスをオンにします。外部発信者は、

このディレクトリを使用してユーザおよび連絡先にアクセスします。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。
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連絡先の基本情報の編集
転送有効（Transfer 
Enabled）

連絡先に関連付けられた電話番号に着信コールを転送するように Cisco Unity Connection を設定する

には、このチェックボックスをオンにして、[転送先内線番号（Transfer Extension）] フィールドに

電話番号を入力します。

（注） 一括編集モードで連絡先を編集するときは、[転送有効（Transfer Enabled）] チェックボック

スをオンにできますが、連絡先の転送先内線番号を設定しておく必要があります。転送先内

線番号がまだ設定されていない連絡先については、[転送有効（Transfer Enabled）] フィール

ドが無効のままになります。

転送先内線番号

（Transfer 
Extension）

（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）[転送有効（Transfer Enabled）] チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity 
Connection によって、このフィールドに入力された電話番号に着信コールが転送されます。

電話番号を入力する際は、該当のアウトダイヤル アクセス コードを含めます。

市（City） （任意）連絡先が存在している市を入力します。

部署名

（Department）
（任意）連絡先の部署を入力します。

配信ロケーション

（Delivery Location）
（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）Voice Profile for Internet Messaging（VPIM）連絡先の VPIM ロケーションを選択します。

VPIM リモート メー

ルボックス番号

（VPIM Remote 
Mailbox Number）

（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）リモートのボイス メッセージング システムにおける VPIM 連絡先のメールボックス番号を

入力します。

ローカル内線番号

（Local Extension）
（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）VPIM 連絡先対して、Cisco Unity Connection 内線番号方式に適合するローカル内線番号を

割り当てることができます。ローカル内線番号を使用すると、発信者は、内線番号を使用して VPIM 
連絡先をメッセージの宛先に指定できるため、連絡先のロケーション ID とリモート メールボックス

番号を覚えておく必要はありません。

さらに、[転送有効（Transfer Enabled）] フィールドと [転送先内線番号（Transfer Extension）] 
フィールドを設定した場合、発信者は VPIM 連絡先を識別し、その連絡先に転送されます。

ボイス コマンドを使

用して連絡先にコー

ルする電話番号

（Phone Numbers to 
Call Contact by 
Using Voice 
Commands）

（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）音声認識ユーザが、連絡先の特定の電話タイプを指定して、連絡先を呼び出すことができ

るようにする場合は、[ダイヤルする勤務先電話（Dialed Work Phone）]、[ダイヤルする自宅の電話

（Dialed Home Phone）]、および [ダイヤルする携帯電話（Dialed Mobile Phone）] の各フィールド

を使用します。

ダイヤルする電話番号には、外部通話のダイヤルに必要な追加の番号（たとえば 9）、長距離ダイヤ

ルに必要な追加の番号（たとえば 1）、および国際電話に必要な追加の番号（たとえば +）を含めま

す。

パーソナル着信転送

ルールの連絡先を識

別する電話番号

（Phone Numbers to 
Identify Contact for 
Personal Call 
Transfer Rules）

（このフィールドは、個々の連絡先を編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用され
ません。）連絡先からの着信通話に対してユーザのパーソナル着信転送ルールを照合するときに 
Cisco Unity Connection で使用される電話番号を入力するには、[勤務先電話（Work Phone）]、[自
宅の電話（Home Phone）]、[携帯電話（Mobile Phone）]、[別の電話番号 1（Other Number 1）]、
および [別の電話番号 2（Other Number 2）] の各フィールドを使用します。

表 4-3 [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザの別名の編集
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「VPIM Networking in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

一括編集モードでの連絡先設定の編集

ステップ 1 [連絡先の検索（Search Contacts）] ページで、該当する連絡先チェックボックスをオンにして、[一括

編集（Bulk Edit）] を選択します。

まとめて編集する連絡先が複数の検索ページに表示される場合は、最初のページで該当するすべての

チェックボックスをオンにしてから、次のページに移動して該当するすべてのチェックボックスをオン

にします。同様の操作を該当するすべてのチェックボックスを選択するまで繰り返します。次に、[ 一
括編集（Bulk Edit）] を選択します。

ステップ 2 設定に変更を加えるには、フィールド名の左にあるチェックボックスをオンにして選択してから、通常

どおりフィールドを設定します。各フィールドの設定方法については、表 4-3 のフィールド定義を参照

してください。

（注） [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページの最上部に表示されるステータス 
メッセージは、編集している連絡先アカウントの数を示しています。また、このページには一

括モードで編集可能なフィールドだけが表示されています。

ステップ 3 [一括編集タスクスケジュール（Bulk Edit Task Scheduling）] フィールドなど、適用可能なすべての

フィールドを設定したら、[送信（Submit）] を選択します。

ユーザの別名の編集

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 4-3 [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 4-4 [ユーザの別名の編集（Edit Alternate Names）] ページ

フィールド 説明

名（First Name） 代行ユーザまたは連絡先の名。ユーザの別名については、姓と名を両方とも指定する必要がありま

す。
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SMTP プロキシ アドレス
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Alternate Names in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

SMTP プロキシ アドレス

姓（Last Name） 代行ユーザまたは連絡先の姓。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユーザの別名を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数のユーザの別名を同時に削除できます。

表 4-4 [ユーザの別名の編集（Edit Alternate Names）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 4-5 [SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Addresses）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
SMTP プロキシ アドレスを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選
択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数の SMTP プロキシ アドレスを同時に削除でき

ます。

新規追加（Add 
New）

新規の SMTP プロキシ アドレスを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。

[SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Address）] テーブルに新しい行が表示されます。新しい行

に SMTP プロキシ アドレスを入力して、[保存（Save）] を選択します。

SMTP プロキシ ア
ドレス（SMTP 
Proxy Address）

ユーザまたは連絡先の SMTP プロキシ アドレスを入力します。Cisco Unity Connection では、プロ

キシ アドレスを使用して、着信する SMTP メッセージの送信者と受信者がユーザまたは連絡先に

マッピングされます。

SMTP プロキシ アドレスのパターン、つまり、Connection によってユーザ プロファイルの値に置き

換えられるテキストとトークンの組み合わせを入力できます （たとえば、%Alias% は、Connection 
によって、対応するユーザの編集中に各ユーザ プロファイルからのエイリアスに置き換えられます）。

使用可能なトークンは次のとおりです。

• %FirstName%

• %LastName%

• %Alias%

• %Extension%

SMTP プロキシ ア
ドレスを末尾に追加

する（Append 
SMTP Proxy 
Addresses）

（一括編集操作だけに適用可能）編集中の各ユーザ アカウントまたは連絡先に SMTP プロキシ アドレ

スを追加するには、[SMTP プロキシ アドレスを末尾に追加する（Append SMTP Proxy Addresses）] 
を選択します。

SMTP プロキシ ア
ドレスを上書きする

（Override SMTP 
Proxy Addresses）

（一括編集操作だけに適用可能）各ユーザ アカウントまたは連絡先に現在存在する SMTP プロキシ ア
ドレスを削除し、[SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Address）] フィールドに入力した新規の 
SMTP プロキシ アドレスに置き換えるには、[SMTP プロキシ アドレスを上書きする（Override 
SMTP Proxy Addresses）] を選択します。
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SMTP プロキシ アドレス
関連項目

• ユーザの場合は、『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 
9.x）の「Setting Up Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「SMTP Proxy Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」
の項。連絡先の場合は、同じマニュアルの「Managing Contacts in Cisco Unity Connection 9.x」の

章にある「SMTP Proxy Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 4-5 [SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Addresses）] ページ （続き）

フィールド 説明
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Cisco Unity Connection Re
C H A P T E R 5

Cisco Unity Connection  9.x 同報リストの
設定

次の項を参照してください。

• 「同報リストの検索」（P.5-2）

• 「同報リストの新規作成」（P.5-3）

• 「同報リストの基本設定の編集」（P.5-4）

• 「同報リストのメンバー」（P.5-8）

• ユーザの別名の編集
5-1
lease 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



第 5 章 Cisco Unity Connection 9.x 同報リストの設定

同報リストの検索
同報リストの検索

表 5-1 [同報リストの検索（Search Distribution Lists）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属する Cisco Unity Connection のロケーションやパーティションに

関係なく、すべての検索結果を表示します。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

• [ロケーション（Location）]：（Cisco Unity Connection の設定だけに適用可能）特定の 
Connection のロケーションに属する結果だけを表示します。このオプションを選択した場合は、

[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を選択します。

• [ローカル サイト（Local Site）]：（ネットワーキング サイトの一部である Cisco Unity 
Connection の設定だけに適用可能）この Connection のロケーションを含むネットワーキング サ
イト内のロケーションに属する結果（このロケーション自体に属する結果を含む）だけを表示し

ます。

• [リモート サイト（Remote Site）]：（ネットワーキング サイトの一部である Cisco Unity 
Connection の設定だけに適用可能）リモート ネットワーキング サイト（サイト間リンクを介し

て、このロケーションが属するサイトにリンクしているサイト）内のロケーションに属する結果

だけを表示します。

• [ブランチ（Branch）]：中央接続サーバに関連付けられた特定の拠点に属する結果だけを表示し

ます。このオプションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからブランチの名前

を選択します。

エイリアス（Alias） 同報リストに固有のテキスト名。

同報リストに固有のページに移動するには、エイリアスを選択します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）同報リストの名前。

選択項目の削除

（Delete Selected）
同報リストを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。複数の同報リストを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

同報リストを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くの

で、このページに新しい同報リストに適用するデータを入力します。

一括編集（Bulk 
Edit）

一度に複数の同報リストを編集するには、該当する同報リストのチェックボックスをオンにして、[
一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

一括編集する同報リストが、1 つの [検索（Search）] ページに一部しか表示されない場合は、最初の

ページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当するすべての

チェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべての同報リストを選択するまで繰り返し

ます。次に、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

手順については、「一括編集モードでの同報リスト設定の編集」（P.5-7）の手順を参照してください。
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 第 5 章 Cisco Unity Connection 9.x 同報リストの設定

同報リストの新規作成
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Accessing and 
Using Cisco Unity Connection Administration 9.x」の章にある「Finding Records in Cisco Unity 
Connection Administration 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

同報リストの新規作成

表 5-2 [同報リストの新規作成（New Distribution Lists）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias） 同報リストに固有のテキスト名。

表示名（Display 
Name）

同報リストの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの表示名、連絡先、および同報リストを入力する際は、次の点を考慮してください。

• 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示名の

認識に問題が発生することがあります。

• ユーザ、連絡先、または同報リストに録音名がない場合、Cisco Unity Connection では表示名ま

たは姓と名の組み合わせの再生が試みられます。

サイト間リンク経由

のリモート サイトの

レプリケート

（Replicate to 
Remote Sites Over 
Intersite Links） 

（サイト間ネットワーキングが設定されている場合に限り適用可能）サイト間リンクを介してリモー

ト サイトへのレプリケーション用のリストを提供するよう、Cisco Unity Connection を設定するに

は、このチェックボックスをオンにします。リモート ユーザが宛先指定できるようにリモート サイ

トでリストを同期するには、このサイトからデータを同期するときに同報リストが含まれるように、

リモート サイトを設定することも必要です。リモート サイトが Connection サイトである場合、リ

モート サイト ゲートウェイのリンクに対して [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページ

の [ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists When 
Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

リモート サイトが Cisco Unity サイトである場合、リモート サイト ゲートウェイに対する 
[Connection ネットワーキング（Connection Networking）] ページの [同報リストの同期（Sync 
Distribution Lists）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

サイト間リンクでリストの同期が有効である場合でもリモート サイトでは同期できないよう、同報リ

ストを提供しないように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオフにし

ます。

（注） [連絡先を許可する（Allow Contacts）] チェックボックスがオンの場合、このオプションは

使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストは、リモート サイトにレプ

リケートできません。
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第 5 章 Cisco Unity Connection 9.x 同報リストの設定

同報リストの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing System 
Distribution Lists in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating System Distribution Lists 
in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

同報リストの基本設定の編集
[同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページの各フィールドについては、

表 5-3 を参照してください。

サイト間リンクを介

したリモート サイト

へのリストのレプリ

ケートを許可する

（Allow List to Be 
Replicated to 
Remote Sites Over 
Intersite Links） 

（サイト間ネットワーキングが設定されている場合に限り適用可能）サイト間リンクを介してリモー

ト サイトへのレプリケーション用のリストを提供するよう、Cisco Unity Connection を設定するに

は、このチェックボックスをオンにします。リモート ユーザが宛先指定できるようにリモート サイ

トでリストを同期するには、このサイトからデータを同期するときに同報リストが含まれるように、

リモート サイトを設定することも必要です。リモート サイトが Connection サイトである場合、リ

モート サイト ゲートウェイのリンクに対して [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページ

の [ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists When 
Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

リモート サイトが Cisco Unity サイトである場合、リモート サイト ゲートウェイに対する 
[Connection ネットワーキング（Connection Networking）] ページの [同報リストの同期（Sync 
Distribution Lists）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

サイト間リンクでリストの同期が有効である場合でもリモート サイトでは同期できないよう、同報リ

ストを提供しないように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオフにし

ます。

（注） [連絡先を許可する（Allow Contacts）] チェックボックスがオンの場合、このオプションは

使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストは、リモート サイトにレプ

リケートできません。

連絡先を許可する

（Allow Contacts）
連絡先を同報リストのメンバーとして追加できるようにするには、このチェックボックスをオンにし

ます。同報リストのメンバーとして連絡先が含まれている場合、リモートのボイス メッセージング 
システム（VPIM）ロケーション）のユーザはそのリストにメッセージを送信できません。

（注） [サイト間リンクを介したリモート サイトへのリストのレプリケートを許可する（Allow List 
to be Replicated to Remote Sites Over Intersite Links）] チェックボックスがオンの場合、こ

のオプションは使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストは、リモー

ト サイトにレプリケートできません。

外部のシステムから

のメッセージを受け

入れる（Accept 
Messages from 
Foreign System）

VPIM ロケーションとして設定されたリモートのボイス メッセージング システムのユーザがこの同

報リストにメッセージを送信できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

（注） [連絡先を許可する（Allow Contacts）] チェックボックスがオンの場合、このオプションは

使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストでは、外部システムからの

メッセージを受け入れることはできません。

SRSV ブランチのレ

プリケート

（Replicate to SRSV 
Branches） 

中央Connectionサーバのブランチの同報リストを同期化するには、このチェックボックスをチェッ

クします。

表 5-2 [同報リストの新規作成（New Distribution Lists）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 5 章 Cisco Unity Connection 9.x 同報リストの設定

同報リストの基本設定の編集
一括編集モードでの同報リスト情報の編集手順については、「一括編集モードでの同報リスト設定の編

集」（P.5-7）の手順を参照してください。

表 5-3 [同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias）（このフィールドは、個々の同報リストを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用
されません。）同報リストに固有のテキスト名。

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々の同報リストを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用
されません。）同報リストの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザの表示名、連絡先、および同報リストを入力する際は、次の点を考慮してください。

• 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示名の

認識に問題が発生することがあります。

• ユーザ、連絡先、または同報リストに録音名がない場合、Cisco Unity Connection では表示名ま

たは姓と名の組み合わせの再生が試みられます。

内線番号

（Extension）
（このフィールドは、個々の同報リストを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用
されません。）電話システムで同報リストへの接続に使用される内線番号を入力します。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

録音名（Recorded 
Name）

（このフィールドは、個々の同報リストを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には適用
されません。）これはユーザ、連絡先、同報リスト、またはハンドラの録音名です。ここで名前を録

音できますが、ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity 
Connection Messaging Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで名前を録音するには、Media Master を使用します。Media Master の [オプション（Options）] 
メニューにある [ファイルを開く（Open File）] オプションを使用し、あらかじめ録音された WAV 
ファイルを録音として使用します。
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同報リストの基本設定の編集
サイト間リンク経由

のリモート サイトの

レプリケート

（Replicate to 
Remote Sites Over 
Intersite Links） 

（サイト間ネットワーキングが設定されている場合に限り適用可能）サイト間リンクを介してリモー

ト サイトへのレプリケーション用のリストを提供するよう、Cisco Unity Connection を設定するに

は、このチェックボックスをオンにします。リモート ユーザが宛先指定できるようにリモート サイ

トでリストを同期するには、このサイトからデータを同期するときに同報リストが含まれるように、

リモート サイトを設定することも必要です。リモート サイトが Connection サイトである場合、リ

モート サイト ゲートウェイのリンクに対して [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページ

の [ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists When 
Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

リモート サイトが Cisco Unity サイトである場合、リモート サイト ゲートウェイに対する 
[Connection ネットワーキング（Connection Networking）] ページの [同報リストの同期（Sync 
Distribution Lists）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

サイト間リンクでリストの同期が有効である場合でもリモート サイトでは同期できないよう、同報リ

ストを提供しないように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオフにし

ます。

（注） [連絡先を許可する（Allow Contacts）] チェックボックスがオンの場合、このオプションは

使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストは、リモート サイトにレプ

リケートできません。

サイト間リンクを介

したリモート サイト

へのリストのレプリ

ケートを許可する

（Allow List to Be 
Replicated to 
Remote Sites Over 
Intersite Links） 

（サイト間ネットワーキングが設定されている場合に限り適用可能）サイト間リンクを介してリモー

ト サイトへのレプリケーション用のリストを提供するよう、Cisco Unity Connection を設定するに

は、このチェックボックスをオンにします。リモート ユーザが宛先指定できるようにリモート サイ

トでリストを同期するには、このサイトからデータを同期するときに同報リストが含まれるように、

リモート サイトを設定することも必要です。リモート サイトが Connection サイトである場合、リ

モート サイト ゲートウェイのリンクに対して [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページ

の [ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists When 
Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

リモート サイトが Cisco Unity サイトである場合、リモート サイト ゲートウェイに対する 
[Connection ネットワーキング（Connection Networking）] ページの [同報リストの同期（Sync 
Distribution Lists）] チェックボックスをオンにすると、リストに同期が設定されます。

サイト間リンクでリストの同期が有効である場合でもリモート サイトでは同期できないよう、同報リ

ストを提供しないように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオフにし

ます。

（注） [連絡先を許可する（Allow Contacts）] チェックボックスがオンの場合、このオプションは

使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストは、リモート サイトにレプ

リケートできません。

連絡先を許可する

（Allow Contacts）
連絡先を同報リストのメンバーとして追加できるようにするには、このチェックボックスをオンにし

ます。同報リストのメンバーとして連絡先が含まれている場合、リモートのボイス メッセージング 
システム（VPIM）ロケーション）のユーザはそのリストにメッセージを送信できません。

（注） [サイト間リンクを介したリモート サイトへのリストのレプリケートを許可する（Allow List 
to be Replicated to Remote Sites Over Intersite Links）] チェックボックスがオンの場合、こ

のオプションは使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストは、リモー

ト サイトにレプリケートできません。

外部のシステムから

のメッセージを受け

入れる（Accept 
Messages from 
Foreign Systems）

VPIM ロケーションとして設定されたリモートのボイス メッセージング システムのユーザがこの同

報リストにメッセージを送信できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

（注） [連絡先を許可する（Allow Contacts）] チェックボックスがオンの場合、このオプションは

使用できません。連絡先がメンバーとして許可されているリストでは、外部システムからの

メッセージを受け入れることはできません。

表 5-3 [同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 5 章 Cisco Unity Connection 9.x 同報リストの設定

同報リストの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing System 
Distribution Lists in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying System Distribution 
Lists in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

一括編集モードでの同報リスト設定の編集

ステップ 1 [同報リストの検索（Search Distribution Lists）] ページで、該当するユーザのチェックボックスをオ

ンにして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

一括編集する同報リストが、1 つの [ 検索（Search）] ページに一部しか表示されない場合は、最初の

ページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当するすべての

チェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべての同報リストを選択するまで繰り返しま

す。次に、[ 一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

ステップ 2 設定に変更を加えるには、フィールド名の左にあるチェックボックスをオンにして選択してから、通常

どおりフィールドを設定します。各フィールドの設定方法については、表 5-3 のフィールド定義を参照

してください。

（注） [同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページの上部にある [ステータ

ス（Status）] メッセージには、編集中の同報リストの数が示されます。また、このページには

一括モードで編集可能なフィールドだけが表示されています。

ステップ 3 [一括編集タスクスケジュール（Bulk Edit Task Scheduling）] フィールドなど、適用可能なすべての

フィールドを設定したら、[送信（Submit）] を選択します。

SRSV ブランチのレ

プリケート

（Replicate to SRSV 
Branches） 

中央Connectionサーバのブランチの同報リストを同期化するには、このチェックボックスをチェッ

クします。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 5-3 [同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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同報リストのメンバー
同報リストのメンバー

関連項目

ユーザの別名の編集

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing System 
Distribution Lists in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Adding Alternate Names for a 
System Distribution List in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 5-4 [同報リストのメンバー（Distribution List Members）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Remove Selected）
ユーザまたは連絡先を削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオン

にして、[選択項目の削除（Remove Selected）] を選択します。複数のユーザと連絡先を同時に削除

できます。

ユーザの追加（Add 
User）

ユーザを検索し、同報リストに追加する場合に選択します。

ユーザ テンプレート

の追加（Add User 
Template）

ユーザ テンプレートを検索し、同報リストに追加する場合に選択します。ユーザ テンプレートを同

報リストのメンバーとして追加すると、そのユーザ テンプレートを使用して作成された新規ユーザ

が自動的に同報リストに追加されます。（同報リストにユーザ テンプレートを追加する前にそのテン

プレートを使用して作成されたユーザは、ユーザ テンプレートを追加しても影響を受けません）。

連絡先の追加（Add 
Contact）

（[同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページで [連絡先を許可する
（Allow Contacts）] チェックボックスがオンになっている場合に限り適用可能）連絡先を検索して、

同報リストに追加する場合に選択します。連絡先を検索してリストに追加するには、連絡先の 
VPIM 配信ロケーションと VPIM リモート メールボックス番号が定義されている必要があります。

同報リストの追加

（Add Distribution 
List）

別の同報リストをこの同報リストのメンバーとして追加する場合に選択します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）オブジェクトの名前。

エイリアス（Alias）（表示専用）同報リストのメンバーに固有のテキスト名。

メンバー タイプ

（Member Type）
（表示専用）オブジェクトのタイプ（[ユーザ（User）]（ユーザとテンプレートの両方を含む）、[連
絡先（Contact）]、または [同報リスト（Distribution List）]）。

表 5-5 [ユーザの別名の編集（Edit Alternate Names）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

同報リストのユーザの別名。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユーザの別名を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数のユーザの別名を同時に削除できます。
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C H A P T E R 6

Cisco Unity Connection  9.x コール管理の
設定

次の項を参照してください。

• 「コール ハンドラの検索」（P.6-2）

• 「コール ハンドラの新規作成」（P.6-3）

• 「コール ハンドラの基本設定の編集」（P.6-3）

• 「コール ハンドラの転送ルール」（P.6-6）

• 「コール ハンドラの転送ルールの編集」（P.6-7）

• 「コール ハンドラの発信者入力」（P.6-10）

• 「コール ハンドラの発信者入力の編集」（P.6-12）

• 「コール ハンドラのグリーティング」（P.6-14）

• 「コール ハンドラのグリーティングの編集」（P.6-15）

• 「コール ハンドラのグリーティング後メッセージの設定」（P.6-19）

• 「コール ハンドラのメッセージ設定」（P.6-19）

• 「コール ハンドラの所有者」（P.6-23）

• 「ディレクトリ ハンドラの検索」（P.6-23）

• 「ディレクトリ ハンドラの新規作成」（P.6-24）

• 「ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集」（P.6-25）

• 「ディレクトリ ハンドラの発信者入力」（P.6-30）

• 「ディレクトリ ハンドラのグリーティング」（P.6-35）

• 「インタビュー ハンドラの検索」（P.6-35）

• 「インタビュー ハンドラの新規作成」（P.6-36）

• 「インタビュー ハンドラの基本設定の編集」（P.6-38）

• 「インタビューの質問」（P.6-42）

• 「インタビューの質問の編集」（P.6-43）

• 「カスタム録音の検索」（P.6-43）

• 「カスタム録音の新規作成」（P.6-43）

• 「カスタム録音の編集」（P.6-44）
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コール ハンドラの検索
• 「直接ルーティング ルール」（P.6-44）

• 「直接ルーティング ルールの新規作成」（P.6-45）

• 「直接ルーティング ルールの編集」（P.6-45）

• 「直接ルーティング ルールの条件の新規作成」（P.6-48）

• 「直接ルーティング ルールの条件の編集」（P.6-50）

• 「直接ルーティング ルールの順序の編集」（P.6-51）

• 「転送ルーティング ルール」（P.6-52）

• 「転送ルーティング ルールの新規作成」（P.6-53）

• 「転送ルーティング ルールの編集」（P.6-53）

• 「転送ルーティング ルールの条件の新規作成」（P.6-56）

• 「転送ルーティング ルールの条件の編集」（P.6-58）

• 「転送ルーティング ルールの順序の編集」（P.6-60）

コール ハンドラの検索

表 6-1 [コール ハンドラの検索（Search Call Handlers）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属するパーティションに関係なく、すべての検索結果を表示しま

す。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）コール ハンドラの名前。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでコール ハンドラへの接続に使用される内線番号。

選択項目の削除

（Delete Selected）
コール ハンドラを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の

削除（Delete Selected）] を選択します。複数のコール ハンドラを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

コール ハンドラを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開

くので、このページに新しいコール ハンドラに適用するデータを入力します。

一括編集（Bulk 
Edit）

一度に複数のコール ハンドラを編集するには、該当するコール ハンドラのチェックボックスをオン

にして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

一括編集するコール ハンドラが、1 つの [検索（Search）] ページに一部しか表示されない場合は、

最初のページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当するすべ

てのチェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべてのコール ハンドラを選択するまで

繰り返します。次に、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

手順については、「一括編集モードでのコール ハンドラ設定の編集」（P.6-5）の手順を参照してくだ

さい。
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コール ハンドラの新規作成
関連項目

コール ハンドラの新規作成

関連項目

コール ハンドラの基本設定の編集
[コール ハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）] ページの各フィールドについては、

表 6-3 を参照してください。

一括編集モードでのコール ハンドラ情報の編集手順については、「一括編集モードでのコール ハンドラ

設定の編集」（P.6-5）の手順を参照してください。

依存関係の表示

（Show 
Dependencies）

コール ハンドラを削除する前に、[依存関係の表示（Show Dependencies）] ボタンを選択して、その

コール ハンドラと依存関係にある他のオブジェクトをデータベースで検索します。依存関係の検索結

果から、影響を受けるオブジェクトへのリンクをたどり、別のコール ハンドラに依存関係を再割り当

てすることができます。すべての依存関係の再割り当てを終えたら、コール ハンドラを削除できま

す。

複数のコール ハンドラの依存関係を同時に表示することはできません。

表 6-1 [コール ハンドラの検索（Search Call Handlers）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-2 [コール ハンドラの新規作成（New Call Handler）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

コール ハンドラの識別に役立つ名前を入力します。

内線番号

（Extension）
電話システムでコール ハンドラへの接続に使用される内線番号を入力します。

コール ハンドラ テ
ンプレート（Call 
Handler Template）

新規コール ハンドラのベースとなるテンプレートを選択します。このテンプレートは、ほとんどの

コール ハンドラの設定に影響します。

表 6-3 [コール ハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々のコール ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には
適用されません。）コール ハンドラの識別に役立つ名前を入力します。

（注） コール ハンドラの表示名を変更する前に、レポート データをバックアップすることを留意し

てください。ファイルの名前を変更したあと、レポートのコール前のデータ セットを表示で

きません。

作成時刻（Creation 
Time）

（表示専用。このフィールドは、個々のコール ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編
集操作には適用されません。）コール ハンドラが作成された日時を示します。
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 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

コール ハンドラの基本設定の編集
電話システム

（Phone System）

コール ハンドラに使用する電話システムを選択します。

アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）

リストからスケジュールを選択して、標準および時間外グリーティングを再生する日時と、グリー

ティングの後の Cisco Unity Connection によるアクションを指定します。

システムのデフォル

ト タイム ゾーンを

使用（Use System 
Default Time Zone）

Cisco Unity Connection で、アクティブなスケジュールで選択した時間にシステムのデフォルト タイ

ム ゾーンが適用されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにした場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

タイムゾーン

（Time Zone）
[システム設定（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] ページに定義されている

システムのデフォルト タイム ゾーンを使用するように Cisco Unity Connection を設定するには、

コール ハンドラに必要なタイム ゾーンを選択するか、[システムのデフォルト タイムゾーンを使用

（Use System Default Time Zone）] チェックボックスをオンにします。

コール ハンドラのタイム ゾーンの設定が選択したアクティブなスケジュールに適用されて、発信者

に標準グリーティング、時間外グリーティング、および祝日グリーティングを再生する日時と、標準

または時間外転送ルールを適用する日時が決定します。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、標準グリーティングおよび時間外グリーティング

は、設定されているタイム ゾーンを使って再生されます。

言語（Language） Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラのシステム プロンプトを再生するときの言語を

選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

内線番号

（Extension）
（このフィールドは、個々のコール ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には
適用されません。）電話システムでコール ハンドラへの接続に使用される内線番号を入力します。

表 6-3 [コール ハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Call Handlers in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Partitions 
and Search Spaces in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

一括編集モードでのコール ハンドラ設定の編集

ステップ 1 [コール ハンドラの検索（Search Call Handlers）] ページで、該当するコール ハンドラのチェックボッ

クスをオンにして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

録音名（Recorded 
Name）

（このフィールドは、個々のコール ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操作には
適用されません。）これはユーザ、連絡先、同報リスト、またはハンドラの録音名です。ここで名前

を録音できますが、ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity 
Connection Messaging Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで名前を録音するには、Media Master を使用します。Media Master の [オプション（Options）] 
メニューにある [ファイルを開く（Open File）] オプションを使用し、あらかじめ録音された WAV 
ファイルを録音として使用します。

検索範囲（Search 
Scope）

発信者がコール ハンドラからダイヤルした内線番号と、特定の検索範囲内のオブジェクトとのマッチ

ングを行うために適用する検索範囲を次の中から選択します。

• [サーチ スペース（Search Space）]：リストから特定のサーチ スペースを選択します。

• [コールからサーチ スペースを継承する（Inherit Search Space from Call）]：以前のコール ハン

ドラまたはルーティング ルールによってコールに適用されたサーチ スペースを使用するには、

このオプションを選択します。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-3 [コール ハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

コール ハンドラの転送ルール
一括編集するコール ハンドラが、1 つの [ 検索（Search）] ページに一部しか表示されない場合は、最

初のページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当するすべての

チェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべてのコール ハンドラを選択するまで繰り

返します。次に、[ 一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

ステップ 2 設定に変更を加えるには、フィールド名の左にあるチェックボックスをオンにして選択してから、通常

どおりフィールドを設定します。各フィールドの設定方法については、表 6-3 のフィールド定義を参照

してください。

（注） [コール ハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）] ページの上部にある [ステー

タス（Status）] メッセージには、編集中のコール ハンドラの数が示されます。また、この

ページには一括モードで編集可能なフィールドだけが表示されています。

ステップ 3 [一括編集タスクスケジュール（Bulk Edit Task Scheduling）] フィールドなど、適用可能なすべての

フィールドを設定したら、[送信（Submit）] を選択します。

ステップ 4 必要に応じて、[編集（Edit）] メニューから使用できる関連ページで引き続きこれらのコール ハンド

ラの設定を変更します。各ページで変更を実施したら、次のページに移動する前に [送信（Submit）] 
を選択して新しい変更を実施します。

コール ハンドラの転送ルール

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Transferring Calls in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 6-4 コール ハンドラの [転送ルール（Transfer Rules）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 1 つまたは複数の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフ

にして、[保存（Save）] を選択します。設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

ルール名（Rule 
Name）

転送ルールの名前。

転送ルールに固有のページに移動するには、ルール名を選択します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。

終了日（End Date） （表示専用）ルールが特定の終了日まで有効である場合に、ルールが無効になる日時を示します。
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コール ハンドラの転送ルールの編集
コール ハンドラの転送ルールの編集

表 6-5 コール ハンドラの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ

フィールド 説明

ルール名（Rule 
Name）

（表示専用）編集中の転送オプション。

ステータス（Status） 転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：転送オプションは無効です。

• [終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）]：転送オプションは、

無効にするまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection で、指定の日時になるまで選択した転送

オプションが実行されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection で自動的に転

送オプションを無効にする月、日、年、および時刻を選択します。

（注） 設計上、標準転送ルールは無効にすることができません。

転送先（Transfer 
Calls To）

次のいずれかの設定を選択します。

• [グリーティング（Greeting）]：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送されま

す。

– ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

– コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

• [内線番号（Extension）]：通話の転送先となる内線番号を入力します。

転送タイプ

（Transfer Type）
Cisco Unity Connection による通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ

セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

• [スイッチへリリースする（Release to Switch）]：Connection は自動的に発信者を保留にし、内

線番号をダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中であるか応答しな

い場合、通話は電話システム（Connection ではない）からユーザまたはハンドラのグリーティン

グに転送されます。この転送タイプを使用すると、Connection で着信コールをより迅速に処理で

きます。[スイッチへリリースする（Release to Switch）] 設定は、電話システムで着信転送が有

効である場合に限り使用してください。

• [転送を監視する（Supervise Transfer）]：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を

処理します。回線が通話中であるか応答しない場合、通話は Connection（電話システムではな

い）からユーザまたはハンドラのグリーティングに転送されます。監視転送は、通話の転送を電

話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [パーソナル グリーティング（My Personal 
Greeting）] オプションに設定されている場合は、[転送タイプ（Transfer Type）] オプションを使用

できません。

転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直接ユーザ

の内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。
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コール ハンドラの転送ルールの編集
待機する呼び出し回

数（Rings to Wait 
For）

Cisco Unity Connection でユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼び

出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値は 3 以上に設定します。特に通話が別の内線番号に転送

される可能性があるときは、5 以上の値に設定することは避けてください。発信者が、転送先でも所

定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの場合は、この

回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されているか、[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されている場合、このオプ

ションは使用できません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play 
the "Wait While I 
Transfer Your Call" 
Prompt）

転送の実行中に、Cisco Unity Connection から発信者に対して「お電話を転送しております（Wait 
while I transfer your call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスを

オンにします。

[着信コールの転送（Transfer Incoming Calls）] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定

されている場合、このオプションは使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

内線が通話中の場合

（If Extension Is 
Busy）

電話が使用中である場合の Cisco Unity Connection による通話の処理方法を示します。通話を保留に

している間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めしま

す。

• [発信者をボイスメールに転送する（Send Callers to Voicemail）]：通話中グリーティングが 
Connection によって再生されます。発信者は、ボイス メッセージを残すことができます。

• [発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）]：Connection が発信者を自動的に

保留にします。

• [保留して良いかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）]：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合わせます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、これらのオプションは使用で

きません。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

表 6-5 コール ハンドラの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラの転送ルールの編集
通話接続時に通知す

る（Tell Me When 
the Call Is 
Connected）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring 
call）」というプロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

通話の宛先を通知す

る（Tell Me Who 
the Call Is For）

ユーザが電話に応答したときに Cisco Unity Connection で「<ユーザまたはコール ハンドラの録音名

> の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または「<ダイ

ヤルされた内線番号> の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」という

プロンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話

機を複数のユーザで共有している場合、またはユーザがダイヤルされた複数の内線番号の通話を受け

付ける場合に使用します。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

電話を取るか確認す

る（Ask Me If I 
Want to Take the 
Call）

通話を転送する前に、通話を受け付けるかどうかを Cisco Unity Connection からユーザに問い合わせ

るようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 6-5 コール ハンドラの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

コール ハンドラの発信者入力
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Transferring Calls in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラの発信者入力

発信者に自分の名前

を録音してもらう

（Ask for Caller's 
Name）

Cisco Unity Connection から発信者に対して名前を言うよう要求するようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。ユーザが電話に出ると、Connection から通話が転送される前に「...様か

らのお電話です（Call from...）」というプロンプトが再生されます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）] が選択されているか、[転送先（Transfer Calls To）
] が [グリーティング（Greeting）] オプションに設定されている場合、このオプションは使用できま

せん。

（注） 転送オプションは間接的な通話だけに適用されます。識別できない発信者や別のユーザが直

接ユーザの内線番号をダイヤルした場合、転送オプションは適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-5 コール ハンドラの [転送ルールの編集（Edit Transfer Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-6 コール ハンドラの [発信者入力（Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーを選択します。該当するキーの [発信者入力の編集

（Edit Caller Input）] ページが開きます。

アクション

（Action）
（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを示します。キーに [無視する（Ignore）] や [メッセージの録音を開始する（Take Message）
] などの通話アクションが設定されている場合は、そのアクションが表示されます。コール ハンド

ラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送

信するように設定されているキーの場合は、[発信者の送信先（Send Caller To）] が表示され、通話

を受信するオブジェクトが [ターゲット（Target）] フィールドに表示されます。

ターゲット

（Target）
（表示専用）コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、

またはユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合、通話を受信するオブジェクトを示

します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

ステータス（Status）（表示専用）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection で追加入力が許可されるか

（[ロックされていない（Unlocked）]）、無視されるか（[ロックされている（Locked）]）を示しま

す。
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 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

コール ハンドラの発信者入力
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Caller Input During Greetings in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Abbreviated Extensions: Prepending Digits 
to Extensions That Callers Enter」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

追加入力待機時間 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Digits 
____ Milliseconds）

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加入力を待機する時

間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection によってそのキーに割り当

てられているアクションが実行されます。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、[グリーティング（Greetings）] ページで [発信者の入力を無視する

（Ignore Caller Input）] が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒

[ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）]：[有
効（Enable）]

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号をシ

ミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。これらの数字を定義すると、コール ハ
ンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングが再生されているときに、発信者がダイヤルし

た任意の内線の先頭に追加されます。

Cisco Unity Connection は、まず、先頭に数字を追加した内線にコールをルーティングします。数字

を追加した内線が有効でない場合、Connection は、ダイヤルされた内線にコールをルーティングし

ます。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コー

ル ハンドラのグリーティングの再生中に、発信者が 1000 をダイヤルすると、Connection は内線 
1231000 にコールをルーティングします。先頭に数字を追加した内線が有効でない場合、Connection 
は内線 1000 にコールをルーティングします

先頭に追加する数字

（Digits to Prepend）
発信者がコール ハンドラのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号に対して、先頭に

追加される数字を入力します。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-6 コール ハンドラの [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラの発信者入力の編集

表 6-7 コール ハンドラの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ

フィールド 説明

キー（Key） （表示専用）このページの設定が適用される電話キーパッドのキーを示します。

追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
(Locked)）

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視されるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。Connection では、キーに割り当てられているアクションが実行

されます。効率的な発信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっ

ているキーを除いて、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる

内線番号への通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、[グリーティングの編集（Edit Greeting）] ページにある [発
信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）] チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。
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コール ハンドラの発信者入力の編集
アクション

（Action）
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection によって実行
されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話が Connection 
によって打ち切られます。

– [無視する（Ignore）]：キー入力は Connection によって無視され、グリーティングが引き続き
再生されます。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：グリーティングが Connection によって最
初から再生されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）]：
コール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応じて、直接
コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection が以前通話に
適用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [グリーティングをスキップする（Skip Greeting）]：グリーティングがスキップされ、グリー
ティング再生後のアクションが Connection によって実行されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されます。

– [緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）]：[内線番号（Extension）] 
フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）に Connection によっ
て通話が転送されます。Connection で通話を転送する場合に通話を電話システムにリリースす
るか、転送を管理するかどうかを指定することもできます。転送タイプとして [転送を監視す
る（Supervise Transfer）] を選択している場合は、呼び出し回数も指定できます。この回数を
過ぎると、Connection による転送の試みが終了します。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。コー
ルをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを指定し
ます。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し
ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し
ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に転送する
ことを可能にするカンバセーション（規制テーブルで許可されている場合に限られます）。

– [簡易サインイン（Easy Sign-In）]（ユーザの [発信者入力（Caller Input）] ページに限り使
用可能）：サインイン用の暗証番号だけを入力するよう、ユーザに要求するカンバセーション

（Connection では、発信者が通話先のメールボックスにサインインしようとしていると見なさ
れます）。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラのグリーティングを変
更するためのカンバセーション。

– [サインイン（Sign-In）]：ID と暗証番号を入力するよう発信者に要求するカンバセーション。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：ユーザが各自の指定する番号に通話を転送
できるようにするカンバセーション。ユーザは、プロンプトに従ってサインインした後、
Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組織外部の電話番号など）
を入力できます。Connection では、ユーザの規制テーブルで許可されている場合に限り転送が
実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信しま
す。コールをユーザ内線番号に転送するか、ディレクトリに移動してユーザ グリーティングに転送
するかを指定します。

表 6-7 コール ハンドラの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラのグリーティング
関連項目

コール ハンドラのグリーティング

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Overview of Call Handler Greetings in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項および「Managing Call Handler Greetings in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-7 コール ハンドラの [発信者入力の編集（Edit Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-8 コール ハンドラの [グリーティング（Greetings）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして [保存（Save）] を
選択します。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection によって、終了日時に達するまで

（終了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングが再生されます。

グリーティング

（Greeting）
（表示専用）グリーティングの名前。このグリーティングに固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前を選択します。

終了日（End Date） （表示専用）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。

ソース（Source） （表示専用）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

• [なし（Blank）]：発信者に何も再生されません。

• [録音メッセージ（Recording）]：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

• [システム（System）]：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。
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表 6-9 [コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）] ページ

フィールド 説明

ステータス（Status） 選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

• [無効（Disabled）]：該当するグリーティングは無効になっています。

• [終了日時設定なしでグリーティングを有効する（Greeting Enabled with No End Date and Time）
]：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

• [有効期限（Enabled Until）]：Cisco Unity Connection によって、指定された日時に達するまで

該当するグリーティングが再生されます。[有効期限（Enabled Until）] を選択し、Connection 
でグリーティングを自動的に無効にする月、日、年、および時刻を選択します。

再生されるメッセー

ジ（Callers Hear）
選択したグリーティングのソースを示します。

• [システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）]：あらかじめ録音されている

システム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection に
よって、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの録音名が再生されます

（「申し訳ありませんが、<ユーザ名> はただいま電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザに録音名がない場合は、代わりにユーザの内線番号が 
Connection によって再生されます。グリーティングが有効になっているが、録音されていない場

合は、Connection で事前に録音されたシステム グリーティングが再生されます。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

• [パーソナル レコーディング（My Personal Recording）]：ユーザのパーソナル レコーディング

を使用する場合に選択します。

• [なし（Nothing）]：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに

なっている場合、Connection によってすぐにグリーティング再生後のアクションが実行されま

す。

「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
'Record Your 
Message at the Tone' 
Prompt）

発信音を待ってメッセージを録音するようユーザに指示するように Cisco Unity Connection を設定す

るには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスは、[グリーティング後

（After Greeting）] フィールドで [コール アクション（Call Action）] が [メッセージの録音を開始す

る（Take Message）] に設定されている場合のみ有効になります。オプションが [システム デフォル

ト グリーティング（System Default Greeting）] に設定されている場合は、チェックボックスはオン

になっていても無効のままです。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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コール ハンドラのグリーティングの編集
グリーティング中

（During Greeting）
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）]：グリーティングの再生中に発信者の入力を無

視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになっている

場合、Connection ではグリーティングの再生中に発信者が入力したキーに応じた処理が行われま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）]：他のユーザまたはコール 
ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を発信者に許可するには、このチェックボッ

クスをオンにします。発信者の入力した番号が [デフォルトのシステム転送（Default System 
Transfer）] 規制テーブルで許可されている場合に限り、 Connection によってリリース転送が試み

られます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

• [発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）]：Connection から発信者に再入力

を求める回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを入力しない場合、発信者は 
Connection から、まだ通話中であることの確認を求められます。応答がない場合、Connection 
によって、[発信者が終了する場合：送信先（If Caller Exits Send To）] フィールドで選択したア

クションが実行されます。

デフォルト設定：ゼロ（0）

• [再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）]：発信者に入力を求めた後、入力を再度求

めるまで Connection が待機する秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒

表 6-9 [コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
6-16
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

コール ハンドラのグリーティングの編集
グリーティング後

（After Greeting）
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。このオプションは慎重に使用してください。発信者は、予期しないときに

電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性があります。

– [グリーティングを再開する（Restart Greeting）]：Connection によってグリーティングが繰

り返されます。このオプションは通常、エラー グリーティングに使用されます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

– [メッセージの録音を開始する（Take Message）]：発信者からのメッセージが録音されま

す。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知する必要がありま

す。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定します。

表 6-9 [コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラのグリーティングの編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Overview of Call Handler Greetings in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項および「Managing Call Handler Greetings in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up System 
Transfers in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

録音（Recordings） （このフィールドは、個々のコール ハンドラを編集する場合に限り表示され、一括編集操作には適用
されません）Cisco Unity Connection に複数の言語がインストールされている場合は、複数の言語で

グリーティングを録音できます。[録音言語（Recorded Languages）] フィールドには、グリーティ

ングが録音されている各言語が表示されます。

ここでグリーティングを再生または録音するには、録音するグリーティングの言語を選択してから、

[再生 /録音（Play/Record）] ボタンを選択して Media Master を開きます。あらかじめ録音された 
WAV ファイルを録音として使用するには、Media Master の [オプション（Options）] メニューにあ

る [ファイルを開く（Open File）] を選択します。

グリーティングの録音が複数の言語で可能な場合は、発信者に再生される録音は、そのコールに対し

て設定された言語によって異なることに注意してください。言語は、コール ハンドラの [コール ハン

ドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）] ページにある言語設定を介して設定できます。

この設定に [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）] を選択すると、最後に処理

されたコールのコール ルーティング ルールまたはコール ハンドラよって設定された言語に基づいて、

通話単位で使用する言語が Connection で決定されます。（コールを処理するすべてのルールおよびハ

ンドラの言語が [継承（Inherited）] に設定されている場合にコールがコール ハンドラのグリーティ

ングに達すると、システムのデフォルト言語に対応したグリーティングが再生されます）。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-9 [コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラのグリーティング後メッセージの設定
コール ハンドラのグリーティング後メッセージの設定 

コール ハンドラのメッセージ設定

表 6-10 コール ハンドラの [グリーティング後メッセージの設定（Post Greeting Recording Settings）] ページ 

フィールド 説明

グリーティング後

メッセージを再生す

る（Play Post 
Greeting Recording）

発信者がユーザまたはコール ハンドラにメッセージを残す前に、Cisco Unity Connection が発信者に

メッセージを再生するかどうかを示します。すべての発信者に録音を再生するのか、識別できない発

信者だけに録音を再生するのかについても指定します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play a Recording）]：この機能を無効にする場合は、この設

定を選択します。発信者がメッセージを残す前に、発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングだけを再生します。

• [すべての発信者に対してメッセージを再生する（Play Recording to All Callers）]：発信者が

メッセージを残す前に、ユーザおよび外部発信者に対してユーザ グリーティングまたはコール 
ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。

• [識別できない発信者に対してのみメッセージを再生する（Play Recording Only to Unidentified 
Callers）]：発信者がメッセージを残す前に、外部発信者に対してユーザ グリーティングまたは

コール ハンドラ グリーティングを再生し、その後メッセージを再生します。同様に、ユーザ ア
カウントに関連付けられていない電話から発信し、Connection にサインインしていないユーザに

も、グリーティングの後に録音を再生します。

デフォルトは [メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）] です。

再生するグリーティ

ング後メッセージの

選択（Play Post 
Greeting Recording 
Selection）

このユーザまたはコール ハンドラのグリーティング後に再生する、グリーティング後メッセージの名

前を選択します。

この設定は、[グリーティング後メッセージを再生する（Play Post Greeting Recording）] で [メッ

セージを再生しない（Do Not Play Recording）] オプションが選択されている場合は、無視されるこ

とに注意してください。

表 6-11 コール ハンドラの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ

フィールド 説明

最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）

識別できない発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、識別できない発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要になる場合があ

ります。カスタマー サービスなど、部署によっては長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生され

ます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する [サービス 
クラスの編集（Edit Class of Service）] ページを使用します。ユーザが録音するブロードキャ

スト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場合）、[システム

設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [カンバセーション（Conversations）
] ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒
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発信者がメッセージ

を編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生するに

は、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使用

される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

メッセージの緊急性

（Message Urgency）
識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、緊急のマー

クを付けません。

• [緊急にする（Mark Urgent）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマー

クを付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話に役立てることができます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、

Connection から識別できない発信者に問い合わせます。

プライベート メッ

セージ（Message 
Sensitivity）

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを残した場合に、

Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残したメッセージに対して、プライベー

トのマークを付けません。

• [プライベートにする（Mark Private）]：識別できない発信者が残したすべてのメッセージにプ

ライベートのマークを付けます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージにプライベートのマークを付けるかどうかに

ついて、Connection から識別できない発信者に問い合わせます。

[メッセージ セキュ

リティ（Message 
Security）]：[セ
キュアにする

（Mark Secure）]

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがこのユーザに残したメッセージに

対して、Cisco Unity Connection でセキュアのマークを付けるには、このチェックボックスをオンに

します（識別できるユーザのメッセージング機能が有効な場合）。

メッセージ受信者

（Message 
Recipient）

コール ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。アプリケー

ション ボタンを選択することによって受信者タイプを選択し、使用可能なオプションをリストから選

択します。

同報リストを選択すると、リストの各メンバーがコール ハンドラのメッセージを受信します。

テンプレートから作成したすべてのコール ハンドラに同一のメッセージ受信者を設定しない限り、

個々のコール ハンドラを作成するときに必ずこの情報を入力してください。同一のメッセージ受信者

を設定する場合は、テンプレートにこの情報を入力できます。

メッセージがディスパッチ メッセージとして同報リストに送信されるようにするには、[ディスパッ

チ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）] チェックボックスをオンにします。ディス

パッチ メッセージとして送信する場合、メッセージに対処する必要があるのはグループ内の 1 ユーザ

だけです。

表 6-11 コール ハンドラの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラのメッセージ設定
録音後のメッセージ

の再生（Play After 
Message Recording）

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザがメッセージを送信した後に、

Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）]：メッセージ送信後に録音は再生されませ

ん。

• [システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）]：メッセージ送信後

にデフォルトのシステム録音を再生します。

• [メッセージを再生する（Play Recording）]：メッセージ送信後にカスタマイズされた録音を再

生します。ドロップダウン リストからカスタム録音を選択します。[カスタム録音の検索

（Search Custom Recording）] ページにカスタム録音がない場合は、[メッセージを再生する

（Play Recording）] オプションはデフォルトで無効になります。

デフォルトでは、[システム デフォルト メッセージを再生する（System Default Recording）] オプ

ションが選択されます。

表 6-11 コール ハンドラの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラのメッセージ設定
メッセージ後のアク

ション（After 
Message Action）

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection によって実行されるアクションを示しま

す。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。

– [通話を切断する（Hang Up）]：発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話はただちに

打ち切られます。

– [次のコール ルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）
]：適切なコール ルーティング テーブル（通話を電話システムから受信したときの方法に応

じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、以前通話に適

用されたルールの次のルールから、Connection による通話の処理が継続されます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザ内線番号に通話を送信し

ます。コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定し

ます。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-11 コール ハンドラの [メッセージ設定（Message Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラの所有者
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Taking Messages in Cisco Unity Connection 
9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Messaging in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Dispatch Messages in Cisco Unity Connection 9.x」の

項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

コール ハンドラの所有者

ディレクトリ ハンドラの検索

表 6-12 [コール ハンドラの所有者（Call Handler Owners）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Remove Selected）
所有者を削除するには、エイリアスの左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Remove Selected）] を選択します。複数の所有者を同時に削除できます。

ユーザの追加（Add 
User）

所有者を追加するには、[ユーザの追加（Add User）] を選択してから、追加するユーザのエイリア

スの横にあるチェックボックスをオンして、[選択したユーザの追加（Add Selected User）] を選択し

ます。複数の所有者を同時に追加できます。

追加するユーザが、潜在的な所有者の検索結果テーブルに表示されない場合は、ページの最上部にあ

る検索結果フィールドに該当するパラメータを設定して、[検索（Find）] を選択します。

エイリアス（Alias）（表示専用）所有者に固有のテキスト名。コール ハンドラの所有者は、Cisco Unity Connection 
Administration の [コール管理（Call Management）] > [システム コール ハンドラ（System Call 
Handlers）] > [グリーティング（Greetings）] ページで異なるコール ハンドラのグリーティングを選

択したり、コール ハンドラのグリーティングを録音したり、または Cisco Unity Greetings 
Administrator を使用して電話で同様の作業を行ったりすることができます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）所有者の名前。

表 6-13 [ディレクトリ ハンドラの検索（Search Directory Handlers）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属するパーティションに関係なく、すべての検索結果を表示しま

す。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。
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ディレクトリ ハンドラの新規作成
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Directory Handlers in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ディレクトリ ハンドラの新規作成

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ディレクトリ ハンドラの名前。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでディレクトリ ハンドラへの接続に使用される内線番号。

音声を有効にする

（Voice Enabled）
（表示専用）ディレクトリ ハンドラが音声対応であるかどうかを示します。音声対応のディレクトリ 
ハンドラの場合、発信者は到達先の Cisco Unity Connection ユーザの姓名を発音します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ディレクトリ ハンドラを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択

項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数のディレクトリ ハンドラを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

ディレクトリ ハンドラを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいペー

ジが開くので、このページに新しいディレクトリ ハンドラに適用するデータを入力します。

一括編集（Bulk 
Edit）

一度に複数のディレクトリ ハンドラを編集するには、該当するディレクトリ ハンドラのチェック

ボックスをオンにして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

一括編集するディレクトリ ハンドラが、1 つの [検索（Search）] ページに一部しか表示されない場

合は、最初のページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当す

るすべてのチェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべてのディレクトリ ハンドラを

選択するまで繰り返します。次に、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

手順については、「一括編集モードでのディレクトリ ハンドラ設定の編集」（P.6-30）の手順を参照し

てください。

依存関係の表示

（Show 
Dependencies）

ディレクトリ ハンドラを削除する前に、[依存関係の表示（Show Dependencies）] ボタンを選択し

て、そのディレクトリ ハンドラと依存関係にある他のオブジェクトをデータベースで検索します。依

存関係の検索結果から、影響を受けるオブジェクトへのリンクをたどり、別のディレクトリ ハンドラ

に依存関係を再割り当てすることができます。すべての依存関係の再割り当てを終えたら、ディレク

トリ ハンドラを削除できます。

複数のディレクトリ ハンドラの依存関係を同時に表示することはできません。

表 6-13 [ディレクトリ ハンドラの検索（Search Directory Handlers）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-14 [ディレクトリ ハンドラの新規作成（New Directory Handler）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ディレクトリ ハンドラの識別に役立つ名前を入力します。

内線番号

（Extension）
電話システムでディレクトリ ハンドラへの接続に使用される内線番号を入力します。
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ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集
関連項目

ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集
[ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）] ページの各フィールドに

ついては、表 6-15 を参照してください。

一括編集モードでのディレクトリ ハンドラ情報の編集手順については、「一括編集モードでのディレク

トリ ハンドラ設定の編集」（P.6-30）の手順を参照してください。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

音声を有効にする

（Voice Enabled）
音声認識オプションが設定された Cisco Unity Connection システムの場合、音声ディレクトリ ハンド

ラを作成するには、このチェックボックスをオンにします。音声ディレクトリ ハンドラを使用する場

合、発信者は到達先の Connection ユーザの姓名を発音します。

電話ディレクトリ ハンドラを作成するには、このチェックボックスをオフにします。電話ディレクト

リ ハンドラを使用する場合、発信者は電話機のキーパッドを使用して、到達先の Connection ユーザ

の姓名の一部または全部を入力します。

表 6-14 [ディレクトリ ハンドラの新規作成（New Directory Handler）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-15 [ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々のディレクトリ ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操
作には適用されません。）ディレクトリ ハンドラの識別に役立つ名前を入力します。

作成時刻（Creation 
Time）

（表示専用。このフィールドは、個々のディレクトリ ハンドラを編集する場合に限り表示されます。
一括編集操作には適用されません。）ディレクトリ ハンドラが作成された日時を示します。
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ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集
言語（Language） （音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）。Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラ

のシステム プロンプトを再生するときの言語を選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

内線番号

（Extension）
（このフィールドは、個々のディレクトリ ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操
作には適用されません。）電話システムでディレクトリ ハンドラへの接続に使用される内線番号を入

力します。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

音声を有効にする

（Voice Enabled）
音声認識オプションが設定された Cisco Unity Connection システムの場合、音声ディレクトリ ハンド

ラを作成するには、このチェックボックスをオンにします。音声ディレクトリ ハンドラを使用する場

合、発信者は到達先の Connection ユーザの姓名を発音します。

電話ディレクトリ ハンドラを作成するには、このチェックボックスをオフにします。電話ディレクト

リ ハンドラを使用する場合、発信者は電話機のキーパッドを使用して、到達先の Connection ユーザ

の姓名の一部または全部を入力します。

音声認識のしきい値

（Speech Confidence 
Threshold）

（音声対応のディレクトリ ハンドラだけに適用可能）Cisco Unity Connection によってユーザの発声

が音声コメントおよび受信者名として認識される可能性を調整するには、この設定を使用します。た

とえば、システムが企業ディレクトリにある名前を認識しないという苦情が寄せられた場合は、この

設定値を小さくすると、システムによる発声のマッチングの精密度が緩和されます。または、誤った

マッチング結果があまりにも多いという苦情が寄せられた場合は、この設定を大きめの値に調整して

みます。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。デフォルト設定は 10 です。スピーチ信頼度のしきい値レベルを下げ

ると、発信者が名前を発音したときに一致する名前が多くなりますが、発信者が数字を発音すると無

関係の内線番号が返されます。レベルを上げると、内線番号のマッチングの精密度が高まりますが、

一致する名前は減少します。

表 6-15 [ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集
すべての名前を再生

する（Play All 
Names）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）スペルによる名前の検索を発信者に要求するのではな

く、発信者が選択できるようにディレクトリ内のユーザ名を再生するには、このチェックボックスを

オンにします。

Cisco Unity Connection次のいずれかの条件を満たしている場合、ディレクトリ内のすべてのユーザ

の名前が再生されます。

• 5 つのユーザ名のいずれかがディレクトリに登録されている場合。

• ディレクトリに登録されているすべての名前を再生するように発信者が選択した場合。ディレク

トリに 6 つ以上（50 以下）のユーザ名が登録されている場合、Connection のカンバセーション

で発信者はディレクトリ内のユーザ名をスペルで検索することも、ディレクトリに登録されてい

るすべての名前を再生するように Connection に指示することもできます。

ディレクトリ ハンドラに 50 を超えるユーザ名が含まれている場合、発信者はユーザ名をスペルで検

索するよう Connection から要求されます。

ディレクトリにユーザ名が登録されていない場合、Connection によって発信者は [発信者入力

（Caller Input）] ページに指定されたコール ハンドラに送信されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

録音名（Recorded 
Name）

（このフィールドは、個々のディレクトリ ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操
作には適用されません。）これはユーザ、連絡先、同報リスト、またはハンドラの録音名です。ここ

で名前を録音できますが、ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または 
Cisco Unity Connection Messaging Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで名前を録音するには、Media Master を使用します。Media Master の [オプション（Options）] 
メニューにある [ファイルを開く（Open File）] オプションを使用し、あらかじめ録音された WAV 
ファイルを録音として使用します。

検索範囲（Search 
Scope）

ディレクトリ ハンドラの検索範囲を選択します。

• [サーバ全体（Entire Server）]：ディレクトリ ハンドラの検索対象を、発信者がダイヤルした 
Cisco Unity Connection サーバ全体に関連付けられているユーザと連絡先に制限します。

• [サービス クラス（Class of Service）]（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）：ディレク

トリ ハンドラの検索対象を、ローカルの Connection サーバで選択されたサービス クラスに割り

当てられているユーザに制限します。

• [システム同報リスト（System Distribution List）]（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用
外）：ディレクトリ ハンドラの検索対象を、選択したシステム同報リストのメンバーに制限しま

す。Connection ユーザではないメンバーが登録されている可能性のあるリストなど、あらゆるシ

ステム同報リストが表示されることに注意してください。

• [サーチ スペース（Search Space）]：ディレクトリ ハンドラの検索対象を、選択したサーチ ス
ペースのメンバーであるパーティションに関連付けられたユーザと連絡先に制限します。

• [コールからサーチ スペースを継承する（Inherit Search Space from Call）]：ディレクトリ ハン

ドラの検索対象を、コールのサーチ スペースのメンバーであるパーティションに関連付けられた

ユーザと連絡先に制限します。コールのサーチ スペースは、コール ルーティング ルールによっ

て、またはディレクトリ ハンドラに到達する前に通話を受信するコール ハンドラによって設定

することができます。

デフォルト設定：[サーバ全体（Entire Server）]

表 6-15 [ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集
検索条件の順序

（Search Criteria 
Order）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）発信者がユーザ名の入力に使用する方法を選択します。

• [名、姓（First Name, Last Name）]：たとえば、発信者が Kelly Bader に到達するには、535
（KEL）と押します。

• [姓、名（Last Name, First Name）]：たとえば、発信者が Kelly Bader に到達するには、223
（BAD）と押します。

発信者をこのディレクトリ ハンドラにルーティングするコール ハンドラのグリーティングには、選

択した検索方法を反映する手順が含まれるようにします。

デフォルト設定：[姓、名（Last Name, First Name）]

一意に一致した場合

に自動的にルーティ

ングする（Route 
Automatically on a 
Unique Match）

このオプションを選択すると、Cisco Unity Connection によって、ユーザに割り当てられた内線番号

に通話がルーティングされます。発信者に一致の確認が求められることはありません。

（注） 音声対応ディレクトリ ハンドラの場合、[一意に一致した場合に自動的にルーティングする

（Route Automatically on a Unique Match）] オプションがサポートされています。

発信者入力を常に要

求する（Always 
Request Caller 
Input）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）このオプションを選択すると、指定のユーザの内線番

号に発信者が送信される前に、Cisco Unity Connection から発信者に対して一致の確認が求められま

す。

一致した名前を内線

番号形式でアナウン

スする（Announce 
Matched Names 
Using Extension 
Format）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）このオプションを選択すると、Cisco Unity 
Connection から発信者に対して、一致するユーザの名前と内線番号がアナウンスされます。たとえ

ば、「Pat Amos の場合は 123 を、 Gerry Anderson の場合は 104 を押してください。（For Pat Amos, 
press 123. For Gerry Anderson, press 104.）」のように案内します。発信者は、内線番号を入力して

ユーザを選択します。

この機能は、ディレクトリ ハンドラの [検索範囲（Search Scope）] が [サーチ スペース（Search 
Space）] または [コールからサーチスペースを継承する（Inherit Search Space from Call）] に設定さ

れている場合に限りサポートされます。

一致した名前をメ

ニュー形式でアナウ

ンスする

（Announce Matched 
Names Using Menu 
Format）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）このオプションを選択すると、Cisco Unity 
Connection から発信者にユーザのメニューが提供されます。たとえば、「Pat Amos の場合は 1 を、 
Gerry Anderson の場合は 2 を押してください。（For Pat Amos, press 1. For Gerry Anderson, press 
2.）」のように案内します。発信者は、メニューの番号を入力してユーザを選択します。

発信者にユーザの内線番号を提供するには、[各名前とともに内線番号をアナウンスする（Announce 
Extension with Each Name）] チェックボックスもオンにします。すると、Connection によってユー

ザの内線番号を含むユーザのメニューが提供されます。たとえば、「Pat Amos の内線 123 でよろしけ

れば、1 を押してください。内線番号 104 の Gerry Anderson の場合は、2 を押してください。（For 
Pat Amos at extension 123, press 1. For Gerry Anderson at extension 104, press 2.）」のように案内し

ます。

表 6-15 [ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Directory 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying a Directory Handler in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

各名前とともに内線

番号をアナウンスす

る（Announce 
Extension with Each 
Name）

ユーザの内線番号を含むユーザのメニューを提供するように Cisco Unity Connection に指示するに

は、このチェックボックスをオンにします。発信者は、メニューの番号を入力してユーザを選択しま

す。たとえば、「Pat Amos の内線 123 でよろしければ、1 を押してください。Gerry Anderson の内線

番号 104 でよろしければ、2 を押してください。（For Pat Amos at extension 123, press 1. For Gerry 
Anderson at extension 104, press 2.）」のように案内します。発信者はユーザの内線番号を書き留めて

おくと、次回発信するときに企業ディレクトリの使用を省略することができます。

音声に対応していないディレクトリ ハンドラの場合、この機能は、[一致した名前をメニュー形式で

アナウンスする（Announce Matched Names Using Menu Format）] も選択されている場合に限りサ

ポートされます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

最大一致数

（Maximum Number 
of Matches）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）発信者のキー入力に複数のユーザが一致する場合に、

発信者に表示する一致名の最大数を示します。

デフォルト設定：8 つの一致

各名前とともに市区

町村をアナウンスす

る（Announce City 
with Each Name）

（音声対応のディレクトリ ハンドラだけに適用可能）複数の一致がある場合に、一致する各ユーザの

市区町村をアナウンスするように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスを

オンにします。たとえば、「2 つの名前が一致しました。シカゴの内線 123、Pat Amos。間違いあり

ませんか。（There are two matching names. Pat Amos at extension 123 in Chicago. Is that correct?）」
とアナウンスされます。

ユーザの市区町村が Connection によってアナウンスされるようにするには、ユーザ プロファイルの 
[ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [市区町村（City）] フィールドが定義され

ている必要があります。Connection該当する場合、市区町村は内線番号の後、部署の前にアナウンス

されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

各名前とともに部署

名をアナウンスする

（Announce 
Department with 
Each Name）

（音声対応のディレクトリ ハンドラだけに適用可能）複数の一致がある場合に、一致する各ユーザの

部署名をアナウンスするように Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオ

ンにします。たとえば、「2 つの名前が一致しました。セールスの内線 123、Pat Amos。間違いあり

ませんか。（There are two matching names. Pat Amos at extension 123 in Chicago. Is that correct?）」
とアナウンスされます。

ユーザの部署名が Connection によってアナウンスされるようにするには、ユーザ プロファイルの [
ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [部署名（Department）] フィールドが定義

されている必要があります。Connection該当する場合、部署名は内線番号と市区町村の後にアナウン

スされます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-15 [ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの発信者入力
一括編集モードでのディレクトリ ハンドラ設定の編集

ステップ 1 [ディレクトリ ハンドラの検索（Search Directory Handlers）] ページで、該当するディレクトリ ハン

ドラのチェックボックスをオンにして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

一括編集するディレクトリ ハンドラが、1 つの [ 検索（Search）] ページに一部しか表示されない場合

は、最初のページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当するす

べてのチェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべてのディレクトリ ハンドラを選択

するまで繰り返します。次に、[ 一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

ステップ 2 設定に変更を加えるには、フィールド名の左にあるチェックボックスをオンにして選択してから、通常

どおりフィールドを設定します。各フィールドの設定方法については、表 6-15 のフィールド定義を参

照してください。

（注） [ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）] ページの上部に

ある [ステータス（Status）] メッセージには、編集中のディレクトリ ハンドラの数が示されま

す。また、このページには一括モードで編集可能なフィールドだけが表示されています。

ステップ 3 [一括編集タスクスケジュール（Bulk Edit Task Scheduling）] フィールドなど、適用可能なすべての

フィールドを設定したら、[送信（Submit）] を選択します。

ステップ 4 必要に応じて、[編集（Edit）] メニューからアクセス可能な [発信者入力（Caller Input）] ページでこ

れらのディレクトリ ハンドラの設定を変更します。このページでの変更を終えたら、[送信（Submit）
] を選択します。

ディレクトリ ハンドラの発信者入力

表 6-16 ディレクトリ ハンドラの [発信者入力（Caller Input）] ページ

フィールド 説明

入力がない場合のタ

イムアウト

（Timeout If No 
Input）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）発信者が入力するまで Cisco Unity Connection が待機

する秒数を入力します。発信者がキーを入力しない場合、発信者は Connection から、まだ通話中で

あることの確認を求められます。応答がない場合、Connection によって、[発信者が終了する場合

（If Caller Exits）] フィールドで選択したアクションが実行されます。

デフォルト設定：5 秒

最後の入力後のタイ

ムアウト（Timeout 
After Last Input）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）発信者入力の後、入力によって指示されたアクション

を実行するまで Cisco Unity Connection が待機する秒数を入力します。

デフォルト設定：4 秒

名前の入力要求の反

復回数（Times to 
Repeat Request for 
Name Entry）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）。Cisco Unity Connection から発信者に再入力を求める

回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを入力しない場合、発信者は Connection 
から、まだ通話中であることの確認を求められます。応答がない場合、Connection によって、[発信

者が終了する場合（If Caller Exits）] フィールドで選択したアクションが実行されます。

デフォルト設定：1 回
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ディレクトリ ハンドラの発信者入力
発信者が * キーを使

用して終了すること

を許可する（Allow 
Caller to Exit Using 
* Key）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）電話機の * キーを押して終了することを発信者に許可

するには、このチェックボックスをオンにします。Cisco Unity Connection発信者はただちに、[発
信者が終了する場合（If Caller Exits）] フィールドで指定した宛先に送信されます。

発信者が終了する場

合（If Caller Exits）
発信者が名前入力プロンプトに応答しない場合の、通話の送信先を選択します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。[通話を切

断する（Hang Up）] が選択されている場合、発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話は

ただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザのグリーティングに移動するかを指定しま

す。

デフォルト設定：最初のグリーティングのコール ハンドラ。

表 6-16 ディレクトリ ハンドラの [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの発信者入力
入力がない場合（If 
No Input）

（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）発信者が名前入力プロンプトに応答しない場合の、通

話の送信先を選択します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。[通話を切

断する（Hang Up）] が選択されている場合、発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話は

ただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザのグリーティングに移動するかを指定しま

す。

デフォルト設定：終了案内のコール ハンドラ。

表 6-16 ディレクトリ ハンドラの [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの発信者入力
選択されていない場

合（If No Selection）
（音声対応のディレクトリ ハンドラは適用外）発信者が名前入力プロンプトに応答しない場合の、通

話の送信先を選択します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。[通話を切

断する（Hang Up）] が選択されている場合、発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話は

ただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザのグリーティングに移動するかを指定しま

す。

デフォルト設定：終了案内のコール ハンドラ。

表 6-16 ディレクトリ ハンドラの [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの発信者入力
発信者がゼロを押す

場合（If Caller 
Presses Zero）

発信者が名前入力プロンプトへの応答でゼロを押した場合の、通話の送信先を選択します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。[通話を切

断する（Hang Up）] が選択されている場合、発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話は

ただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザのグリーティングに移動するかを指定しま

す。

デフォルト設定：オペレータ コール ハンドラ。

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-16 ディレクトリ ハンドラの [発信者入力（Caller Input）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラのグリーティング
ディレクトリ ハンドラのグリーティング

インタビュー ハンドラの検索

表 6-17 ディレクトリ ハンドラの [グリーティング（Greeting）] ページ

フィールド 説明

カスタム グリーティ

ングを使用（Use 
Custom Greeting）

発信者がディレクトリ ハンドラに到達したときに、録音したカスタム グリーティングを再生するよ

うに Cisco Unity Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします。カスタム グ
リーティングの再生または録音には、[録音（Recording）] フィールドを使用します。

発信者がディレクトリ ハンドラに到達したときに、システムのデフォルト グリーティングを再生す

るように Connection を設定するには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

録音（Recording） Cisco Unity Connection に複数の言語がインストールされている場合、グリーティングは複数の言語

で録音することができます。[録音言語（Recorded Languages）] フィールドには、グリーティング

が録音されている各言語が表示されます。

ここでグリーティングを再生または録音するには、録音するグリーティングの言語を選択してから、

[再生 /録音（Play/Record）] ボタンを選択して Media Master を開きます。あらかじめ録音された 
WAV ファイルを録音として使用するには、Media Master の [オプション（Options）] メニューにあ

る [ファイルを開く（Open File）] を選択します。

グリーティングの録音が複数の言語で可能な場合は、発信者に再生される録音は、そのコールに対し

て設定された言語によって異なることに注意してください。言語は、ディレクトリ ハンドラの [コー

ル ディレクトリの基本設定の編集（Edit Call Directory Basics）] ページにある言語設定を介して設定

できます。この設定に [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）] を選択すると、

最後に処理されたコールのコール ルーティング ルールまたはコール ハンドラよって設定された言語

に基づいて、通話単位で使用する言語が Connection で決定されます。（コールを処理するすべての

ルールおよびハンドラの言語が [継承（Inherited）] に設定されている場合にコールがディレクトリ 
ハンドラのグリーティングに達すると、システムのデフォルト言語に対応したグリーティングが再生

されます）。

表 6-18 [インタビュー ハンドラの検索（Search Interview Handlers）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属するパーティションに関係なく、すべての検索結果を表示しま

す。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）インタビュー ハンドラの名前。

内線番号

（Extension）
（表示専用）電話システムでインタビュー ハンドラへの接続に使用される内線番号。
6-35
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

インタビュー ハンドラの新規作成
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Interview Handlers in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Interview 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

インタビュー ハンドラの新規作成

選択項目の削除

（Delete Selected）
インタビュー ハンドラを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択

項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数のインタビュー ハンドラを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

インタビュー ハンドラを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいペー

ジが開くので、このページに新しいインタビュー ハンドラに適用するデータを入力します。

一括編集（Bulk 
Edit）

一度に複数のインタビュー ハンドラを編集するには、該当するインタビュー ハンドラのチェック

ボックスをオンにして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

一括編集するインタビュー ハンドラが、1 つの [検索（Search）] ページに一部しか表示されない場

合は、最初のページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当す

るすべてのチェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべてのインタビュー ハンドラを

選択するまで繰り返します。次に、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

手順については、「一括編集モードでのインタビュー ハンドラ設定の編集」（P.6-42）の手順を参照し

てください。

依存関係の表示

（Show 
Dependencies）

インタビュー ハンドラを削除する前に、[依存関係の表示（Show Dependencies）] ボタンを選択し

て、そのインタビュー ハンドラと依存関係にある他のオブジェクトをデータベースで検索します。依

存関係の検索結果から、影響を受けるオブジェクトへのリンクをたどり、別のインタビュー ハンドラ

に依存関係を再割り当てすることができます。すべての依存関係の再割り当てを終えたら、インタ

ビュー ハンドラを削除できます。

複数のインタビュー ハンドラの依存関係を同時に表示することはできません。

表 6-18 [インタビュー ハンドラの検索（Search Interview Handlers）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-19 [インタビュー ハンドラの新規作成（New Interview Handler）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

インタビュー ハンドラの識別に役立つ名前を入力します。

内線番号

（Extension）
電話システムでインタビュー ハンドラへの接続に使用される内線番号を入力します。
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インタビュー ハンドラの新規作成
パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

言語（Language） Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラのシステム プロンプトを再生するときの言語を

選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

受信者（Recipient） インタビュー ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：リストから該当のユーザを選択します。

• [同報リスト（Distribution List）]：該当の同報リストを選択します。

メッセージがディスパッチ メッセージとして同報リストに送信されるようにするには、[ディスパッ

チ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）] チェックボックスをオンにします。ディス

パッチ メッセージは、メッセージに応答するユーザがグループ内で 1 人だけで済むように設定されて

います。

応答の緊急性

（Response Urgency）
次のうち、Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：インタビュー ハンドラに残されたメッセージには、通常のマー

クが付けられます。

• [緊急にする（Mark Urgent）]：インタビュー ハンドラに残されたメッセージには、緊急のマー

クが付けられます。

• [発信者が選択できる（Ask Caller）]：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、

Connection から発信者に問い合わせます。

表 6-19 [インタビュー ハンドラの新規作成（New Interview Handler）] ページ （続き）

フィールド 説明
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インタビュー ハンドラの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Interview 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating Interview Handlers in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

インタビュー ハンドラの基本設定の編集
[インタビュー ハンドラの基本設定の編集（Edit Interview Handler Basics）] ページの各フィールドに

ついては、表 6-20 を参照してください。

インタビュー後のア

クション（After 
Interview Action）

次のいずれかを選択します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。[通話を切

断する（Hang Up）] が選択されている場合、発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話は

ただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザのグリーティングに移動するかを指定しま

す。

•

表 6-19 [インタビュー ハンドラの新規作成（New Interview Handler）] ページ （続き）

フィールド 説明
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インタビュー ハンドラの基本設定の編集
一括編集モードでのインタビュー ハンドラ情報の編集手順については、「一括編集モードでのインタ

ビュー ハンドラ設定の編集」（P.6-42）の手順を参照してください。

表 6-20 [インタビュー ハンドラの基本設定の編集（Edit Interview Handler Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

（このフィールドは、個々のインタビュー ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操
作には適用されません。）インタビュー ハンドラの識別に役立つ名前を入力します。

内線番号

（Extension）
（このフィールドは、個々のインタビュー ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操
作には適用されません。）電話システムでインタビュー ハンドラへの接続に使用される内線番号を入

力します。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

作成時刻（Creation 
Time）

（表示専用。このフィールドは、個々のインタビュー ハンドラを編集する場合に限り表示されます。
一括編集操作には適用されません。）インタビュー ハンドラが作成された日時を示します。

言語（Language） Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラのシステム プロンプトを再生するときの言語を

選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

録音名（Recorded 
Name）

（このフィールドは、個々のインタビュー ハンドラを編集する場合に限り表示されます。一括編集操
作には適用されません。）これはユーザ、連絡先、同報リスト、またはハンドラの録音名です。ここ

で名前を録音できますが、ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または 
Cisco Unity Connection Messaging Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで名前を録音するには、Media Master を使用します。Media Master の [オプション（Options）] 
メニューにある [ファイルを開く（Open File）] オプションを使用し、あらかじめ録音された WAV 
ファイルを録音として使用します。
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受信者（Recipient） インタビュー ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：リストから該当のユーザを選択します。

• [同報リスト（Distribution List）]：該当の同報リストを選択します。

メッセージがディスパッチ メッセージとして同報リストに送信されるようにするには、[ディスパッ

チ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）] チェックボックスをオンにします。ディス

パッチ メッセージは、メッセージに応答するユーザがグループ内で 1 人だけで済むように設定されて

います。

応答の緊急性

（Response Urgency）
次のうち、Cisco Unity Connection によって許可されるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：インタビュー ハンドラに残されたメッセージには、通常のマー

クが付けられます。

• [緊急にする（Mark Urgent）]：インタビュー ハンドラに残されたメッセージには、緊急のマー

クが付けられます。

• [発信者が選択できる（Ask Caller）]：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、

Connection から発信者に問い合わせます。

表 6-20 [インタビュー ハンドラの基本設定の編集（Edit Interview Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
6-40
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

インタビュー ハンドラの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Interview 
Handlers in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Interview Handlers in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

インタビュー後のア

クション（After 
Interview Action）

次のいずれかを選択します。

• [コール アクション（Call Action）]：該当するアクションをリストから選択します。[通話を切

断する（Hang Up）] が選択されている場合、発信者が電話機で該当するキーを押すと、通話は

ただちに打ち切られます。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection では、規制テー

ブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザのグリーティングに移動するかを指定しま

す。

•

一括編集タスクスケ

ジュール（Bulk Edit 
Task Scheduling）

（一括編集操作だけに適用可能）一括編集操作をただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）] 
を選択します。

後の日付または時刻に一括編集操作のスケジュールを設定するには、[あとで実行（Run Later）] を
選択して、隣接するフィールドに適切な日付と時刻を設定します。

表 6-20 [インタビュー ハンドラの基本設定の編集（Edit Interview Handler Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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インタビューの質問
• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Messaging in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Dispatch Messages in Cisco Unity Connection 9.x」の

項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

一括編集モードでのインタビュー ハンドラ設定の編集

ステップ 1 [インタビュー ハンドラの検索（Search Interview Handlers）] ページで、該当するインタビュー ハン

ドラのチェックボックスをオンにして、[一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

一括編集するインタビュー ハンドラが、1 つの [ 検索（Search）] ページに一部しか表示されない場合

は、最初のページで該当するすべてのチェックボックスをオンにし、次のページに移動して該当するす

べてのチェックボックスをオンにするという操作を、該当するすべてのインタビュー ハンドラを選択

するまで繰り返します。次に、[ 一括編集（Bulk Edit）] を選択します。

ステップ 2 設定に変更を加えるには、フィールド名の左にあるチェックボックスをオンにして選択してから、通常

どおりフィールドを設定します。各フィールドの設定方法については、表 6-20 のフィールド定義を参

照してください。

（注） [インタビュー ハンドラの基本設定の編集（Edit Interview Handler Basics）] ページの上部に

ある [ステータス（Status）] メッセージには、編集中のインタビュー ハンドラの数が示されま

す。また、このページには一括モードで編集可能なフィールドだけが表示されています。

ステップ 3 [一括編集タスクスケジュール（Bulk Edit Task Scheduling）] フィールドなど、適用可能なすべての

フィールドを設定したら、[送信（Submit）] を選択します。

インタビューの質問

表 6-21 [インタビューの質問（Interview Questions）] ページ

フィールド 説明

アクティブ

（Active）
1 つまたは複数のインタビューの質問をオンまたはオフにするには、このチェックボックスをオンま

たはオフにして、[保存（Save）] を選択します。

質問番号（Question 
Number）

（表示専用）インタビュー ハンドラの質問番号を表示します。この質問に固有のページに移動するに

は、質問番号を選択します。

質問テキスト

（Question Text）
（表示専用）インタビュー ハンドラの質問が短い場合はその質問の全テキストを表示します。質問が

長い場合は質問の要約バージョンを表示します。
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インタビューの質問の編集
インタビューの質問の編集

カスタム録音の検索 

カスタム録音の新規作成 

関連項目

• Adding a New Custom Recording in Cisco Unity Connection 9.x

表 6-22 [インタビューの質問の編集（Edit Interview Question）] ページ

フィールド 説明

質問番号（Question 
Number）

（表示専用）インタビュー ハンドラの質問番号を表示します。

最大応答メッセージ

長（Maximum 
Reply Message 
Length）

インタビュー ハンドラの質問に対する発信者の応答に許可される録音時間を、秒単位で入力します。

有効にすると、最大メッセージ長に達する前に Cisco Unity Connection から警告音が再生されます。

デフォルト設定：30 秒

質問テキスト

（Question Text）
（表示専用）インタビュー ハンドラの質問が短い場合はその質問の全テキストを入力します。質問が

長い場合は質問の要約バージョンを入力します。

質問の録音

（Question 
Recording）

これは、インタビュー ハンドラの質問の録音です。

ここで質問を録音するには、Media Master を使用します。あらかじめ録音された WAV ファイルを録

音として使用するには、Media Master の [オプション（Options）] メニューにある [ファイルを開く

（Open File）] オプションを使用します。

アクティブ

（Active）
質問をオンにするには、このチェックボックスをオンにします。

表 6-23 カスタム録音の検索（Search Custom Recordings） 

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

（表示専用）カスタム録音の名前。

選択項目の削除

（Delete Selected）
カスタム録音を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数のカスタム録音を同時に削除できます。

新規追加（Add 
New） 

カスタム録音を追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開いた

ら、カスタム録音に適用するデータを入力します。

表 6-24 カスタム録音の新規作成（Cisco Unity Connection）

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム録音の識別に役立つ名前を入力し、[保存（Save）] を選択して新しいカスタム録音を作成し

ます。
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カスタム録音の編集
カスタム録音の編集

関連項目

• Modifying a Custom Recording in Cisco Unity Connection 9.x

直接ルーティング ルール

表 6-25 カスタム録音の編集（Edit Custom Recording）

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

カスタム録音の名前。

録音（Recordings） [録音言語（Recorded Languages）]：Cisco Unity Connection に複数の言語がインストールされてい

る場合、カスタム録音は複数の言語で録音することができます。[録音言語（Recorded Languages）] 
フィールドには、録音されている各言語が表示されます。

[言語の選択（Select Language）]：ここでカスタム録音を再生または録音するには、録音する言語を

選択します。

[グリーティング（Greeting）]：カスタム録音を再生または録音するには、[再生 /録音

（Play/Record）] ボタンを選択して Media Master を開きます。あらかじめ録音された WAV ファイル

を録音として使用するには、Media Master の [オプション（Options）] メニューにある [ファイルを

開く（Open File）] を選択します。

カスタム録音が複数の言語で可能な場合は、発信者に再生される録音は、そのコールに対して設定さ

れた言語によって異なることに注意してください。最後に処理されたコールのコール ルーティング 
ルールまたはコール ハンドラよって設定された言語に基づいて、通話単位で使用する言語が 
Connection によって決定されます。（コールを処理するすべてのルールとハンドラに関して言語を継

承するように設定されている場合、コールがカスタム録音に達すると、システムのデフォルト言語に

対応する録音が再生されます）。

表 6-26 [直接ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ルーティング ルールを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項

目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数のルーティング ルールを同時に削除できます。

順序の変更

（Change Order）
[直接ルーティング ルールの順序の編集（Edit Direct Routing Rule Order）] ページに移動するには、

[順序の変更（Change Order）] を選択します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）直接ルーティング ルールの名前。

ステータス（Status）（表示専用）ルールがアクティブ（チェックボックスがオンであり、ルールの基準に一致する着信

コールの処理に適用される）かどうか、または非アクティブ（着信コールの処理に使用されない）で

あるかどうかを示します。

宛先番号（Dialed 
Number）

（表示専用）発信者がダイヤルした番号が、表示されている電話番号または番号パターンに一致して

いる通話に対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールはダイヤルされ

た番号に関係なく適用されます。
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関連項目

直接ルーティング ルールの新規作成

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Routing Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Adding Call Routing Rules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

直接ルーティング ルールの編集

発信者番号

（Calling Number）
（表示専用）表示されている電話番号または番号パターンに一致する電話番号から発信された通話に

対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールは発番号に関係なく適用さ

れます。

電話システム

（Phone System）

（表示専用）表示されている電話システムから送信される通話に対して、ルールが適用されます。電

話システムが表示されない場合、どの電話システムから送信される通話であってもルールが適用され

ます。

ポート（Port） （表示専用）表示されている Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートを使用して応答さ

れる通話に対して、ルールが適用されます。ポートが表示されない場合、どのポートを使用して応答

される通話であってもルールが適用されます。

コールの送信先

（Send Call To）
（表示専用）ルールの条件に一致する通話に対して Cisco Unity Connection で実行されるアクション

のタイプ、または Connection による通話の送信先となるカンバセーションを示します。

スケジュール

（Schedule）
（表示専用）表示されているスケジュールがアクティブである間に着信した通話に対して、ルールが

適用されます。このフィールドを空白にすると、通話の着信日時に関係なくルールが適用されます。

表 6-26 [直接ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-27 [直接ルーティング ルールの新規作成（New Direct Routing Rule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

直接ルーティング ルールの識別に役立つ名前を入力します。

表 6-28 [直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

直接ルーティング ルールの識別に役立つ名前を入力します。

ステータス（Status） ルールを [アクティブ（Active）] にするか、[非アクティブ（Inactive）] にするかを示します。ルー

ルが破損している場合、Cisco Unity Connection によって [無効（Invalid）] のフラグが付けられま

す。その場合は、ルールを削除して再作成することをお勧めします。
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言語（Language） Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラのシステム プロンプトを再生するときの言語を

選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

検索範囲（Search 
Scope）

通話に適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースを使用して、Cisco Unity Connection 
との対話中にユーザまたは外部の発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範

囲を定義します。

表 6-28 [直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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コールの送信先

（Send Call To）
ルールのすべての設定に一致する通話に対して、次のいずれかの宛先を選択します。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ユーザをタッチトーン カンバセーションに割り当てる（Assign Users to Touchtone 
Conversation）]（Connection 8.5 以降のみ）：ユーザがサインインした際にタッチトーン カ
ンバセーションに通話中のユーザを割り当てるグローバル フラグを設定します。その後、

ルーティング テーブルの次のルールが通話情報に適用されます。

– [ユーザを音声認識カンバセーションに割り当てる（Assign Users to Voice-Recognition 
Conversation）]（Connection 8.5 以降のみ）：ユーザがサインインした際に音声認識カンバ

セーションに通話中のユーザを割り当てるグローバル フラグを設定します。その後、ルー

ティング テーブルの次のルールが通話情報に適用されます。

– [転送試行（Attempt Forward）]：転送元内線番号がユーザに属している場合に、通話を転

送します。発番号が ID として使用されます。内線番号が検出された場合、通話はユーザの

グリーティングに転送されます。内線番号が検出されない場合は、ルーティング テーブルの

次のルールが通話情報に適用されます。

– [サインイン試行（Attempt Sign-In）]：発番号がユーザに属している場合、通話をユーザの

サインイン カンバセーションに送信します。発番号が ID として使用されます。ユーザから

の通話でない場合は、ルーティング テーブルの次のルールが通話情報に適用されます。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Cisco Unity Connection で
は、規制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [リバース トラップ（Reverse Trap）]：Visual Voicemail に接続します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ライブ レコード開始（Start Live Record）]（Cisco Unified Communications Manager 統合
専用）：Cisco Unified Communications Manager サーバに設定されているライブ レコード パ
イロット番号に通話を送信します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定します。

表 6-28 [直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Routing Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Call Routing Rules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

直接ルーティング ルールの条件の新規作成

ルーティング ルール

の条件（Routing 
Rule Conditions）

このルーティング ルールに適用される条件を表示します。新しい条件を追加するには、[新規追加

（Add New）] を選択します。条件を変更するには、パラメータ名を選択します。1 つまたは複数の条

件を削除するには、パラメータの横のチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete 
Selected）] を選択します。

表 6-28 [直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-29 [直接ルーティング ルールの条件の新規作成（New Direct Routing Rule Condition）] ページ

フィールド 説明

発信者番号

（Calling Number）
演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、発信元の電話番号にルールが適用されるようにします。すべての発信元電話番号にルールが

適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択して * を入力するか、フィール

ドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードからのすべての通話のルーティングを制御できま

す）。? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁
の番号から発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[発信者番号（Calling Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑

なパターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きい

すべての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先

（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白
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宛先番号（Dialed 
Number）

演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、組織に到達するために発信者がダイヤルした番号にルールが適用されるようにします。すべ

てのダイヤル番号にルールが適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択し

て * を入力するか、フィールドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードへのすべての通話のルーティングを制御できます）。

? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁の番

号に発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[宛先番号（Dialed Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑なパ

ターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きいすべ

ての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先（Send 
Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白

ポート（Port） このルールをすべての Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートに適用するか、通話が

着信する特定の 1 つのポートだけに適用するかを選択します。

電話システム

（Phone System）

このルールをすべての電話システムから送信される通話に適用するか、特定の 1 つの電話システムか

ら送信される通話だけに適用するかを選択します。

スケジュール

（Schedule）
このコール ルーティング ルールに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標

準（営業）時間内に着信した通話が、ルールのその他すべての設定に一致している場合、その通話は 
[コールの送信先（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

ルールが 1 日 24 時間、週 7 日適用されるようにするには、[すべての時間（All Hours）] を選択しま

す。

標準時間と営業時間外に別のルールを適用するには、選択したスケジュールでルールを作成してか

ら、[すべての時間（All Hours）] に設定したルールを作成します。

デフォルト設定：[すべての時間（All Hours）]

表 6-29 [直接ルーティング ルールの条件の新規作成（New Direct Routing Rule Condition）] ページ （続き）

フィールド 説明
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直接ルーティング ルールの条件の編集
直接ルーティング ルールの条件の編集

表 6-30 [直接ルーティング ルールの条件の編集（Edit Direct Routing Rule Condition）] ページ

フィールド 説明

発信者番号

（Calling Number）
演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、発信元の電話番号にルールが適用されるようにします。すべての発信元電話番号にルールが

適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択して * を入力するか、フィール

ドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードからのすべての通話のルーティングを制御できま

す）。? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁
の番号から発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[発信者番号（Calling Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑

なパターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きい

すべての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先

（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白

宛先番号（Dialed 
Number）

演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、組織に到達するために発信者がダイヤルした番号にルールが適用されるようにします。すべ

てのダイヤル番号にルールが適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択し

て * を入力するか、フィールドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードへのすべての通話のルーティングを制御できます）。

? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁の番

号に発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[宛先番号（Dialed Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑なパ

ターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きいすべ

ての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先（Send 
Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白
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直接ルーティング ルールの順序の編集
直接ルーティング ルールの順序の編集

ポート（Port） このルールをすべての Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートに適用するか、通話が

着信する特定の 1 つのポートだけに適用するかを選択します。

電話システム

（Phone System）

このルールをすべての電話システムから送信される通話に適用するか、特定の 1 つの電話システムか

ら送信される通話だけに適用するかを選択します。

スケジュール

（Schedule）
このコール ルーティング ルールに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標

準（営業）時間内に着信した通話が、ルールのその他すべての設定に一致している場合、その通話は 
[コールの送信先（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

ルールが 1 日 24 時間、週 7 日適用されるようにするには、[すべての時間（All Hours）] を選択しま

す。

標準時間と営業時間外に別のルールを適用するには、選択したスケジュールでルールを作成してか

ら、[すべての時間（All Hours）] に設定したルールを作成します。

デフォルト設定：[すべての時間（All Hours）]

表 6-31 [直接ルーティング ルールの順序の編集（Edit Direct Routing Rule Order）] ページ

フィールド 説明

直接ルーティング 
ルールの再編成

（Direct Routing 
Rule 
Reorganization）

ルーティング ルールの順序を変更するには、リスト内のルールの名前を選択してから上矢印または下

矢印を選択することで、リスト内の他のルールに対するそのルールの位置を変更します。

ルール名を選択すると、[ルールの詳細（Rule Details）] フィールドにそのルールの情報が表示され

ます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ルーティング ルールの名前。

ステータス（Status）（表示専用）ルールがアクティブ（チェックボックスがオンであり、ルールの基準に一致する着信

コールの処理に適用される）かどうか、または非アクティブ（着信コールの処理に使用されない）で

あるかどうかを示します。

宛先番号（Dialed 
Number）

（表示専用）発信者がダイヤルした番号が、表示されている電話番号または番号パターンに一致して

いる通話に対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールはダイヤルされ

た番号に関係なく適用されます。

発信者番号

（Calling Number）
（表示専用）表示されている電話番号または番号パターンに一致する電話番号から発信された通話に

対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールは発番号に関係なく適用さ

れます。

電話システム

（Phone System）

（表示専用）表示されている電話システムから送信される通話に対して、ルールが適用されます。電

話システムが表示されない場合、どの電話システムから送信される通話であってもルールが適用され

ます。

ポート（Port） （表示専用）表示されている Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートを使用して応答さ

れる通話に対して、ルールが適用されます。ポートが表示されない場合、どのポートを使用して応答

される通話であってもルールが適用されます。

コールの送信先

（Send Call To）
（表示専用）ルールの条件に一致する通話に対して Cisco Unity Connection で実行されるアクション

のタイプ、または Connection による通話の送信先となるカンバセーションを示します。

表 6-30 [直接ルーティング ルールの条件の編集（Edit Direct Routing Rule Condition）] ページ （続き）

フィールド 説明
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転送ルーティング ルール
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Routing Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Changing the Order of Call Routing 
Rules in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

転送ルーティング ルール

スケジュール

（Schedule）
（表示専用）表示されているスケジュールがアクティブである間に着信した通話に対して、ルールが

適用されます。このフィールドを空白にすると、通話の着信日時に関係なくルールが適用されます。

表 6-31 [直接ルーティング ルールの順序の編集（Edit Direct Routing Rule Order）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-32 [転送ルーティング ルール（Forwarded Routing Rules）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ルーティング ルールを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項

目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数のルーティング ルールを同時に削除できます。

順序の変更

（Change Order）
[転送ルーティング ルールの順序の編集（Edit Forwarded Routing Rule Order）] ページに移動するに

は、[順序の変更（Change Order）] を選択します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ルーティング ルールの名前。

ステータス（Status）（表示専用）ルールがアクティブ（チェックボックスがオンであり、ルールの基準に一致する着信

コールの処理に適用される）かどうか、または非アクティブ（着信コールの処理に使用されない）で

あるかどうかを示します。

宛先番号（Dialed 
Number）

（表示専用）発信者がダイヤルした番号が、表示されている電話番号または番号パターンに一致して

いる通話に対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールはダイヤルされ

た番号に関係なく適用されます。

発信者番号

（Calling Number）
（表示専用）表示されている電話番号または番号パターンに一致する電話番号から発信された通話に

対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールは発番号に関係なく適用さ

れます。

転送元内線番号

（Forwarding 
Station）

（表示専用）表示されている電話番号または番号パターンに一致する内線番号から転送された通話に

対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールは転送元内線番号に関係な

く適用されます。

電話システム

（Phone System）

（表示専用）表示されている電話システムから送信される通話に対して、ルールが適用されます。電

話システムが表示されない場合、どの電話システムから送信される通話であってもルールが適用され

ます。

ポート（Port） （表示専用）表示されている Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートを使用して応答さ

れる通話に対して、ルールが適用されます。ポートが表示されない場合、どのポートを使用して応答

される通話であってもルールが適用されます。

コールの送信先

（Send Call To）
（表示専用）ルールの条件に一致する通話に対して Cisco Unity Connection で実行されるアクション

のタイプ、または Connection による通話の送信先となるカンバセーションを示します。

スケジュール

（Schedule）
（表示専用）表示されているスケジュールがアクティブである間に着信した通話に対して、ルールが

適用されます。このフィールドを空白にすると、通話の着信日時に関係なくルールが適用されます。
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 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

転送ルーティング ルールの新規作成
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Routing Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Overview of Default Call Routing 
Rules in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

転送ルーティング ルールの新規作成

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Routing Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Adding Call Routing Rules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

転送ルーティング ルールの編集

表 6-33 [転送ルーティング ルールの新規作成（New Forwarded Routing Rule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ルーティング ルールの識別に役立つ名前を入力します。

表 6-34 [転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ルーティング ルールの識別に役立つ名前を入力します。

ステータス（Status） ルールを [アクティブ（Active）] にするか、[非アクティブ（Inactive）] にするかを示します。ルー

ルが破損している場合、Cisco Unity Connection によって [無効（Invalid）] のフラグが付けられま

す。その場合は、ルールを削除して再作成することをお勧めします。
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 第 6 章 Cisco Unity Connection 9.x コール管理の設定

転送ルーティング ルールの編集
言語（Language） Cisco Unity Connection から発信者に対してハンドラのシステム プロンプトを再生するときの言語を

選択します。

• [システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）]：Connection では、組織

に電話を掛けてきた発信者に対してシステムのデフォルト言語が使用されます。

• [発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）]：以前のコール ハンドラまたは

ルーティング ルールによって発信者に適用された言語を使用するには、このオプションを選択し

ます。コールを処理するすべてのルールおよびハンドラについて、言語が [継承（Inherited）] に
設定されている場合、システム プロンプトはシステムのデフォルト言語で再生されます。

または、リストから特定の言語を選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを読み、TTY デバイスを使用して

メッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録音用およ

び格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけです。

検索範囲（Search 
Scope）

通話に適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースを使用して、Cisco Unity Connection 
との対話中にユーザまたは外部の発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範

囲を定義します。

表 6-34 [転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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転送ルーティング ルールの編集
コールの送信先

（Send Call To）
ルールのすべての設定に一致する通話に対して、次のいずれかの宛先を選択します。

• [コール ハンドラ（Call Handler）]：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。

コールをコール ハンドラ内線番号に転送するか、直接ハンドラのグリーティングに移動するかを

指定します。

• [インタビュー ハンドラ（Interview Handler）]：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信し

ます。

• [ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）]：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信し

ます。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセーションに通話を送信します。

– [ユーザをタッチトーン カンバセーションに割り当てる（Assign Users to Touchtone 
Conversation）]（Connection 8.5 以降のみ）：ユーザがサインインした際にタッチトーン カ
ンバセーションに通話中のユーザを割り当てるグローバル フラグを設定します。その後、

ルーティング テーブルの次のルールが通話情報に適用されます。

– [ユーザを音声認識カンバセーションに割り当てる（Assign Users to Voice-Recognition 
Conversation）]（Connection 8.5 以降のみ）：ユーザがサインインした際に音声認識カンバ

セーションに通話中のユーザを割り当てるグローバル フラグを設定します。その後、ルー

ティング テーブルの次のルールが通話情報に適用されます。

– [転送試行（Attempt Forward）]：転送元内線番号がユーザに属している場合に、通話を転

送します。発番号が ID として使用されます。内線番号が検出された場合、通話はユーザの

グリーティングに転送されます。内線番号が検出されない場合は、ルーティング テーブルの

次のルールが通話情報に適用されます。

– [サインイン試行（Attempt Sign-In）]：発番号がユーザに属している場合、通話をユーザの

サインイン カンバセーションに送信します。発番号が ID として使用されます。ユーザから

の通話でない場合は、ルーティング テーブルの次のルールが通話情報に適用されます。

– [ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）]：ブロードキャ

スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [発信者のシステム転送（Caller System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Cisco Unity Connection で
は、規制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

– [グリーティング管理者（Greetings Administrator）]：コール ハンドラ グリーティングを電

話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

– [リバース トラップ（Reverse Trap）]：Visual Voicemail に接続します。

– [サインイン（Sign-In）]：通話をユーザのサインイン カンバセーションに送信し、ID を入

力するよう発信者に要求します。

– [ライブ レコード開始（Start Live Record）]（Cisco Unified Communications Manager 統合
専用）：Cisco Unified Communications Manager サーバに設定されているライブ レコード パ
イロット番号に通話を送信します。

– [ユーザ システム転送（User System Transfer）]：通話をカンバセーションに送信して、

ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに

従ってサインインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室

の電話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection では、ユーザの規

制テーブルで許可されている場合に限り転送が実行されます。

• [メールボックスがあるユーザ（User with Mailbox）]：指定したユーザに通話を送信します。

コールをユーザ内線番号に転送するか、直接ユーザ グリーティングに移動するかを指定します。

表 6-34 [転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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転送ルーティング ルールの条件の新規作成
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Routing Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Call Routing Rules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

転送ルーティング ルールの条件の新規作成

ルーティング ルール

の条件（Routing 
Rule Conditions）

このルーティング ルールに適用される条件を表示します。新しい条件を追加するには、[新規追加

（Add New）] を選択します。条件を変更するには、パラメータ名を選択します。1 つまたは複数の条

件を削除するには、パラメータの横のチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete 
Selected）] を選択します。

表 6-34 [転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 6-35 [転送ルーティング ルールの条件の新規作成（New Forwarded Routing Rule Condition）] ページ

フィールド 説明

発信者番号

（Calling Number）
演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、発信元の電話番号にルールが適用されるようにします。すべての発信元電話番号にルールが

適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択して * を入力するか、フィール

ドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードからのすべての通話のルーティングを制御できま

す）。? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁
の番号から発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[発信者番号（Calling Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑

なパターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きい

すべての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先

（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白
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宛先番号（Dialed 
Number）

演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、組織に到達するために発信者がダイヤルした番号にルールが適用されるようにします。すべ

てのダイヤル番号にルールが適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択し

て * を入力するか、フィールドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードへのすべての通話のルーティングを制御できます）。

? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁の番

号に発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[宛先番号（Dialed Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑なパ

ターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きいすべ

ての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先（Send 
Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白

転送元内線番号

（Forwarding 
Station）

演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、内線番号または番号パターンを入

力して、特定の内線番号から転送された通話にルールが適用されるようにします。任意の内線番号か

ら転送された通話にルールが適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択し

て * を入力するか、フィールドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、2* と入力すると、2 から始まる内線番号から転送されたすべての通話がルーティングされま

す）。? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁
の内線番号から転送されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[転送元内線番号（Forwarding Station）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、よ

り複雑なパターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より

大きいすべての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送

信先（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白

ポート（Port） このルールをすべての Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートに適用するか、通話が

着信する特定の 1 つのポートだけに適用するかを選択します。

電話システム

（Phone System）

このルールをすべての電話システムから送信される通話に適用するか、特定の 1 つの電話システムか

ら送信される通話だけに適用するかを選択します。

表 6-35 [転送ルーティング ルールの条件の新規作成（New Forwarded Routing Rule Condition）] ページ （続き）

フィールド 説明
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転送ルーティング ルールの条件の編集

スケジュール

（Schedule）
このコール ルーティング ルールに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標

準（営業）時間内に着信した通話が、ルールのその他すべての設定に一致している場合、その通話は 
[コールの送信先（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

ルールが 1 日 24 時間、週 7 日適用されるようにするには、[すべての時間（All Hours）] を選択しま

す。

標準時間と営業時間外に別のルールを適用するには、選択したスケジュールでルールを作成してか

ら、[すべての時間（All Hours）] に設定したルールを作成します。

デフォルト設定：[すべての時間（All Hours）]

表 6-36 [転送ルーティング ルールの条件の編集（Edit Forwarded Routing Rule Condition）] ページ

フィールド 説明

発信者番号

（Calling Number）
演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、発信元の電話番号にルールが適用されるようにします。すべての発信元電話番号にルールが

適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択して * を入力するか、フィール

ドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードからのすべての通話のルーティングを制御できま

す）。? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁
の番号から発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[発信者番号（Calling Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑

なパターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きい

すべての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先

（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白

表 6-35 [転送ルーティング ルールの条件の新規作成（New Forwarded Routing Rule Condition）] ページ （続き）

フィールド 説明
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宛先番号（Dialed 
Number）

演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、電話番号または番号パターンを入

力して、組織に到達するために発信者がダイヤルした番号にルールが適用されるようにします。すべ

てのダイヤル番号にルールが適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択し

て * を入力するか、フィールドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、212* と入力すると、そのエリア コードへのすべての通話のルーティングを制御できます）。

? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁の番

号に発信されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[宛先番号（Dialed Number）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、より複雑なパ

ターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より大きいすべ

ての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送信先（Send 
Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白

転送元内線番号

（Forwarding 
Station）

演算子（[が次の番号の範囲（In）]、[が次と等しい（Equals）]、[が次の番号より大きい（Greater 
Than）]、[が次の番号より小さい（Less Than）] など）を選択し、内線番号または番号パターンを入

力して、特定の内線番号から転送された通話にルールが適用されるようにします。任意の内線番号か

ら転送された通話にルールが適用されるようにするには、[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択し

て * を入力するか、フィールドを空白のままにします。

[が次と等しい（Equals）] 演算子を選択すると、* または ? をワイルドカードとして入力できます。

* はゼロ以上の数字に一致し、単独で使用することも他の数字と一緒に使用することもできます（た

とえば、2* と入力すると、2 から始まる内線番号から転送されたすべての通話がルーティングされま

す）。? は、任意の数字 1 文字と一致します（たとえば、555???? と入力すると、555 から始まる 7 桁
の内線番号から転送されるすべての通話のルーティングを制御できます）。

[が次の番号の範囲（In）] 演算子を選択すると、番号の範囲（2000-2599 など）、カンマで区切られ

た番号リスト（4001, 54001, 5554001 など）、またはそれらの組み合わせ（2000-2199, 3001-3199, 
5554001 など）を入力できます。

[転送元内線番号（Forwarding Station）] の複数の条件を 1 つのルーティング ルールに追加して、よ

り複雑なパターンを作成することができます（たとえば、2000 ～ 3999 のすべての番号と 5000 より

大きいすべての番号を組み合わせます）。通話は、ルールのすべての条件に一致すると、[コールの送

信先（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

（注） 統合環境によっては、このオプションはサポートされない場合があります。

デフォルト設定：空白

ポート（Port） このルールをすべての Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートに適用するか、通話が

着信する特定の 1 つのポートだけに適用するかを選択します。

電話システム

（Phone System）

このルールをすべての電話システムから送信される通話に適用するか、特定の 1 つの電話システムか

ら送信される通話だけに適用するかを選択します。

表 6-36 [転送ルーティング ルールの条件の編集（Edit Forwarded Routing Rule Condition）] ページ （続き）

フィールド 説明
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転送ルーティング ルールの順序の編集

スケジュール

（Schedule）
このコール ルーティング ルールに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標

準（営業）時間内に着信した通話が、ルールのその他すべての設定に一致している場合、その通話は 
[コールの送信先（Send Call To）] に指定されたとおりにルーティングされます。

ルールが 1 日 24 時間、週 7 日適用されるようにするには、[すべての時間（All Hours）] を選択しま

す。

標準時間と営業時間外に別のルールを適用するには、選択したスケジュールでルールを作成してか

ら、[すべての時間（All Hours）] に設定したルールを作成します。

デフォルト設定：[すべての時間（All Hours）]

表 6-37 [転送ルーティング ルールの順序の編集（Edit Forwarded Routing Rule Order）] ページ

フィールド 説明

転送ルーティング 
ルールの再編成

（Forwarded Routing 
Rule 
Reorganization）

ルーティング ルールの順序を変更するには、リスト内のルールの名前を選択してから上矢印または下

矢印を選択することで、リスト内の他のルールに対するそのルールの位置を変更します。

ルール名を選択すると、[ルールの詳細（Rule Details）] フィールドにそのルールの情報が表示され

ます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ルーティング ルールの名前。

ステータス（Status）（表示専用）ルールがアクティブ（チェックボックスがオンであり、ルールの基準に一致する着信

コールの処理に適用される）かどうか、または非アクティブ（着信コールの処理に使用されない）で

あるかどうかを示します。

宛先番号（Dialed 
Number）

（表示専用）発信者がダイヤルした番号が、表示されている電話番号または番号パターンに一致して

いる通話に対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールはダイヤルされ

た番号に関係なく適用されます。

発信者番号

（Calling Number）
（表示専用）表示されている電話番号または番号パターンに一致する電話番号から発信された通話に

対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールは発番号に関係なく適用さ

れます。

転送元内線番号

（Forwarding 
Station）

（表示専用）表示されている電話番号または番号パターンに一致する内線番号から転送された通話に

対して、ルールが適用されます。このフィールドを空白にすると、ルールは転送元内線番号に関係な

く適用されます。

電話システム

（Phone System）

（表示専用）表示されている電話システムから送信される通話に対して、ルールが適用されます。電

話システムが表示されない場合、どの電話システムから送信される通話であってもルールが適用され

ます。

ポート（Port） （表示専用）表示されている Cisco Unity Connection ボイス メッセージング ポートを使用して応答さ

れる通話に対して、ルールが適用されます。ポートが表示されない場合、どのポートを使用して応答

される通話であってもルールが適用されます。

コールの送信先

（Send Call To）
（表示専用）ルールの条件に一致する通話に対して Cisco Unity Connection で実行されるアクション

のタイプ、または Connection による通話の送信先となるカンバセーションを示します。

表 6-36 [転送ルーティング ルールの条件の編集（Edit Forwarded Routing Rule Condition）] ページ （続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Call 
Routing Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Changing the Order of Call Routing 
Rules in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

スケジュール

（Schedule）
（表示専用）表示されているスケジュールがアクティブである間に着信した通話に対して、ルールが

適用されます。このフィールドを空白にすると、通話の着信日時に関係なくルールが適用されます。

表 6-37 [転送ルーティング ルールの順序の編集（Edit Forwarded Routing Rule Order）] ページ （続き）

フィールド 説明
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Cisco Unity Connection Re
C H A P T E R 7

Cisco Unity Connection  9.x メールボック
ス ストアの設定

次の項を参照してください。

• 「メールボックス ストアの検索」（P.7-1）

• 「新規メールボックス ストア」（P.7-2）

• 「メールボックス ストアの編集」（P.7-3）

• 「メールボックス ストア メンバーシップの検索」（P.7-4）

• 「システム全体のメールボックス クォータの編集」（P.7-4）

• 「メッセージ エージング ポリシーの検索」（P.7-6）

• 「メッセージ エージング ポリシーの新規作成」（P.7-6）

• 「メッセージ エージング ポリシー」（P.7-6）

• 「メッセージ エージング アラート テキストの編集」（P.7-10）

• 「録音メッセージの有効期限の編集」（P.7-12）

メールボックス ストアの検索

表 7-1 [メールボックス ストアの検索（Search Mailbox Stores）] ページ

フィールド 説明

メール データベース

（Mail Database）
（表示専用）指定した Cisco Unity Connection メールボックス ストアのシステム名。

アクセスを可能にす

る（Access 
Enabled）

（表示専用）メールボックス ストアへのアクセスが、現在有効かどうかを示します。メールボックス 
ストアが無効になっている場合は、ストアの内外にメールボックスを移動できません。

アクセスは、メールボックス ストアのバックアップ中、およびアクセスが手動で無効にされている場

合以外は常に有効です。

ステータス（Status）（表示専用）メールボックス ストアの現在のステータスを示します。表示される値は、[OK]、
[Creating]、[CreationFailed]、[Deleting]、[DeletionFailed] のいずれかです。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）メールボックス ストアの名前。
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新規メールボックス ストア
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Mailbox 
Stores in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

新規メールボックス ストア

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
9.x」の章にある「Mailbox-Size Quotas in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Controlling the Size 
of Mailboxes in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

選択項目の削除

（Delete Selected）
メールボックス ストアを削除するには、該当するストアの [メール データベース（Mail Database）] 
の値の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）] をクリック

します。複数のメールボックス ストアを同時に削除できます。

メールボックス ストアを削除するには、次の手順を実行する必要があります。

• パブリッシャ サーバ上で、システム管理者の役割を持つユーザとして Cisco Unity Connection 
Administration にサインインします。

• すべてのメールボックスをメールボックス ストアの外部に移動します。

• 削除対象のメールボックス ストアがメールボックスの新規作成先になっているテンプレートをす

べて変更して、別のメールボックス ストア内に新しいメールボックスが作成されるようにしま

す。

デフォルトのメールボックス ストア UnityMbxDb1 は削除できません。

新規追加（Add 
New）

新しいメールボックス ストアを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。パブ

リッシャ サーバ上で、システム管理者の役割を持つユーザとして Cisco Unity Connection 
Administration にサインインする必要があります。

表 7-1 [メールボックス ストアの検索（Search Mailbox Stores）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 7-2 [メールボックス ストアの新規作成（New Mailbox Store）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

メールボックス ストアの識別に役立つ名前（たとえば、メールボックスをこのメールボックス スト

アに保存する部署）を入力します。

警告前の最大サイズ

（Maximum Size 
Before Warning）

Cisco Unity Connection でこのメールボックス ストアに使用を許可する最大サイズ。メールボックス 
ストアがこの値の 90 % に達すると、Connection はシステム ログに警告を記録します。メールボック

ス ストアがこの値の 100 % に達すると、Connection はシステム ログにエラーを記録します。
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メールボックス ストアの編集
• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Mailbox 
Stores in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

メールボックス ストアの編集

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Mailbox 
Stores in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 7-3 [メールボックス ストアの編集（Edit Mailbox Store）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

メールボックス ストアの識別に役立つ名前（たとえば、メールボックスをこのメールボックス スト

アに保存する部署）を入力します。

メール データベース

（Mail Database）
（表示専用）指定した Cisco Unity Connection メールボックス ストアのシステム名。

サーバ（Server） （表示専用）Cisco Unity Connection サーバの名前。

マウント済み

（Mounted）
Cisco Unity Connection の機能を完全に有効にするには、[マウント済み（Mounted）] チェックボッ

クスをオンにします。

[マウント済み（Mounted）] がオフになっている場合、Connection ユーザはメッセージを確認でき

ず、管理者は Cisco Unity Connection Administration のメールボックス ストアの設定を変更できませ

ん。ただし、発信者はメッセージを残すことができます。このメッセージはキューに入れられ、メー

ルボックス ストアが再び使用可能になった時点で配信されます。Connection Administration を使用

して、ディレクトリの設定を変更することはできます。ユーザは、Connection Messaging Assistant 
および Cisco Unity Connection Personal Call Transfer Rules を使用して設定を変更できます。

メールボックスの数

（Number of 
Mailboxes）

（表示専用）[メール データベース（Mail Database）] フィールドで指定したデータベースに含まれて

いるボイスメールボックスの数。

すべてのボイス メッ

セージと添付ファイ

ルの合計サイズ

（Total Size of All 
Voice Messages and 
Attachments）

メールボックス ストアのすべてのメッセージにより現在使用されているハードディスク領域の容量。

この容量には、ボイス メッセージおよび添付ファイルが含まれます。たとえば、IMAP クライアント

により送信されたボイス メッセージに添付できる PDF ファイルなどです。ボイス メッセージおよび

添付ファイルはデータベースに保存されません。各 .wav ファイルおよび各添付ファイルは、ハード

ディスクの個別の場所にあるファイルに保存されます。ボイス メッセージにテキストが関連付けられ

ている場合、これは、ボイス メッセージが保存される場所ではなく、データベースに保存されます。

警告前の最大サイズ

（Maximum Size 
Before Warning）

Cisco Unity Connection でこのメールボックス ストアに使用を許可する最大サイズ。メールボックス 
ストアがこの値の 90 % に達すると、Connection はシステム ログに警告を記録します。メールボック

ス ストアがこの値の 100 % に達すると、Connection はシステム ログにエラーを記録します。

作成日（Creation 
Date）

（表示専用）メールボックス ストアの作成日時を表示します。
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メールボックス ストア メンバーシップの検索
メールボックス ストア メンバーシップの検索

システム全体のメールボックス クォータの編集

表 7-4 [メールボックス ストア メンバシップの検索（Search Mailbox Stores Membership）] ページ

フィールド 説明

メンバシップ タイプ

の選択（Choose 
Membership Type）

このメールボックス ストアでの検索対象を、ユーザ メールボックスにするか、このメールボックス 
ストア内にメールボックスを作成するテンプレートにするかを選択します。

[ユーザ メールボッ

クスの検索（Find 
User Mailboxes）]/[
ユーザ テンプレート

の検索（Find User 
Templates）]

メンバーシップ タイプで [ユーザ メールボックス（User Mailbox）] を選択した場合は、検索対象と

なるメールボックスの条件指定を入力して [検索（Find）] をクリックします。

メンバーシップ タイプで [ユーザ テンプレート（User Template）] を選択した場合は、検索対象とな

るテンプレートの条件指定を入力して [検索（Find）] をクリックします。

選択したメールボッ

クスの移動（Move 
Selected Mailboxes）

メンバーシップ タイプで [ユーザ メールボックス（User Mailbox）] を選択した場合に限り使用でき

ます。

メールボックスを別のメールボックス ストアに移動するには、移動するメールボックスのチェック

ボックスをオンにして、メールボックスの移動先となるメールボックス ストアを選択して、[選択し

たメールボックスの移動（Move Selected Mailboxes）] をクリックします。

選択したテンプレー

トの割り当て

（Assign Selected 
Templates）

メンバーシップ タイプで [ユーザ テンプレート（User Template）] を選択した場合に限り使用できま

す。

テンプレートの内容を変更して、別のメールボックス ストア内にメールボックスが作成されるように

するには、アップデートするテンプレートのチェックボックスをオンにして、選択したテンプレート

でメールボックスの作成先にするメールボックス ストアを選択して、[選択したテンプレートの割り

当て（Assign Selected Templates）] をクリックします。

エイリアス（Alias） メールボックスの一意なテキスト名。

名（First Name） ユーザまたは連絡先の名。

姓（Last Name） ユーザまたは連絡先の姓。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）メールボックスの名前。

表 7-5 [システム全体のメールボックス クォータの編集（Edit Systemwide Mailbox Quotas）] ページ

フィールド 説明

警告クォータ

（Warning Quota）
ユーザが、ボイスメールボックス クォータにシステム設定を使用するよう設定されている場合、ユー

ザのメールボックスが [警告クォータ（Warning Quota）] フィールドで指定したサイズに達すると、

そのユーザはメールボックスが最大許容サイズに達しつつあることを警告されます。

[警告クォータ（Warning Quota）] のデフォルトは 12 MB です。これは、G729a コーデックでの録

音では約 200 分、G711 コーデックでの録音では約 25 分に相当します。

（注） [警告クォータ（Warning Quota）] の値は [送信クォータ（Send Quota）] の値以下にし、[送
信クォータ（Send Quota）] の値は [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）] の値以下に

する必要があります。
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システム全体のメールボックス クォータの編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Controlling the Size 
of Mailboxes in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

送信クォータ（Send 
Quota）

ユーザが、ボイスメールボックス クォータにシステム設定を使用するよう設定されている場合、ユー

ザのメールボックスが [送信クォータ（Send Quota）] フィールドで指定したサイズに達すると、そ

のユーザはボイス メッセージを送信できなくなります。

[送信クォータ（Send Quota）] のデフォルトは 13 MB です。これは、G729a コーデックでの録音で

は約 217 分、G711 コーデックでの録音では約 27 分に相当します。

（注） [警告クォータ（Warning Quota）] の値は [送信クォータ（Send Quota）] の値以下にし、[送
信クォータ（Send Quota）] の値は [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）] の値以下に

する必要があります。

送信 /受信クォータ

（Send/Receive 
Quota）

ユーザが、ボイスメールボックス クォータにシステム設定を使用するよう設定されている場合、ユー

ザのメールボックスが [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）] フィールドで指定したサイズに

達すると、そのユーザはボイス メッセージを送受信できなくなります。

[送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）] のデフォルトは 14 MB です。これは、G729a コーデッ

クでの録音では約 233 分、G711 コーデックでの録音では約 29 分に相当します。

（注） [警告クォータ（Warning Quota）] の値は [送信クォータ（Send Quota）] の値以下にし、[送
信クォータ（Send Quota）] の値は [送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）] の値以下に

する必要があります。

外部発信者からの

メッセージについて

メールボックスの空

き容量をチェック

（Full Mailbox 
Check for Outside 
Caller Messages）

外部発信者がユーザにメッセージを残すことを Cisco Unity Connection で許可する前に、ユーザの

メールボックスがいっぱいになっていないことを最初に確認するかどうかを示します。（メールボッ

クスの最大サイズは、[メッセージ ストレージ（Message Storage）] > [メールボックス クォータ

（Mailbox Quotas）] ページ、または個々のユーザのクォータが優先される場合はそのユーザの [メー

ルボックス（Mailbox）] ページのいずれかで設定したクォータにより決まります）。

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザのメールボックスがいっぱいになっている

と、外部発信者はメッセージを残すことができません。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection はメールボックスがいっぱいになって

いるかどうかを確認しません。外部発信者は、メールボックスがいっぱいになっていてもメッセージ

を残すことができます。

この設定は、外部発信者だけに適用されることに注意してください。Connection ユーザがサインイ

ンしてから別のユーザにメッセージを送信する場合は、この設定が有効であるかどうかにかかわら

ず、Connection はユーザのメールボックスがいっぱいになっているかどうかを常に確認します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 7-5 [システム全体のメールボックス クォータの編集（Edit Systemwide Mailbox Quotas）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージ エージング ポリシーの検索
メッセージ エージング ポリシーの検索

メッセージ エージング ポリシーの新規作成

メッセージ エージング ポリシー

表 7-6 [メッセージ エージング ポリシーの検索（Search Message Aging Policy）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

メッセージ エージング ポリシーの名前。

サービス クラスの特定のページに移動するには、表示名を選択します。

有効（Enabled） メッセージ エージング ポリシーが有効になっている場合、このカラムの値は [True] です。ポリシー

が無効になっている場合、この値は [False] です。

メッセージ エージング ポリシーの設定を変更するには、ポリシーの表示名を選択して、[有効

（Enabled）] チェックボックスをオンまたはオフにします。

選択項目の削除

（Delete Selected）
メッセージ エージング ポリシーを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし

て、[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数のメッセージ エージング ポリシーを

同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

メッセージ エージング ポリシーを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新

しいページが開くので、このページに新規メッセージ エージング ポリシーに適用するデータを入力

します。

表 7-7 [メッセージ エージング ポリシーの追加（Add Message Aging Policy）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） 新しいメッセージ エージング ポリシーの名前。「Executives」や「All rules enabled」など、ポリシー

の識別に役立つ名前を入力します。これは、特に、大量のポリシーを作成するときに便利です。

表 7-8 [メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ポリシーの作成時に入力されたメッセージ エージング ポリシーの名前。名前はいつでも入力して変

更できます。

有効（Enabled） メッセージ エージング規則が選択されている場合、このチェックボックスをオンにすると規則が適用

されます。チェックボックスをオフにした場合、規則は無視されます。

メッセージ エージング規則が選択されていない場合、このチェックボックスは適用されません。

メッセージの最終更新日時に基づくメッセージ エージング規則（Message Aging Rules Based on When the Message Was Last 
Modified）
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 第 7 章 Cisco Unity Connection 9.x メールボックス ストアの設定

メッセージ エージング ポリシー
新しいメッセージを

開封済みメッセージ 
フォルダに移動する

日数：____ 日
（Move New 
Messages to the 
Saved Messages 
Folder in ____ 
Days）

このエージング規則が有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、新しいメッセージが受信

された後、指定した日数が経過するとメッセージを自動的に [開封済みメッセージ（Saved 
Messages）] フォルダに移動します。

このオプションは、通常、ユーザのメッセージ アクションが [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] に設定されている場合に使用されます（この設定の場合、メッセージが電

子メール アドレスに転送されます）。ユーザが常に、Connection ではなく、電子メール受信ボックス

を使用して、ボイス メッセージを確認する場合、このチェックボックスをオンにすると、ユーザの 
Connection 受信ボックスがいっぱいにならなくなります。

注意 この規則は、メッセージの最終更新時に基づく他の 2 つのメッセージ エージング規則とと

もに、有効になっている場合、ユーザがボイス メッセージの存在を認識しないうちにメッ

セージが削除されます。

たとえば、あるポリシーとこれら 3 つの規則を有効にするとします。この場合、このポリシーを使用

するように設定されているユーザが、Connection がメッセージを [開封済みメッセージ（Saved 
Messages）] フォルダに移動するために必要な日数より長い休暇をとると、E メールなどの通知が有

効になっていない限り、メッセージを受信していたことを認識できません。（ユーザ電話の Message 
Waiting Indicator（MWI; メッセージ ウェイティング インジケータ）は、すべての新しいメッセージ

が [開封済みメッセージ（Saved Messages）] フォルダに移動されるとオフになります）。

新しいメッセージを

移動する前にユーザ

にアラートを送信

（Send Alert to User 
Prior to Moving 
New Messages） 

（[新しいメッセージを開封済みメッセージ フォルダに移動する日数：____ 日（Move New Messages 
to the Saved Messages Folder in ____ Days）] チェックボックスがオンになっている場合に限り適用
可能）ユーザの新しいメッセージを開封済みメッセージ フォルダに移動するアクションの前に、ユー

ザにアラートする場合には、このチェックボックスをオンにします。このフィールドは、[メッセー

ジの移動のアラートを送信する事前通知日数（Number of Days Alert Is Sent Prior to Moving 
Messages）] フィールドと組み合わせて使用して、アクションよりも指定された日数だけ前にユーザ

に電子メール アラートを送信します。

（注） [ユーザ（Users）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] 
ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドに、有効な電子

メール アドレスが入っている必要があります。その他の場合には、アラートは送信されませ

ん。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

新しいメッセージの

移動のアラートを送

信する事前通知日数

（Number of Days 
Alert Is Sent Prior to 
Moving New 
Messages） 

（[新しいメッセージを移動する前にユーザにアラートを送信（Send Alert to User Prior to Moving 
New Messages）] チェックボックスがオンになっている場合に限り適用可能）新しいメッセージに対

してアクションを実行する前に、そのアクションの何日前にユーザにアラートするか、日数を指定し

ます。

0 から 365 日までの数字を入力してください。デフォルト設定は 3 日間です。

開封済みメッセージ

を削除済みアイテム 
フォルダに移動する

日数：____ 日
（Move Saved 
Messages to the 
Deleted Items Folder 
in ____ Days）

このエージング規則が有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、メッセージが最後に保存

された後、指定した日数が経過するとメッセージを自動的に [削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダに移動します。メッセージは、単に聞くだけではクロックがリセットされず、指定した日数

が経過した時点で [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに移動されることに注意してくだ

さい。ユーザは、メッセージを保存するためのオプションを明示的に選択する必要があります。

表 7-8 [メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージ エージング ポリシー
開封済みメッセージ

を移動する前にユー

ザにアラートを送信

（Send Alert to User 
Prior to Moving 
Saved Messages） 

（[開封済みメッセージを削除済みメッセージ フォルダに移動する日数：____ 日（Move Saved 
Messages to the Deleted Messages Folder in ____ Days）] チェックボックスがオンになっている場合
に限り適用可能）ユーザの開封済みメッセージを削除済みメッセージ フォルダに移動するアクション

の前に、ユーザにアラートする場合には、このチェックボックスをオンにします。このフィールド

は、[メッセージの移動のアラートを送信する事前通知日数（Number of Days Alert Is Sent Prior to 
Moving Messages）] フィールドと組み合わせて使用して、アクションよりも指定された日数だけ前

にユーザに電子メール アラートを送信します。

（注） [ユーザ（Users）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] 
ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドに、有効な電子

メール アドレスが入っている必要があります。その他の場合には、アラートは送信されませ

ん。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

開封済みメッセージ

の移動のアラートを

送信する事前通知日

数（Number of Days 
Alert Is Sent Prior to 
Moving Saved 
Messages） 

（[開封済みメッセージを移動する前にユーザにアラートを送信（Send Alert to User Prior to Moving 
Saved Messages）] チェックボックスがオンになっている場合に限り適用可能）開封済みメッセージ

に対してアクションを実行する前に、そのアクションの何日前にユーザにアラートするか、日数を指

定します。

0 から 365 日までの数字を入力してください。デフォルト設定は 3 日間です。

削除済みアイテム 
フォルダのメッセー

ジを完全に削除する

日数：____ 日
（Permanently Delete 
Messages in the 
Deleted Items Folder 
in ____ Days）

このエージング規則が有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、メッセージが [削除済み

アイテム（Deleted Items）] フォルダに移動された後、指定した日数が経過するとメッセージを自動

的に削除します。

開封済みセキュア 
メッセージを削除す

る前にユーザにア

ラートを送信（Send 
Alert to User Prior to 
Deleting Secure 
Touched Messages） 

（[削除済みメッセージ フォルダのメッセージを完全に削除する日数：____ 日（Permanently Delete 
Messages in the Deleted Messages Folder in ____ Days）] チェックボックスがオンになっている場合
に限り適用可能）ユーザのメッセージを削除済みメッセージ フォルダから完全に削除するアクション

の前に、ユーザにアラートする場合には、このチェックボックスをオンにします。このフィールド

は、[メッセージの削除のアラートを送信する事前通知日数（Number of Days Alert Is Sent Prior to 
Deleting Messages）] フィールドと組み合わせて使用して、アクションよりも指定された日数だけ前

にユーザに電子メール アラートを送信します。

（注） [ユーザ（Users）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] 
ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドに、有効な電子

メール アドレスが入っている必要があります。その他の場合には、アラートは送信されませ

ん。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 7-8 [メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージ エージング ポリシー
開封済みセキュア 
メッセージの削除の

アラートを送信する

事前通知日数

（Number of Days 
Alert Is Sent Prior to 
Deleting Secure 
Touched Messages） 

（[開封済みセキュア メッセージを削除する前にユーザにアラートを送信（Send Alert to User Prior to 
Deleting Secure Touched Messages）] チェックボックスがオンになっている場合に限り適用可能）削

除済みメッセージに対してアクションを実行する前に、そのアクションの何日前にユーザにアラート

するか、日数を指定します。

0 から 365 日までの数字を入力してください。デフォルト設定は 3 日間です。

メッセージの作成日時に基づくセキュア メッセージ エージング規則（Secure Message Aging Rules Based on When the Message 
Was Created）

開封済みセキュア 
メッセージを完全に

削除するまでの日

数：____ 日
（Permanently Delete 
Secure Touched 
Messages That Are 
Older Than ____ 
Days）

このエージング規則が有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、指定した日数以前に受信

していて、ユーザによりなんらかの方法で（たとえば、メッセージを保存、削除、あるいは開いてか

ら新しいメッセージとして保存するなどして）開封されたセキュア メッセージを自動的に削除しま

す。

たとえば、7 日後に開封済みメッセージをエージングするようにこの規則が設定されていて、ユーザ

が 14 日間の休暇から戻ってきた場合、8 日以上経過しているセキュア メッセージは、ユーザに開封

されるとすぐに削除されます。（エージングされたメッセージの削除は、約 30 分ごとに実行されま

す）。

開封済みセキュア 
メッセージを削除す

る前にユーザにア

ラートを送信（Send 
Alert to User Prior to 
Deleting Secure 
Touched Messages） 

（[開封済みセキュア メッセージを完全に削除するまでの日数：____ 日（Permanently Delete Secure 
Touched Messages That Are Older Than ____ Days）] チェックボックスがオンになっている場合に限
り適用可能）開封済みセキュア メッセージを完全に削除するアクションの前に、ユーザにアラートす

る場合には、このチェックボックスをオンにします。このフィールドは、[メッセージの削除のア

ラートを送信する事前通知日数（Number of Days Alert Is Sent Prior to Deleting Messages）] フィー

ルドと組み合わせて使用して、アクションよりも指定された日数だけ前にユーザに電子メール アラー

トを送信します。

（注） [ユーザ（Users）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] 
ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドに、有効な電子

メール アドレスが入っている必要があります。その他の場合には、アラートは送信されませ

ん。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

開封済みセキュア 
メッセージの削除の

アラートを送信する

事前通知日数

（Number of Days 
Alert Is Sent Prior to 
Deleting Secure 
Touched Messages） 

（[開封済みセキュア メッセージを削除する前にユーザにアラートを送信（Send Alert to User Prior to 
Deleting Secure Touched Messages）] チェックボックスがオンになっている場合に限り適用可能）開

封済みセキュア メッセージに対してアクションを実行する前に、そのアクションの何日前にユーザに

アラートするか、日数を指定します。

0 から 365 日までの数字を入力してください。デフォルト設定は 3 日間です。

すべてのセキュア 
メッセージを完全に

削除するまでの日

数：____ 日
（Permanently Delete 
All Secure Messages 
That Are Older Than 
____ Days）

このエージング規則が有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、指定された日数より古い

すべてのセキュア メッセージを自動的に削除します。ユーザがどのような方法でメッセージを聞き

取ったか開封したかに関係なく削除は発生するので注意してください。

このエージング規則は、厳格なメッセージ保存ポリシーを適用する、またはサーベンス・オクスリー

法（SOX 法）のメッセージ保存要件を満たそうとする企業に役立ちます。

表 7-8 [メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージ エージング アラート テキストの編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Controlling the Size 
of Mailboxes in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Message Aging Policies in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項 

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

メッセージ エージング アラート テキストの編集 

セキュア メッセージ

を削除する前にユー

ザにアラートを送信

（Send Alert to User 
Prior to Deleting 
Secure Messages） 

（[すべてのセキュア メッセージを完全に削除するまでの日数：____ 日（Permanently Delete All 
Secure Messages That Are Older Than ____ Days）] チェックボックスがオンになっている場合に限
り適用可能）指定された日数より古いすべてのセキュア メッセージを完全に削除するアクションの前

に、ユーザにアラートする場合には、このチェックボックスをオンにします。このフィールドは、[
すべてのセキュア メッセージの削除のアラートを送信する事前通知日数（Number of Days Alert Is 
Sent Prior to Deleting All Secure Messages）] フィールドと組み合わせて使用して、アクションより

も指定された日数だけ前にユーザに電子メール アラートを送信します。

（注） [ユーザ（Users）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] 
ページの [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドに、有効な電子

メール アドレスが入っている必要があります。その他の場合には、アラートは送信されませ

ん。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

セキュア メッセージ

の削除のアラートを

送信する事前通知日

数（Number of Days 
Alert Is Sent Prior to 
Deleting Secure 
Messages） 

（[セキュア メッセージを削除する前にユーザにアラートを送信（Send Alert to User Prior to Deleting 
Secure Messages）] チェックボックスがオンになっている場合に限り適用可能）削除済みメッセージ

に対してアクションを実行する前に、そのアクションの何日前にユーザにアラートするか、日数を指

定します。

0 から 365 日までの数字を入力してください。デフォルト設定は 3 日間です。

表 7-8 [メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 7-9 [メッセージ エージング アラート テキストの編集（Edit Message Aging Alert Text）] ページ

フィールド 説明

言語（Language） 適切な言語を選択します。システムにインストールした各言語には、個別のメッセージ エージング 
アラート セットがあります。
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メッセージ エージング アラート テキストの編集
デフォルトのテキス

トを使用（Use 
Default Text）

ユーザにメッセージ エージング アラート電子メールを送信するときに、[件名行（Subject Line）] 
フィールドおよび [本文（Body Text）] フィールドでデフォルトのテキストを使用する場合には、こ

のチェックボックスをオンにします。ユーザに送信するメッセージ エージング アラート電子メール

の [件名行（Subject Line）] フィールドや [本文（Body Text）] フィールドをカスタマイズする場合

には、このチェックボックスをオフにします。

デフォルトのメッセージ エージング アラート テキストは、各メッセージ エージング規則で異なるこ

とに注意してください。5 つのメッセージ エージング規則は、すべて個別にカスタマイズできます。

ただし、このページのこの場所で指定したテキストが、すべてのメッセージ エージング ポリシーで

使用されます。たとえば、開封済みメッセージを削除済みアイテム フォルダに移動する規則の [件名

行（Subject Line）] や [本文（Body Text）] をカスタマイズすると、アラートでこの規則が有効であ

る任意のメッセージ エージング ポリシーに割り当てられたユーザに送信するすべての電子メール ア
ラートに対して、カスタマイズした [件名行（Subject Line）] と [本文（Body Text）] が使用されま

す。

件名行（Subject 
Line）

（このフィールドは、[デフォルトのテキストを使用（Use Default Text）] チェックボックスがオンの
場合のみ編集可能です）。メッセージ エージング アラート電子メールの件名行に表示するテキストを

入力します。

通常のテキストに加えて、このフィールドでは次のパラメータを使用できます。これらのパラメータ

は、アラート メッセージの送信時に該当する値に置き換えられます。

• %ARRIVALTIME%：メッセージを受信した日次で置き換えられます。

• %MODIFICATIONTIME%：メッセージが受信者またはシステムによって最後に開封された

日時に置き換えられます。（たとえば、受信者は、メッセージを保存、削除、または開いてから

新しいメッセージとして保存することによって開封します。システムは、メッセージ エージング

規則によって、新しいメッセージが開封済みメッセージ フォルダに移動された場合、または開封

済みメッセージが削除済みアイテム フォルダに移動された場合に、メッセージを開封します）。

• %DAYSUNTIL%：適用可能なメッセージ エージング アクションがメッセージに適用されるま

での日数で置き換えられます。

• %SENDER%：メッセージの送信者の表示名で置き換えられます。

• %RECIPIENT%：メッセージの受信者の表示名で置き換えられます。

• %RECIPIENT_EXTENSION%：メッセージの受信者の内線番号で置き換えられます。

表 7-9 [メッセージ エージング アラート テキストの編集（Edit Message Aging Alert Text）] ページ （続き）

フィールド 説明
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録音メッセージの有効期限の編集
録音メッセージの有効期限の編集 

本文（Body Text） （このフィールドは、[デフォルトのテキストを使用（Use Default Text）] チェックボックスがオンの
場合のみ編集可能です）。メッセージ エージング アラート電子メールの本文に表示するテキストを入

力します。

通常のテキストに加えて、このフィールドでは次のパラメータを使用できます。これらのパラメータ

は、アラート メッセージの送信時に該当する値に置き換えられます。

• %ARRIVALTIME%：メッセージを受信した日次で置き換えられます。

• %MODIFICATIONTIME%：メッセージが受信者またはシステムによって最後に開封された

日時に置き換えられます。（たとえば、受信者は、メッセージを保存、削除、または開いてから

新しいメッセージとして保存することによって開封します。システムは、メッセージ エージング

規則によって、新しいメッセージが開封済みメッセージ フォルダに移動された場合、または開封

済みメッセージが削除済みアイテム フォルダに移動された場合に、メッセージを開封します）。

• %DAYSUNTIL%：適用可能なメッセージ エージング アクションがメッセージに適用されるま

での日数で置き換えられます。

• %SENDER%：メッセージの送信者の表示名で置き換えられます。

• %RECIPIENT%：メッセージの受信者の表示名で置き換えられます。

• %RECIPIENT_EXTENSION%：メッセージの受信者の内線番号で置き換えられます。

表 7-10 録音メッセージの有効期限の編集（Edit Message Recording Expiration） 

フィールド 説明

有効（Enabled） ユーザ メールボックスからの録音メッセージの自動的な期限切れ（完全削除）を有効にするには、こ

のチェックボックスをオンにします。このフィールドと [録音メッセージの有効期限：____ 日
（Message Recordings Expire in ____ Days）] フィールドと併せて使用し、ユーザが受信した録音

メッセージのコピーを、指定された日数を超えて保存することを防止します。

この 2 つのフィールドを設定すると、ユーザのメールボックスから削除された録音メッセージは、

ユーザに「このメッセージは期限が切れた」ことを通知する録音に置き換えられます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです

録音メッセージの有

効期限：____ 日
（Message 
Recordings Expire 
in ____ Days）

メッセージが最初に受診された日から、期限切れとなり、ユーザのメールボックスから自動的に削除

されるまでの日数を入力します。このフィールドと [有効（Enabled）] チェックボックスと併せて使

用し、ユーザが受信した録音メッセージのコピーを、指定された日数を超えて保存することを防止し

ます。

ユーザが有効期限のポリシーを回避するためにメッセージを転送した場合、メッセージのカウンタは

リセットされません。WAV ファイルの有効期限は、メッセージの最初のコピーがユーザのメール

ボックスに到着した日付に基づきます。

この 2 つのフィールドを設定すると、ユーザのメールボックスから削除された録音メッセージは、

ユーザに「このメッセージは期限が切れた」ことを通知する録音に置き換えられます。

デフォルト設定：180 日

表 7-9 [メッセージ エージング アラート テキストの編集（Edit Message Aging Alert Text）] ページ （続き）

フィールド 説明
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Cisco Unity Connection  9.x ネットワーク
の設定

次の項を参照してください。

• 「サイト内リンクの検索」（P.8-1）

• 「サイトに参加」（P.8-3）

• 「サイト間リンクの検索」（P.8-5）

• 「サイト間リンクの新規作成」（P.8-6）

• 「サイト間リンクの編集」（P.8-13）

• 「ロケーションの検索」（P.8-16）

• 「ロケーションの編集」（P.8-17）

• 「VPIM ロケーションの検索」（P.8-20）

• 「VPIM ロケーションの新規作成」（P.8-20）

• 「VPIM ロケーションの編集」（P.8-21）

• 「ユーザの別名の編集」（P.8-26）

• 「連絡先作成」（P.8-27）

• 「エンタープライズ管理パスワードの検索」（P.8-28）

サイト内リンクの検索

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） サーバを Cisco Unity Connection 
ネットワーク サイトに参加させることはできません。このページは Cisco Unified CMBE システムで

は使用できません。

表 8-1 サイト内リンクの検索（Search Intrasite Links）

フィールド 説明

ロケーション

（Location）
（表示専用）ロケーションの名前。[サイト内リンク（Intrasite Links）] テーブルに表示された場所

は、このサーバが属する Cisco Unity Connection サイトのメンバーです。
8-1
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サイト内リンクの検索
ディレクトリのプッ

シュ（Push 
Directory）

（表示専用）リモート ロケーションへのディレクトリのプッシュが処理中であるかどうかを示します。

管理者がこのロケーションのディレクトリをリモート ロケーション（[ロケーション（Location）] カ
ラムに示されたロケーション）にプッシュする要求をローカル サーバで開始した場合やこのロケー

ションのディレクトリをリモート ロケーションのディレクトリにプルする要求をリモート サーバで

開始した場合は、このフィールドに [進行中（In Progress）] と表示されます。それ以外の場合は、[
アイドル（Idle）] と表示されます。

ディレクトリのプル

（Pull Directory）
（表示専用）リモート ロケーションからのディレクトリのプルが処理中であるかどうかを示します。

管理者がリモート ロケーション（[ロケーション（Location）] カラムに示されたロケーション）の

ディレクトリをこのロケーションにプルする要求をリモート サーバで開始した場合やリモート ロ
ケーションのディレクトリをこのロケーションにプッシュする要求をリモート サーバで開始した場合

は、このフィールドに [進行中（In Progress）] と表示されます。それ以外の場合は、[アイドル

（Idle）] と表示されます。

サイトに参加 Cisco Unity Connection サーバをサイトに追加するには、[サイトに参加（Join Site）] を選択します。

このボタンを使用して次のことを行うことができます。

• このサーバを既存のサイトに参加させます。

• このサーバが属する既存のサイトにリモート サーバを参加させます。

• このサーバと別のサーバのどちらも既存のサイトのメンバーでない場合に、これらのサーバのサ

イトを作成します。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition サーバを Connection サイトに参加

させることはできません。

選択項目の削除

（Remove Selected）
サイトからリモート Cisco Unity Connection ロケーションを削除するには、ロケーション表示名の左

側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Remove Selected）] を選択します。リ

モート Connection ロケーションはサイトから一度に 1 つだけ削除できます。（サイトからローカル 
Connection ロケーションを削除するには、[サイトから自身を削除（Remove Self from Site）] を選

択します）。

（注） ディレクトリのサイズに応じて、Connection ロケーションの削除には数分から数時間を要し

ます。ローカル ロケーションで削除処理が終了していても、リモート ロケーションでは処理

がまだ進行していることがあります。サイトでなんらかの変更を実施する場合は、サイトに

あるすべてのロケーションで削除処理が終了するまで待つことをお勧めします。

サイトから自身を削

除（Remove Self 
from Site）

サイトからこのロケーションを削除するには、[サイトから自身を削除（Remove Self from Site）] を
選択します。

（注） ディレクトリのサイズに応じて、Connection ロケーションの削除には数分から数時間を要し

ます。ローカル ロケーションで削除処理が終了していても、リモート ロケーションでは処理

がまだ進行していることがあります。サイトでなんらかの変更を実施する場合は、サイトに

あるすべてのロケーションで削除処理が終了するまで待つことをお勧めします。

次の場所にディレク

トリをプッシュ

（Push Directory To）

リモート Cisco Unity Connection ロケーションへのローカル ディレクトリ全体のプッシュを一度だけ

行うには、リモート ロケーション表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[次の場所に

ディレクトリをプッシュ（Push Directory To）] を選択します。

プッシュの停止

（Stop Push）
リモート ロケーションへのローカル ディレクトリの処理中のプッシュを停止するには、リモート ロ
ケーション表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[プッシュの停止（Stop Push）] を
選択します。

次の場所からディレ

クトリをプル（Pull 
Directory From）

この Connection ロケーションへのリモート Cisco Unity Connection ロケーションのディレクトリ全

体のプルを一度だけ行うには、リモート ロケーション表示名の左側にあるチェックボックスをオンに

して、[次の場所からディレクトリをプル（Pull Directory From）] を選択します。

表 8-1 サイト内リンクの検索（Search Intrasite Links） （続き）

フィールド 説明
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サイトに参加
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up a Cisco Unity Connection 
9.x Site」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Making Changes to the 
Networking Configuration in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Removing a Location 
From a Cisco Unity Connection 9.x Site」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

サイトに参加

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） サーバを Cisco Unity Connection 
ネットワーク サイトに参加させることはできません。このページは Cisco Unified CMBE システムで

は使用できません。

プルの停止（Stop 
Pull）

リモート ロケーションからのディレクトリの処理中のプルを停止するには、リモート ロケーション

表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[プルの停止（Stop Pull）] を選択します。

表 8-1 サイト内リンクの検索（Search Intrasite Links） （続き）

フィールド 説明

表 8-2 [サイトに参加（Join Site）] ページ

フィールド 説明

サイトへの参加方法

（Method Used to 
Join Site）

次のいずれかのオプションを選択して、このロケーションを Cisco Unity Connection サイトに参加さ

せる方法を指定します。

• [自動的にサイトに参加（Automatically Join the Site）]：Connection サーバはユーザが指定した

リモート ロケーションに要求を行い、自動的にリモート ロケーションと設定情報を交換します。

• [手動でサイトに参加（Manually Join the Site）]：このロケーションの設定ファイルをサイトの

リモート ロケーションにアップロードし、リモート ロケーションの設定ファイルをこのロケー

ションにアップロードして、このロケーションをサイトに手動で参加させます。ロケーションを

サイトに自動的に参加させることができない場合は、このような手動による方法を使用しなけれ

ばならないことがあります。

リモート ロケーショ

ン（Remote 
Location）

（[サイトへの参加方法（Method Used to Join Site）] で [自動的にサイトに参加（Automatically Join 
the Site）] が選択された場合だけに適用可能）サイトを参加させるために、接続する Cisco Unity 
Connection サーバの IP アドレスまたは Fully-Qualified Domain Name（FQDN; 完全修飾ドメイン

名）を入力します。

リモート ユーザ名

（Remote User 
Name）

（[サイトへの参加方法（Method Used to Join Site）] で [自動的にサイトに参加（Automatically Join 
the Site）] が選択された場合だけに適用可能）リモート ロケーションで管理者のユーザ名を入力しま

す。ユーザには、システム管理者の役割が割り当てられている必要があります。

リモート パスワード

（Remote Password）
（[サイトへの参加方法（Method Used to Join Site）] で [自動的にサイトに参加（Automatically Join 
the Site）] が選択された場合だけに適用可能）[リモート ユーザ名（Remote User Name）] フィール

ドに指定された管理者のパスワードを入力します。
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サイトに参加
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up a Cisco Unity Connection 
9.x Site」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

サイトに自動参加

（Auto Join Site）
（[サイトへの参加方法（Method Used to Join Site）] で [自動的にサイトに参加（Automatically Join 
the Site）] が選択された場合だけに適用可能）サイトにサーバを参加させるには、[リモート ロケー

ション（Remote Location）] フィールド、[リモート ユーザ名（Remote User Name）] フィールド、

および [リモート パスワード（Remote Password）] フィールドに値を入力し、[サイトに自動参加

（Auto Join Site）] を選択します。

自動参加に成功した場合は、サーバ間のレプリケーションを開始するために、Cisco Unity 
Connection Serviceability を開き、[ツール（Tools）] > [サービスの管理（Service Management）] 
を選択して、Connection Digital Networking Replication Agent を有効にします。このサービスは、

サイト内のすべてのロケーションで有効にして、開始する必要があります。すべてのロケーションで

レプリケーションが開始された場合は、ディレクトリのサイズに応じて、すべてのロケーション間で

完全にデータをバックグラウンドでレプリケーションするのに数分から数時間かかることがありま

す。

自動参加に失敗した場合は、[手動でサイトに参加（Manually Join the Site）] の方法を使用してネッ

トワークにサーバを参加させてください。

このロケーションの

設定ファイルのダウ

ンロード

（Download This 
Location's 
Configuration File）

（[サイトへの参加方法（Method Used to Join Site）] で [手動でサイトに参加（Manually Join the 
Site）] が選択された場合だけに適用可能）このロケーションから設定ファイルをダウンロードする

には、[ダウンロード（Download）] を選択します。次に、設定ファイルをリモート Cisco Unity 
Connection ロケーションにアップロードします。

アップロードするリ

モート設定ファイル

の選択（Select the 
Remote 
Configuration File 
to Upload）

（[サイトへの参加方法（Method Used to Join Site）] で [手動でサイトに参加（Manually Join the 
Site）] が選択された場合だけに適用可能）このロケーションをサイトに手動で参加させるには、[参
照（Browse）] を選択し、リモート ロケーションからダウンロードした設定ファイルのロケーション

を参照します。

（注） 手動でサイトに参加するには、このロケーションの設定ファイルをサイト上のリモート ロ
ケーションにアップロードし、リモート ロケーションの設定ファイルをこのロケーションに

アップロードする必要があります。両方のファイルをアップロードしたら、サーバ間のレプ

リケーションを開始するために、Cisco Unity Connection Serviceability を開き、[ツール

（Tools）] > [サービスの管理（Service Management）] を選択して、Connection Digital 
Networking Replication Agent を有効にします。このサービスは、サイト内のすべてのロケー

ションで有効にして、開始する必要があります。すべてのロケーションでレプリケーション

が開始された場合は、ディレクトリのサイズに応じて、すべてのロケーション間で完全に

データをバックグラウンドでレプリケーションするのに数分から数時間かかることがありま

す。

アップロード

（Upload）
（[サイトへの参加方法（Method Used to Join Site）] で [手動でサイトに参加（Manually Join the 
Site）] が選択された場合だけに適用可能）リモート ロケーションからダウンロードした設定ファイ

ルのロケーションを参照したら、[アップロード（Upload）] を選択します。

表 8-2 [サイトに参加（Join Site）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの検索
サイト間リンクの検索

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） サーバを Cisco Unity Connection 
ネットワーク サイトに参加させることはできません。このページは Cisco Unified CMBE システムで

は使用できません。

表 8-3 サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

サイト間リンクの表示名。デフォルトでは、サイト間リンクの表示名はリモート サイトのゲートウェ

イとして指定されたロケーションの名前に設定されます。

[表示名（Display Name）] を選択すると、サイト間リンクの特定のページに移動します。

[表示名（Display Name）] の後にアスタリスク（*）が付いている場合は、サイト間リンクのホーム

がローカル Cisco Unity Connection サイト内の異なるロケーションに設定されます。

ディレクトリ制限の

超過（Directory 
Limit Exceeded）

（表示専用）リモート サイトが、サポートされているディレクトリ オブジェクト最大数を超えている

かどうかを示します。

同期

（Synchronization）
最後の同期後に変更されたすべてのリモート サイト オブジェクトを同期するために差分ディレクト

リ同期を開始するには、[同期（Sync）] を選択します。Cisco Unity Connection は [ディレクトリを

リモート ネットワークと同期（Synchronize Directory With Remote Network）] タスクを実行した

後、[音声名をリモート ネットワークと同期（Synchronize Voice Names With Remote Network）] タ
スクを実行します。各タスクの [タスク定義の基本設定（Task Definition Basics）] ページにある [タ
スクの実行結果（Task Execution Results）] テーブルで、同期の開始時刻と終了時刻を選択すると、

差分同期の詳細な結果を参照できます。（Cisco Unity Connection Administration で、[ツール

（Tools）] を展開して [タスク管理（Task Management）] を選択し、[タスクの定義（Task 
Definitions）] ページでタスク名を選択して [タスク定義の基本設定（Task Definition Basics）] ペー

ジに移動します）。

最後の同期後にリモート サイト オブジェクトが変更されたかどうかに関係なく、リモート サイト オ
ブジェクトに対して完全なディレクトリ同期を開始するには、[すべて再同期（Resync All）] を選択

します。Connection は [ディレクトリをリモート ネットワークと同期（Synchronize Directory With 
Remote Network）] タスクを実行した後、[音声名をリモート ネットワークと同期（Synchronize 
Voice Names With Remote Network）] タスクを実行します。各タスクの [タスク定義の基本設定

（Task Definition Basics）] ページにある [タスクの実行結果（Task Execution Results）] テーブルで

同期の開始時刻と終了時刻を選択すると、完全同期の詳細な結果を参照できます。

リモート サイト上のオブジェクトに属するすべての録音名を完全に削除するには、[録音名のクリア

（Clear Recorded Names）] を選択します。（録音名は、リモートのファイル名とローカルのファイル

名が異なる場合にだけ更新されます。たとえば、リモート サイト上で発信コーデックを変更した場

合、リモート サイトのユーザの録音名はレプリケーション時に新しいコーデックに変更されますが、

ファイル名は依然として同じであるためローカル サイトは更新された名前をプルしません。[選択の

解除（Clear All）] を選択すると、古いファイル名が削除されます）。録音名をクリアするために、

Connection は [音声名をリモート ネットワークと同期（Synchronize Voice Names With Remote 
Network）] タスクを実行します。[音声名をリモート ネットワークと同期（Synchronize Voice 
Names With Remote Network）] タスクの [タスク定義の基本設定（Task Definition Basics）] ページ

にある [タスクの実行結果（Task Execution Results）] テーブルで削除の開始時刻と終了時刻を選択

すると、削除の詳細な結果を参照できます。
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 第 8 章 Cisco Unity Connection 9.x ネットワークの設定

サイト間リンクの新規作成
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Linking Two Cisco Unity Connection 
9.x Sites」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up an Intersite 
Link Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Gateways」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Making Changes to the 
Networking Configuration in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Removing an Intersite 
Link Between a Cisco Unity Connection 9.x Site and a Cisco Unity Site」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

サイト間リンクの新規作成

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） サーバを Cisco Unity Connection 
ネットワーク サイトまたは Cisco Unity デジタル ネットワークにリンクすることはできません。この

ページは Cisco Unified CMBE システムでは使用できません。

追加（Add） リンクを別のサイトに追加するには、[追加（Add）] を選択します。サイトは、他の 1 つのサイトに

だけリンクされている可能性があります。

このボタンを使用して次のことを行うことができます。

• この Connection サイトを別の Connection サイトに参加させます。

• この Connection サイトを Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity デジタル ネットワークに参加さ

せます。

サイト間リンクを作成する場合、リンクを作成する Connection サーバはローカル サイト ゲートウェ

イとなり、リンクするロケーションはリモート サイト ゲートウェイになります。ゲートウェイは

ディレクトリ同期を調整し、サイト間のメッセージ転送を行います。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition サーバを Connection サイト、

Cisco Unity サーバ、または Cisco Unity デジタル ネットワークに参加させることはできませ

ん。

選択項目の削除

（Remove Selected）
リモート サイトへのリンクを削除するには、サイトのゲートウェイの表示名の左側にあるチェック

ボックスをオンにして、[選択項目の削除（Remove Selected）] を選択します。リンクを完全に削除

するには、両方のサイトでリンクを削除し、削除タスクを実行する必要があります。

（注） ディレクトリのサイズに応じて、サイトを削除するには数分から数時間かかることがありま

す。サイトでなんらかの変更を実施する場合は、サイトにあるすべてのロケーションで削除

処理が終了するまで待つことをお勧めします。

表 8-3 サイト間リンクの検索（Search Intersite Links） （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの新規作成
表 8-4 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページ

フィールド 説明

設定の交換

（Configuration 
Exchange）

次のいずれかのオプションを選択して、このサイトをリモート サイトにリンクする方法を指定しま

す。

• [設定ファイルを手動で交換して Cisco Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする

（Link to Cisco Unity Site or Cisco Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration 
Files）]：このロケーションの設定ファイルをリモート サイト ロケーションにアップロードし、

リモート サイト ロケーションの設定ファイルをこのロケーションにアップロードして、このロ

ケーションをリモート サイトロケーションに手動でリンクします。Cisco Unity サイトにリンク

する場合や、リンクの作成時に各ゲートウェイの [転送プロトコル（Transfer Protocol）]、[同期

（Synchronization）]、[同期タスク（Synchronization Tasks）]、および [サイト間 SMTP ルー

ティング（Intersite SMTP Routing）] の設定に対して異なるオプションを指定する場合は、この

オプションを使用します。

• [サーバ間で自動的に交換する設定を使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする

（Link to Cisco Unity Connection Site by Using Automatic Configuration Exchange Between 
Servers）]：このロケーションはユーザが指定したリモート サイト ロケーションにリンク要求を

行い、リモート サイト ロケーションと設定情報を自動的に交換します。このオプションは、別

の Cisco Unity Connection サイトにリンクする場合にだけ使用する必要があります。

（注） このオプションを選択する場合は、[サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ペー

ジで選択した [転送プロトコル（Transfer Protocol）]、[同期（Synchronization）]、および [
同期タスク（Synchronization Task）] の設定がリモート サイトのサイト間リンク設定にコ

ピーされます。また、両方のサイトは、サイト間 SMTP メッセージをスマート ホスト経由で

はなく直接リモート サイト ゲートウェイにルーティングするよう設定されます。リンクの作

成後にリモート サイト ゲートウェイ上の Cisco Unity Connection Administration のリモート 
サイトに対するこれらの設定を確認し、必要に応じて変更することを検討してください。

サイト間リンクを作成する場合、リンクを作成する Connection サーバはローカル サイト ゲートウェ

イとなり、リンクするロケーションはリモート サイト ゲートウェイになります。ゲートウェイはサ

イト間でディレクトリ同期を調整します。また、 Connection ゲートウェイはサイト間でメッセージ転

送も行います。（Cisco Unity は、サイト間でのメッセージ転送に Interoperability Gateway for 
Microsoft Exchange と Exchange 組織を使用します）。

ローカル サイト設定

ファイル（Local 
Site Configuration 
File）

（[設定の交換（Configuration Exchange）] の方法として [設定ファイルを手動で交換して Cisco 
Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする（Link to Cisco Unity Site or Cisco Unity 
Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）] が選択されている場合だけに適用可
能）このロケーションから設定ファイルをダウンロードするには、[ダウンロード（Download）] を
選択します。次に、設定ファイルをリモート サイト ロケーションにアップロードします。

リモート サイト設定

ファイル（Remote 
Site Configuration 
File）

（[設定の交換（Configuration Exchange）] の方法として [設定ファイルを手動で交換して Cisco 
Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする（Link to Cisco Unity Site or Cisco Unity 
Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）] が選択されている場合だけに適用可
能）リモート サイトに手動でリンクするには、[参照（Browse）] を選択し、リモート ロケーション

からダウンロードした設定ファイルのロケーションを参照します。

ホスト名（Host 
Name）

（[設定の交換（Configuration Exchange）] の方法として [サーバ間で自動的に交換する設定を使用
して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site by Using 
Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合だけに適用可能）サイ

ト間リンクを確立するリモート ロケーションの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名（FQDN）を

入力します。サイト間リンクを作成する場合、リモート ロケーションはリモート サイト ゲートウェ

イになります。

（注） Secure Sockets Layer（SSL）を使用してサイト間リンクをセキュアにする場合、入力するホ

スト名はリモート ロケーションの証明書のホスト名とまったく同じである必要があります。
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サイト間リンクの新規作成
ユーザ名（User 
Name）

（[設定の交換（Configuration Exchange）] の方法として [サーバ間で自動的に交換する設定を使用
して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site by Using 
Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合だけに適用可能）リ

モート ロケーションで管理者のユーザ名を入力します。ユーザには、システム管理者の役割が割り当

てられている必要があります。

パスワード

（Password）
（[設定の交換（Configuration Exchange）] の方法として [サーバ間で自動的に交換する設定を使用
して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site by Using 
Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合だけに適用可能）[ユー

ザ名（User Name）] フィールドに指定された管理者のパスワードを入力します。

Secure Sockets 
Layer（SSL）を使

用する（Use Secure 
Sockets Layer 
(SSL)）

このチェックボックスをオンにすると、ローカルのリーダー サービスがリモート ゲートウェイと同

期を行う（ローカル リーダーが要求し、リモート フィーダーが応答する）ときに、SSL を有効化し

てサイト ゲートウェイ間で渡されるデータが暗号化されます。このチェックボックスをオフにする

と、送信されるデータが暗号化されなくなります。

デフォルト：チェックボックスはオンです。

（注） [設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を

使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site 
by Using Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合、こ

の設定で選択した値はローカル ゲートウェイとリモート ゲートウェイの両方に適用されま

す。

自己署名の証明書を

受け入れる（Accept 
Self-Signed 
Certificates）

リモート ゲートウェイが自己署名証明書を使用してこのサイトと SSL をネゴシエートできるように

するには、このチェックボックスをオンにします。リモート ゲートウェイが認証局の署名を受けた証

明書を必ず使用するようにするには、このチェックボックスをオフにします。

[Secure Sockets Layer（SSL）を使用する（Use Secure Sockets Layer (SSL)）] チェックボックスが

オンになっている場合に限り、このオプションは使用できます。

デフォルト：チェックボックスはオンです。

（注） [設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を

使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site 
by Using Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合、こ

の設定で選択した値はローカル ゲートウェイとリモート ゲートウェイの両方に適用されま

す。

表 8-4 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの新規作成
証明書エラーを無視

する（Ignore 
Certificate Errors）

サイト間リンクを作成するとき、およびディレクトリ情報をプルするためにリモート サイト ゲート

ウェイに接続するときに、Cisco Unity Connection がリモート サイトの SSL 証明書に関する問題を

無視するようにするには、このチェックボックスをオンにします。証明書エラーには次のものがあり

ます。

• 証明書が不明または提供されていません。

• 証明書がまだ有効ではありません。

• 証明書の期限が切れています。

• 証明書の名前がホスト名に一致しません。

このチェックボックスがオンになっている場合、Connection はサイト間リンクを作成し、証明書エ

ラーが発生するかどうかに関係なくディレクトリのレプリケーションが行われます。

[Secure Sockets Layer（SSL）を使用する（Use Secure Sockets Layer (SSL)）] チェックボックスが

オンになっている場合に限り、このオプションは使用できます。

デフォルト：チェックボックスはオフです。

（注） [設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を

使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site 
by Using Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合、こ

の設定で選択した値はローカル ゲートウェイとリモート ゲートウェイの両方に適用されま

す。

ディレクトリ データ

を同期するときに同

報リストを含める

（Include 
Distribution Lists 
When 
Synchronizing 
Directory Data）

リモート サイトで作成されたシステムの同報リストがローカル サイトにレプリケーションされ、

ローカル サイトの該当するユーザがメッセージを同報リストに送信できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。（アドレス指定で使用されるリスト名と他の情報だけがレプリ

ケーションされます。リスト メンバーシップはレプリケーションされません）。リモート サイトで作

成されたリストをローカル サイトにレプリケーションしないようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

リモート サイト ゲートウェイでの同期のために個々のシステム同報リストを提供するには、同期を

許可するよう同報リストをマークする必要があります。デフォルトでは、リモート サイトが 
Cisco Unity サイトである場合、個々の Cisco Unity リストは同期を許可するようマークされません。

同期を許可するには、リモート サイト ゲートウェイで PDL Builder ツールを使用する必要がありま

す。リモート サイトが Cisco Unity Connection サイトの場合は、このプロパティが変更された場合で

も、デフォルトでシステム同報リストが同期を許可するようマークされます。Bulk Administration 
Tool を使用して Cisco Unity Connection サイト上のシステム同報リストの同期ステータスを確認また

は変更します。

このチェックボックスをオンにしてページを保存すると、チェックボックスをオフにすることができ

なくなります。これにより、コール ハンドラ受信者やローカル リスト メンバーなどとして使用され

るレプリケーションされたすべての同報リストが間違って削除されることが回避されます。特定のリ

ストまたは複数のリストのレプリケーションを停止するには、リモート サイトでリストの同期のマー

クを解除します。

（注） [設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を

使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site 
by Using Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合、こ

の設定で選択した値はローカル ゲートウェイとリモート サイト ゲートウェイの両方に適用さ

れます。

表 8-4 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの新規作成
発信録音名を変換

（Convert Outgoing 
Recorded Names 
To）

このチェックボックスをオンにして、使用するコーデックを選択すると、ディレクトリ同期を行うた

めに録音名をリモート サイト ゲートウェイに送信するときに、録音名が変換されます。Cisco Unity 
Connection が録音名を、ローカルサイトで保管されたオーディオ形式で変換せずに送信するように

するには、このチェックボックスをオフにします。

（注） [設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を

使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site 
by Using Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合、こ

の設定で選択した値はローカル ゲートウェイとリモート サイト ゲートウェイの両方に適用さ

れます。

参加後にディレクト

リ データを同期する

タスクを有効にする

（Enable Task to 
Synchronize 
Directory Data After 
the Join）

Cisco Unity Connection でタスクを有効にして、すべてのディレクトリ データ（録音名を除く）とリ

モート サイト ゲートウェイを同期し、デフォルトのスケジュール（15 分ごと）で実行するには、こ

のチェックボックスをオンにします。ディレクトリ データと録音名の同期タスクを明示的に確認して

有効にするまで無効にするには、このチェックボックスをオフにします。（録音名の同期は他のディ

レクトリ データが最初に同期されるまで開始できません）。

リンクが作成されたら、[サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページの右上隅にある [関連

リンク（Related Links）] フィールドを使用するか、または [ツール（Tools）] > [タスク管理（Task 
Management）] に移動し、[ディレクトリをリモート ネットワークと同期（Synchronize Directory 
With Remote Network）] タスクを選択することにより、ディレクトリ データの同期タスクを確認で

きます。

注意 このときにタスクを有効にしない場合は、リンクの作成後にタスクを有効にするためにタ

スク スケジュールの詳細を確認する必要があります。確認しないと、ディレクトリの同期

が行われません。

（注） [設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を

使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site 
by Using Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合、こ

の設定で選択した値はローカル ゲートウェイとリモート ゲートウェイの両方に適用されま

す。

表 8-4 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの新規作成
参加後に録音名を同

期するタスクを有効

にする（Enable 
Task to Synchronize 
Recorded Names 
After the Join）

Cisco Unity Connection でタスクを有効にして、すべての録音名とリモート サイト ゲートウェイを同

期し、デフォルトのスケジュール（15 分ごと）で実行するには、このチェックボックスをオンにし

ます。録音名の同期タスクを明示的に確認して有効にするまで無効にするには、このチェックボック

スをオフにします。（[参加後にディレクトリ データを同期するタスクを有効にする（Enable Task to 
Synchronize Directory Data After the Join）] チェックボックスがオフになっている場合は、他のディ

レクトリ データが最初に同期されるまで録音名の同期を開始できないため、このチェックボックスは

自動的にオフになります）。

リンクが作成されたら、[サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページの右上隅にある [関連

リンク（Related Links）] フィールドを使用するか、または [ツール（Tools）] > [タスク管理（Task 
Management）] に移動し、[ディレクトリをリモート ネットワークと同期（Synchronize Directory 
With Remote Network）] タスクを選択することにより、録音名の同期タスクを確認できます。

注意 このときにタスクを有効にしない場合は、リンクの作成後にタスクを有効にするためにタ

スク スケジュールの詳細を確認する必要があります。確認しないと、録音名の同期が行わ

れません。

（注） [設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を

使用して Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site 
by Using Automatic Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合、こ

の設定で選択した値はローカル ゲートウェイとリモート ゲートウェイの両方に適用されま

す。

表 8-4 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの新規作成
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Linking Two Cisco Unity Connection 
9.x Sites」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up an Intersite 
Link Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Gateways」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

サイト間 SMTP 
ルーティング

（Intersite SMTP 
Routing）

次のいずれかのオプションを選択し、Cisco Unity Connection がリモート サイトでアドレスの発信 
SMTP メッセージをルーティングする SMTP ホストを指定します。

• [次を経由してこのリモート サイトにルーティングする（Route to this Remote Site Through）]
（[設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [設定ファイルを手動で交換して Cisco 
Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする（Link to Cisco Unity Site or 
Cisco Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）] が選択されている場
合だけに適用可能。ただし、このオプションは、リンクの作成後に各サイト ゲートウェイの [サ
イト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページで選択できます）：Cisco Unity Connection は
ユーザが入力した IP アドレスにサイトのメッセージをルーティングします。たとえば、リモー

ト サイトが Cisco Unity サイトである場合は、サイトの着信メッセージを受け入れる Microsoft 
Exchange ホストの IP アドレスを入力します。

• [SMTP スマート ホスト経由でこのリモート サイトにルーティングする（Route to this Remote 
Site Through SMTP Smart Host）]（[設定の交換（Configuration Exchange）] セクションで [設
定ファイルを手動で交換して Cisco Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする

（Link to Cisco Unity Site or Cisco Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration 
Files）] が選択されている場合だけに適用可能。ただし、このオプションは、リンクの作成後に
各 Connection サイト ゲートウェイの [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページで選
択できます）：Cisco Unity Connection は、[システム設定（System Settings）] > [SMTP の設定

（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] ページで設定されたスマート ホス

トにサイトのメッセージをルーティングします。

• [リモート サイト ゲートウェイ経由でこのリモート サイトにルーティングする（Route to this 
Remote Site Through the Remote Site Gateway）]：Cisco Unity Connection はリンクを作成する

リモート サイト ゲートウェイにサイトのメッセージをルーティングします。[設定の交換

（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を使用して Cisco 
Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site by Using Automatic 
Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合は、ローカル ゲートウェイと

リモート ゲートウェイの両方がこのオプションを使用するよう自動的に設定されます。

表 8-4 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの編集
サイト間リンクの編集

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） サーバを Cisco Unity Connection 
ネットワーク サイトまたは Cisco Unity デジタル ネットワークにリンクすることはできません。この

ページは Cisco Unified CMBE システムでは使用できません。

表 8-5 [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

サイト間リンクの識別に役立つ名前を入力します。デフォルトでは、サイト間リンクの表示名はリ

モート サイトのゲートウェイとして指定されたロケーションの名前に設定されます。

ホスト名

（Hostname）
リモート サイトのゲートウェイのホスト名を入力します。

前回の同期時刻

（Time of Last 
Synchronization）

（表示専用）ローカルのリーダー サービスが前回、リモート サイト ゲートウェイのフィーダー サー

ビスにポーリングしてリモート サイトのディレクトリ変更の確認を試みた時刻（応答があったかどう

かによらず）のタイムスタンプです。

前回のエラー時刻

（Time of Last 
Failure）

（表示専用）ローカルのリーダー サービスがリモート サイト ゲートウェイのフィーダー サービスを

ポーリングしようとしてエラーが発生した前回のタイムスタンプです。このフィールドの値が 0 の場

合、または [前回の同期時刻（Time of Last Synchronization）] の値が [前回のエラー時刻（Time of 
Last Failure）] の値よりも遅い場合、レプリケーションは問題なく進行している可能性が高くなりま

す。

オブジェクト数

（Object Count）
（表示専用）ローカル サイト ゲートウェイがリモート サイトから同期したオブジェクト（ユーザ、該

当する場合はシステム同報リスト、パーティション、サーチ スペース、および Cisco Unity 
Connection ロケーション）の数です。

参加後に適用された

変更の数（Number 
of Changes Applied 
Since Join）

（表示専用）サイト間リンクが作成されたために発生した、リモート サイト ディレクトリ オブジェク

トへの複製された変更（オブジェクトの追加、変更、削除）の数です。

Secure Sockets 
Layer（SSL）を使

用する（Use Secure 
Sockets Layer 
(SSL)）

このチェックボックスをオンにすると、ローカルのリーダー サービスがリモート ゲートウェイと同

期を行う（ローカル リーダーが要求し、リモート フィーダーが応答する）ときに、SSL を有効化し

てサイト ゲートウェイ間で渡されるデータが暗号化されます。このチェックボックスをオフにする

と、送信されるデータが暗号化されなくなります。

デフォルト：チェックボックスはオンです。

自己署名の証明書を

受け入れる（Accept 
Self-Signed 
Certificates）

リモート ゲートウェイが自己署名証明書を使用してこのサイトと SSL をネゴシエートできるように

するには、このチェックボックスをオンにします。リモート ゲートウェイが認証局の署名を受けた証

明書を必ず使用するようにするには、このチェックボックスをオフにします。[Secure Sockets Layer
（SSL）を使用する（Use Secure Sockets Layer (SSL)）] チェックボックスがオフになっている場合、

このチェックボックスは使用できません。

デフォルト：チェックボックスはオンです。
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サイト間リンクの編集
証明書エラーを無視

する（Ignore 
Certificate Errors）

サイト間リンクを作成するとき、およびディレクトリ情報をプルするためにリモート サイト ゲート

ウェイに接続するときに、Cisco Unity Connection がリモート サイトの SSL 証明書に関する問題を

無視するようにするには、このチェックボックスをオンにします。証明書エラーには次のものがあり

ます。

• 証明書が不明または提供されていません。

• 証明書がまだ有効ではありません。

• 証明書の期限が切れています。

• 証明書の名前がホスト名に一致しません。

このチェックボックスがオンになっている場合、Connection はサイト間リンクを作成し、証明書エ

ラーが発生するかどうかに関係なくディレクトリのレプリケーションが行われます。

[Secure Sockets Layer（SSL）を使用する（Use Secure Sockets Layer (SSL)）] チェックボックスが

オンになっている場合に限り、このオプションは使用できます。

デフォルト：チェックボックスはオフです。

ディレクトリ データ

を同期するときに同

報リストを含める

（Include 
Distribution Lists 
When 
Synchronizing 
Directory Data）

リモート サイトで作成されたシステムの同報リストがローカル サイトにレプリケーションされ、

ローカル サイトの該当するユーザがメッセージを同報リストに送信できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。（アドレス指定で使用されるリスト名と他の情報だけがレプリ

ケーションされます。リスト メンバーシップはレプリケーションされません）。チェックボックスが

オフになっている場合、リモート サイトで作成されたリストはローカル サイトにレプリケーション

されません。

リモート サイト ゲートウェイでの同期のために個々のシステム同報リストを提供するには、同期を

許可するよう同報リストをマークする必要があります。デフォルトでは、リモート サイトが 
Cisco Unity サイトである場合、個々の Cisco Unity リストは同期を許可するようマークされません。

同期を許可するには、リモート サイト ゲートウェイで PDL Builder ツールを使用する必要がありま

す。リモート サイトが Cisco Unity Connection サイトの場合は、このプロパティが変更された場合で

も、デフォルトでシステム同報リストが同期を許可するようマークされます。Bulk Administration 
Tool を使用して Cisco Unity Connection サイト上のシステム同報リストの同期ステータスを確認また

は変更します。

このチェックボックスをオンにしてページを保存すると、チェックボックスをオフにすることができ

なくなります。これにより、コール ハンドラ受信者やローカル リスト メンバーなどとして使用され

るレプリケーションされたすべての同報リストが間違って削除されることが回避されます。特定のリ

ストまたは複数のリストのレプリケーションを停止するには、リモート サイトでリストの同期のマー

クを解除します。

発信録音名を変換

（Convert Outgoing 
Recorded Names 
To）

このチェックボックスをオンにして、使用するコーデックを選択すると、ディレクトリ同期を行うた

めに録音名をリモート サイト ゲートウェイに送信するときに、録音名が変換されます。Cisco Unity 
Connection が録音名を、ローカルサイトで保管されたオーディオ形式で変換せずに送信するように

するには、このチェックボックスをオフにします。

セキュア メッセージ

の発信を有効にする

（Enable Outgoing 
Secure Messages）

このチェックボックスをオンにすると、セキュアとマークされたメッセージがリモート サイトの受信

者に送信されます。

このチェックボックスをオフにすると、セキュアとマークされたメッセージがリモート サイトの受信

者に送信されません。（送信者は送信不能のメッセージを受け取ります）。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 8-5 [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト間リンクの編集
プライベート メッ

セージの発信を有効

にする（Enable 
Outgoing Private 
Messages）

このチェックボックスをオンにすると、プライベート（転送できない）とマークされたメッセージが

リモート サイトの受信者に送信されます。

このチェックボックスをオフにすると、プライベートとマークされたメッセージがリモート サイトの

受信者に送信されません。（送信者は送信不能のメッセージを受け取ります）。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

発信メッセージを変

換（Convert 
Outgoing Messages 
To）

このチェックボックスをオンにして、使用するコーデックを選択すると、メッセージをリモート サイ

ト ゲートウェイに送信するときに、メッセージが変換されます。Cisco Unity Connection がメッセー

ジを、録音されたオーディオ形式で変換せずに送信するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

着信メッセージの設

定（Incoming 
Message Settings）

次の中から選択します。

• 着信メッセージのセキュア ステータスを保持する（Retain Secure Status of Incoming 
Messages）：リモート サイトからメッセージを受信するときにメッセージにセキュアのマークが

付いている場合、セキュア メッセージとして受信者に配信されます。

• すべての受信メッセージにセキュアのマークを付ける（Mark All Incoming Messages Secure）：
リモート サイトの送信者から受信するすべてのメッセージは、リモート サイトから受信したと

きにセキュアのマークが付いているかどうかに関係なく、配信されるときにセキュアにマークさ

れます。

デフォルトでは、Connection はメッセージのセキュリティを保護するために、セキュア メッセージ

を他のシステムにリレーすることを許可します。[すべての受信メッセージにセキュアのマークを付

ける（Mark All Incoming Messages Secure）] をオンにした場合、セキュア メッセージをリレーする

ように Connection を設定すると、メッセージをリレーするか受け入れるようにメッセージ アクショ

ンを設定してメッセージをリレーするユーザへのリモート サイトからのすべてのメッセージが不達確

認（NDR）になります。[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [メッ

セージング（Messaging）] ページの [セキュア メッセージのリレーを許可する（Allow Relaying of 
Secure Messages）] 設定では、セキュア メッセージがリレーされるかどうかが制御されます。セ

キュア メッセージのリレーを許可するように Connection を設定すると、メッセージはセキュア メッ

セージではなく通常のメッセージとしてリレーされます。

サイト間 SMTP 
ルーティング

（Intersite SMTP 
Routing）

次のいずれかのオプションを選択し、Cisco Unity Connection がリモート サイトでアドレスの発信 
SMTP メッセージをルーティングする SMTP ホストを指定します。

• [次を経由してこのリモート サイトにルーティングする（Route to this Remote Site Through）]：
Cisco Unity Connection はユーザが入力した IP アドレスにサイトのメッセージをルーティングし

ます。たとえば、リモート サイトが Cisco Unity サイトである場合は、サイトの着信メッセージ

を受け入れる Microsoft Exchange サイトの IP アドレスを入力します。

• [SMTP スマート ホスト経由でこのリモート サイトにルーティングする（Route to this Remote 
Site Through SMTP Smart Host）]：Cisco Unity Connection は、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] ペー

ジで設定されたスマート ホストにサイトのメッセージをルーティングします。

• [リモート サイト ゲートウェイ経由でこのリモート サイトにルーティングする（Route to this 
Remote Site Through the Remote Site Gateway）]：Cisco Unity Connection はリンクを作成する

リモート サイト ゲートウェイにサイトのメッセージをルーティングします。[設定の交換

（Configuration Exchange）] セクションで [サーバ間で自動的に交換する設定を使用して Cisco 
Unity Connection サイトにリンクする（Link to Cisco Unity Connection Site by Using Automatic 
Configuration Exchange Between Servers）] が選択されている場合は、ローカル ゲートウェイと

リモート ゲートウェイの両方がこのオプションを使用するよう自動的に設定されます。

表 8-5 [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ブランチ登録
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Linking Two Cisco Unity Connection 
9.x Sites」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up an Intersite 
Link Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Gateways」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

ブランチ登録

ブランチの新規作成

ブランチの編集

ブランチの同期の結果 

ロケーションの検索

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） サーバを Cisco Unity Connection 
ネットワーク サイトに参加またはリンクしたり、Cisco Unity デジタル ネットワークにリンクしたりす

ることはできません。このページは Cisco Unified CMBE システムでは使用できません。

表 8-6 [ブランチ登録（Branch Listing）]ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ブランチの名前を表示します。

サーバ アドレス

（Server Address）
（表示専用）ブランチの IP Address/Fully Qualified Domain Name (FQDN) を表示します。

有効（Enabled） （表示専用）ブランチがアクティブかどうかを表示します。

ステータス（Status）（表示専用）ブランチが中央サーバConnectionに接続されているかを表示します。
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ロケーションの編集
ロケーションの編集

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） サーバを Cisco Unity Connection 
ネットワーク サイトに参加またはリンクしたり、Cisco Unity デジタル ネットワークにリンクしたりす

ることはできません。このページは Cisco Unified CMBE システムでは使用できません。

表 8-7 ロケーションの検索（Search Locations）

フィールド 説明

タイプ（Type） （表示専用）サイトの行に対して、サイトがローカル サイト（サイト内リンクを使用してこのロケー

ションに接続されている）であるか、またはリモート サイト（サイト間リンクを使用してローカル 
サイトに接続されている）であるかを示します。ロケーションの行の場合は、ロケーションが 
Cisco Unity Connection ロケーションであるか、または Cisco Unity ロケーションであるかを示しま

す。

（注） Cisco Unity Connection Serviceability で [ツール（Tools）] > [ボイス ネットワーク マップ

（Voice Network Map）] を選択すると、サイト トポロジを視覚的に表示したり、ネットワー

ク内のサイト内リンクに関する詳細な情報を取得したりすることができます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）リモート サイトの行に対して、サイトのゲートウェイとして指定されたロケーションを

示します。ローカル サイトの行の場合、このフィールドは空白です。ロケーションの行の場合は、ロ

ケーションの名前を示します。ロケーションの [表示名（Display Name）] を選択してロケーション

の設定を編集します。

表 8-8 [Connection ロケーションの編集（Edit Connection Location）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ロケーションの識別に役立つ名前を入力します。

（注） [表示名（Display Name）] は、適用されるロケーションでだけ変更できます。

ホスト アドレス

（Host Address）
（表示専用）ロケーションの IP アドレス。

SMTP ドメイン名

（SMTP Domain 
Name）

（表示専用）ロケーションのユーザにメッセージを送信するために使用されるロケーションのドメイ

ン名。

システムのバージョ

ン（System 
Version）

（表示専用）ロケーションで実行されている Cisco Unity Connection または Cisco Unity のリリース。
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ロケーションの編集
Cisco Unity ユーザ

が内線番号で宛先指

定できるローカル 
パーティション

（Local Partition 
That Cisco Unity 
Users Can Address 
to By Extension）

（ロケーションまたはサイトが Cisco Unity サイトにリンクされる場合のローカル ロケーションだけ
に適用可能） ホームがローカル ロケーションのオブジェクトに対する Cisco Unity Connection の内線

番号を Cisco Unity ダイヤル発信ドメインにマッピングするために使用されるパーティションを選択

します。

このパーティションに属する内線番号だけが、Cisco Unity にレプリケートされます。これらの内線

番号は、Cisco Unity サイトでのメッセージの宛先指定と自動アテンダント ダイヤル発信に使用でき

ます。レプリケートされた内線番号は、Cisco Unity サイト ゲートウェイのダイヤル発信ドメインに

追加されます。

Connection ユーザの内線番号が、ダイヤル発信ドメイン内の既存の内線番号と競合し、そのユーザ

が Cisco Unity でプルされるパーティション内に使用可能な代行内線番号を持っている場合、

Cisco Unity ではユーザの代行内線番号の 1 つを、対応する連絡先オブジェクトの内線番号として割

り当てるよう試みます。使用可能な代行内線番号がない場合や、すべての代行内線番号がダイヤル発

信ドメイン内の既存の内線番号と競合する場合は、内線番号のない新しいオブジェクトが作成されま

す。このオブジェクトは、名前でだけアドレス指定できます。同様に、ダイヤル発信ドメインにマッ

ピングを行うパーティション内にオブジェクトの内線番号がない場合も、内線番号のない新しいオブ

ジェクトが作成されます。

ダイヤル発信ドメイン内の内線番号は一意であることが必要であるため、Connection サイトで選択

された一連のパーティションには重複した内線番号は含まれません。重複した内線番号、または 
Cisco Unity サイト ゲートウェイのダイヤル発信ドメイン内にすでに存在する内線番号が含まれる場

合は、Cisco Unity サイト ゲートウェイ アプリケーションのイベント ログに警告が表示され、除外さ

れた各内線番号の所有者が示されます。すべての競合を修正したら、内線番号を更新するために、

Cisco Unity サイト ゲートウェイで再同期化を手動で実行する必要があります（Cisco Unity 
Administrator の [ネットワーク（Network）] > [Connection ネットワークのプロファイル

（Connection Networking Profile）] ページの [全体の同期化（Total Sync）] を選択）。

最後に送信された 
USN（Last USN 
Sent）

（表示専用。リモート サイト ロケーションではなくローカル サイトの他の Cisco Unity Connection ロ
ケーションだけに適用可能）このリモート ロケーションに送信された最後の同期メッセージのシーケ

ンス番号。

最後に受信された 
USN（Last USN 
Received）

（表示専用。リモート サイト ロケーションではなくローカル サイトの他の Cisco Unity Connection ロ
ケーションだけに適用可能）リモート ロケーションから受信された最後の同期メッセージのシーケン

ス番号。

最後に応答確認され

た USN（Last USN 
Acknowledged）

（表示専用。リモート サイト ロケーションではなくローカル サイトの他の Cisco Unity Connection ロ
ケーションだけに適用可能）リモート ロケーションで確認された最後の同期メッセージのシーケンス

番号。

[最後に送信された USN（Last USN Sent）] の値が [最後に応答確認された USN（Last USN 
Acknowledged）] の値よりも大きい場合、ロケーションは同期されません。[最後に応答確認された 
USN（Last USN Acknowledged）] の値はロケーションが同期されるまで増加し続ける必要がありま

す。増加しない場合は、リモート ロケーションにディレクトリを一度だけプッシュすることにより解

決できる可能性がある同期の問題が存在することがあります。

このリモート ロケー

ションへのクロス

サーバ サインインを

許可する（Allow 
Cross-Server 
Sign-In to this 
Remote Location）

（リモート ロケーションだけに適用可能）このチェックボックスがオンになっている場合、

Cisco Unity Connection は、リモート ロケーションをホームとするユーザがこのサーバにサイン イン

しようとしたときにリモート ロケーションにクロスサーバ ハンドオフを要求します。

表 8-8 [Connection ロケーションの編集（Edit Connection Location）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ロケーションの編集
このリモート ロケー

ションへのクロス

サーバ転送を許可す

る（Allow 
Cross-Server 
Transfer to this 
Remote Location）

（リモート ロケーションだけに適用可能）このチェックボックスがオンになっている場合、

Cisco Unity Connection は、ローカル サーバの発信者がリモート ロケーションをホームとするユーザ

または内線番号に転送しようとしたときにリモート ロケーションにクロスサーバ ハンドオフを要求

します。

クロスサーバ ダイヤ

ル文字列

（Cross-Server Dial 
String）

（リモート ロケーションだけに適用可能）クロスサーバ サインインまたは転送を行おうとする場合

に、リモート ロケーションにダイヤルする番号を入力します。

[このリモート ロケーションへのクロスサーバ サインインを許可する（Allow Cross-Server Sign-In 
to this Remote Location）] または [このリモート ロケーションへのクロスサーバ転送を許可する

（Allow Cross-Server Transfer to this Remote Location）] のいずれかのチェックボックスがオンに

なっている場合は、このフィールドに値を入力する必要があります。

クロスサーバ最大呼

び出し回数

（Cross-Server Max 
Rings）

（リモート ロケーションだけに適用可能）クロスサーバ サインインまたは転送を行おうとする場合

に、リモート ロケーションが応答するまで待つ呼び出しの最大回数。

クロスサーバ送信遅

延（Cross-Server 
Send Delay）

（リモート ロケーションだけに適用可能）クロスサーバ サインインまたは転送を行おうとする場合

に、コールが接続されてからコールをハンドオフ要求として識別するためにリモート ロケーションに 
DTMF トーンが送信されるまでローカル Connection ロケーションが待機する時間（ミリ秒単位）。

クロスサーバ応答タ

イムアウト

（Cross-Server 
Response Timeout）

（リモート ロケーションだけに適用可能）クロスサーバ サインインまたは転送を行おうとする場合

に、ローカル Connection ロケーションがリモート ロケーションからの応答を待つ時間（秒単位）。

クロスサーバ サインインで応答を受け取らずにこの時間制限を超過すると、送信元の Connection ロ
ケーションがコールを接続解除し、ホーム サーバが使用できないことをユーザに通知します。クロス

サーバ転送でこの時間制限を超過し、対象ユーザのクロスサーバ転送先内線番号が設定されている場

合、送信元のロケーションはその内線番号に対してリリース転送を実行します。ユーザのクロスサー

バ転送先内線番号が設定されていない場合、送信元ロケーションでは発信者がユーザにメッセージを

残すことができます。

SMTP スマート ホ
ストを使用してこの

リモート ロケーショ

ンにルートする

（Route to this 
Remote Location 
Through SMTP 
Smart Host）

（ローカル サイトの他の Cisco Unity Connection ロケーションだけに適用可能）次のいずれかの状況

が存在する場合は、このチェックボックスをオンにします。

• リモート ロケーションが Connection クラスタです。

• リモート ロケーションがファイアウォールによってローカル ロケーション（Cisco Unity 
Connection Administration にアクセスするロケーション）から分離されています。

• リモート ロケーションにメッセージを配信するために別のスマート ホスト SMTP サーバが使用

されます。

別のサイトのロケーションに送信されるメッセージに対して SMTP スマート ホスト経由のルーティ

ングを設定するには、ローカル サイト ゲートウェイで [ネットワーク（Networking）] > [リンク

（Links）] > [サイト間リンク（Intersite Links）] に移動し、リモート サイトの名前を選択して [サイ

ト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページに移動します。

（注） [システム設定（System Settings）] > [SMTP 設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホ
スト（Smart Host）] ページを選択して SMTP スマート ホストを設定します。

表 8-8 [Connection ロケーションの編集（Edit Connection Location）] ページ （続き）

フィールド 説明
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VPIM ロケーションの検索
VPIM ロケーションの検索

関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「VPIM Networking in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

VPIM ロケーションの新規作成

表 8-9 VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
検索結果の表示を制限する条件を次の中から選択します。

• [すべて（All）]：検索結果が属する Cisco Unity Connection のロケーションやパーティションに

関係なく、すべての検索結果を表示します。

• [パーティション（Partition）]：特定のパーティションに属する結果だけを表示します。このオ

プションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからパーティションの名前を選択

します。

• [ロケーション（Location）]：（Cisco Unity Connection の設定だけに適用可能）特定の 
Connection のロケーションに属する結果だけを表示します。このオプションを選択した場合は、

[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ロケーションを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数のロケーションを同時に削除できます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ロケーションの名前。

表 8-10 [VPIM ロケーションの新規作成（New VPIM Location）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ロケーションの識別に役立つ名前を入力します。

ダイヤル ID（Dial 
ID）

Cisco Unity Connection のロケーションを識別するダイヤル ID（DTMF アクセス ID）を入力しま

す。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。
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VPIM ロケーションの編集
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「VPIM Networking in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating VPIM Locations」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

VPIM ロケーションの編集

SMTP ドメイン名

（SMTP Domain 
Name）

リモート ボイス メッセージ システムの SMTP ドメイン名を入力します。Cisco Unity Connection は、

VPIM ロケーションのユーザに対して VPIM アドレスをフォーマットするときにこのドメイン名を使

用します。たとえば、リモート メールボックス ID が 2233 の Terry Campbell 氏への発信 VPIM メッ

セージの宛先は 2233@smtpdomainname となります。

IP アドレス（IP 
Address）

リモート ボイス メッセージ システムの IP アドレスを入力します。Cisco Unity Connection は、この

アドレスからの SMTP 接続が着信 VPIM メッセージを受け取ることを許可し、このアドレスに接続

してこのロケーションの発信 VPIM メッセージを配信できます。（代わりに、このロケーションの 
[VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページの [SMTP スマート ホストを使用してこ

のリモート ロケーションにルートする（Route to this Remote Location Through SMTP Smart Host）
] チェックボックスをオンにして、スマート ホストを使用してこのロケーションの着信メッセージを

配信するよう Connection を設定することもできます）。

（リモート ボイス メッセージ システムが Cisco Unity サーバである場合）Cisco Unity に発信メッ

セージを配信するために SMTP 接続が開始される Exchange サーバまたは Domino サーバの IP アド

レスを入力します。また、着信メッセージを配信するために異なる Exchange サーバまたは Domino 
サーバが Connection への SMTP 接続を開始する場合は、Connection が接続を受け入れるように、接

続を開始するサーバの IP アドレスを [IP アドレス アクセス リスト（IP Address Access List）] に手

動で追加する必要があります。（これを行うには、[システム設定（System Settings）] > [SMTP 設定

（SMTP Configuration）] > [サーバ（Server）] に移動し、[編集（Edit）] > [IP アドレス アクセス リ
ストの検索（Search IP Address Access List）] を選択します）。また、スマート ホストを使用して発

信メッセージを Cisco Unity に配信するよう Connection を設定する場合は、接続を開始する 
Exchange サーバまたは Domino サーバの IP アドレスをここに入力し、このロケーションの [VPIM 
ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページの [SMTP スマート ホストを使用してこのリ

モート ロケーションにルートする（Route to this Remote Location Through SMTP Smart Host）] 
チェックボックスをオンにします。

リモート電話プレ

フィックス

（Remote Phone 
Prefix）

番号の割り当て計画を実現する必要がある場合や同じドメイン名を持つ VPIM ロケーションが複数存

在する場合は、受信者の内線番号（発信メッセージ用）の前に挿入される番号、または受信者の内線

番号（着信メッセージ用）から削除される番号を入力します。

表 8-10 [VPIM ロケーションの新規作成（New VPIM Location）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 8-11 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ロケーションの識別に役立つ名前を入力します。
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VPIM ロケーションの編集
ダイヤル ID（Dial 
ID）

Cisco Unity Connection のロケーションを識別するダイヤル ID（DTMF アクセス ID）を入力しま

す。

パーティション

（Partition）
オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティションはグループ化されてサーチ ス
ペースになります。サーチ スペースは、ユーザまたは外部発信者が Cisco Unity Connection と対話し

ているときに到達できるオブジェクト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使

用されます。ほとんどのオブジェクトは 1 つのパーティションにしか属することができませんが、例

外的にユーザは 1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに代行内線番号を

持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号はパーティション内で固有である必要があります。パーティションには、内線番号が関連付

けられていないオブジェクト（連絡先やシステム同報リストなど）が存在する場合があります。

検索範囲（Search 
Scope）

VPIM ロケーションの検索範囲として使用するサーチ スペースを選択します。Cisco Unity 
Connection がロケーションの送信者から VPIM メッセージを受け取ると、Connection は Connection 
ユーザへのメッセージの [宛先：（To:）] アドレス フィールドに表示された内線番号に一致するサー

チ スペースを検索します。

SMTP ドメイン名

（SMTP Domain 
Name）

リモート ボイス メッセージ システムの SMTP ドメイン名を入力します。Cisco Unity Connection は、

VPIM ロケーションのユーザに対して VPIM アドレスをフォーマットするときにこのドメイン名を使

用します。たとえば、リモート メールボックス ID が 2233 の Terry Campbell 氏への発信 VPIM メッ

セージの宛先は 2233@smtpdomainname となります。

IP アドレス（IP 
Address）

リモート ボイス メッセージ システムの IP アドレスを入力します。Cisco Unity Connection は、この

アドレスからの SMTP 接続が着信 VPIM メッセージを受け取ることを許可し、このアドレスに接続

してこのロケーションの発信 VPIM メッセージを配信できます。（代わりに、このロケーションの 
[VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページの [SMTP スマート ホストを使用してこ

のリモート ロケーションにルートする（Route to this Remote Location Through SMTP Smart Host）
] チェックボックスをオンにして、スマート ホストを使用してこのロケーションの着信メッセージを

配信するよう Connection を設定することもできます）。

（リモート ボイス メッセージ システムが Cisco Unity サーバである場合）Cisco Unity に発信メッ

セージを配信するために SMTP 接続が開始される Exchange サーバまたは Domino サーバの IP アド

レスを入力します。また、着信メッセージを配信するために異なる Exchange サーバまたは Domino 
サーバが Connection への SMTP 接続を開始する場合は、Connection が接続を受け入れるように、接

続を開始するサーバの IP アドレスを [IP アドレス アクセス リスト（IP Address Access List）] に手

動で追加する必要があります。（これを行うには、[システム設定（System Settings）] > [SMTP 設定

（SMTP Configuration）] > [サーバ（Server）] に移動し、[編集（Edit）] > [IP アドレス アクセス リ
ストの検索（Search IP Address Access List）] を選択します）。また、スマート ホストを使用して発

信メッセージを Cisco Unity に配信するよう Connection を設定する場合は、接続を開始する 
Exchange サーバまたは Domino サーバの IP アドレスをここに入力し、このロケーションの [VPIM 
ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページの [SMTP スマート ホストを使用してこのリ

モート ロケーションにルートする（Route to this Remote Location Through SMTP Smart Host）] 
チェックボックスをオンにします。

録音名（Recorded 
Name）

[再生 /録音（Play/Record）] を選択して、VPIM 連絡先の名前を録音します。

表 8-11 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページ （続き）

フィールド 説明
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VPIM ロケーションの編集
リモート電話プレ

フィックス

（Remote Phone 
Prefix）

番号の割り当て計画を実現する必要がある場合や同じドメイン名を持つ VPIM ロケーションが複数存

在する場合は、受信者の内線番号（発信メッセージ用）の前に挿入される番号、または受信者の内線

番号（着信メッセージ用）から削除される番号を入力します。

Cisco Connection の
電話プレフィックス

（Cisco Connection 
Phone Prefix）

番号の割り当て計画を実現する必要がある場合は、Cisco Unity Connection ユーザ内線番号（発信

メッセージ用）の前に挿入される番号、または Connection ユーザ内線番号（着信メッセージ用）か

ら削除される番号を入力します。

オーディオ ノーマラ

イズ（音量均一化）

を有効にする

（Enable Audio 
Normalization）

ボイス メッセージの録音音量を Cisco Unity Connection で自動的に調整して、[システム設定

（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] ページの [録音およびメッセージのター

ゲット デシベル レベル（Target Decibel Level for Recordings and Messages）] フィールドの設定と

同じにする場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

着信メッセージ

（Incoming 
Messages）

リモート ボイス メッセージ システムから着信したメッセージのオーディオ形式を変換するオプショ

ンを選択します。

• [着信メッセージを変換しない（Do Not Convert Incoming Messages）]：Cisco Unity 
Connection はオーディオ形式を変換しません。

• [システム コーデック（System Codec）]：Connection はオーディオ形式をメッセージの録音に

使用されるコーディングに変換します。この設定を確認するには、[システム設定（System 
Settings）] を展開し、[全般設定（General Configuration）] を選択します。システム コーデッ

クは [録音形式（Recording Format）] フィールドに示されます。

発信メッセージ

（Outgoing 
Messages）

リモート ボイス メッセージ システムに送信されたメッセージのオーディオ形式を変換するオプショ

ンを選択します。

• [発信メッセージを変換しない（Do Not Convert Outgoing Messages）]：Cisco Unity 
Connection はオーディオ形式を変換しません。リモート ボイス メッセージ システムが 
Connection または Cisco Unity である場合は、この設定をお勧めします。

• [G.726]：Connection は、オーディオ形式を G.726 コーデックに変換します。通常、リモート ボ
イス メッセージ システムが Connection または Cisco Unity でない場合は、この設定が使用され

ます。

発信者の録音名

（Sender's Recorded 
Name）

Cisco Unity Connection が発信メッセージの送信者の録音名をこのロケーションに含めるようにする

には、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

セキュア メッセージ

の発信を有効にする

（Enable Outgoing 
Secure Messages）

このチェックボックスをオンにすると、セキュアとマークされたメッセージが VPIM ロケーションに

送信されます。

このチェックボックスをオフにすると、セキュアとマークされたメッセージが VPIM ロケーションに

送信されません。（送信者は NDR を受け取ります）。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

プライベート メッ

セージの発信を有効

にする（Enable 
Outgoing Private 
Messages）

このチェックボックスをオンにすると、プライベート（転送できない）とマークされたメッセージが 
VPIM ロケーションに送信されます。

このチェックボックスをオフにすると、プライベートとマークされたメッセージが VPIM ロケーショ

ンに送信されません。（送信者は NDR を受け取ります）。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 8-11 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページ （続き）

フィールド 説明
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VPIM ロケーションの編集
ブラインド アドレス

宛先検索を許可する

（Allow Blind 
Addressing）

受信者の VPIM ロケーション内線番号とメールボックス番号から構成される番号を入力することで、

ユーザがこのロケーションの受信者にメッセージを送信できるようにするには、このチェックボック

スをオンにします。ブラインド アドレス指定を行うと、受信者が Cisco Unity Connection ディレクト

リで連絡先として定義されていなくても、VPIM ロケーションの受信者にメッセージを送信できま

す。

このチェックボックスをオフにすると、ユーザは Connection ディレクトリでこのロケーションに対

して定義された連絡先にだけメッセージを送信できるようになります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

発信メッセージの件

名を削除（Remove 
Subject in Outgoing 
Messages）

メッセージをこのロケーションに送信する前に Cisco Unity Connection でメッセージの件名行をメッ

セージから削除するには、このチェックボックスをオンにすると、

メッセージをこのロケーションに送信するときに Connection でメッセージの件名を含めるには、こ

のチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

発信メッセージのテ

キストを削除

（Remove Text in 
Outgoing Messages）

メッセージをこのロケーションに送信する前に Cisco Unity Connection ですべてのメッセージ本文テ

キストとテキストの添付ファイルを削除するには、このチェックボックスをオンにします。

メッセージをこのロケーションに送信するときに Connection ですべてのメッセージ本文テキストと

テキストの添付ファイルを含めるには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

発信メッセージの

ファクスを削除

（Remove Fax in 
Outgoing Messages）

メッセージをこのロケーションに送信する前に Cisco Unity Connection ですべてのファクスの添付

ファイルを削除するには、このチェックボックスをオンにします。

メッセージをこのロケーションに送信するときに Connection ですべてのファクスの添付ファイルを

含めるには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

着信メッセージから

録音名を削除

（Remove Recorded 
Name from 
Incoming Messages）

着信 VPIM メッセージを Connection 受信者に配信する前に Cisco Unity Connection で着信 VPIM 
メッセージから録音名を削除するには、このチェックボックスをオンにします。

着信 VPIM メッセージを録音名とともに送信者から受け取り、メッセージに送信者の録音名が含まれ

る場合、Connection 受信者は送信者の名前を 2 回聞くことができます（1 回はメッセージ ヘッダーで

再生される送信者情報から、もう 1 回はメッセージの一部である録音名から）。[着信メッセージから

録音名を削除（Remove Recorded Name from Incoming Messages）] が有効な場合は、メッセージの

一部である録音名が削除され、受信者はメッセージ ヘッダーから録音名だけを聞きます。

このチェックボックスがオンになっている場合、着信 VPIM メッセージの録音名は VPIM 連絡先の

作成と更新（有効な場合）に使用されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 8-11 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページ （続き）
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VPIM ロケーションの編集
すべての受信メッ

セージにセキュアの

マークを付ける

（Mark All Incoming 
Messages Secure）

Cisco Unity Connection でこのロケーションからのすべての着信メッセージをセキュアとマークする

には、このチェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、Connection はメッセージのセキュリティを保護するために、セキュア メッセージ

を他のシステムにリレーすることを許可します。[すべての受信メッセージにセキュアのマークを付

ける（Mark All Incoming Messages Secure）] をオンにした場合、セキュア メッセージをリレーする

ように Connection を設定すると、メッセージをリレーするか受け入れるようにメッセージ アクショ

ンを設定してメッセージをリレーするユーザへのこの VPIM ロケーションからのすべてのメッセージ

が不達確認（NDR）になります。[システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [
メッセージング（Messaging）] ページの [セキュア メッセージのリレーを許可する（Allow Relaying 
of Secure Messages）] 設定では、セキュア メッセージがリレーされるかどうかが制御されます。セ

キュア メッセージのリレーを許可するように Connection を設定すると、メッセージはセキュア メッ

セージではなく通常のメッセージとしてリレーされます。

Connection でこのロケーションからの着信メッセージをセキュアとマークしないようにするには、

このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

注意 セキュアな VPIM メッセージは Connection バージョン 7.x でサポートされていません。

バージョン 7.x サーバを含むネットワーク サイトの VPIM 設定を処理するブリッジヘッド

として動作するサーバで [すべての受信メッセージにセキュアのマークを付ける（Mark 
All Incoming Messages Secure）] チェックボックスをオンにした場合、VPIM ロケーショ

ンからバージョン 7.x サーバをホームとする受信者へのすべての着信メッセージはバー

ジョン 7.x サーバ上の Connection MTA BadMail フォルダ（UmssMtaBadMail）に格納さ

れます。

開封確認ヘッダーを

使用（Use Read 
Receipt Headers）

開封確認通知を送信することで Cisco Unity Connection が開封確認要求に応答するには、このチェッ

クボックスをオンにします。この通知は、Content-Type: multipart-report; 
report-type=disposition-notification と、適切な値を持つ Disposition: ヘッダーを含む Content-Type: 
message/disposition-notification のメッセージ部分がある SMTP レポートです。

送信確認通知を送信することで Connection が開封確認要求に応答するには、このチェックボックス

をオフにします。この通知は、Content-Type: multipart-report; report-type=delivery-status と、配信

された値を持つ Action: ヘッダーを含む Content-Type: message/delivery-status のメッセージ部分が

ある SMTP レポートです。

（注） この VPIM ロケーションが Cisco Unity サーバであり、Microsoft Exchange バージョン 14.0
（1）以前向けの Cisco Unity Voice Connector を使用している場合は、このチェックボックス

をオフにしてください。

Connection が開封確認を生成する実際のイベントは [開封確認タイミングを使用（Use Read Receipt 
Timing）] 設定により制御されることに注意してください。[開封確認ヘッダーを使用（Use Read 
Receipt Headers）] 設定は、Connection が応答する要求の種類と開封確認の形式だけを制御します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 8-11 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページ （続き）
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ユーザの別名の編集
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「VPIM Networking in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Customizing VPIM Locations」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

ユーザの別名の編集

開封確認タイミング

を使用（Use Read 
Receipt Timing）

受信者がメッセージを開封したときに Cisco Unity Connection がメッセージの返信確認要求に応答す

るには、このチェックボックスをオンにします。

メッセージが受信者のメールボックスに格納されたときに Connection がメッセージの返信確認要求

に応答するには、このチェックボックスをオフにします。

Connection が応答する返信確認（開封確認または送信確認のいずれか）の種類と応答の形式は、[開
封確認ヘッダーの使用（Use Read Receipt Headers）] 設定によって制御されます。[開封確認タイミ

ングを使用（Use Read Receipt Timing）] 設定は、通知を送信するよう Connection をトリガーする

イベントだけを制御します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

SMTP スマート ホ
ストを使用してこの

リモート ロケーショ

ンにルートする

（Route to this 
Remote Location 
Through SMTP 
Smart Host） 

次のいずれかの状況が存在する場合は、このチェックボックスをオンにします。

• リモート ボイス メッセージ システムが企業のファイアウォールの外部にあります。

• リモート ボイス メッセージ システムにメッセージを配信するために別のスマート ホスト SMTP 
サーバが使用されています。

（注） [システム設定（System Settings）] > [SMTP 設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホ
スト（Smart Host）] ページを選択して SMTP スマート ホストを設定します。

[ディレクトリの

プッシュ（Push 
Directory）]-[すべ

ての VPIM ロケー

ション（All VPIM 
Locations）]

このボタンを選択すると、すべてのリモート ボイス メッセージ システム上の VPIM 連絡先がローカ

ル Cisco Unity Connection サーバからの新しいユーザと録音名で更新されます。

表 8-11 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 8-12 [ユーザの別名の編集（Edit Alternate Names）] ページ

フィールド 説明

ユーザの別名の新規

追加（Add a New 
Alternate Name）

VPIM ロケーションのユーザの別名を入力し、[新規追加（Add New）] を選択します。

表示名（Display 
Name）

VPIM ロケーションのユーザの別名。

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユーザの別名を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数のユーザの別名を同時に削除できます。
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連絡先作成
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「VPIM Networking in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Adding Alternate Names for Each VPIM Location」の

項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

連絡先作成

表 8-13 [連絡先作成（Contact Creation）] ページ

フィールド 説明

VPIM の連絡先を自

動的に作成する

（Automatically 
Create VPIM 
Contacts）

VPIM メッセージが着信し、送信者が対応する VPIM 連絡先レコードを持っていない場合に、このロ

ケーションの VPIM 連絡先レコードが自動的に作成されるようにするには、このチェックボックスを

オンにします。

連絡先テンプレート

（Contact Template）
[VPIM の連絡先を自動的に作成する（Automatically Create VPIM Contacts）] チェックボックスを

オンにした場合は、自動的に作成される連絡先のベースとなるテンプレートを選択します。

VPIM の連絡先を自

動的に変更する

（Automatically 
Modify VPIM 
Contact）

このロケーションの VPIM 連絡先に適用する次のいずれかのオプションを選択します。

• [連絡先を自動的に更新しない（No Automatic Update of Contacts）]：着信メッセージの送信者

情報が変更されていたとき、VPIM メッセージに含まれている送信者情報を使用して VPIM 連絡

先レコードを更新しません。 

• [テキスト名が変更される時のみ（Only When the Text Name Changes）]：VPIM メッセージで

受信したテキスト名が、VPIM 連絡先の名前と一致しない場合に限り、VPIM 連絡先レコードを

更新します。

• [各 VPIM メッセージ（With Each VPIM message）]：このロケーションの VPIM 連絡先から 
VPIM メッセージが着信するたびに、対応する VPIM 連絡先レコードが更新されます。

VPIM の連絡先を自

動的に削除する

（Automatically 
Delete VPIM 
Contact）

VPIM メッセージが配信不能として返された場合に、このロケーションの VPIM 連絡先が自動的に削

除されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

VPIM の連絡先の表

示名の更新を許可す

る（Allow VPIM 
Contact Display 
Name Updates）

このロケーションからの着信メッセージで送信者の表示名が変更された場合に、VPIM 連絡先の表示

名が自動的に更新されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

録音名なしの VPIM 
の連絡先を許可する

（Allow VPIM 
Contacts Without 
Recorded Names）

録音名を持たない VPIM 連絡先のレコードがこのロケーションに対して自動的に更新されるようにす

るには、このチェックボックスをオンにします。
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 第 8 章 Cisco Unity Connection 9.x ネットワークの設定

エンタープライズ管理パスワードの検索
関連項目

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「VPIM Networking in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Customizing VPIM Contact Directory Update Settings」
の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

エンタープライズ管理パスワードの検索

テキスト名のマッピ

ング（Mapping Text 
Names）

次のいずれかのオプションを選択して、このロケーションからの着信メッセージのテキスト名を、自

動的に作成された VPIM 連絡先レコードの表示名に対してどのようにマップするかを指定します。

• [VPIM の連絡先の表示名に直接（Directly to VPIM Contact Display Names）]：VPIM 連絡先の

表示名は、対応するテキスト名と一致します。 

• [カスタム（Custom）]：VPIM 連絡先の表示名に対してテキスト名をどのようにマップするかを

定義するルールを入力します。トークン <FN>、<LN>、および <TN>（それぞれ名、姓、テキ

スト名）を他のテキストと任意に組み合わせて入力できます。<FN>、<LN>、および <TN> の
前には、空白文字、カンマ、またはセミコロン（;）を必ず入力します。ただし、ルールの先頭に

なる場合は除きます。また、トークンが規則の最後にない限り、必ずトークンの後にスペース、

カンマ、セミコロンのいずれかを入力します。規則の先頭または末尾には、追加の文字は不要で

す。

VPIM の連絡先の内

線番号のマップ先

（Map VPIM Contact 
Extensions To）

次のいずれかの設定を選択して、自動的に作成された VPIM 連絡先レコードの内線番号に対してこの

ロケーションからの着信メッセージの電話番号をどのようにマップするかを指定します。

• [電話番号（Phone Number）]：内線番号は、着信 VPIM メッセージを解析して得られた電話番

号と同じものになります。

• [電話番号 - リモート電話プレフィックス（Phone Number - Remote Phone Prefix）]：内線番号

は、電話番号の先頭部分からリモート電話プレフィックスを削除して生成されます。

• [ロケーション ダイヤル ID + 電話番号（Location Dial ID + Phone Number）]：内線番号は、電

話番号の先頭にロケーション ダイヤル ID を追加することによって形成されます。

• [ロケーション ダイヤル ID + 電話番号 - リモート電話プレフィックス（Location Dial ID + Phone 
Number - Remote Phone Prefix）]：内線番号は、電話番号の先頭からリモート電話プレフィック

スを取り除き、その結果となる番号の先頭にロケーション ダイヤル ID を追加することによって

形成されます。

表 8-13 [連絡先作成（Contact Creation）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 8-14 [エンタープライズ管理パスワードの検索（Search Enterprise Administration Passwords）] ページ

フィールド 説明

Connection ロケー

ション（Connection 
Location）

新しいエンタープライズ管理パスワードを作成する場合は、パスワードを設定するネットワーク ロ
ケーションを選択します。エンタープライズ管理パスワードは、Cisco Unity Connection 
Serviceability の一括編集ツールやボイス ネットワーク マップ ツールに使用されます。

エイリアス（Alias） [Connection ロケーション（Connection Location）] で、システム管理者の役割を持つ管理者アカウ

ントのエイリアスを入力します。

パスワード

（Password）
[エイリアス（Alias）] フィールドで指定された管理者のパスワードを入力します。
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 第 8 章 Cisco Unity Connection 9.x ネットワークの設定

エンタープライズ管理パスワードの検索
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Cisco Unity Connection 9.x User Accounts in Bulk」の章にある「Editing Cisco Unity Connection 
9.x User Account Information in Bulk Edit Mode」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

新規追加（Add 
New）

[新規追加（Add New）] を選択して、格納されたエンタープライズ管理パスワードのリストに新しい

エンタープライズ管理パスワードを追加します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
[Connection ロケーション（Connection Location）] の左側にあるチェックボックスをオンにして、

格納されたエンタープライズ管理パスワードのリストからロケーションを削除します。

保存（Save） 格納されたエンタープライズ管理パスワードのリストの Connection ロケーションに対してエイリア

スまたはパスワードを更新した後に、[保存（Save）] を選択して変更内容を保存します。

表 8-14 [エンタープライズ管理パスワードの検索（Search Enterprise Administration Passwords）] ページ （続き）

フィールド 説明
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Cisco Unity Connection Re
C H A P T E R 9

Cisco Unity Connection  でのユニファイド 
メッセージングの設定

次の項を参照してください。

• 「ユニファイド メッセージング サービスの検索」（P.9-1）

• 「ユニファイド メッセージング サービスの新規作成」（P.9-2）

• 「ユニファイド メッセージング サービスの編集」（P.9-18）

• 「ユニファイド メッセージング アカウント ステータス」（P.9-34）

• 「SpeechView 文字変換サービス」（P.9-36）

• 「文字変換エラー コードの検索」（P.9-38）

• 「文字変換エラー コードの新規作成」（P.9-38）

• 「文字変換エラー コードの編集」（P.9-39）

• 「文字変換エラー コードの削除」（P.9-39）

ユニファイド メッセージング サービスの検索 
表 9-1 [ユニファイド メッセージング サービスの検索（Search Unified Messaging Services）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ユニファイド メッセージング サービスを削除するには、表示名の左にあるチェックボックスをオン

にして、[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のユニファイド メッセージ

ング サービスを削除できます。

新規追加（Add 
New）

ユニファイド メッセージング サービスを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択しま

す。新しいページが開くので、このページに新規ユニファイド メッセージング サービスに適用する

データを入力します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ユニファイド メッセージング サービスの名前。

サーバ タイプ

（Server Type）
（表示専用）ユニファイド メッセージング サービスが接続するサーバのタイプ。
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 第 9 章 Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージングの設定

ユニファイド メッセージング サービスの新規作成
関連項目

ユニファイド メッセージング サービスの新規作成 
[ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページに表示

されるフィールドは、[タイプ（Type）] リストで選択したオプションによって異なります。

[Exchange/BPOS-D] または [MeetingPlace] を選択した後、該当する表を参照してください。

• Exchange/BPOS-D：表 9-2

• MeetingPlace：表 9-3

• Office 365：表 9-4

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange 

フィールド 説明

タイプ（Type） [Exchange/BPOS-D] を選択します。

有効（Enabled） Cisco Unity Connection が、このサービスで指定された Exchange サーバにアクセスできるようにす

る場合はこのチェックボックスをオンにし、アクセスを禁止する場合はこのチェックボックスをオフ

にします。

このユニファイド メッセージング サービスで単一受信トレイが有効になっている場合、ユニファイ

ド メッセージング サービスを無効にしてから再度有効にすると、影響を受けるユーザの Connection 
メールボックスと Exchange メールボックスが Connection によって再同期されます。次の点に注意し

てください。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Exchange のメッセージ

を削除しても、Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Exchange メールボックスに再同期

されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを無効にする前に、メッセージを Exchange から完全削除

（[削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、ユニファイド メッセー

ジング サービスを再度有効にした場合に Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダに残っている対応するメッセージが、Exchange の [削除済みアイテム（Deleted Items）
] フォルダに再同期されます。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Connection のメッセー

ジを削除しても、Exchange の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Exchange に残ったままになりま

す。ユーザは Exchange から手動でメッセージを削除する必要があります。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Exchange のメッセージ

のステータスを変更した場合は（たとえば、未読から既読など）、ユニファイド メッセージング 
サービスを再度有効にすると、Exchange メッセージのステータスが対応する Connection メッ

セージの現在のステータスに変更されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを再度有効にすると、ユニファイド メッセージング サー

ビスに関連付けられたユーザの数、およびユーザの Connection メールボックスと Exchange メー

ルボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの再同期が新しいメッセージの同期パフォーマ

ンスに影響する場合があります。
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 第 9 章 Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージングの設定

ユニファイド メッセージング サービスの新規作成
表示名（Display 
Name）

サービスの識別に役立つ名前を入力します。

Exchange の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド メッ

セージングにユーザを設定する際に [ユーザ（Users）] > [ユニファイド メッセージング アカウント

（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各ユーザ

の正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力します。

Web ベース認証モー

ド（Web-Based 
Authentication 
Mode）

『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある「Confirming 
Exchange Authentication and SSL Settings for Cisco Unity Connection 8.5 and Later」の項の手順を

実行する際に指定したものと同じ認証モードを選択します。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

Web ベース プロト

コル（Web-Based 
Protocol）

『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある「Confirming 
Exchange Authentication and SSL Settings for Cisco Unity Connection 8.5 and Later」の項の手順を

実行する際に指定したものと同じ Web ベース プロトコルを選択します。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

Exchange サーバの

証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Exchange Servers）

（[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストで HTTPS を選択した場合に限り適用可能）
Connection がアクセスしている Exchange サーバにインストールされた証明書に対して、Connection 
サーバにアップロードされた証明書を Cisco Unity Connection によって確認する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。たとえば、このチェックボックスをオンにすると、Connection は次のこ

とを確認します。

• Connection がアクセスしている Exchange サーバにインストールされた SSL 証明書が、

Connection サーバの SSL 証明書と一致する。

• SSL 証明書が期限切れになっていない。

検証に失敗すると、次のように対処します。

• Exchange サーバの検索を行うようにユニファイド メッセージング サービスを設定した場合、

Connection は別の Exchange サーバを検索します。別の Exchange サーバが見つかり、そのサー

バの SSL 証明書を検証できる場合、Connection はボイス メッセージを Exchange と同期します。

• 特定の Exchange サーバにアクセスするようにユニファイド メッセージング サービスを設定した

場合、Connection は別の Exchange サーバの検索を行わず、ボイス メッセージを Exchange と同

期しません。自己署名証明書は検証できません。[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）
] リストから [HTTPS] を選択し、Exchange サーバで自己署名証明書を使用している場合、

[Exchange サーバの証明書を確認する（Validate Certificates for Exchange Servers）] チェック

ボックスをオンにしないでください。オンにした場合は、Connection が Exchange にアクセスで

きなくなります。

Exchange サーバの

検索（Search for 
Exchange Servers）

Exchange サーバの

指定（Specify an 
Exchange Server）

Connection が通信相手の Exchange サーバを検索するか、Connection が特定の Exchange サーバと通

信するかを選択します。これらのオプションの選択に関する詳細については、『Unified Messaging 
Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco Unity Connection 9 and 
Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある「Determining Which Exchange 
Servers You Want Cisco Unity Connection 8.5 and Later to Communicate With」の項を参照してくだ

さい。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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 第 9 章 Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージングの設定

ユニファイド メッセージング サービスの新規作成
Active Directory 
DNS ドメイン名

（Active Directory 
DNS Domain 
Name）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）

Connection で、Exchange サーバの検索を開始する Active Directory ドメインの DNS ドメイン名を入

力します。

（注） [Active Directory DNS ドメイン名（Active Directory DNS Domain Name）] フィールドの 
DNS ドメイン名は、DNS サーバのクライアント アクセス サーバ（CAS）にある IP アドレス 
レコードに基づき、IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスのいずれかで解決できます。ただし、

IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定され

ている場合にのみ機能します。IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and Upgrade 
Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 Addresses of 
Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug05
1.html から入手可能です。

Active Directory サ
イト名（Active 
Directory Site 
Name）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）複数の 
Active Directory サイトに Exchange サーバがある場合、Cisco Unity Connection が Exchange サーバ

の検出に最初に使用するドメイン コントローラを含むサイトを指定すると、パフォーマンスが向上し

ます。

Exchange のバー

ジョン（Exchange 
Versions）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）
Cisco Unity Connection からアクセス可能にするメールボックスがある Exchange のバージョンを選

択します。

ドメイン コントロー

ラとの通信に使用す

るプロトコル

（Protocol Used to 
Communicate with 
Domain 
Controllers）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）Active 
Directory と通信して Exchange サーバを検索する際に、Cisco Unity Connection が LDAP または 
Secure LDAP（LDAPS）のどちらを使用する必要があるかを選択します。

注意 異なる Exchange サーバを検索して通信できるように Connection を設定した場合、

Connection は基本認証を使用して Active Directory サーバと通信します。デフォルトでは、

ユニファイド メッセージング サービス アカウントのユーザ名とパスワード、および 
Connection と Active Directory サーバ間の他のすべての通信はクリア テキストで送信され

ます。このデータを暗号化する場合は、ユニファイド メッセージング サービスが Secure 
LDAP（LDAPS）プロトコルを使用して Active Directory ドメイン コントローラと通信を

行うように設定し、Active Directory サーバから tomcat-trust および Connection-trust の両

方のロケーションへの SSL 証明書を発行した証明機関から証明書をアップロードする必要

があります。

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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Active Directory ド
メイン コントローラ

の証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Active Directory 
Domain 
Controllers）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）[ドメイ

ン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to Communicate with Domain 
Controllers）] リストで LDAPS を選択し、次の例に示すような設定を含むさまざまな設定を 
Cisco Unity Connection によって確認する場合は、このチェックボックスをオンにします。

• Connection が Exchange サーバを検索するためにアクセスしているドメイン コントローラにイン

ストールされた SSL 証明書が、Connection サーバ上の SSL 証明書と一致することを確認します。

• SSL 証明書が期限切れになっていないことを確認します。

確認に失敗した場合、Connection は別のドメイン コントローラを検索します。

自己署名証明書は検証できません。[ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル

（Protocol Used to Communicate with Domain Controllers）] リストで LDAPS を選択し、ドメイン コ
ントローラで自己署名証明書を使用している場合は、[Active Directory ドメイン コントローラの証明

書を確認する（Validate Certificates for Active Directory Domain Controllers）] チェックボックスを

オンにしないでください。チェックボックスをオンにすると、Exchange サーバを検索する際、

Connection がドメイン コントローラにアクセスできなくなります。

Exchange サーバ

（Exchange Server）
（[Exchange サーバの指定（Specify an Exchange Server）] を選択した場合に限り適用可能）

Cisco Unity Connection がアクセスする Exchange サーバの完全修飾ドメイン名（FQDN）、サーバ

名、または IP アドレスを入力します。Exchange 2010 または Exchange 2007 サーバの名前を入力す

る場合は、クライアント アクセス サーバの名前を入力する必要があります。

[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストから [HTTPS] を選択し、[Exchange サーバ

の証明書を確認する（Validate Certificates for Exchange Servers）] チェックボックスをオンにした場

合は、Exchange サーバの SSL 証明書に表示されたいずれかの値を入力する必要があります。（SSL 
証明書は、FQDN、サーバ名、または IP アドレスの組み合わせによってサーバを識別する場合があ

ります）。

（注） [Exchange サーバ（Exchange Server）] テキスト ボックス内の IP アドレスは、IPv4 アドレ

スまたは IPv6 アドレスのいずれかになります。ただし、IPv6 アドレスは、Connection プ
ラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている場合にのみ機能します。

IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity 
Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 Addresses of Cisco Unity Connection」
の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug05
1.html から入手可能です。

「ユニファイド メッ

セージング サービス

の編集」（P.9-18）
サーバ タイプ

（Server Type）

（[Exchange サーバの指定（Specify an Exchange Server）] を選択した場合に限り適用可能）

[Exchange サーバ（Exchange Server）] フィールドで指定したサーバにインストールされている 
Exchange のバージョンを選択します。

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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ユーザ名

（Username）
ユニファイド メッセージング サービス アカウントの Active Directory ユーザ名を、次のいずれかの

形式で入力します。

• user@domain

• domain\user（ドメイン名に FQDN 形式を使用しないでください）

これは、『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある

「Creating the Unified Messaging Services Account in Active Directory and Granting Permissions for 
Cisco Unity Connection 9 and Later」の項の手順を実行した際に作成したアカウントです。このド

キュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

パスワード

（Password）
[ユーザ名（Username）] フィールドで入力した Active Directory アカウントのパスワードを入力し

ます。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech (TTS)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザがテキ

スト /スピーチを使用して Exchange の電子メールを再生できるようにする場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

ここでテキスト /スピーチを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定

する際に、個々のユーザのテキスト /スピーチを無効にできます。ただし、ここでテキスト /スピーチ

を無効にすると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザが 
Exchange の予定表および連絡先にアクセスできるようにする場合は、このチェックボックスをオン

にします。

ここで Exchange の予定表および連絡先へのアクセスを有効にしても、Connection ユーザのユニファ

イド メッセージングを設定する際に、個々のユーザの予定表および連絡先へのアクセスを無効にでき

ます。ただし、ここで Exchange の予定表および連絡先へのアクセスを無効にすると、ユーザごとに

個別に有効にすることができなくなります。

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられたユーザの Cisco Unity Connection メー

ルボックスおよび Exchange メールボックスを同期する場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。

ここで単一受信トレイを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定す

る際に、個々のユーザの単一受信トレイを無効にできます。ただし、ここで単一受信トレイを無効に

すると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

このユニファイド メッセージング サービスの単一受信トレイを無効にしてから再度有効にした場合

は、影響を受けるユーザの Connection メールボックスと Exchange メールボックスが Connection に
よって再同期されます。次の点に注意してください。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージを削除しても、

Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にする

と、そのメッセージが Exchange メールボックスに再同期されます。

• 単一受信トレイを無効にする前に、メッセージを Exchange から完全削除（[削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、単一受信トレイを再度有効にした場合に 
Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッセージ

が、Exchange の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Connection のメッセージを削除しても、

Exchange の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にすると、

そのメッセージが Exchange に残ったままになります。ユーザは Exchange から手動でメッセー

ジを削除する必要があります。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージのステータスを変更

した場合は（たとえば、未読から既読など）、単一受信トレイを再度有効にすると、Exchange 
メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変更されま

す。

• 単一受信トレイを再度有効にすると、ユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた

ユーザの数およびユーザの Connection メールボックスと Exchange メールボックスのサイズに応

じて、既存のメッセージの再同期が新しいメッセージの同期パフォーマンスに影響する場合があ

ります。

リセット（Reset） [リセット（Reset）] を選択すると、このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた 
Connection メールボックスごとに、Cisco Unity Connection が次の動作を実行します。

• 同期されていないボイス メッセージを同期します。

• Exchange 通知の再登録を行います。これにより、Exchange は、メッセージの変更（たとえば、

メッセージが削除された場合）の Connection 通知および ViewMail for Outlook を使用して作成

された新しいボイス メッセージの通知を送信します。

• 既存のメッセージのステータス（たとえば、読み取り /書き込みのステータス）を再同期します。

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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電子メール用メッ

セージ アクション

（Message Action for 
Email）

ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、電子メール メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Exchange と同期するように設定

されたユーザのアドレスに電子メール メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、電子メール 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Exchange と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [電
子メール（Email）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべての電子メール メッセージの着信を拒否し、Exchange と同期しません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[電子メール用メッセージ アクション（Message Action for Email）] 設定の値が、

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの電子メール設定より

も優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [電子メール用メッセージ アクション（Message 
Action for Email）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージ

を受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、

メッセージは Exchange にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
9-8
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 9 章 Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージングの設定

ユニファイド メッセージング サービスの新規作成
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

ファクス用メッセー

ジ アクション

（Message Action for 
Fax）

ユーザがファクス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、ファクス メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Exchange と同期するように設定

されたユーザのアドレスにファクス メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、ファクス 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Exchange と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [
ファクス（Fax）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべてのファクス メッセージの着信を拒否し、Exchange と同期しません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[ファクス用メッセージ アクション（Message Action for Fax）] 設定の値が、ユーザ

の [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [ファクス（Fax）] 設定よ

りも優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [ファクス用メッセージ アクション（Message 
Action for Fax）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを

受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、メッ

セージは Exchange にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

テスト（Test） [テスト（Test）] ボタンをクリックすると、指定した Exchange サーバと通信できるかどうかを確認

できます。

表 9-2 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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表 9-3 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Cisco Unified 
MeetingPlace 

フィールド 説明

タイプ（Type） MeetingPlace を選択します。

有効（Enabled） Cisco Unity Connection が、このサービスで指定された MeetingPlace サーバにアクセスできるよう

にする場合は [有効（Enabled）] チェックボックスをオンにし、アクセスを禁止する場合はこの

チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスがオフになっている場合、MeetingPlace サーバへのアクセスは、エラーメッ

セージが表示されずに失敗します。

表示名（Display 
Name）

サービスの識別に役立つ名前を入力します。

MeetingPlace の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド 
メッセージングにユーザを設定する際に [ユーザ（Users）] > [ユニファイド メッセージング アカウ

ント（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各

ユーザの正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力しま

す。

サーバ（Server） Cisco Unity Connection がアクセスする Cisco Unified MeetingPlace サーバの完全修飾ドメイン名

（FQDN）、サーバ名、または IP アドレスを入力します。

[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストから [HTTPS] を選択し、[MeetingPlace 
サーバの証明書を確認する（Validate Certificates for MeetingPlace Servers）] チェックボックスをオ

ンにした場合は、MeetingPlace サーバの SSL 証明書に表示されたいずれかの値を入力する必要があ

ります。（SSL 証明書は、FQDN、サーバ名、または IP アドレスの組み合わせによってサーバを識別

する場合があります）。

内線番号ダイヤル文

字列を転送する

（Transfer Extension 
Dial String）

電話中のユーザを Cisco Unified MeetingPlace サーバのガイダンスに転送するために、Cisco Unity 
Connection がダイヤルする必要がある数字を入力します。

Web ベース プロト

コル（Web-Based 
Protocol）

次のいずれかを選択します。

• [HTTP]：Cisco Unity Connection と Cisco Unified MeetingPlace の間のネットワーク トラフィッ

クのセキュリティを強化するために SSL を設定しない場合に限り、このオプションを選択しま

す。

• [HTTPS]：Connection と Cisco Unified MeetingPlace の間のネットワーク トラフィックのセ

キュリティを強化するために SSL を設定する場合は、このオプションを選択します。この設定を

使用することを推奨します。

MeetingPlace サー

バの証明書を確認す

る（Validate 
Certificates for 
MeetingPlace 
Servers）

[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストで HTTPS を選択し、次の例に示すような設

定を含むさまざまな設定を Cisco Unity Connection で確認する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

• Connection がアクセスしている MeetingPlace サーバにインストールされた SSL 証明書が、

Connection サーバの SSL 証明書と一致することを確認します。

• SSL 証明書が期限切れになっていないことを確認します。

検証に失敗した場合、Connection は MeetingPlace の予定表にアクセスできなくなります。

ユーザ ID（User 
ID）

Cisco Unified MeetingPlace サーバへのサインインに Cisco Unity Connection が使用する特権サービ

ス アカウントの Windows ドメイン エイリアス。

パスワード

（Password）
Cisco Unified MeetingPlace サーバへのサインインに Cisco Unity Connection が使用する特権サービ

ス アカウントのパスワード。
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ユニファイド メッセージング サービスの新規作成
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

予定表へのユーザ ア
クセス（User 
Access to Calendar）

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知は再生されません。

MeetingPlace スケ

ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定し、会議に参加

することができます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会議に

参加できません。

表 9-3 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Cisco Unified 
MeetingPlace  （続き）

フィールド 説明

表 9-4 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange 

フィールド 説明

タイプ（Type） [Office 365] を選択します。
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有効（Enabled） Cisco Unity Connection がこのサービスによって指定された Office 365 サーバにアクセスできるよう

にする場合はこのチェックボックスをオンにし、アクセスを禁止する場合はチェックボックスをオフ

にします。

このユニファイド メッセージング サービスで単一受信トレイが有効になっている場合、ユニファイ

ド メッセージング サービスを無効にしてから再度有効にすると、影響を受けるユーザの Connection 
メールボックスと Office 365 メールボックスが Connection によって再同期されます。次の点に注意

してください。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Office 365 のメッセー

ジを削除しても、Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド 
メッセージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Office 365 メールボックスに再

同期されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを無効にする前に、メッセージを Office 365 から完全削

除（[削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にした場合に Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）
] フォルダに残っている対応するメッセージが、Office 365 の [削除済みアイテム（Deleted 
Items）] フォルダに再同期されます。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Connection のメッセー

ジを削除しても、Office 365 の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Office 365 に残ったままになりま

す。ユーザは、Office 365 から手動でメッセージを削除する必要があります。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Office 365 のメッセー

ジのステータスを変更した場合は（たとえば、未読から既読など）、ユニファイド メッセージン

グ サービスを再度有効にすると、Office 365 メッセージのステータスが対応する Connection 
メッセージの現在のステータスに変更されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを再度有効にすると、ユニファイド メッセージング サー

ビスに関連付けられたユーザの数、およびユーザの Connection メールボックスと Office 365 
メールボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの再同期が新しいメッセージの同期パ

フォーマンスに影響する場合があります。

表示名（Display 
Name）

サービスの識別に役立つ名前を入力します。

Office 365 の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド 
メッセージングにユーザを設定する際に [ユーザ（Users）] > [ユニファイド メッセージング アカウ

ント（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各

ユーザの正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力しま

す。

プロキシ サーバ

（Proxy Server）
アドレス :ポートまたはホスト名 :ポートの形式で、プロキシ サーバの IP アドレスまたはホスト名お

よびポートを入力します。

表 9-4 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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Exchange サーバの

証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Exchange Servers）

 Connection がアクセスしている Office 365 サーバにインストールされた証明書に対して、

Connection サーバにアップロードされた証明書を Cisco Unity Connection によって確認する場合は、

このチェックボックスをオンにします。たとえば、このチェックボックスをオンにすると、

Connection は次のことを確認します。

• Connection がアクセスしている Office 365 サーバにインストールされた SSL 証明書が、

Connection サーバの SSL 証明書と一致します。

• SSL 証明書が期限切れになっていない。

検証に失敗すると、次のように対処します。

• Office 365 サーバの検索を行うようにユニファイド メッセージング サービスを設定した場合、

Connection は別の Office 365 サーバを検索します。別の Office 365 サーバが見つかり、その

サーバの SSL 証明書を検証できる場合、Connection はボイス メッセージを Office 365 と同期し

ます。

• 特定の Office 365 サーバにアクセスするようにユニファイド メッセージング サービスを設定し

た場合、Connection は別の Office 365 サーバの検索を行わず、ボイス メッセージを Office 365 
と同期しません。自己署名証明書は検証できません。

ホステッド 
Exchange サーバの

検索（Search for 
Hosted Exchange 
Servers）

ホステッド 
Exchange サーバの

指定（Specify the 
Hosted Exchange 
Server）

Connection が別の Office 365 サーバを検索して通信できるようにするか、特定の Office 365 サーバ

のホスト名または IP アドレスがわかっている場合に Connection がその Office 365 サーバと通信でき

るようにするかを決定します。  推奨されるオプションは [自動検出（Auto Discovery）] です。 

（[ホステッド Exchange サーバの指定（Specify the Hosted Exchange Server）] を選択した場合に限り

適用可能）Cisco Unity Connection がアクセスする Office 365 サーバのドメイン名、サーバ名、また

は IP アドレスを入力します。Office 365 サーバの名前を入力する場合は、クライアント アクセス 
サーバの名前を入力する必要があります。

ユーザ名（User 
Name）

ユニファイド メッセージング サービス アカウントの Active Directory ユーザ名を、次のいずれかの

形式で入力します。

user@domain（ユーザ プリンシプル名形式）

これは、Microsoft Office 365 で作成されたドメイン サービス アカウントのユーザ名です。

パスワード

（Password）
[ユーザ名（Username）] フィールドに入力したドメイン サービス アカウントのパスワードを入力し

ます。

ドメイン コントロー

ラとの通信に使用す

るプロトコル

（Protocol Used to 
Communicate with 
Domain 
Controllers）

（[ホステッド Exchange サーバの検索（Search for Hosted Exchange Servers）] を選択した場合に限
り適用可能）Active Directory と通信して Office 365 サーバを検索する際に、Cisco Unity Connection 
が LDAP または Secure LDAP（LDAPS）のどちらを使用する必要があるかを選択します。

表 9-4 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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Active Directory ド
メイン コントローラ

の証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Active Directory 
Domain 
Controllers）

（[ホステッド Exchange サーバの検索（Search for Hosted Exchange Servers）] を選択した場合に限
り適用可能）[ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to 
Communicate with Domain Controllers）] リストで LDAPS を選択し、次の例に示すような設定を含

むさまざまな設定を Cisco Unity Connection によって確認する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

• Connection が Exchange サーバを検索するためにアクセスしているドメイン コントローラにイン

ストールされた SSL 証明書が、Connection サーバ上の SSL 証明書と一致することを確認します。

• SSL 証明書が期限切れになっていないことを確認します。

確認に失敗した場合、Connection は別のドメイン コントローラを検索します。

自己署名証明書は検証できません。[ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル

（Protocol Used to Communicate with Domain Controllers）] リストで LDAPS を選択し、ドメイン コ
ントローラで自己署名証明書を使用している場合は、[Active Directory ドメイン コントローラの証明

書を確認する（Validate Certificates for Active Directory Domain Controllers）] チェックボックスを

オンにしないでください。チェックボックスをオンにすると、Office 365 サーバを検索する際、

Connection がドメイン コントローラにアクセスできなくなります。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech (TTS)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザがテキ

スト /スピーチを使用して Office 365 の電子メールを再生できるようにする場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

ここでテキスト /スピーチを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定

する際に、個々のユーザのテキスト /スピーチを無効にできます。ただし、ここでテキスト /スピーチ

を無効にすると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザが 
Office 365 の予定表および連絡先にアクセスできるようにする場合は、このチェックボックスをオン

にします。

ここで Office 365 の予定表および連絡先へのアクセスを有効にしても、Connection ユーザのユニ

ファイド メッセージングを設定する際に、個々のユーザの予定表および連絡先へのアクセスを無効に

できます。ただし、ここで Office 365 の予定表および連絡先へのアクセスを無効にした場合は、個々

のユーザに対して有効にはできません。

表 9-4 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられたユーザの Cisco Unity Connection メー

ルボックスおよび Office 365 メールボックスを同期する場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。

ここで単一受信トレイを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定す

る際に、個々のユーザの単一受信トレイを無効にできます。ただし、ここで単一受信トレイを無効に

すると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

このユニファイド メッセージング サービスの単一受信トレイを無効にしてから再度有効にした場合

は、影響を受けるユーザの Connection メールボックスと Office 365 メールボックスが Connection に
よって再同期されます。次の点に注意してください。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Office 365 のメッセージを削除しても、

Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にする

と、そのメッセージが Office 365 メールボックスに再同期されます。

• 単一受信トレイを無効にする前に、メッセージを Office 365 から完全削除（[削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、単一受信トレイを再度有効にした場合に 
Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッセージ

が、Office 365 の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Connection のメッセージを削除しても、

Office 365 の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にすると、

そのメッセージが Office 365 に残ったままになります。ユーザは Office 365 から手動でメッセー

ジを削除する必要があります。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Office 365 のメッセージのステータスを変更

した場合は（たとえば、未読から既読など）、単一受信トレイを再度有効にすると、Office 365 
メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変更されま

す。

• 単一受信トレイを再度有効にすると、サービスに関連付けられたユーザの数およびユーザの 
Connection メールボックスと Office 365 メールボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの

再同期が新しいメッセージの同期パフォーマンスに影響する場合があります。

リセット（Reset） [リセット（Reset）] を選択すると、このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた 
Connection メールボックスごとに、Cisco Unity Connection が次の動作を実行します。

• 同期されていないボイス メッセージを同期します。

• Office 365 通知の再登録を行います。これにより、Office 365 は、メッセージの変更（たとえば、

メッセージが削除された場合）の Connection 通知および ViewMail for Outlook を使用して作成

された新しいボイス メッセージの通知を送信します。

• 既存のメッセージのステータス（たとえば、読み取り /書き込みのステータス）を再同期します。

表 9-4 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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電子メール用メッ

セージ アクション

（Message Action for 
Email）

ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、電子メール メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Office 365 と同期するように設定

されたユーザのアドレスに電子メール メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、電子メール 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Office 365 と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [電
子メール（Email）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべての電子メール メッセージの着信を拒否し、Office 365 との同期を行いません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[電子メール用メッセージ アクション（Message Action for Email）] 設定の値が、

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの電子メール設定より

も優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Office 365 との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [電子メール用メッセージ アクション（Message 
Action for Email）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージ

を受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、

メッセージは Office 365 にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

表 9-4 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング サービスの新規作成
ファクス用メッセー

ジ アクション

（Message Action for 
Fax）

ユーザがファクス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、ファクス メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Office 365 と同期するように設定

されたユーザのアドレスにファクス メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、ファクス 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Office 365 と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [
ファクス（Fax）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべてのファクス メッセージの着信を拒否し、Office 365 と同期しません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[ファクス用メッセージ アクション（Message Action for Fax）] 設定の値が、ユーザ

の [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [ファクス（Fax）] 設定よ

りも優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Office 365 との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [ファクス用メッセージ アクション（Message 
Action for Fax）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを

受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、メッ

セージは Office 365 にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

テスト（Test） [テスト（Test）] ボタンをクリックすると、指定したプロキシ サーバと通信できるかどうかを確認で

きます。

表 9-4 [ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft 
Exchange  （続き）

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング サービスの編集
ユニファイド メッセージング サービスの編集 
[ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページに表示され

るフィールドは、[タイプ（Type）] リストで選択したオプションによって異なります。[Exchange] ま
たは [MeetingPlace] を選択した後、該当する表を参照してください。

• Exchange/BPOS-D：表 9-5

• MeetingPlace：表 9-6

• Office 365：表 9-7

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange

フィールド 説明

タイプ（Type） （表示専用）Exchange にアクセスするユニファイド メッセージング サービスの場合、この値は 
Exchange/BPOS-D です。

有効（Enabled） Cisco Unity Connection が、このサービスで指定された Exchange サーバにアクセスできるようにす

る場合は [有効（Enabled）] チェックボックスをオンにし、アクセスを禁止する場合はチェックボッ

クスをオフにします。

このユニファイド メッセージング サービスで単一受信トレイが有効になっている場合、ユニファイ

ド メッセージング サービスを無効にしてから再度有効にすると、影響を受けるユーザの Connection 
メールボックスと Exchange メールボックスが Connection によって再同期されます。次の点に注意し

てください。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Exchange のメッセージ

を削除しても、Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Exchange メールボックスに再同期

されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを無効にする前に、メッセージを Exchange から完全削除

（[削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、ユニファイド メッセー

ジング サービスを再度有効にした場合に Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダに残っている対応するメッセージが、Exchange の [削除済みアイテム（Deleted Items）
] フォルダに再同期されます。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Connection のメッセー

ジを削除しても、Exchange の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Exchange に残ったままになりま

す。ユーザは Exchange から手動でメッセージを削除する必要があります。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Exchange のメッセージ

のステータスを変更した場合は（たとえば、未読から既読など）、ユニファイド メッセージング 
サービスを再度有効にすると、Exchange メッセージのステータスが対応する Connection メッ

セージの現在のステータスに変更されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを再度有効にすると、ユニファイド メッセージング サー

ビスに関連付けられたユーザの数、およびユーザの Connection メールボックスと Exchange メー

ルボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの再同期が新しいメッセージの同期パフォーマ

ンスに影響する場合があります。

表示名（Display 
Name）

サービスの識別に役立つ名前を入力します。

Exchange の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド メッ

セージングにユーザを設定する際に [ユーザ（Users）] > [ユニファイド メッセージング アカウント

（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各ユーザ

の正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力します。
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ユニファイド メッセージング サービスの編集
Web ベース認証モー

ド（Web-Based 
Authentication 
Mode）

『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある

「Confirming Exchange Authentication and SSL Settings for Cisco Unity Connection 9 and Later」の

項の手順を実行する際に指定したものと同じ認証モードを選択します。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

Web ベース プロト

コル（Web-Based 
Protocol）

『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある

「Confirming Exchange Authentication and SSL Settings for Cisco Unity Connection 8.5 and Later」の
項の手順を実行する際に指定したものと同じ Web ベース プロトコルを選択します。このドキュメン

トは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

Exchange サーバの

証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Exchange Servers）

（[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストで HTTPS を選択した場合に限り適用可能）
Connection がアクセスしている Exchange サーバにインストールされた証明書に対して、Connection 
サーバにアップロードされた証明書を Cisco Unity Connection によって確認する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。たとえば、このチェックボックスをオンにすると、Connection は次のこ

とを確認します。

• Connection がアクセスしている Exchange サーバにインストールされた SSL 証明書が、

Connection サーバの SSL 証明書と一致する。

• SSL 証明書が期限切れになっていない。

検証に失敗すると、次のように対処します。

• Exchange サーバの検索を行うようにユニファイド メッセージング サービスを設定した場合、

Connection は別の Exchange サーバを検索します。別の Exchange サーバが見つかり、そのサー

バの SSL 証明書を検証できる場合、Connection はボイス メッセージを Exchange と同期します。

• 特定の Exchange サーバにアクセスするようにユニファイド メッセージング サービスを設定した

場合、Connection は別の Exchange サーバの検索を行わず、ボイス メッセージを Exchange と同

期しません。

自己署名証明書は検証できません。[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストから 
[HTTPS] を選択し、Exchange サーバで自己署名証明書を使用している場合、[Exchange サーバの証

明書を確認する（Validate Certificates for Exchange Servers）] チェックボックスをオンにしないでく

ださい。オンにした場合は、Connection が Exchange にアクセスできなくなります。

Exchange サーバの

検索（Search for 
Exchange Servers）

Exchange サーバの

指定（Specify an 
Exchange Server）

Connection が通信相手の Exchange サーバを検索するか、Connection が特定の Exchange サーバと通

信するかを選択します。これらのオプションの選択に関する詳細については、『Unified Messaging 
Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring Cisco Unity Connection 9 and 
Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある「Determining Which Exchange 
Servers You Want Cisco Unity Connection 8.5 and Later to Communicate With」の項を参照してくだ

さい。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き） 

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング サービスの編集
Active Directory 
DNS ドメイン名

（Active Directory 
DNS Domain 
Name）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）

Cisco Unity Connection で、Exchange サーバの検索を開始する Active Directory ドメインの DNS ド
メイン名を入力します。

（注） [Active Directory DNS ドメイン名（Active Directory DNS Domain Name）] フィールドの 
DNS ドメイン名は、DNS のクライアント アクセス サーバ（CAS）にある IP アドレス レ
コードに基づき、IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスのいずれかで解決できます。ただし、

IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定され

ている場合にのみ機能します。IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and Upgrade 
Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 Addresses of 
Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug05
1.html から入手可能です。

Active Directory サ
イト名（Active 
Directory Site 
Name）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）複数の 
Active Directory サイトに Exchange サーバがある場合、Cisco Unity Connection が Exchange サーバ

の検出に最初に使用するドメイン コントローラを含むサイトを指定すると、パフォーマンスが向上し

ます。

Exchange のバー

ジョン（Exchange 
Versions）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）

Cisco Unity Connection からアクセス可能にするメールボックスがある Exchange のバージョンを選

択します。

ドメイン コントロー

ラとの通信に使用す

るプロトコル

（Protocol Used to 
Communicate with 
Domain 
Controllers）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）Active 
Directory と通信して Exchange サーバを検索する際に、Cisco Unity Connection が LDAP または 
Secure LDAP（LDAPS）のどちらを使用する必要があるかを選択します。

注意 異なる Exchange サーバを検索して通信できるように Connection を設定した場合、

Connection は基本認証を使用して Active Directory サーバと通信します。デフォルトでは、

ユニファイド メッセージング サービス アカウントのユーザ名とパスワード、および 
Connection と Active Directory サーバ間の他のすべての通信はクリア テキストで送信され

ます。このデータを暗号化する場合は、ユニファイド メッセージング サービスが Secure 
LDAP（LDAPS）プロトコルを使用して Active Directory ドメイン コントローラと通信を

行うように設定し、Active Directory サーバから tomcat-trust および Connection-trust の両

方のロケーションへの SSL 証明書を発行した証明機関から証明書をアップロードする必要

があります。

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き） 

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング サービスの編集
Active Directory ド
メイン コントローラ

の証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Active Directory 
Domain 
Controllers）

（[Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択した場合に限り適用可能）[ドメイ

ン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to Communicate with Domain 
Controllers）] リストで LDAPS を選択し、次の例に示すような設定を含むさまざまな設定を 
Cisco Unity Connection によって確認する場合は、このチェックボックスをオンにします。

• Connection が Exchange サーバを検索するためにアクセスしているドメイン コントローラにイン

ストールされた SSL 証明書が、Connection サーバ上の SSL 証明書と一致することを確認します。

• SSL 証明書が期限切れになっていないことを確認します。

確認に失敗した場合、Connection は別のドメイン コントローラを検索します。

自己署名証明書は検証できません。[ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル

（Protocol Used to Communicate with Domain Controllers）] リストで LDAPS を選択し、ドメイン コ
ントローラで自己署名証明書を使用している場合は、[Active Directory ドメイン コントローラの証明

書を確認する（Validate Certificates for Active Directory Domain Controllers）] チェックボックスを

オンにしないでください。チェックボックスをオンにすると、Exchange サーバを検索する際、

Connection がドメイン コントローラにアクセスできなくなります。

Exchange サーバ

（Exchange Server）
（[Exchange サーバの指定（Specify an Exchange Server）] を選択した場合に限り適用可能）
Connection がアクセスする Exchange サーバの完全修飾ドメイン名（FQDN）、サーバ名、または IP 
アドレスを入力します。Exchange 2010 または Exchange 2007 サーバの名前を入力する場合は、クラ

イアント アクセス サーバの名前を入力する必要があります。

[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストから [HTTPS] を選択し、[Exchange サーバ

の証明書を確認する（Validate Certificates for Exchange Servers）] チェックボックスをオンにした場

合は、Exchange サーバの SSL 証明書に表示されたいずれかの値を入力する必要があります。（SSL 
証明書は、FQDN、サーバ名、または IP アドレスの組み合わせによってサーバを識別する場合があ

ります）。

（注） [Exchange サーバ（Exchange Server）] テキスト ボックス内の IP アドレスは、IPv4 アドレ

スまたは IPv6 アドレスのいずれかになります。ただし、IPv6 アドレスは、Connection プ
ラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている場合にのみ機能します。

IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity 
Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 Addresses of Cisco Unity Connection」
の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug05
1.html から入手可能です。

Exchange サーバ タ
イプ（Exchange 
Server Type）

（[Exchange サーバの指定（Specify an Exchange Server）] を選択した場合に限り適用可能）
[Exchange サーバ（Exchange Server）] フィールドで指定したサーバにインストールされている 
Exchange のバージョンを選択します。

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き） 
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ユーザ名

（Username）
ユニファイド メッセージング サービス アカウントの Active Directory ユーザ名を、次のいずれかの

形式で入力します。

• user@domain

• domain\user（ドメイン名に FQDN 形式を使用しないでください）

これは、『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章にある

「Creating the Unified Messaging Services Account in Active Directory and Granting Permissions for 
Cisco Unity Connection 8.5 and Later」の項の手順を実行した際に作成したアカウントです。このド

キュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucum
gx.html から入手可能です。

パスワード

（Password）
[ユーザ名（Username）] フィールドで入力した Active Directory アカウントのパスワードを入力し

ます。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech (TTS)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザがテキ

スト /スピーチを使用して Exchange の電子メールを再生できるようにする場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

ここでテキスト /スピーチを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定

する際に、個々のユーザのテキスト /スピーチを無効にできます。ただし、ここでテキスト /スピーチ

を無効にすると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザが 
Exchange の予定表および連絡先にアクセスできるようにする場合は、このチェックボックスをオン

にします。

ここで Exchange の予定表および連絡先へのアクセスを有効にしても、Connection ユーザのユニファ

イド メッセージングを設定する際に、個々のユーザの予定表および連絡先へのアクセスを無効にでき

ます。ただし、ここで Exchange の予定表および連絡先へのアクセスを無効にすると、ユーザごとに

個別に有効にすることができなくなります。

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き） 
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Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられたユーザの Cisco Unity Connection メー

ルボックスおよび Exchange メールボックスを同期する場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。

ここで単一受信トレイを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定す

る際に、個々のユーザの単一受信トレイを無効にできます。ただし、ここで単一受信トレイを無効に

すると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

このユニファイド メッセージング サービスの単一受信トレイを無効にしてから再度有効にした場合

は、影響を受けるユーザの Connection メールボックスと Exchange メールボックスが Connection に
よって再同期されます。次の点に注意してください。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージを削除しても、

Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にする

と、そのメッセージが Exchange メールボックスに再同期されます。

• 単一受信トレイを無効にする前に、メッセージを Exchange から完全削除（[削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、単一受信トレイを再度有効にした場合に 
Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッセージ

が、Exchange の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Connection のメッセージを削除しても、

Exchange の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にすると、

そのメッセージが Exchange に残ったままになります。ユーザは Exchange から手動でメッセー

ジを削除する必要があります。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージのステータスを変更

した場合は（たとえば、未読から既読など）、単一受信トレイを再度有効にすると、Exchange 
メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変更されま

す。

• 単一受信トレイを再度有効にすると、ユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた

ユーザの数およびユーザの Connection メールボックスと Exchange メールボックスのサイズに応

じて、既存のメッセージの再同期が新しいメッセージの同期パフォーマンスに影響する場合があ

ります。

リセット（Reset） [リセット（Reset）] を選択すると、このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた 
Connection メールボックスごとに、Connection が次の動作を実行します。

• 同期されていないボイス メッセージを同期します。

• Exchange 通知の再登録を行います。これにより、Exchange は、メッセージの変更（たとえば、

メッセージが削除された場合）の Connection 通知および ViewMail for Outlook を使用して作成

された新しいボイス メッセージの通知を送信します。

• 既存のメッセージのステータス（たとえば、読み取り /書き込みのステータス）を再同期します。

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き） 
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電子メール用メッ

セージ アクション

（Message Action for 
Email）

ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、電子メール メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Exchange と同期するように設定

されたユーザのアドレスに電子メール メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、電子メール 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Exchange と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [電
子メール（Email）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべての電子メール メッセージの着信を拒否し、Exchange と同期しません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[電子メール用メッセージ アクション（Message Action for Email）] 設定の値が、

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの電子メール設定より

も優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [電子メール用メッセージ アクション（Message 
Action for Email）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージ

を受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、

メッセージは Exchange にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き） 
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関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

ファクス用メッセー

ジ アクション

（Message Action for 
Fax）

ユーザがファクス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、ファクス メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Exchange と同期するように設定

されたユーザのアドレスにファクス メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、ファクス 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Exchange と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [
ファクス（Fax）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべてのファクス メッセージの着信を拒否し、Exchange と同期しません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[ファクス用メッセージ アクション（Message Action for Fax）] 設定の値が、ユーザ

の [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [ファクス（Fax）] 設定よ

りも優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [ファクス用メッセージ アクション（Message 
Action for Fax）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを

受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、メッ

セージは Exchange にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

表 9-5 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き） 
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表 9-6 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Cisco Unified 
MeetingPlace（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

フィールド 説明

タイプ（Type） （表示専用）Cisco Unified MeetingPlace にアクセスするユニファイド メッセージング サービスの場

合、この値は MeetingPlace です。

有効（Enabled） Cisco Unity Connection が、このサービスで指定された Cisco Unified MeetingPlace サーバにアクセ

スできるようにする場合は [有効（Enabled）] チェックボックスをオンにし、アクセスを禁止する場

合はこのチェックボックスをオフにします。

このチェックボックスがオフになっている場合、MeetingPlace サーバへのアクセスは、エラーメッ

セージが表示されずに失敗します。

表示名（Display 
Name）

サービスの識別に役立つ名前を入力します。

MeetingPlace の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド 
メッセージングにユーザを設定する際に [ユーザ（Users）] > [ユニファイド メッセージング アカウ

ント（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各

ユーザの正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力しま

す。

サーバ（Server） Cisco Unity Connection がアクセスする Cisco Unified MeetingPlace サーバの完全修飾ドメイン名

（FQDN）、サーバ名、または IP アドレスを入力します。

[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストから [HTTPS] を選択し、[MeetingPlace 
サーバの証明書を確認する（Validate Certificates for MeetingPlace Servers）] チェックボックスをオ

ンにした場合は、MeetingPlace サーバの SSL 証明書に表示されたいずれかの値を入力する必要があ

ります。（SSL 証明書は、FQDN、サーバ名、または IP アドレスの組み合わせによってサーバを識別

する場合があります）。

内線番号ダイヤル文

字列を転送する

（Transfer Extension 
Dial String）

電話中のユーザを Cisco Unified MeetingPlace サーバのガイダンスに転送するために、Cisco Unity 
Connection がダイヤルする必要がある数字を入力します。

Web ベース プロト

コル（Web-Based 
Protocol）

次のいずれかを選択します。

• [HTTP]：Cisco Unity Connection と Cisco Unified MeetingPlace の間のネットワーク トラフィッ

クのセキュリティを強化するために SSL を設定しない場合に限り、このオプションを選択しま

す。

• [HTTPS]：Connection と Cisco Unified MeetingPlace の間のネットワーク トラフィックのセ

キュリティを強化するために SSL を設定する場合は、このオプションを選択します。この設定を

使用することを推奨します。

MeetingPlace サー

バの証明書を確認す

る（Validate 
Certificates for 
MeetingPlace 
Servers）

[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストで HTTPS を選択し、次の例に示すような設

定を含むさまざまな設定を Cisco Unity Connection で確認する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

• Connection がアクセスしている MeetingPlace サーバにインストールされた SSL 証明書が、

Connection サーバの SSL 証明書と一致することを確認します。

• SSL 証明書が期限切れになっていないことを確認します。

検証に失敗した場合、Connection は MeetingPlace の予定表にアクセスできなくなります。

ユーザ ID（User 
ID）

Cisco Unified MeetingPlace サーバへのサインインに Cisco Unity Connection が使用する特権サービ

ス アカウントの Windows ドメイン エイリアス。

パスワード

（Password）
Cisco Unified MeetingPlace サーバへのサインインに Connection が使用する特権サービス アカウン

トのパスワード。
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関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Cisco Unified MeetingPlace for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

予定表へのユーザ ア
クセス（User 
Access to Calendar）

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知は再生されません。

MeetingPlace スケ

ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定し、会議に参加

することができます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会議に

参加できません。

表 9-6 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Cisco Unified 
MeetingPlace（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ） （続き）

フィールド 説明

表 9-7 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange

フィールド 説明

タイプ（Type） （表示専用）Office 365 にアクセスするユニファイド メッセージング サービスの場合、この値は 
Office 365 です。
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有効（Enabled） Cisco Unity Connection が、このサービスで指定された Office 365 サーバにアクセスできるようにす

る場合は [有効（Enabled）] チェックボックスをオンにし、アクセスを禁止する場合はチェックボッ

クスをオフにします。

このユニファイド メッセージング サービスで単一受信トレイが有効になっている場合、ユニファイ

ド メッセージング サービスを無効にしてから再度有効にすると、影響を受けるユーザの Connection 
メールボックスと Office 365 メールボックスが Connection によって再同期されます。次の点に注意

してください。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Office 365 のメッセー

ジを削除しても、Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド 
メッセージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Office 365 メールボックスに再

同期されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを無効にする前に、メッセージを Office 365 から完全削

除（[削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にした場合に Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）
] フォルダに残っている対応するメッセージが、Office 365 の [削除済みアイテム（Deleted 
Items）] フォルダに再同期されます。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Connection のメッセー

ジを削除しても、Office 365 の対応するメッセージを削除しなかった場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスを再度有効にすると、そのメッセージが Office 365 に残ったままになりま

す。ユーザは、Office 365 から手動でメッセージを削除する必要があります。

• ユニファイド メッセージング サービスが無効になっている間にユーザが Office 365 のメッセー

ジのステータスを変更した場合は（たとえば、未読から既読など）、ユニファイド メッセージン

グ サービスを再度有効にすると、Exchange メッセージのステータスが対応する Connection メッ

セージの現在のステータスに変更されます。

• ユニファイド メッセージング サービスを再度有効にすると、ユニファイド メッセージング サー

ビスに関連付けられたユーザの数、およびユーザの Connection メールボックスと Office 365 
メールボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの再同期が新しいメッセージの同期パ

フォーマンスに影響する場合があります。

表示名（Display 
Name）

サービスの識別に役立つ名前を入力します。

Office 365 の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド 
メッセージングにユーザを設定する際に [ユーザ（Users）] > [ユニファイド メッセージング アカウ

ント（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各

ユーザの正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力しま

す。

プロキシ サーバ

（Proxy Server）
アドレス :ポートまたはホスト名 :ポートの形式で、プロキシ サーバの IP アドレスまたはホスト名お

よびポートを入力します。

表 9-7 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き）

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング サービスの編集
Exchange サーバの

証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Exchange Servers）

 Connection がアクセスしている Office 365 サーバにインストールされた証明書に対して、

Connection サーバにアップロードされた証明書を Cisco Unity Connection によって確認する場合は、

このチェックボックスをオンにします。たとえば、このチェックボックスをオンにすると、

Connection は次のことを確認します。

• Connection がアクセスしている Office 365 サーバにインストールされた SSL 証明書が、

Connection サーバの SSL 証明書と一致します。

• SSL 証明書が期限切れになっていない。

検証に失敗すると、次のように対処します。

• Office 365 サーバの検索を行うようにユニファイド メッセージング サービスを設定した場合、

Connection は別の Office 365 サーバを検索します。別の Office 365 サーバが見つかり、その

サーバの SSL 証明書を検証できる場合、Connection はボイス メッセージを Office 365 と同期し

ます。

• 特定の Office 365 サーバにアクセスするようにユニファイド メッセージング サービスを設定し

た場合、Connection は別の Office 365 サーバの検索を行わず、ボイス メッセージを Office 365 
と同期しません。自己署名証明書は検証できません。

ホステッド 
Exchange サーバの

検索（Search for 
Hosted Exchange 
Servers）

ホステッド 
Exchange サーバの

指定（Specify the 
Hosted Exchange 
Server）

Connection が別の Office 365 サーバを検索して通信できるようにするか、特定の Office 365 サーバ

のホスト名または IP アドレスがわかっている場合に Connection がその Office 365 サーバと通信でき

るようにするかを決定します。  推奨されるオプションは [自動検出（Auto Discovery）] です。 

（[ホステッド Exchange サーバの指定（Specify the Hosted Exchange Server）] を選択した場合に限り

適用可能）Cisco Unity Connection がアクセスする Office 365 サーバのドメイン名、サーバ名、また

は IP アドレスを入力します。Office 365 サーバの名前を入力する場合は、クライアント アクセス 
サーバの名前を入力する必要があります。

ユーザ名（User 
Name）

ユニファイド メッセージング サービス アカウントの Active Directory ユーザ名を、次のいずれかの

形式で入力します。

user@domain 

これは、Microsoft Office 365 で作成されたドメイン サービス アカウントのユーザ名です。

パスワード

（Password）
[ユーザ名（Username）] フィールドに入力したドメイン サービス アカウントのパスワードを入力し

ます。

ドメイン コントロー

ラとの通信に使用す

るプロトコル

（Protocol Used to 
Communicate with 
Domain 
Controllers）

（[ホステッド Exchange サーバの検索（Search for Hosted Exchange Servers）] を選択した場合に限
り適用可能）Active Directory と通信して Office 365 サーバを検索する際に、Cisco Unity Connection 
が LDAP または Secure LDAP（LDAPS）のどちらを使用する必要があるかを選択します。

表 9-7 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き）

フィールド 説明
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Active Directory ド
メイン コントローラ

の証明書を確認する

（Validate 
Certificates for 
Active Directory 
Domain 
Controllers）

（[ホステッド Exchange サーバの検索（Search for Hosted Exchange Servers）] を選択した場合に限
り適用可能）[ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to 
Communicate with Domain Controllers）] リストで LDAPS を選択し、次の例に示すような設定を含

むさまざまな設定を Cisco Unity Connection によって確認する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

• Connection が Exchange サーバを検索するためにアクセスしているドメイン コントローラにイン

ストールされた SSL 証明書が、Connection サーバ上の SSL 証明書と一致することを確認します。

• SSL 証明書が期限切れになっていないことを確認します。

確認に失敗した場合、Connection は別のドメイン コントローラを検索します。

自己署名証明書は検証できません。[ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル

（Protocol Used to Communicate with Domain Controllers）] リストで LDAPS を選択し、ドメイン コ
ントローラで自己署名証明書を使用している場合は、[Active Directory ドメイン コントローラの証明

書を確認する（Validate Certificates for Active Directory Domain Controllers）] チェックボックスを

オンにしないでください。チェックボックスをオンにすると、Office 365 サーバを検索する際、

Connection がドメイン コントローラにアクセスできなくなります。

パスワード

（Password）
[ユーザ名（Username）] フィールドで入力した Active Directory アカウントのパスワードを入力し

ます。

テキスト /スピーチ

（TTS）を使用して 
Exchange の電子

メールにアクセス

（Access Exchange 
Email by Using Text 
to Speech (TTS)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザがテキ

スト /スピーチを使用して Office 365 の電子メールを再生できるようにする場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

ここでテキスト /スピーチを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定

する際に、個々のユーザのテキスト /スピーチを無効にできます。ただし、ここでテキスト /スピーチ

を無効にすると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

Exchange の予定表

および連絡先にアク

セス（Access 
Exchange Calendar 
and Contacts）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた Cisco Unity Connection ユーザが 
Office 365 の予定表および連絡先にアクセスできるようにする場合は、このチェックボックスをオン

にします。

ここで Office 365 の予定表および連絡先へのアクセスを有効にしても、Connection ユーザのユニ

ファイド メッセージングを設定する際に、個々のユーザの予定表および連絡先へのアクセスを無効に

できます。ただし、ここで Office 365 の予定表および連絡先へのアクセスを無効にした場合は、個々

のユーザに対して有効にはできません。

表 9-7 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き）

フィールド 説明
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Connection と 
Exchange のメール

ボックスを同期する

（シングル インボッ

クス）（Synchronize 
Connection and 
Exchange Mailboxes 
(Single Inbox)）

このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられたユーザの Cisco Unity Connection メー

ルボックスおよび Office 365 メールボックスを同期する場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。

ここで単一受信トレイを有効にしても、Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定す

る際に、個々のユーザの単一受信トレイを無効にできます。ただし、ここで単一受信トレイを無効に

すると、ユーザごとに個別に有効にすることができなくなります。

このユニファイド メッセージング サービスの単一受信トレイを無効にしてから再度有効にした場合

は、影響を受けるユーザの Connection メールボックスと Office 365 メールボックスが Connection に
よって再同期されます。次の点に注意してください。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Office 365 のメッセージを削除しても、

Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にする

と、そのメッセージが Office 365 メールボックスに再同期されます。

• 単一受信トレイを無効にする前に、メッセージを Office 365 から完全削除（[削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、単一受信トレイを再度有効にした場合に 
Connection の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッセージ

が、Office 365 の [削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Connection のメッセージを削除しても、

Office 365 の対応するメッセージを削除しなかった場合は、単一受信トレイを再度有効にすると、

そのメッセージが Office 365 に残ったままになります。ユーザは Office 365 から手動でメッセー

ジを削除する必要があります。

• 単一受信トレイが無効になっている間に、ユーザが Office 365 のメッセージのステータスを変更

した場合は（たとえば、未読から既読など）、単一受信トレイを再度有効にすると、Office 365 
メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変更されま

す。

• 単一受信トレイを再度有効にすると、サービスに関連付けられたユーザの数およびユーザの 
Connection メールボックスと Office 365 メールボックスのサイズに応じて、既存のメッセージの

再同期が新しいメッセージの同期パフォーマンスに影響する場合があります。

リセット（Reset） [リセット（Reset）] を選択すると、このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられた 
Connection メールボックスごとに、Cisco Unity Connection が次の動作を実行します。

• 同期されていないボイス メッセージを同期します。

• Office 365 通知の再登録を行います。これにより、Office 365 は、メッセージの変更（たとえば、

メッセージが削除された場合）の Connection 通知および ViewMail for Outlook を使用して作成

された新しいボイス メッセージの通知を送信します。

• 既存のメッセージのステータス（たとえば、読み取り /書き込みのステータス）を再同期します。

表 9-7 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き）

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング サービスの編集
電子メール用メッ

セージ アクション

（Message Action for 
Email）

ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、電子メール メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Office 365 と同期するように設定

されたユーザのアドレスに電子メール メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、電子メール 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Office 365 と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [電
子メール（Email）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべての電子メール メッセージの着信を拒否し、Office 365 との同期を行いません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[電子メール用メッセージ アクション（Message Action for Email）] 設定の値が、

ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの電子メール設定より

も優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Office 365 との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [電子メール用メッセージ アクション（Message 
Action for Email）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージ

を受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、

メッセージは Office 365 にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

表 9-7 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き）

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング サービスの編集
ファクス用メッセー

ジ アクション

（Message Action for 
Fax）

ユーザがファクス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection によって実行されるアク

ションを選択します。

• [メッセージを受信（Accept the Message）]：Connection は、ファクス メッセージをユーザの 
Connection メールボックスに配信します。

• [メッセージをリレー（Relay the Message）]：Connection は、Office 365 と同期するように設定

されたユーザのアドレスにファクス メッセージを転送します。

• [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the Message）]：Connection は、ファクス 
メッセージをユーザの Connection メールボックスに配信し、Office 365 と同期するように設定さ

れたアドレスにメッセージのコピーを転送します。

この設定は、個々のユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [
ファクス（Fax）] 設定と連動して動作するか、またはそれよりも優先されることに注意してくださ

い。

ユーザの [メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）] ページで [メッセージを拒否

（Reject the Message）] オプションが選択されている場合、この設定の値に関係なく、Connection は、

すべてのファクス メッセージの着信を拒否し、Office 365 と同期しません。

それ以外の場合は、ユーザの [リレー アドレス（Relay Address）] の設定（および [メッセージ アク

ションの編集（Edit Message Actions）] ページ）に応じて、この 2 つの設定は次のように動作しま

す。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Exchange との同期に使用される電子メール アドレスと

同じ場合、[ファクス用メッセージ アクション（Message Action for Fax）] 設定の値が、ユーザ

の [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] ページの [ファクス（Fax）] 設定よ

りも優先されます。

• [リレー アドレス（Relay Address）] が Office 365 との同期に使用される電子メール アドレスと

は異なる場合は、両方の設定が有効になります。

– [メッセージを受信（Accept the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept 
and Relay the Message）] のどちらかの設定が行われている場合、メッセージは Connection 
メールボックスに配信されます。

– ユニファイド メッセージング サービスの [ファクス用メッセージ アクション（Message 
Action for Fax）] 設定が [メッセージをリレー（Relay the Message）] または [メッセージを

受信してリレー（Accept and Relay the Message）] のいずれかに設定されている場合、メッ

セージは Office 365 にリレーされます。

– ユーザの [メッセージ アクションの編集（Edit Message Actions）] 設定が [メッセージをリ

レー（Relay the Message）] または [メッセージを受信してリレー（Accept and Relay the 
Message）] のいずれかに設定されている場合、メッセージは [リレー アドレス（Relay 
Address）] にリレーされます。

表 9-7 [ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページ、Microsoft Exchange （続き）

フィールド 説明
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ユニファイド メッセージング アカウント ステータス
ユニファイド メッセージング アカウント ステータス 
表 9-8 [ユニファイド メッセージング アカウント ステータス（Unified Messaging Accounts Status）] ページ

（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

フィールド 説明

ステータス（Status） Cisco Unity Connection ユーザ用のユニファイド メッセージ コンフィギュレーションのステータスを

示すアイコン。設定の問題がある場合、その問題を特定するには、そのユーザのアイコンまたはエイ

リアスをクリックし、[ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging 
Account）] ページで [テスト（Test）] を選択します。

エイリアス（Alias） ユニファイド メッセージング アカウントが関連付けられているユーザの Cisco Unity Connection エ
イリアス。

表示名（Display 
Name）

ユニファイド メッセージング アカウントが関連付けられているユーザの表示名。

UM サービス（UM 
Service）

このユニファイド メッセージング アカウントで使用するユニファイド メッセージング サービスの名

前。ユニファイド メッセージング サービスは、このアカウントに対してどの機能がデフォルトで有

効になっているか、ユニファイド メッセージング アカウントがアクセスする Exchange または 
MeetingPlace サーバ、Active Directory、Exchange、および MeetingPlace サーバとの通信に使用す

るプロトコルなどを判断します。

Exchange の予定表 /
連絡先（Exchange 
Calendar/Contacts）

このユニファイド メッセージング アカウントの [Exchange の予定表および連絡先にアクセス

（Access Exchange Calendar and Contacts）] サービス機能のステータスを示します。

• E は、この機能がユニファイド メッセージング アカウントとサービスで有効となっていることを

示しています。

• DU は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントでは無効となっている

が、サービスでは有効となっているため、ユニファイド メッセージング アカウントで有効にで

きることを示しています。

• DS は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントで無効となり、サービ

スで無効となっているため、サービスの設定を変更した場合にのみ、ユニファイド メッセージン

グ アカウントで有効にできることを示しています。

• N/A は、ユニファイド メッセージング サービスが MeetingPlace にアクセスするように設定され

ているため、Exchange サービス機能には適用できないことを意味しています。

TTS このユニファイド メッセージング アカウントの [テキスト /スピーチ（TTS）を使用して Exchange 
の電子メールにアクセス（Access Exchange Email by Using Text to Speech (TTS)）] サービス機能の

ステータスを示します。

• E は、この機能がユニファイド メッセージング アカウントとサービスで有効となっていることを

示しています。

• DU は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントでは無効となっている

が、サービスでは有効となっているため、ユニファイド メッセージング アカウントで有効にで

きることを示しています。

• DS は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントで無効となり、サービ

スで無効となっているため、サービスの設定を変更した場合にのみ、ユニファイド メッセージン

グ アカウントで有効にできることを示しています。

• N/A は、ユニファイド メッセージング サービスが MeetingPlace にアクセスするように設定され

ているため、Exchange サービス機能には適用できないことを意味しています。
9-34
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 9 章 Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージングの設定

ユニファイド メッセージング アカウント ステータス
関連項目

シングル インボック

ス（Single Inbox）
このユニファイド メッセージング アカウントの [Connection と Exchange のメールボックスを同期す

る（シングル インボックス）（Synchronize Connection and Exchange Mailboxes (Single Inbox)）] 
サービス機能のステータスを示します。

• E は、この機能がユニファイド メッセージング アカウントとサービスで有効となっていることを

示しています。

• DU は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントでは無効となっている

が、サービスでは有効となっているため、ユニファイド メッセージング アカウントで有効にで

きることを示しています。

• DS は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントで無効となり、サービ

スで無効となっているため、サービスの設定を変更した場合にのみ、ユニファイド メッセージン

グ アカウントで有効にできることを示しています。

• N/A は、ユニファイド メッセージング サービスが MeetingPlace にアクセスするように設定され

ているため、Exchange サービス機能には適用できないことを意味しています。

MeetingPlace スケ

ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）

このユニファイド メッセージング アカウントの [MeetingPlace スケジュール設定および参加設定

（MeetingPlace Scheduling and Joining）] サービス機能のステータスを示します。

• E は、この機能がユニファイド メッセージング アカウントとサービスで有効となっていることを

示しています。

• DU は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントでは無効となっている

が、サービスでは有効となっているため、ユニファイド メッセージング アカウントで有効にで

きることを示しています。

• DS は、この機能がこのユーザのユニファイド メッセージング アカウントで無効となり、サービ

スで無効となっているため、サービスの設定を変更した場合にのみ、ユニファイド メッセージン

グ アカウントで有効にできることを示しています。

• N/A は、ユニファイド メッセージング サービスが Exchange にアクセスするように設定されてい

るため、MeetingPlace サービス機能には適用できないことを意味しています。

電子メール アドレス

（Email Address）
このユニファイド メッセージング アカウントに対して有効な電子メール アドレス。[ユニファイド 
メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ページで選択したオプションに従って、

これが [ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ページで指定した

電子メール アドレス、または [ユーザの基本設定（User Basics）] ページの [社内電子メール アドレ

ス（Corporate Email Address）] フィールドの値となります。

表 9-8 [ユニファイド メッセージング アカウント ステータス（Unified Messaging Accounts Status）] ページ

（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ） （続き）

フィールド 説明
9-35
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 9 章 Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージングの設定

SpeechView 文字変換サービス
SpeechView 文字変換サービス 

表 9-9  [SpeechView 文字変換サービス（Transcription Service for SpeechView）] ページ（Cisco Unity Connection 
8.5 以降のみ）

フィールド 説明

登録（Register） [登録（Register）] ボタンは、外部文字変換サービスでの初回登録を開始します。[登録（Register）
] は、このページの他のフィールドを入力し、保存してから選択します。

登録処理には、最大で 15 分かかる場合があります。ボイスメールの文字変換は、登録処理が正常に

終了するまで処理できません。登録処理が正常に完了するまで待ち、[テスト（Test）] ボタンを使用

します。

登録が正常に完了すると、着信 SMTP アドレスを変更したか、サーバのセキュリティで障害が発生し

た場合を除き、再登録の必要はありません。

テスト（Test） 登録が正常に完了したら、[テスト（Test）] ボタンを選択して外部サービスへテストの文字変換を送

信し、文字変換が正常に転送されることを確認します。テストでは、SMTP スマート ホストを介して

文字変換サービスへの文字変換要求が送信され、[着信 SMTP アドレス（Incoming SMTP address）] 
フィールドに指定した電子メール アドレスへの応答が文字変換サービスによって送信されます。

テストには、ライセンス ファイル違反のチェックおよびユーザが SpeechView を有効にするサービス 
クラスに割り当てられているかどうかのチェックが含まれます。

テストには、最大で 15 分かかる場合があります。

有効（Enabled） 外部文字変換サービスまたは文字変換プロキシ サービスを提供しているリモートの Connection ロ
ケーションとの通信を有効にするには、[有効（Enabled）] チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

文字変換サービスに

直接アクセス

（Access 
Transcription 
Service Directly）

この Cisco Unity Connection サーバが、別の Connection ロケーションをプロキシとして使用するの

ではなく、外部文字変換サービスと通信する場合、[文字変換サービスに直接アクセス（Access 
Transcription Service Directly）] を選択します。

着信 SMTP アドレ

ス（Incoming 
SMTP Address）

Cisco Unity Connection サーバに文字変換を送信するためにサードパーティの文字変換サービスが使

用する、外部向けの電子メール アドレスを入力します。この電子メール アドレスは、電子メール イ
ンフラストラクチャで認識され、Connection サーバの「stt-service」エイリアスに転送される必要が

あります。

たとえば、外部向けの電子メール アドレスに「transcriptions@cisco.com」を使用し、Connection 
サーバの SMTP ドメインが「connectionserver1.cisco.com」の場合、「transcriptions@cisco.com」を

「stt-service@connectionserver1.cisco.com」に転送するように電子メール インフラストラクチャを設

定する必要があります。

登録名

（Registration 
Name）

組織内で Cisco Unity Connection サーバを一意に識別する名前を入力します。サード パーティ製の文

字変換サービスは、サーバの登録、およびその後の文字変換要求で、この名前を使用してサーバを識

別します。
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SpeechView 文字変換サービス
関連項目

他の Connection ロ
ケーションに文字変

換プロキシ サービス

をアドバタイズする

（Advertise 
Transcription Proxy 
Services to Other 
Connection 
Locations）

（Cisco Unity Connection が他の Connection サーバとデジタル ネットワークで接続されている場合の
み適用）このサーバでローカル デジタル ネットワーク内の他の Cisco Unity Connection ロケーショ

ンに文字変換プロキシ サービスを提供する場合、このチェックボックスをオンにします。

文字変換サービスとの通信をネットワーク内のクラスタまたは Connection サーバ 1 台だけに統合す

ると、次のような利点があります。

• SMTP ルーティング設定を簡略化する。必要な操作は、文字変換を 1 台のサーバまたはクラスタ

に転送するように電子メール インフラストラクチャを設定することだけです。

• 文字変換の処理に必要な Secure/Multipurpose Internet Mail Extensions（S/MIME; セキュア多目

的インターネット メール拡張）処理のオーバーヘッドをネットワーク内で最も使用率の低いサー

バまたはクラスタで引き受けるように指定できる。

（注） この設定をリモート ロケーションにレプリケートするのに、数分かかる場合があります。

Connection プロキ

シ ロケーション経由

で文字変換サービス

にアクセス（Access 
Transcription 
Services Through 
Connection Proxy 
Location）

（Cisco Unity Connection が他の Connection サーバとデジタル ネットワークで接続されている場合の
み適用）この Cisco Unity Connection サーバが、デジタル ネットワークで接続されている別の 
Connection ロケーションを介して文字変換サービスにアクセスする場合、[Connection プロキシ ロ
ケーション経由で文字変換サービスにアクセス（Access Transcription Services Through Connection 
Proxy Location）] を選択します。

リストから Connection ロケーションの名前を選択します。

アクション タイプ

（Action Type）
（表示専用）文字変換サービスとの最後の通信が、登録だったか、テストだったか、または実際の文

字変換だったかを示します。

アクションのステー

タス（Action 
Status）

（表示専用）最後の動作のステータスを示します。

• [新規（New）]：処理が要求されましたが、Cisco Unity Connection はまだ処理を開始していま

せん。

• [処理中（Pending）]：処理が進行中です。

• [成功（Success）]：処理は正常に完了しました。

• [失敗（Failure）]：処理が失敗しました。

アクションの日付

（Action Date）
（表示専用）文字変換サービスとの最後の通信日を示します。

表 9-9  [SpeechView 文字変換サービス（Transcription Service for SpeechView）] ページ（Cisco Unity Connection 
8.5 以降のみ） （続き）

フィールド 説明
9-37
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 9 章 Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージングの設定

文字変換エラー コードの検索
文字変換エラー コードの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Schedules and Holidays in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Overview of Default 
Schedules in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

文字変換エラー コードの新規作成

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating Schedules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 9-10 [文字変換エラー コードの検索（Search Transcription Error Codes）] ページ

フィールド 説明

文字変換エラー コー

ドを検索する場所

（Find Transcription 
Error Code where）

既存のエラー コードを検索するには、最初のドロップダウン リストからエラー コードまたはエラー 
コードの説明を選択します。詳細検索では、2 番目のドロップダウン リストからその他のオプション

を選択できます。

テキスト ボックス

（Text Box）
検索するエラー コードまたはエラー コードの説明を入力します。

表 9-11 [文字変換エラー コードの新規作成（New Transcription Error Code）] ページ

フィールド 説明

エラー コード

（Error Code）
新しい文字変換エラー コードを作成するためのエラー コードを入力します。

エラー コードの説明

（Error Code 
Description）

新しいエラー コードの説明を入力します。
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文字変換エラー コードの編集
文字変換エラー コードの編集

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Schedules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

文字変換エラー コードの削除

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating Schedules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Schedules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring 
Transcription (SpeechView) in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 9-12 [文字変換エラー コード（Fault）の編集（Edit Transcription Error Code (Fault)）] ページ

フィールド 説明

エラー コード

（Error Code）
必要に応じて、新しいエラー コードを入力します。

エラー コードの説明

（Error Code 
Description）

必要に応じて、新しいエラー コードの説明を入力します。

表 9-13 [文字変換エラー コードの検索（Search Transcription Error Codes）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
エラー コードを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のエラー コードを削除できます。
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文字変換エラー コードの削除
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Cisco Unity Connection  9.x ダイヤル プラ
ンの設定

次の項を参照してください。

• 「パーティションの検索」（P.10-1）

• 「新規パーティション」（P.10-2）

• 「パーティションの編集」（P.10-2）

• 「サーチ スペースの検索」（P.10-3）

• 「新規サーチ スペース」（P.10-3）

• 「サーチ スペースの編集」（P.10-3）

パーティションの検索

表 10-1 [パーティションの検索（Search Partitions）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
（Cisco Unity Connection 設定に限り適用）検索結果の表示を制限する条件を選択します。

• [すべて（All）]：属する Cisco Unity Connection ロケーションにかかわらず、すべての検索結果

を表示します。

• [ロケーション（Location）]：特定の Connection ロケーションに属する結果だけを表示します。

このオプションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を

選択します。

名前（Name） （表示専用）オブジェクトの名前。このオブジェクトの特定のページに移動するには、名前を選択し

ます。

選択項目の削除

（Delete Selected）
パーティションを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の

削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のパーティションを削除できます。

新規追加（Add 
New）

パーティションを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいパーティショ

ンに適用するデータを入力する、新しいページが開きます。
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新規パーティション
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Partitions 
and Search Spaces in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Partitions in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

新規パーティション

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Partitions 
and Search Spaces in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Partitions in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

パーティションの編集

表 10-2 [パーティションの新規作成（New Partition）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） パーティションの識別に役立つ名前を入力します。

（注） Connection 9.1(1) 以降では、Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail
（SRSV）またはブランチのConnectionサーバに対応するパーティションも作成できます。

表 10-3 [パーティションの編集（Edit Partition）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） パーティションの識別に役立つ名前を入力します。

説明（Description） パーティションの説明を入力します。
10-2
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag235.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag235.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag235.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag235.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html


 第 10 章 Cisco Unity Connection 9.x ダイヤル プランの設定

サーチ スペースの検索
関連項目

サーチ スペースの検索

関連項目

新規サーチ スペース

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Partitions 
and Search Spaces in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Search Spaces in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

サーチ スペースの編集

表 10-4 [サーチ スペースの検索（Search Search Spaces）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
（Cisco Unity Connection 設定に限り適用）検索結果の表示を制限する条件を選択します。

• [すべて（All）]：属する Cisco Unity Connection ロケーションにかかわらず、すべての検索結果

を表示します。

• [ロケーション（Location）]：特定の Connection ロケーションに属する結果だけを表示します。

このオプションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を

選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
サーチ スペースを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の

削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のサーチ スペースを削除できます。

名前（Name） （表示専用）サーチ スペースの名前。このサーチ スペースの特定のページに移動するには、名前を選

択します。

表 10-5 [サーチ スペースの新規作成（New Search Space）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） サーチ スペースの識別に役立つ名前を入力します。

表 10-6 [サーチ スペースの編集（Edit Search Space）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） サーチ スペースの識別に役立つ名前を入力します。

説明（Description） サーチ スペースの説明を入力します。
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サーチ スペースの編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Partitions 
and Search Spaces in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Search Spaces in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

割り当てられたパー

ティション

（Assigned 
Partitions）

サーチ スペースを定義するパーティションの順序付きリスト。

[割り当てられたパーティション（Assigned Partitions）] リストでパーティションの順序を変更する

には、移動するパーティションの名前を選択してから、リストの右側にある上向き矢印または下向き

矢印を選択します。

[割り当てられたパーティション（Assigned Partitions）] リストからパーティションを削除するには、

リストでパーティションの名前を選択してから、リストの下にある下向き矢印を選択します。

割り当てられていな

いパーティション

（Unassigned 
Partitions）

サーチ スペースの一部ではないパーティションのリスト。

サーチ スペースに割り当てられたパーティションのリストにパーティションを追加するには、[割り

当てられていないパーティション（Unassigned Partitions）] リストでパーティションの名前を選択し

てから、リストの上にある上向き矢印を選択します。

表 10-6 [サーチ スペースの編集（Edit Search Space）] ページ （続き）

フィールド 説明
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Cisco Unity Connection  9.x システムの設
定

次の項を参照してください。

• 「全般的な設定の編集」（P.11-2）

• 「サーバの検索と一覧表示」（P.11-4）

• 「サーバの設定」（P.11-5）

• 「認証規則の検索」（P.11-5）

• 「認証規則の新規作成」（P.11-6）

• 「認証規則の編集」（P.11-8）

• 「役割」（P.11-11）

• 「役割の編集」（P.11-11）

• 「規制テーブルの検索」（P.11-12）

• 「規制テーブルの新規作成」（P.11-12）

• 「規制テーブルの基本設定の編集」（P.11-13）

• 「規制パターンの順序の変更」（P.11-15）

• 「ライセンス」（P.11-15）

• 「スケジュールの検索」（P.11-16）

• 「スケジュールの検索」（P.11-16）

• 「スケジュールの新規作成」（P.11-17）

• 「スケジュールの基本設定の編集」（P.11-17）

• 「スケジュールの詳細の新規作成」（P.11-18）

• 「スケジュールの詳細の編集」（P.11-18）

• 「祝日スケジュールの検索」（P.11-19）

• 「祝日スケジュールの新規作成」（P.11-20）

• 「祝日スケジュールの基本設定の編集」（P.11-20）

• 「祝日の新規作成」（P.11-21）

• 「祝日の編集」（P.11-22）

• 「グローバル ニックネームの検索」（P.11-23）

• 「グローバル ニックネームの新規作成」（P.11-23）
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全般的な設定の編集
• 「グローバル ニックネームの編集」（P.11-23）

• 「件名行の形式」（P.11-24）

• 「メッセージ添付ファイルの TTS 説明の検索」（P.11-26）

• 「メッセージ添付ファイルの TTS 説明の新規作成」（P.11-26）

• 「メッセージ添付ファイルの TTS 説明の編集」（P.11-26）

• 「エンタープライズ パラメータ」（P.11-27）

• 「サービス パラメータ」（P.11-27）

• 「プラグインの検索」（P.11-28）

• 「ファクス サーバの設定の編集」（P.11-28）

• 「LDAP セットアップ」（P.11-29）

• 「LDAP ディレクトリ設定の検索と一覧表示」（P.11-30）

• 「LDAP ディレクトリ設定」（P.11-31）

• 「LDAP 認証」（P.11-36）

• 「電話番号の変換」（P.11-38）

• 「LDAP フィルタの検索と一覧表示」（P.11-38）

• 「SMTP サーバの設定」（P.11-39）

• 「IP アドレス アクセス リストの検索」（P.11-42）

• 「アクセス IP アドレスの新規作成」（P.11-43）

• 「アクセス IP アドレス」（P.11-43）

• 「スマート ホスト」（P.11-44）

全般的な設定の編集

表 11-1 [全般設定の編集（Edit General Configuration）] ページ

フィールド 説明

タイムゾーン

（Time Zone）
（表示専用）デフォルトのタイム ゾーン設定は、スケジュールがアクティブである時間帯を指定しま

す。さらに、デフォルトのタイム ゾーンは、[デフォルトのタイム ゾーンを使用する（Use Default 
Time Zone）] チェックボックスがオンのユーザおよびコール ハンドラに適用されます。

（注） デフォルトのタイム ゾーンは、コマンドライン インターフェイス（CLI）を使用した場合に

限り変更できます。

システムのデフォル

ト言語（System 
Default Language）

ユーザおよび発信者に対してシステム プロンプトが再生されるデフォルトの言語を選択します。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。
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全般的な設定の編集
システムのデフォル

ト TTS 言語

（System Default 
TTS Language）

ユーザまたはコールによって使用される電話言語で Text to Speech（TTS; テキスト /スピーチ）エン

ジンを使用できない場合、使用されるテキスト /スピーチ（TTS）言語を選択します。たとえば、

ユーザがアラビア語を使用しているものの、アラビア語では TTS エンジンを使用できない場合、

TTS は、ユーザがここで選択した言語で再生されます。通常、この言語は、[システムのデフォルト

言語（System Default Language）] フィールドで選択した言語と同じです。しかし、システム プロン

プトでサポートされているすべての言語が、テキスト /スピーチ エンジンでサポートされているわけ

ではありません。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

録音形式

（Recording Format）
録音されたメッセージにデフォルトの形式（またはコーデック）を選択します。

デフォルト設定：G.711 Mu-Law

最大グリーティング

長（Maximum 
Greeting Length）

システムのコール ハンドラのグリーディングの最大長を入力します。範囲は 1 ～ 1,200 秒です。

デフォルト設定：90 秒

録音およびメッセー

ジのターゲット デシ

ベル レベル（Target 
Decibel Level for 
Recordings and 
Messages）

ポート グループのオーディオの正規化が有効の場合、Cisco Unity Connection が録音ボイス メッセー

ジおよびユーザ グリーティングに対して自動的に維持する平均音量をデシベル単位で入力します。

デシベル レベルは、負の数で指定されます。たとえば、–26 db は –45 db よりも音量が大きくなりま

す。

デフォルト設定：–26 デジヘル

デフォルト パーティ

ション（Default 
Partition）

他のオブジェクトに基づかない新しいオブジェクトを作成するとき（たとえば、新しいコール ハンド

ラ テンプレート、ディレクトリ ハンドラ、インタビュー ハンドラ、または VPIM ロケーションを作

成するとき）に Cisco Unity Connection がデフォルト パーティションとして使用するパーティション

を選択します。（これらのページの [パーティション（Partition）] リストでは、このパーティション

がデフォルトで選択されますが、いつでもこのリストから別のパーティションを選択できます）。

デフォルト パーティションを変更しても、作成済みのオブジェクトには影響しません。

デフォルトの検索範

囲（Default Search 
Scope）

他のオブジェクトに基づかない新しいオブジェクトを作成するとき（たとえば、新しい直接ルーティ

ング ルールまたは転送ルーティング ルールを作成するとき）に Cisco Unity Connection がデフォル

トの検索範囲として使用する検索スペースを選択します。（これらのページの [検索範囲（Search 
Scope）] リストでは、この検索スペースがデフォルトで選択されますが、いつでもこのリストから別

の検索スペースを選択できます）。

デフォルトの検索範囲を変更しても、作成済みのオブジェクトには影響しません。

受信者が見つからな

い場合（When a 
Recipient Cannot Be 
Found）

Internet Message Access Protocol（IMAP; インターネット メッセージ アクセス プロトコル）クライ

アントから Simple Mail Transport Protocol（SMTP; シンプル メール転送プロトコル）メッセージを

受信し、受信者が既知のユーザまたは VPIM 連絡先にマップされていない場合に Cisco Unity 
Connection が実行するアクションを選択します。

• [不達通知を送信する（Send a Non-Deliverable Receipt）]：Connection は、Non-Delivery 
Receipt（NDR; 不達通知）を使用してメッセージ送信者に応答します。

• [スマート ホストにメッセージをリレー（Relay Message to Smart Host）]：Connection はスマー

ト ホストにメッセージをリレーして、別のサーバに配信します。

（注） [システム設定（System Settings）] > [SMTP 設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホ
スト（Smart Host）] ページを選択して SMTP スマート ホストを設定します。

デフォルト設定：[不達通知を送信する（Send a Non-Deliverable Receipt）]

表 11-1 [全般設定の編集（Edit General Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サーバの検索と一覧表示
サーバの検索と一覧表示

IP アドレッシング 
モード（IP 
Addressing Mode）

（Cisco Unity 
Connection 8.5 以降
のみ）

Cisco Unity Connection が IPv6 用に設定されている場合は、リストからオプションを選択し、

Connection が着信トラフィックをどこでリッスンするかを制御します。

• IPv4

• IPv6

• IPv4 と IPv6

この設定は、SCCP または SIP を介した Cisco Unified Communications Manager 電話システムとの

連動に適用可能です。

デフォルト設定：IPv4

（注） この設定は、Connection だけに適用可能です。IPv6 は、Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition でサポートされていません。

HTML 通知用グラ

フィックの認証

（Authenticate 
Graphics for HTML 
Notification）

HTML 電子メール通知でイメージを受信するための Connection クレデンシャルを入力するように

ユーザに要求する認証モードを選択します。クレデンシャルが認証されると、電子メール通知にイ

メージが表示されます。これで、管理者は、通知内のステータス項目、メッセージ ステータス、およ

びイメージを表示するための認証ポリシーを容易に示唆できます。

非認証モード：認証モードを無効にすると、ユーザにクレデンシャルの入力を要求することなく、ス

テータス項目、メッセージ ステータス、およびイメージが通知内に表示されます。

（注） HTML 通知テンプレート内でイメージが使用されている場合は、電子メール サーバおよび電

子メール クライアントの設定を確認して、イメージの表示のサポートを確認します。

HTML 通知を受信するための Connection の設定方法の詳細については、『User Workstation Setup 
Guide for Cisco Unity Connection』の「Configuring an Email Account to Access Cisco Unity 
Connection 9.x Voice Messages」の章にある「Configuring Cisco Unity Connection 9.x for 
HTML-based Message Notification」の項を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_setup/guide/9xcucuwsx.html 
から入手可能です。

表 11-2 [サーバの検索と一覧表示（Find and List Servers）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
サーバを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のサーバを削除できます。

新規追加（Add 
New）

サーバを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいサーバに適用するデー

タを入力する、新しいページが開きます。

ホスト名 /IP アドレ

ス（Host Name/IP 
Address）

（表示専用）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバのホスト名または IP アドレス。

クラスタに Connection が設定されていない場合、このフィールドには、ローカル Connection サーバ

のホスト名または IP アドレスが表示されます。

説明（Description） （表示専用）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバの説明。

表 11-1 [全般設定の編集（Edit General Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サーバの設定
関連項目

• 『Cluster Configuration and Administration Guide for Cisco Unity Connection』の「Configuring a 
Cisco Unity Connection 9.x Cluster」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/cluster_administration/guide/9
xcuccagx.html から入手可能）。

サーバの設定

関連項目

• 『Cluster Configuration and Administration Guide for Cisco Unity Connection』の「Configuring a 
Cisco Unity Connection 9.x Cluster」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/cluster_administration/guide/9
xcuccagx.html から入手可能）。

認証規則の検索

表 11-3 [サーバの設定（Server Configuration）] ページ

フィールド 説明

データベース レプリ

ケーション

（Database 
Replication）

（表示専用）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバの役割（パブリッシャまたはサ

ブスクライバ）。

ホスト名 /IP アドレ

ス（Host Name/IP 
Address）

Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバのホスト名または IP アドレスを入力します。

IPv6 名（IPv6 
Name）

Internet Protocol Version 6（IPv6; インターネット プロトコル バージョン 6）が有効の場合、

Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバのホスト名または IPv6 アドレスを入力しま

す。

MAC アドレス

（MAC Address）
（任意）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバの MAC アドレスを入力します。

説明（Description） （任意）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバの説明を入力します。

表 11-4 [認証規則の検索（Search Authentication Rules）] ページ

フィールド 説明

検索の対象を制限：

（Limit Search To）
（Cisco Unity Connection 設定に限り適用）検索結果の表示を制限する条件を選択します。

• [すべて（All）]：属する Cisco Unity Connection ロケーションにかかわらず、すべての検索結果

を表示します。

• [ロケーション（Location）]：特定の Connection ロケーションに属する結果だけを表示します。

このオプションを選択した場合は、[名前（Where Name Is）] リストからロケーションの名前を

選択します。
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認証規則の新規作成
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Specifying 
Password, PIN, Sign-In, and Lockout Policies in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

認証規則の新規作成

表示名（Display 
Name）

 認証規則の名前。認証規則の特定のページに移動するには、表示名を選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
認証規則を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。一度に複数の認証規則を削除できます。

新規追加（Add 
New）

認証規則を追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しい認証規則に適用する

データを入力する、新しいページが開きます。

表 11-4 [認証規則の検索（Search Authentication Rules）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-5 [認証規則の新規作成（New Authentication Rule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

認証規則の識別に役立つ名前を入力します。

サインイン試行回数 
____ 回（Failed 
Sign-In ____ 
Attempts）

この回数を超えるとユーザが Cisco Unity Connection にアクセスできなくなる、サインイン試行回数

を入力します。

0（ゼロ）に設定されている場合、サインイン試行回数に制限はありません。ユーザは、アカウント

からロックアウトされません。

デフォルト設定：3 回

サインイン試行回数

制限なし（No Limit 
for Failed Sign-Ins）

サインイン試行回数に制限を設けず、ユーザがアカウントからロックアウトされないようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

サインイン試行回数

をリセットする間隔 
____ 分（Reset 
Failed Sign-In 
Attempts Every 
____ Minutes）

この時間を過ぎると Cisco Unity Connection がサインイン試行回数をクリアする分数を入力します

（ただし、サインイン試行回数の制限にすでに達していて、アカウントがロックされていない場合）。

0（ゼロ）に設定されている場合、サインインに失敗すると、管理者が手動でロックを解除するまで

ユーザ アカウントがロックされます。

デフォルト設定：30 分
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認証規則の新規作成
ロックアウト期間 
____ 分（Lockout 
Duration ____ 
Minutes）

許可されているサインイン試行回数に達してから、ユーザ アカウントがロックされた状態に維持され

る分数を入力します。アカウントがロックされている間、Cisco Unity Connection はユーザが電話で 
Connection にアクセスできないようにします。

0（ゼロ）が入力された場合、管理者が手動でロックを解除するまでアカウントがロックされた状態

に維持されます。

デフォルト設定：30 分

管理者によるロック

解除が必要

（Administrator Must 
Unlock）

管理者が手動でロックを解除するまでアカウントがロックされた状態に維持されるようにするには、

このチェックボックスをオンにします。

最短クレデンシャル

変更期間 ____ 分
（Minimum Duration 
Between Credential 
Changes ____ 
Minutes）

パスワードを次回変更するまでに経過する必要のある分数を入力します。管理者が Cisco Unity 
Connection Administration でパスワードを変更する場合、この設定は適用されません。

デフォルト設定：1440 分（1 日）

クレデンシャルの有

効期限 ____ 日
（Credential Expires 
After ____ Days）

デフォルト設定：180 日

無期限（Never 
Expires）

この認証に基づくパスワードまたは暗証番号を無制限にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユーザや、複数の人物に利

用される可能性があるアカウントに対して使用します。このチェックボックスをオンにしても、ユー

ザはいつでもパスワードまたは暗証番号を変更できます。

期限切れ警告期間

（期限前の日数）

（Expiration Warning 
Days）

パスワードまたは暗証番号の期限がまもなく切れることを Cisco Unity Connection がユーザに警告す

る、パスワードまたは暗証番号の期限切れ前の日数を入力します。

値が 0（ゼロ）の場合、Connection はパスワードまたは暗証番号の期限がまもなく切れることをユー

ザに警告しません。

デフォルト設定：15 日

最小クレデンシャル

長（Minimum 
Credential Length）

ユーザ パスワードおよび暗証番号に必要な桁数を入力します。一般に、パスワードおよび暗証番号は

短い方が便利ですが、長いパスワードおよび暗証番号の方がより安全です。8 桁以上を要求すること

を推奨します。

最小クレデンシャル長を変更する場合、パスワードまたは暗証番号を次回変更するときに、新しい長

さの使用を求められます。

1 ～ 64 桁までの値を入力します。

デフォルト設定：8 桁

表 11-5 [認証規則の新規作成（New Authentication Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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認証規則の編集
関連項目

認証規則の編集

以前のクレデンシャ

ルの保存数（Stored 
Number of Previous 
Credentials）

Cisco Unity Connection が保存するユーザの古いパスワードまたは暗証番号の数の値を入力します。

ユーザが新しいパスワードまたは暗証番号を入力すると、Connection は保存していたパスワードま

たは暗証番号と比較して、履歴のパスワードまたは暗証番号と一致するものを拒否します。

値が 0（ゼロ）の場合、Connection はユーザの古いパスワードまたは暗証番号を保存しません。

デフォルト設定：5 個のパスワードまたは暗証番号

単純すぎるパスワー

ドの確認（Check 
for Trivial 
Passwords）

Cisco Unity Connection Administration、Connection Messaging Assistant、または Connection カン

バセーションを使用してパスワードまたは暗証番号が変更された場合、新しいパスワードまたは暗証

番号が次の基準に一致することを Cisco Unity Connection に確認させるには、このチェックボックス

をオンにします。

• すべて同じ数字ではない（9999 など）。

• 数字が連続していない（たとえば、1234 または 4321）。

• パスワードまたは暗証番号が、ユーザに割り当てられているプライマリ内線番号と同じではな

い。

このチェックボックスをオンにする以外にも、次のようなパスワードまたは暗証番号を指定しないこ

とを勧めるパスワード ポリシーまたは暗証番号ポリシーを提供することを検討してください。

• 名、姓、組織名、会社名、または他の明らかな単語を入力する。

• プライマリ内線番号を含む。

• プライマリ内線番号を逆にしたものである、またはプライマリ内線番号を逆にしたものを含む。

• 行中で 3 回以上同じ数字を使用する（たとえば、900012）。

• 古いパスワードまたは暗証番号を 1 つ増やした数字である（たとえば、20185 から 20186）。

• 3 種類未満の数字を含む（たとえば、18181）。

表 11-5 [認証規則の新規作成（New Authentication Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-6 [認証規則の編集（Edit Authentication Rule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

認証規則の識別に役立つ名前を入力します。

サインイン試行回数 
____ 回（Failed 
Sign-In ____ 
Attempts）

この回数を超えるとユーザが Cisco Unity Connection にアクセスできなくなる、サインイン試行回数

を入力します。

0（ゼロ）に設定されている場合、サインイン試行回数に制限はありません。ユーザは、アカウント

からロックアウトされません。

デフォルト設定：3 回
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認証規則の編集
サインイン試行回数

制限なし（No Limit 
for Failed Sign-Ins）

サインイン試行回数に制限を設けず、ユーザがアカウントからロックアウトされないようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

サインイン試行回数

をリセットする間隔 
____ 分（Reset 
Failed Sign-In 
Attempts Every 
____ Minutes）

この時間を過ぎると Cisco Unity Connection がサインイン試行回数をクリアする分数を入力します

（ただし、サインイン試行回数の制限にすでに達していて、アカウントがロックされていない場合）。

0（ゼロ）に設定されている場合、サインインに失敗すると、管理者が手動でロックを解除するまで

ユーザ アカウントがロックされます。

デフォルト設定：30 分

ロックアウト期間 
____ 分（Lockout 
Duration ____ 
Minutes）

許可されているサインイン試行回数に達してから、ユーザ アカウントがロックされた状態に維持され

る分数を入力します。アカウントがロックされている間、Cisco Unity Connection はユーザが電話で 
Connection にアクセスできないようにします。

0（ゼロ）が入力された場合、管理者が手動でロックを解除するまでアカウントがロックされた状態

に維持されます。

デフォルト設定：30 分

管理者によるロック

解除が必要

（Administrator Must 
Unlock）

管理者が手動でロックを解除するまでアカウントがロックされた状態に維持されるようにするには、

このチェックボックスをオンにします。

最短クレデンシャル

変更期間 ____ 分
（Minimum Duration 
Between Credential 
Changes ____ 
Minutes）

パスワードを次回変更するまでに経過する必要のある分数を入力します。管理者が Cisco Unity 
Connection Administration でパスワードを変更する場合、この設定は適用されません。

デフォルト設定：1440 分（1 日）

クレデンシャルの有

効期限 ____ 日
（Credential Expires 
After ____ Days）

デフォルト設定：180 日

無期限（Never 
Expires）

この認証に基づくパスワードまたは暗証番号を無制限にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユーザや、複数の人物に利

用される可能性があるアカウントに対して使用します。このチェックボックスをオンにしても、ユー

ザはいつでもパスワードまたは暗証番号を変更できます。

期限切れ警告期間

（期限前の日数）

（Expiration Warning 
Days）

パスワードまたは暗証番号の期限がまもなく切れることを Cisco Unity Connection がユーザに警告す

る、パスワードまたは暗証番号の期限切れ前の日数を入力します。

値が 0（ゼロ）の場合、Connection はパスワードまたは暗証番号の期限がまもなく切れることをユー

ザに警告しません。

デフォルト設定：0 日

表 11-6 [認証規則の編集（Edit Authentication Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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認証規則の編集
最小クレデンシャル

長（Minimum 
Credential Length）

ユーザ パスワードおよび暗証番号に必要な桁数を入力します。一般に、パスワードおよび暗証番号は

短い方が便利ですが、長いパスワードおよび暗証番号の方がより安全です。8 桁以上を要求すること

を推奨します。

最小クレデンシャル長を変更する場合、パスワードまたは暗証番号を次回変更するときに、新しい長

さの使用を求められます。

1 ～ 64 桁までの値を入力します。

デフォルト設定：8 桁

以前のクレデンシャ

ルの保存数（Stored 
Number of Previous 
Credentials）

Cisco Unity Connection が保存するユーザの古いパスワードまたは暗証番号の数の値を入力します。

ユーザが新しいパスワードまたは暗証番号を入力すると、Connection は保存していたパスワードま

たは暗証番号と比較して、履歴のパスワードまたは暗証番号と一致するものを拒否します。

値が 0（ゼロ）の場合、Connection はユーザの古いパスワードまたは暗証番号を保存しません。

デフォルト設定：5 個のパスワードまたは暗証番号

単純すぎるパスワー

ドの確認（Check 
for Trivial 
Passwords）

Cisco Unity Connection Administration、Connection Messaging Assistant、または Connection カン

バセーションを使用してパスワードまたは暗証番号が変更された場合、新しいパスワードまたは暗証

番号が次の基準に一致することを Cisco Unity Connection に確認させるには、このチェックボックス

をオンにします。

• すべて同じ数字ではない（9999 など）。

• 数字が連続していない（たとえば、1234 または 4321）。

• パスワードまたは暗証番号が、ユーザに割り当てられているプライマリ内線番号と同じではな

い。

このチェックボックスをオンにする以外にも、次のようなパスワードまたは暗証番号を指定しないこ

とを勧めるパスワード ポリシーまたは暗証番号ポリシーを提供することを検討してください。

• 名、姓、組織名、会社名、または他の明らかな単語を入力する。

• プライマリ内線番号を含む。

• プライマリ内線番号を逆にしたものである、またはプライマリ内線番号を逆にしたものを含む。

• 行中で 3 回以上同じ数字を使用する（たとえば、900012）。

• 古いパスワードまたは暗証番号を 1 つ増やした数字である（たとえば、20185 から 20186）。

• 3 種類未満の数字を含む（たとえば、18181）。

表 11-6 [認証規則の編集（Edit Authentication Rule）] ページ （続き）

フィールド 説明
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役割
関連項目

役割

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Preparing 
to Add User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Roles in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

役割の編集

関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Preparing 
to Add User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Roles in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

表 11-7 [役割（Roles）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） 管理者の役割の名前。この役割の [役割の編集（Edit Role）] ページに移動するには、役割名を選択

します。

説明（Description） （表示専用）役割の特権の簡単な説明。

表 11-8 [役割の編集（Edit Role）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） 管理者の役割の名前。

説明（Description） 役割の特権の簡単な説明。

役割の割り当て

（Role Assignments）
役割に割り当てられているユーザのリストを表示するには、[役割の割り当て（Role Assignments）] 
を選択します。役割からのユーザの削除、役割に割り当てられていないユーザのリストの表示、ユー

ザの役割への割り当ても実行できます。

役割の特権（Role 
Privileges）

（表示専用）この表は、管理者の役割が持っている実行権限（[作成（Create）]、[表示（View）]、[
更新（Update）]、[削除（Delete）]、[実行（Execute）] など）を一覧表示します。
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規制テーブルの検索
規制テーブルの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Restriction Tables in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Overview of Default Restriction 
Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

規制テーブルの新規作成

表 11-9 [規制テーブルの検索（Search Restriction Tables）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
規制テーブルを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数の規制テーブルを削除できます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）規制テーブルの名前。

表 11-10 [規制テーブルの新規作成（New Restriction Table）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

規制テーブルの識別に役立つ名前を入力します。

最大ダイヤル文字列

長（Maximum 
Length of Dial 
String）

着信転送、メッセージ通知、またはファクス配信番号の最大桁数（アクセス コードを含む）を入力し

ます。[最大ダイヤル文字列長（Maximum Length of Dial String）] の値以下の桁数を含むダイヤル文

字列だけが、規制テーブルと照合されます。[最大ダイヤル文字列長（Maximum Length of Dial 
String）] の値を超える桁数を含むダイヤル文字列は許可されません。

たとえば、その地域の市内電話の長さが 7 桁であり、ユーザが長距離電話番号を使用できないように

するには、[最大ダイヤル文字列長（Maximum Length of Dial String）] に 8 を入力します。（市内番

号と電話システムのアクセス コードを合わせると、8 桁です）。

デフォルト設定：30 桁
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規制テーブルの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating Restriction Tables in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

規制テーブルの基本設定の編集

最小ダイヤル文字列

長（Minimum 
Length of Dial 
String）

着信転送、メッセージ通知、またはファクス配信番号の最小桁数（アクセス コードを含む）を入力し

ます。[最小ダイヤル文字列長（Minimum Length of Dial String）] の値以上の桁数を含むダイヤル文

字列だけが、規制テーブルと照合されます。[最小ダイヤル文字列長（Minimum Length of Dial 
String）] の値よりも少ない桁数を含むダイヤル文字列は許可されません。

たとえば、ユーザが 4 桁の番号を使用しないようにするには、[最小ダイヤル文字列長（Minimum 
Length of Dial String）] フィールドに 5 を入力します。

デフォルト設定：1 桁

新しい規制パターン

をデフォルトでブ

ロックする（New 
Restriction Patterns 
Are Blocked by 
Default）

新しい規制パターンにデフォルトで [ブロック（Blocked）] というフラグを付けるかどうかを示しま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 11-10 [規制テーブルの新規作成（New Restriction Table）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-11 [規制テーブルの基本設定の編集（Edit Restriction Table Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

規制テーブルの識別に役立つ名前を入力します。

最大ダイヤル文字列

長（Maximum 
Length of Dial 
String）

着信転送、メッセージ通知、またはファクス配信番号の最大桁数（アクセス コードを含む）を入力し

ます。[最大ダイヤル文字列長（Maximum Length of Dial String）] の値以下の桁数を含むダイヤル文

字列だけが、規制テーブルと照合されます。[最大ダイヤル文字列長（Maximum Length of Dial 
String）] の値を超える桁数を含むダイヤル文字列は許可されません。

たとえば、その地域の市内電話の長さが 7 桁であり、ユーザが長距離電話番号を使用できないように

するには、[最大ダイヤル文字列長（Maximum Length of Dial String）] に 8 を入力します。（市内番

号と電話システムのアクセス コードを合わせると、8 桁です）。

デフォルト設定：30 桁
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規制テーブルの基本設定の編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Restriction Tables in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

最小ダイヤル文字列

長（Minimum 
Length of Dial 
String）

着信転送、メッセージ通知、またはファクス配信番号の最小桁数（アクセス コードを含む）を入力し

ます。[最小ダイヤル文字列長（Minimum Length of Dial String）] の値以上の桁数を含むダイヤル文

字列だけが、規制テーブルと照合されます。[最小ダイヤル文字列長（Minimum Length of Dial 
String）] の値よりも少ない桁数を含むダイヤル文字列は許可されません。

たとえば、ユーザが 4 桁の番号を使用しないようにするには、[最小ダイヤル文字列長（Minimum 
Length of Dial String）] フィールドに 5 を入力します。

デフォルト設定：1 桁

新しい規制パターン

をデフォルトでブ

ロックする（New 
Restriction Patterns 
are Blocked by 
Default）

新しい規制パターンにデフォルトで [ブロック（Blocked）] というフラグを付けるかどうかを示しま

す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

順序（Order） （表示専用）規制テーブルを適用するときに、Connection がパターンを評価する順序を示します。新

しいパターンを追加するには、[新規追加（Add New）] を選択します。パターンの順序を変更するに

は、[順序の変更（Change Order）] を選択します。

パターンの順序は、重要です。Cisco Unity Connection は、ダイヤル パターン 0 から規制テーブル内

のダイヤル パターンを電話番号と連続的に比較します。番号が複数のダイヤル パターンに一致した

場合、番号は、一致した最初のダイヤル パターンに従って許可されるか、制限されます。テーブルの

最後のパターンは、常にすべての番号（*）に一致します。

ブロック（Blocked） パターンに一致する電話番号の使用を Cisco Unity Connection に禁止させるには、このチェックボッ

クスをオンにします。

パターン（Pattern） 許可または禁止される特定の番号または番号のパターンを入力します。外線アクセス コードおよび長

距離アクセス コードを含めます。0 ～ 9 の数字および次の特殊文字を使用します。

• ゼロ個以上の数字に一致する場合は *。

• 1 桁に正確に一致する場合は ?。各 ? は  1 桁のプレースホルダとして機能します。

• 電話機の # キーに相当する場合は、#。

• 国際電話の場合は +

表 11-11 [規制テーブルの基本設定の編集（Edit Restriction Table Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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規制パターンの順序の変更
規制パターンの順序の変更

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Restriction Tables in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Restriction Tables in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ライセンス

表 11-12 [規制パターンの順序の変更（Change Restriction Pattern Order）] ページ

フィールド 説明

規制パターンの順序

の変更（Change 
Restriction Pattern 
Order）

規制テーブルでパターンの順序を変更するには、リストでパターンを選択してから、上向き矢印また

は下向き矢印を選択してリスト内の他のパターンに対してパターンを移動します。移動させたら、[
保存（Save）] を選択します。

表 11-13 [ライセンス（Licenses）] ページ

フィールド 説明

ライセンス ステータ

ス（License Status）
（表示専用） 

デモンストレーション（デモ）：Connection は、初めて ELM サーバに接続するまで「デモ」モード

のままになります。「デモ」モードは 60 日間の猶予期間のみ使用でき、その後、ライセンス ステータ

スは「期限切れ」に変わります。

準拠：目的の機能に必要な数のライセンスが ELM サーバにインストールされている場合、ライセン

ス スタータスは「準拠」です。

違反：目的の機能に必要な数のライセンスが ELM サーバにインストールされていない場合、ライセ

ンス ステータスは「違反」になります。「違反」モードは 60 日間の猶予期間のみ使用でき、その後、

ライセンス ステータスは「期限切れ」に変わります。

期限切れ：60 日間の猶予期間内に目的の機能に必要な数のライセンスを取得して ELM サーバにイン

ストールしないと、ライセンス ステータスは「期限切れ」になります。

（注） ELM サーバとその設定の詳細については、次の URL で入手可能な ELM のユーザ ガイドを

参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/elmuserguide/9_0_1/CUCM_BK_E596FD7
2_00_enterprise-license-manager-user-90.html

ELM サーバ（ELM 
server）

（表示専用）Connection が設定されている ELM サーバのホスト名または IP アドレス。

ELM サーバと接続

した最終時刻（Last 
connectivity time 
with ELM server）

（表示専用）ELM サーバと Connection が同期した最終時刻。

[ELM サーバと接続した最終時刻（Last Connectivity Time with ELM Server）] の値は、協定世界時

（UTC）タイムゾーンで表されます。
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スケジュールの検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Licenses 
in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

スケジュールの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Call Management 
Overview in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Schedules and Holidays in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Overview of Default 
Schedules in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

準拠した最終時刻

（Last compliance 
Time）

（表示専用）Connection が準拠モードだった最終時刻。

[準拠した最終時刻（Last Compliance Time）] の値は、協定世界時（UTC）タイムゾーンで表されま

す。

ライセンス シート

（Licensed Seats 
For） 

（表示専用）Cisco Unity Connection のライセンス機能の説明。

機能名（Feature 
Name） 

（表示専用）Cisco Unity Connection のライセンス機能の名前。

現在の使用数

（Current used）
（表示専用）現在使用されているシートの数。

表 11-13 [ライセンス（Licenses）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-14 [スケジュールの検索（Search Schedules）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
スケジュールを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のスケジュールを削除できます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）スケジュールの名前。スケジュールを編集するには、表示名を選択します。
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スケジュールの新規作成
スケジュールの新規作成

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Creating Schedules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

スケジュールの基本設定の編集

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Schedules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 11-15 [スケジュールの新規作成（New Schedule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

スケジュールの識別に役立つ名前を入力します。

祝日スケジュール

（Holiday Schedule）
このスケジュールに適用する祝日スケジュールがある場合は、適用する祝日スケジュールを選択しま

す。

表 11-16 [スケジュールの基本設定の編集（Edit Schedule Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

スケジュールの識別に役立つ名前を入力します。

祝日スケジュール

（Holiday Schedule）
このスケジュールに適用する祝日スケジュールがある場合は、適用する祝日スケジュールを選択しま

す。

選択項目の削除

（Delete Selected）
スケジュールを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のスケジュールを削除できます。

新規追加（Add 
New）

スケジュールを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいスケジュールに

適用するデータを入力する、新しいページが開きます。

名前（Name） （表示専用）スケジュールの詳細の名前。スケジュールの詳細の特定のページに移動するには、名前

を選択します。

開始時間（Start 
Time）

（表示専用）このスケジュールの詳細に基づいて、スケジュールがアクティブになる時間。

終了時間（End 
Time）

（表示専用）このスケジュールの詳細に基づいて、スケジュールが非アクティブになる時間。

アクティブな曜日

（Days Active）
（表示専用）このスケジュールの詳細に基づいて、スケジュールがアクティブになる曜日。
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スケジュールの詳細の新規作成

関連項目

スケジュールの詳細の編集

表 11-17 [スケジュールの詳細の新規作成（New Schedule Detail）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） 他の管理者がこのスケジュールを使用するときに認識する、識別に役立つ名前を入力します。

開始時間（Start 
Time）

スケジュールがアクティブになる時間、分、および午前または午後の記号をリストから選択します。

終了時間（End 
Time）

スケジュールが非アクティブになる時間、分、および午前または午後の記号をリストから選択しま

す。

（注） 終了時間は開始時間よりも遅くする必要があります。深夜（12:00 am）の終了時間を指定す

るには、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにします。

業務終了時（End of 
Day）

スケジュールが深夜（当日の終わり）に非アクティブになる場合、このチェックボックスをオンにし

ます。

アクティブ（毎日）

（Active Every Day）
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間まで毎日（週末を含む）スケジュールをア

クティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（平日）

（Active Weekdays）
すべての平日（月曜日から金曜日まで、週末を除く）にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間

から終了時間までスケジュールをアクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（月曜）

（Active Monday）
毎月曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（火曜）

（Active Tuesday）
毎火曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（水曜）

（Active Wednesday）
毎水曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（木曜）

（Active Thursday）
毎木曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（金曜）

（Active Friday）
毎金曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（土曜）

（Active Saturday）
毎土曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（日曜）

（Active Sunday）
毎日曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

表 11-18 [スケジュールの詳細の編集（Edit Schedule Detail）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） 他の管理者がこのスケジュールを使用するときに認識する、識別に役立つ名前を入力します。

開始時間（Start 
Time）

スケジュールがアクティブになる時間、分、および午前または午後の記号をリストから選択します。
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祝日スケジュールの検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Modifying Schedules in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

祝日スケジュールの検索

終了時間（End 
Time）

スケジュールが非アクティブになる時間、分、および午前または午後の記号をリストから選択しま

す。

（注） 終了時間は開始時間よりも遅くする必要があります。深夜（12:00 am）の終了時間を指定す

るには、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにします。

業務終了時（End of 
Day）

スケジュールが深夜（当日の終わり）に非アクティブになる場合、このチェックボックスをオンにし

ます。

アクティブ（毎日）

（Active Every Day）
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間まで毎日（週末を含む）スケジュールをア

クティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（平日）

（Active Weekdays）
すべての平日（月曜日から金曜日まで、週末を除く）にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間

から終了時間までスケジュールをアクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（月曜）

（Active Monday）
毎月曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（火曜）

（Active Tuesday）
毎火曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（水曜）

（Active Wednesday）
毎水曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（木曜）

（Active Thursday）
毎木曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（金曜）

（Active Friday）
毎金曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（土曜）

（Active Saturday）
毎土曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

アクティブ（日曜）

（Active Sunday）
毎日曜日にこのスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までスケジュールをアクティブ

にするには、このチェックボックスをオンにします。

表 11-18 [スケジュールの詳細の編集（Edit Schedule Detail）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-19 [祝日スケジュールの検索（Search Holiday Schedules）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
祝日スケジュールを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目

の削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数の祝日スケジュールを削除できます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）祝日スケジュールの名前。スケジュールを編集するには、表示名を選択します。
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関連項目

祝日スケジュールの新規作成

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Designating Holidays in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

祝日スケジュールの基本設定の編集

表 11-20 [祝日スケジュールの新規作成（New Holiday Schedule）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

祝日スケジュールの識別に役立つ名前を入力します。

表 11-21 [祝日スケジュールの基本設定の編集（Edit Holiday Schedule Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

祝日スケジュールの識別に役立つ名前を入力します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
祝日スケジュールを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目

の削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数の祝日スケジュールを削除できます。

新規追加（Add 
New）

祝日スケジュールを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しい祝日スケ

ジュールに適用するデータを入力する、新しいページが開きます。

祝日名（Holiday 
Name）

（表示専用）祝日の名前。祝日を編集するには、祝日名を選択します。

開始日（Start Date）（表示専用）祝日スケジュールが有効になる開始日（月、日、および年）。

終了日（End Date） （表示専用）祝日スケジュールが有効である最終日（月、日、および年）。

開始時間（Start 
Time）

（表示専用）開始日および終了日までの以降の毎日に祝日スケジュールが有効になる開始時間。午前 
12:00 が一日の開始時間を示します。

終了時間（End 
Time）

（表示専用）開始日および終了日までの以降の毎日に祝日スケジュールが有効ではなくなる終了時間。
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祝日の新規作成

表 11-22 [祝日の新規作成（New Holiday）] ページ

フィールド 説明

祝日名（Holiday 
Name）

祝日に定義する日付の範囲の識別に役立つ名前を入力します。

開始日（Start Date） 祝日スケジュールが有効になる月、日、および年をリストから選択します。

一日全体を休日として指定するには、開始日と終了日の値として日を選択し、開始時間に午前 12:00 
を選択し、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにします。

終了日（End Date） 祝日スケジュールが有効である最終日（月、日、および年）をリストから選択します。

開始時間（Start 
Time）

開始日および終了日までの以降の毎日に祝日スケジュールが有効になる時間、分、および時間帯（午

前または午後）をリストから選択します。午前 12:00 が一日の開始時間を示します。

一日全体を休日に設定するには、開始時間を午前 12:00 に設定し、[業務終了時（End of Day）] 
チェックボックスをオンにします。

終了時間（End 
Time）

開始日および終了日までの以降の毎日に祝日スケジュールが有効でなくなる時間、分、および時間帯

（午前または午後）をリストから選択します。

（注） 終了時間は開始時間よりも遅くする必要があります。深夜（午前 12:00 つまり 24:00）の終了

時間を指定するには、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにします。

開始日の開始時間に始まり、終了日の終了時間まで続く日付の範囲を指定するには、その範囲を複数

の祝日エントリに分割します。たとえば、祝日の週末が 1 月 1 日金曜日午後 5 時（17:00）に始まり、

1 月 4 日月曜日午前 8 時（08:00）に終わる場合、1 つの新しい休日を作成し、1 月 1 日に開始日と終

了日を設定し、午後 5:00 に開始時間を設定し、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオ

ンにします。次に、2 番目の新しい休日を作成し、1 月 2 日に開始日を設定し、1 月 3 日に終了日を設

定し、午前 12:00 に開始時刻を設定し、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにしま

す。次に、開始日と終了日が 1 月 4 日、開始時間が午前 12:00、終了時間が午前 8:00 の 3 番目の新し

い休日を作成します。

業務終了時（End of 
Day）

開始日または終了日までの以降の毎日の終わり（深夜、つまり 24:00）までスケジュールを有効に指

定するには、このチェックボックスをオンにします。

[終了時間（End Time）] フィールドよりも早い時刻を指定するには、このチェックボックスをオフ

にします。
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祝日の編集
関連項目

祝日の編集

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Schedules and Holidays in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Designating Holidays in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 11-23 [祝日の編集（Edit Holiday）] ページ

フィールド 説明

祝日名（Holiday 
Name）

祝日に定義する日付の範囲の識別に役立つ名前を入力します。

開始日（Start Date） 祝日スケジュールが有効になる月、日、および年をリストから選択します。

一日全体を休日として指定するには、開始日と終了日の値として日を選択し、開始時間に午前 12:00 
を選択し、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにします。

終了日（End Date） 祝日スケジュールが有効である最終日（月、日、および年）をリストから選択します。

開始時間（Start 
Time）

開始日および終了日までの以降の毎日に祝日スケジュールが有効になる時間、分、および時間帯（午

前または午後）をリストから選択します。午前 12:00 が一日の開始時間を示します。

一日全体を休日に設定するには、開始時間を午前 12:00 に設定し、[業務終了時（End of Day）] 
チェックボックスをオンにします。

終了時間（End 
Time）

開始日および終了日までの以降の毎日に祝日スケジュールが有効でなくなる時間、分、および時間帯

（午前または午後）をリストから選択します。

（注） 終了時間は開始時間よりも遅くする必要があります。深夜（午前 12:00 つまり 24:00）の終了

時間を指定するには、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにします。

開始日の開始時間に始まり、終了日の終了時間まで続く日付の範囲を指定するには、その範囲を複数

の祝日エントリに分割します。たとえば、祝日の週末が 1 月 1 日金曜日午後 5 時（17:00）に始まり、

1 月 4 日月曜日午前 8 時（08:00）に終わる場合、1 つの新しい休日を作成し、1 月 1 日に開始日と終

了日を設定し、午後 5:00 に開始時間を設定し、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオ

ンにします。次に、2 番目の新しい休日を作成し、1 月 2 日に開始日を設定し、1 月 3 日に終了日を設

定し、午前 12:00 に開始時刻を設定し、[業務終了時（End of Day）] チェックボックスをオンにしま

す。次に、開始日と終了日が 1 月 4 日、開始時間が午前 12:00、終了時間が午前 8:00 の 3 番目の新し

い休日を作成します。

業務終了時（End of 
Day）

開始日または終了日までの以降の毎日の終わり（深夜、つまり 24:00）までスケジュールを有効に指

定するには、このチェックボックスをオンにします。

[終了時間（End Time）] フィールドよりも早い時刻を指定するには、このチェックボックスをオフ

にします。
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グローバル ニックネームの検索
グローバル ニックネームの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Changing 
Conversation Settings for All Users in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Voice 
Recognition: Global Nickname List in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

グローバル ニックネームの新規作成

関連項目

グローバル ニックネームの編集

表 11-24 [グローバル ニックネームの検索（Search Global Nicknames）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ニックネームを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のニックネームを削除できます。

正式名称（Proper 
Name）

1 つ以上のニックネームが定義される名前。名前の詳細の特定のページに移動するには、正式名称を

選択します。

表 11-25 [グローバル ニックネームの新規作成（New Global Nickname）] ページ

フィールド 説明

正式名称（Proper 
Name）

ニックネームを定義する名前を入力します。[グローバル ニックネーム（Global Nickname）] リスト

に正式名称が表示されます。

ニックネーム

（Nickname）
正式名称を変化させた名前を入力します。ここに入力する名前は、[グローバル ニックネーム

（Global Nicknames）] リストに表示される正式名称のエントリの一部として含まれます。

表 11-26 [グローバル ニックネームの編集（Edit Global Nickname）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ニックネームを削除するには、ニックネームの左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項

目の削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のニックネームを削除できます。

新規追加（Add 
New）

ニックネームを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。テーブルに新しい列が

追加され、新しいニックネームを入力できます。

ニックネーム

（Nickname）
正式名称を変化させた名前を入力します。ここに入力する名前は、[グローバル ニックネーム

（Global Nicknames）] リストに表示される正式名称のエントリの一部として含まれます。
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件名行の形式
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Changing 
Conversation Settings for All Users in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Voice 
Recognition: Global Nickname List in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

件名行の形式

表 11-27 [件名行の形式（Subject Line Formats）] ページ

フィールド 説明

言語（Language） 適切な言語を選択します。システムにインストールした各言語には、個別の件名行の形式がありま

す。

外部の発信者のメッ

セージ（Outside 
Caller Messages）

外部の発信者（Cisco Unity Connection ユーザではない外部の発信者、および Connection サインイ

ンせずにメッセージを送信したユーザまたは識別できるユーザのメッセージング機能によって 
Connection ユーザとして自動的に識別されなかった Connection ユーザ）からのメッセージの件名行

の形式を入力します。

ユーザ間のメッセー

ジ（User to User 
Messages）

Cisco Unity Connection ユーザである発信者（Connection にサインインしたか、識別できるユーザの

メッセージング機能が有効になっているために Connection ユーザとして自動的に識別されたユーザ）

からのメッセージの件名行の形式を入力します。

インタビュー ハンド

ラ メッセージ

（Interview Handler 
Messages）

インタビュー ハンドラからのメッセージの件名行の形式を入力します。

ライブ レコード 
メッセージ（Live 
Record Messages）

ライブ レコード メッセージの件名行の形式を入力します。

%CALLERID%（不

明な場合）

（%CALLERID% 
(When Unknown)）

メッセージ送信者の発信者 ID が不明な場合、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %CALLERID% パラメータを使用すると、メッセージ送信者の ANI 発信者 ID に自

動的に置き換えられます。ANI 発信者 ID を使用できない場合、このフィールドに入力するテキスト

が代わりに挿入されます。たとえば、このフィールドに「Unknown Caller ID」と入力すると、この

テキストが件名行に表示されます。

このフィールドを空白のままにすることもできます。

%CALLEDID%
（不明な場合）

（%CALLEDID% 
(When Unknown)）

メッセージ送信者が呼び出した番号が不明な場合、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %CALLEDID% パラメータを使用すると、メッセージ送信者がコールした番号の ID 
に自動的に置き換えられます。ID を使用できない場合、このフィールドに入力するテキストが代わ

りに挿入されます。たとえば、このフィールドに Unknown Called ID と入力すると、このテキストが

件名行に表示されます。

このフィールドを空白のままにすることもできます。
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件名行の形式
%NAME%（不明な

場合）（%NAME% 
(When Unknown)）

メッセージ送信者の表示名および ANI 発信者名の両方が不明な場合、件名行で使用されるテキスト

を入力します。

外部発信者によるメッセージの件名行の形式で %NAME% パラメータを使用すると、メッセージ送

信者の ANI 発信者名に自動的に置き換えられます。ANI 発信者名がない場合、Cisco Unity 
Connection は [%NAME%（不明な場合）（%NAME% (When Unknown)）] フィールドで指定された

値を挿入します。

ユーザ間メッセージの件名行の形式で %NAME% パラメータを使用すると、メッセージ送信者の表

示名に自動的に置き換えられます。表示名がない場合、Connection は、ANI 発信者名を挿入します。

ANI 発信者名がない場合、Connection は [%NAME%（不明な場合）（%NAME% (When Unknown)）
] フィールドで指定された値を挿入します。

インタビュー ハンドラ メッセージの件名行の形式で %NAME% パラメータを使用すると、メッセー

ジ送信者の ANI 発信者名に自動的に置き換えられます。ANI 発信者名がない場合、Connection はイ

ンタビュー ハンドラの表示名を挿入します。表示名がない場合、Connection は [%NAME%（不明な

場合）（%NAME% (When Unknown)）] フィールドで指定された値を挿入します。

[ライブ レコード メッセージ（Live Record Messages）] フィールドで %NAME% を使用すると、ラ

イブ レコード メッセージを開始したユーザの表示名に自動的に置き換えられます。表示名がない場

合、Connection は、ANI 発信者名を挿入します。ANI 発信者名がない場合、Connection は 
[%NAME%（不明な場合）（%NAME% (When Unknown)）] フィールドで指定された値を挿入しま

す。

%EXTENSION%
（不明な場合）

（%EXTENSION% 
(When Unknown)）

メッセージ送信者の内線番号が不明な場合、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %EXTENSION% パラメータを使用すると、メッセージ送信者の内線番号に自動的

に置き換えられます。コール ハンドラまたはインタビュー ハンドラが録音したメッセージの場合は、

ハンドラの内線番号に置き換えられます。内線番号を使用できない場合、このフィールドに入力する

テキストが代わりに挿入されます。たとえば、このフィールドに Unknown Extension と入力すると、

このテキストが件名行に表示されます。

このフィールドを空白のままにすることもできます。

%U% メッセージに緊急のフラグが付けられている場合に件名行で使用されるテキストを入力します。

%U% パラメータが件名行の形式で使用される場合、メッセージに緊急のフラグが付けられると、こ

のフィールドに入力するテキストで自動的に置き換えられます。メッセージが緊急でない場合、この

パラメータは省略されます。

%P% メッセージにプライベートのフラグが付けられている場合に件名行で使用されるテキストを入力しま

す。

%P% パラメータが件名行の形式で使用される場合、メッセージにプライベートのフラグが付けられ

ると、このフィールドに入力するテキストで自動的に置き換えられます。メッセージがプライベート

でない場合、このパラメータは省略されます。

%S% メッセージにセキュアのフラグが付けられている場合に件名行で使用されるテキストを入力します。

%S% パラメータが件名行の形式で使用される場合、メッセージにセキュア メッセージのフラグが付

けられると、このフィールドに入力するテキストで自動的に置き換えられます。メッセージがセキュ

ア メッセージでない場合、このパラメータは省略されます。

%D% メッセージにディスパッチ メッセージのフラグが付けられている場合に件名行で使用されるテキスト

を入力します。

%D% パラメータが件名行の形式で使用される場合、メッセージにディスパッチ メッセージのフラグ

が付けられると、このフィールドに入力するテキストで自動的に置き換えられます。メッセージが

ディスパッチ メッセージでない場合、このパラメータは省略されます。

表 11-27 [件名行の形式（Subject Line Formats）] ページ （続き）

フィールド 説明
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メッセージ添付ファイルの TTS 説明の検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Messaging in 
Cisco Unity Connection 9.xs」の章にある「Message Subject Line Formats in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項および「Types of Messages in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

メッセージ添付ファイルの TTS 説明の検索

関連項目

メッセージ添付ファイルの TTS 説明の新規作成

関連項目

メッセージ添付ファイルの TTS 説明の編集

表 11-28 [メッセージ添付ファイルの TTS 説明の検索（Search TTS Descriptions of Message Attachments）] ページ

フィールド 説明

言語（Language） 表示する説明の言語を選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
メッセージ添付ファイルを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選
択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のメッセージ添付ファイルを削除でき

ます。

新規追加（Add 
New）

メッセージ添付ファイルを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいメッ

セージ添付ファイルに適用するデータを入力する、新しいページが開きます。

拡張子（Extension）（表示専用）説明を適用するメッセージ添付ファイルのファイル拡張子。

説明を編集するファイル拡張子を選択します。

説明（Description） （表示専用）テキスト /スピーチ（TTS）によって読み上げられる説明。

表 11-29 [メッセージ添付ファイルの TTS 説明の新規作成（New TTS Description of Message Attachments）] ページ

フィールド 説明

ファイル拡張子

（File Extension）
説明を適用するメッセージ添付ファイルのファイル拡張子。

説明（Description） テキスト /スピーチ（TTS）によって読み上げられる説明を入力します。

表 11-30 [メッセージ添付ファイルの TTS 説明（TTS Descriptions of Message Attachment）] ページ

フィールド 説明

ファイル拡張子

（File Extension）
説明を適用するメッセージ添付ファイルのファイル拡張子。
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エンタープライズ パラメータ
関連項目

エンタープライズ パラメータ
次のフィールドは、Cisco Unified Communications Manager または Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition には適用されません。

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring 
Enterprise Parameters in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Description of Enterprise 
Parameters in Cisco Unity Connection 9.x」の項および「Configuring Enterprise Parameters for 
Cisco Unified Serviceability Services in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

サービス パラメータ
次のフィールドは、Cisco Unified Communications Manager または Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition には適用されません。

説明（Description） テキスト /スピーチ（TTS）によって読み上げられる説明を入力します。

表 11-30 [メッセージ添付ファイルの TTS 説明（TTS Descriptions of Message Attachment）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-31 [エンタープライズ パラメータ（Enterprise Parameters）] ページ

フィールド 説明

パラメータ名

（Parameter Name）
（表示専用）エンタープライズ パラメータの名前。

パラメータ値

（Parameter Value）
パラメータの値を入力するか、選択します。

推奨値（Suggested 
Value）

（表示専用）推奨されるパラメータ値。

デフォルトに設定

（Set to Default）
すべてのエンタープライズ パラメータをデフォルト値に設定するには、[デフォルトに設定（Set to 
Default）] ボタンを選択します。

表 11-32 [サービス パラメータ（Service Parameters）] ページ

フィールド 説明

サーバ（Server） Cisco Unity Connection サーバの名前を選択します。

サービス（Service） 更新するパラメータが含まれるサービスを選択します。

パラメータ名

（Parameter Name）
（表示専用）サービス パラメータの名前。

パラメータ値

（Parameter Value）
パラメータの値を入力するか、選択します。
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プラグインの検索
関連項目

プラグインの検索
次のフィールドは、Cisco Unified Communications Manager または Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition には適用されません。

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Installing Plugins in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ファクス サーバの設定の編集

推奨値（Suggested 
Value）

（表示専用）推奨されるパラメータ値。

デフォルトに設定

（Set to Default）
サービスのすべてのサービス パラメータをデフォルト値に設定するには、[デフォルトに設定（Set to 
Default）] ボタンを選択します。

表 11-32 [サービス パラメータ（Service Parameters）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-33 [プラグインの検索（Search Plugins）] ページ

フィールド 説明

検索（Find） 使用可能なプラグインを表示するには、[検索（Find）] ボタンを選択します。

ダウンロード

（Download）
プラグインをダウンロードしてインストールするには、[ダウンロード（Download）] を選択し、画

面上の指示に従います。

プラグイン名

（Plugin Name）
（表示専用）ダウンロードおよびインストールが可能なプラグインの名前。

説明（Description） （表示専用）プラグインの説明。

表 11-34 [ファクス サーバの設定の編集（Edit Fax Server Configuration）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） Cisco Unity Connection からファクス サーバへの接続を有効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。

Connection からファクス サーバへの接続を無効にするには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

ファクス サーバ名

（Fax Server Name）
ファクス サーバの識別に役立つ名前を入力します。

SMTP アドレス

（SMTP Address）
SMTP サーバのアドレスを入力します。
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LDAP セットアップ
関連項目

LDAP セットアップ

IP アドレス（IP 
Address）

SMTP サーバの IP アドレスを入力します。

SMTP スマート ホ
ストを使用する

（Use SMTP Smart 
Host）

SMTP スマート ホストを使用する場合には、このチェックボックスをオンにします。[SMTP アドレ

ス（SMTP Address）] フィールドにも SMTP アドレスを入力する必要があります。

SMTP スマート ホストを使用しない場合には、このチェックボックスをオフにします。

表 11-34 [ファクス サーバの設定の編集（Edit Fax Server Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-35 [LDAP セットアップ（LDAP Setup）] ページ

フィールド 説明

LDAP サーバからの

同期を有効にする

（Enable 
Synchronizing from 
LDAP Server）

[LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページで指定した Lightweight 
Directory Access Protocol（LDAP）ディレクトリから Cisco Unity Connection が Connection ユーザ

に関する基本情報を取得できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。データは、

LDAP ディレクトリからユーザをインポートすることによって作成した Connection ユーザについて

だけ同期されます。LDAP ディレクトリに新しいユーザを追加した場合、 Connection で Connection 
ユーザが自動的に新規作成されることはありません。

LDAP 認証を証する場合、LDAP の同期を有効にする必要があります。

LDAP の同期が有効な場合、LDAP ディレクトリからインポートされたフィールドの Connection 
ユーザ データは変更できません。LDAP ディレクトリのデータを変更し、次の手順のいずれかを実行

して Connection のデータを更新する必要があります。

• [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページの [完全同期を今すぐ実行

する（Perform Full Sync Now）] ボタンを使用して、Connection データと LDAP データを手動

で再同期する。

• [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページで自動再同期が設定されて

いる場合、次の自動再同期が実行されるまで待機する。

一部の LDAP ディレクトリでは、LDAP 永続検索がサポートされています。永続検索がサポートさ

れている LDAP ディレクトリと Connection が連動する場合、このディレクトリに対する変更は、次

の手動または自動同期の実行時にレプリケートされるのではなく、ただちに Connection データベー

スにレプリケートされます。

LDAP サーバ タイ

プ（LDAP Server 
Type）

Cisco Unity Connection でユーザ データの取得元となる LDAP サーバのタイプを選択します。
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LDAP ディレクトリ設定の検索と一覧表示
関連項目

LDAP ディレクトリ設定の検索と一覧表示

ユーザ ID の LDAP 
属性（LDAP 
Attribute for User 
ID）

Cisco Unity Connection にデータがインポートされた LDAP ユーザについて、Connection の [エイリ

アス（Alias）] フィールドに表示する LDAP ディレクトリのフィールドを選択します。次の考慮事項

に注意してください。

• 選択するフィールドに、LDAP ディレクトリのすべてのユーザの値が入力されている必要があり

ます。

• 選択したフィールドの各値は、一意である必要があります。

• 選択したフィールドに値が含まれていない LDAP ユーザは、Connection にインポートされませ

ん。

• LDAP ユーザをインポートすることによって Connection ユーザを新規作成し、Connection にも 
LDAP ディレクトリと連動しないユーザがすでに存在する場合、LDAP ディレクトリからイン

ポートするユーザについては、既存の Connection ユーザの [エイリアス（Alias）] フィールドの

値に一致する値が、選択したフィールドに含まれていないようにしてください。

• 今選択したフィールドを後で変更する必要があり、[LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory 
Configuration）] ページですでに LDAP 設定を作成している場合、すべての LDAP 設定を削除

し、ここで値を変更してすべての LDAP 設定を再作成する必要があります。詳細については、

『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating 
Cisco Unity Connection 9.x with an LDAP Directory」の章にある「Changing Which LDAP Field 
Is Mapped to the Alias Field in Connection」の項を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能です。   

• すべての LDAP ディレクトリ設定について同じ LDAP フィールドを使用する必要があります。

表 11-35 [LDAP セットアップ（LDAP Setup）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 11-36 [LDAP ディレクトリ設定の検索と一覧表示（Find and List LDAP Directory Configurations）] ページ

フィールド 説明

LDAP ディレクトリ

を次の条件で検索

（Find LDAP 
Directory Where）

Cisco Unity Connection のユーザ データ取得元の LDAP ディレクトリを検索するには、適切な項目

を入力し、[検索（Find）] を選択します。

新規追加（Add 
New）

LDAP ディレクトリを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しい LDAP 
ディレクトリに適用するデータを入力する、新しいページが開きます。
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LDAP ディレクトリ設定
関連項目

LDAP ディレクトリ設定

表 11-37 [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページ

フィールド 説明

LDAP 設定名

（LDAP 
Configuration 
Name）

LDAP 設定の名前を入力します。異なる LDAP ユーザ検索ベースで複数の LDAP 設定を追加する場

合、現在の検索ベースのユーザを識別する名前を入力します。

LDAP マネージャの

識別名（LDAP 
Manager 
Distinguished 
Name）

[LDAP ユーザ検索ベース（LDAP User Search Base）] フィールドで指定する LDAP ユーザ検索ベー

スのデータにアクセスできる、LDAP ディレクトリの管理者アカウントの名前を入力します。

Cisco Unity Connection はこのアカウントを使用して、Connection データと LDAP データを同期し

ます。

検索ベース内のすべてのユーザ オブジェクトを「読み取る」だけの最小権限を設定し、パスワードを

無期限にした Connection 専用のアカウントを使用することを推奨します。（管理者アカウントのパス

ワードを変更すると、Connection を新しいパスワードで再設定する必要があります）。

複数の設定を作成する場合は、設定ごとに 1 つの管理者アカウントを作成し、そのアカウントには、

対応するサブツリー内だけのすべてのユーザ オブジェクトの「読み取り」権限を付与することを推奨

します。設定を作成する場合、管理者アカウントには完全識別名を入力します。そのため、このアカ

ウントは LDAP ディレクトリ ツリー内の任意の場所に属することができます。

LDAP パスワード

（LDAP Password）
[LDAP マネージャの識別名（LDAP Manager Distinguished Name）] フィールドで指定したアカウン

トのパスワードを入力します。

パスワードの確認

（Confirm Password）
[LDAP マネージャの識別名（LDAP Manager Distinguished Name）] フィールドで指定したアカウン

トのパスワードを再入力します。
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LDAP ディレクトリ設定
LDAP ユーザ検索

ベース（LDAP User 
Search Base）

Cisco Unity Connection ユーザ データと同期させるユーザ データが含まれる LDAP ディレクトリの

ロケーションを入力します。Connection は、検索ベースで指定されたツリーまたはサブツリー（ドメ

インまたは組織ユニット）内のユーザをすべてインポートします。Connection サーバまたはクラスタ

は、たとえば同じ Active Directory フォレストなど、同じディレクトリ ルートを持つサブツリーから

だけ、LDAP データをインポートできます。

Active Directory 以外の LDAP ディレクトリを使用する場合

Microsoft Active Directory 以外の LDAP ディレクトリを使用している場合や、ユーザ検索ベースと

してディレクトリのルートを指定する Connection LDAP ディレクトリ設定を作成する場合は、

Connection でディレクトリ内のすべてのユーザに対してデータがインポートされます。Connection 
にアクセスを許可しないサブツリー（たとえば、サービス アカウントのサブツリー）がディレクトリ

のルートに含まれている場合、次の手順のいずれかを実行してください。

• 2 つ以上の Connection LDAP ディレクトリ設定を作成し、Connection でアクセスしないユーザ

を除外する検索ベースを指定します。

• 1 つ以上の LDAP フィルタを作成してから、LDAP ディレクトリ設定でこれらのフィルタを指定

します。詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 
9.x）の「Integrating Cisco Unity Connection 9.x with an LDAP Directory」の章にある

「Filtering LDAP Users in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。このドキュメ

ントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能です。

Active Directory 以外のディレクトリの場合、そのために複数の構成を作成することになっても、で

きるだけ少ない数のユーザを含む検索ベースを指定して同期に必要な時間を短縮することを推奨しま

す。

Active Directory を使用する場合

Active Directory を使用していて、ドメイン内に子ドメインが存在する場合、各子ドメインにアクセ

スするための個別の構成を作成する必要があります。Connection は、同期中は Active Directory の照

会に従いません。これは、複数のツリーが存在する Active Directory フォレストについても同様です。

各ツリーにアクセスするには、1 つ以上の構成を作成する必要があります。この構成では、

UserPrincipalName（UPN）属性を Connection の [エイリアス（Alias）] フィールドにマッピングす

る必要があります。UPN は、フォレスト全体で一意であることが Active Directory によって保証され

ます。

デジタル ネットワーキングを使用する場合

デジタル ネットワーキングを使用して、それぞれ LDAP ディレクトリと連動する 2 台以上の 
Connection サーバのネットワークを構築する場合、Connection サーバで、別の Connection サーバの

ユーザ検索ベースと重複するユーザ検索ベースを指定しないでください。このようなユーザ検索ベー

スを指定すると、複数の Connection サーバ上で同じ Connection ユーザのユーザ アカウントおよび

メールボックスが存在することになります。

（注） 1 つ以上の Connection サーバで 1 つ以上の LDAP フィルタを作成することによって、ユーザ

が重複する可能性を排除できます。詳細については、『System Administration Guide for 
Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating Cisco Unity Connection 9.x with an 
LDAP Directory」の章にある「Filtering LDAP Users in Cisco Unity Connection 9.x」の項を

参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcuc
sagx.html から入手可能です。

表 11-37 [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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LDAP ディレクトリ設定
LDAP カスタム 
フィルタ（LDAP 
Custom Filter）

[システム設定（System Settings）] > [LDAP] > [LDAP カスタム フィルタ（LDAP Custom Filter）] 
ページで作成したフィルタの 1 つを選択します。詳細については、『System Administration Guide for 
Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating Cisco Unity Connection 9.x with an LDAP 
Directory」の章にある「Filtering LDAP Users in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してくだ

さい。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.ht
ml から入手可能です。

同期を 1 回だけ実行

する（Perform Sync 
Just Once）

Cisco Unity Connection データベースのユーザ データと LDAP ディレクトリを、一定間隔で再同期す

るのではなく、1 回再同期するには、このチェックボックスをオンにします。

LDAP 認証を使用する場合は、このチェックボックスをオフにします。

このチェックボックスをオンにすると、Connection は、[再同期の実行間隔（Perform a Re-sync 
Every <Interval>）] フィールドまたは [次の再同期時刻（Next Re-sync Time）] フィールドの値に基

づいて LDAP ディレクトリと再同期することはありません。

LDAP データから Connection ユーザを作成済みの場合、この再同期によって既存の Connection ユー

ザの更新された LDAP データがインポートされます。ただし、新しいユーザが LDAP ディレクトリ

に追加された場合、再同期によって Connection ユーザは新たに作成されません。この場合、ユーザ 
インポート ツールまたは Bulk Administration Tool を使用して新しい Connection ユーザを作成して

ください。

再同期の実行間隔

（Perform a Re-sync 
Every <Interval>）

Cisco Unity Connection データベースのユーザ データと LDAP ディレクトリのユーザ データを一定

間隔で再同期するには、再同期の発生頻度を指定します。最短の間隔は、6 時間です。

再同期間隔を指定する場合、次のことを推奨します。

• 複数の LDAP 設定で同じ LDAP サーバを同時に問い合わせることがないように、同期スケ

ジュールをずらす。

• 営業時間外に同期が実行されるように、同期スケジュールを設定する。

最初の再同期は、[次の再同期時刻（Next Re-sync Time）] フィールドで指定した日時に発生します。

[同期を 1 回だけ実行する（Perform Sync Just Once）] チェックボックスをオンにした場合、これら

のフィールドは使用できません。再同期は、ここで指定した間隔では発生しません。

LDAP データから Connection ユーザを作成済みの場合、この再同期によって既存の Connection ユー

ザの更新された LDAP データがインポートされます。ただし、新しいユーザが LDAP ディレクトリ

に追加された場合、再同期によって Connection ユーザは新たに作成されません。この場合、ユーザ 
インポート ツールまたは Bulk Administration Tool を使用して新しい Connection ユーザを作成して

ください。

次の再同期時刻

（YYYY-MM-DD 
hh:mm）（Next 
Re-sync Time 
(YYYY-MM-DD 
hh:mm)）

Cisco Unity Connection のデータと LDAP ディレクトリのデータを再同期させる日時を指定します。

再同期後、Connection は [同期の実行間隔（Perform a Re-sync Every <Interval>）] で指定した間隔

で再同期します。

[同期を 1 回だけ実行する（Perform Sync Just Once）] チェックボックスをオンにした場合、この

フィールドは使用できません。再同期は、ここで指定した日時に発生しません。

LDAP データから Connection ユーザを作成済みの場合、この再同期によって既存の Connection ユー

ザの更新された LDAP データがインポートされます。ただし、新しいユーザが LDAP ディレクトリ

に追加された場合、再同期によって Connection ユーザは新たに作成されません。この場合、ユーザ 
インポート ツールまたは Bulk Administration Tool を使用して新しい Connection ユーザを作成して

ください。

表 11-37 [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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LDAP ディレクトリ設定
ユーザ ID（User 
ID）

ここに一覧表示される [LDAP] フィールドの値は、Cisco Unity Connection データベースの [エイリ

アス（Alias）] フィールドに保存されます。

ここに一覧表示されるフィールドは、[LDAP セットアップ（LDAP Setup）] ページの [ユーザ ID の 
LDAP 属性（LDAP Attribute for User ID）] リストで指定されたものです。この値は、すべての 
LDAP 設定を削除し、[LDAP セットアップ（LDAP Setup）] ページで値を変更してから LDAP 設定

を再作成しなければ、変更できません。

ミドル ネーム

（Middle Name）
Cisco Unity Connection の [ミドル ネーム（Middle Name）] フィールドに保存する LDAP ディレク

トリの値を次から選択します。

• LDAP の middleName フィールド

• LDAP の initials フィールド

マネージャ ID
（Manager ID）

LDAP ディレクトリの manager フィールドの値は、常に Cisco Unity Connection データベースの [マ
ネージャ ID（Manager ID）] フィールドに保存されます。

電話番号（Phone 
Number）

Cisco Unity Connection の [電話番号（Phone Number）] フィールドに保存する LDAP ディレクトリ

の値を次から選択します。

• LDAP の telephoneNumber フィールド

• LDAP の ipPhone フィールド

名（First Name） LDAP ディレクトリの givenName フィールドの値は、常に Cisco Unity Connection データベースの 
[名（First Name）] フィールドに保存されます。

姓（Last Name） LDAP ディレクトリの sn フィールド（surname）の値は、常に Cisco Unity Connection データベース

の [姓（Last Name）] フィールドに保存されます。

注意 LDAP ディレクトリから Connection にインポートする各ユーザには、LDAP の sn フィー

ルドの値が含まれている必要があります。sn 属性の値が空白の LDAP ユーザは、

Connection データベースにインポートされません。

部署名

（Department）
LDAP ディレクトリの department フィールドの値は、常に Cisco Unity Connection データベースの [
部署名（Department）] フィールドに保存されます。

メール ID（Mail 
ID）

Cisco Unity Connection の [社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドに保

存する、LDAP ディレクトリの値を選択します（値は、Connection サーバの Cisco Unified 
Communications Manager データベースにある [メール ID（Mail ID）] フィールドに一時的に保存さ

れます。ここでは、フィールド名が [メール ID（Mail ID）] である理由が説明されています）。

[メール ID（Mail ID）] フィールド

• LDAP の mail フィールド

• LDAP の sAMAccountName フィールド

また、Exchange のユニファイド メッセージングも設定する場合は、LDAP のメール フィールドを選

択することを推奨します。ユニファイド メッセージングの設定方法に応じて、Connection の [社内電

子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドの LDAP のメール フィールドから値を

取得することにより、Exchange のメールボックスにアクセスする Connection の設定を単純化できま

す。

サーバのホスト名ま

たは IP アドレス

（Host Name or IP 
Address for Server）

LDAP ディレクトリに対する変更で Connection データベースを更新する場合に Cisco Unity 
Connection がアクセスする LDAP サーバのサーバ名または IP アドレスを入力します。

[SSL を使用する（Use SSL）] チェックボックスをオンにした場合は、このフィールドでホスト名を

指定します。指定しない場合、同期が失敗することがあります。

表 11-37 [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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LDAP ポート

（LDAP Port）
Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリへのアクセスに使用する LDAP サーバ上のポートを

入力します。

SSL を使用する

（Use SSL）
同期中に LDAP サーバと Cisco Unity Connection サーバとの間で転送されるデータに SSL を使用し

て暗号化するには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにした場合、[サーバのホスト名または IP アドレス（Host Name or IP 
Address for Server）] フィールドでホスト名を指定します。指定しない場合、同期が失敗することが

あります。

SSL 暗号化を有効にするには、適切な LDAP ディレクトリ サーバから SSL 証明書をエクスポート

し、すべての Connection サーバ上の証明書をアップロードする必要もあります。詳細については、

『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating 
Cisco Unity Connection 9.x with an LDAP Directory」の章を参照してください。このドキュメント

は、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.ht
ml から入手可能です。

別の冗長 LDAP 
サーバの追加（Add 
Another Redundant 
LDAP Server）

同じデータを含み、最初に指定した LDAP サーバで障害が発生した場合、またはメンテナンスのため

に使用不能な場合に Cisco Unity Connection がアクセスして再同期できる 1 つ以上の付加的な LDAP 
サーバを追加するにはこのボタンを選択し、適切な値を入力します。

この機能は、LDAP ディレクトリに Active Directory を使用している場合に限り有効です。

保存（Save） この設定を保存するには、[保存（Save）] を選択します。初めて [保存（Save）] を選択すると、[削
除（Delete）]、[コピー（Copy）]、[完全同期を今すぐ実行する（Perform Full Sync Now）]、およ

び [新規追加（Add New）] の各ボタンが表示されるようになります。

削除（Delete） 選択すると、この設定が削除されます。

このボタンは、この設定を初めて保存するまで使用できません。

コピー（Copy） 選択すると、この設定がコピーされます。

このボタンは、この設定を初めて保存するまで使用できません。

完全同期を今すぐ実

行する（Perform 
Full Sync Now）

選択すると、Cisco Unity Connection ユーザ データと LDAP ディレクトリのユーザデータが再同期さ

れます。

このボタンは、この設定を初めて保存するまで使用できません。

新規追加（Add 
New）

選択すると、新しい設定が追加されます。これによって、追加の LDAP ユーザ検索ベースの 
Cisco Unity Connection データを同期できます。

このボタンは、この設定を初めて保存するまで使用できません。

表 11-37 [LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
11-35
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag306.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag306.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html


 第 11 章 Cisco Unity Connection 9.x システムの設定

LDAP 認証
関連項目

LDAP 認証

表 11-38 [LDAP 認証（LDAP Authentication）] ページ

フィールド 説明

エンド ユーザに 
LDAP 認証を使用す

る（Use LDAP 
Authentication for 
End Users）

Cisco Unity Connection Web アプリケーションが LDAP ディレクトリに対してユーザ名およびパス

ワードを認証できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection Web アプリケーションは、Connection 
データベースのユーザ名および Web アプリケーション パスワードに対してユーザ名およびパスワー

ドを認証します。

ユーザが電話を使用して Connection にサインインした場合、Connection は常に Connection データ

ベースのボイスメール パスワードに基づいて認証します。LDAP ディレクトリの値に基づいて認証す

ることはありません。

LDAP マネージャの

識別名（LDAP 
Manager 
Distinguished 
Name）

[LDAP ユーザ検索ベース（LDAP User Search Base）] フィールドで指定する LDAP ユーザ検索ベー

スのデータにアクセスできる、LDAP ディレクトリの管理者アカウントの名前を入力します。

Cisco Unity Connection はこのアカウントを使用して、LDAP ディレクトリのユーザ データに対し

て、Connection Web アプリケーションに入力されたユーザ名およびパスワードを認証します。

LDAP パスワード

（LDAP Password）
[LDAP マネージャの識別名（LDAP Manager Distinguished Name）] フィールドで指定したアカウン

トのパスワードを入力します。

パスワードの確認

（Confirm Password）
[LDAP マネージャの識別名（LDAP Manager Distinguished Name）] フィールドで指定したアカウン

トのパスワードを再入力します。

LDAP ユーザ検索

ベース（LDAP User 
Search Base）

Cisco Unity Connection Web アプリケーションに入力されたユーザ名およびパスワードの認証に使用

するユーザ データが含まれる LDAP ディレクトリのロケーションを入力します。

複数の LDAP 設定を作成した場合、ここで指定したユーザ検索ベースは、LDAP 設定で指定したす

べてのユーザ検索ベースを含む必要があります。

サーバのホスト名ま

たは IP アドレス

（Host Name or IP 
Address for Server）

Cisco Unity Connection Web アプリケーションに入力されたユーザ名およびパスワードの認証に使用

する LDAP サーバのサーバ名または IP アドレスを入力します。

SSL を設定している場合、このフィールドでホスト名を指定します。指定しない場合、IMAP クライ

アントに関する認証が失敗することがあります。IP アドレスを指定し、SSL 証明書がホスト名だけ

で LDAP サーバを識別する場合（証明書にはサーバの IP アドレスが含まれていることがほとんどな

いため、このような場合はよく見られます）、Connection は LDAP サーバの ID を確認できません。

LDAP ディレクトリに Active Directory を使用している場合、Active Directory グローバル カタログ 
サーバを指定して、応答時間を短縮し、信頼性を向上させることを強く推奨します。

この値を変更し、IMAP クライアントが Connection にアクセスしている場合、Connection IMAP 
Server サービスを再起動します。他の Web アプリケーション（Cisco Personal Communications 
Assistant など）が Connection にアクセスするときは、サーバを再起動します。
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• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating 
Cisco Unity Connection 9.x with an LDAP Directory」の章にある「Task List for Configuring 
LDAP and for Creating New Users or Synchronizing Existing Cisco Unity Connection 9.x Users 
with LDAP Users」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

LDAP ポート

（LDAP Port）
Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリへのアクセスに使用する LDAP サーバ上のポートを

入力します。

LDAP ディレクトリに Active Directory を使用しており、[サーバのホスト名または IP アドレス

（Host Name or IP Address for Server）] で Active Directory グローバル カタログ サーバを指定した

場合、次のとおり指定します。

• SSL を使用して LDAP サーバと Connection サーバとの間で転送されるデータを暗号化しない場

合は、3268。

• SSL を使用する場合は、3269。

SSL を使用する

（Use SSL）
SSL を使用して、認証中に Cisco Unity Connection サーバと LDAP サーバとの間を転送されるユー

ザ名およびパスワードを暗号化するには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにした場合、[サーバのホスト名または IP アドレス（Host Name or IP 
Address for Server）] フィールドでホスト名を指定します。指定しない場合、IMAP クライアントの

認証が失敗することがあります。IP アドレスを指定し、SSL 証明書がホスト名だけで LDAP サーバ

を識別する場合（証明書にはサーバの IP アドレスが含まれていることがほとんどないため、このよ

うな場合はよく見られます）、Connection は LDAP サーバの ID を確認できません。

SSL 暗号化を有効にするには、適切な LDAP ディレクトリ サーバから SSL 証明書をエクスポート

し、すべての Connection サーバ上の証明書をアップロードする必要もあります。詳細については、

『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating 
Cisco Unity Connection 9.x with an LDAP Directory」の章を参照してください。このドキュメント

は、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.ht
ml から入手可能です。

別の冗長 LDAP 
サーバの追加（Add 
Another Redundant 
LDAP Server）

同じデータを含み、最初に指定した LDAP サーバで障害が発生した場合、またはメンテナンスのため

に使用不能な場合に Cisco Unity Connection がアクセスして認証できる 1 つ以上の付加的な LDAP 
サーバを追加するにはこのボタンを選択し、適切な値を入力します。

この機能は、LDAP ディレクトリに Active Directory を使用している場合に限り有効です。

表 11-38 [LDAP 認証（LDAP Authentication）] ページ （続き）

フィールド 説明
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電話番号の変換
電話番号の変換 

関連項目

LDAP フィルタの検索と一覧表示 

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating 
Cisco Unity Connection 9.x with an LDAP Directory」の章にある「Task List for Configuring 
LDAP and for Creating New Users or Synchronizing Existing Cisco Unity Connection 9.x Users 
with LDAP Users」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 11-39 [電話番号の変換（Phone Number Conversion）] ページ（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

フィールド 説明

LDAP 電話番号パ

ターンの正規表現

（Regular Expression 
for LDAP Phone 
Number Pattern）

正規表現を入力し、操作する電話番号（たとえば、10 桁の長さの電話番号）と、内線番号のベース

として使用される電話番号部分（たとえば、下 4 桁）を指定します。

置換パターン

（Replacement 
Pattern）

正規表現で選択した値を使用するか、または追加操作（たとえば、8 を追加する）を実行するかどう

かを指定する置換パターンを入力します。

注意 Connection は、正規表現の構文を検証しますが、置換パターンは検証しません。また、正

規表現と置換パターンの結果を検証することもできません。Connection ユーザを作成する

前に、Connection Administration の [ユーザをインポート（Import Users）] ページで結果

を検証することを推奨します。

表 11-40 [LDAP フィルタの検索と一覧表示（Find and List LDAP Filters）] ページ（Cisco Unity Connection 8.5 以降のみ）

フィールド 説明

LDAP カスタム 
フィルタを次の条件

で検索（Find LDAP 
Custom Filter 
Where）

LDAP フィルタを検索するには、適切な項目を入力し、[検索（Find）] を選択します。

検索条件を追加するには、[+] を選択します。複数の検索条件が統合されます。フィルタは、[検索

（Find）] を選択したときに表示されるすべての条件に一致する必要があります。

末尾の検索条件を削除するには、[–] を選択します。

最初の検索条件以外のすべての検索条件を削除するには、[フィルタ クリア（Clear Filter）] を選択

します。

既存のフィルタをコピーすることによって新しいフィルタを作成するには、コピーするフィルタの [
コピー（Copy）] カラムのアイコンを選択します。選択することにより、[LDAP フィルタ設定

（LDAP Filter Configuration）] ページが選択したフィルタの名前およびテキストとともに表示されま

す。新しいフィルタの名前を変更しなければ、このフィルタを保存できません。

新規追加（Add 
New）

LDAP カスタム フィルタを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しい 
LDAP フィルタに適用するデータを入力する、新しいページが開きます。
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SMTP サーバの設定

表 11-41 [SMTP サーバの設定（SMTP Server Configuration）] ページ

フィールド 説明

SMTP ポート番号

（SMTP Port #）
（表示専用）Cisco Unity Connection が着信および発信の SMTP 接続に使用するポート。Connection 
は、SMTP を使用してテキストメッセージ通知の送信、Connection からの音声、ファクス、テキス

ト メッセージを送受信するクライアントとの通信、VPIM ロケーションおよび他のデジタル ネット

ワークで接続されている Connection サーバとの通信を行います。

SMTP ドメイン

（SMTP Domain）
Cisco Unity Connection がデジタル ネットワークで接続されている Connection サーバ間のメッセー

ジの転送および発信 SMTP メッセージで送信者の SMTP アドレスの作成に使用するドメイン名。

Connection は、各ユーザに <エイリアス>@<SMTP ドメイン> という形式の SMTP アドレスを作成

します。この SMTP アドレスは、ユーザの [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページに

表示されます。このアドレス形式を使用する発信 SMTP メッセージの例には、このサーバのユーザに

よって他のデジタル ネットワークで接続されている Connection サーバの受信者に送信されたメッ

セージ、Connection 電話インターフェイスまたは Messaging Inbox から送信され、受信者の [メッ

セージ アクション（Message Actions）] の設定に基づいて外部サーバにリレーされるメッセージな

どがあります。

Connection は、SMTP ドメインを使用して発信 VPIM メッセージで送信者の VPIM アドレスを作成

し、SMTP 通知デバイスに送信される通知の送信元アドレスも作成します。

SMTP ドメインは、Connection が初めてインストールされたときに、サーバの完全修飾ホスト名に

自動的に設定されます。

Cisco Unity Connection のメッセージ ルーティングにおける問題を回避するために、Cisco Unity 
Connection の SMTP ドメインが社内電子メール ドメインとは異なっていることを確認します。

ドメインが同じ場合に発生する可能性があるいくつかのシナリオを次に示します。

• デジタル ネットワークで接続された Connection サーバ間でのボイス メッセージのルーティング

• メッセージのリレー 

• ViewMail for Outlook を使用したボイス メッセージの応答および転送

• Cisco Unity Connection サーバへの SpeechView メッセージのルーティング

• SMTP メッセージ通知の送信

• VPIM メッセージのルーティング

（注） Cisco Unity Connection では、ユーザごとに、社内電子メール ドメインとは異なる固有の 
SMTP ドメインが必要です。Microsoft Exchange と Cisco Unity Connection に同じドメイン

名が設定されているので、ユニファイド メッセージング用に設定されているユーザが、メッ

セージの作成、応答、および転送時に受信者を追加する際に、問題が発生することがありま

す。ドメイン名の設定問題の解決方法については、『Unified Messaging Guide for Cisco 
Unity Connection』の「Configuring Cisco Unity Connection 8.5 and Later and Microsoft 
Exchange for Unified Messaging」の章にある「Resolving SMTP Domain Name 
Configuration Issues」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide
/9xcucumgx.html で入手可能）を参照してください。
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SMTP ドメインの変

更（Change SMTP 
Domain）

[SMTP ドメイン（SMTP Domain）] フィールドの値を変更するには、このボタンを選択します。値

を変更する場合、次の点を考慮してください。

• 新しい SMTP ドメインを有効なドメイン形式で入力しており、送信ドメインを確認する任意の 
SMTP サーバによって、または Connection サーバへのメッセージの転送に SMTP スマート ホス

トを使用する場合は SMTP スマート ホストによって Cisco Unity Connection サーバに対して解

決できることを確認します。

• デジタル ネットワーク内の各 Connection サーバの SMTP ドメインは一意である必要がありま

す。

• SMTP ドメインの変更後、Cisco Unity Connection Serviceability の Connection Conversation 
Manager、Connection Message Transfer Agent、および Connection SMTP Server サービスを再

起動する必要があります。このサーバが Connection クラスタにある場合は、両方のサーバで 3 
つすべてのサービスを再起動する必要があります。

同時受信接続数の制

限（Limit Number 
of Simultaneous 
Incoming 
Connections）

（Cisco Unity Connection 8.5 以降）メッセージの送信を行うために Cisco Unity Connection SMTP 
サーバに同時に接続できる SMTP クライアントの最大数を入力します。

デフォルト設定：20 接続。

同時送信接続数の制

限（Limit Number 
of Simultaneous 
Outgoing 
Connections）

（Cisco Unity 
Connection 8.5 以降
のみ）

Cisco Unity Connection SMTP サーバがその他の SMTP サーバと同時に開くことができる発信接続の

最大数を入力します。

デフォルト設定：2 接続。

メッセージ サイズの

制限（Limit Size of 
Message）

クライアントが SMTP を使用して Cisco Unity Connection に送信できるメッセージの最大サイズを

入力します。

デフォルト設定：10,000 キロバイト（約 10 メガバイト）

SMTP セッションあ

たりの受け入れメッ

セージ数の制限

（Limit Messages 
Accepted per SMTP 
Session）

クライアントが単一の SMTP セッションで Cisco Unity Connection に送信できるメッセージの最大

数を入力します。

デフォルト設定：10 メッセージ

メッセージあたりの

受信者数の制限

（Limit Number of 
Recipients per 
Message）

クライアントが SMTP を使用して Cisco Unity Connection に送信する単一のメッセージに許可され

る受信者の最大数を入力します。

デフォルト設定：15,000 受信者

表 11-41 [SMTP サーバの設定（SMTP Server Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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SMTP サーバの設定
配信リトライのタイ

ムアウト（Delivery 
Retry Timeout）

一時的であり得る問題（たとえば、リモート SMTP サーバが応答しないなど）が原因で失敗した 
SMTP メッセージの配信を Cisco Unity Connection に定期的に再試行させるには、[デフォルトを上

書きする（Override Default）] チェックボックスをオンにして、0 ～ 10800 の値を [分（Minutes）] 
フィールドに入力します。このチェックボックスがオンであり、0 よりも大きい値が入力されている

場合、Connection は、メッセージが正常に送信されるか、[分（Minutes）] フィールドで指定された

タイムアウト間隔が経過するまで 1 分間に 1 回再試行します。成功せずにタイムアウトが経過する

と、Connection は、送信者に不達通知を送信します。

デフォルト設定：0 分（Connection はただちに不達通知を送信者に送信し、失敗した SMTP メッ

セージの配信を再試行しません）。

（注） システム デフォルトの [配信リトライのタイムアウト（Delivery Retry Timeout）] の値は、

以降のリリースで変更されることがあります。カスタムの [分（Minutes）]の値でデフォル

ト値を上書きする場合、アップグレードしてもカスタム値は保持されます。

信頼されていない IP 
アドレスからの接続

を許可する（Allow 
Connections from 
Untrusted IP 
Addresses）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスが [IP アド

レス アクセス リスト（IP Address Access List）] で設定されたいずれのアドレス パターンにも一致

しないクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を許可します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection は、IP アドレスが [IP アドレス アクセ

ス リスト（IP Address Access List）] で設定されたいずれのアドレス パターンにも一致しないクライ

アントまたはサーバからの SMTP 接続要求を拒否します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

信頼されていない IP 
アドレスからの認証

を要求する

（Require 
Authentication from 
Untrusted IP 
Addresses）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスが [IP アド

レス アクセス リスト（IP Address Access List）] で設定されたいずれのアドレス パターンにも一致

しないクライアントまたはサーバからの SMTP 接続に対して認証を要求します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection では、これらのクライアントが認証を

受けずに接続できます。

このオプションは、[信頼されていない IP アドレスからの接続を許可する（Allow Connections from 
Untrusted IP Addresses）] チェックボックスがオフの場合には使用できません。

信頼されていない IP 
アドレスからのトラ

ンスポート層セキュ

リティ（Transport 
Layer Security from 
Untrusted IP 
Addresses Is）

Cisco Unity Connection が、[IP アドレス アクセス リスト（IP Address Access List）] で設定された

いずれのアドレス パターンにも一致しない IP アドレスからの接続を試行するクライアントまたは

サーバで Transport Layer Security（TLS; トランスポート層セキュリティ）を処理する方法を選択し

ます。

• [無効（Disabled）]：Connection は、信頼されていない IP アドレスを持つクライアントまたは

サーバによって開始された SMTP セッションに対するオプションとして TLS を提供しません。

クライアントが TLS を使用するように設定されているが、Connection が TLS を提供しない状況

では、ほとんどの場合、接続は失敗し、クライアントがユーザに通知します。

• [必須（Required）]：信頼されない IP アドレスから接続しているクライアントまたはサーバは、

TLS を使用して Connection サーバとの SMTP セッションを開始する必要があります。

• [オプション（Optional）]：信頼されていない IP アドレスから接続しているクライアントまたは

サーバは、TLS を使用して Connection サーバとの SMTP セッションを開始できますが、これは

必須ではありません。

このオプションは、[信頼されていない IP アドレスからの接続を許可する（Allow Connections from 
Untrusted IP Addresses）] チェックボックスがオフの場合には使用できません。

表 11-41 [SMTP サーバの設定（SMTP Server Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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IP アドレス アクセス リストの検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up SMTP 
Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Setting Up SMTP Message 
Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring IMAP 
Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

IP アドレス アクセス リストの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring IMAP 
Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章および「Configuring Transcription (SpeechView) in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up a Cisco Unity Connection 
9.x Site」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

表 11-42 [IP アドレス アクセス リストの検索（Search IP Address Access List）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
IP アドレスを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。一度に複数の IP アドレスを削除できます。

新規追加（Add 
New）

IP アドレスを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいアドレスに適用

するデータを入力する、新しいページが開きます。

IP アドレス（IP 
Address）

（表示専用）SMTP クライアントまたはサーバからの SMTP 接続を許可または拒否するために 
Cisco Unity Connection が使用する、一意の IP アドレスまたは IP アドレスパターン。

接続を許可する

（Allow Connection）
このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのアド

レス パターンに一致するすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を許可します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのアド

レス パターンに一致するすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を拒否します。
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アクセス IP アドレスの新規作成
アクセス IP アドレスの新規作成

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring IMAP 
Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章および「Configuring Transcription (SpeechView) in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up a Cisco Unity Connection 
9.x Site」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

アクセス IP アドレス

表 11-43 [アクセス IP アドレスの新規作成（New Access IP Address）] ページ

フィールド 説明

IP アドレス（IP 
Address）

Cisco Unity Connection SMTP サーバへのアクセスが特に許可または拒否されるクライアントまたは

サーバの IP アドレスを入力します。

（注） *（アスタリスク）を 1 つ入力すると、使用可能な IP アドレスをすべて一致させることがで

きます。

表 11-44 [アクセス IP アドレスの編集（Edit Access IP Address）] ページ

フィールド 説明

IP アドレス（IP 
Address）

Cisco Unity Connection SMTP サーバへのアクセスが特に許可または拒否されるクライアントまたは

サーバの IP アドレスを入力します。

（注） *（アスタリスク）を 1 つ入力すると、使用可能な IP アドレスをすべて一致させることがで

きます。

接続を許可する

（Allow Connection）
このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのアド

レス パターンに一致するすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を許可します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのアド

レス パターンに一致するすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を拒否します。
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スマート ホスト
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring IMAP 
Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章および「Configuring Transcription (SpeechView) in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章にある「Setting Up a Cisco Unity Connection 
9.x Site」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

• 『Networking Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Networking 
Between Cisco Unity and Cisco Unity Connection 9.x Servers」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/networking/guide/9xcucnetx.h
tml から入手可能）。

スマート ホスト

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up SMTP 
Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Setting Up SMTP Message 
Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 11-45 [スマート ホスト（Smart Host）] ページ

フィールド 説明

スマート ホスト

（Smart Host）
Cisco Unity Connection が SMTP メッセージのリレーに使用する SMTP スマート ホストの IP アドレ

スまたは完全修飾ドメイン名を入力します。（サーバの完全修飾ドメイン名は、DNS が設定されてい

る場合のみ入力します）。

Connection は、スマート ホストを使用してすべての SMTP 通知をリレーします。スマート ホストを

使用して特定ユーザのために受信したボイスメール、電子メール、ファクス、または配信確認メッ

セージをリレーするように Connection を設定できます。また、VPIM ロケーションまたは他のデジ

タル ネットワークで接続されている Connection サーバのために、スマート ホストを使用して SMTP 
メッセージを転送するように Connection を設定することもできます。たとえば、ファイアウォール

によってリモートのボイス メッセージ システムとの直接的な SMTP 通信を実行できない場合などは、

この設定が必要になる可能性があります。
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次の項を参照してください。

• 「SMPP プロバイダの検索」（P.12-1）

• 「SMPP プロバイダの新規作成」（P.12-2）

• 「SMPP プロバイダの編集」（P.12-3）

• 「カンバセーションの設定」（P.12-10）

• 「メッセージングの設定」（P.12-21）

• 「サイト内ネットワーキングの設定」（P.12-24）

• 「テレフォニーの設定」（P.12-25）

• 「レポートの設定」（P.12-27）

• 「Connection管理の設定」（P.12-29）

• 「TRAP の設定」（P.12-31）

• 「ディスク容量の設定の編集」（P.12-32）

• 「PCA の設定」（P.12-32）

• 「RSS 設定」（P.12-34）

• 「クラスタ設定」（P.12-34）

• 「ファクスの設定」（P.12-35）

• 「ユニファイド メッセージング サービスの設定」（P.12-35）

• 「API の設定」（P.12-39）

SMPP プロバイダの検索

表 12-1 [SMPP プロバイダの検索（Search SMPP Providers）] ページ

フィールド 説明

SMPP プロバイダを

次の条件で検索

（Find SMPP 
Providers Where）

この Cisco Unity Connection サーバ上のすべての SMPP プロバイダーを検索するには、[検索

（Find）] を選択します。

特定の SMPP プロバイダーを検索するには、プロバイダーの名前の条件を入力し、[検索（Find）] 
を選択します。
12-1
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SMPP プロバイダの新規作成
• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up SMTP 
and SMS (SMPP) Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Setting Up 
SMS (SMPP) Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

SMPP プロバイダの新規作成

名前（Name） （表示専用）SMPP プロバイダーの名前。SMPP プロバイダーの詳細情報を表示するには、そのプロ

バイダー名を選択します。

選択項目の削除

（Delete Selected）
SMPP プロバイダーを削除するには、表示された名前の左側にあるチェック ボックスをオンにし、[
選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数の SMPP プロバイダーを同時に削除できま

す。

新規追加（Add 
New）

他の SMPP プロバイダーを追加するには、[新規追加（Add New）] を選択します。

依存関係の表示

（Show 
Dependencies）

SMPP プロバイダーを削除する前に、[依存関係の表示（Show Dependencies）] ボタンを使用して、

その SMPP プロバイダーと依存関係にある他のオブジェクトをデータベース内で検索します。依存関

係の検索結果から、影響を受けるオブジェクトへの関連性をたどり、別の SMPP プロバイダーに依存

関係を再割り当てすることができます。すべての依存関係が再割り当てされたら、SMPP プロバイ

ダーを削除できます。

複数の SMPP プロバイダーの依存関係を一度に表示することはできません。

表 12-1 [SMPP プロバイダの検索（Search SMPP Providers）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 12-2 [SMPP プロバイダの新規作成（New SMPP Provider）] ページ

フィールド 説明

有効（Enable） SMPP プロバイダーを有効にするには、このチェック ボックスをオンにします。有効にしたプロバイ

ダーは、該当するすべてのユーザが SMS（SMPP）メッセージ通知に使用できます。

名前（Name） Cisco Unity Connection アプリケーションのサービス プロバイダーを表す名前を入力します。ここに

入力する名前は、Cisco Unity Connection Administration および Connection Messaging Assistant で
テンプレートおよび各ユーザの SMS（SMPP）メッセージ通知ページに表示されるプロバイダー 
SMPP リストに一覧表示されます。

多言語システムの場合は、ユーザが使用する言語ごとに SMPP プロバイダーを追加し、それらのプロ

バイダーを適宜指定および設定することをお勧めします。（言語の設定には、[データ コーディング

（Data Coding）] フィールドを使用します）。

システム ID
（System ID）

サービス プロバイダーから提供され、会社が保有している SMSC のアカウントに関連付けられてい

る名前またはシステム ID を入力します。Cisco Unity Connection は SMSC の SMPP サーバと通信す

る際、このフィールドの情報を使用して自身を識別します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の system_id に対応しています。

ホスト名 /アドレス

（Host 
Name/Address）

SMSC の SMPP サーバの IP アドレスまたはホスト名を入力します。
12-2
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SMPP プロバイダの編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up SMTP 
and SMS (SMPP) Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Setting Up 
SMS (SMPP) Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

SMPP プロバイダの編集

ソース アドレス

（Source Address）
SMPP プロバイダーがメッセージ送信サーバのソース アドレスを必要とする場合は、Cisco Unity 
Connection サーバの IP アドレスを入力します。

SMPP プロバイダーがソース アドレスを必要としない場合は、ユーザがメッセージの確認時にコール

する番号を入力します。入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダーに応じて異なりま

す。たとえば、あるプロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コード、国コード、エリア 
コード、シティ コード、トランク コード、デバイスの番号（+12065551234 など）の順で指定する

必要があります。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレフィックスを入力しないでください。スペー

ス、ダッシュ、カッコ、その他の句読点を含めないでください。

一部の SMPP プロバイダーは、[ソース アドレス（Source Address）] フィールドに入力された番号

を独自の電話番号と入れ替える場合があります。コール バック番号を通知する代替方法として、[送
信（Send）] フィールドに、ユーザがメッセージの確認時にコールする番号を入力してみてください。

所有者（Owner） 次のオプションのいずれかを選択します。

• プロバイダーの使用を制限するには、選択した SMPP プロバイダーの所有者としてユーザを選択

します。[ユーザ（User）] ボタンを選択し、リストから該当するユーザを選択します。

• SMPP プロバイダーの使用をサーバの全ユーザに許可するには、選択した SMPP プロバイダーの

所有者として [システム（System）] を選択します。

表 12-2 [SMPP プロバイダの新規作成（New SMPP Provider）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 12-3 [SMPP プロバイダの編集（Edit SMPP Provider）] ページ

フィールド 説明

有効（Enable） SMPP プロバイダーを有効にするには、このチェック ボックスをオンにします。有効にしたプロバイ

ダーは、該当するすべてのユーザが SMS（SMPP）メッセージ通知に使用できます。

名前（Name） Cisco Unity Connection アプリケーションのサービス プロバイダーを表す名前を入力します。ここに

入力する名前は、Cisco Unity Connection Administration および Connection Messaging Assistant で
テンプレートおよび各ユーザの SMS（SMPP）メッセージ通知ページに表示されるプロバイダー 
SMPP リストに一覧表示されます。

多言語システムの場合は、ユーザが使用する言語ごとに SMPP プロバイダーを追加し、それらのプロ

バイダーを適宜指定および設定することをお勧めします。（言語の設定には、[データ コーディング

（Data Coding）] フィールドを使用します）。
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SMPP プロバイダの編集
ホスト名 /アドレス

（Host 
Name/Address）

SMSC の SMPP サーバの IP アドレスまたはホスト名を入力します。

ポート（Port） SMPP サーバが Cisco Unity Connection などの External Short Message Entity（ESME）との接続に

使用するポートを入力します。

Connection サーバがファイアウォールの背後に設定されている場合は、Connection と SMPP サーバ

間の着信および発信接続を許可するように TCP ポートを設定する必要があります。

システム ID
（System ID）

サービス プロバイダーから提供され、会社が保有している SMSC のアカウントに関連付けられてい

る名前またはシステム ID を入力します。Cisco Unity Connection は SMSC の SMPP サーバと通信す

る際、このフィールドの情報を使用して自身を識別します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の system_id に対応しています。

パスワード

（Password）
サービス プロバイダーから提供され、会社が保有している SMSC のアカウントに関連付けられてい

るパスワードを入力します。Cisco Unity Connection は SMSC の SMPP サーバと通信する際、この

フィールドの情報を使用して自身を識別します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の password に対応しています。

システム タイプ

（System Type）
サービス プロバイダーから値が指定されている場合は、その値を入力します。（プロバイダーが値を

指定していない場合、このフィールドは空にしておきます）。このフィールドの情報により、SMSC 
の SMPP サーバと通信している ESME のタイプが分類されます。たとえば Cisco Unity Connection 
などのアプリケーションは、「VMS」（ボイス メッセージング システム）に分類される場合がありま

す。

注意 このフィールドでは大文字と小文字が区別されます。サービス プロバイダーのコンフィ

ギュレーション マニュアルで正しい表記を確認してから、指定されているとおりに入力し

てください。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の system_type に対応しています。

インターフェイス 
バージョン

（Interface Version）

SMPP サーバが Cisco Unity Connection などの ESME との通信に使用する SMPP プロトコルのバー

ジョンを指定します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の interface_version に対応しています。

表 12-3 [SMPP プロバイダの編集（Edit SMPP Provider）] ページ （続き）

フィールド 説明
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SMPP プロバイダの編集
アドレス NPI
（Address NPI）

アドレス Number Plan Identifier（NPI; 番号計画識別子）。サービス プロバイダーから値が指定され

ている場合は、その値を選択します。（プロバイダーが値を指定していない場合、このフィールドは [
不明（Unknown）] に設定されたままにしておきます）。このフィールドの情報により、Cisco Unity 
Connection Administration および Messaging Assistant でユーザが SMS（SMPP）メッセージ通知の 
[宛先（To）] および [送信元（From）] フィールドを指定する際に使用できる番号計画インジケータ

が定義されます。リストから該当する値を選択します。

• 不明（Unknown）

• ISDN（E163/E164）

• データ（X.121）（Data (X.121)）

• テレックス（F.69）（Telex (F.69)）

• 地上モバイル（E.212）（Land Mobile (E.212)）

• 国内（National）

• プライベート（Private）

• ERMES（European Radio Messaging System）

• インターネット（IP）（Internet (IP)）

• WAP（Wireless Application Protocol）クライアント ID（WAP (Wireless Application Protocol) 
Client ID）

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の addr_npi に対応しています。addr_ton および addr_npi 
の値により、address_range フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されます。

アドレスの TON
（Type of Number）
（Address Type of 
Number (TON)）

サービス プロバイダーから値が指定されている場合は、その値を入力します。（プロバイダーが値を

指定していない場合、このフィールドは [不明（Unknown）] に設定されたままにしておきます）。こ

のフィールドの情報により、Cisco Unity Connection Administration および Messaging Assistant で
ユーザが SMS（SMPP）メッセージ通知の [アドレス範囲（Address Range）] フィールドを指定する

際に使用する必要がある Type Of Number（TON; 番号タイプ）が定義されます。

リストから該当する値を選択します。

• 不明（Unknown）

• 国際（International）

• 国内（National）

• ネットワーク固有（Network Specific）

• ユーザ番号（User Number）

• 英数字（Alphanumeric）

• 省略（Abbreviated）

[アドレスの TON（Type of Number）（Address Type of Number (TON)）] フィールドは、SMPP プ
ロトコル仕様の addr_ton に対応しています。addr_ton および addr_npi の値により、address_range

（[アドレス範囲（Address Range）]）フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されま

す。

表 12-3 [SMPP プロバイダの編集（Edit SMPP Provider）] ページ （続き）

フィールド 説明
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アドレス範囲

（Address Range）
サービス プロバイダーから値が指定されている場合は、その値を入力します。（プロバイダーが値を

指定していない場合、このフィールドは空にしておきます）。SMPP サーバはこのアドレス範囲を使

用して、Cisco Unity Connection サーバと通信します。一連のアドレスを入力する必要がある場合

と、単一のアドレスが必要な場合があります。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の address_range に対応しています。

所有者（Owner） 次のオプションのいずれかを選択します。

• プロバイダーの使用を制限するには、選択した SMPP プロバイダーの所有者としてユーザを選択

します。[ユーザ（User）] ボタンを選択し、リストから該当するユーザを選択します。

• SMPP プロバイダーの使用をサーバの全ユーザに許可するには、選択した SMPP プロバイダーの

所有者として [システム（System）] を選択します。

データ コーディング

（Data Coding）
SMS デバイスへのメッセージ送信時に各 SMS メッセージを変換する場合は、変換後の文字セットを

選択します。（プロバイダーが値を指定していない場合は、[アルファベットのデフォルト（Default 
Alphabet）] を選択します）。多言語システムの場合は、ユーザに提供する文字セットごとに、別々の 
SMPP プロバイダーを作成することを検討してください。

該当する文字セットを選択します。

• アルファベットのデフォルト（GSM 3.38）、7 ビット文字

• IA5/ASCII、7 ビット文字

• ラテン 1（ISO-8859-1）、8 ビット文字

• 日本語（JIS）、マルチバイト文字 *

• キリル文字（ISO-8859-5）、8 ビット文字

• ラテン /ヘブライ語（ISO-8859-8）、8 ビット文字

• Unicode（USC-2）、16 ビット文字

• 韓国語（KS C 5601）、マルチバイト文字 *

* マルチバイト文字の場合、大半の文字は 16 ビットで、一般的な文字の一部は 8 ビットです。

すべての携帯電話が、すべての文字セットをサポートしているわけではありません。ほとんどの携帯

電話は、アルファベットのデフォルトである GSM 3.38 をサポートしています。

SMS メッセージで入力できる文字数は、ここで選択される文字セットによって決定されます。7 ビッ

ト文字セットには 160 文字、8 ビット文字セットには 140 文字、16 文字セットには 70 文字、マルチ

バイト文字セットにはメッセージ テキストを構成する文字に応じて 70 ～ 140 文字の文字制限があり

ます。

表 12-3 [SMPP プロバイダの編集（Edit SMPP Provider）] ページ （続き）

フィールド 説明
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SMPP プロバイダの編集
ソース アドレス

（Source Address）
SMPP プロバイダーがメッセージ送信サーバのソース アドレスを必要とする場合は、Cisco Unity 
Connection サーバの IP アドレスを入力します。

SMPP プロバイダーがソース アドレスを必要としない場合は、ユーザがメッセージの確認時にコール

する番号を入力します。入力するフォーマットおよび番号は、SMPP プロバイダーに応じて異なりま

す。たとえば、あるプロバイダーでは、プラス記号（+）で始まる国際国コード、国コード、エリア 
コード、シティ コード、トランク コード、デバイスの番号（+12065551234 など）の順で指定する

必要があります。先頭にゼロ、または国際ダイヤル プレフィックスを入力しないでください。スペー

ス、ダッシュ、カッコ、その他の句読点を含めないでください。

一部の SMPP プロバイダーは、[ソース アドレス（Source Address）] フィールドに入力された番号

を独自の電話番号と入れ替える場合があります。コール バック番号を通知する代替方法として、[送
信（Send）] フィールドに、ユーザがメッセージの確認時にコールする番号を入力してみてください。

ソース アドレス NPI
（Source Address 
NPI）

サービス プロバイダーから値が指定されている場合は、その値を入力します。（プロバイダーが値を

指定していない場合、このフィールドは空にしておきます）。このフィールドの情報により、

Cisco Unity Connection Administration および Messaging Assistant でユーザが SMS（SMPP）メッ

セージ通知の [宛先（To）] および [送信元（From）] フィールドを指定する際に使用できる番号計画

インジケータが定義されます。

リストから該当する値を選択します。

• 不明（Unknown）

• ISDN（E163/E164）

• データ（X.121）（Data (X.121)）

• テレックス（F.69）（Telex (F.69)）

• 地上モバイル（E.212）（Land Mobile (E.212)）

• 国内（National）

• プライベート（Private）

• ERMES（European Radio Messaging System）

• インターネット（IP）（Internet (IP)）

• WAP（Wireless Application Protocol）クライアント ID（WAP (Wireless Application Protocol) 
Client ID）

[ソース アドレス NPI（Source Address NPI）] フィールドは、SMPP プロトコル仕様の 
source_addr_npi に対応しています。source_addr_ton および source_addr_npi の値により、

source_addr（[送信元（From）]）フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されます。

表 12-3 [SMPP プロバイダの編集（Edit SMPP Provider）] ページ （続き）

フィールド 説明
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SMPP プロバイダの編集
ソース アドレス 
TON（Source 
Address TON）

サービス プロバイダーから値が指定されている場合は、その値を入力します。（プロバイダーが値を

指定していない場合、このフィールドは [不明（Unknown）] に設定されたままにしておきます）。こ

のフィールドの情報により、Cisco Unity Connection Administration および Messaging Assistant で
ユーザが SMS（SMPP）メッセージ通知の [送信元（From）] フィールドを指定する際に使用する必

要がある番号タイプ（TON）が定義されます。

リストから該当する値を選択します。

• 不明（Unknown）

• 国際（International）

• 国内（National）

• ネットワーク固有（Network Specific）

• ユーザ番号（User Number）

• 英数字（Alphanumeric）

• 省略（Abbreviated）

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の source_addr_ton に対応しています。source_addr_ton 
および source_addr_npi の値により、source_addr（[送信元（From）]）フィールドのアドレスを解

釈する方法が SMSC に通知されます。

通知先アドレス 
TON（Destination 
Address TON）

サービス プロバイダーから値が指定されている場合は、その値を入力します。（プロバイダーが値を

指定していない場合、このフィールドは [不明（Unknown）] に設定されたままにしておきます）。こ

のフィールドの情報により、Cisco Unity Connection Administration および Messaging Assistant で
ユーザが SMS（SMPP）メッセージ通知の [宛先（To）] フィールドを指定する際に使用する必要が

ある番号タイプ（TON）が定義されます。

リストから該当する値を選択します。

• 不明（Unknown）

• 国際（International）

• 国内（National）

• ネットワーク固有（Network Specific）

• ユーザ番号（User Number）

• 英数字（Alphanumeric）

• 省略（Abbreviated）

[通知先 TON（Destination TON）] フィールドは、SMPP プロトコル仕様の dest_addr_ton に対応し

ています。dest_addr_ton および dest_addr_npi の値により、destination_addr（[宛先（To）]）
フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されます。

表 12-3 [SMPP プロバイダの編集（Edit SMPP Provider）] ページ （続き）

フィールド 説明
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SMPP プロバイダの編集
通知先アドレス NPI
（Destination 
Address NPI）

サービス プロバイダーから値が指定されている場合は、その値を選択します。（プロバイダーが値を

指定していない場合、このフィールドは [不明（Unknown）] に設定されたままにしておきます）。こ

のフィールドの情報により、Cisco Unity Connection Administration および Messaging Assistant で
ユーザが SMS（SMPP）メッセージ通知の [宛先（To）] および [送信元（From）] フィールドを指

定する際に使用できる番号計画インジケータが定義されます。

リストから該当する値を選択します。

• 不明（Unknown）

• ISDN（E163/E164）

• データ（X.121）（Data (X.121)）

• テレックス（F.69）（Telex (F.69)）

• 地上モバイル（E.212）（Land Mobile (E.212)）

• 国内（National）

• プライベート（Private）

• ERMES（European Radio Messaging System）

• インターネット（IP）（Internet (IP)）

• WAP（Wireless Application Protocol）クライアント ID（WAP (Wireless Application Protocol) 
Client ID）

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の dest_addr_npi に対応しています。dest_addr_ton および 
dest_addr_npi の値により、destination_addr（[宛先（To）]）フィールドのアドレスを解釈する方法

が SMSC に通知されます。

メッセージの置換を

許可する（Allow to 
Replace Message）

このチェック ボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection は SMSC または SMS デバイスに対

し、以前に送信した 1 つ以上のメッセージ通知を最新のメッセージ通知と置換するよう要求します。

メッセージ通知は、ユーザ デバイスの状態（オン /オフ）に応じて次にように置換されます。

• デバイスがオンの場合、Connection は SMSC にメッセージ通知を送信し、SMSC がその通知を

デバイスに転送します。新しいメッセージ通知のソース アドレス、通知先アドレス、およびプロ

トコル ID フィールドが、以前の通知の同じフィールドと一致する場合、デバイスは以前のメッ

セージ通知を最新の通知に置換します。

• デバイスがオフであるか、あるいは GSM ネットワークから切断されている場合、Connection は
メッセージ通知を SMSC に送信します。ソース アドレス、通知先アドレス、およびサービス タ
イプが新しいメッセージ通知の同じフィールドと一致する場合、SMSC は配信が保留されている

メッセージ通知を、最新の通知に置換します。

いずれの場合も、ユーザは最新のメッセージ通知だけを受信します。

（注） サービス プロバイダーは、上記の機能の一部またはすべてをサポートしていない場合があり

ます。たとえば一部のプロバイダーは、デバイスがオンまたはオフの場合にだけ、以前の通

知の置換をサポートします。以前の通知の置換をまったくサポートしていないプロバイダー

もあります。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の replace_if_present_flag および protocol_id フィールド

に対応しています。

表 12-3 [SMPP プロバイダの編集（Edit SMPP Provider）] ページ （続き）

フィールド 説明
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カンバセーションの設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up SMTP 
and SMS (SMPP) Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Setting Up 
SMS (SMPP) Message Notifications in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

カンバセーションの設定

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ

フィールド 説明

ボイスメール暗証番

号入力カンバセー

ションにユーザ アク

セシビリティ設定を

適用する（Apply 
User Accessibility 
Settings for 
Voicemail PIN Entry 
Conversation）

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザが既知の内線番号（プライマリまたは代行内

線番号）からコールすると、Cisco Unity Connection は暗証番号収集カンバセーション中、個々の

ユーザ アクセシビリティ設定を適用します。このチェックボックスがオンになっている場合、次のア

クセシビリティ設定が適用されます。

• ガイダンス速度

• ガイダンス音量

• 言語

• 最初のタッチトーンまたはボイス コマンドの待機時間

• 名前、内線番号、暗証番号を入力する時の追加のキー入力の待機時間

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザがボイスメールの暗証番号を入力して認証さ

れるまで、個々のユーザ アクセシビリティ設定は適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

電話番号が代行内線

番号として提示され

るまでのサインイン

数（Sign-in Count 
for a Number Before 
It Is Offered as an 
Alternate 
Extension）

（該当するサービス クラスで [自分が定義した代行内線番号の管理をユーザに許可する（Allow User 
to Manage Their User-Defined Alternate Extensions）] チェック ボックスがオンの場合に限りユーザ
に適用）ユーザがプライマリまたは代行内線番号以外の電話番号から Cisco Unity Connection にサイ

ンインする場合に、何回サインインすると Connection でオプションが提示され、その電話番号を新

しい代行内線番号として追加できるようになるかを指定します。

サインインの回数は、[電話番号のサインインをカウントする連続日数（Consecutive Days to Count 
Sign-in for a Number）] フィールドで指定された連続日数の範囲内でカウントされます。

（注） [ユーザが定義した代行内線番号（User Defined Alternate Extensions）] および [自動的に追

加された代行内線番号（Automatically-Added Alternate Extensions）] または [代行内線番号

の自動追加から除外される内線番号（Excluded Extensions for Automatically Adding 
Alternate Extensions）] 規制テーブルにある電話番号は、代行内線番号として入力されませ

ん。

2 から 60 までの数字を入力してください。

デフォルト設定：0
12-10
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カンバセーションの設定
電話番号のサインイ

ンをカウントする連

続日数

（Consecutive Days 
to Count Sign-in for 
a Number）

（該当するサービス クラスの [自分が定義した代行内線番号の管理をユーザに許可する（Allow User 
to Manage Their User-Defined Alternate Extensions）] チェック ボックスがオンの場合の場合に限り
ユーザに適用）Cisco Unity Connection が何日間連続してサインインをカウントすると、その電話番

号を新しい代行内線番号として追加できるオプションを提示するかを指定します。

この設定は、Connection がサインインの回数をカウントする期間です。サインインの回数は、[電話

番号が代行内線番号として提示されるまでのサインイン数（Sign-in Count for a Number Before It Is 
Offered as an Alternate Extension）] フィールドで指定されます。

（注） [ユーザが定義した代行内線番号（User Defined Alternate Extensions）] および [自動的に追

加された代行内線番号（Automatically-Added Alternate Extensions）] または [代行内線番号

の自動追加から除外される内線番号（Excluded Extensions for Automatically Adding 
Alternate Extensions）] 規制テーブルにある電話番号は、代行内線番号として入力されませ

ん。

7 から 60 までの数字を入力します。値を日数で入力してください。

デフォルト設定：30 日

システム ブロード

キャスト メッセー

ジ：デフォルトのア

クティブ日数

（System Broadcast 
Message: Default 
Active Days）

終了日時を指定せずにメッセージが送信された場合に、ブロードキャスト メッセージがアクティブな

まま維持される日数を指定します。デフォルトでは、終了日時を指定せずに送信されたメッセージは 
30 日間アクティブです。

終了日時を指定せずに送信されたメッセージのアクティブ状態が維持される日数を変更するには、1 
から 365 までの数字を入力します。値を日数で入力してください。ゼロ（0）の値は、終了日時を指

定せずに送信されたメッセージが無期限でアクティブであることを意味します。

（注） この設定は、無期限で再生するように設定されたブロードキャスト メッセージには適用され

ません。

システム ブロード

キャスト メッセー

ジ：最長録音時間

（ミリ秒）（System 
Broadcast Message: 
Maximum 
Recording Length in 
Milliseconds）

ブロードキャスト メッセージの最大長を指定します。デフォルトでは、ユーザはブロードキャスト 
メッセージを最大 300,000 ミリ秒（5 分）間録音できます。

最大録音時間を変更するには、60,000（1 分）から 3,600,000（60 分）までの数字を入力します。値

をミリ秒単位で入力してください。

（注） ユーザが残しておく標準的メッセージの最大録音時間は、該当する [サービス クラスの編集

（Edit Class of Service）] ページで設定されます。識別できない発信者がユーザに残すメッ

セージについて録音時間の上限を設定するには、ユーザの [メッセージ設定の編集（Edit 
Message Settings）] ページを使用します。

システム ブロード

キャスト メッセー

ジ：日付の古いメッ

セージを優先して再

生する（System 
Broadcast Message: 
Play Oldest Message 
First）

Cisco Unity Connection がユーザに対してブロードキャスト メッセージを再生する順序を指定しま

す。デフォルトでは、最も古いメッセージが最初に再生されます。再生順序を変更して最も新しいブ

ロードキャスト メッセージが最初に再生されるようにするには、このチェック ボックスをオフにし

ます。

（注） この設定は、Connection サーバに関連付けられたすべてのユーザに適用されます。ユーザが

自身の新規、開封済み、および削除済みメッセージに適宜指定する再生順序は、この設定に

は影響されません。

システム ブロード

キャスト メッセー

ジ：保存期間（日）

（System Broadcast 
Message: Retention 
Period (in Days)）

Cisco Unity Connection が期限切れのブロードキャスト メッセージをサーバに保持する期間を指定し

ます。デフォルトでは、Connection はブロードキャスト メッセージの終了日時の 30 日後に、その

メッセージに関連付けられた WAV ファイルとすべてのデータを削除します。

期限切れブロードキャスト メッセージの保存期間を変更するには、1 から 60 までの数字を入力しま

す。値を日数で入力してください。

デフォルト設定：30 日

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
12-11
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

カンバセーションの設定
システム転送：転送

前に番号を確認する

（System Transfers: 
Confirm Number 
Before Transfer）

デフォルトでは、発信者がシステム転送カンバセーションを使用すると、Cisco Unity Connection は
発信者に対し、コールを転送する前に（スイッチにリリースして）転送番号を確認するよう求めま

す。コールの転送前に Connection で番号確認を要求されないようにするには、このチェック ボック

スをオフにします。

（注） グリーティングに対して [ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転

送を許可する（Allow Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）] が
有効に設定されている場合、そのグリーティングから開始されたシステム転送では、発信者

が入力した番号の確認を要求されることはありません。

クロスサーバ データ 
パケット リッスンの

先頭ダイヤル番号の

タイムアウト

（Cross-Server Data 
Packet Listen First 
Digit Timeout）

データ パケット DTMF をリッスンする際に使用される先頭ダイヤル番号のタイムアウト設定。デー

タ パケットには、宛先サーバでのハンドオフ処理に必要な情報が含まれます。

デフォルト設定：5 秒

クロスサーバ データ 
パケット リッスンの

ダイヤル番号間のタ

イムアウト

（Cross-Server Data 
Packet Listen 
Interdigit Timeout）

データ パケット DTMF をリッスンする際に使用されるダイヤル番号間のタイムアウト設定。

デフォルト設定：1000 ミリ秒

クロスサーバ ハンド

オフの間プロンプト

を再生する（Play 
Prompt During 
Cross-Server 
Handoff）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection はクロスサーバ サインイン

または転送を試行する前に、発信者に対して「しばらくお待ちください（Please wait...）」というプ

ロンプトを再生します。このチェックボックスがオフになっている場合、発信者にこのプロンプトは

再生されません。このチェック ボックスはオンにしておくことをお勧めします。なぜなら、ハンドオ

フ プロセスには数秒以上かかる場合があり、その間発信者は回線上で待機させられるからです。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

クロスサーバ ハンド

オフ要求 DTMF
（Cross-Server 
Handoff Request 
DTMF）

コールが他の Cisco Unity Connection ロケーションとの間で行われるクロスサーバ サインインまたは

転送であることを識別する DTMF トーンのシーケンス。サーバ間でコールを正常にハンドオフでき

るようにするには、それらのサーバが同じ要求 DTMF を使用するように設定されている必要があり

ます。

この設定は、Connection ロケーション同士のクロスサーバ ハンドオフ要求だけに適用されます。

Cisco Unity ロケーションとの間で行われるサインインおよびハンドオフ要求には、[Cisco Unity ク
ロスサーバ ハンドオフ要求 DTMF（Cisco Unity Cross-Server Handoff Request DTMF）] の設定が使

用されます。Cisco Unity ロケーションとの Live Reply ハンドオフ要求のやり取りには、[Cisco 
Unity クロスサーバ ハンドオフ Live Reply 要求 DTMF（Cisco Unity Cross-Server Handoff Live 
Reply Request DTMF）] の設定が使用されます。

デフォルト設定：B

クロスサーバ ハンド

オフ要求に応答する

（Respond to 
Cross-Server 
Handoff Requests）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection はネットワーク接続された

他の Connection または Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ ハンドオフ要求に応答します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection はこれらの要求に応答しません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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カンバセーションの設定
クロスサーバ ハンド

オフ応答 DTMF
（Cross-Server 
Handoff Response 
DTMF）

クロスサーバ サインインまたは転送（Live Reply 転送を含む）として識別されたコールへの応答に

使用される一連の DTMF トーン。サーバ間でコールを正常にハンドオフできるようにするには、そ

れらのサーバが同じ応答 DTMF を使用するように設定されている必要があります。

この設定は、Connection ロケーション同士のクロスサーバ ハンドオフ要求だけに適用されます。

Cisco Unity ロケーションとのハンドオフ要求のやり取りには、[Cisco Unity クロスサーバ ハンドオ

フ応答 DTMF（Cisco Unity Cross-Server Handoff Response DTMF）] の設定が使用されます。

デフォルト設定：D

クロスサーバ ハンド

オフ応答のダイヤル

番号間のタイムアウ

ト（Cross-Server 
Handoff Response 
Interdigit Timeout）

ハンドオフ応答 DTMF をリッスンする際に使用されるダイヤル番号間のタイムアウト設定。

デフォルト設定：1000 ミリ秒

Cisco Unity クロス

サーバ ハンドオフ要

求 DTMF（Cisco 
Unity Cross-Server 
Handoff Request 
DTMF）

コールがネットワーク接続された他の Cisco Unity ロケーションとの間で行われるクロスサーバ サイ

ンインまたは転送であることを識別する DTMF トーンのシーケンス。サーバ間で正常にコールがハ

ンドオフできるようにするには、それらのサーバが同じ要求 DTMF を使用するように設定されてい

る必要があります。

この設定は、Cisco Unity および Cisco Unity Connection サーバ間でのクロスサーバ ハンドオフ要求

だけに適用されます。発信側と受信側のロケーションがいずれも Connection サーバの場合、ハンド

オフ要求には [クロスサーバ ハンドオフ応答 DTMF（Cross-Server Handoff Response DTMF）] の設

定が使用されます。

デフォルト設定：#9*

Cisco Unity クロス

サーバ ハンドオフ応

答 DTMF（Cisco 
Unity Cross-Server 
Handoff Response 
DTMF）

Cisco Unity サーバからのクロスサーバ サインインまたは転送として識別されたコールへの応答に使

用される一連の DTMF トーン。サーバ間でコールを正常にハンドオフできるようにするには、それ

らのサーバが同じ応答 DTMF を使用するように設定されている必要があります。

この設定は、Cisco Unity および Cisco Unity Connection サーバ間でのクロスサーバ ハンドオフ応答

だけに適用されます。発信側と受信側のロケーションがいずれも Connection サーバの場合、ハンド

オフ要求には [クロスサーバ ハンドオフ応答 DTMF（Cross-Server Handoff Response DTMF）] の設

定が使用されます。

デフォルト設定：#*

Cisco Unity クロス

サーバ ハンドオフ 
Live Reply 要求 
DTMF

（Cisco Unity 
Cross-Server 
Handoff Live Reply 
Request DTMF）

コールが Cisco Unity サーバからのクロスサーバ Live Reply 転送であることを識別する一連の 
DTMF トーン。サーバ間でコールを正常にハンドオフできるようにするには、それらのサーバが同じ

要求 DTMF を使用するように設定されている必要があります。

この設定は、Cisco Unity および Cisco Unity Connection サーバ間でのクロスサーバ ハンドオフ要求

だけに適用されます。発信側と受信側のロケーションがいずれも Connection サーバの場合、ハンド

オフ要求（Live Reply を含む）には [クロスサーバ ハンドオフ応答 DTMF（Cross-Server Handoff 
Response DTMF）] の設定が使用されます。

デフォルト設定：#8
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カンバセーションの設定
Cisco Unity クロス

サーバ ハンドオフ転

送上書き要求 
DTMF

（Cisco Unity 
Cross-Server 
Handoff Transfer 
Override Request 
DTMF）

コールが Cisco Unity サーバとの間で行われるクロスサーバ転送上書きであることを識別する一連の 
DTMF トーン。発信者が Cisco Unity 自動受付機能で内線番号のあとに続けて #2 を入力すると、転

送上書きが行われます。この番号は、その内線番号のグリーティングに直接転送され、このユーザに

対して有効になっているその他の転送設定はすべて無視されます。サーバ間でコールを正常にハンド

オフできるようにするには、それらのサーバが同じ要求 DTMF を使用するように設定されている必

要があります。

デフォルト設定：#7

Conversation 
Manager 高速起動

（Conversation 
Manager Fast Start）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は起動時にすべてのカンバ

セーション ファイルをロードするのではなく、最も頻繁に使用されるカンバセーション ファイル

（たとえば、ユーザ サインイン カンバセーション、グリーティングの再生、転送などで使用される

ファイル）を最初にメモリにロードします。その他のカンバセーションは、発信者またはユーザに

よって初めてアクセスされたときに個別にロードされます。これにより、起動時間が大幅に短縮さ

れ、一部のシステムではまったく使用されないカンバセーション（たとえば、ユーザがアクセスでき

ないオプション用のカスタム キーパッド マップ カンバセーションなど）をロードすることによる

オーバーヘッドをなくすこともできます。ただし、事前にロードされていないカンバセーションに発

信者がアクセスする場合、Connection がそのカンバセーションをロードする間、若干の遅延（通常

は約 1/2 秒以下）が生じることがあります。そのあとにこれと同じカンバセーションにアクセスする

発信者には、遅延は発生しません。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection は起動時にすべてのカンバセーション 
ファイルをロードします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

複数メッセージ削除

モード（Multiple 
Message Delete 
Mode）

デフォルトでは、ユーザが複数の削除済みメッセージを同時に削除するためにメイン メニューから

キーを押すと、Cisco Unity Connection では削除済みのボイス メッセージを削除するか、すべての削

除済みメッセージを削除するかを選択できます。Connection が複数の削除済みメッセージを削除す

る方法を変更するには、次の値を設定して、ユーザが複数の削除済みメッセージを削除するときの再

生メッセージと削除対象のメッセージを指定します。

• 1：削除するメッセージをユーザが選択します。Connection は、「ボイス メッセージだけを消去

するには 1、 すべてのメッセージを消去するには 2 を押してください。」というプロンプトを再生

します（デフォルト設定）。

• 2：Connection はユーザに対して削除対象のメッセージを選択するよう要求しません。代わりに、

Connection は削除済みのボイス メッセージをすべて削除します。

• 3：Connection はユーザに対して削除対象のメッセージを選択するよう要求しません。代わりに、

Connection は削除済みのメッセージ（該当するボイス メッセージ、開封確認、電子メール メッ

セージ）をすべて削除します。

この設定は、サービス クラス（CoS）の設定やカンバセーション スタイルに関係なく、システム全

体でユーザに適用されます。この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できません。

受信済みユーザかど

うかの識別をシステ

ム全体で無効にする

（Disable Identified 
User Messaging 
Systemwide）

ユーザが別のユーザにコールし、そのコールが着信側ユーザのグリーティングへ転送された場合に、

メッセージを残したユーザを識別できる Cisco Unity Connection の機能を Ientified User Messaging
（IUM; 識別できるユーザのメッセージング）と呼びます。一部には、ユーザが最初に Connection に
サインインしてからメッセージを送信しない限り、すべてのメッセージを識別できない発信者メッ

セージとして残しておくサイトもあります。

システム全体で IUM を無効にするには、このチェック ボックスをオンにします。

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）
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カンバセーションの設定
下書きメッセージ：

保持期間（日）

（Draft Messages: 
Retention Period (in 
Days)）

Cisco Unity Connection が下書きメッセージをサーバに保持する期間を指定します。デフォルトで

は、自身が作成したメッセージをユーザが 2 日間変更しなければ、Connection はそのドラフト メッ

セージに関連付けられた WAV ファイルとすべてのデータを削除します。

下書きメッセージの保存期間を変更するには、1 から 60 までの数字を入力します。値を日数で入力

してください。

デフォルト設定：2 日

メッセージへの移動

を許可する（Enable 
Go to Message）

このチェック ボックスをオンにすると、ユーザは保存されたメッセージ スタックにある特定のメッ

セージ番号に直接移動できます。このチェック ボックスをオフにすると、この機能はシステム全体で

無効になります。

この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してください。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

メッセージの受信者

数が複数であるかど

うかをメッセージ 
ヘッダーでアナウン

スする（Announce 
in Message Header 
Whether Message 
Has Multiple 
Recipients） 

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は、複数の受信者に送信さ

れたというメッセージを再生する前に、「複数の受信者に送信された」ことをアナウンスするプロン

プトを再生します。このチェックボックスがオフになっている場合、Connection はメッセージの受

信者が複数であることをアナウンスしません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

メッセージ ヘッダー

でセキュア ステータ

スをアナウンスする

（Announce Secure 
Status in Message 
Header） 

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection はセキュアなメッセージを

再生する前に、「セキュアなメッセージである」ことをアナウンスするプロンプトを再生します。こ

のチェックボックスがオフになっている場合、Connection はメッセージのセキュア ステータスをア

ナウンスしません。

たとえば、ユーザと外部発信者の両方が残したすべてのメッセージがセキュアとして設定されるよう

に Connection を設定した場合は、「セキュアなメッセージである」ことをアナウンスするプロンプト

が再生されないように、このチェックボックスをオフにする方法もあります。

削除済みメッセージ

の削除を確認する

（Confirm Deletion 
of Deleted 
Messages）

デフォルトでは、ユーザが電話で削除済みメッセージを確認したときに、削除済みメッセージを完全

に削除すると、Cisco Unity Connection はユーザに対して削除確認を行いません。削除を実行する前

に Connection がユーザに対して確認を求めるようにするには、このチェック ボックスをオンにしま

す。

ユーザによる登録時

の名前の録音を必須

にする（Require 
Users to Record 
Names at 
Enrollment）

デフォルトでは、Cisco Unity Connection は初回登録時に名前を録音するようユーザに要求します

が、ユーザが名前を録音しない場合に登録プロセスを中止することはできません。Connection が社

内ディレクトリにユーザを登録する際、ユーザの名前が録音されていない場合は、テキスト /スピー

チを使用してそのユーザの表示名を再生します。すべての名前がユーザの音声で再生されるようにす

るには、Connection が初回時の登録を処理する方法を変更します。

このチェック ボックスをオンにすると、ユーザによる名前の録音が必須事項になります。このチェッ

クボックスがオンになっている場合、初回登録時に名前を録音していないユーザは Connection ユー

ザとして登録されず、自分のメッセージにアクセスすることができません。登録が正常に完了するま

では、これらのユーザが Connection にサインインするたびに初回登録カンバセーションが再生され

ます。

（注） この設定は、ユーザのカンバセーション スタイルに関係なく、Connection サーバに関連付け

られたすべてのユーザに適用されます。

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）
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カンバセーションの設定
識別できない発信者

への Live Reply の
ダイヤル プレフィッ

クス（Dial Prefix 
for Live Reply to 
Unidentified 
Callers）

識別できない発信者への Live Reply でダイヤルされる ANI に付加されるプレフィックス。通常、こ

のプレフィックスはトランク アクセス コードまたはその他の ID で、電話システムはこれを使用して

番号を正しく処理することができます。このプレフィックスが適用されるのは、ANI の長さが [Live 
Reply ダイヤル プレフィックスの先頭に最低限必要な数字の数（Minimum Number of Digits 
Required for Prepending Live Reply Dial Prefix）] の設定と同じかそれよりも長い場合だけです。

Live Reply ダイヤル 
プレフィックスの先

頭に最低限必要な数

字の数（Minimum 
Number of Digits 
Required for 
Prepending Live 
Reply Dial Prefix）

ANI の長さがここで設定された数値と同じかそれよりも長い場合に限り、[識別できない発信者への 
Live Reply のダイヤル プレフィックス（Dial Prefix for Live Reply to Unidentified Callers）] の設定

が適用されます。0 の値は、識別できない発信者への Live Reply にプレフィックスが使用されないこ

とを意味します。

メッセージ ブック

マークのタイムアウ

ト（分）（Message 
Bookmark Timeout 
(in Minutes)）

Cisco Unity Connection がメッセージ ブックマークを保存する期間（分）を入力します。メッセージ

の再生中にコールが切断されたりユーザが電話を切ったりした場合、ユーザはブックマークを使用し

てこの時間内にもう一度 Connection にコールし、問題なくメッセージを再生することができます。

新規または開封済みメッセージの再生中にコールが終了すると、Connection はメッセージ ブック

マークを作成します。削除されたメッセージ、下書きメッセージ、または外部の電子メール メッセー

ジの再生中や、メッセージ ロケータなどの動的な検索によって生成されたメッセージ（「<ユーザ名> 
からのメッセージを検索（Find messages from <ユーザ名>）」など）の再生中には、メッセージの

ブックマークは作成されません。

1 から 60 分までの値を入力してください。

デフォルト設定：5 分

スペルによる名前の

検索を無効にする

（Disable Spelled 
Name Searches）

この設定は、メッセージの宛先を指定する際のスペルによる名前検索オプションを無効にします。こ

の設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してください。

リプレイ時にメッ

セージの要約を無効

にする（Disable 
Message Summary 
on Replay）

デフォルトでは、ユーザが電話でメッセージを再生すると、Cisco Unity Connection はメッセージの

要約と本文の両方を再生します。[リプレイ時にメッセージの要約を無効にする（Disable Message 
Summary on Replay）] チェック ボックスをオンにすると、Connection カンバセーションが変更さ

れ、ユーザがボイス メッセージを再生するとメッセージの本文だけが再生されます。

（注） この変更は、ボイス メッセージの再生だけに適用されます。

スキップしたメッ

セージを開封済みと

して扱う（Treat 
Skipped Messages 
as Saved）

ユーザがメッセージのスキップを選択した場合の Cisco Unity Connection の動作を変更できます。デ

フォルトでは、ユーザがメッセージをスキップすると、そのメッセージには再び新規のマークが付け

られ、メッセージ受信インジケータはオンのままになっています。

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザがメッセージをスキップすると、そのメッ

セージには開封済みのマークが付けられ、メッセージ受信インジケータはオフになります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）
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カンバセーションの設定
受信理由コードを再

生する（Play 
Receipt Reason 
Code）

デフォルトでは、ユーザが Nondelivery Receipt（NDR; 不達確認）を再生すると、Cisco Unity 
Connection は NDR 理由コードを再生したあと、ユーザが NDR を受信した理由を説明するプロンプ

トを再生します。理由コードと共に理由プロンプトを再生することで、ユーザは開封確認全体を聞か

なくても NDR の受信理由を把握できます。さらに、理由コードをデスク担当者に伝えることで、

ユーザは NDR 問題を伝達しやすくなります。

このチェック ボックスをオフにすると、Connection は NDR 理由コードを再生しません。

（注） この設定は、カンバセーション スタイルに関係なく、システム全体でユーザに適用されます。

宛先指定優先リスト

内の名前の最大日数

（Maximum Age of 
Names in 
Addressing Priority 
Lists）

宛先指定優先リストでの名前の最大有効期間を日数で指定します。この期間内に変更されなかった名

前はリストから削除されます。この値が 0 に設定されている場合、宛先指定優先リストから名前は削

除されません。

ユーザの宛先指定優

先リスト内の名前の

最大数（Maximum 
Number of Names in 
a User's Addressing 
Priority List）

ユーザが宛先指定優先リストに含めることができる名前の最大数を指定します。この値が 0 に設定さ

れている場合、宛先指定優先リストの名前の数は制限されていません。

メッセージ通知をオ

フにするオプション

を再生する（Play 
Option to Turn Off 
Message 
Notification）

通知の発信時、デフォルトでは電話の受け手に対し、Cisco Unity Connection がコールした番号への

メッセージ通知をオフにするオプションが再生されます。これは、到着通知デバイスに間違った電話

番号が入力されている場合などに便利です。

このチェックボックスがオンになっている場合、デバイスへのメッセージ通知をすべてオフにするオ

プションが電話の受け手に対して再生されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection はメッセージ通知をすべてオフにする

オプションを再生しません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

アスタリスクを使用

して通知デバイスを

無効にする（Use 
Star to Deactivate 
Notification Device）

通知の発信時、デフォルトでは電話の受け手が 1 を押すと、Cisco Unity Connection がコールした電

話番号への発信ダイヤルをオフにできます。

このチェックボックスがオンになっている場合、1 を押してデバイスをオフにする代わりに、アスタ

リスク キーを使用してデバイスをオフにします。

このチェックボックスがオフになっている場合、1 キーを使用して通知デバイスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

メッセージの転送時

に一言録音するよう

に求める（Prompt 
User to Record an 
Introduction When 
Forwarding 
Messages） 

メッセージを転送する場合、Cisco Unity Connection がコメントを録音するようにユーザに求めるに

は、このチェックボックスをオンにします。メッセージを転送する場合にコメントを録音するように

求めるプロンプトは、タッチトーンと音声認識カンバセーションの両方のユーザに適用されます。

このチェックボックスがオフになっていると、メッセージを転送するときにユーザにコメントを録音

するように求めるプロンプトを、Connection が再生しません。メッセージを送信する前に、ユーザ

はあとからコメントを録音することを選択できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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カンバセーションの設定
既知の内線番号から

の暗証番号入力が失

敗した場合に、ユー

ザ ID の入力を要求

する（Request 
Entry of User ID 
After Failed PIN 
Entry from Known 
Extension）

既知の内線番号から Cisco Unity Connection にサインインした場合、ユーザは暗証番号だけを要求さ

れます。このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザが間違った暗証番号を入力すると、

次の操作では Connection は暗証番号だけでなくユーザ ID も入力するようユーザに要求します。この

チェックボックスがオフになっている場合、Connection は再入力操作で暗証番号の入力だけを要求

します。

（注） ユーザが自分に関連付けられていない内線番号からコールすると、Connection は常にユーザ 
ID を要求します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

登録中のグリーティ

ングの録音をスキッ

プする（Skip 
Recording of 
Greeting During 
Enrollment）

登録中に Cisco Unity Connection が発信者にグリーティングの録音を要求しないようにするには、こ

のチェック ボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

音声認識ユーザによ

るボイスメールの暗

証番号の読み上げを

許可する（Allow 
Voice Recognition 
Users to Speak Their 
Voicemail PINs）

このチェック ボックスをオンにすると、音声認識ユーザがプライマリまたは代行内線番号から 
Cisco Unity Connection にコールする際、ボイスメール暗証番号の数字を音声で入力できます。

Connection は、キーパッドでの数字入力の代わりに読み上げられた数字をユーザのボイスメール暗

証番号と照合します。サインイン プロセスで、ユーザ個人の声紋を認識したり、生態認証を適用した

りすることはありません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

音声認識の確認信頼

度しきい値（Voice 
Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）

この設定を使用して、Cisco Unity Connection が音声認識発信者に対して目的を確認するよう求める

確率を調整します。たとえば、発信者が「cancel」または「hang up」と発声してもシステムが聞き間

違えるという苦情が寄せられた場合、この設定値を増やすと、意図しないアクションが誤って確定さ

れるのを防止できます。または、発信者からシステムの確認要求が多すぎるという苦情が寄せられた

場合は、この設定を小さめの値に調整してみます。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection から確認を求められ

ることはありません。この値が 100 に設定されている場合、常に Connection から確認を求められま

す。

この設定の現実的な値の範囲は 30 ～ 90 です。デフォルト値を設定すれば、ほとんどのエラーが確実

に除外され、たいていのシステムで必要なときに確認を求めることができます。この値が小さすぎる

と、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。

デフォルト設定：60

発声された単語間の

待機時間（ミリ秒）

（Time to Wait 
Between Spoken 
Words (in 
Milliseconds)）

すでに発声された単語に対して Cisco Unity Connection が処理を行うまでに、発信者の次の発声を待

機する時間。

デフォルト設定：750 ミリ秒

音声認識に詳細な名

前辞書を使用（Use 
Advanced Name 
Dictionary for Voice 
Recognition）

このチェック ボックスをオンにし、Connection Voice Recognizer サービスを再起動すると、

Cisco Unity Connection で詳細な名前辞書が使用されます。この設定を有効にすると、システムのパ

フォーマンスに影響します。Cisco Technical Assistance Center（Cisco TAC）が変更を指示しない限

り、この設定は変更しないことをお勧めします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

カンバセーションの設定
ユーザによる再生速

度および音量変更の

保存（Save Speed 
and Volume Changes 
Made by User）

このチェックボックスがオンになっていると、メッセージまたは Cisco Unity Connection カンバセー

ションが再生されている間に、ユーザが行った速度と音量の変更は、ユーザの新規デフォルト設定と

して保存されます。

このチェックボックスがオフになっていると、メッセージが再生されている間にユーザが行った速度

と音量の変更は、いずれもその個々のメッセージだけで有効です。Connection カンバセーションが

再生されている間にユーザが行った速度と音量の変更は、いずれもその電話セッションの間だけ有効

です。（ユーザが電話から Connection ガイダンス速度または音量を変更できるのは、音声認識カンバ

セーションだけです）。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

高速送信 - アドレッ

シング中に [###] で
のメッセージ送信を

可能にする（Rapid 
Send – Allow [###] 
to Send a Message 
During Addressing）

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザが [# # #] を押すと、アドレッシング中にメッ

セージが送信されます。この機能は新しいメッセージを送信する場合、またはメッセージに返信また

は転送する場合にだけ使用できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

録音前にメッセージ

の宛先を指定する

（Address Message 
Before Recording）

このチェック ボックスをオンにすると、ユーザがメッセージを他のユーザまたは同報リストに送信ま

たは転送する際、Cisco Unity Connection はユーザに対してまずメッセージの宛先を指定してからそ

のメッセージを録音するよう要求します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

コール転送の試行間

隔の待機時間（秒）

（Wait Time in 
Seconds Between 
Call Transfer 
Attempts）

コール転送を試行する間の待機時間を秒単位で指定します。1 から 60 までの数字を入力してくださ

い。

デフォルト設定：5 秒

許容されるコール転

送の最大試行回数

（Maximum Call 
Transfer Attempts 
Allowed）

Cisco Unity Connection が行う転送の最大試行回数を指定します。0（ゼロ）から 30 までの数字を入

力してください。

デフォルト設定：5 回

着信コールのルー

ティングに（最初で

はなく）最後のリダ

イレクト番号を使用

する（Use Last 
(Rather than First) 
Redirecting Number 
for Routing 
Incoming Call）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は着信コールのルーティン

グに最後のリダイレクト番号を使用します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）
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第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

カンバセーションの設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Changing 
Conversation Settings for All Users in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

録音が使用できない

場合はテキスト /ス
ピーチで表示名を読

み上げる（Use Text 
to Speech to Read 
Display Names 
When No Recording 
Is Available）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は名前が録音されていない

ユーザの表示名をテキスト /スピーチ機能を使用して再生します。これにより、メッセージの宛先を

指定する際、発信者はディレクトリ ハンドラの検索でこのようなユーザを検索でき、その他のユーザ

はこうしたユーザに関する詳細情報を再生できます。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection はそのユーザに関連付けられたプライ

マリ内線番号を再生します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

全員に返信警告が再

生されない受信者の

最大数（Maximum 
Number of 
Recipients Before 
Reply-all warning） 

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は受信者の数がこのフィー

ルドで指定された数以上のメッセージに対して、ユーザが全員に返信しようとすると警告します。こ

のオプションが 0 よりも大きい場合、同報リストのメンバーに関係なく、同報リストに少なくとも 1 
つの同報リストが含まれるメッセージに対して全員に返信しようとすると、警告がトリガーされま

す。

このオプションが 0 に設定されている場合、全員に返信しても Connection は警告メッセージを表示

しません。

デフォルト設定：0 受信者。

ポート ステータス 
モニタの出力への接

続を許可する IP ア
ドレス（カンマ区切

り）（IP Addresses 
Allowed to Connect 
for Port Status 
Monitor Output 
(Comma-Separated)
）

Cisco Unity Connection への接続を許可するリモート ポート ステータス モニタ クライアントの IP ア
ドレスを 3 つまで入力します。IP アドレスはカンマまたはセミコロンで区切る必要があります。ここ

に IP アドレス リストがないクライアントは、Cisco Unity Connection への接続を拒否されます。

リモート ポート ス
テータスの出力を有

効にする（Enable 
Remote Port Status 
Output）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection はリアルタイムのポート ス
テータス情報をポート 5000 からリモート ポート ステータス モニタ クライアントに送信できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 12-4 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

メッセージングの設定
メッセージングの設定
 
表 12-5 [メッセージングの設定（Messaging Configuration）] ページ

フィールド 説明

下書きメッセージ：

保持期間（日）

（Draft Messages: 
Retention Period (in 
Days)）

Cisco Unity Connection が下書きメッセージをサーバに保持する期間を指定します。デフォルトで

は、自身が作成したメッセージをユーザが 2 日間変更しなければ、Connection はその下書きメッセー

ジに関連付けられた WAV ファイルとすべてのデータを削除します。

下書きメッセージの保存期間を変更するには、1 から 60 までの数字を入力します。値を日数で入力

してください。

デフォルト設定：2 日

メッセージごとの添

付ファイルの合計サ

イズ制限（メガバイ

ト）（Total Size 
Limit for 
Attachments per 
Message (in 
Megabytes)） 

ボイス メッセージに添付できる最大サイズ（メガバイト単位）を入力します。複数の添付ファイルが

ある場合、すべての添付ファイルの合計サイズをこの数値未満にする必要があります。ボイス メッ

セージはこの合計には含まれません。1 ～ 5 メガバイトまでの整数値を入力します。

デフォルト設定：1 メガバイト。

サイト間メッセージ

ング：パブリック同

報リストのネストレ

ベル最大値

（Intersite 
Messaging: 
Maximum Level of 
Nested Public 
Distribution Lists）

ネストされたリストが別のサイトのロケーションをホームとしている場合、Cisco Unity Connection 
がメッセージを配信するシステム同報リストのネスト レベルを指定します。このレベルを下回るリス

トのメンバーには、メッセージは送信されません。

デフォルト設定：20 レベル

プライベート メッ

セージのリレーを許

可する（Allow 
Relaying of Private 
Messages）

このチェック ボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection はメッセージをリレーする（また

は、メッセージを受け入れてリレーする）メッセージ アクションが 1 つ以上設定されているユーザ用

に、プライベートのマークが付けられたメッセージをリレーします。プライベート メッセージをリ

レーする場合、 Connection はそのメッセージにプライベート フラグをつけます。

Connection でプライベート メッセージがリレーされないようにするには、このチェック ボックスを

オフにします。このチェックボックスがオフになっている場合、プライベートのマークが付いている

ためにリレーできないメッセージを Connection が受信すると、メッセージの送信者は不達確認

（NDR）を受信し、Connection はそのメッセージの受け入れまたはリレーを行いません。たとえば、

ユーザ A に送信されるボイス メッセージを受け入れてリレーするように Connection が設定されてい

る場合、ユーザ B がユーザ A にプライベート ボイス メッセージを送信すると、Connection はユーザ 
B に NDR を送信し、メッセージを破棄します。メッセージをユーザ A の Connection メールボック

スに配信したり、コピーをユーザ A のリレー アドレスにリレーすることはありません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
12-21
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド
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メッセージングの設定
セキュア メッセージ

のリレーを許可する

（Allow Relaying of 
Secure Messages）

このチェック ボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection はメッセージをリレーする（また

は、メッセージを受け入れてリレーする）メッセージ アクションが 1 つ以上設定されているユーザ用

に、セキュアのマークが付けられたメッセージをリレーします。Connection は、通常のメッセージ

としてセキュア メッセージをリレーします。

Connection でセキュア メッセージがリレーされないようにするには、このチェック ボックスをオフ

にします。このチェックボックスがオフになっている場合、セキュアのマークが付いているためにリ

レーできないメッセージを Connection が受信すると、メッセージの送信者は不達確認（NDR）を受

信し、Connection はそのメッセージの受け入れまたはリレーを行いません。たとえば、ユーザ A に
送信されるボイス メッセージを受け入れてリレーするように Connection が設定されている場合、

ユーザ B がユーザ A にセキュア ボイス メッセージを送信すると、Connection はユーザ B に NDR を
送信し、メッセージを破棄します。メッセージをユーザ A の Connection メールボックスに配信した

り、コピーをユーザ A のリレー アドレスにリレーしたりすることはありません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

アクセス リストを使

用してシステム同報

リストに送信できる

ユーザを制御する

（Use Access Lists to 
Control Who Can 
Send to System 
Distribution Lists）

このチェック ボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection はアクセス リストに定義されたユー

ザ グループを使用して、システム同報リストにメッセージを送信できるユーザを制御します。メッ

セージを受信するシステム同報リストごとに、エイリアスを使用して第 2 の同報リストを作成しま

す。このエイリアスは、元のアクセス リストのエイリアスと [アクセス リスト用のシステム同報リス

トのエイリアス サフィックス（System Distribution List Alias Suffix for Access Lists）] フィールド

で定義されたサフィックスで構成されます。たとえば、allvoicemailusers というエイリアスを持つシ

ステム同報リストのアクセス リストを設定するには、[アクセス リスト用のシステム同報リストのエ

イリアス サフィックス（System Distribution List Alias Suffix for Access Lists）] フィールドの値が 
-accesslist の場合、allvoicemailusers-accesslist というエイリアスを持つ第 2 の同報リストを作成し、

allvoicemailusers にメッセージを送信する必要があるユーザをアクセス リストのメンバーとして追加

します。アクセス リストのメンバーであるユーザには、メッセージの宛先としてシステム同報リスト

を指定するために、このリストのパーティションを含むサーチ スペースに検索用範囲を設定する必要

もあります。

Connection でシステム同報リストへのアクセスが制限されないようにするには、このチェック ボッ

クスをオフにします。このチェックボックスがオフになっている場合、Connection では、自身の検

索範囲に同報リストのパーティションが含まれているすべてのユーザは、メッセージを同報リストに

送信できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

アクセス リストのな

いシステム同報リス

トへのメッセージ配

信を許可する

（Allow Delivery of 
Messages to System 
Distribution Lists 
That Have No 
Access List）

このチェック ボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection はアクセス リストが作成されていな

いシステム同報リストへのメッセージの配信を許可します。

このチェック ボックスをオフにすると、Connection はアクセス リストが作成されていないシステム

同報リストへのメッセージ送信を拒否し、メッセージの送信者に不達確認（NDR）が送信されます。

[アクセス リストを使用してシステム同報リストに送信できるユーザを制御する（Use Access Lists to 
Control Who Can Send to System Distribution Lists）] チェック ボックスがオフの場合、この設定は

無効になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

表 12-5 [メッセージングの設定（Messaging Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
12-22
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



 第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

メッセージングの設定
アクセス リスト用の

システム同報リスト

のエイリアス サ
フィックス

（System 
Distribution List 
Alias Suffix for 
Access Lists

アクセス リストと、そのリストが制御するシステム同報リストを照合するために Cisco Unity 
Connection が使用するテキスト サフィックスを入力します。たとえば、allvoicemailusers というエ

イリアスを持つシステム同報リストのアクセス リストを設定するには、[アクセス リスト用のシステ

ム同報リストのエイリアス サフィックス（System Distribution List Alias Suffix for Access Lists）] 
フィールドの値が -accesslist の場合、allvoicemailusers-accesslist というエイリアスを持つ第 2 の同

報リストを作成し、allvoicemailusers にメッセージを送信する必要があるユーザをアクセス リストの

メンバーとして追加します。

[アクセス リストを使用してシステム同報リストに送信できるユーザを制御する（Use Access Lists to 
Control Who Can Send to System Distribution Lists）] チェック ボックスがオフの場合、この設定は

無効になります。

デフォルト設定：-accesslist

メッセージ ファイル

の破棄レベル

（Message File 
Shredding Level） 

メッセージ ファイルが削除されるときにランダムな情報によって上書き（破棄）される回数を指定し

ます。

1 ～ 10 の数字を入力します。0（ゼロ）に設定すると破棄が行われません。破棄レベルが 1 に設定さ

れている場合、各メッセージ ファイルがランダムなデータ ビットで 1 回上書きされます。このレベ

ルが 2 に設定されている場合、各メッセージ ファイルが 2 回上書きされます。以降、同様に上書き回

数が増えていきます。

パフォーマンスの問題により、破棄レベルを 3 よりも高く設定しないことを強く推奨します。

この設定が有効になっている場合に、削除したメッセージを消去する SysAgent タスクを実行すると、

削除されたメッセージは 30 分ごとに破棄されます。

デフォルト設定：0（破棄しない）

送信済みメッセー

ジ：保持期間（日）

（Sent Messages: 
Retention Period (in 
Days)）

Cisco Unity Connection が送信済みメッセージをサーバに保持する期間を指定します。メッセージの

取り消し機能を使用できるユーザは、指定された保存期間中に送信したメッセージのリストを確認

し、開封（メッセージの再生、保存、削除、または開いて新規メッセージとして保存など）されてい

ない受信者のメールボックスからメッセージを削除するよう Connection に指示できます。デフォル

トでは、保存期間は 0 日で、メッセージの取り消し機能はシステム全体で無効になっています。メッ

セージの取り消しを有効にするには、1 から 999 までの数字を入力します。値を日数で入力してくだ

さい。

（注） 送信済みメッセージはユーザ メールボックス クォータに計上されるので、この値を高く設定

すると、ユーザ メールボックスが送信済みメッセージで一杯になる可能性があります。これ

らのメッセージは、取り消し以外の方法で削除することはできません。

音声認識ユーザは、メイン メニューから「Recall」と発声すると、メッセージの取り消しメニューに

アクセスできます。タッチトーン カンバセーション ユーザがメッセージの取り消しメニューにアク

セスできるようにするには、カスタム キーパッド マッピング ツールを使用して、カスタム カンバ

セーションのメイン メニューにある [メッセージの取り消し（Message Recall）] アクションにキー

を割り当て、ユーザをそのカスタム カンバセーションに割り当てる必要があります。

デフォルト設定：0 日（メッセージの取り消しは無効）

SMTP 応答の待機時

間（秒）（Number 
of Seconds to Wait 
for SMTP 
Response） 

リモート SMTP サーバにメッセージを送信するときに、Cisco Unity Connection SMTP サーバが応答

を待機する秒数を指定します。

たとえば、大規模な同報リストへのメッセージがタイムアウトし、Connection がメッセージの送信

を再試行する場合は、この警告期間を長くします。

14 ～ 60 の範囲内の数を入力してください。

デフォルト設定：14 秒。

表 12-5 [メッセージングの設定（Messaging Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サイト内ネットワーキングの設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring IMAP 
Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Task List for Configuring IMAP Access in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing System 
Distribution Lists in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Using Advanced Settings to Enable 
System Distribution List Access Lists in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

サイト内ネットワーキングの設定 
表 12-6 [サイト内ネットワーキングの設定（Intrasite Networking Configuration）] ページ 

フィールド 説明

オブジェクト依存関

係タイムアウト

（秒）（Object 
Dependency 
Timeout (in 
Seconds)）

レプリケーション中にオブジェクトに関する情報が到着する場合がありますが、別の関連オブジェク

トに関する情報が到着して適用されるまで、ディレクトリに適用できません。（たとえば、同報リス

トのメンバーに関する情報が、メンバーのユーザ アカウント情報が到着する前に到着する場合があり

ます）。この設定では、Connection Digital Networking Replication Agent が、最初のオブジェクトの

適用に失敗したことを示す前に、関連オブジェクトを待機する時間が制限されます。

60 ～ 86400 秒の数値を入力してください。

デフォルト設定：300 秒

アイドル レプリケー

ション中に 1 分間に

送信されるメッセー

ジ（Messages Sent 
Per Minute During 
Idle Replication）

この設定では、レプリケーション中（Connection Digital Networking Replication Agent がプッシュ

式またはプル式の完全同期を実行していない場合）に、レプリケーション エージェントが送信する 1 
分当たりのメッセージの最大数が制御されます。この値はおよその数であり、1 分間のメッセージ数

がこの値を超えるのを防ぐ必要がある場合に、連続するレプリケーション間隔にメッセージを分割す

るレプリケーション間隔（秒単位）に関連付けられています。

たとえば、[アイドル レプリケーション中に 1 分間に送信されるメッセージ（Messages Sent Per 
Minute During Idle Replication）] のデフォルト値は 180、つまり 1 秒当たり 3、または 15 秒の間隔

ごとに 45 です。レプリケーション間隔の最初に、レプリケーション エージェントは 45 メッセージを

送信して間隔が終了するまで待機し、次の間隔で次の 45 メッセージを送信します。

1 ～ 3600 の範囲内の数を入力してください。

デフォルト設定：1 分当たり 180 メッセージ。

レプリケーション間

隔（秒）

（Replication 
Interval (in 
Seconds)） 

Connection Digital Networking Replication Agent がローカル ロケーションでの新しい変更を検索し

てリモート ロケーションに送信し、リモート ロケーションでの新しい変更を検索してローカル ロ
ケーションに適用する頻度を指定します。

0 ～ 86400 の数字を入力してください。まだ処理されていない可能性がある情報に対する不正な要求

が行われるのを防ぐために、サイト内の他のすべてのロケーションの [レプリケーション間隔

（Replication Interval）] と同じかそれに近い値を入力し、すべてのロケーションの [未処理のレプリ

ケーションのタイムアウト（Stalled Replication Timeout）] の値よりも小さい値を使用することを推

奨します。

デフォルト設定：15 秒。
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 第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

テレフォニーの設定
テレフォニーの設定

応答を待つ前に送信

する応答未確認 
USN の数（Number 
of Unacknowledged 
USNs to Send 
Before Waiting for a 
Response）

Connection Digital Networking Replication Agent がプッシュ式の同期中に、リモート ロケーション

で更新メッセージのフラッディングが発生するのを避けるには、この値を使用します。この値は、レ

プリケーション エージェントが、一部のメッセージを受信したリモート ロケーションからの確認応

答を待機する前にリモート ロケーションに送信するメッセージ数とほぼ同じです。

1 ～ 10000 の範囲内の数を入力してください。

デフォルト設定：100。

未処理のレプリケー

ションのタイムアウ

ト（秒）（Stalled 
Replication Timeout 
(in Seconds)） 

ネットワーク ロケーション間でのレプリケーション中に、一部のメッセージが失われる可能性があり

ます。Connection Digital Networking Replication Agent が失われたメッセージを検出した場合、こ

こで指定された時間だけ待機してから、リモート ロケーションに失われたメッセージの再送信要求を

送信します。ロケーション間の通信速度が遅い場合、メッセージが到着するまでの許容時間を長くす

るために、この値を大きくしてみてください。

5 ～ 3600 秒の数値を入力してください。まだ処理されていない可能性がある情報に対する不正な要

求が行われるのを防ぐために、この値は各ロケーションの [レプリケーション間隔（秒単位）] の値

よりも大きくする必要があります。

デフォルト設定：60 秒

ディレクトリ データ

を同期するときに音

声名を含める

（Include Voice 
Names When 
Synchronizing 
Directory Data） 

この設定では、Connection のロケーション間で渡されるディレクトリ同期情報に音声名が含まれる

かどうかが制御されます。

このチェックボックスがオンになっている場合、Connection Digital Networking Replication Agent 
はディレクトリの更新とともに音声名をリモート ロケーションに送信し、リモート ロケーションか

ら音声名なしで更新を受信すると、レプリケーション エージェントはリモート ロケーションに対し

て音声名を要求します。

このチェックボックスがオフになっている場合、レプリケーション エージェントはディレクトリの更

新とともに音声名をリモート ロケーションに送信せず、音声名なしのリモート オブジェクトに対し

て更新を要求しません。

この設定値に関係なく、レプリケーション エージェントでは常にリモート ロケーションがディレク

トリの更新とともに送信する音声名が適用されることに注意してください。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 12-7 [テレフォニーの設定（Telephony Configuration）] ページ

フィールド 説明

コール応答用の最小

ポート数（電話シス

テムあたり）

（Minimum Number 
of Ports (per Phone 
System) for 
Answering Calls）

電話システム統合ごとに Cisco Unity Connection で必要とされる、コール応答用のボイス メッセージ 
ポートの最小数を入力します。0 から 256 までの値を入力してください。

デフォルト設定：1

表 12-6 [サイト内ネットワーキングの設定（Intrasite Networking Configuration）] ページ  （続き）

フィールド 説明
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第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

テレフォニーの設定
RTP（音声）接続用

の Differentiated 
Services Code Point

（DSCP）値

（Differentiated 
Services Code Point 
(DSCP) Value for 
the RTP (Audio) 
Connection）

RTP（または音声）パケットの Differentiated Services Code Point（DSCP）値を入力します。シスコ

のサポート エンジニアによる特別な指示がない限り、このパラメータはデフォルト値のままにしてく

ださい。

デフォルト設定：46

コール シグナリング

接続用の 
Differentiated 
Services Code Point

（DSCP）値

（Differentiated 
Services Code Point 
(DSCP) Value for 
Call Signaling 
Connections）

コール シグナリング パケットの Differentiated Services Code Point（DSCP）値を入力します。シス

コのサポート エンジニアによる特別な指示がない限り、このパラメータはデフォルト値のままにして

ください。

デフォルト設定：24

ライブ録音ビープ間

隔（ミリ秒）（Live 
Record Beep 
Interval in 
Milliseconds）

ライブ録音による電話カンバセーションの録音中に、ビープ音を再生する間隔をミリ秒単位で入力し

ます （ライブ録音機能はCisco Unified Communications Manager 統合だけでサポートされていま

す）。

設定を空白のままにすると、間隔は 15,000 ミリ秒になります。0 を設定すると、通知音は無効になり

ます。この設定値が 0 よりも大きい場合、その数値（ミリ秒）がビープ間隔になります。

デフォルト設定：15,000 ミリ秒

ポート ウォッチドッ

グのしきい値（分）

（Port Watchdog 
Threshold in 
Minutes）

ロックされていると判定されるまでにポートをオフフックにできる時間（分）を入力します。ポート

がこのしきい値に達すると、Cisco Unity Connection はエラーをログに記録します。エラーを確認す

るには、Real-Time Monitoring Tool を参照してください。30 分よりも大きい値を設定することを推

奨します。

デフォルト設定：240 分

録音の最初の無音の

タイムアウト（ミリ

秒）（Leading 
Silence Timeout for 
Recordings in 
Milliseconds）

ユーザまたは発信者が発声を開始しない場合に、Cisco Unity Connection がメッセージ、グリーティ

ング、または録音名を終了するまでの時間をミリ秒単位で入力します。2 または 3 未満の値を設定し

た場合、ユーザまたは発信者に発声を開始するための十分な時間が与えられない場合があります。

デフォルト設定：5,000 ミリ秒

録音の最後の無音の

タイムアウト（ミリ

秒）（Trailing 
Silence Timeout for 
Recordings in 
Milliseconds）

長時間の録音が終了したことを Cisco Unity Connection が検知するための無音時間をミリ秒単位で入

力します。一時停止の時間がこの長さに達すると、Connection は通話者が録音を終了したと判断し

ます。

デフォルト設定：3,000 ミリ秒

最大録音時間（ミリ

秒）（Maximum 
Recording Time in 
Milliseconds）

メッセージの最大録音時間をミリ秒単位で入力します。この設定は、グリーティング、録音名、メッ

セージ以外の録音には適用されません。0 から 3,600,000 ミリ秒（1 時間）までの値を入力してくだ

さい。

デフォルト設定：1,200,000 ミリ秒（20 分）

表 12-7 [テレフォニーの設定（Telephony Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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 第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

レポートの設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing the Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

レポートの設定

最小録音期間（ミリ

秒）（Minimum 
Recording Duration 
in Milliseconds）

メッセージまたはグリーティングの最小録音時間をミリ秒単位で入力します。この設定は録音名には

適用されません。0 から 5,000 ミリ秒までの値を入力してください。

デフォルト設定：1,000 ミリ秒

終了警告の最小録音

期間（ミリ秒）

（Minimum 
Recording Duration 
in Milliseconds for 
Termination 
Warning）

Cisco Unity Connection が録音時間を監視して終了警告を再生するかどうかを判断するメッセージの

最小録音時間をミリ秒単位で入力します。この時間を超えることが許可されたメッセージ録音だけが 
Connection によって監視され、長すぎるかどうかが判断されます。20,000 から 1,200,000 ミリ秒ま

での値を入力してください。

デフォルト設定：30,000 ミリ秒

録音終了の警告時間

（ミリ秒）

（Recording 
Termination 
Warning Time in 
Milliseconds）

最大許容録音時間に達するどれくらい前に Cisco Unity Connection が終了警告プロンプトを再生する

かをミリ秒単位で入力します。録音セッション中に終了警告を再生した場合、Connection はこの

フィールドで指定された時間待機してから録音セッションを終了します。Connection はメッセージ

録音中だけ警告を再生し、グリーティングや録音名などその他の録音中には再生しません。

この設定が 0 の場合、終了警告は無効になっています。

デフォルト設定：15,000 ミリ秒

表 12-7 [テレフォニーの設定（Telephony Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 12-8 [レポートの設定（Report Configuration）] ページ

フィールド 説明

監査ログを有効にす

る（Enable Audit 
Log）

監査ログを有効にするには、このチェック ボックスをオンにします。監査ログを無効にするには、こ

のチェック ボックスをオンにします。このチェック ボックスがオフの場合、ストアド プロシージャ

は監査ログへの書き込みを停止します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

監査ログに許容され

る最大イベント数

（Maximum Events 
Allowed in Audit 
Log）

監査ログ テーブルに許容される監査イベントの最大数を入力します。最大しきい値に達すると、最も

古いイベントが削除され、新しいイベントのスペースが確保されます。1 から 100,000 までの数字を

入力してください。

デフォルト設定：100,000

セキュリティ ログを

有効にする（Enable 
Security Log）

この設定は、セキュリティ ログを有効または無効にします。このフィールドが無効に設定されている

場合、ストアド プロシージャはセキュリティ ログへの書き込みを停止します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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レポートの設定
セキュリティ ログに

許容される最大イベ

ント数（Maximum 
Events Allowed in 
Security Log）

セキュリティ ログ テーブルに許容されるセキュリティ イベントの最大数を入力します。1 から 
100,000 イベントまでの値を入力してください。最大しきい値に達すると、最も古いイベントが削除

され、新しいイベントのスペースが確保されます。

デフォルト設定：100,000

データ収集サイクル

の間隔（分）

（Minutes Between 
Data Collection 
Cycles）

レポート データ収集サイクル間の待機時間（分）を入力します。

デフォルト設定：30 分

レポート データベー

スのデータ保存期間

（日）（Days to Keep 
Data in Reports 
Database）

レポート データベースにデータを保存する日数を入力します。

デフォルト設定：90 日

（注） 作成するレポートの時間範囲にこの数値を超える値を入力しても、データの日数はこの

フィールドで設定する値によって制限されます。

超過時にレポート 
ハーベスタが無効に

されるレポート デー

タベースのサイズ

（容量のパーセン

テージ）（Reports 
Database Size (as a 
Percentage of 
Capacity) After 
Which the Reports 
Harvester Is 
Disabled）

レポート データベースが占有を許可されるディスク容量の最大比率をパーセンテージで入力します。

レポート データベースがこの比率に達すると、データベースがそれ以上大きくならないよう、

（Cisco Unity Connection Serviceability の）Connection Report Data Harvester サービスがオフになり

ます。

デフォルト設定：80 %

レポート出力の最大

レコード数

（Maximum Records 
in Report Output）

レポート出力に含めることができる最大レコード数。5,000 から 30,000 までの値を入力します。

デフォルト設定：25,000 レコード

ただし、次のことに注意してください。

• レポート出力が HTML で作成される場合、[レポート出力の最大レコード数（Maximum 
Records in Report Output）] が 250 を超える値に設定されていても、出力で返される最大レコー

ド数は 250 です。

• [ユーザ メッセージ アクティビティ レポート（User Message Activity Report）] の [レポート出

力の最大レコード数（Maximum Records in Report Output）] 設定は、デフォルトの 25,000 レ
コードではなく、15,000 レコードに制限されています。これは、レポートのサイズが大きくなる

ためです。

進捗インジケータを

表示するために必要

な最小レコード数

（Minimum Records 
Needed to Display 
Progress Indicator）

1 から 10,000 までの値を入力します。要求されたレポート内のレコード数がこの値を超えている場

合、レポートの実行前にレポート確認ページが表示され、レポートの生成中は進捗インジケータが表

示されます。進捗インジケータの目的は、要求されたレポートが大きいため、完了に時間がかかる可

能性が高いことを警告することです。Cisco Unity Connection では、レポートはブラウザから生成し

ます。このブラウザ セッションは、レポートが生成されるまで開いたままにしておく必要がありま

す。データベースのサイズ、生成されるレポートのタイプに応じて、レポートの生成に長い時間がか

かる可能性があります。その間、ブラウザを使用できず、Cisco Unity Connection Administration 
セッションを開いたままにしておく必要があります。

デフォルト設定：2,500 レコード

表 12-8 [レポートの設定（Report Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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Connection管理の設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Reports in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

Connection管理の設定

表 12-9 [Connection 管理の設定（Connection Administration Configuration）] ページ

フィールド 説明

データベース プロキ

シ：サービス シャッ

トダウン タイマー

（日）（Database 
Proxy: Service 
Shutdown Timer (in 
Days)）

データベース プロキシ サービスが自動的に停止するまでの日数を入力します。0 の値は、このサービ

スを無効にします。

0 から 999 までの値を入力してください。

デフォルト設定：0

データベース プロキ

シ：最大同時接続数

（Database Proxy: 
Maximum 
Simultaneous 
Connections）

データベース プロキシで許可される最大同時接続数を入力します。一部のリモート管理ツールでは、

一度に複数の接続が必要であることに注意してください。

1 から 10 までの値を入力してください。

デフォルト設定：10

ボイスメール Web 
サービス：アプリ

ケーションは Cisco 
Unity Connection パ
スワードをキャッ

シュ可能

（Voicemail Web 
Service: 
Applications Can 
Cache the 
Cisco Unity 
Connection 
Password）

このチェック ボックスをオンにすると、ボイスメール Web サービスを使用するアプリケーションが 
Cisco Unity Connection パスワードをキャッシュできます。このチェック ボックスをオフにすると、

ボイスメール Web サービスを使用するアプリケーションは Cisco Unity Connection パスワードを

キャッシュできません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

ボイスメール Web 
サービス：TRAP 接
続のパイロット番号

（Voicemail Web 
Service: Pilot 
Number for TRAP 
Connections）

ボイスメール Web サービスを使用するアプリケーションのパイロット番号を入力します。

Cisco Unity Connection がこの番号にダイヤルすると、ボイスメール Web サービスが Telephone 
Record And Playback（TRAP; 電話での録音および再生）セッションを開始します。

デフォルト設定：空白
12-29
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag300.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag300.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html


第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

Connection管理の設定
ボイスメール Web 
サービス：セッショ

ン タイムアウト

（秒）（Voicemail 
Web Service: 
Session Timeout (in 
Seconds)）

Cisco Unity Connection がアイドル状態のボイスメール Web サービス セッションを終了するまでの

時間を入力します。

デフォルト設定：300 秒（5 分）

ボイスメール Web 
サービス：ボイス

メールのパイロット

番号（Voicemail 
Web Service: Pilot 
Number for 
Voicemail）

Cisco Unity Connection のパイロット番号を入力します。この設定は、ボイスメール Web サービスを

使用するアプリケーションに適用されます。

デフォルト設定：空白

Cisco Unified 
Mobile Advantage：
イベント サービス登

録通知に対して自己

署名の証明書を受け

入れる（Cisco 
Unified Mobile 
Advantage: Accept 
Self-signed 
Certificates for 
Event Service 
Subscription 
Notifications）

このチェック ボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection は Cisco Unified Mobility 
Advantage サーバからの自己署名の証明書を受け入れます。

このチェック ボックスをオフにすると、Cisco Unity Connection は Cisco Unified Mobility 
Advantage サーバからの自己署名の証明書を受け入れません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

通知メッセージ内の 
Cisco PCA へのリン

クのホスト名 /アド

レス（Host 
Name/Address for 
Link to Cisco PCA 
in Notification 
Messages）

（任意）Cisco Unity Connection クラスタの場合は、Connection サーバのいずれか 1 つが使用できな

い場合にも有効な IP アドレスまたはホスト名を入力します。SMTP デバイスに通知メッセージを送

信する場合、Connection はこの名前を使用して、Cisco PCA へのリンクとして含まれる

「http://<host name>/ciscopca」形式の URL を生成します。このフィールドがブランクの場合、通知

の送信元である Connection サーバのサーバ名が Cisco PCA へのリンクとして使用されます。

管理セッション タイ

ムアウト（分）

（Administration 
Session Timeout (in 
Minutes)）

Cisco Unity Connection がユーザを Cisco Unity Connection Administration から自動的にサインオフ

させるまでに、ブラウザを無人状態で維持できる時間を指定します。

最小設定値は 1 分、最大値は 120 分です。

デフォルト設定：5 分

スケジュールを 24 
時間形式で表示する

（Display Schedules 
in 24-Hour Format）

Cisco Unity Connection Administration でスケジュールを表示するためのデフォルトの時間表示形式

を指定します。スケジュールを 24 時間形式で表示するには、このチェック ボックスをオンにします。

スケジュールを 12 時間形式で表示するには、このチェック ボックスをオフにします。

表 12-9 [Connection 管理の設定（Connection Administration Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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TRAP の設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Creating a Cisco 
Unified Mobility Advantage Integration in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Administrative 
Tools in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Remote Database Administration Tools in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

TRAP の設定

関連項目

• 『User Workstation Setup Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Playback and Recording Devices for the Media Master in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_setup/guide/9xcucuwsx.h
tml から入手可能）。

表 12-10 [TRAP の設定（TRAP Configuration）] ページ

フィールド 説明

電話がアイドル状態

になってから TRAP 
タイムアウトになる

までの秒数

（Number of Seconds 
Phone Is Idle Before 
TRAP Times Out）

電話での録音および再生（TRAP）セッションがここで設定された値よりも長時間アイドル状態の場

合、Cisco Unity Connection はそのセッションを切断します。0（ゼロ）から 600 秒までの値を入力

します。ゼロの値は、TRAP セッションがタイムアウトしないことを意味します。

デフォルト設定：60 秒

TRAP ダイヤルアウ

トの呼び出し回数

（Number of Rings 
for a TRAP 
Dial-Out）

1 から 10 回までの値を入力します。

デフォルト設定：4 回
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ディスク容量の設定の編集
ディスク容量の設定の編集

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Messaging in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Message Storage and Disk Capacity in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

PCA の設定

表 12-11 [ディスク容量の設定の編集（Edit Disk Capacity Configuration）] ページ

フィールド 説明

ディスク容量のパー

センテージ（この値

を超える場合、新規

ファイルの作成を許

可しない）（If the 
Disk Exceeds This 
Percent Full, 
Measures Will Be 
Taken to Not Allow 
New Files to Be 
Created）

メッセージとグリーティングが保存されるハード ディスクの最大容量を指定します。指定されたパー

センテージの制限までハードディスクがいっぱいになると、Cisco Unity Connection カンバセーショ

ンが変更され、Connection ユーザも外部発信者もボイス メッセージを残せなくなります。

Connection はまた、エラーをログに記録します。これらのエラーは、Real Time Monitoring Tool の [
ツール（Tools）] > [SysLog Viewer] ページで表示できます。ハードディスクが指定された制限を超

えても、ブロードキャスト メッセージの送信はできます。

指定されたパーセンテージの制限まで達した場合、サーバは SMTP メッセージを受け入れないため、

サーバが Connection サイトに属している場合、この制限を超えていると、サイト内の他のロケー

ションからのディレクトリ同期メッセージまたはボイス メッセージを受け取りません。サーバがリ

モート Connection または Cisco Unity サイトにリンクされたサイト ゲートウェイである場合、この

制限値を超えていると、ローカル サイトはリモート サイトからのボイス メッセージを受け取ること

ができません。

表 12-12 [PCA の設定（PCA Configuration）] ページ

フィールド 説明

Cisco PCA セッショ

ン タイムアウト

（分）（Cisco PCA 
Session Timeout (in 
Minutes)）

Cisco Unity Connection がユーザを Cisco Personal Communications Assistant（PCA）から自動的に

サインオフさせるまでに、ブラウザを無人状態で維持できる時間を指定します。

最小設定値は 1 分、最大値は 1,440 分です。

デフォルト設定：20 分
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PCA の設定
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by Class of Service in Cisco Unity Connection 9.x」
の章にある「Access to Voice Messages in Cisco Unity Connection 9.x from the Cisco Unified 
Personal Communicator」および「Cisco Unity Connection 9.x Web Inbox, Messaging Inbox, and 
RSS Feeds」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

Unity Inbox：メッ

セージ削除確認モー

ド（Unity Inbox: 
Message Deletion 
Confirmation Mode）

デフォルトでは、ユーザが Messaging Inbox からメッセージを削除する場合、それによってアイテム

が完全に削除されるのでない限り、削除確認は要求されません。この設定を変更して、ユーザが 
Messaging Inbox からメッセージを削除するたびに Cisco Unity Connection が削除確認を要求するよ

うにしたり、Messaging Inbox が削除確認を求めないように指定したりすることができます。

次のいずれかの値を入力します。

• 0：すべての削除を確認するようユーザに要求します。

• 1：完全に削除される場合に限りユーザに確認を要求します。削除されたアイテムが削除済みア

イテム フォルダに保存されるサービス クラスに属しているユーザの場合は、削除済みアイテム 
フォルダのアイテムが削除される場合に限り、Messaging Inbox がユーザに削除確認を要求しま

す。削除されたアイテムが保存されないサービス クラスに属しているユーザの場合、Messaging 
Inbox は完全に削除されるアイテムだけでなく、新規および開封済みアイテムについても削除確

認を行います。

• 2：削除確認を要求しません。

（注） この設定の変更は、Connection サーバに関連付けられたすべてのユーザに適用されます。

デフォルト設定：1

Unity Inbox：Media 
Master のオプショ

ンとしての録音の保

存を無効にする

（Unity Inbox: 
Disable Save 
Recording As 
Option in Media 
Master）

このチェック ボックスをオンにすると、Media Master の [名前を付けて保存（Save Recording As）] 
オプションが無効になります。

デフォルトでは、プライベートまたはセキュア メッセージを除き、ユーザは Messaging Inbox の 
Media Master で [オプション（Options）] メニューにある [名前を付けて保存（Save Recording As）
] オプションを使用して、メッセージを WAV ファイルとしてハード ディスクに保存できます。追加

的なセキュリティ対策として、[名前を付けて保存（Save Recording As）] オプションを無効にして

おくと、ユーザは自身のハード ディスクにメッセージを保存できません。

Messaging Inbox の Media Master で [名前を付けて保存（Save Recording As）] オプションが使用で

きるかどうかに関係なく、ユーザは Cisco Personal Communications Assistant Web ツールでこのオプ

ションを使用して、グリーティングまたは録音名を保存できます。

ユーザがメッセージをアーカイブできないようにしておけば、ユーザは自身の受信ボックスや削除済

みアイテム フォルダでメッセージをより長期間保持するようになります。

この設定の変更は、Cisco Unity Connection サーバに関連付けられたすべてのユーザに適用されま

す。

表 12-12 [PCA の設定（PCA Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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RSS 設定
RSS 設定

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Messaging in 
Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Configuring Access to RSS Feeds of Voice Messages in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

クラスタ設定

関連項目

• 『Cluster Configuration and Administration Guide for Cisco Unity Connection』の「Configuring a 
Cisco Unity Connection 9.x Cluster」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/cluster_administration/guide/9
xcuccagx.html から入手可能）。

表 12-13 [RSS 設定（RSS Configuration）] ページ

フィールド 説明

セキュアではない 
RSS 接続を許可する

（Allow Insecure 
RSS Connections）

このフィールドが有効の場合、セキュアでない接続（SSL を使用しない接続）に RSS フィードへの

アクセスが許可されます。セキュアでない接続をサポートしている RSS リーダーを使用する場合、

このチェック ボックスをオンにすると、ユーザ名とパスワードが暗号化されずにネットワーク上を伝

送されることに注意してください。

表 12-14 [クラスタ設定（Cluster Configuration）] ページ

フィールド 説明

パブリッシャ サーバ

で障害が発生した場

合は、自動的にサー

バの役割を変更する

（Automatically 
Change Server Role 
When the Publisher 
Server Fails）

（Cisco Unity Connection クラスタ限定）このチェック ボックスをオンにすると、パブリッシャ サー

バの機能が停止した場合に、セカンダリ ステータスのサーバのサーバ ステータスが自動的に変更さ

れます。

パブリッシャ サーバの機能が停止した場合に、セカンダリ ステータスのサーバのサーバ ステータス

が自動的に変更されないようにするには、このチェック ボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

レプリケーションが

未処理のまま保留に

なっている場合は、

セカンダリ ステータ

スのサーバをデアク

ティベートする

（Deactivate Server 
with Secondary 
Status When 
Replication Is 
Backlogged）

（Cisco Unity Connection クラスタ限定）Cisco Unity Connection クラスタ サーバ間のレプリケー

ションが未処理のまま保留になっていると、いずれかのサーバの機能が停止する場合があります。

このチェック ボックスをオンにすると、レプリケーションが未処理のまま保留になっている場合に、

セカンダリ ステータスのサーバのサーバ ステータスが自動的に変更されます。

レプリケーションが未処理のまま保留になっている場合に、セカンダリ ステータスのサーバのサーバ 
ステータスが自動的に変更されないようにするには、このチェック ボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。
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ファクスの設定
ファクスの設定

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Creating a Cisco 
Fax Server Integration in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Configuring the Cisco Fax 
Server in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ユニファイド メッセージング サービスの設定 

表 12-15 [ファクスの設定（Fax Configuration）] ページ

フィールド 説明

ファクス送信可能

ファイル タイプ

（Faxable File 
Types）

ファクス サーバに配信されるメッセージに Cisco Unity Connection が含めるファイル拡張子をカンマ

で区切って入力します。Connection は、その他のファイル拡張子が付けられたファイルをすべて削

除してから、メッセージをファクス サーバに配信します。

デフォルト設定：tif,txt,bmp,doc

ファクス送信失敗通

知の件名プレフィッ

クス（Subject 
Prefix for 
Notification of a 
Failed Fax）

ファクス サーバがファクス レポートの件名フィールドに付加するプレフィックスを入力します。

Cisco Unity Connection は、このプレフィックスを検出した場合、不達確認を生成して、ユーザ メー

ルボックスに配置します。

デフォルト設定：[ファクス送信失敗（Fax Failure）]

ファクス送信成功通

知の件名プレフィッ

クス（Subject 
Prefix for 
Notification of a 
Successful Fax）

ファクス サーバがファクス レポートの件名フィールドに付加するプレフィックスを入力します。

Cisco Unity Connection は、このプレフィックスを検出した場合、送信確認を生成して、ユーザ メー

ルボックスに配置します。

デフォルト設定：[ファクス送信成功（Fax Success）]

表 12-16 [ユニファイド メッセージング サービスの設定（Unified Messaging Services Configuration）] ページ 

フィールド 説明

予定表 : キャッシュ

する予定表データの

時間（Calendars: 
Number of Hours of 
Calendar Data to 
Cache）

（Exchange 予定表連動のみ）予定表連動が設定されているユーザごとにキャッシュされる、今後の 
Outlook 予定表データ量を時間単位で入力します。この設定は、Exchange サーバへのネットワーク

接続が一時的に失われた場合の影響を軽減する場合に役立ちます。

数値が大きいほどデータベースのサイズは増大しますが、Exchange サーバへのネットワーク接続が

一時的に失われた場合の会議通知および Personal Call Transfer Rules への影響は軽減されます。

数値を小さくするとデータベースのサイズは縮小されますが、Exchange サーバへのネットワーク接

続が一時的に失われた場合の会議通知および Personal Call Transfer Rules への影響は増大します。

デフォルト設定：48 時間
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ユニファイド メッセージング サービスの設定
予定表：通常の予定

表キャッシング ポー

ル間隔（分）

（Calendars: Normal 
Calendar Caching 
Poll Interval (In 
Minutes)）

（Exchange 予定表連動のみ）予定表連動が設定されている各ユーザの今後の Outlook 予定表データを 
Cisco Unity Connection がキャッシュする場合の、ポーリング サイクル間の待機時間を分単位で入力

します。

大きな値に設定すると、Connection サーバへの影響が小さくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。

小さな値に設定すると、Connection サーバへの影響が大きくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できます。

デフォルト設定：30 分

予定表：短い予定表

キャッシング ポール

間隔（分）

（Calendars: Short 
Calendar Caching 
Poll Interval (In 
Minutes)）

（Exchange 予定表連動のみ）予定表キャッシュを頻繁に更新する必要がある予定表ユーザの今後の 
Outlook 予定表データを Cisco Unity Connection がキャッシュする場合の、ポーリング サイクル間の

待機時間を分単位で入力します。この設定を利用するユーザは、Cisco Unity Connection 
Administration で [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [短い予定表キャッシング 
ポール間隔を使用する（Use Short Calendar Caching Poll Interval）] チェック ボックスがオンになっ

ている必要があります。

大きな値に設定すると、Connection サーバへの影響が小さくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。

小さな値に設定すると、Connection サーバへの影響が大きくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できます。

デフォルト設定：30 分

TTS と予定表：応答

を待機する時間

（秒）（TTS and 
Calendars: Time to 
Wait for a Response 
(In Seconds)）

（予定表と TTS 連動のみ）次のいずれかの状況で、ユニファイド メッセージング サービスで指定され

ているリモート サーバからの応答を Cisco Unity Connection が待機する最大時間を分単位で入力しま

す。

• 接続の確立。

• プロトコル（EWS、IMAP、WebDAV など）の処理

リモート サーバへの負荷が大きい場合、あるいはリモート サーバが WAN で接続されている、また

は応答が遅い場合は、大きい数値が必要になる場合があります。大きい数値を設定すると、データが

リモート サーバから供給されるときに、Connection カンバセーションまたは Cisco Personal 
Communications Assistant での一時停止時間が長くなる可能性もあります。

リモート サーバの応答が速い場合は、小さい値を設定できます。小さい値を設定すると、データがリ

モート サーバから供給されるときの Connection カンバセーションまたは Cisco Personal 
Communications Assistant での一時停止時間が短縮されます。

デフォルト設定：4 秒

予定表：デフォルト

事前通知間隔（分）

（Calendars: Default 
Advanced 
Notification Interval 
(In Minutes)）

（予定表連動のみ）会議が行われる何分前にユーザがその会議のリマインダを受信するかを入力しま

す。

デフォルト設定：2 分

表 12-16 [ユニファイド メッセージング サービスの設定（Unified Messaging Services Configuration）] ページ  （続き）

フィールド 説明
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 第 12 章 Cisco Unity Connection 9.x の詳細設定

外部サービスの設定
関連項目

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9 以降）の「Configuring 
Cisco Unity Connection 9 and Later and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcu
cumgx.html から入手可能）。

外部サービスの設定 

文字変換：タイムア

ウトになるまでの文

字変換応答待機時間

（秒）

（Transcriptions: 
Time to Wait for a 
Transcription 
Response Before 
Timing Out (In 
Seconds)）

文字変換要求がタイムアウトになるまでに、Cisco Unity Connection がリモート文字変換プロバイ

ダーからの応答を待機する時間を秒単位で入力します。30 から 3600 秒（60 分）までの値を入力して

ください。

デフォルト設定：900 秒（15 分） 

表 12-16 [ユニファイド メッセージング サービスの設定（Unified Messaging Services Configuration）] ページ  （続き）

フィールド 説明

表 12-17 [外部サービスの設定（External Services Configuration）] ページ

フィールド 説明

キャッシュする予定

表データの時間

（Number of Hours 
of Calendar Data to 
Cache (In Hours)）

（予定表連動のみ）予定表連動が設定されているユーザごとにキャッシュされる、今後の Outlook 予
定表データ量を時間単位で入力します。この設定は、Exchange サーバへのネットワーク接続が一時

的に失われた場合の影響を軽減する場合に役立ちます。

数値が大きいほどデータベースのサイズは増大しますが、Exchange サーバへのネットワーク接続が

一時的に失われた場合の会議通知および Personal Call Transfer Rules への影響は軽減されます。

数値を小さくするとデータベースのサイズは縮小されますが、Exchange サーバへのネットワーク接

続が一時的に失われた場合の会議通知および Personal Call Transfer Rules への影響は増大します。

デフォルト設定：48 時間

通常の予定表キャッ

シング ポール間隔

（分）（Normal 
Calendar Caching 
Poll Interval (In 
Minutes)）

（予定表連動のみ）予定表連動が設定されている各ユーザの今後の Outlook 予定表データを 
Cisco Unity Connection がキャッシュする場合の、ポーリング サイクル間の待機時間を分単位で入力

します。

大きな値に設定すると、Connection サーバへの影響が小さくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。

小さな値に設定すると、Connection サーバへの影響が大きくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できます。

デフォルト設定：30 分
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外部サービスの設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Configuring 
Text-to-Speech Access to Exchange Emails in Cisco Unity Connection 9」の章および「Creating 
Calendar and Contact Integrations in Cisco Unity Connection 9」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

短い予定表キャッシ

ング ポール間隔

（分）（Short 
Calendar Caching 
Poll Interval (In 
Minutes)）

（予定表連動のみ）予定表キャッシュを頻繁に更新する必要がある予定表ユーザの今後の Outlook 予
定表データを Cisco Unity Connection がキャッシュする場合の、ポーリング サイクル間の待機時間を

分単位で入力します。この設定を利用するユーザは、Cisco Unity Connection Administration で [
ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [短い予定表キャッシング ポール間隔を使用

する（Use Short Calendar Caching Poll Interval）] チェック ボックスがオンになっている必要があり

ます。

大きな値に設定すると、Connection サーバへの影響が小さくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。

小さな値に設定すると、Connection サーバへの影響が大きくなりますが、Outlook 予定表データに対

する直前の変更をタイムリーに処理できます。

デフォルト設定：30 分

応答を待機する時間

（秒）（Maximum 
External Service 
Response Time (In 
Seconds)）

次のいずれかの状況で、外部サービスとして接続されているリモート サーバからの応答を 
Cisco Unity Connection が待機する最大時間を分単位で入力します。

• 接続の確立。

• プロトコル（IMAP、WebDAV、SOAP など）の処理。

リモート サーバへの負荷が大きい場合、あるいはリモート サーバが WAN で接続されている、また

は応答が遅い場合は、大きい数値が必要になる場合があります。大きい数値を設定すると、データが

リモート サーバから供給されるときに、Connection カンバセーションまたは Cisco Personal 
Communications Assistant での一時停止時間が長くなる可能性もあります。

リモート サーバの応答が速い場合は、小さい値を設定できます。小さい値を設定すると、データがリ

モート サーバから供給されるときの Connection カンバセーションまたは Cisco Personal 
Communications Assistant での一時停止時間が短縮されます。

デフォルト設定：4 秒

デフォルト事前通知

間隔（分）（Default 
Advanced 
Notification Interval 
(In Minutes)）

（予定表連動のみ）会議が行われる何分前にユーザがその会議のリマインダを受信するかを入力しま

す。

デフォルト設定：2 分

タイムアウトになる

までの文字変換応答

待機時間（秒）

（Time to Wait for a 
Transcription 
Response before 
Timing Out 
(Seconds)）

文字変換要求がタイムアウトになるまでに、Cisco Unity Connection がリモート文字変換プロバイ

ダーからの応答を待機する時間を秒単位で入力します。30 から 3600 秒（60 分）までの値を入力して

ください。

デフォルト設定：900 秒（15 分） 

表 12-17 [外部サービスの設定（External Services Configuration）] ページ （続き）

フィールド 説明
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API の設定
API の設定 
表 12-18 [API の設定（API Configuration）] ページ

フィールド 説明

CUMI を介したセ

キュア メッセージ録

音へのアクセスを許

可する（Allow 
Access to Secure 
Message Recordings 
through CUMI）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection Messaging Interface
（CUMI）を使用するアプリケーションからセキュア メッセージ録音（音声添付ファイル）にアクセ

スして再生することができます。このチェックボックスがオフになっている場合、アプリケーション

から CUMI を介してセキュア メッセージ録音にアクセスすることができません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

（注） この設定は、CUMI を使用してメッセージにアクセスするすべてのクライアント アプリケー

ションに反映されます。これには Cisco Unity Connection Web Inbox や Cisco ViewMail for 
Microsoft Outlook のような、いくつかの Connection クライアント アプリケーションが含ま

れます。

CUMI を介してセ

キュア メッセージの

メッセージ ヘッダー

情報を表示する

（Display Message 
Header Information 
of Secure Messages 
through CUMI）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection Messaging Interface
（CUMI）を使用するアプリケーションは、セキュア メッセージのメッセージ ヘッダー情報（たとえ

ば、昇進者や件名）を受け取ります。このチェックボックスがオフになっている場合、アプリケー

ションがセキュア メッセージのタイムスタンプだけを受け取ります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

（注） この設定は、CUMI を使用してメッセージにアクセスするすべてのクライアント アプリケー

ションに反映されます。これには Cisco Unity Connection Web Inbox や Cisco ViewMail for 
Microsoft Outlook のような、いくつかの Connection クライアント アプリケーションが含ま

れます。

CUMI 経由のメッ

セージ添付ファイル

を許可する（Allow 
Message 
Attachments 
through CUMI）

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection Messaging Interface
（CUMI）を使用するアプリケーションは、標準の音声添付ファイルに加えて、添付ファイルを含め

た音声メッセージを送信できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

（注） この設定は、CUMI を使用してメッセージにアクセスするすべてのクライアント アプリケー

ションに反映されます。これには Cisco Unity Connection Web Inbox や Cisco ViewMail for 
Microsoft Outlook のような、いくつかの Connection クライアント アプリケーションが含ま

れます。
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Cisco Unity Connection Re
C H A P T E R 13

Cisco Unity Connection  9.x テレフォニー
連動の設定

次の項を参照してください。

• 「電話システムの検索」（P.13-2）

• 「電話システムの新規作成」（P.13-2）

• 「電話システムの基本設定」（P.13-2）

• 「AXL サーバの編集」（P.13-5）

• 「電話システムの関連付け」（P.13-5）

• 「ポート グループの検索」（P.13-6）

• 「ポート グループの新規作成」（P.13-6）

• 「ポート グループの基本設定」（P.13-9）

• 「サーバの編集」（P.13-12）

• 「詳細設定の編集」（P.13-16）

• 「コーデックのアドバタイズの編集」（P.13-17）

• 「ポートの検索」（P.13-18）

• 「ポートの新規作成」（P.13-19）

• 「ポートの基本設定」（P.13-20）

• 「ポート証明書の表示」（P.13-22）

• 「Speech Connect ポート」（P.13-23）

• 「電話システムのトランクの検索」（P.13-23）

• 「電話システム トランクの新規作成」（P.13-24）

• 「ルート証明書の表示」（P.13-24）

• 「SIP 証明書の検索」（P.13-25）

• 「新規 SIP 証明書」（P.13-26）

• 「SIP 証明書の編集」（P.13-26）

• 「SIP セキュリティ プロファイルの検索」（P.13-27）

• 「新規 SIP セキュリティ プロファイル」（P.13-28）

• 「SIP セキュリティ プロファイルの編集」（P.13-28）
13-1
lease 9.x インターフェイス リファレンス ガイド



第 13 章 Cisco Unity Connection 9.x テレフォニー連動の設定

電話システムの検索
電話システムの検索

関連項目

電話システムの新規作成

関連項目

電話システムの基本設定

表 13-1 [電話システムの検索（Search Phone Systems）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
電話システムを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削

除（Delete Selected）] を選択します。複数の電話システムを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

電話システムを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くの

で、このページに新しい電話システムに適用するデータを入力します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）電話システムの名前。

ポート カウント

（Port Count）
（表示専用）電話システムで使用するために Cisco Unity Connection で作成されたボイス メッセージ 
ポートの数。

表 13-2 [電話システムの新規作成（New Phone Systems）]ページ

フィールド 説明

電話システムの名前

（Phone System 
Name）

電話システムの識別に役立つ名前を入力します。

表 13-3 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）] ページ

フィールド 説明

電話システムの名前

（Phone System 
Name）

電話システムの識別に役立つ名前を入力します。

デフォルト TRAP 電
話システム

（Default TRAP 
Phone System）

Telephone Record And Playback（TRAP; 電話での録音および再生）接続のデフォルトとしてこの電

話システムを使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。この場合、ボイスメール ボッ

クスを持たない管理者およびユーザは、Cisco Unity Connection Web アプリケーションで電話から録

音および再生できます。

別の電話システムを TRAP 接続のデフォルトとして使用する場合は、このチェックボックスをオフに

します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。
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電話システムの基本設定
この電話システムの

すべてのユーザ テン

プレートを同期する

（Synchronize All 
User Templates on 
This Phone System）

（Cisco Unified Communications Manager Business Edition 専用）この電話システムに割り当てられて

いるすべてのユーザ テンプレートを同期するには、[実行（Run）] を選択します。

送信メッセージ数

（Send Message 
Counts）

ユーザの Message waiting indication（MWI; メッセージ受信インジケータ）がすでにオンになってい

る可能性があるときでも、新しいボイス メッセージが到着するたびに Cisco Unity Connection でメッ

セージ数と MWI オン要求を送信する場合は、このチェックボックスをオンにします。

ユーザの MWI がすでにオンになっている可能性があり、新しいボイス メッセージが到着したときに 
Connection でメッセージ数と MWI オン要求を送信しない場合は、このチェックボックスをオフにし

ます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

MWI の有効化と無

効化に同じポートを

使用する（Use 
Same Port for 
Enabling and 
Disabling MWIs）

MWI をオンにするために使用したポートと同一のポートを MWI オフ要求で使用する場合は、この

チェックボックスをオンにします。

MWI をオンにするために使用したポートと同一のポートを MWI オフ要求で使用する必要がない場

合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

この電話システムに

対してすべての 
MWI をオフにする

（Force All MWIs 
Off for This Phone 
System）

電話システムのすべての MWI をオフにするには、このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスは、[この電話システムのすべての MWI を同期する（Synchronize All MWIs on 
This Phone System）] ボタンを選択する前に使用することで、不適切な MWI をリセットする場合に

便利です。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

この電話システムの

すべての MWI を同

期する

（Synchronize All 
MWIs on This 
Phone System）

この電話システムに割り当てられているすべてのユーザの MWI を同期するには、[実行（Run）] を
選択します。

監視転送に対して有

効にする（Enable 
for Supervised 
Transfers）

別の内線番号に（監視転送を使用して）転送されたコール、および Connection に再転送されたコー

ルを Cisco Unity Connection で Dual-Tone Multi-Frequency（DTMF）を使用し検出して拒否する場

合は、このチェックボックスをオンにします。コール ループが検出されず拒否されない場合、

Connection は、ボイス メッセージを残すためのプロンプトを含んだボイス メッセージを録音します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

転送メッセージ通知

コールに対して有効

にする（DTMF を
使用）（Enable for 
Forwarded Message 
Notification Calls 
(by Using DTMF)）

（携帯電話などの）デバイスに送信される新規メッセージ通知、およびデバイスが応答しなかったた

めに Cisco Unity Connection にデバイスが再転送した新規メッセージ通知を Connection で DTMF を
使用し検出して拒否する場合は、このチェックボックスをオンにします。コール ループが検出されず

拒否されない場合、コールによってユーザ宛ての新しいボイス メッセージが作成され、Connection 
が新規メッセージ通知のコールをデバイスに送信します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

使用する DTMF 
トーン（DTMF 
Tone to Use）

コール ループの検出に使用される第 4 カラム DTMF タッチトーンを選択します。

デフォルト設定：A

表 13-3 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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電話システムの基本設定
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Phone Systems in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ガード時間（Guard 
Time）

コール ループ検出が DTMF を使用して有効になっている場合に、Cisco Unity Connection がコール 
ループ検出用の DTMF トーンを再生する時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：2,500 ミリ秒

転送メッセージ通知

コールに対して有効

にする（内線番号を

使用）（Enable for 
Forwarded Message 
Notification Calls 
(by Using 
Extension)）

（携帯電話などの）デバイスに送信される新規メッセージ通知、およびデバイスが応答しなかったた

めに Cisco Unity Connection にデバイスが再転送した新規メッセージ通知を Connection で内線番号

を使用し検出して拒否する場合は、このチェックボックスをオンにします。コール ループが検出され

ず拒否されない場合、コールによってユーザ宛ての新しいボイス メッセージが作成され、

Connection が新規メッセージ通知のコールをデバイスに送信します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

Phone View を有効

にする（Enable 
Phone View）

Cisco Unified Communications Manager 電話システムで Phone View を有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

CTI 電話アクセス 
ユーザ名（CTI 
Phone Access User 
Name）

Phone View が有効の場合、Cisco Unified Communications Manager Administration で作成され、

ユーザの電話機に関連付けられているアプリケーション ユーザの名前を入力します。

CTI 電話アクセス パ
スワード（CTI 
Phone Access 
Password）

Phone View が有効の場合、ユーザの電話機に関連付けられているアプリケーション ユーザのパス

ワードを入力します。

発信コールを有効に

する（Enable 
Outgoing Calls）

このオプションが選択されている場合、Cisco Unity Connection は、必要に応じて、電話システムを

使用して、通話を発信（MWI の設定など）します。

デフォルト設定：オプションは選択されています。

すべての発信コール

をすぐに無効にする

（Disable All 
Outgoing Calls 
Immediately）

このオプションが選択されている場合、Cisco Unity Connection は通話を発信（MWI の設定など）

しません。このオプションは、保守のために電話システムが発信通話に応答できない場合に便利で

す。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

次の間のすべての発

信コールを無効にす

る（Disable All 
Outgoing Calls 
Between）

このオプションが選択されている場合は、[開始時間（Beginning Time）] フィールドと [終了時間

（Ending Time）] フィールドで設定された期間中、Cisco Unity Connection は通話を発信（MWI の設

定など）しません。このオプションは、スケジュールに基づいた保守のために電話システムが発信通

話に応答できない場合に便利です。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

表 13-3 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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AXL サーバの編集
AXL サーバの編集

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Phone Systems in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

電話システムの関連付け

表 13-4 [AXL サーバの編集（Edit AXL Servers）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
AXL サーバを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。複数の AXL サーバを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

AXL サーバを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くの

で、このページに新規 AXL サーバに適用するデータを入力します。

順序（Order） AXL サーバの優先順位を入力します。数値の最も小さいサーバがプライマリ AXL サーバで、数値が

プライマリよりも大きい場合はセカンダリ サーバです。

IP アドレス（IP 
Address）

Cisco Unity Connection の接続先となる AXL サーバの IP アドレス（またはホスト名）を入力しま

す。

ポート（Port） Cisco Unity Connection が接続する AXL ポートを入力します。この設定は、AXL サーバが使用する

ポートと同じにする必要があります。

ユーザ名

（Username）
Cisco Unity Connection が AXL サーバへのサインイン時に使用するユーザ名を入力します。

パスワード

（Password）
Cisco Unity Connection が AXL サーバへのサインイン時に使用するパスワードを入力します。

Cisco Unified 
Communications 
Manager のバージョ

ン（Cisco Unified 
Communications 
Manager Version）

次の項目が正確に表現された適切な設定を選択します。

• Cisco Unity Connection と連動させる Cisco Unified Communications Manager のバージョン。

• AXL ポートが Secure Socket Layer（SSL）に対応しているかどうか。

SSL 以外のバージョンを選択する場合、AXL ポートは SSL 以外のポート（通常はポート 80）にする

必要があります。SSL 対応のバージョンを選択する場合、AXL ポートは SSL 対応のポート（通常は

ポート 443 またはポート 8443）にする必要があります。

表 13-5 [電話システムの関連付け（Phone System Associations）] ページ

フィールド 説明

ユーザ エイリアス

（User Alias）
（表示専用）この電話システムに関連付けられているユーザのエイリアス。

MWI （表示専用）この電話システムによってオン /オフされるこのユーザの MWI の数。

通知デバイス

（Notification 
Device）

（表示専用）この電話システムを使用して接続されている、このユーザの到着通知デバイスの数。
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ポート グループの検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Phone Systems in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ポート グループの検索

関連項目

ポート グループの新規作成

表 13-6 [ポート グループの検索（Search Port Groups）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ポート グループを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の

削除（Delete Selected）] を選択します。複数のポート グループを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

ポート グループを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開

くので、このページに新規ポート グループに適用するデータを入力します。

ポート グループ名

（Port Group Name）
（表示専用）ポート グループの識別に役立つ名前。電話システムの設定を表示および編集するには、

この名前を選択します。

電話システムの表示

名（Phone System 
Display Name）

（表示専用）ポート グループを使用する電話システム。

ポート カウント

（Port Count）
（表示専用）ポート グループで使用するために Cisco Unity Connection で作成されたボイス メッセー

ジ ポートの数。

連動方法

（Integration 
Method）

（表示専用）Cisco Unity Connection と電話システムの接続に使用されている連動方法。

リセットが必要

（Needs Reset）
（表示専用）すべての機能を正常に使用するために、ポート グループのリセットが必要になるかどう

かを示します。

表 13-7 [ポート グループの新規作成（New Port Group）] ページ

フィールド 説明

電話システム

（Phone System）

ポート グループを使用する電話システムを選択します。
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ポート グループの新規作成
作成元（Create 
From）

次のいずれかを選択します。

• [ポート グループ タイプ（Port Group Type）]：Connection は、リストから選択したタイプに基

づいて新しいポート グループを作成します。新しいポート グループには、ポート グループ タイ

プで指定したデフォルト設定が適用されます。

• [ポート グループ（Port Group）]：Connection は、リストから選択した既存のポート グループ

に基づいて新しいポート グループを作成します。新しいポート グループには、選択したポート 
グループの現在の設定が適用されます。

表示名（Display 
Name）

ポート グループの説明的な名前を入力します。

デバイス名プレ

フィックス（Device 
Name Prefix）

（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unified Communications Manager がボイス ポートのデバ

イス名に追加するプレフィックスを入力します。このプレフィックスは、Cisco Unified CM で使用

するプレフィックスと一致する必要があります。

MWI オンの内線番

号（MWI On 
Extension）

（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unified CM Administration で指定した MWI オン用の内

線番号を入力します。

MWI オフの内線番

号（MWI Off 
Extension）

（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unified CM Administration で指定した MWI オフ用の内

線番号を入力します。

SIP サーバで認証す

る（Authenticate 
with SIP Server）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が SIP サーバで認証する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

認証ユーザ名

（Authentication 
Username）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が SIP サーバでの認証に使用するユーザ名を入力します。

認証パスワード

（Authentication 
Password）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が SIP サーバでの認証に使用するパスワードを入力します。

連絡先回線名

（Contact Line 
Name）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection にアクセスするユーザおよび SIP サーバに登録する 
Connection が使用するボイス メッセージ回線の名前（またはパイロット番号）を入力します。

SIP セキュリティ プ
ロファイル（SIP 
Security Profile）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が使用する SIP セキュリティ プロファ

イルを選択します。

デフォルト設定：5060

SIP 転送プロトコル

（SIP Transport 
Protocol）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が使用する SIP 転送プロトコルを選択

します。

デフォルト設定：UDP

表 13-7 [ポート グループの新規作成（New Port Group）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ポート グループの新規作成
セキュリティ モード

（Security Mode）
（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が使用する適切なセキュリティ モードを選択します。

• [認証（Authenticated）]：コールシグナリング メッセージは認証された Transport Layer 
Security（TLS）ポートを使用して Cisco Unified CM に接続されるため、完全性が保証されま

す。ただし、クリア（暗号化されていない）テキストで送信されるため、コールシグナリング 
メッセージのプライバシーは保証されません。

• [暗号化（Encrypted）]：コールシグナリング メッセージは、認証された TLS ポートを使用して 
Cisco Unified CM に接続され、暗号化されるため、完全性とプライバシーが保証されます。

デフォルト設定：[認証（Authenticated）]

セキュア RTP
（Secure RTP）

（SIP 連動専用）メディア ストリーム（Real-Time Transport Protocol（RTP））を暗号化する場合は、

このチェックボックスをオンにします。

（注） メディア ストリームの暗号化は、Cisco Unified Communications Manager 5.x 以降に限りサ

ポートされます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

IPv4 アドレス /ホス

ト名（IPv4 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる電話システム、SIP サーバ、または PIMG/TIMG 装置の IPv4 アドレ

ス（またはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv6 アドレス /ホスト名（IPv6 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

（注） SCCP ポートで Cisco Unified CM 認証および暗号化を使用する場合は、このフィールドに IP 
アドレスまたはホスト名を入力します。SCCP ポートの Connection と Cisco Unified CM の
間の暗号化に使用する CTL ファイルには、IPv6 アドレッシングを使用している場合でも、

IPv4 アドレス /ホスト名が必要です。

IPv6 アドレス /ホス

ト名（IPv6 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる Cisco Unified Communications Manager サーバの IPv6 アドレス（ま

たはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv4 アドレス /ホスト名（IPv4 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

（注） この設定は、Connection だけに適用可能です。IPv6 は、Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition でサポートされていません。

（注） この設定は、Cisco Unified Communications Manager 連動だけに適用可能です。IPv6 は、他

の電話システムとの連動はサポートされていません。

ポート（Port） （Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unity Connection の接続先となるプライマリ Cisco 
Unified Communications Manager サーバの Transmission Control Protocol（TCP; 伝送制御プロトコ

ル）ポートを入力します。デフォルト設定を使用することを推奨します。

デフォルト設定：2000

ポート（Port） （PIMG/TIMG 連動専用）Cisco Unity Connection の接続先となる PIMG/TIMG 装置の SIP ポート。

複数の PIMG/TIMG 装置を設定する場合は（各 PIMG/TIMG 装置は、それぞれ固有のポート グルー

プに含まれます）、この設定値を以降の装置 1 台ごとに 1 ずつ増やします。たとえば、装置 2 は 
5061、装置 3 は 5062 などとします。

デフォルト設定：5060

表 13-7 [ポート グループの新規作成（New Port Group）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ポート グループの基本設定
（注） SCCP および SIP ポート グループは、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方をサポートします。ただ

し、IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されてい

る場合にのみ機能します。SIP to DMG/PIMG/TIMG ポート グループは、IPv4 アドレスのみサポート

します。IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity 
Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 Addresses of Cisco Unity Connection」の章を参

照してください。このドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug051.html か
ら入手可能です。

関連項目

ポート グループの基本設定

ポート（Port） （SIP 連動専用）Cisco Unity Connection の接続先となる SIP サーバの SIP ポート。デフォルト設定を

使用することを推奨します。

デフォルト設定：5060

TLS ポート（TLS 
Port）

（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unity Connection の連動対象となる Cisco Unified 
Communications Manager サーバの TLS ポートを入力します。

デフォルト設定：2443

表 13-7 [ポート グループの新規作成（New Port Group）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-8 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

ポート グループの説明的な名前を入力します。

連動方法

（Integration 
Method）

（表示専用）Cisco Unity Connection と電話システムの接続に使用されている連動方法。

デバイス名プレ

フィックス（Device 
Name Prefix）

（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unified Communications Manager がボイス ポートのデバ

イス名に追加するプレフィックスを入力します。このプレフィックスは、Cisco Unified CM で使用

するプレフィックスと一致する必要があります。

リセットのステータ

ス（Reset Status）
（表示専用）すべての機能を正常に使用するために、ポート グループのリセットが必要になるかどう

かを示します。

PIMG の設定（PIMG Settings）

IPv4 アドレス /ホス

ト名（IPv4 Address 
or Host Name）

（PIMG/TIMG 連動専用）ポート グループの接続先となる PIMG/TIMG 装置の IP アドレス（または

ホスト名）を入力します。
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ポート グループの基本設定
ポート（Port） （PIMG/TIMG 連動専用）Cisco Unity Connection の接続先となる PIMG/TIMG 装置の SIP ポート。

複数の PIMG/TIMG 装置を設定する場合は（各 PIMG/TIMG 装置は、それぞれ固有のポート グルー

プに含まれます）、この設定値を以降の装置 1 台ごとに 1 ずつ増やします。たとえば、装置 2 は 
5061、装置 3 は 5062 などとします。

デフォルト設定：5060

セッション開始プロトコル（SIP）の設定（Session Initiation Protocol (SIP) Settings）

SIP サーバで登録す

る（Register with 
SIP Server）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が SIP サーバに登録する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

SIP サーバで認証す

る（Authenticate 
with SIP Server）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が SIP サーバで認証する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

認証ユーザ名

（Authentication 
Username）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が SIP サーバでの認証に使用するユーザ名を入力します。

認証パスワード

（Authentication 
Password）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が SIP サーバでの認証に使用するパスワードを入力します。

連絡先回線名

（Contact Line 
Name）

（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection にアクセスするユーザおよび SIP サーバに登録する 
Connection が使用するボイス メッセージ回線の名前（またはパイロット番号）を入力します。

SIP セキュリティ プ
ロファイル（SIP 
Security Profile）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が使用する SIP セキュリティ プロファ

イルを選択します。

デフォルト設定：5060

SIP 転送プロトコル

（SIP Transport 
Protocol）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が使用する SIP 転送プロトコルを選択

します。

デフォルト設定：UDP

セキュリティ モード

（Security Mode）
（SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が使用する適切なセキュリティ モードを選択します。

• [認証（Authenticated）]：コールシグナリング メッセージは認証された Transport Layer 
Security（TLS）ポートを使用して Cisco Unified CM に接続されるため、完全性が保証されま

す。ただし、クリア（暗号化されていない）テキストで送信されるため、コールシグナリング 
メッセージのプライバシーは保証されません。

• [暗号化（Encrypted）]：コールシグナリング メッセージは、認証された TLS ポートを使用して 
Cisco Unified CM に接続され、暗号化されるため、完全性とプライバシーが保証されます。

デフォルト設定：[認証（Authenticated）]

セキュア RTP
（Secure RTP）

（SIP 連動専用）メディア ストリーム（Real-Time Transport Protocol（RTP））を暗号化する場合は、

このチェックボックスをオンにします。

（注） メディア ストリームの暗号化は、Cisco Unified Communications Manager 5.x 以降に限りサ

ポートされます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフです。

アドバタイズされているコーデックの設定（Advertised Codec Settings）

表 13-8 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ポート グループの基本設定
アドバタイズの変更

（Change 
Advertising）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズする使用可能

なコーデック（オーディオ形式）を管理するには、このボタンを選択します。

表示名（Display 
Name）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズする使用可能

なコーデック（オーディオ形式）の名前。

パケット サイズ

（Packet Size）
（PIMG/TIMG および SIP 統合専用）このコーデック（オーディオ形式）で使用するパケットのサイ

ズ（ミリ秒単位）を選択します。

デフォルト設定：20 ミリ秒

メッセージ受信インジケータの設定（Message Waiting Indicator Settings）

メッセージ受信イン

ジケータを有効にす

る（Enable Message 
Waiting Indicators）

ポート グループのボイス メッセージ ポートでメッセージ受信インジケータ（MWI）をオン /オフで

きるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。MWI のオン /オフを実行するのは、

[MWI 要求を送信（Send MWI Requests）] チェックボックスがオンになっているボイス メッセージ 
ポートだけです。

ポート グループのすべてのボイス メッセージ ポートでメッセージ受信インジケータ（MWI）のオン

/オフを無効にする場合は、このチェックボックスをオフにします。これらのポートは、ボイス メッ

セージ ポートの [MWI 要求を送信（Send MWI Requests）] チェックボックスがオンになっている場

合でも MWI をオンまたはオフにしません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

MWI オンの内線番

号（MWI On 
Extension）

（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unified CM Administration で指定した MWI オン用の内

線番号を入力します。

MWI オフの内線番

号（MWI Off 
Extension）

（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）Cisco Unified CM Administration で指定した MWI オフ用の内

線番号を入力します。

要求間の遅延 ____ 
ミリ秒（Delay 
Between Requests 
____ Milliseconds）

次回の MWI 要求までの最小待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒

同時要求の最大数

（Maximum 
Concurrent 
Requests）

同時に試行されるメッセージ受信インジケータ（MWI）要求の最大数を入力します。MWI 要求が急

増した場合に、大量の Cisco Unity Connection リソース需要が発生しないようにします。

デフォルト設定：要求 0 個

試行に成功した後の

リトライ数（Retries 
After Successful 
Attempt）

MWI の成功が報告された後、成功を確実にするために MWI 要求を再試行する回数を入力します。

デフォルト設定：再試行 0 回

試行に成功した後の

リトライ間隔 ____ 
ミリ秒（Retry 
Interval After 
Successful Attempt 
____ Milliseconds）

MWI の成功が報告された後、MWI を再試行する間隔をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：5 ミリ秒

表 13-8 [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サーバの編集
（注） SCCP および SIP ポート グループは、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方をサポートします。ただ

し、SIP to DMG/PIMG/TIMG ポート グループは、IPv4 アドレスのみサポートします。IPv6 設定の詳

細については、『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding 
or Changing the IPv6 Addresses of Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このドキュメン

トは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug051.html か
ら入手可能です。

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Port Groups in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

サーバの編集

表 13-9 [サーバの編集（Edit Servers）] ページ

フィールド 説明

Cisco Unified Communications Manager サーバ（Cisco Unified Communications Manager Servers）

選択項目の削除

（Delete Selected）
サーバを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。一度に複数のサーバを削除できます。

追加（Add） サーバを追加するには、[追加（Add）] ボタンを選択します。新しい行が表示されます。ここで、新

しいサーバに適切なデータを入力します。

順序（Order） ポート グループの接続先となる Cisco Unified Communications Manager サーバの優先順位を入力し

ます。数値の最も小さいサーバがプライマリ Cisco Unified CM サーバで、数値がプライマリよりも

大きい場合はセカンダリ サーバです。

IPv4 アドレス /ホス

ト名（IPv4 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる Cisco Unified Communications Manager サーバの IPv4 アドレス（ま

たはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv6 アドレス /ホスト名（IPv6 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

（注） SCCP ポートで Cisco Unified CM 認証および暗号化を使用する場合は、このフィールドに IP 
アドレスまたはホスト名を入力します。SCCP ポートの Connection と Cisco Unified CM の
間の暗号化に使用する CTL ファイルには、IPv6 アドレッシングを使用している場合でも、

IPv4 アドレス /ホスト名が必要です。
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サーバの編集
IPv6 アドレス /ホス

ト名（IPv6 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる Cisco Unified Communications Manager サーバの IPv6 アドレス（ま

たはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv4 アドレス /ホスト名（IPv4 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

（注） この設定は、Connection だけに適用可能です。IPv6 は、Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition でサポートされていません。

（注） この設定は、Cisco Unified Communications Manager 連動だけに適用可能です。IPv6 は、他

の電話システムとの連動はサポートされていません。

ポート（Port） Cisco Unity Connection が Cisco Unified Communications Manager サーバへの接続に使用する TCP 
ポートの番号を入力します。デフォルト設定を使用することを推奨します。

デフォルト設定：2000

TLS ポート（TLS 
Port）

Cisco Unified Communications Manager サーバの TLS ポートを入力します。デフォルト設定を使用

することを推奨します。

デフォルト設定：2443

サーバ タイプ

（Server Type）
Cisco Unity Connection の連動対象となる Cisco Unified Communications Manager サーバのタイプを

選択します（[Cisco Unified Communications Manager] または [Cisco Unified Communications 
Manager Express]）。

デフォルト設定：Cisco Unified Communications Manager

高順位の Cisco 
Unified 
Communications 
Manager が使用可能

になったら再接続す

る（Reconnect To a 
Higher-Order Cisco 
Unified 
Communications 
Manager When 
Available）

このチェックボックスをオンにすると、より優先順位の高いサーバで停電が発生した直後に、ポート 
グループのポートが [Cisco Unified Communications Manager サーバ（Cisco Unified 
Communications Manager Servers）] テーブル内にリストされた優先順位の高いサーバに、

Cisco Unity Connection によって再登録されます。Cisco Unified CM と Connection の間の接続は、

Cisco Unified CM によって指定された間隔で送信されるキープアライブによって維持されます。こ

のチャックボックスをオンにすると、キープアライブによってサーバが使用可能なことが示される

と、Connection が優先順位の高い Cisco Unified CM サーバにただちに再接続します。

このチェックボックスをオフにすると、より優先順位の高いサーバで停電が発生した後も Cisco 
Unity Connection が優先順位の低い Cisco Unified CM サーバとの接続を維持します。この接続は、

キープアライブによって優先順位の高いサーバが再び使用可能であることが示された場合でも維持さ

れます。

SIP サーバ（SIP Servers）

選択項目の削除

（Delete Selected）
SIP サーバを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。複数の SIP サーバを同時に削除できます。

追加（Add） サーバを追加するには、[追加（Add）] ボタンを選択します。新しい行が表示されます。ここで、新

しいサーバに適切なデータを入力します。

順序（Order） ポート グループの接続先となる SIP サーバの優先順位を入力します。数値の最も小さいサーバがプラ

イマリ SIP サーバで、数値がプライマリよりも大きい場合はセカンダリ サーバです。

IPv4 アドレス /ホス

ト名（IPv4 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる SIP サーバの IPv4 アドレス（またはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv6 アドレス /ホスト名（IPv6 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

表 13-9 [サーバの編集（Edit Servers）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サーバの編集
IPv6 アドレス /ホス

ト名（IPv6 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる Cisco Unified Communications Manager サーバの IPv6 アドレス（ま

たはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv4 アドレス /ホスト名（IPv4 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

（注） この設定は、Connection だけに適用可能です。IPv6 は、Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition でサポートされていません。

（注） この設定は、Cisco Unified Communications Manager 連動だけに適用可能です。IPv6 は、他

の電話システムとの連動はサポートされていません。

ポート（Port） Cisco Unity Connection が SIP サーバへの接続に使用する IP ポートの番号を入力します。デフォルト

設定を使用することを推奨します。

デフォルト設定：5060

TLS ポート（TLS 
Port）

SIP サーバの TLS ポートを入力します。

デフォルト設定：5061

TFTP サーバ（TFTP Servers）

選択項目の削除

（Delete Selected）
Trivial File Transfer Protocol（TFTP; 簡易ファイル転送プロトコル）サーバを削除するには、表示名

の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

複数の TFTP サーバを同時に削除できます。

追加（Add） サーバを追加するには、[追加（Add）] ボタンを選択します。新しい行が表示されます。ここで、新

しいサーバに適切なデータを入力します。

順序（Order） ポート グループの接続先となる TFTP サーバの優先順位を入力します。数値の最も小さいサーバがプ

ライマリ TFTP サーバで、数値がプライマリよりも大きい場合はセカンダリ サーバです。

IPv4 アドレス /ホス

ト名（IPv4 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる TFTP サーバの IPv4 アドレス（またはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv6 アドレス /ホスト名（IPv6 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

（注） SCCP ポートで Cisco Unified CM 認証および暗号化を使用する場合は、このフィールドに IP 
アドレスまたはホスト名を入力します。SCCP ポートの Connection と Cisco Unified CM の
間の暗号化に使用する CTL ファイルには、IPv6 アドレッシングを使用している場合でも、

IPv4 アドレス /ホスト名が必要です。

IPv6 アドレス /ホス

ト名（IPv6 Address 
or Host Name） 

ポート グループの接続先となる TFTP サーバの IPv6 アドレス（またはホスト名）を入力します。

このフィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力するか、[IPv4 アドレス /ホスト名（IPv4 
Address or Host Name）] フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力する必要があります（ま

た、該当する場合は、両方のフィールドに情報を入力します）。両方のフィールドを空白のままにす

ることはできません。

（注） この設定は、Connection だけに適用可能です。IPv6 は、Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition でサポートされていません。

（注） この設定は、Cisco Unified Communications Manager 連動だけに適用可能です。IPv6 は、他

の電話システムとの連動はサポートされていません。

IPv6 アドレッシング モード（IPv6 Addressing Mode） 

表 13-9 [サーバの編集（Edit Servers）] ページ （続き）

フィールド 説明
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サーバの編集
（注） SCCP および SIP ポート グループは、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方をサポートします。ただ

し、SIP to DMG/PIMG/TIMG ポート グループは、IPv4 アドレスのみサポートします。IPv6 設定の詳

細については、『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding 
or Changing the IPv6 Addresses of Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このドキュメン

トは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug051.html か
ら入手可能です。

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Port Groups in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

シグナリングの設定

（Preference for 
Signaling） 

この設定により、SCCP で Cisco Unified Communications Manager に登録する場合、および SIP 要
求を開始する場合のコール制御シグナリング設定が決定されます。この設定は、[システム設定

（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] ページの [IP アドレッシング モード（IP 
Addressing Mode）] オプションが IPv4 および IPv6 に設定されている場合のみ適用可能です。

リストからオプションを選択し、Connection が発信トラフィックを制御する方法を制御します。

• IPv4

• IPv6

デフォルト設定：IPv4

（注） このページの設定は、Connection だけに適用可能です。IPv6 は、Cisco Unified 
Communications Manager Business Edition でサポートされていません。

（注） この設定は、Cisco Unified CM 連動だけに適用可能です。IPv6 は、他の電話システムとの連

動はサポートされていません。

メディアの設定

（Preference for 
Media） 

（SIP 連動専用）この設定により、デュアルスタック（IPv4 および IPv6）デバイスとの通信時に、メ

ディア イベントの優先的アドレッシング モードが決定されます。この設定は、[システム設定

（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] ページの [IP アドレッシング モード（IP 
Addressing Mode）] オプションが IPv4 および IPv6 に設定されている場合のみ適用可能です。

リストからオプションを選択し、Connection がメディア トラフィックを処理する方法を制御します。

• IPv4

• IPv6

デフォルト設定：IPv4

（注） この設定は、Connection だけに適用されます。IPv6 は、Cisco Unified Communications 
Manager Business Edition でサポートされていません。

（注） この設定は、Cisco Unified Communications Manager 連動だけに適用可能です。IPv6 は、他

の電話システムとの連動はサポートされていません。

表 13-9 [サーバの編集（Edit Servers）] ページ （続き）

フィールド 説明
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詳細設定の編集
詳細設定の編集

表 13-10 [詳細設定の編集（Edit Advanced Settings）] ページ

フィールド 説明

応答後の待機時間 
____ ミリ秒（Delay 
After Answer ____ 
Milliseconds）

Cisco Unity Connection にコールが接続された後、Connection がグリーティングを再生するまでの待

機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒

発信ガード時間 
_____ ミリ秒

（Outgoing Guard 
Time _____ 
Milliseconds）

ボイス メッセージ ポートが非アクティブになっている場合、そのポートを Cisco Unity Connection 
が発信通話に使用できるようになるまでの待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：1,000 ミリ秒

発信ダイヤル前の待

機時間 ____ ミリ秒

（Outgoing Pre-Dial 
Delay ____ 
Milliseconds）

Cisco Unity Connection が発信通話をダイヤルするまでの待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒

発信ダイヤル後の待

機時間 ____ ミリ秒

（Outgoing Post-Dial 
Delay ____ 
Milliseconds）

Cisco Unity Connection が発信通話をダイヤルした後の待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒

DTMF ダイヤル番

号間の待機時間 
____ ミリ秒

（DTMF Interdigit 
Delay ____ 
Milliseconds）

発信者が番号をダイヤルした後、Cisco Unity Connection が受信した番号を処理するまでの待機時間

をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：300 ミリ秒

録音の DTMF ク
リップ ____ ミリ秒

（Recording DTMF 
Clip ____ 
Milliseconds）

メッセージが DTMF タッチトーンで終了している場合に、録音の末尾から切り捨てる時間の長さを

ミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：170 ミリ秒

録音のトーン エキス

トラ クリップ ____ 
ミリ秒（Recording 
Tone Extra Clip 
____ Milliseconds）

発信者が電話を切断してメッセージを終了した場合に、録音の末尾から切り捨てる時間の長さをミリ

秒単位で入力します。この方法でコールが終了された場合、電話システムはトーン（リオーダー トー

ンなど）を再生することがあります。

デフォルト設定：250 ミリ秒

コール情報を待機す

る ____ ミリ秒

（Wait For Call 
Information ____ 
Milliseconds）

（PIMG/TIMG 連動専用）Cisco Unity Connection がグリーティングを再生する前に、PIMG/TIMG 装
置からのコール情報の受信を待機する時間（ミリ秒）。

この設定が適用されるのは、TIMG 装置またはアナログ PIMG 装置を使用した連動だけです。この設

定は、電話システムの設定によって異なる場合があります。

デフォルト設定：0 ミリ秒

リモート パーティ 
ID

（Remote-Party-ID）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）ボイス メッセージ ポートのパイロット番号がダイヤルされた場

合に、電話機に表示されるテキストを入力します。たとえば、「Cisco Unity Connection voicemail」
と入力します。
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コーデックのアドバタイズの編集
関連項目

コーデックのアドバタイズの編集

DTMF KPML を使

用（Use DTMF 
KPML）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）RFC 4730 に準拠した SIP NOTIFY メッセージを使用してコー

ル制御の DTMF 番号を送信する場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

DTMF RFC 2833 を
使用（Use DTMF 
RFC 2833）

（PIMG/TIMG および SIP 連動専用）RFC 2833 に準拠した RTP（オーディオ）ストリームを使用し

てコール制御の DTMF 番号を送信する場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

SIP MWI 要求（SIP 
MWI Requests）

（PIMG/TIMG 連動専用）次のいずれかを選択します。

• [特定の PIMG/TIMG ポートへのアドレス（Address to Specific PIMG/TIMG Port）]：このオプ

ションが選択されている場合、Cisco Unity Connection は、MWI をオンにするために使用した

ポートと同一のポートを使用して MWI をオフにします。

• [ポート固有でない（Not Port Specific）]：このオプションが選択されている場合、Cisco Unity 
Connection は使用可能な発信ポートを使用して MWI をオフにします。

デフォルト設定：[特定の PIMG/TIMG ポートへのアドレス（Address to Specific PIMG/TIMG Port）
]

オーディオ ノーマラ

イズ（音量均一化）

を有効にする

（Enable Audio 
Normalization）

ボイス メッセージとユーザ グリーティングの録音音量を Cisco Unity Connection で自動的に調整し

て、[システム設定（System Settings）] > [全般設定（General Configuration）] ページの [録音およ

びメッセージのターゲット デシベル レベル（Target Decibel Level for Recordings and Messages）] 
フィールドの設定と同じにする場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

ノイズ リダクション

を有効にする

（Enable Noise 
Reduction）

Cisco Unity Connection でノイズ リダクション（低減）フィルタを有効にして、雑音が多い環境での

音質および音声認識の正確さを改善する場合は、このチェックボックスをオンにします。このフィル

タは、ポート グループ内のボイス メッセージ ポートへのコールにおける音声認識カンバセーション

のユーザによるすべての音声発話、および Connection により録音されるすべての音声に適用されま

す。ポート グループ内のボイス メッセージ ポートへのコールにおけるすべての発話および録音され

た音声に対し、このフィルタを無効にする場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 13-10 [詳細設定の編集（Edit Advanced Settings）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-11 [コーデックのアドバタイズの編集（Edit Codec Advertising）] ページ

フィールド 説明

アドバタイズされて

いるコーデック

（Advertised 
Codecs）

このリストには、Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズする使用可能なコーデック（オー

ディオ形式）を移動します。別のコーデックを使用する場合は、電話システムで変換する必要があり

ます。

アドバタイズされて

いないコーデック

（Unadvertised 
Codecs）

このリストには、Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズしないコーデック（オーディオ形

式）を移動します。
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ポートの検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Port Groups in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ポートの検索

表 13-12 [ポートの検索（Search Ports）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
ポートを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。複数のポートを同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

ポートを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くので、こ

のページに新規ポートに適用するデータを入力します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）ボイス メッセージ ポートの識別に役立つ名前。この名前はポート グループの表示名から

作成され、以降にハイフン（-）とボイス メッセージ ポートのシーケンス番号が付加されます。

電話システムの表示

名（Phone System 
Display Name）

（表示専用）ポートを使用する電話システム。電話システムの設定を表示および編集するには、この

名前を選択します。

内線番号

（Extension）
（表示専用）ボイス メッセージ ポートの内線番号（定義されている場合）。

サーバ（Server） （表示専用）このポートを処理する Cisco Unity Connection のサーバまたはノード（Connection クラ

スタが設定されている場合）。

有効（Enabled） （表示専用）列が X になっている場合、通常運用中にポートが有効になります。

コールに応答する

（Answer Calls）
（表示専用）列が X になっている場合、ポートはコールへの応答用に指定されています。

メッセージの通知

（Message 
Notification）

（表示専用）列が X になっている場合、ポートはユーザへのメッセージ通知用に指定されています。

発信 MWI（Dialout 
MWI）

（表示専用）列が X になっている場合、ポートは MWI のオン /オフ用に指定されています。

TRAP 接続（TRAP 
Connection）

（表示専用）列が X になっている場合、ユーザはこのポートを使用することで、電話機を Cisco Unity 
Connection の Web アプリケーションおよび電子メール クライアントで録音 /再生デバイスとして使

用できます。通常、[TRAP 接続（TRAP Connection）] には、最も使用率の低いポートを割り当てま

す。

セキュリティ モード

（Security Mode）
（表示専用）Cisco Unified Communications Manager の認証または暗号化が有効になっているかどう

かを示します。
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ポートの新規作成
関連項目

ポートの新規作成

表 13-13 [ポートの新規作成（New Port）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 通常運用中にポートを有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

ポートを無効にするには、このチェックボックスをオフにします。ポートが無効になっている場合に

ポートを呼び出すと、呼び出し音は鳴りますが、応答はありません。通常、ポートは、テスト中イン

ストーラによってだけ無効になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

ポート数（Number 
of Ports）

追加するボイス メッセージ ポートの数を入力します。

デフォルト設定：1

範囲の最初の内線番

号（Beginning 
Extension for a 
Range）

（PIMG/TIMG 連動専用）最初のボイス メッセージ ポートの内線番号を入力します。複数のポートを

追加する場合、最初のポートがこの内線番号を受け取り、次のポートがその次の内線ポートを受け取

ります。これ以降も同様です。

注意 入力する内線番号が、他のボイス メッセージ ポートに割り当てられていないことを確認す

る必要があります。入力する内線番号がすでに他のポートに割り当てられている場合、電

話システム連動が正しく機能しないことがあります。

電話システム

（Phone System）

ボイス メッセージ ポートが使用する電話システムを選択します。

ポート グループ

（Port Group）
ボイス メッセージ ポートが所属するポート グループを選択します。

サーバ（Server） （Cisco Unified CM SCCP および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection クラスタが設定されている

場合に、ボイス メッセージ ポートを処理する Connection サーバの名前を選択します。

コールに応答する

（Answer Calls）
ポートをコールへの応答用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにします。これらの通話

は、識別できない発信者またはユーザからの着信です。

このポートでコールに応答しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

メッセージ通知を実

行する（Perform 
Message 
Notification）

ポートをユーザへのメッセージ通知用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにします。稼

働率が最も低いポートに [メッセージ通知を実行する（Perform Message Notification）] を割り当て

ます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。
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ポートの基本設定
関連項目

ポートの基本設定

MWI 要求を送信

（Send MWI 
Requests）

（シリアル連動では使用されません）ポートを MWI のオン /オフ用に指定する場合は、このチェック

ボックスをオンにします。[MWI 要求を送信（Send MWI Requests）] には、最も使用率の低いポー

トを割り当てることをお勧めします。

次の点に注意してください。

• [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで [メッセージ受信インジケータを有

効にする（Enable Message Waiting Indicators）] チェックボックスがオフになっている場合、こ

のチェックボックスはポート グループのすべてのポートで使用不能になります。

• ボイス メッセージ ポートで MWI をオン /オフするには、ポート グループの [ポート グループの

基本設定（Port Group Basics）] ページで [メッセージ受信インジケータを有効にする（Enable 
Message Waiting Indicators）] チェックボックスをオンにする必要があります。ポート グループ

の [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで [メッセージ受信インジケータを

有効にする（Enable Message Waiting Indicators）] チェックボックスがオフになっている場合、

ボイス メッセージ ポートは MWI をオン /オフしません。

ポート グループのボイス メッセージ ポートによってメッセージ受信インジケータ（MWI）が設定さ

れないようにするには、このチェックボックスをオフにします。このチェックボックスがオフになっ

ている場合、ボイス メッセージ ポートが MWI 要求を送信するように設定されていても MWI は設定

されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

TRAP 接続を許可す

る（Allow TRAP 
Connections）

ユーザが Cisco Unity Connection の Web アプリケーションおよび電子メール クライアントで録音 /
再生デバイスとして電話機を使用できるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。

稼働率が最も低いポートに [TRAP 接続を許可する（Allow TRAP Connections）] を割り当てます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

セキュリティ モード

（Security Mode）
（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）ボイス メッセージ ポートに使用する Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ モードを選択します。

デフォルト設定：[非セキュア（Non-secure）]

表 13-13 [ポートの新規作成（New Port）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-14 [ポートの基本設定（Port Basics）] ページ

フィールド 説明

有効（Enabled） 通常運用中にポートを有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

ポートを無効にするには、このチェックボックスをオフにします。ポートが無効になっている場合に

ポートを呼び出すと、呼び出し音は鳴りますが、応答はありません。通常、ポートは、テスト中イン

ストーラによってだけ無効になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

ポート名（Port 
Name）

（表示専用）ボイス メッセージ ポートの識別に役立つ名前。この名前はポート グループの表示名から

作成され、以降にハイフン（-）とボイス メッセージ ポートのシーケンス番号が付加されます。
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ポートの基本設定
再起動（Restart） ボイス メッセージ ポートを再起動するには、このボタンを選択します。

注意 ボイス メッセージ ポートを再起動すると、そのポートで進行中のコールはすべて終了しま

す。Cisco Unity Connection Serviceability では、ポートでの新しい着信コールの受け入れ

を [ツール（Tools）] > [クラスタの管理（Cluster Management）] ページで停止できます。

電話システム

（Phone System）

（表示専用）ボイス メッセージ ポートを使用する電話システムの表示名。

ポート グループ

（Port Group）
（表示専用）ボイス メッセージ ポートが所属するポート グループ。

内線番号

（Extension）
（PIMG/TIMG 連動専用）電話システムがポートへの接続に使用する内線番号を入力します。

サーバ（Server） （Cisco Unified CM SCCP および SIP 連動専用）Cisco Unity Connection クラスタが設定されている

場合に、ボイス メッセージ ポートを処理する Connection サーバの名前を選択します。

コールに応答する

（Answer Calls）
ポートをコールへの応答用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにします。これらの通話

は、識別できない発信者またはユーザからの着信です。

このポートでコールに応答しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

メッセージ通知を実

行する（Perform 
Message 
Notification）

ポートをユーザへのメッセージ通知用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにします。稼

働率が最も低いポートに [メッセージ通知を実行する（Perform Message Notification）] を割り当て

ます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

MWI 要求を送信

（Send MWI 
Requests）

（シリアル連動では使用されません）ポートを MWI のオン /オフ用に指定する場合は、このチェック

ボックスをオンにします。[MWI 要求を送信（Send MWI Requests）] には、最も使用率の低いポー

トを割り当てることをお勧めします。

次の点に注意してください。

• [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで [メッセージ受信インジケータを有

効にする（Enable Message Waiting Indicators）] チェックボックスがオフになっている場合、こ

のチェックボックスはポート グループのすべてのポートで使用不能になります。

• ボイス メッセージ ポートで MWI をオン /オフするには、ポート グループの [ポート グループの

基本設定（Port Group Basics）] ページで [メッセージ受信インジケータを有効にする（Enable 
Message Waiting Indicators）] チェックボックスをオンにする必要があります。ポート グループ

の [ポート グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで [メッセージ受信インジケータを

有効にする（Enable Message Waiting Indicators）] チェックボックスがオフになっている場合、

ボイス メッセージ ポートは MWI をオン /オフしません。

ポート グループのボイス メッセージ ポートによってメッセージ受信インジケータ（MWI）が設定さ

れないようにするには、このチェックボックスをオフにします。このチェックボックスがオフになっ

ている場合、ボイス メッセージ ポートが MWI 要求を送信するように設定されていても MWI は設定

されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

表 13-14 [ポートの基本設定（Port Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ポート証明書の表示
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Ports in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ポート証明書の表示

TRAP 接続を許可す

る（Allow TRAP 
Connections）

ユーザが Cisco Unity Connection の Web アプリケーションおよび電子メール クライアントで録音 /
再生デバイスとして電話機を使用できるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。

稼働率が最も低いポートに [TRAP 接続を許可する（Allow TRAP Connections）] を割り当てます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

発信ハント オーダー

（Outgoing Hunt 
Order）

（Cisco Unified CM SCCP および PIMG/TIMG 連動専用）ポートが発信通話に使用される場合に、

ポートの優先順位を入力します。

使用可能なポートのハント オーダーが同じ値になっている場合、Cisco Unity Connection は最も長時

間アイドル状態になっているポートを使用します。

セキュリティ モード

（Security Mode）
（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）ボイス メッセージ ポートに使用する Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ モードを選択します。

デフォルト設定：[非セキュア（Non-secure）]

SCCP（Skinny）デ

バイス名（SCCP 
(Skinny) Device 
Name）

（表示専用）Cisco Unified Communications Manager がボイス メッセージ ポートに割り当てたデバイ

ス名。このデバイス名は、トラブルシューティングで役立つ場合があります。

証明書の表示

（View Certificate）
（Cisco Unified CM SCCP 連動専用）ボイス メッセージ ポートのデバイス証明書データを表示するに

は、このボタンを選択します。

表 13-14 [ポートの基本設定（Port Basics）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-15 [ポート証明書の表示（View Port Certificate）] ページ

フィールド 説明

サブジェクト

（Subject）
（表示専用）ポート証明書の Subject フィールドの内容。

発行者（Issuer） （表示専用）ポート証明書の Issuer フィールドの内容。

有効期限の開始

（Valid From）

（表示専用）ポート証明書の有効期限の開始日時。

有効期限の終了

（Valid Until）
（表示専用）ポート証明書の有効期限の終了日時。

バージョン

（Version）
（表示専用）ポート証明書のバージョン。

シリアル番号

（Serial Number）
（表示専用）ポート証明書のシリアル番号。
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Speech Connect ポート
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Ports in Cisco Unity 
Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

Speech Connect ポート

電話システムのトランクの検索

証明書テキスト

（Certificate Text）
（表示専用）ポート証明書のテキストの内容。

秘密鍵（Private 
Key）

（表示専用）ポート証明書の暗号化された秘密鍵。

新規作成（Generate 
New）

すべてのボイス メッセージ ポートについて新しいポート証明書を生成するには、このボタンを選択

します。

表 13-15 [ポート証明書の表示（View Port Certificate）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-16 [Speech Connect ポート（Speech Connect Port）] ページ

フィールド 説明

Connection サーバ

（Connection Server）
Speech Connect ポートを設定する Connection サーバの名前を選択します。

ポート数（Number 
of Ports）

設定する Speech Connect ポートの数を入力します。

（注） [ポート数（Number of Ports）] フィールドで指定するポートの数は、音声ポートの最大数以

下にする必要があります。

表 13-17 [電話システムのトランクの検索（Search Phone System Trunks）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
電話システムのトランクを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選
択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数の電話システムのトランクを同時に削除でき

ます。

新規追加（Add 
New）

電話システムのトランクを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいペー

ジが開くので、このページに新しい電話システムのトランクに適用するデータを入力します。

発信側電話システム

の表示名（From 
Phone System 
Display Name）

（表示専用）コールを別の電話システムに送信するためのトランク アクセス コードを Cisco Unity 
Connection がダイヤルした場合に、コールの転送元となる電話システム。
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電話システム トランクの新規作成
関連項目

電話システム トランクの新規作成

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Managing Phone System Trunks 
in Cisco Unity Connection 9.x」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

ルート証明書の表示

受信側電話システム

の表示名（To Phone 
System Display 
Name）

（表示専用）トランク アクセス コードがダイヤルされた場合に、電話システム トランクの接続先とな

る電話システム。

トランク アクセス 
コード（Trunk 
Access Code）

（表示専用）コールを [発信側電話システム（From Phone System）] フィールドの電話システムから [
受信側電話システム（To Phone System）] フィールドの電話システムに転送する場合に、

Cisco Unity Connection がダイヤルする番号。

表 13-17 [電話システムのトランクの検索（Search Phone System Trunks）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-18 [電話システム トランクの新規作成（New Phone System Trunk）] ページ

フィールド 説明

発信側電話システム

（From Phone 
System）

コールを別の電話システムに送信するためのトランク アクセス コードを Cisco Unity Connection が
ダイヤルした場合に、コールの転送元となる電話システムを選択します。

受信側電話システム

（To Phone System）

トランク アクセス コードがダイヤルされた場合に、電話システム トランクの接続先となる電話シス

テムを選択します。

トランク アクセス 
コード（Trunk 
Access Code）

コールを [発信側電話システム（From Phone System）] フィールドの電話システムから [受信側電話

システム（To Phone System）] フィールドの電話システムに転送する場合に、Cisco Unity 
Connection がダイヤルするトランク アクセス コードを入力します。

表 13-19 [ルート証明書の表示（View Root Certificate）] ページ

フィールド 説明

サブジェクト

（Subject）
（表示専用）ルート証明書の Subject フィールドの内容。

発行者（Issuer） （表示専用）ルート証明書の Issuer フィールドの内容。

有効期限の開始

（Valid From）

（表示専用）ルート証明書の有効期限の開始日時。
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SIP 証明書の検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Security in Cisco Unity 
Connection 9.x (Cisco Unified Communications Manager Integrations Only)」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

SIP 証明書の検索

有効期限の終了

（Valid Until）
（表示専用）ルート証明書の有効期限の終了日時。

バージョン

（Version）
（表示専用）ルート証明書のバージョン。

ファイル名（File 
Name）

（表示専用）ルート証明書のファイル名。

シリアル番号

（Serial Number）
（表示専用）ルート証明書のシリアル番号。

証明書テキスト

（Certificate Text）
（表示専用）ルート証明書のテキストの内容。

秘密鍵（Private 
Key）

（表示専用）ルート証明書の暗号化された秘密鍵。

右クリックして証明

書をファイルとして

保存（Right-Click 
to Save the 
Certificate as a File）

このリンクを右クリックして [対象をファイルに保存（Save Target As）] を選択すると、ルート証明

書を指定位置にファイルとして保存できます。

このファイル名は、表示されている名前と同じものにして、拡張子は htm ではなく 0 にする必要があ

ることに注意してください。

新規作成（Generate 
New）

すべてのボイス メッセージ ポートについて新しいルート証明書と新しいポート証明書を生成するに

は、このボタンを選択します。

表 13-19 [ルート証明書の表示（View Root Certificate）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-20 [SIP 証明書の検索（Search SIP Certificates）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
SIP 証明書を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。複数の SIP 証明書を同時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

SIP 証明書を追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新しいページが開くの

で、このページに新規 SIP 証明書に適用するデータを入力します。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）SIP 証明書の名前。

件名（Subject 
Name）

（表示専用）Cisco Unified CM Administration の SIP トランクの SIP 証明書にある件名と一致する件

名。
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新規 SIP 証明書
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Security in Cisco Unity 
Connection 9.x (Cisco Unified Communications Manager Integrations Only)」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

新規 SIP 証明書

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Security in Cisco Unity 
Connection 9.x (Cisco Unified Communications Manager Integrations Only)」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

SIP 証明書の編集

表 13-21 SIP 証明書の新規作成（New SIP Certificate）

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

SIP 証明書の識別に役立つ名前を入力します。

件名（Subject 
Name）

Cisco Unified CM Administration の SIP トランクの SIP 証明書にある件名と一致する件名を入力しま

す。

注意 この件名は、Cisco Unified Communications Manager で使用される SIP 証明書の件名と一

致している必要があります。一致していない場合、Cisco Unified CM の認証および暗号化

は失敗します。

表 13-22 [SIP 証明書の編集（Edit SIP Certificate）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

SIP 証明書の識別に役立つ名前を入力します。

件名（Subject 
Name）

Cisco Unified CM Administration の SIP トランクの SIP 証明書にある件名と一致する件名を入力しま

す。

注意 この件名は、Cisco Unified Communications Manager で使用される SIP 証明書の件名と一

致している必要があります。一致していない場合、Cisco Unified CM の認証および暗号化

は失敗します。

サブジェクト

（Subject）
（表示専用）SIP 証明書の Subject フィールドの内容。
13-26
Cisco Unity Connection Release 9.x インターフェイス リファレンス ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag240.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag240.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag240.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag240.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html


 第 13 章 Cisco Unity Connection 9.x テレフォニー連動の設定

SIP セキュリティ プロファイルの検索
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Security in Cisco Unity 
Connection 9.x (Cisco Unified Communications Manager Integrations Only)」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

SIP セキュリティ プロファイルの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Security in Cisco Unity 
Connection 9.x (Cisco Unified Communications Manager Integrations Only)」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

発行者（Issuer） （表示専用）SIP 証明書の Issuer フィールドの内容。

有効期限の開始

（Valid From）

（表示専用）SIP 証明書の有効期限の開始日時。

有効期限の終了

（Valid Until）
（表示専用）SIP 証明書の有効期限の終了日時。

バージョン

（Version）
（表示専用）SIP 証明書のバージョン。

シリアル番号

（Serial Number）
（表示専用）SIP 証明書のシリアル番号。

証明書テキスト

（Certificate Text）
（表示専用）SIP 証明書のテキストの内容。

秘密鍵（Private 
Key）

（表示専用）SIP 証明書の暗号化された秘密鍵。

新規作成（Generate 
New）

新しい SIP 証明書を生成するには、このボタンを選択します。

表 13-22 [SIP 証明書の編集（Edit SIP Certificate）] ページ （続き）

フィールド 説明

表 13-23 [SIP セキュリティ プロファイルの検索（Search SIP Security Profiles）] ページ

フィールド 説明

選択項目の削除

（Delete Selected）
SIP セキュリティ プロファイルを削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし

て、[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。複数の SIP セキュリティ プロファイルを同

時に削除できます。

新規追加（Add 
New）

SIP セキュリティ プロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンを選択します。新

しいページが開くので、このページに新規 SIP セキュリティ プロファイルに適用するデータを入力し

ます。

表示名（Display 
Name）

（表示専用）SIP セキュリティ プロファイルの名前。
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新規 SIP セキュリティ プロファイル
新規 SIP セキュリティ プロファイル

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Security in Cisco Unity 
Connection 9.x (Cisco Unified Communications Manager Integrations Only)」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

SIP セキュリティ プロファイルの編集

表 13-24 [SIP セキュリティ プロファイルの新規作成（New SIP Security Profile）] ページ

フィールド 説明

ポート（Port） ボイス メッセージ ポートの SIP トランク認証および暗号化で Cisco Unified Communications 
Manager サーバが使用するポート。

（注） TLS による SIP セキュリティと TLS 以外の SIP セキュリティの両方で、同じポートを使用す

ることはできません。

TLS を実行（Do 
TLS）

Cisco Unity Connection と Cisco Unified Communications Manager サーバ間で SIP トランクを使用

して送信されるコール シグナリング メッセージを暗号化する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

Connection と Cisco Unified CM サーバ間で SIP トランクを使用して送信されるコール シグナリング 
メッセージを暗号化しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

注意 このチェックボックスをオンにした場合は、Cisco Unified CM サーバでも TLS を有効に

する必要があります。有効にしない場合、SIP セキュリティが正常に機能しない可能性が

あります。

表 13-25 [SIP セキュリティ プロファイルの編集（Edit SIP Security Profile）] ページ

フィールド 説明

ポート（Port） ボイス メッセージ ポートの SIP トランク認証および暗号化で Cisco Unified Communications 
Manager サーバが使用するポート。

（注） TLS による SIP セキュリティと TLS 以外の SIP セキュリティの両方で、同じポートを使用す

ることはできません。

TLS を実行（Do 
TLS）

Cisco Unity Connection と Cisco Unified Communications Manager サーバ間で SIP トランクを使用

して送信されるコール シグナリング メッセージを暗号化する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

Connection と Cisco Unified CM サーバ間で SIP トランクを使用して送信されるコール シグナリング 
メッセージを暗号化しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

注意 このチェックボックスをオンにした場合は、Cisco Unified CM サーバでも TLS を有効に

する必要があります。有効にしない場合、SIP セキュリティが正常に機能しない可能性が

あります。
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SIP セキュリティ プロファイルの編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing Phone 
System Integrations in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Security in Cisco Unity 
Connection 9.x (Cisco Unified Communications Manager Integrations Only)」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。
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SIP セキュリティ プロファイルの編集
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Cisco Unity Connection  9.x ツールの設定

次の項を参照してください。

• 「タスクの定義」（P.14-1）

• 「タスク定義の基本設定」（P.14-2）

• 「タスク スケジュール」（P.14-2）

• 「一括管理ツール」（P.14-3）

• 「カスタム キーパッド マッピングの検索」（P.14-5）

• 「カスタム キーパッド マッピングの編集」（P.14-5）

• 「ユーザの移行」（P.14-7）

• 「メッセージの移行」（P.14-7）

• 「文法の統計」（P.14-8）

• 「SMTP アドレスでオブジェクトを検索」（P.14-8）

• 「依存関係の結果の表示」（P.14-9）

タスクの定義

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Administrative 
Tools in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Cisco Unity Connection 9.x Task Management 
Tool」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 14-1 [タスクの定義（Task Definitions）] ページ

フィールド 説明

タスク名（Task 
Name）

Cisco Unity Connection タスクの名前。指定したタスクの機能、実行頻度、およびタスクの結果（タ

スクが成功したか失敗したかなど）の詳細については、タスクの名前を選択します。
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タスク定義の基本設定
タスク定義の基本設定

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Administrative 
Tools in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Cisco Unity Connection 9.x Task Management 
Tool」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

タスク スケジュール
各タスクのデフォルトの設定およびスケジュールは、機能およびパフォーマンスの観点で最適化されて

います。デフォルトの設定およびスケジュールは、変更しないことを推奨します。

注意 いくつかのタスクは、Cisco Unity Connection 機能にとって重要です。重要なタスクを無効にした

り、頻度を変更すると、パフォーマンスに悪影響を与えたり、Connection の機能が停止することが

あります。

表 14-2 [タスク定義の基本設定（Task Definition Basics）] ページ

フィールド 説明

サーバ（Server） Cisco Unity Connection クラスタを設定してから、タスク情報を表示するサーバを選択します。

表示名（Display 
Name）

タスクの名前。

概要（Summary） タスクの機能の概要。

今すぐ実行（Run 
Now） 

（[ディスク領域の監視（Monitor Disk Space）] タスクと [システム設定の確認（Check System 
Configuration）] タスクだけに適用可能）タスクをただちに実行するには、[今すぐ実行（Run Now）

] ボタンを選択します。

[今すぐ実行（Run Now）] ボタンを選択してただちにタスクを実行する場合、タスクは [タスク スケ

ジュール（Task Schedule）] ページでスケジュールを設定したタスクとは別に実行されることに注意

してください。

[今すぐ実行（Run Now）] ボタンを選択すると、結果は通常、非常に短時間で [タスクの実行結果

（Task Execution Results）] テーブルに表示されますが、少し待ってからページを更新しないと、結

果が表示されないことがあります。

選択項目の削除

（Delete Selected）
タスク定義を削除するには、表示名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除

（Delete Selected）] を選択します。複数のタスク定義を一度に削除できます。

重大度（Severity） タスクで検出された問題の最大重大度。

開始時間（Time 
Started）

タスクの実行が開始された日時。形式は、<年>-<月>-<日> <時>:<分>:<秒>.<ミリ秒> です。こ

のタスクの結果を表示するには、該当する日時のリンクを選択します。

完了時間（Time 
Completed）

タスクの実行が終了した日時。形式は、<年>-<月>-<日> <時>:<分>:<秒>.<ミリ秒> です。
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一括管理ツール
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Administrative 
Tools in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Cisco Unity Connection 9.x Task Management 
Tool」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

一括管理ツール

表 14-3 [タスク スケジュール（Task Schedule）] ページ

フィールド 説明

タスク名（Task 
Name）

タスクの名前。

有効（Enabled） 指定したスケジュールに基づいてタスクを自動的に実行するかどうかを指定するには、チェックボッ

クスをオンまたはオフにします。

システム起動後実行

までの時間：____ 
分（Run on System 
Startup After ____ 
Minutes）

タスクをスケジュールに基づいて実行するだけでなく、Cisco Unity Connection サーバを再起動する

たびに実行する場合は、このチェックボックスをオンにして、起動後にタスクを実行するまでの時間

を分単位で指定します。

タスク実行間隔：

____ 分（Run Task 
Every ____ 
Minutes）

タスクを 1 日に複数回実行する場合は、このオプションを選択して、頻度を分単位で指定します。

タスク実行時間：

（Run Task At）
タスクを定期的なスケジュールで実行するよう設定するには、次のいずれかのオプションを選択しま

す。

• 毎日 1 回：時間を指定して、[毎日（Every Day）] オプションを選択します。

• 毎週 1 回：時間を指定して、[毎 <曜日>（Every <day of the week>）] オプションを指定します。

• 毎月 1 回：時間を指定して、[毎 <日付>（毎月）（Every <date> of Every Month）] オプション

を指定します。

保存（Save） 指定した設定を保存します。

デフォルトに設定

（Set to Defaults）
このページのすべての値を、現在のタスクについて推奨されるデフォルト値にリセットします。

表 14-4 [一括管理ツール（Bulk Administration Tool）] ページ

フィールド 説明

操作の選択（Select 
Operation）

該当する一括操作を次から選択します。

• 作成（Create）

• 更新（Update）

• 削除（Delete）

• エクスポート（Export）
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一括管理ツール
関連項目

• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の付録「Using 
the Cisco Unity Connection 9.x Bulk Administration Tool」

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

メールボックスにア

イテムが存在する

ユーザは削除しない

（Do Not Delete 
Users With Items in 
Their Mailboxes） 

（[削除（Delete）] 操作が選択された場合のみ適用可能）このチェックボックスをオンにすると、

メールボックスにメッセージが入っているユーザは削除されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンです。

オブジェクト タイプ

の選択（Select 
Object Type）

該当するオブジェクトのタイプを次から選択します。

• ユーザ（Users）（ボイス メールボックスなし）

• メールボックスがあるユーザ（Users with Mailbox）

• 連絡先（Contacts）

• 同報リスト（Distribution Lists）

• 同報リストのメンバー（Distribution List Members）

• LDAP ディレクトリからのユーザ（Users from LDAP Directory）（このオプションを使用できる

のは、Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動している場合だけです）

• ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）

• ブランチ（Branches）

（注） Connection 9.1(1) では、Bulk Administration Tool（BAT）ツールを使用して Connection 
SRSV ブランチを設定できるようになりました。

ユーザ テンプレート

（User Template）
ユーザ テンプレートの設定を個々の CSV フィールド設定より優先するかどうかを次のオプションで

示します。

• いいえ（No）

• はい（Yes）（[はい（Yes）] を選択する場合は、リストからテンプレートを選択します）

CSV ファイル

（CSV File）
CSV ファイルのフル パスを入力します。

（注） Bulk Administration Tool では CSV ファイルのテキストに、UTF-8 および UTF-16 文字セッ

ト エンコードのみがサポートされます。

エラーログ ファイル

名（Failed Objects 
Filename）

失敗したオブジェクトのレポート ファイルへのフル パスを入力します。

送信（Submit） [送信（Submit）] を選択して、一括操作を開始します。

最後の操作を表示

（Display Last 
Operation）

直前の操作による出力ファイルへのダウンロード リンクを表示するには、[最後の操作を表示

（Display Last Operation）] ボタンを選択します。

表 14-4 [一括管理ツール（Bulk Administration Tool）] ページ （続き）

フィールド 説明
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カスタム キーパッド マッピングの検索
• 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Creating 
User Accounts from LDAP User Data or Integrating Existing Users with LDAP Users in Cisco Unity 
Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.ht
ml から入手可能）。

カスタム キーパッド マッピングの検索

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Custom Keypad 
Mapping Tool in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

カスタム キーパッド マッピングの編集

表 14-5 [カスタム キーパッド マッピングの検索（Search Custom Keypad Mappings）] ページ

フィールド 説明

カンバセーション名

（Conversation 
Name）

 使用可能なカンバセーションから該当するカスタム キーパッド マッピング カンバセーションを選択

します。

表 14-6 [カスタム キーパッド マッピングの編集（Edit Custom Keypad Mapping）] ページ

フィールド 説明

メニュー タブ

（Menu Tabs）
そのメニューのカンバセーションをカスタマイズするには、該当するメニュー タブを選択します。カ

スタマイズ可能なカンバセーション メニューには、次の 8 つがあります。

• メイン メニュー（Main Menu）

• [メッセージ再生（Message Playback）] メニュー（[ヘッダー（Header）] タブ、[本文（Body）
] タブ、[フッター（Footer）] タブ）

• [メッセージ後（After Message）] メニュー

• [設定（Settings）] メニュー

• [メッセージ設定（Message Settings）] メニュー

• [個人設定（Personal Settings）] メニュー

オプション

（Option）
選択したメニューに使用されるオプションのリスト。各オプションの詳細については、『System 
Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Custom Keypad Mapping Tool 
in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.ht
ml から入手可能です。
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カスタム キーパッド マッピングの編集
関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Custom Keypad 
Mapping Tool in Cisco Unity Connection 9.x」の章

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

キー割り当て（Key 
Assignment）

各メニュー オプションに割り当てられるキー。次のガイドラインに注意してください。

• 使用可能な文字は 0 ～ 9、*、#、または空白だけです。

• メニュー オプションごとに最大 3 桁の数字を使用できます。

• 1 つのメニュー内で、重複するキー エントリは使用できません （たとえば、メイン メニューの [
新規メッセージを再生（Hear New Messages）] と [メッセージを送信（Send a Message）] の両

方に「1」キーをマッピングすることはできません。ただし、メイン メニューの [新規メッセー

ジを再生（Hear New Messages）] と、[設定（Settings）] メニューの [グリーティング

（Greetings）] の両方に、「1」キーをマッピングできます）。

• キー割り当てを空白のままにすると、メニューでそのオプションが無効になります。

• 変更を保存すると、このカンバセーションを使用するすべての新しいコールが新しいキー マッピ

ングの設定に従います。

• キー割り当てを空白のままにする場合は、[メニューでオプションとして読み上げ（Option 
Voiced in Menu）] チェックボッスをオフにします。

メニューでオプショ

ンとして読み上げ

（Option Voiced in 
Menu）

メニューでオプションを再生するかどうかを示すには、チェックボックスをオンまたはオフにしま

す。

この設定は、オプションにキー（複数可）を割り当てるがメニューには表示させない場合に使用でき

ます。割り当てられたキーを押すとオプションは有効なままであり、Cisco Unity Connection は適宜

応答しますが、メニューでオプションは再生されません。たとえば、「0」が常に [ヘルプ（Help）] 
にマッピングされていて、「*」が常に [キャンセル（Cancel）] にマッピングされていることがわ

かっていても、メニューをできるだけ短くしようとするには一部のメニューでこのオプションが再生

されないようにする場合があります。

移動先（Move To） メニューでオプションを再生する順番を変更するには、メニュー オプションを選択して [移動先

（Move To）] ボタンまたは上下矢印を使用します。

アクションの説明

（Action 
Description）

（表示専用）選択したオプションで実行される操作について説明します。

すべてのタブのマッ

ピングをリセット：

（Reset Mappings on 
All Tabs To）

このカスタム キーパッド マッピング カンバセーションの基礎として使用する該当するカンバセー

ションを選択します。

既存のカンバセーションのキー マッピングに合せて、すべてのメニューのキー マッピングを変更で

きます。たとえば、選択したカスタム キーパッド マッピングのすべてのキー マッピングを、[オプ

ション カンバセーション 1（Optional Conversation 1）] のマッピングと置き換えることができます。

この方法を使用すると、既存のカンバセーションに少しだけ変更を加える場合に、全オプションを手

動でマッピングし直す必要がなく便利です。

表 14-6 [カスタム キーパッド マッピングの編集（Edit Custom Keypad Mapping）] ページ （続き）

フィールド 説明
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ユーザの移行
ユーザの移行

メッセージの移行

表 14-7 [ユーザの移行（Migrate Users）] ページ

フィールド 説明

サーバ名または IP 
アドレス（Server 
Name or IP 
Address）

Cisco Unity（バージョン 4.0(1) 以降）のユーザ データのエクスポート先である Secure Shell（SSH）

サーバの名前または IP アドレスを入力します。

パス名（Path 
Name）

インポートするユーザ データを含むディレクトリへのパスを入力します。

パスの形式は、そのディレクトリへのアクセスについて SSH サーバ アプリケーションでどのように

設定されているかによって異なります。

ユーザ名

（Username）
データのエクスポート先であるサーバおよびファイルへのアクセスに必要なアクセス許可を持つアカ

ウント名を入力します。

パスワード

（Password）
[ユーザ名（Username）] フィールドで入力したアカウントのパスワードを入力します。

ユーザ テンプレート

（User Template）
インポートしたデータを使用して作成するユーザのすべてに適用する設定を含むテンプレートを選択

します。

エラーログ ファイル

名（Failed Objects 
Filename）

Cisco Unity Connection がデータをインポートできなかったユーザの情報が保存されるログ ファイル

のファイル名を入力します。

送信（Submit） ユーザ データのインポートを開始するには、[送信（Submit）] ボタンを選択します。

表 14-8 [メッセージの移行（Migrate Messages）] ページ

フィールド 説明

サーバ名または IP 
アドレス（Server 
Name or IP 
Address）

Cisco Unity（バージョン 4.0(1) 以降）のメッセージのエクスポート先である SSH サーバの名前また

は IP アドレスを入力します。

パス名（Path 
Name）

インポートするメッセージを含むディレクトリへのパスを入力します。

パスの形式は、そのディレクトリへのアクセスについて SSH サーバ アプリケーションでどのように

設定されているかによって異なります。

ユーザ名

（Username）
データのエクスポート先であるサーバおよびファイルへのアクセスに必要なアクセス許可を持つアカ

ウント名を入力します。

パスワード

（Password）
[ユーザ名（Username）] フィールドで入力したアカウントのパスワードを入力します。

送信（Submit） メッセージのインポートを開始するには、[送信（Submit）] ボタンを選択します。
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文法の統計
文法の統計

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Administrative 
Tools in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Cisco Unity Connection 9.x Grammar Statistics 
Tool」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

SMTP アドレスでオブジェクトを検索

表 14-9 [文法の統計（Grammar Statistics）] ページ

フィールド 説明

名前（Name） （表示専用）ダイナミック音声認識文法の名前。

最終変更日（Last 
Modified）

（表示専用）文法が前回再コンパイルされた日付。

アイテム数

（Number of Items）
（表示専用）文法内のアイテム数。

更新待ち（Pending 
Updates）

（表示専用）保留されている更新があるかどうかを示します。文法にアイテムを追加（たとえば、名

前文法に新しい名前を追加）してから再コンパイルされていない場合、[更新待ち（Pending 
Updates）] は「はい（yes）」に設定されます。そうでない場合は、「いいえ（no）」に設定されます。

再構築中（Is 
Rebuilding）

（表示専用）文法が現在再コンパイル中であるかどうかを示します。

文法の再構築

（Rebuild 
Grammars）

強制的にすべての文法をすぐに再コンパイルするには、[文法の再構築（Rebuild Grammars）] ボタ

ンを選択します。スケジュールが現在非アクティブである場合、この操作は [音声認識の更新スケ

ジュール（Voice Recognition Update Schedule）]（Cisco Unity Connection Administration の [シス

テム設定（System Settings）] > [スケジュール（Schedules）] にある）より優先されます。（デフォ

ルトでは、このスケジュールのすべての曜日と時間がアクティブです）。また、一括操作の開始後は、

10 分の待機期間よりも優先されます。

表 14-10 [SMTP アドレスでオブジェクトを検索（Search Objects by SMTP Address）] ページ

フィールド 説明

エイリアス（Alias）（表示専用）検索用語と一致するオブジェクトのエイリアス。複数のオブジェクトが見つかった場合、

Cisco Unity Connection はオブジェクトへのアドレスの解決にアスタリスク（*）の付いたオブジェ

クトを使用します。

オブジェクト タイプ

（Object Type）
（表示専用）検索用語と一致するオブジェクトのタイプ（ユーザ、連絡先リスト、またはシステム同

報リスト）。

プライマリ

（Primary）
（表示専用）用語がオブジェクトのプライマリ Simple Mail Transfer Protocol（SMTP; シンプル メー

ル転送プロトコル）アドレスと一致するかどうかを示します。[No（いいえ）] に設定されている場

合、用語はオブジェクトの SMTP プロキシ アドレスと一致しています。

ロケーション

（Location）
（表示専用）オブジェクトのホームである Cisco Unity Connection のロケーション。
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依存関係の結果の表示
依存関係の結果の表示

関連項目

• 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Administrative 
Tools in Cisco Unity Connection 9.x」の章にある「Cisco Unity Connection 9.x Show Dependency 
Results」の項

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsag
x.html から入手可能）。

表 14-11 [依存関係の表示（Show Dependencies）] ページ

フィールド 説明

表示名（Display 
Name）

選択した検索オブジェクトへの依存関係があると判明した各オブジェクトの表示名を表示します。

Connection 管理の

ページ（Page in 
Connection 
Administration）

選択した検索オブジェクトへの依存関係があるオブジェクトに対するハイパーリンクを示します。

以前の結果の表示

（Display Previous 
Results）

最近の依存関係の検索結果を表示するには、[以前の結果の表示（Display Previous Results）] を選択

します。依存関係の検索を開始するには、オブジェクト タイプの検索ページに移動します。
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